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例

1.本編は、「中在家南遺跡他 仙台市荒井土地区画整理事業関係遺跡発掘調査報告書」3分冊のうち、第 2分冊の

分析・考察編である。

2.第 2分冊は、本文編からの通算した「第 7部 各種分析調査」|、 「第 8部 考察と調査成果の総括」からなる。

3。 本編の図版番号・表番号 。写真番号等は、各章ごと (分析・考察担当者ごと)に付番されている。

4。 本文編におる遺物の名称 と、分析・考察担当者の記載した名称 とで統一されていないものがあるが、担当者の

見解を尊重し、統一はしていない。

5。 河チII跡 の堆積上層の細分層は、発掘調査では小文字のアルファベットを用いたが、分析・考察における表類で

は大文字で記載している場合もある。

6。 「第 8部第 8章 仙台市中在家遺跡群出土木材の樹種」 (鈴木三男氏ほか)における木材の集計結果と、本文編

における木製品類の登録遺物目録の数量 とに誤差がある場合がある。これは、調査の進展に伴う土層の時期認定

の変更 と遺物分類の変更に伴うもので、誤差の原因は編集者の責任によるものである。

7.「第 7部第 5章 中在家南遺跡より出上した大型植物化石」と、「第 8部第 4章 中在家南遺跡出土動物遺存体

の分析」に関わる大型植物化石と動物遺存体は、遺物 とともに仙台市教育委員会が一括保管している。
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第 1章 プラント・ォパール分析調査

第 1章 プラン ト・オパール分析調査報告

古環境研究所

i は じめに

この調査は、プラント・オパール分析を用いて、荒井土地区画整理事業関係遺跡における水田跡の検証および探

査を試みたものである。以下に調査結果を報告する。

2 試  料

試料は遺跡調査の担当者によって採取され、当研究所に送付されたものである。試料採取地点は、試掘 No.16、 No.

33、 No.60東壁、No.60北壁、No。 104、 および中在家南遺跡の I区、H区東壁、H区南壁の計 8箇所である。試料

数は計 100点である。No.60地点は中在家南遺跡河川跡に当る。

3 分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・ オパール定量分析法 (藤原、1976)」 をもとに、次の手順で行

った。

①試料上の絶乾 (105℃ 。24時間)、 仮,ヒ重測定

②試料土約 lgを秤量、ガラスビーズ添加 (直径約 40μ m、 約 0.02g)

※電子分析天椰により1万分のlgの精度で椰量

③電気炉灰化法による脱有機物処理

④超音波による分散 (150W・ 26KHz・ 15分間)

⑤沈底法による微粒子 (20μ m以下)除去、乾燥

⑥封入剤 (オ イキット)中に分散、プレパラート作成

⑦検鏡・計数

同定は、機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパール (以下、プラント・オパールと略す)をおもな対象とし

400倍 の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が300以上になるまで行った。これはほぼプレパラート

1枚分の精査に相当する。試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、計算されたプラント・オパールとガラスビーズ

個数の比率をかけて、試料 lg中のプラント・オパール個数を求めた。また、この値に試料の仮比重と各植物の換

算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重、単位 :10-5g)をかけて、単位面積で層厚 l cmあたりの植物体

生産量を算出した。

換算係数は、イネは赤米、ヨシ属はヨシ、タケ亜科はゴキダケの値を用いた。その値は、それぞれ2.94(種実重

は 1.03)、 6.31、 0.48である (杉山・藤原、1987)。

4 分析結果

プラント・オパール分析の結果を表 1、 表 2お よび図 3、 図 4に示す。なお、稲作跡の検証および探査が主目的

であるため、同定および定量は、イネ、ヨシ属、タケ亜科、ウシクサ族 (ス スキやチガヤなどが含まれる)、 キビ族

(ヒ エなどが含まれる)の主要な 5分類群に限定した。巻末に各分類群の顕微鏡写真を示す。
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表 1 試料 lgぁたりのプラント・オパール個数

No.60東地点

試料名  I イ ネ ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族 キビ族

ユーl

l-2
2-1
2-2
3
イ
ロ

4
5
6
7
8
9
10
11

No.60】し地点

試料名  |

22,400
27,300
13,400
7,800

0
0

0
900
900
900

1,900
6,400
8,000

0

0
0

イネ

6,800
5,800
6,700
19,500
1,600

0
0

1,800
0

28,200
31,600
5,500
5,000

0
0
0

21,500
28,200
30,700
86,200
1,600

900
2,700
4,600

11,200
32,900
10,500
10,200
22,000
37,900
53,100
91800

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

　

　

　

　

０

９

９

　

　

　

　

　

９

ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族 キビ族

ホ

ト

No,16地 点

試料名  |

0
900

7,300

7,600
27,100
12,000

7,600
7,400

17,500

０

０

０

０

０

０

イ ネ ヨシ屈 タケ亜科 ウシクサ族 キビ族

１

２

３

４

15,600
1,700

0
0

2,600
13,600
2,700

0

6,000
.5,900
3,700
4,300

０

０

０

０

０８

０

０

０

０

No. 104地

試料名

点

イネ ヨン属 タケ亜科 ウシクサ族 キビ族

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１

23,500
1,600

0

0

0
0
0
0
0

0

3,700
800
900

0
0

3,300
3,100
4,500
【1,500

800

5,600
5,000
9,200
7,300

22,900
3,300
5,400
7,300
7,900
9,400

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０９



No.33地点

試料名  | イネ
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ヨン属 タケ亜科 ウンクサ族 キビ族

I

2-1
2-2
【】

4
5a
5b
Sc
6
7
8a
8b
8c-1
8c-2
8d
9

I区地点

試料名

7,400
2,900
2,700

900
0
0

900
1,000
1,900

0

0
0

0
0

0

0

0
1,900
1,800
2,700

0
3,800

0
1,000
4,900
2,000

0
900

2,900
900

0

0

13,000
10,600
9,900
6,500

0

7,600
2,800
6.100
6,900
10,000
4,400
3,900
1,900

900
0
0

900
4,800
1,800

0
0

1,900
0

1,000
0

1,000
800

0
0
0
0
0

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

００

イ ネ ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族 キビ族

16-1
16-2
16-3
16-4
16-5
16-6
16-7
16-8
16-9
16-10
16-11

0
900

0
0

1,000
0

2,000
0

1,800
900

0

0
0

900
8,900

0
900
900

2,700

14,800
17,500
6,900
4,000

23,800
5,900

15,400
4,200
10,400
19,400
38,900

3,000
800

1,900
900

2,900
1,900
5,500
S,400

0
0

0

0

0
0

0
0

0

0
0

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０９

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

Ⅱ区南地点

試料名

6b
6c
6d
6e
6f
6g
6h
10'

2,000
0
0
0

900
0
0
0

ヨン属 タケ亜科 ウシクサ族 キピ族

0

0

0
0

0

0
0

0

0
0
0
0
0
0
0
0
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Π区東地点

試料名  I イ ネ ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族 キビ族

1

2
3
3'

4
5
6
7'

7a
7b
7c
7d
8
9a
9b
9c
9d
10
1la

llb
12b
12c-1
と2c-2
13b-1
13b-2
14a-1
14a-2
14b
15-1
15-2
15-3
16

表 2 イネの推定生産量

No。 60東 -1地点

試料名

10,800
11,000

0
1,900

0
4,900

0
0
0
0
0
0
0

2,600
0
0
0
0
0

900
0
0
0
0

1,700
3,800
1,800
2,500

0
0
0
0

900
900

7,000
3,800

0
900

0
900

0

0
0

0
0

3,500
4,300
10,900

800
1,600
1,900
2,800

0
0
0
0

800
5,700
2,700
2,500
1,900

0
0

0

13,700
13,800
3,000
4,800

0
6,900
1,800

900
0
0
0
0
0

7,900
8,600
3,600
1,700

800
3,900
8,400

900
1,800

800
0

4,400
9,500

11,100
12,900

900
1,800
900

0

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

　

　

０

　

　

　

　

　

　

　

　

０

０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

０

　

　

　

９

　

　

　

　

　

　

　

　

　

６

８

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

８

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

　

　

　

　

０

　

　

　

　

　

　

０

０

９

９

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

８

　

　

　

　

９

　

　

　

　

　

　

８

８

深さ
Cm

層厚
Cm

P,0,数
個 /g

仮比重 P,O.数
個/cc

稲わら重
t/10a.cm

稲秘重
t/10a.cm

稲秘総量
t/10a

ユー1

1-2
2-1
2-2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

0
9

18
30
42
58
77
97

110
119
127
136
147

3.55
4.85
1.91
0.69
0.00
0.02
0.04
0.06
0。 32
0.57
0.00
0.00
0.00

1.92
2,62
1.08
0,87
0.00
0,01
0.02
0.03
0.18
0.31
0,00
0,00
0.00

17.24
23.55
12,86
4.45
0.00
0.20
0.41
0。 40
1,58
2.47
0,00
0.00

９

９

２

２

６

９

０

３

９

８

９

１

一

１

１

１

１

２

１

　

　

　

１

22,400
27,300
13,400
7,800

0
900
900

1,900
6,400
8,000

0
0
0

0,88
0,93
0,75
0,47
0,12
0,22
0.24
0。 20
0.28
0,38
0,51
0.82
1.05

18,600
25,400
10,000
3,600

0
100
200
300

1,700
3,000

0
0
0



No.60東 -2地点

試料名
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稲わ ら重    稲靱重   稲秘総量
t/10a.cm  t/10a,cm   t/10a

深 さ
Cm

層厚
Cm

仮比重 P,O.数
個/cc

P,O,数
個 /g

イ

ロ

ハ

No,60耳ヒ〕也点

試料名

０

０

００９

４

８

一

９

３

１

５

６

７

0.29
0.28
0,29

0

0
200

P,O.数
個/cc

0.00
0.00
0.04

0.00
0,00
0,02

0.00
0.00

深さ
Cm

層厚
Cm

P,O.数
個 /g

仮比重 稲わ ら重    稲秘重   稲秘総量
t/10a,cm  t/10a,cm   t/10a

ホ

ト

No.16北地点

試料名

0
900

7,300

0.00
0,04

稲籾総量
t/10a

８

２

一

４

２

４

８

９

９

0,33
0.24
0。 19

0
200

1,300

0,00
0,04
0,25

0,00
0.02
0。 18

深さ
Cm

層厚
Cm

P,0.数
個 /g

仮比重 P,O.数
個/cc

稲わ ら重
t/10at cm

稲秘重
t/10a.cm

1-1
1-4
2
3
4

No.104耳ヒ翼よ)ミ

試料名

0
15,600
1,700

0
0

0
15,800
1,700

0

0

0.00
3.02
0.32
0,00
0,00

稲わ ら重
t/10a.cm

0.00
9.76
r.23
0.00

稲籾総量
t/10a

0
39
45
52
61

1.00
1,02
1.03
1,05
1,02

９

６

７

９

一

３ O.00
1.68
0.18
0,00
0.00

深さ
Cm

層厚
Cm

P,0,数
個 /g

仮比重 P,O.数
個/cc

稲秘重
t/10a.cm

９

７

７

４

８

６

５

６

８

一

１

２

　

　

１

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１

0
19
46
53
57
75
81
86
92

100

23,500
1,600

0
0
0
0
0
0
0
0

1.09
1, 15
1.02
1. 12
1,09
1.09
1, 12
0.99
1, 18
1.05

25,700
1,800

0
0
0

0
0
0
0
0

4.91
0,34
0.00
0.00
0,00
0.00
0,00
0.00
0.00
0,00

2,65
0,19
0.00
0,00
0.00
0.00
0,00
0,00
0,00
0.00

稲秘重
t/10a,cm

50。 29
5,01
0.00
0.00
0.00
0,00
0.00
0.00
0.00

稲秘総量
t/10a

No.33-1地 点

試料名 P.0.数
個/g

P,O.数
価/cc

稲わ ら重
t/10a.cm

深さ
Cm

層厚
Cm

仮比重

1

2-1
2-2
3
5a
5b
5c
7
8a
8b
8c-1
8c-2
8d
9

0
15
32
52
61
66
82
94

106
118
141
155
168
190

7,400
2,900
2っ 700

900
0

900
1,000

0
0
0
0
0
0
0

1.15
1,10
0,80
0,33
0,28
0.20
0.30
0.50
0.24
0,28
0,14
0.14
0,28
0.35

8,400
3,100
2,100

200
0

100
200

0
0
0
0

0
0
0

1.60
0.59
0.40
0,04
0.00
0.02
0.04
0.00
0.00
0,00
0.00
0.00
0.00
0.00

0.87
0.32
0,22
0,02
0.00
0.01
0,02
0.00
0.00
0,00
0,00
0.00
0,00
0.00

12.98
5,48
4,33
0。 19
0.00
0。 16
0.25
0.00
0.00
0.00
0.00
0,00
0.00

５

７

０

９

５

６

２

２

２

３

４

３

２

一

１

１

２

　

　

１

１

１

１

２

１

１

２



第 7部 各種分析調査

No.33-2地点

試料名 深さ
Cm

層厚
Cm

P,O,数
個 /g

仮比重 P,O.数
個/cc

稲わ ら重    稲秘重   稲秘総量
t/10a.cm  t/10a.cm   t/1oa

4

No.33-3貴B」ミ

試料名 P,0,数
個 /g

P,O.数
個/cc

50 0,72

仮比重

0.00     o.oo 0.00

稲わ ら重    稲秘重
t/10at cm  t/10a,cm

稲柳総量
t/10a

深 さ
Cm

層厚
Cm

91 1,900 0.41 700 0。 18 0.07 0.43

荒井 (中在家南)遺跡 !区地点

(16は基本層ⅡI層 に相当)

試料名 深さ  層厚
cm    cm

P,O.欺
個 /g

仮比重 P,O.数
個/cc

稲わ ら重
t/10a,cm

稲籾重
t/10a,cm

稲秘総量
t/10a

16-1
16-2
16… 3
16-4
16-5
16-6
16-7
16-8
16-9
16-10
16-11

Ⅱ区東―ユ地点

試料名

３

１

６

１

０

１

６

９

６

６

一

〇

３

４

０

１

１

２

８

７

３

９

１

２

３

４

５

５

６

８

８

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1.02
1.02
1,02
1,02
1. 11

1。 11

1,11

1, 01

1. 01

0,97
0.97

仮比重

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0.00
0.00
0.00
0,00
0,00
0.00
0.00
0.00
0.00
0,00
0.00

0,00
0,00
0,00
0.00
0.00
0,00
0.00
0,00
0.00
0,00
0.00

0.00
0,00
0,00
0.00
0.00
0,00
0.00
0.00
0.00
0.00

深さ
Cm

層厚
Cm

P,O.数
個 /g

P.0,数
個/cc

稲わ ら重   稲秘重   稲籾総量
t/10a,cm  t/1oa.cm   t/10a

２

６

１

３

３

４

ａ

ｂ

ｄ

９

９

９

４

５

2,600
0

0.42
0, 51

1,000
0

0。 19
0,00

0.10
0,00

0.41
0,00

Ⅱ区東-2地点

試料名 P,0.数
個 /g

P,O.数
個/cc

深さ
Cm

層厚
Cm

仮比重 稲わ ら重   稲秘重   稲秘総量
t/10a.cm  t/10a,cm   t/10a

９

４

３

４

Ｃ

、ｄ

９

９
0140 0,00 0,00 0.00

Π区東-3地点

試料名   深さ
Cm

層厚
Cm

P,O,数
個 /g

仮比重 P,0.懃
個/cc

稲わ ら重   稲柳重   稲秘総量
t/10a,cm  t/10a.cm   t/10a

3'

4

５

一

９

４

２

３

1,900
0

0.29 500 0。 10 0.05 0。 26



Ⅱ区東-4地点

試料名 仮比重

第 1章 プラント・オパール分析調査

稲わ ら重    稲秘重   稲柳総量
t/10a.cm  t/10a,cm   t/10a

深さ
Cm

層厚
Cm

P.O.数
個 /g

P,0,数
個/cc

32
43
54
75
80
87

１

１

１

５

７

１

１

２

11,000 0.84 9,200 1.76 0,95 10,42

4,900 0.30 1,400 0.27 0,14 1. 01

2-1
2-2
3
4
5
7a

H区東-5地点

試料名 仮比重深 さ
Cm

層厚
Cm

P,0,数
個 /g

P,0,数
個/cc

稲わら重   稲秘重   稲籾総量
t/10a.cm  t/10a,cm   t/10a

1la… 1

1la-2
173
181

0.31８

一

０

０

0,00     0.00 0.00

H区東-6地点

試料名   深さ
Cm

層厚
Cm

P,0,数
個 /g

仮比重 P,O.数
個/cc

稲秘総量
t/10a

稲わ ら重
t/10ao cm

稲秘重
t/10at cm

1

8
4
6
7'

7a
7b
7c
7d
8
9d-1
9d―⊇

10
1lb-1
1lb-2
12c-1
12c-2
13b-1
13b-2
14a-1
142-2
15-1
15-2
15-3
16

60
67
74
81
83
88
91
96

105
120
133
148
153
167
178
188
197
205
214
223
232
240
251
262
272

0,97
0.21
1,05
0.27
0。 39
0.40
0,36
0,38
0,30
0.29
0,34

1.99
0,00
0,00
0.00
0,00
0,00
0`00
0.00
0.00
0.00
0.00

1.07
0,00
0.00
0.00
0,00
0,00
0,00
0,00
0,00
0.00
0,00

7.50
0,00
0.00
0.00
0,00
0.00
0.00
0,00
0.00
0.00
0.00

10,4010,80７

７

７

２

５

３

５

９

５

３

０

０

４

１

０

９

８

９

９

９

８

１

１

〇

一

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0

0

900
0.26
0,36

0

300
0.00
0,06

0.00
0,03

0,00
0.34

0
0
0

1,700
3,800
1,800

0

0
0
0

0。 23
0。 21
0,33
0.24
0,40
0,37
0,32
0,30
0,30
1.26

仮比重

0

0

0
400

1,500
60｀0

0
0
0
0

P,O,数
個/cc

0,00
0.00
0,00
0.08
0,29
0,11
0.00
0.00
0.00
0.00

0.00
0.00
0.00
0,04
0,15
0,06
0.00
0.00
0,00
0.00

0,00
0100
0,00
0.87
1。 39
0.49
0,00
0,00
0.00

H区東-7地点

試料名   深さ
Cm

層厚
Cm

P,O.欺
個 /g

稲わら重   稲秘重   稲柳総量
t/10a.cm  t/10a,cn   t/10a

12b
12c

187
196

９

一

０

０

0,24 0,00 0.00      0.00



第7部 各種分析調査

Ⅱ区東-8地点

試料名   深さ
Cm

層厚
Cm

P,0.数
個 /g

仮比重 P,O.数
個/cc

稲わら重   稲柳重   稲秘総量
t/10ao cm  t/10a.cm   t/10a

14b 223

Ⅱ区南-1地点

試料名   深さ
Cm

2,500 0,35

層厚
Cm

P,O.数
個 /g

仮比重

800

P,O.数
個/cc

0.15 0.08

稲わら重
t/10a.cm

稲秘重
t/10a.cm

稲秘総量
t/10a

７

５

５

６

２

５

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

ｇ

ｌ

９

６

６

６

６

６

１

68
75
90
95

101
103
118

０

０

０

０

０

０

0.24
0.15
0. 13
0,20
0.45
0,24

0
0
0
0
0
0

0,00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00

0.00
0.00
0,00
0,00
0.00
0.00

0.00
0,00
0.00
0,00
0.00
0.00

Ⅱ区南-2地点

試料名   深さ
Cm

層厚
C田

P,0,数
個/g

仮比重 P.O.数
個/cc

稲わら重   稲靱重   稲籾総量
t/10ao cm  t/10a.cm   t/10a

6h        109
10'      116

０

０

０

０

７

一

0.24
0.24

0.00     0.00
0.00     0,00

No.60】ヒ
0

万個 /g
1         2

0.00

図 3 イネのプラン ト・ オパールの検出状況

(注)<印は50clnの スケール、。印は分析試料の採取箇所

No.60東 -2  万個 /g
0     1     2

No.60東 -1  万個 /g
0     1     2

肝ヽ:計・・



第 1章 プラント・オパール分析調査

No.16耳ヒ

0

I区

万個 /g
1       2

No,104ゴヒ
0

万個 /g
1       2

No.33-1
0

万個 /g
1       2

No。 33-2    万 個 /g
0     1     2

円

万個 /g
1      2

E三6-

Ⅱ区東 -1 万個 /g
0      1      2

飾起詐

Π区東 -2 万個 /g
0       1

No,33-3
0

万 個 /g
1       2

ｔ
Ч

16
16

16

16

１
■

2

3 ●

5b

5cロ

電 7

8aH

8b

18o電

8d



第7部 各種分析調査

Ⅱ 区 東 -3

0

万 個 /g
1        2

”一一碑

Ⅱ区東 -4 万個 /g
0      1      2

Ⅱ区東 -7   万個 /g
0     1     2

Ⅱ区南 -2 万個 /g
0      1      2

E区 東 -5   万個 /g
0     1     2

Ⅱ区東 -8 万個 /g
O      1      2

h4b■

Ч

Ⅱ区東 -6

0

万個 /g
1      2

Ч

静 」
戸
・
―

河

吋

，
‐

Ⅱ区南 -1

0

万個 /g
1      2

Ч
ｌ

，
‐
‐
‐
‐
】

，

ｄ

ｆ

６

６

匿PIヨ



第 1章 プラント・オパール分析調査

図4 おもな植物の推定生産量と変遷

(注 )<印 は 50cmの ス ケ ー ル

仙 台市 、

10    8
荒 井

6
No.60東 ―l地 点

4     2
土 層 植 物 体 生産 量  t/10a・ cm

2468

ロ ヨシ 国〕タケ亜科 ロ イネ ■ イネモ ミ

仙台市、荒井  No.60東 -2地 点  土 層    植物体生産量  t/10aocm
10864200246810

Ｈ甚日

国
ヨ シ  国]タ ケ亜科 ロ イネ  ■ イネモ ミ



第 7部 各種分析調査

仙 台市 、荒 井  No.60北 地 点   土 層    植 物 体 生産 量  t/10a・ cm
10864200246810

― 提 訴 詭

匡 ]ヨ シ  国]タ ケ亜 科 ロ イネ  ■ イネモ ミ

仙 台市 、

10    8
荒 井

6

No.161ヒ 〕也)魚

4     2
土 層 植 物 体 生 産 量  t/10aCcm

246810

ロ ヨシ 圏 タケ亜科 ロ イネ ■ イネモ ミ



第 1章 プラント・オパール分析調査

仙 台 市 、

10    8
荒 井  No.104北 地 点

6     4     2
土 層 植 物 体 生 産 量  t/10a・ cm

246810

匡]ヨ シ 国]タ ケ亜科 回 イネ ■ イネモ ミ

仙 台市 、

10    8
荒 井

6

No,33-1地 点

4     2
植 物 体 生 産 量  t/10a・ cm
246810

匡]ヨ シ 国]タ ケ亜科 ロ イネ ■ イ ネモ ミ



第 7部 各種分析調査

仙台市、荒井  No.33-2地 点   上 層    植物体生産量  t/10aocm
10864200246810

ヨシ 国ュタケ亜科 ロ イネ ■ イネモ ミ

仙台市、荒井  No.38-3地 点   土 層    植物体生産量  t/10a・ cm
1086420o246810

Ｈ

，

~~6~~~h

ヨシ 題〕タケ亜科 ロ イ ネ ■ イネモ ミ



第 1章 プラント・オパール分析調査

|

/イ
|

荒 井 (中 在 家 南 )

10    8     6
I区 地 点

4      2
土 層

0       0

植 4勿 体 生産 量  t/10aocm
2468

6

国
ヨ シ  匝 lタ ケ亜 科 ロ イネ ■ イネモ ミ

荒 井 (中 平F家 南 )H区 東 -1地 点  土 層    植 物 体 生 産 量  t/10a・ cm
10864200246810

遷軍38+
ξ_9ゴ__|

ヨ シ  国]タ ケ亜 科 ロ イネ  ■ イネモ ミ



第 7部 各種分析調査

荒 井 (中 在 家 南 )

10    8     6
Ⅱ区 東 -2地 点  土 層

4200
植 物 体 生 産 量  t/10a,cm
2468 10

匡〕ヨシ′囲 タケ亜科 ロイネ ■ イネモ ミ

荒 井 (中 在 家 南 )Π 区東 -3地 点  土 層    植 物 体 生産 量  t/10a・ cm
10864200246810

呻

ヨシ 国〕タケ亜科 ロ イネ ■ イネモ ミ



第 1章 プラント・オパール分析調査

荒 井 (中 在 家 南 )Ⅱ 区東 -4地 点  土 層    植 物 体 生 産 量  t/10a・ cm
10864200246810

,      ,
1  3  1

中

ヨ シ  国]タ ケ亜 科 ロ イ ネ ■ イネモミ

荒 井 (中 在 家 南 )Ⅱ 区東 -5地 点  土 層    植 物 体 生産 量  t/10a・ cm
10864200246810

H

コ
四
Ｉ
Ｉ
ｌ
‐
‐
ｔ
ｉ
に
ド

ー
ー
‐

咽一
ロ

ヨ シ  国]タ ケ亜科 ロ イネ  ■ イネモ ミ



第 7部 各種分析調査

荒 井 (中 在 家 南 )Π 区束 -7地 点  土 層    植 物 体 生産 量  t/10aocm
10864200246810

ヨ シ  匝]タ ケ亜科 ロ イ ネ  ■ イネモ ミ

荒 井 (中 在 家 南 )

10    8     6
Ⅱ区東 -6地 点  土 層
4200

植 物 体 生産 量  t/10a,cm
2468 10



第 1章  プラント・オパール分析調査

荒 井 (中 在 家 南 )

10    8     6
Ⅱ区東 -8地 点
4     2

土 層
0       0

植 物 体 生 産 量  t/10a・ cm
2468 10

，
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
潤

ロ
ヨ シ  国]タ ケ亜 科 ロ イネ ■ イネモ ミ

荒 井 (中 在 家 南 )

10    8     6
Ⅱ区南 -1地 点  土 層
4200

植物 体 生産 量  t/10a・ cm
2468 10

ロ
ヨ シ  国 Iタ ケ亜 科 ロ イネ ■ イネモ ミ



第 7部 各種分析調査

荒 井 (中 在家南 )

10    8     6
Ⅱ区南 -2地 点
4     2

土 層
0      0

植物体生産量  t/10aocm
2468 10

匡〕ヨシ 国]タ ケ亜科 ロ イネ ■ イネモミ

表 3 各地点・各層位における稲作の可能

〈記号説明〉

○印……稲作の可能性が高い

△印……稲作の可能性は認められるが上層や他所からの混入の危険性 も考えられる

×印……稲作の可能性は認められない

試掘 No.16     試掘 No.33      試掘 No.60東壁   試掘 No.60北壁

層 位 可含Bサ隆   層 位 可台と性  層 位 可台ヒ性  層 位 可含ヒ性

1 0      1 0    1～ 2 0     ホ  ×

2 △     2～ 3 △      3  ×     へ  △

3～ 4  ×        4  ×     イ～口  ×       卜  ○

5a  ×      ハ   △

5b～ 5c  △      4～ 6  △

6  △    7～ 8 0

7～ 9  ×     9～ 11  ×



試掘 No.104

層 位 可能性

中在家南 I区

層 位

中在家南H区東壁

層 位   可能性
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中在家南 H区南壁

層 位  可能性

1

2

3ハ彰10

○

△

X

16-1ハΨ16-11 1

2

3

3'

4

5

6ハV8

9a

9b～1la

ll b

12b～ 12c

13b

14aハΨ14b

15ハV16

6b～ 10'○

○

×

△

×

○

×

△

×

△

×

△

△

×

察考

(I)稲作 の 可 能 性 につ いて

水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行う場合、イネのプラント・オパールが試料 lgぁたりおよそ 5,000個 以上 と

比較的高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している。また、その層にプ

ラント・オパール密度のピークが認められれば、上層から後代のものが混入した危険性は考えにくくなり、その層

で稲作が行われていた可能性はより確実なものとなる。以上の判断基隼にもとづいて検討を行い、稲作の可能性を

3段階に区分して表 3に示した。

表 3の ように、稲作が行なわれた可能性が高いと判断された層位 (○印)は、試掘 No。 16地点の 1層、試掘 No.

33地点の 1層、試掘 No.60東壁地点の 1、 2、 7、 8層、試掘 No.60北壁地点の 卜層、試掘 No.104地点の 1層、

中在家南Ⅱ区東壁地点の 1、 2、 5層の各層である。

なお、イネのプラント・オパール密度が比較的低い層位 (△印)についても、稲作が行なわれた可能性は考えら

れるが、上層や他所からの混入の危険性も否定できない。プラント・オパール密度が低い原因としては、稲作期間

が短かったことや稲わらが水田外に持ち出されたことなども考えられる。

121 稲 糊 の生 産 量 の推 定

稲作の可能性が高いと判断された各層 (現表土を除 く)について、そこで生産された稲粗の総量を推定 した (表

2参照)。 また、当時の稲靱の年間生産量を面積 10aあたり100 kgと し、稲わらがすべて水田内に還元されたと仮

定して、各層で稲作が営まれた期間 (延べ)を推定した。これらの結果をまとめて次表に示す。

参考文献

杉山真二・藤原宏志。1987.川 口市赤山陣屋跡遺跡におけるプラン ト・ オパール分析 .

赤山一古環境編―.川国市遺跡調査会報告,第 10集,281-298.
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表 4 稲親生産総量および稲作期間の推定値

占
小

地 層位 生品語) 
稲
侮認

間

試掘 No.60東壁

試掘 No.60北壁

中在家南H区東壁

2

7

8

ト

2

5

16.8

1.6

2.5

0.5

20.8

1.0

168

16

25

5

208

10

※概算値であるため、あ くまでも参考程度 と考えられたい。

藤原宏志。1976.プラント・オパール分析法の基礎的研究(リ ー数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法―考古学と

自然科学,9:15-29.

藤原宏志.1979.プラント・オパール分析法の基礎的研究(0 -福岡・板付遺跡 (夜臼式)水田および群馬 。日高遺跡 (弥

生時代)水田におけるイネ (0.saiva L.)生産総量の推定―.考古学と自然科学,12:29-41.

藤原宏志・杉山真二.1984.プラント・オパール分析法の基礎的研究(0 -プ ラント・オパール分析による水田址の探査―

考古学と自然科学,17:73-85.

プラント・オパールの顕微鏡写真

No. 分  類  群 地 点 試 料 名 倍 率

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

イ ネ

イ ネ

イ ネ

イ ネ

イ ネ

イ ネ (籾 殻 )

タ ケ 亜 科 (ネ ザ サ 節 )

タ ケ 亜 科 (ク マ ザ サ 属 )

タ ケ 亜 科 (ク マ ザ サ 属 )

ヨ シ 届

ヨ シ 属

シ バ 届

不 明

不 明

不 明

血 60東

血 60東

No.60東

No,60東

血 16北

No.60東

No.60東

血 60北

Na 104】ヒ

配 60東

No.60ゴヒ

血 60東

配 60東

No.60東

N儀 104】ヒ

1-1

6

6

8

1-4

1-1

6

ハ

5

6

ハ

1-1

1-2

3

8

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300
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題

穐

3 イネ

5 イネ

2 イネ

イネ (親殻 )

8 タケ亜科 (ク マザサ属)

プラン ト・ オパール顕微鏡写真 (1)

7 タケ亜科 (ネ ザサ節 )
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タケ亜科 (ク マザサ属)

プラン ト・オパール顕微鏡写真 (2)
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第 2章 中在家南遺跡の花粉分析

古環境研究所

|. は じ皮)に

花粉分析は、湖沼などの堆積域および集水域の大きな堆積物を対象とし、広域な森林変遷を主とする時間軸の長

い植生と環境の変遷を解析する手法 として自然科学で用いられてきた。考古遺跡ではこれら水域の堆積物以外に埋

没土や遺構内堆積物などの堆積域が限定された生成の異なる堆積物も対象となり、これからは狭い植生や短い時間

を反映することも指摘されている。ここでは以上のことも念頭において分析を行った。

2. 言式 料

試料はⅥ区の東壁断面の 3b層・ 5層・6a層・6b層・6c層 。7層・ 8層・9a層 。9b層・9c層・10層・■ 層・

12a層 。12b層 。12c層・13a層・13b層・14層 の 18点 と北壁断面の 15a層・15c層の計 20点であった。試料 と

なった堆積物は黒褐色ないし黒色を呈する泥炭または泥炭質の粘上であり、上位では分解して黒色が強 くなり3b

層・ 5層・6a層・6b層・6c層・ 7層・ 8層 。9a層 。9b層・9c層 は草本質である。10層・■層 。12a層・12b

層・12c層・ 13a層 。13b層 。14層 。15a層・ 15c層では車本質を主に木本の植物遺体が混じる。いずれも水成の

堆積物で湿原状の堆積域で生成されたとみられる。

花粉粒の分離抽出は、基本的には中村 (1973)を参考にし、試料に以下の順で物理科学処理を施して行った。

① 5%水酸化カリウム溶液を加え15分湯煎する。

②水洗した後、0.5mmの節で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。

③ 25%フ ッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

④水洗した後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理 (無水酢酸9:1濃硫酸のエルドマン氏液を加え1分間

湯煎)を施す。

⑤再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う。

⑥沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、グリセリンゼリーで封入しプレパラートを作製する。

以上の物理・科学の各処理間の水洗は、1500rpm 2分間の遠心分離を行った後上澄みを捨てるという操作を3回

繰 り返して行った。

検鏡はプレパラー ト作製後直ちに、生物顕微鏡によって 300～ 1000倍で行った。花粉の同定は、島倉 (1973)お

よび中村 (1980)を基本 とし、所有の現生標本 との対比によって行った。結果は同定レベルによって、科、亜科、

属、亜属、節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハイフン (― )で結んで示した。なお、

科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる場合はそれらを別の分類群 として示した。イネ属に関し

ては、中村 (1974、 1977)を参考にし、現生標本の表面模様 。大きさ。孔・表層断面の特徴 と対比して分類したが、

個体変化や類似種も存在するため、イネ属型 とした。

法方
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4. 率吉 果

(|)出 現 す る分類群

検出された花粉・胞子は、樹木花粉 27、 樹木花粉と草本花粉を合むもの 3、 草本花粉 28、 シダ植物胞子 2形態の

計 60分類群であった。結果は、花粉遺体一覧を表にまとめた。花粉総数が200個以上の試料は花粉総数を基本とす

る百分率を求め、花粉組成図を示した。主な分類群は写真に示した。

以下に同定された分類群を示す。

〔樹木花粉〕

モミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、スギ、イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科、クルミ属、サワグルミ属、ハ

ンノキ属、カバノキ属、ハシバミ属、クマシデ属―アサダ、クリーシイ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ

属アカガシ亜属、ニレ属―ケヤキ、エノキ属―ムクノキ、サンショウ属、ウルシ属、モチノキ属、ニシキギ科、ト

チノキ、カエデ属、エゴノキ属、トネリコ属、ニフトコ属―ガマズミ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科―イラクサ科、マメ科、バラ科

〔草本花粉〕

ガマ属―ミクリ属、サジオモダカ属、オモダカ属、マルバオモダカ、イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、ミズ

アオイ属、イボクサ、ヒガンバナ科―ユリ科、タデ属サナエタデ節、アカザ科―ヒユ科、ナデシヨ科、コウホネ属

アブラナ科、ツリフネソウ属、アリノトウグサ属、一フサモ属、ヒシ属、セリ科、アサザ属、ナス科、タヌキモ属、

オオバコ属、アカネ科、シソ科、ゴキヅル、タンポポ亜科、キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

確)花 粉組成 とその変化

花粉組成の変遷を下位から記す。

1)北壁 15a層・ 15c層

樹木花粉の占める割合が草本花粉より多い。樹木花粉ではヨナラ属ヨナラ亜属を主にクルミ属・サワグルミ属・

クマシデ属―アサダ・エノキ属―ムクノキ・ トネリコ属などの落葉広棄樹が優占する。草本花粉はやや少ないがガ

マ属―ミクリ属・イネ科・カヤツリグサ科・ヨモギ属が出現している。

2)東壁

下位より14層で草本花粉が多いが 13b層から10層間では樹木花粉が多い。樹木花粉ではヨナラ属ヨナラ亜属と

ブナ属が優占し、クマシデ属―アサグ・エレ属―ケヤキ。エノキ属―ムクノキなどの広葉樹が伴われる。草本花粉

ではイネ属型を含むイネ科・カヤツリグサ科・ヨモギ属・ガマ属―ミクリ属が優占する。9c層から6c層 は樹木花

粉が減少し草本花粉が多くなる。樹木花粉の中ではヨナラ属ヨナラ亜属とブナ属が優占する。草本花粉ではイネ属

型を含むイネ科カヤツリグサ科・ヨモギ属が擾占する。6b層から3b層では草本花粉がより多くなる。特にカヤツ

リグサ科が急激に多くなり、イネ科が減少する。樹木花粉ではブナ属とヨナラ属ヨナラ亜属が多いが、5層 と3b層

でブナ属が減少する。
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表 1 中在家南遺跡の花粉分析結果

Taxa∝ ac‐ Cephalotaxaxeae‐ Cupressa∝ ae  イテイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科

AL�9s

Tsuga
肋 vs subgen.つ力わ潮 o重

Cう,tOmenta

Jvgraas

Pterottrya

Abus
BeWa
cOryrus

CarplilB盟
"Osttμr身ミ榜nea‐ Castn"。 pSr

Fagys
OuCr― Suう gθ題.bp4ilrobaranus

OuCra Subgeno Odobど anops●

ulH“独 。ya

CeF占 =Aphaaanthe
P―四

Zanthoxyrum
馳

“4ex
Celastta∝ ae

A“施

A∝r

STEx
角 れ us

モ ミ属
ツガ属
マツ属複維管束亜届
スギ

クルミ属
サワグルミ属
ハンノキ属
カバノキ属
ハシパミ属
クマシデ属―アサダ
クリーシイ属
ブナ属
ヨナラ属ヨナラ亜属
ヨナラ属アカガシ亜属
エレ属―ケヤキ
エノキ属―ムタノキ
サクラ属
サンショウ属
ウルシ属
モチノキ属
ニシキギ科
トチノキ
カエデ属
エゴノキ属
トネリコ属

ガマ属―ミクリ属
サジオモダカ属
オモダカ属
マルバオモダカ
イネ科
イネ属型
カヤツリグサ科
ミズアオイ属
イボクサ
ヒガンバナ科―ユリ科
タデ属サナエタデ節
アカザ科―ヒユ科
ナデシヨ科
ヨウホネ属
アプラナ科
ツリフネツウ属
アリノトウグサ属―フサモ属
ヒシ属
セリ科
アサザ属
ナス科
タヌキモ属
オオパコ属
アカネ科
シゾ科
ゴキヅル
キク亜科

樹木・草本花粉
草本花粉
花粉総数
未同定花粉

１

１

・３

・０

１

・０

４

１

１

２

７

　

・
４．

７．

１３

・０

７
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８

１

１

６
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６
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６
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２
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１
２
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■

４
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７
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２

２
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２
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2             1     11
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４
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クワ科―イラクサ科
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ハ

Tレpha‐ Sparga2uar
れ a

Sadtta
倒 」9S12
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5.植生の復原

以上の結果に種実の結果を加えて植性の復原を行う。

1)北壁 15a層・ 15c層

堆積地はガマ属―ミクリ属・イネ科・ カヤツリグサ科などの繁茂する水湿地であった。イネ属型花粉は出現しな

いため、周囲で水田が営まれていないか堆積域に影響をおよぼす範囲では水田は営まれていない。周囲はヨナラ属

ヨナラ亜属を主にオニグルミ・ サワグルミ属・ クマシデ属―アサダ 。ェノキ属―ムクノキ・ トネリコ属・ ブナ属な

どの落葉広葉樹の森林に覆われていたとみなされる。オニグルミ・ サワグルミ属 トネリコ属 。ブナ属は弱湿性の肥

沃地に生育することから周囲には弱湿性の肥沃地に広がっていた。

2)東壁

下位より14層の時期にはイネ科属型を含むイネ科が多 くなるため、周囲で水田が営まれだしたと推定される。15

a層 。15c層 の時期に多かったクルミ属・サワグルミ属・ トネリコ属の花粉が減少していることから、これらの生育

していた弱湿性の肥沃地が水田化されたとみなされよう。周囲にはまだ多 くのコナラ属ヨナラ亜属を主とする森林

が分布していた。

13b層から6c層の時期にかけては、樹木花粉が徐々に減少し草本花粉が増加し、周囲の森林が減少する。特にコ

ナラ属ヨナラ亜属の森林が減少している。

7層 まではヒシ属の花粉や果実が層位によっては検出されており、ヒシの繁茂する池状の水域を呈していたとみ

なされる。6b層から3b層の時期には、水湿地が浅 く湿地 となリカヤツリグサ科やミズアオイが増加する。 5層 。

3b層ではブナ林が減少する。

堆積地は上位でやや乾燥して湿地化するが、他は水湿地であった。また、層位的な樹木花粉の変化からみて、気

候の変化はみられない。

6。 まとめ

①中在家南遺跡Ⅵ区の花粉分析を行った。

②15a層・15c層 (北壁)の時期には堆積地はガマ属―ミクリ属。イネ科・カヤツリグサ科などの繁茂する水湿地

であり、周囲にはヨナラ属コナラ亜属を主にオニグルミ・サワグルミ属・クマシデ属―アサグ・エノキ属―ムク

ノキ・ トネリコ属・ブナ属などの落棄広棄樹の繁茂する弱湿性の肥沃地が広がっていた。水田は堆積地に影響を

およばす範囲では営まれていない。

③ 14層 (東壁)の時期にはイネ属型を含むイネ科が多くなるため、周囲で水田が営まれだした。上位に向かって周

囲の森林が徐々に減少する。

④堆積地には上位でやや乾燥して湿地化するが、他は水域をもつ水湿地であった。

⑤各層をとおして植生に影響をおよぼすような気候の変化は認められない。
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第 3章 中在家南遺跡の珪藻分析

古環境研究所

|.は じめに

中在家南遺跡は、若林区荒井字中在家 。字札屋敷に所在する縄文時代晩期・弥生時代・古墳時代・平安時代 。中

世 。近世にわたる複合遺跡である。遺跡が立地する地域は、仙台市東部に広がる沖積平野で自然堤防が見られ、標

高は約 5m前後の低地である。

珪藻は10～500 μm程度の珪酸質の殻を持つ微少な単細胞藻類であるが、その生息範囲は海水域から淡水域まで

と広 く、更に湿った所ならば土壌、岩石あるいはコケの表面などにも生育する。珪藻は、種によってそれぞれ固有

の生息域・生活形態を持っている。また、珪藻殻は珪酸質から形成されているため、堆積物中から化石として多 く

産する。このような珪藻の特質を利用することで、古環境特に水域での環境を復元するのに適している。

ここでは、中在家南遺跡を埋積する堆積物中の珪藻化石を調べ、それらから推定される堆積環境について検討す

る。

2.試料および処理

珪藻分析を行った試料は、弥生時代中期中葉から近世におよぶ、有機質粘土や泥炭を対象とした 20試料である。

なお、試料番号は、層位番号と別に通し番号を使用した。

(D 試料から湿潤重量約 1～ 2g程度を取 り出し、水を加えて撹拌した後上澄みを回収する。これに30%過酸化

水素を加え、加熱 。反応させ、有機物の分解 と粒子の分散を行う。

9)反応終了後、蒸留水を加え1時間程してから上澄み液を除去し、細粒のコロイド分のみ捨てる。この作業を

7回 ほど繰 り返す。

僧)ビーカーに残った残澄を、遠心分離器を使って濃縮する。

(4)残澄から適量を取 り、カバーガラスに滴下し乾燥させ、マウントメディアで封入し、プレパラー トを作成す

る。

作成したプンパラー トは生物顕微鏡下 1000～400倍で観察し、検出される珪藻化石の同定を行 う。なお、珪藻化

石は200個体に達するまで同定 。計算を行うが、珪藻殻の少ない試料はプレパラー ト1枚分を精査 した後止めた。

3.結  果

検出された珪藻化石分類群は、136分類群 35属 ■3種 1亜種に及ぶ。これら珪藻化石の特徴などから、 9珪藻分

帯を設定した。以下に、その特徴と珪藻化石群集から推定される堆積環境について述べる。

I帯 (NO.20)

弥生時代以前 と思われる砂礫層であるが、安藤 (1990)が設定した湖沼浮遊生種群のMelosira granulataが 優占

し、他に湖沼沼沢湿地指標種群のMelosira distansが随伴することから、湖沼沼沢地と推定される。なお、海水種

が約 3%程度出現している。
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‖帯  (No 18、  No.19)

堆積物は粘土から構成されるものの珪藻化石は僅かである。 これは堆積当時珪藻が生育できるほど十分な水域で

ないか、あるいは珪藻殻が何等かの原因で分解・溶出したかなど考 えられるが特定する状況にはない。

‖I帯  (No.15、  No 16)

全体 としては底生種の占める割合が高いが、海水種あるいは海―汽水種 も出現 し、陸生種 (陸生産藻)も 比較的

多 く出現す る。沼沢湿地付着生種群 の Pinnularia viridisや Stauroneis phoenicenteron、 湖沼浮遊生種群 の

Melosira granulataあ るいは陸生珪藻の Hantzschia amphioxysな ど、また海水種の Cocconeis scutellumや

Gammatophora macilentaな ど環境指標の異なる珪藻種が混在 して出現している。これは沼沢地ではあるが上ヒ較的

ジメジメした環境が隣接 し、かつ海水の影響が僅かなが らある場所 を反映 したものと思われる。なお、 この陸生珪

藻 とは湖沼などのような水域ではなくジメジメした土壌や岩石の表面においても生育できる珪藻種である (ガ 杉ヽ、

1986)。

IV幸善 (No 13、  No.14)

全体 としては底生種 の占める割合が高い。優 占種 として底生種 の Epithemia adnataが 出現 し、底生種 の

Rhopalodia gibbaが 随伴する。環境を指標するPinnularia �ridisな ど少ないが出現 していることから、沼沢地的

環境であると思われる。

Vi等  (No 10～ No.12)

全体 として浮遊種の占める割合が高い。安藤 (前出)が設定 した中～下流性河川指標群の Melosira variansが高

率で出現し、他に湖沼浮遊生種群の Melosira granulataな どが随伴する。

Ⅵ帯 (No.6～ No 9)

全体 として浮遊生種の占める割合が高 く、上部に向かってその傾向が強 くなる。特徴的な種 としては Melosira

granulataが高率で出現 し、Melosira distansも 同様の傾向で随伴する。

V‖ ヰ菩 (No.4、  No.5)

珪藻組成はⅥ帯のそれ と大 きく異なり、大半が底生種から構成される。沼沢湿地付着生種群の Pinnularia �ridis

をはじめ Cymbella asperaな どその割合が高 くなる。これは堆積物が粘土質泥炭からなることから、湿地環境が推

定される。また、 この環境 は上位帯のⅧ帯に継続するものである。

Ⅵ‖帯 (No,3)

環境 としては下位体のⅧ帯 と同様であるが、珪藻種あるいはその出現率が僅かではあるが異なること、 また 4層

に火山灰を狭在することか ら区分 した。またこのⅧ帯は上位および下位帯の漸移帯 と位置づけられる。

IX芹神 (No.I、  No.2)

下位帯に比べ浮遊生種の割合が高 くなる。湖沼浮遊生種群の Melosira granulataや Melosira distansあ るいは沼

沢湿地付着生種群の Pinnularia �ridisな どが高率で出現する。このことから、水深のある沼沢地的環境 と推定 され

る。

引用文献

安藤―男 (1990):淡水産珪藻による環境指標種群の設定と古環境復元への応用。東北地理,p7388.

小杉正人 (1986):陸生珪藻による古環境の分析とその意義.― わが国への導入とその展望一、植生史研究.p29-44.
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第 3章 中在家南遺跡の珪藻分析

20μ m

scale B

50μ m

scale A

l �lelosira granulata (1)

4 Diploneis ovalis(3)

7 Epithemia turgida (9)

10 Rhopalodia gibba (9)

13 Pinnularia maior (1)

16 Navicula pupula (3)

19 Cymbella tumida(11)

22 Eunotia praerupta (3)

2 Cocconeis placentula (9)

5 Navicula elginensis (1)

8 Eunotia formica(9)

1l Pinnularia viridis(1)

14 Stauroneis phoenicenteron (1)

17 Epithemia sorex(14)

20 Hantzschia amphioxys(1)

23 Navicula americana (9)

3 1VIelosira varians (11)

6 1vlelosira distans (1)

9 Synedra uina (11)

12 Pinnularia viridis(1)

15 Neidium iridis(3)

18 Pinnularia acrosphaeria (1)

21 Pinnularia gibba (3)

(No 9 1ま scale A、 イ也は scale B)

図版 1.中在家南遺跡の珪藻化石顕微鏡写真





第 4章 中在家南遺跡の種実同定

第 4章 中在家南遺跡の種実同定

古環境研究所

|. は じ碇》に

種実同定は、従来、第四紀学などの地質学の分野から化石 としてあつかわれてきた。考古遺跡では、流路や遺構

内堆積物に含まれており、一定量の堆積物から水洗選別することによって定量的な種実組成を調べ植生 と環境 を推

定することができる。ただし雑草などの微細種子をあつかった例は少なくその研究は緒についたばかりである。ま

た、植物遺体は花粉・植物珪酸体・種実などの部位 と植物種によって生産性・移動性・保存性に差異があるため、

分析結果はそれぞれ固有の特性を示す。ここでは、それらのことも考慮に入れ同定分析を行った。

2.試料 と方法

試料はⅥ区の東壁断面の 3b層・ 5層・6a層 。6b層・6c層・ 7層・ 8層 。9a眉 。9b層・9c層・10層・■ 層・

12a層 。12b層 。12c層 。13a層 。13b層・14層の 18点 と北壁断面の 15a層・15c層の計 20点であった。試料 と

なった堆積物は黒褐色ないし黒色を呈する泥炭または泥炭質の粘上であり、上位では分解して黒色が強 くなる。い

ずれも草本遺体を主とする泥炭質の堆積物である。

試料は堆積をはかり、0.25 mmと 3 mmの ぶるいを用いて水洗選別を行った。0.25 mmでは200 ccを用い微細

遺体を調べ、3mmでは 500 ccを 用いて大きな遺体を調べた。選別 と同定は双眼実体顕微鏡 (ビ ノキュラー)下で

行った。

3.結  果

検出された種実遺体は 40分類群でうち 2分類群は胞子で 1つ は未同定種実である。結果は表にまとめ、主要な分

類群は写真に示した。分類群によっては保存が悪 く写真に示し得ない種実もあった。

なお、細分設定された分類群は、各報告書によって便宜的に行われており異なりがあることから、ここでは種や

属の階級単位に分類を行った。以下に主要な分類群を記づ。

a.オ ニグル ミ 」iygra,saん測拗デForia Carr。 核 クル ミ科 黒褐色で球形を呈し一端がとがり、縫合部がある。表面

には不規貝Uなでこばこがある。長さ4.lcm。

b.ウ コギ科 Araliaceae 核 黄褐色で薄い半円形を呈する。大きさ2 mm程度。

C.イ バラモ属 Ⅳガas 種子 イバラモ科 黄褐色～灰褐色。側面観は広線形で、表面には網目模様がある。上面観

は円形で、種度は厚 く弾力がある。長さ約 2 mm、 幅 0.5mm。
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d.イ ネ科 Gramineae 穎 灰褐色～茶褐色で楕円形、長さ 3 mm程度。柔 らかい。

e.スゲ属 Carex 果実 カヤツリグサ科

灰褐色～黄褐色。側面観は広倒卵形で、表面は網目模様である。上面観は平凸レンズ形で、果度 はやや厚い。1.8～ 3

mnl。

f.カ ヤツリグサ属 Cyperus 果実 カヤツリグサ科

黒褐色～黒色。側面観は狭倒卵形で、表面にはやや光沢があり、ざらつく。上面観は三角形のものと偏平なもの

がある。長さ約 1～2mm。

g.ホ タルイ属 Scttvs 果実 カヤツリグサ科

黒褐色～黒色。側面観は広倒卵形で、表面には光沢があり、横方向に微細な級状模様がある。上面観は両凸レン

ズ形で、果皮は厚 く硬い。長さ1.6～ 3 mm。

h.カ ヤツリグサ科 Cyperaseae 果実 茶褐色で楕円形を呈し、上面観は三角形のものと偏平なものがある。長さ

0.5～1.5mm前後。

i.オ モダカ科 AIttmataceae 種子

淡褐色～黄褐色。種皮は薄 く柔らかい。狽1面観は保存が悪 く、果度がとれた状態で、歪曲したU字型である。長

さ約 1.2mm。 やや大小があるが果皮がないためオモダカ科で一括した。

Iミ ズアオイ νο,oc力0脆 わrsβ ο々vii Regel et Maack 種子  ミズアオイ科

淡褐色。側面観は楕円形で、表面には縦方向に8～ 10本ほどの隆起があり、その間には横方向に微細な隆線があ

る。上面観は円形で、種皮は薄 く透き透る。長さ 0.9～ 1.2mm。

k.イ ボクサ �βθ胞阿β Feisa々  Hassk.種子 ツユクサ科

茶褐色～黒色。側面観は鈍三角形～精円形などさまざまで、片面に一条のやや隆起した脳がある。種皮はやや薄

く弾力がある。長さ 1.4～ 1.7mm。

l.タ デ属 Por/gOβ v阿 果実 タデ科

黒褐色。側面観は両端が尖る卵形で、表面はやや光沢がある網目模様である。上面観は三角形のものと両凸レン

ズ形がある。果皮はやや厚 く硬い。下端に果柄が残る。長さ1.5mm前後。

m.ナデシヨ科 Caryophメ laCeae 種子 ナデシヨ科

茶褐色。側面観は円形で、表面には鈍い突起がある。種皮は薄 く柔らかい。長さl mm前後。

n. ヒシ  Trapθ Jisp′ J90sa Roxb.var.linumai Nakano 果実  ヒシ科

褐色を呈し特有の角がある。長さ約 2～ 3 cm。
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o.ナ ス科 Labiatae 種子

茶褐色～黄褐色。側面観は扁平楕円形で、表面には複雑な網目模様がある。上面観は広線形で、種皮はやや厚 く

柔 らかい。一端にやや くばんだ隣がある。長さ 1.0～1.lmm。

p.シ ソ属 Peri1/a 果実 シソ科

茶褐色～黄褐色。側面観は円形で、表面には不規則な網目模様がある。上面観は扁平楕円形で、果皮はやや厚 く

硬い。長さ 1.Omm。

q.セ リ科 Umbell‖erae 果実

淡褐色～黄褐色。側面側は楕円形で、上面観は半月形である。果皮はコルク質で厚 く弾力があり、片面に 3本の

肥厚した隆起が見られる。長さ 1.9～2.Omm、 幅 1.2～1.4mm。 長いものをBと した。

r.サ ン シ ョウ モ  Sa/Lri9ね ηθわJ7S AII.大 胞 子  サ ン シ ョウ モ科

白色。側面観 は倒卵形で、一端は大 きく突出 している。上面間は円形で、胞子壁 は柔 らか く弾力 に富む。長さ

0。 3～0.51nm。

S.シ ャジクモ属  CrPara 卵胞子 シャジクモ科

黒色。側面観は楕円形で、表面には右下が りの螺旋状の隆起がみられる。上面観は円形で、胞子壁 は薄 く弾力が

ある。長さ 0.5mm、 幅 0。 4mm。

4.植生と環境の復原

種実同定の結果から、各層 ともカヤツリグサ科が多 く、他は少な く、部分的にミズアオイやサンショウモが多 く

なる。特に木本類の種子は極めて少なく、堆積域 には樹木が乏しかったとみなされる。試料 となった堆積物が泥炭

質であることからも、現地性の強い堆積物 とみなされ、花粉などより移動性の低い種実は現地の植生を強 く示して

いると考えられる。 ヒシ・ ホタルイ属などのカヤツリグサ科・ ミズアオイ・ サンショウモ という水湿地植物が出現

してお り、堆積地は水域をもつ水湿地であった と推定される。 7層以上になるとヒシやサンショウモ という水域を

示す草本があまり出現 しな くなり、堆積地は湿地状 になった。なお、堆積域が徐々に埋没する以外の大 きな環境変

化は、種実同定結果には認められない。

参 考 文 献
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第 4章 中在家南遺跡の種実同定
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第 5章 中在家南遺跡より出上した大型植物化石

第 5章 中在家南遺跡より出土 した

大型植物化石

吉 テII 純 子

|. は じとめに

中在家南遺跡は仙台市の広瀬川の東、若林区荒井にあり、弥生時代から近世までの複合遺跡である。発掘された

層は 16層 に分けられており、木製品を主とする多数の遺物を出上し、豊富な地下水のため、それらの保存は大変よ

い。未炭化の大型植物化石も比較的保存の良い状態で 16層から2層 まで出上した。大型植物化石の試料は15a層 と

15c層で土壌試料を 1ミ リロの節で洗浄したものが計 18試料、16層から表土までの現地取 り上げが計 62試料、ま

た、同一の河川跡 とされる押口遺跡の現地取 り上げが 8試料である。大型植物化石の同定結果は表 1か ら表 4に時

代、層位別に示してある。

層位の概略は、上から1層が現水田耕作上、 2層が中世から近世の水田跡、3層が中世水田跡、4層が 10世紀の

灰白色火山灰、 5層から7層が平安時代、9層から■ 層が古墳時代中期、12層 と13層が古墳時代前期、14、 15層

が弥生時代中期 とされている。詳細は考古編の上層の項を参照されたい。

2.時代別の出上傾 向

a.表上

1層からモモ核を出上したが、かなり風化しており、下位の層の二次堆積ではないかと思われる。

b.中近世

2層からはモモ、オニグルミを出上した。署歯類による食痕のあるものと磨滅したもので、一度陸上を経た後堆

積したと思われる。

c.平安時代

3、 6、 7層からは木本のオニグル ミ、モモ、草本のヒシ、ミクリ属、ウキヤガラ、ホタルイ属、カヤツリグサ

属を出土した。

オニグルミは部分的に炭化しており、人によるものと思われる。モモも風化したものがあり、ともに陸上からの

二次堆積 と思われる。草本では、ヒシは緩やかな水流の水域に生育する浮葉植物、 ミクリ属、ウキヤガラ、ホタル

イ属は抽水植物である。従って、Ⅵ区ではある程度の水深がある場所に、陸上から供給されたものと生育していた

植物がともに堆積したと思われる。H区ではやや浅い水湿地に生育していた草本が集中して堆積したのであろう。

d.古墳時代中期

9、 10、 ■ 層からはオニグルミとサルノコシカケ科またはマンネンタケ科のキノコのみ出上した。

オニグルミは磨滅したものと食痕のあるものを出土したため、これも一度陸上に堆積したものの二次堆積である。

キノコは木材からはがれたものか、人が利用しようとしたかは不明であるが、現在漢方薬などに利用されている種

類がある。

e.古墳時代前期

木本は、オニグルミ、イヌガヤ、ナラがシフ、ケヤキ、コブシ、フジ属、 ミツデカエデ、 ミズキ、クサギを出土

した。草本ではホタルイ属を多量に出上し、ほかにはウキヤガラ、スゲ属、ヒルムシロ、コバノヒルムシロ、 ミク

リ属、ゴハリマツモ、ジュンサイ、コウホネ属、ミツガシフ、ヒシ、ヒシ属、ツリフネソウ、ボントクタデ近似種、



表 i 中在家南遺跡 (現世から古墳時代中期)出土大型植物化石

表土

Ⅱ区 モモ、核、風化(2)

中世から近世

2層

I区 モモ、核、完形欠嶽 1)

H区 オニグル ミ、内果皮、完形食痕(1)

Ⅵ区 モモ、核、完形摩滅(1)

平安時代

3層

Ⅵ区 オニグル ミ、内果皮、半分部分炭イⅨl)

モモ、核、完形(2X完形欠嶽 1)、 風化(0

6層

Ⅵ区 モモ、核、完形(り

ヒシ、果実、完形(D

7層

H区  ミクリ属、果実(D     ゥキャガラ、果実(り

ホタルイ属A、 果実(133)  ホタルイ属B、 果実(り

カヤツリグサ属B、 果実(D

古墳時代中期

9C層
Ⅵ区 オニグルミ、内果皮、完豚 1)

10層

H区 オニグルミ、内果皮、完形(1)、 完形摩滅(1)、 半分(lX半分食痕(2)、 破片(D
ll層

Ⅱ区 サルノヨシカケ科またはマンネンタケ務К2)

第 7部 各種分析調査

付表 押口遺跡 I区出土大型植物イし石

6層          コブシ、種子(1)

13層         サルノコシカケ科/マ ンネンタケ科、(1)

14層         ォニグル ミ、内果皮完形(2)、 完形食痕(り

ハンノキ、果実序(り

15層         ォニグル ミ、内果皮完形tD

クリ、果実破片(3)

ケヤキ、葉(1)

カエデ属、葉(D

16層         ォニグル ミ、内果度完形(2)

層位なし       ハンノキ、果実序(1)

サクラタデ近似種、ウナギツカミ節、カナムグラ、クワクサ、イヌヨウジュ属を出上した。また、木本か草本かわ

からないが、不明B不明Cを出土している。

木本はいずれも周辺に生育していたと思われるが、オニグルミには食痕があるため、陸上で蕃歯類にかじられて

いる。オニグルミ、ミズキは比較的河ナ
「
1沿いに多い。イヌガヤは広葉樹の中に生育する針葉樹、ケヤキ、コブシ、

ナラガシフ、ミツデカェデなどは斜面に生育する落葉広葉樹で、フジ属はそれらにからむつる植物である。草本で



分 類 名 部 位
12層
Ⅵ 区

12b層
Ⅸ B区

12C層
Ⅱ 区

13層
Ⅱ 区

蠣
区

木 体

イヌガヤ 種子 2

オニグルミ 内果皮完形

完形食痕 1

ナラガシワ 殻斗 1(f2)
コナラ属 果片 1

芽 2

ケヤキ 果実 7

コブシ 種子

フジ属 芽 1

バラ科 束J 1

ミツデカエデ 果実

ミズキ 内果皮 2

クサギ 内果皮 2

草 本

ウキヤガラ 果実 6

ホタルイ属A 果実 1

ホタルイ属 B 果実

スゲ属A 果実 1 3

コバ ノ ヒル ム シ ロ 果実

ヒルム シロ 果実 1

ミクリ属 果実 1

ヒ シ 果実

ヒシ属 果片 1 6

ツリフネソウ 種子 2

ゴハ リマツモ 果実

ジュンサイ 種子

コウホネ属 種子 1 ユ

ボントクタデ近似種 果実 1

サクラタデ近似種 果実 5

ツナギツカミ節 果実 9

カナムグラ 種子 1

クフクサ 種子 1

ミツガシワ 種子 5

イヌコウジュ属 果実 2

不明B 1 1 1

不明C

第 5章 中在家南遺跡より出土した大型植物化石

表 2 中在家南遺跡古墳前期 (12・ 13層 )出 上大型植物化石一覧表  fは破片

は多量に出上したホタルイ属をはじめ、ウキヤガラ、 ミクリ属、ミツガシフは抽水植物、ヒルムシロ、コバノヒル

ムシロはやや水流がある場所の、ジュンサイ、コウホネ属、ヒシ、ヒシ属は緩やかな水流域の浮葉植物、ゴハリマ

ツモは沈水植物である。また、水生ではないが、ツリフネソウ、ボントクタデ近似種、サクラタデ近似種、ウナギ

ツカミ節は水湿地を好んで生育する。

f.弥生時代中期

木本はオニグルミ、クリ、コナラ属芽、サンショウ、キハダ、フジ属芽、ミズキを多 く出上し、ほかにはイヌガ

ヤ、サフグルミ、ナラガシワ、ノブドウ、ブドウ属、バラ科、クマヤナギ属、イタヤカエデ、ミツデカエデ、 トチ

ノキ、クサギ、タラノキ、ニフトコ、ガマズミ属、マタタビ属を出土した。革本ではホタルイ属、コウホネ属、カ

ナムグラ、アサ、センナリヒョウタン近似種を多 く出土し、ユリ科、イネ、オオムギ、イネ科、ウキヤガラ、カヤ

ツリグサ属、スゲ属、カヤツリグサ科、ヒルムシロ、 ミクリ属、セリ科、ウコギ科、ヒシ、イボビシ、オニビシ、

ゴハ リマツモ、ヘビイチゴ属 。キジムシロ属またはオランダイナゴ属、アズキ近似種、ウナギツカミ節、ヒョウタ

ン仲間、ナス科、イヌヨウジュ属を出上した。
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表 3 中在家南遺跡弥生時代中期 (14・ 15層 )出土大型植物化石一覧表その I

木本のオニグルミ、ミズキ、サワグル ミは沢沿いに多い落葉樹であり、イタヤカエデ、 トチノキも,ヒ較的河川沿

いに多い。そのほかのサンショウ、キハダ、ナラガシワ、クマヤナギ属、ガマズミ属は斜面林などに多い。フジ属、

ノブドウ、ブドゥ属、マタタビ属はこれらにからむつる植物である。クサギ、タラノキ、ニフトコは林縁など比較

的日当たりの良い場所に生育する。このうちオニグルミは完形総数が 88、 完形食痕が 227、 半分が 93で これらは堆

積に人間が関与しなかった可能性もある。これらの内果皮に人間が関与した可能性 としては、外果皮を腐らすため

に土中に埋めたものを忘れ、その後動物による食痕が付いたものと完形のものが流水や岸が崩れて水中堆積するこ

とが考えられる。半分になっていて食痕のあるものについては、人間が割った後に食痕が付 く可能性 もあるため、

どちらともいえない。残 りの半分割跡付 360、 部分炭化した 7は人間が関与した後堆積 したものと見なすことができ

る。またクリは完形の果実はなく、破片のみでしかも少ないため、割られたオニグル ミとともに廃棄されたのでは

ないだろうか。ヨナラ属、フジ属は周辺に生育していたため芽が多数堆積したと考えられる。草本ではイネ、オオ

ムギ、アズキ近似種は炭化しており、人間の利用後堆積したものである。また、アサ、センナリヒョウタン近似種、

分類群名 層 14a 14b 15a 15b 15d
部位 / 区 IX C IXD Ⅸ IX B IX Ⅷ IX B IX C Ⅸ D Ⅸ B Ⅸ C IXD VII

サルノコシカケ科/
マンネンタケ科

1

木 体

イヌガヤ 種子 2 1

オニグルミ 内果皮完形 4

完形食痕 9

半分 2 3

半分食痕 4

半分割跡 1

完食部分炭化 1

半分部分炭化 ユ

半割部分炭化 1

サワグル ミ 果実 1 1

ナラガシワ 殻 斗

果実

幼果 1 1

ク リ 果片 5
ヨナラ属 果片 1

芽

ノブドウ 種子 1 1

ブドウ属 種子 1 4

サンショウ 内果皮 1

キハダ 種子 4

フジ属 さ や 1

芽

バラ科 刺 5

クマヤナギ属 内果度 l

マタタビ属 種子 ユ

イタヤカエデ 種子片 1

ミツデカエデ 果実 1

トチノキ 果片

種子完形 2 1 1 1

破片 2

ミズキ 内果皮 1 1 1

クサギ 内果皮 1

タラノキ 刺 1 7

内果皮 ユ

ニフトコ 種子 1

ガマズミ属 内果皮 1
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表 4 中在家南遺跡弥生時代中期 (14・ 15層 )出土大型植物化石一覧表その 2

ヒョウタン仲間も栽培していたものが堆積 したと考えられる。抽水植物は、ウキヤガラ、ホタルイ属、ミクリ属、

浮葉植物はヒシ、イボビシ、オニビシ、ヒルムシロ、コゥホネ属を、沈水植物はゴハリマツモを出上している。水

湿地を好むウナギツカミ節も出上しており、これらは現地サ
性が高いと考えられる。また、つる植物のカナムグラを

多量に出上していることから、水域付近に日当たりの良い場所があったことがうかがえる。

g。 押 口遺跡 (C231)出上の大型植物イし石

旧河川で同じ流路 と思われる本遺跡からは現地取 り上げ試料として、次にあげる種類が出上した。弥生時代前期

とされる 16層からはオニグルミ、弥生時代中期 とされる 14、 15層からはオニグルミ、ハンノキ、クリ、ケヤキ、

カエデ属、古墳時代前期 とされる 13層からはサルノコシカケ科またはマンネンタケ科のキノコ、平安時代とされる

6層からはコブシであった。

中在家南遺跡 と似たような組成であるが、ここでは湿地性の木本であるハンノキを出上しているのが特徴である。

分類群名 層 14b 15 a 15b 15d
部位 / 区 IX C Ⅸ D IX IX B Ⅵ I Ⅷ IX B IX C IXD IX B IX C IXD Ⅷ

革 本

ユリ科 種子

ウキヤガラ 果実

ホタルイ属A 果実

ホタルイ属B 果実 225

カヤツリグサ属A 果実 1

スゲ属A 果実 1

カヤツリグサ科A 果実 1

カヤツリグサ科B 果実 1

イ ネ 炭化穎果 1

炭化胚乳

オオムギ 炭化穎果 3

イネ科A 穎果 2

ヒアレム シ ロ 果実 1

ミクリ属 果実 2 6 6 7

セリ科 果実 2 ユ

ウコギ科 内果皮 6
ヒ シ 果実 5

イボビシ 果実 2 1

オニ ビシ 果実 1

ヒシ属 果片 1

ゴハ リマツモ 果笑 1

コウホネ属 種子

ヘビイナゴ属。キジム

シロ属/オ ランダイ

チゴ属

核 1

アズキ近似種 炭化種子 2 1

ウナギツカミ節 果実

カナムグラ 種子 977
ア サ 種子

センナ リヒョウタン

近似種

種子

ヒョウタン仲間 果片 1

ナス科 種子

イヌヨウジュ属 果実 2 1

不明B ユ 1

不明C 3
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3.中在家南遺跡の出上大型植物化石からみた古環境

a.人間の関与

弥生時代中期の 15層から炭化イネ、炭化オオムギ、炭化アズキ近似種、アサ、センナリヒョウタン近似種を出土

し、いずれも廃棄というよりは陸上から流れ込んだと見るべきであろう。周辺の遺構は墓跡や溝が多 く、炭化した

ものなどはあるいは祭祈関連 と言えないこともない。オニグルミは人間の利用後に廃棄されたことは明白である。

ともに出上しているクリも同様 と思われる。オニグルミは 15層ではかなり多量に出上しているが、その後はほとん

ど堆積しておらず、弥生時代中期には積極的に利用されたが、それ以後は利用が消極的であるか、廃棄方法が変わ

ったなどが考えられる。平安時代以降のモモは出土数も少なく、排水 とともに流れ込んだものであろう。

b.人間が食用 として利用可能な植物

ここでは参考 として、本遺跡で利用の証拠の有無に関わらず、食用可能な部位を持つ植物の種類をあげておく。

なお、前項であげた種類は省 く。

弥生時代中期からはイヌガヤ、ブドウ属、サンショウ、マタタビ属、タラノキ、ガマズミ属、ヒシ、イボビシ、

オニビシを出土し、これらは生または熱処理のみで食用とされる。ほかにトチノキは灰汁抜きを必要とする。

古墳時代前期からはイヌガヤ、ヒシ、ジュンサイを出土した。

平安時代からはヒシを出上した。

c.抽水、沈水、浮葉、水湿地の植物

本遺跡の上層の記載を見ると16層 では砂礫 とシル トの互層で本流程度の流れがあったと思われるが、15層 の最

下部で本流から離れ、水域を持続するだけの多量な水の供給が続いていたと思われる。15層から10層 までは砂礫を

含まない細粒の堆積物で所々に枝棄、泥炭層があり、きわめて強い水流はなく、かなり緩やかな流れの中にいわゆ

る水草の仲間が生育していたと思われる。これを示すのが、15層から 12層 まで出土しているヒシ、イボビシ、オニ

ビシなどのヒシ属とコバノヒルムシロ、ヒルムシロ、ジュンサイ、ゴハリマツモである。これらは少なくとも1メ

ー トル前後の水深がないと生育せず、ヒシ属、ゴハリマツモ、ヒルムシロなどは綬やかな水流に生育する。また、

ホタルイ属、ウキヤガラ、 ミクリ属なども多量に出上しているためこの旧河川の河岸は急に深 くなるばかりではな

く、徐々に深 くなる湿地的な場所 もあったと推測される。

d.周辺の環境

弥生時代中期では、木本のナラガシフやサンショウ、ミズキといった落葉樹が出土種類、数ともに多く、旧河川

の周囲にこのような落葉樹林が広がっていたことが推測できる。が、日当た りの良い場所に生育する、ニフトコや

タラノキ、カナムグラといった種類 も出上し、ある程度人間の関与によって切 り開かれた場所があったこともうか

がえる。古墳時代前期になると、木本の種類、数が急に減少し、付近の落葉樹林の後退 もしくは減少がうかがえる。

古墳時代中期以降はこのような木本種実の堆積はきわめて少なく、湿原あるいは水田がかなり拡大したのであろう。

4.特筆すべき大型植物化石の形態記載

オニグルミ:内果皮は自然に発芽すると半分に割れて跡が残らないが、人間が叩き石などの道具を用いて割ると、

内果皮の上下が欠け、内部に縦に裂け目が入る。自然堆積した場合にはこのような跡は付かないため、人間が関与

した証拠 とすることができる。

ナラガシワ :本遺跡では殻斗と果実、幼果を出土した。ナラガシフはミズナラと近似した形態を持つが、殻斗は

ミズナラよりも先端が内曲し、殻斗の底は平たい。また、殻斗の表面はミズナラのほうがナラガシワよりもごつご

つしている。ナラガシワの果実はへそが平たんか、ややへこみ、果実を平面にたてることができるがミズナラは丸

いためたてることができない。現在はミズナラは樺太南部以南の温帯の山中に生育しており、ナラガシフは岩手県
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以西の山麓の雑木林などに生育している。

刺状突起 :本遺跡ではバラ科、タラノキ、ヒシの刺状突起を出上した。バラ科の刺状突起は基部が吸盤状に広が

り、棘がやや湾曲する。タラノキは幹の方向とほぼ直交するようにまっすぐ細長 くのび、基部ははぎ取られたよう

になる。ヒシは果実の一部のため柔らかく、大きく開いてなかに空洞がある。

ヒシ、イポビン、オニビシ、ヒシ属について :本遺跡では、15、 13、 6層からヒシを、15層からイボビシとオニ

ビシを、15、 13、 12層からヒシ属を出上した。このうちヒシ属については束J状突起などの破片のみで、全体の形態

の特徴がつかめないため、属までの同定にとどめてある。刺針が 2本のものは、ヒシで、そのうち刺針の基部が膨

らんだものをイボビシとした。刺針が 4本で大きく太いものをオニビシとした。ここでは出上していないが、刺針

が 4本で小さく細いものはヒメビシという。これは現生のヒシ属の分類であるが (大滝 1974)、 化石種の分類を三木

茂氏が行っており(三木 1952)、 これと比較すると、ヒシとしたものは化石種のイカリビシに形態が近似し、オニビ

シとしたものは化石種のジョウゴビシに近似している。ヒシ属については現生種でも水質や土壌による形態の変異

がおさえられておらず、その由来と化石種の消滅過程について解明すべき問題が多いと南木 (1984)が指摘してい

る。

センナリヒョウタン近似種 とヒョウタン仲間 :出土したヒョウタン仲間の種子はほぼ完熟しており、長さは 10

mm以下と小さく、ヒョウタンに見られるような種子最下部のごつごつ感 と種子上部の肩の張 りがない。しかし、

ヒョウタンの栽培 と品種改良の歴史が解明されていないため、近似種にとどめた。なお、出上した果実の破片は現

在のセンナリヒョウタンと比較するとやや大きいようであるため、ヒョウタン仲間とした。

引用文献

大滝末男 (1974):ヒ シ科、週刊朝日百科世界の植物 28、 朝日新聞社、665667

Vfiki,S,(1952):Trapa Of Japan witt special reference to its relmains.Jour.hst.Polytech.Osaka City Univ.Ser.D.

3 : 1-30

南木隆彦 (1984):伊奈氏屋敷跡遺跡出上の大型植物遺体、埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 31集、赤羽・伊奈氏屋敷

跡、 (財)埼玉県埋蔵文化財調査事業団、203-212
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1イ メガヤ、種子 (C8)25オ ニグルミ、内果皮 (C10) 2完 形  3.完形食痕 4半 分割跡 5破 片 6 7サ ワグルミ、果実

(A18) 8ハ ンノキ、果実序 (C231 14層 ) 9-13ナ ラガシワ 9果 実 (B3) 10-12殻斗 (B3) 13幼 果 (A8)14ケヤ

キ、果実 (F9) 15コ ブシ、種子 (C2316層 ) 16モ モ、核 (E8) 17フ ジ属、芽 (A2) 18バラ科、刺状突起 (A3) 19フ ジ

属、さや (D3)
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図版 I 中存家南遺跡出上の大型植物化石その |

(ス ケールは l cm、 6, 7.13,14.17.18は l mm)
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21キハダ、イ種子 (A2) 22マ タタビ属、種子 (F■ ) 23ミ ツデカエデ、果実 (F7) 24イ タヤカ

ナギ属、内果皮 (A4)26ト チノキ、種子 (B13)27ノ ブドウ、種子 (A8)28ブ ドウ属、種子 (A2)

クサギ、内果皮 (A8)31タ ラノキ、内果皮 (Fll)32ガマズミ属、内果皮 (A9)33タ ラノキ、刺

種子 (A10)

図版 2 中存家南遺跡出上の本型植物化石その 2(ス ケールは l mm、 36は l cm)
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20.サ ンショウ、内果皮 (A2)

エデ、種子 (F14)25ク マヤ

29ミ ズキ、内果皮 (A8)30
状突起 (A3) 34ニ フトコ、
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35ミ クリ属、果実 (A4)36ヒ ルムシロ、果実 (A5)37コ バノヒルムシロ、果実 (F7)38イ ネ、炭化穎果 (A5)39イ ネ、炭

化胚乳 (A5)40オ オムギ、穎果 41ウ キヤガラ、果実 (Fll)42ホ タルイ属A、 果実 (F■ )43ホ タルイ属 B、 果実 (F■ )44
スゲ属A、 果実 (F■ )45カ ヤツリグサ属A、 果実 (F■ )46カ ヤツリグサ科A、 果実 (Fll)47ユ リ科、種子 (F10)48ク ワ

クサ、種子 (F9)4950アサ、種子 (A10)51カ ナムグラ、果実 (A10)52カ ナムグラ、種子 (A2)5354ボ ントクタデ近似種

果実 (F9) 55サ クラタデ近似種、果実 (F9)

図版 3 中存家南遺跡出上の大型植物化石その 3(ス ケールは l mm)
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56.ウ ナギツカミ節、果実 (F9) 57ヘ ビイテゴ属、キジムシロ属またはオランダイテゴ属、核 (F10) 58ジ ュンサイ、種子 (F8)

59コ ウホネ属、種子 (A7)60ゴハリマツモ、果実 (A5)61ツ リフネソウ、種子 (F9)62ヒ シ属、果実破片 (A3)63と シ、
果実 (B2) 6465イ ボビシ、果実 (B2) 66ア ズキ近似種、炭化種子 (A8) 67オ ニビシ、果実 (B2)

図版 4 中存家南遺跡出上の大型植物化石その 4(ス ケールは l mm、 63-6567は l cm)
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68ウ コギ科、内果皮 (A12)69セ リ科、果実 (Fll)70ミ ツガシワ、種子 (F7) 71イ ヌコウジュ属、果実 (F9)72ナ ス科、

種子 (A9)73ヒ ョウタン仲間、果実破片 (D2)7475セ ンナリヒョウタン近似種、種子 (A14)76不明A(F9)77不 明B(Fll)

78不明C(A2)79サ ルノコシカケ科またはマンネンタケ科 (C231 13層 )

図版 5 中存家南遺跡出上の大型植物化石その 5(ス ケールは l mm、 7379は l cm)

「

１

１

■

１

ゴ

「

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ョ

「
―
―
―
ョ

司
―
■
■
ど



第 6章 中在家南遺跡の上墳に残存する脂肪の分析

第 6章 中在家南遺跡の土羨に残存する脂肪の分析

仰ズコーシャ総合科学研究所 中野寛子、 明瀬雅子、長 田正宏

帯広畜産大学生物資源化学科 中野益 男

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク質、核酸、糖質 (炭水化物)お よび脂質 (脂肪。油質)力 あゞる。

これらの生体成分は環境の変化に対して不安定で、圧力、水分などの物理的作用を受けて崩壊してゆくだけでなく、

上の中に住んでいる微生物による生物的作用によっても分解してゆく。これまで生体成分を構成している有機物が

完全な状態で遺存するのは、地下水位の高い低地遺跡、泥炭遺跡、貝塚などごく限られた場所にすぎないと考えら

れてきた。

最近、 ドイツ新石器時代後期にバター脂肪が存在していたこと(1)、 古代遺跡から出土した約 2千年前の トウモ

ロコシ種子 (2)、 約 5千年前のハーゼルナッツ種子 (3)に残存する脂肪の脂肪酸は安定した状態に保持されてい

ることがわかった。このように脂肪は微量ながら比較的安定した状態で千年 。万年という長い年月を経過しても変

化しないで遺存することが判明した (4)。

脂質は有機溶媒に溶けて、水に溶けない成分を指している。脂質はさらに構造的な違いによって誘導脂質、単純

脂質および複合脂質に大別される。これらの脂質を構成している主要なクラス (種)が脂肪酸であり、その種類、

含量 ともに脂質中では最も多い。その脂肪酸には炭素の鎖がまっすぐに延びた飽和型 と鎖の途中に二重結合をもつ

不飽和型がある。動物は炭素数の多い飽和型の脂肪酸、植物は不飽和の脂肪酸を多 く持つというように、動植物の

種ごとに固有の】旨肪酸を持っている。ステロールについても、動物性のものはコレステロール、植物性のものはシ

トステロール、微生物はエルゴステロールというように動植物に固有の特徴がある。従って、出土遺物の汀旨質の種

類およびそれらを構成している脂肪酸組成 と現生動植物のそれとを比較することによって、日に見える形では遺存

しない原始古代の動植物を判定することが可能である。

このような出土遺物・遺構に残存する脂肪を分析する方法を「残存脂肪分析法」という。この「残存脂肪分析法」

を用いて中在家南遺跡から出上した土墳の性格を解明しようとした。

l.上壌試料

中在家南遺跡は弥生時代中期中葉のものと推定されている。この遺跡中のⅣ区から出上 した遺構のうち上墳

SK38内外の上壌試料を採取した。土墳 SK38の西隣 りの遺構からは石の斧や管玉が出上している。Ⅳ区内での遺構

配置 と対照土壌試料採取地点を図 1-1に、土墳 SK38内外の上壌試料採取地点を図 1-2に示す。すなわち試料

No.1か らNo.5は遺構外の対照土壌試料で、土墳 SK38の周囲 8m以内の各地点から採取 した。試料 No.Aか ら

No.Fは 土墳内の上壌で土墳内の長軸上で東から西にかけてほぼ 40 cm間 隔で採取し、試料 No.Aか らNo.F下は

試料 No.Aか らNo.Fに上下関係で対応する土墳底面直下から採取したものである。試料 No.Gと No.Hは 土墳内

の短軸上で南 と北から採取し、試料 No.G下 とNo.H下はそれらと上下関係で対応する土墳底面直下から採取した

ものである。

2.残存脂月方の抽出

土壌試料 489～ 980gに 3倍量のクロロホルムーメタノール (2:1)混液を加え、超音波浴槽中で 30分間処理し
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残存脂肪を抽出した。処理液を濾過後、残澄に再度クロロホルムーメタノール混液を加え、再び 30分間超音波処理

をする。この操作をさらに 2回繰 り返して残存脂肪を抽出した。得られた全抽出溶媒に1%塩化バ リウムを全抽出

溶媒の4分の 1容量加え、クロロホルム層と水層に分配し、下層のクロロホルム層を濃縮して残存】旨肪を分離した。

残存脂肪の抽出量を表 1に示す。抽出率は0.0004～ 0,0027%、 平均 0.0015%であった。この値は出土土墳を上

墳墓かどうか判定 した北海道納内 3遺跡の上壌試料の平均抽出率 0.0032%(5)、 宮城県沼萩遺跡の上壌試料の

0.0030%(6)、 福島県堂後遺跡の上壌試料の 0.0025%(7)、 北海道美沢 3遺跡の上壌試洋の 0.0016%(8)、 兵

庫県寺田遺跡の上壌試料の 0.0016%(9)出土遺物を甕棺 と判定した静岡県原川遺跡の上壌試料の 0.0041%(10)

と比べると、ほぼ同程度であった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマ トグラフィーで分析した結果、脂肪は単純脂質から構成されていた。このうち遊離

脂肪酸が最 も多 く、次いでグリセロールと脂肪酸の結合した トリアシルグリセロール (ト リグリセリド)、 ステロー

ルエステル、ステロールの順に多 く、微量の長鎖炭化水素も存在していた。

図 1-1 遺構配置と対照土壌試料採取地点
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図 1-2 土壌 SK38内外の上壊試料採取地点
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3.残存脂肪の脂肪酸組成

分離した残存脂肪に 5%メ タノール性酸を加え、125℃ 封管中で 2時間分解し、メタノール分解によって生成 した

脂肪酸メテルエステルをクロロホルムで分離し、ヘキサンーエチルエーテルー酢酸 (80:30:1)ま たはヘキサンー

エーテル (85:15)を 展開溶媒 とするケイ酸薄層クロマ トグラフィーで精製後、ガスクロマ トグラフィーで分析し

た (11)。

残存脂肪の脂肪酸組成を図 2-1～ 2-3に示す。残存脂肪から■種類の脂肪酸を検出した。このうちパル ミン

酸 (C16:0)、 ステアリン酸 (C18:0)、 オレイン酸 (C18:1)、 リノール酸 (C18:2)、 アラギジン酸 (C20:

0)、 エイコサモノエン酸 (C20:1)、 ベヘン酸 (C22:0)、 エルシシ酸 (C22:1)、 リグノセリン酸 (C24:0)、

ネルボン酸 (C24:1)の 10種類の脂肪酸をガスクロマ トグラフィーー質量分析により同定した。

各試料中での脂肪酸組成について見てみると、対照土壌試料 も含むすべての試料がほぼ似通った脂肪酸組成パタ

ーンを示した。すなわち炭素数 18ま での中級脂肪酸をみると、主要な脂肪酸はパルチミン酸で、対照土壌試料 No.

1～No.5で約 43～66%、 試料 No.A～No.H下で約 41～69%分布していた。次いで多いのがオンイン酸で、試料

No.1～No.5で約 ■～22%、 試料 No.A～No.H下で約 11～22%分布していた。その次に多いのがステアリン酸

表 1 土壌試料の残存脂肪抽出量

部 Nα     鞭 湿重量(g) 全脂質(mg) 抽出率(%)

l     Ⅳ区

2         〃

3         〃

4         〃

5         ″

A   Ⅳ区S K38

A下     ″

B       ″

B下     〃

C       〃

C下     〃

D      〃

D下     〃

E       〃

E下     ″

F       ″

F下     〃

G      〃

G下     〃

H      〃

H下     ″

565。 3

563.4

572.7

909.5

979.6

550。 6

935。 6

536.0

607.6

661。 6

694.0

568.7

512.7

545.5

784.2

527.4

489。 1

541,8

763.7

513.0

782。 4

7.3

5。 9

8。 4

11.0

12.1

13.4

5,3

10。 1

3.8

12.9

6.9

14.3

7.1

14.6

11,3

10。 2

6.7

■.6

3。 4

12.8

3.7

0.0013

0.0010

0.0015

0.0012

0,0012

0.0024

0,0006

0.0019

0.0006

0,0019

0.0010

0.0025

0。 0014

0.0027

0.0014

0.0019

0.0014

0.0021

0.0004

0.0025

0.0005
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であった。パルミチン酸、オレイン酸の占める割合が高い脂肪酸組成を持つ試料は高等動物の体脂肪、骨油が存在

していた可能性がある。一般に考古遺物はパルチミン酸の分布割合が高い。これは長い年月の間にオレイン酸、リ

ノール酸 といった不飽和脂肪酸の一部が分解 して、パルミチン酸が生成するためで、主として植物遺体の上壌化に

伴う腐植物から来ていると推定される。また高等動物、特に臓器、脳、神経組織、血液、胎盤に特徴的にみられる

炭素 20以上のアラキジン酸、べヘン酸、リグノセリン酸などの高級脂肪酸は合計で、対照土壌試料 N01～ No.5

で約 9～ 18%、 試料 No.A～No.H下で約 8～26%分布していた。中級脂肪酸の分布割合は試料 と対照試料とにそ

れほど大きな差はなかったが、高級脂肪酸のそれには差があり、対照試料よりも土墳試料の方に高い傾向がみられ

た。炭素数 20以上のアラキジン酸、ベヘン酸、リグノセリン酸などの高級脂肪酸の分布割合が高いものとして試料

No.B、 No.B下、No.C、 No.D、 No.D下、No.E、 No.G、 No.H、 No.HTが挙げられる。土墳底面直下から採

取した試料中の高級脂肪酸含量は、試料 No.A下、No.E下、No.F下、No.G下で少ないが、他の上墳底面直下試

料中では多い。特に試料 No.D下で高級脂肪酸含量が多い。また、その上部の試料 No.Dも 他の土墳内試料よりも高

級脂肪酸含量が多いこと、土墳の両端に位置する試料 No.A下、No.F、 No.F下は高級脂肪酸含量が他の試料に比

べ少ないことなどから、土装内の試料 No.A、 No.B、 No!G、 No.E、 No.Hを結ぶあたリー帯に高等動物遺体が存

表 2 土壊試料に分布するコレステロールとシ トステ回―ルの割合

試料Nα  コレステロール(%) シトステロール(%) ス
ル

ト

一

シ

ロ
プ
ァ

ス

一

レ

ロ
コ
テ

1

2

3

4

5

A
A下

B

B下

C

C下

D
D下

E

E下

F

F下

G
G下

H
H下

20。 41

8.48

6.54

7.57

4.47

5.35

7.66

11.43

31.06

15.54

5.33

5。 64

5。 11

3.95

5.38

5.64

29。 41

9。 25

23.08

4.41

6.98

40。 36

24.95

24.75

28.95

26.12

24.68

22.45

39。 28

44.93

13.08

17.53

13.62

15。 32

19。 69

17.34

22.71

19.51

27.81

29。 32

20。 25

19.46

0。 51

0.34

0。 26

0。 26

0。 17

0。 22

0.34

0。 29

0.69

1.19

0.30

0.41

0。 33

0.20

0.31

0。 25

1.51

0.33

0。 79

0。 22

0.36
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在していた可能性が強い。特に、試料 No.D、 No.D下、および No.Eに は脳によく見出されるリグノセリン酸が多

く分布することから、これらの位置には高等動物の頭部が存在 していた可能性がある。対照土壌試料 No。 1、 No.3、

No.4お よび No.5に も動物遺体の存在を示唆する高級脂肪酸が分布 していたことは、この周辺にも動物遺体 に類

するものが存在していたか、周辺土壌に攪乱があったかもしれない。
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4.残存脂肪のステロール組成

残存脂肪のステロールをヘキサンーエチルエーテルー酢酸 (80:30:1)を 展開溶媒 とするケイ酸薄層クロマ ト

グラフィーで分離 。精製後、ピリジンー無水酢酸 (1:1)を窒素気流下で反応させてアセテー ト誘導体にしてか

らガスクロマ トグラフィーにより分析した。残存脂肪の主なステロール組成を図 3-1、 3-2に示す。残存脂肪

から2～20種類のステロールを検出した。このうちコレステロール、エルゴステロール、カンペステロール、スチ

グマステロール、シトステロールなど7種類のステロールをガスクロマ トグラフィーー質量分析により同定した。

各試料中のステロール組成をみると、動物由来のコンステロールは対照土壌試料中で試料 No.1を 除き約 4～ 8

%分布していた。試料 No.1は約 20%と いう多量の分布量であった。対照土壌試料以外の試料 NooAか らNo.H下

では試料 No.B、 No.B下、NooC、 No.F下、No.G、 No.G下で約 9～29%の分布量で、他の試料では約 4～ 8%

の分布量であった。通常一般的な植物腐植土中にはコレステロールは4～ 8%含 まれている。植物由来のシトステ

ロールは対照土壌試料中で約 25～40%、 試料 No.A～No.H下で約 14～45%分布していた。同様に植物、特に堅果

植物由来のカンペステロールとスチグマステロールは対照土壌試料中ではそれぞれ約 7～12%、 約 10～14%分布

していた。試料 No.A～No.H下ではカンペステロールが約 5～■ %、 スチグマステロールが検出されないか、又は

4～13%分布していた。カンペステロールとスチグマステロールは相対的に対照土壌試料の方に多 く分布してお

り、これは一般的な土壌試料中よりも若千多い量である。微生物由来のエルゴステロールは全試料中で殆 ど分布し

ていなかったが、試料 No.Cで約 12%、 No.Dで約 7%分布していた。この値は通常の植物腐植土中でみられる値

よりも高いが、人為的に微生物を添加した値 (12)に比べるとかなり低いので、積極的に何かを酸酵させたのでは

なく、土墳中の有機物が自然酸酵して増殖した微生物によるものであろう。哺乳動物の腸内に特異的分布するコプ

ロスタノールは試料 No.C、 No.Fの 2箇所で約 3～ 5%含 まれていた。コプロスタノールは通常の腐植土境中では

殆ど含まれず、含まれていても約 1%前後であることから、これら2箇所の位置には高等動物の腸部分があったと

推定される。

一般に動物遺体の存在を示唆するコレステロールとシトステロールの分布比の指標値は土壌で 0.6以上 (13)、 土

器・石器・石製品で 0.8～23.5を とる (14,15)。 土壌試料のコレステロールとシトステロールの分布比を表 2に示

す。表からわかるように対照土壌試料中では試料 No.1が分布比 0.5を示し、指標値の 0.6に近かった。これは試料

No.1周辺には動物遺体の痕跡があったことを示している。土墳試料 No.A～No.H下で分布比が 0.6以上を示した

のは、試料 No.B下、No.C、 No.F下、No G下で、試料 No.Dも それに近い値を示した。これは先の脂肪酸組成の

結果と完全に一致はしていないが、試料 No.B、 No.C、 No.D,No.Gを 結ぶ範囲の上墳内から土墳底面直下あた

リー帯に動物遺体が存在していたことを示唆している。上墳の大きさや他の上墳内から管玉が出上していることな

どから、土墳はヒト埋葬用の上墳墓 と推測される。試料 No.F下でも分布比が 1.5以上を示し、試料 No.Fに哺乳動

物特有のコプロスタノールが分布すること、試料 No.Eに脳に多 く分布するリグノセリン酸やその他炭素数 20以上

の高級脂肪酸が多 く分布することから、試料 No.Eと No.Fの範囲にもう1個体の動物遺体が存在している可能性

が強い。分布範囲が狭いことから、幼児埋葬の可能性もある。

5。 脂肪酸組成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、重回帰分析により各試料間の相関係数を求め、この相関係数を基礎にし

てクラスター分析を行って各試料間の類似度を調べた。同時に洗骨を埋納していたことから再葬墓土墳 と判定した

招萩遺跡の土壌試料、土墳墓 と判定した寺田遺跡の土壌試料、幼児埋葬用甕棺 と判定した原川遺跡の上壌試料に残
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存する脂肪酸の類似度 とも,と較 した。

各試料間の脂肪酸組成の類似度をパターン間距離にして表した樹状構造図を図 4に示す。図からわかるように、

土墳内外のすべての試料が原川遺跡、寺田遺跡の上壌試料 と共に相関行列距離 0。 15以 内でA群を形成 した。招萩遺
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図3-1 試料中に残存する脂肪のステロール組成
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跡の上壌試料は単独でB群を形成し、A群の試料 とは相関行列距離 0。 25の所にあり、あまり類似してはいなかった。

従って、中在家南遺跡の SK38は ヒトを直接埋葬した土墳墓である可能性が強い。対照試料 No。 1～No.5も A群に

属している。しかし、土墳内の動物遺体が分布する試料 と比較すると、対照試料 No.2、 No.4、 No.5は動物性の

脂肪酸やコンステロールの含有量が相対的に少ないことから、動物遺体が存在していた可能性は低い。試料 No.1と

No.3に ついては、動物′
陛の打旨肪酸やコレステロールが認められることから、それらには動物遺体の痕跡がある。
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図3-2 試料中に残存する脂肪のステロール組成
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6.脂月方酸組成による種特異f性相関

残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定するために、中級脂肪酸 (災素数 16のパルミチン酸から炭素数 18の ステア

リン酸、オンイン酸、 リノール酸まで)と 高級脂肪酸 (炭素数 20の アラキジン酸以上)と の比をX軸に、飽和脂肪

酸と不飽和脂肪酸 との比をY軸にとり種特異性相関を求めた。この比例配分により第 1象限の原点から離れた位置

に高等動物の血液、脳、神経組織、臓器等に由来する脂肪、第 1象限から第 2象限の原点から離れた位置にヒト胎

盤、第 2象限の原点から離れた位置に高等動物の体脂肪、骨油に由来する脂肪がそれぞれ分布する。第 2象限から

第 3象限にかけての原点付近に微生物、原点から離れた位置に植物腐植、第 3象限から第 4象限に移る原点から離

れた位置に海産動物が分布する。

土壌試料の残存脂肪から求めた相関図を図 5に示す。図が示すように、試料すべてが第 2象限内に広 く分布 した。

特に試料 No.2と No.A下 は原点からかなり遠い位置に分布し、それより少し原点に近い位置に試料 No.1と No.

H下、他の試料は高等動物由来の脂肪の存在を示唆する第 2象限内の位置に分布していた。動物性の脂肪 とコレス

相関行列距離

群名 試料名
0.1 0.2 0.3

1~~~~  I       I       I       I       I

0.0 0.50.4 0.9   1.0
1      :

中在家南遺跡 No.

中在家南遠跡 No.

中在家南遺跡 No.

中在家南遺隊 No.
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図4 試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成樹状構造図
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テロールの少ない試料 No.2と No.A下が高等動物の存在する範囲に位置 した理由については、更に対照土壌 を採

取 して検討 してみる必要がある。対照土壌試料 も第 2象限内に分布 したのは、対照土壌試料中にも動物性の高級飽

和脂肪酸が混在 しているためと考えられる。 このように脂肪酸組成による種特異性相関か らは、明確 に種 を特定す

ることは困難であった。

飽 和 脂 肪 酸

不 飽 和 脂 肪 酸

I

0.8
〕

0。 6神０工０・８‐」Ｆ‐」。．。

―
¬

●INoD下

●  NoB
^NOC

図5 試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成による種特異性相関
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7.総  括

中在家南遺跡から出上した上墳 SK38内外の上壌試料を採取し、それらの試料に残存する脂肪の分析を行った。残

存する脂肪酸およびステロール分析の結果から、土墳内に高等動物に由来する脂肪酸、コレステロールおよびコプ

ロスタノールを確認した。数理解析の結果も高等動物が残存することを示唆した。上墳の大きさ、他の上墳内から

管玉が出土することなどから、土墳 SK38は ヒト埋葬用の上墳墓 と推定された。この上墳では、脳に多 く分布するリ

グノセリン酸が試料 No.D、 No.D下および No.Eに 、腸に特異的に分布するコプロスタノールが試料 No.Cお よび

No.Fの 2箇所に別れて検出されている。このことから試料 No.Dを頭部、No.Aを 下足部として試料 No.A、 No.B、

No.C、 No.D、 No.G、 No.Hを 結ぶ比較的大きな範囲にヒト遺体が、試料 No.E、 No.Fを結ぶ小さい範囲にもう

1つ の高等動物遺体が埋葬されていた可能性が強い。動物遺体がヒトあるいは幼児であるかどうかは、免疫反応に

よって確認する必要がある。
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第 7章 仙台市中在家南遺跡出土の歯について

東北大学医学部解剖学第 1講座 埴 原 恒 彦 。奈 良貴 史・ 百 々幸雄

中在家南遺跡Ⅵl・ Ⅸ区 15層 (弥生時代中期)出上の歯を、次の通 りに観察した。

出土歯 2点はヒトの左 (?)上顎第 1乳切歯 (図 1)と 右上顎第 2乳臼歯 (図 1、 2)である。年齢は、乳切歯

の歯根の吸収状況 と咬耗度から判断すると、3-8歳 と考えられ、乳臼歯からは8-12歳 と考えられる。従っても

しこの 2点が同一個体であるとすれば、10歳未満の小児であると考えるのが妥当であろう。ただし、乳臼歯の咬耗

度 (永久歯の基準に当てはめれば Milesの 4～ +4度 に当たる)か らは5歳以上 と考えた方がよいと思われる。歯

の大きさは、乳切歯の近遠心径は推定 7 mm、 乳臼歯の近遠心径は8.7mmで あり、乳切歯は現代日本人の男性乳

歯の平均値より大きい。しかし、乳臼歯は現代日本人の女性乳歯の平均値よりも小さい。従つて、やはりこの 2点

が同一個体であるとすると、歯の大きさからは性別の推定はできない。その他、歯の形態に関しては特記すべき特

徴は認められない。

両歯ともカリエスが原因と思われるエナメル質の吸収が認められるが、特に第 1乳切歯で著しい。一般にカリエ

スは炭水化物を多 く含んだ食物を摂取するほどその頻度が増すとされている。従って、これらを多 く含む食物を摂

取していた可能性が考えられる。

図 1 左 :左上顎第 1乳切歯唇側面

右 :右上顎第 2乳臼歯頼側面

図 2 右上顎第 2乳田歯頃含回

時

≡
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第 8章 中在家南遺跡出土遺物

付着物の成分分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

|。  はじむめに

中在家南遺跡 (仙台市若林区荒井字中在家 。字礼屋敷所在)では、弥生時代から近世の遺構 。遺物が検出されて

いる。とくに弥生時代中期の上器や木製品の中には、赤色物質・黒色物質などが付着しているものがみられた。本

分析調査では、これらの付着物の成分を明らかにすることを目的として、X線回折分析・赤外分光分析 。薄片作製

観察を実施する。

2. 言式   米斗

試料は仙台市教育委員会により選択された土器片 4点 (試料番号 la。 lb・ 2・ 3)と斧柄状木製品 1点 (試料番

号 4)である。

土器片については、器面に付着した物質の素材や由来を明らかにする。試料番号 la・ lbは鉢型土器口縁部である。

土器の条痕には赤色物質が塗布されており、この素材を明らかにするためにX線回折分析を実施する。なお今回は

赤色物質の塗布状態が比較的良好であった試料番号 laを選した。試料番号 2は甕形土器の胴部である。土器面には

黒色物質が付着しており、この成分を明らかにするために赤外分光分析を行い、付着状態を観察するために薄片作

製鑑定を実施する。試料番号 3は蓋である。上器の底には赤色物質 と樹脂状の物質が付着しており、この成分の素

材を明らかにするためにX線回折分析と赤外分光分析 と実施する。発掘調査所見によれば、この上器は塗料を入れ

るパレットに転用されたのではないかと推測されている。なお、本試料については当社にて赤色物質を試料番号 3

a、 樹脂状の物質を試料番号 3bと便宜的に付した。

斧柄状木製品 (試料番号 4・遺物登録番号 L266)は 特殊な用途の木製品ではないかと考えられているが、わずか

ながら漆ではないかと思われる物質が塗布されていた。この塗布物の成分を明らかにするために薄片作製観察を実

施する。

第 1表 分析試料一覧

試料番号 出上位置 層 位 種 別 時代時期
分 析 項 目

X線回折分析 赤夕膀洸分析 薄片作製観察

la Ⅸ区河チII跡 15c層 鉢 弥生時代中期 ○

2 IX区河チ
「
1跡 15b層 甕 弥生時代中期 ○ ○

3a Ⅸ区河川跡 15c層 蓋 弥生時代中期 ○

3b IX区河川跡 15c層 蓋 弥生時代中期 ○

4 H区河川跡 15層 斧柄状木製品 弥生時代中期 O

各分析項目の分析点数は、X線回折分析が 2点 (試料番号 la。 3a)、 赤外線分光分析が 2点 (試料番号 2・ 3b)、

薄片作成観察が 2点 (試料番号 2・ 4)である。

各試料の時代時期や出上位置などについては第 1表に示す。



第 7部 各種分析調査

3.上 器付着物の成分分析 一粉末 X線回折法および

赤外線吸収スペ ク トル法 (IR法 )

|)分析方法

① 粉末X線回折法

条痕に塗布された赤色部分だけをできるかぎり採取し、その採取試料をメノウ乳鉢で微粉砕 (200メ ッシュ以下)

した。これをX線回折用ガラス板に塗布 し以下の条件でX線回折分析を行った (足立、1980:日本粘土学会、1987)

なお、物質の同定解析は測定回折線の主要ピークと回折角度がら原子面間隔および相対強度を計算し、それに該

当する化合物または鉱物をX線粉未回折線総合解析プログラム (五十嵐 未公表)に より検索した。

装 置 :島津製作所製 XD-3A

Target i Cu(Kα )

Filter:Ni

Voltage:30KVP

Current i 30mA

Count Full Scale:5,000C/S

Time Constant:2.Osec

② 赤外線吸収スペクトル法

試料番号 3bと試料番号 2では目的とされる部分の物質を採取し、以下の条件で赤外線吸収スペクトルを測定し

た (山田、 1980)。

装 置 :島津製作所製 FTIR-8100A

測光値 (Measuring mode):%T

分解能 (Resolution):4.Ocm l

積算回数 (Noo of Scan):40回

ゲイン (Gain):自 動

Scanning Speed i 2° /■lin

Chart Speed:2cm/min

Divergency:1°

Recieving SIt:0.3mm

Scanning Range:2-60°

ミラー速度 (Detector):2.8mm/sec

アポダイズ関数 (Apodization):Happ genzel

測定範囲 :4600～ 400cm I

測定方法 :KBr法

2)結 果 お よび考 察

試料番号 laと 試料番号 3aの X線回折チャー トおよび検出鉱物を第 1・ 2図 に、試料番号 2と 試料番号 3bの赤

外吸収線スペクトルチャー トとその特徴的なピークから推定される官能基を第 3・ 4図および第 2表に示す。

試料番号 la試料では 2θ =24.1°、33.2° 、35.7° の回折線から赤鉄鉱 (hematite:Fe2 03)、 2θ =26.6°、20.8° の回

折線から石英 (quartz)がそれぞれ検出される。試料番号 3aでは試料番号 laと 同様なピークが認められ、赤鉄鉱

と石英が検出される。その中で、石英は赤色物質抽出の際に土器胎上を削り、それが反応したと考えられる。した

がつて、両試料の主要鉱物は赤鉄鉱であり、材質はベンガラと判定される。

試料番号 3bでは、3400 cm lの吸収から0-H基、2920 cm~1、 2860 cm-1、 1460 cmJの 吸収からC― H基 (】旨肪

族アルキル基)、 1730cm lの 吸収からC=0基、1030 cm~1の 吸収からC-0基 (水酸基)、 470 cm~1の 吸収からSi―

0基 (ケイ酸塩)が検出される。試料番号 2では、3400 cm~1の 吸収からO― H基、2930 cm~1、 1380 cm lの 吸収か

ら1620 cmJの 吸収からC― H基 (脂肪族アルキル基)、 1040 cm lの 吸収からC-0基 (水酸基)、 470 cm~1の 吸収

からSi-0基 (ケイ酸塩)が検出される。

ところで、漆風乾物の赤外吸収線スペクトルでは、3400 cm-1、 2900 cm~1、 1730 cm-1、 1620 cm~1、 1460 cm~1、

1060 cm lに 主要ピークがあり、C―H基 (】旨肪族アルキル基)を主体にC=0基 (エ ステル結合)、 窒素酸化物、C―
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0基 (水酸基 )、 O― H基が混在する。 これは試料番号 3bの ピーク出現状態 と近似 してお り、その材質は漆である

可能性が強い。一方、試料番号 2では漆の主体 となる C― H tt lI旨肪族アルキル基)の ピーク出現が非常に弱 く本

分析結果からはその材質について判然 としなかった。また、Si-0基 (ケ イ酸塩)が検出されていることか らサンプ

リングにおいて上器の胎土 (焼成粘土鉱物など)がかなり混入 した可能性 もある。

第 2表 赤外線吸収スペク トル帰属結果

試料番号 吸収ピーク No. 吸収波数 cm-1 推定される官能基

3b

3400

2920

2860

1730

1460

1030

470

O― H基

C― H基 (脂肪族アルキル基 )

C― H基 (脂肪族アルキル基 )

C=0基 (エステル結合 )

C― H基 (脂肪族アルキル基 )

C-0基 (水酸基 )

Si― O基 (ケ イ酸塩 )

3400

2930

1620

1380

1040

470

0-H基

C― H基 (脂肪族アルキル基 )

C=C基 、N-0基 、N― H基

C― H基 (脂肪族アルキル基)

C― O基 (水酸基 )

Si-0基 (ケ イ酸塩 )

4.薄 片観 察 に よる付着 物の成分分析

|)方 法

試料を厚さ0,03 mmま で研磨して薄片プレパラー トを作製する。薄片プレパラー トは光学顕微鏡を用いて試料

の組成 。構造などを観察する。

2)顕 微 鏡 観 察

・試料番号 2(上器面に付着している黒色物質)

本試料の胎土は砕暦片として鉱物片と岩片を含んでいる。

主な鉱物片は中量～少量の石英および少量の斜長石で、このほかきわめて微量の緑簾石・不透明鉱物・黒雲母を

含む。

主な岩片は、少量の安山岩、微量の凝灰岩・泥岩が含まれる。

素地を構成する粘土鉱物は鱗片状を呈する含鉄セリサイ トで、ほとんどカロ熱変化はみられない (図版 lお よび 2

のGm)。

土器に付着している黒色物質は、土器表面では 0.2～0.lmmの厚さで 2.Ommの 長さで認められるが、局部的で

あるため、塗布されているかどうかについては判断できない (図版 1)。
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土器裏面の黒色付着物は 0.1～0.01mmまでの不均質な厚さを示 して、土器面に付着した形状を示す。厚さが厚い

部分は層状ではなく、不規則の黒色物質がばらけた状態を呈する (図版 2)。

通常の塗布物は一般に層状を呈することが多いが、これとは異なる性状を示している。

検鏡の結果、黒色物質の上ヒ較的薄い部分は半透明で暗褐色を呈 し、光学的に等方性である。

反射顕微鏡下での観察では黒色鉱物の反射強度はきわめて低い。図版 2に共在する磁鉄鉱 (Mt)と 比較すると明

瞭な差がみられ、磁鉄鉱や赤鉄鉱などの鉄鉱物 とは異なっている。金属鉱物以外ではグラファイ ト (石塁)が もっ

とも考えやすい鉱物であるが、グラファイ トの性質 も認められない。因みに、磁鉄鉱とグラファイ トの反射率はほ

ぼ同等でともにやや褐色を帯びた灰色を示し、赤鉄鉱は磁鉄鉱よりやや明るい灰白色を有している。磁鉄鉱は等方

性で強度が高 く、グラファイ トは強度が極端に低 く、反射異方性が強い鉱物であることから反射顕微鏡下では容易

に区別できる。本試料の黒色鉱物の反射強度はきわめて低 く、グラファイ トとしての光学性を有していない。おそ

らく結晶度の低い炭質物 と思われる。

薄片による顕微鏡観察からは、本試料に付着している黒色物質は結晶度がきわめて低い炭質物であり、おそらく

煤 (すす)状のものであると考えられる。また、形状からみて塗布されているとは認め難い。仮に塗布物である場

合は素地 とは馴染まず遊離した状況にあると考えられる。

・試料番号 4(斧柄状木製品の塗布物)

鏡下での試料は大きさ 1,3mmの 不規則な形状を有し、淡黄褐色を呈する有機物中に赤褐色～黒色の粉末～粒状物

質を混和した状況を示す。

赤褐色～黒色物質の粒径は0.005 mm以 下の微粉状から0.35 mmの粒状までの範囲にあり、微粉状のものは鱗

片状を呈する。これらは強い光源での直交エコル下では赤色の発光を示し、酸化鉄の粉末 (赤鉄鉱、hematite:Fe2

03)であると判定され、ベンガラと考えられる。

反射鉱化の観察では、酸化鉄 (赤鉄鉱)は、粒径最大 0.35 mmの粒状結晶を呈し、図版 3の中央部の黒色物質で、

反射顕微鏡下では白色鉱物 Hmと して認められる鉱物 と0.005 mm以下の微粒集合体 となるものがあり、典型的に

は図版 3中の左下の黒色部 (Bk)が これに相当する。この部分を拡大して反射顕微鏡下で観察すると、図版 4に示

すように白色を呈する微晶質赤鉄鉱の集合体で構成されていることがわかる。

ところで、淡黄褐色を呈する有機物については、顕微鏡観察で漆であるか否か判断することはできなかった。ベ

ンガラを施すために漆が用いられているとも推測されるが、例えば木製品に装飾物をつけるための接合剤 として膠

などが用いられた可能性 もある。この点については木製品の検出状態などの発掘調査所見とあわせて考える必要が

あるが、量的に多 くの試料が提供できるのであれば、赤外分光分析などを応用することによってさらに詳細が明ら

かになることと期待できる。

したがって、観察試料は淡黄褐色の有機物中に赤色顔料 としてベンガラを混和した物質と判定される。ベ ンガラ

の混和状態は図版 3に示すように不均質である。

5。 まとめ

試料番号 laと 試料番号 3の赤色物質は共にベンガラであることが明らかとされたが、蓋からパレットに転用さ

れたと推測されている試料番号 3の中のベンガラを用いて土器の条痕に塗布したのか否かについては、これまでに

得られた発掘調査成果に期待するところが大きい。

試料番号 4は淡責褐色を呈する有機物のほかにベンガラが施されていることも明らかになった。本試料は量的に

わずかであったため、薄片作製観察を実施したが、淡責褐色の有機物が漆であるか否かを判断することはできなか

った。
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試料番号 2に付着している黒色物質については、赤外分光分析では土器胎上の鉱物が強く反応し、黒色物質の成

分について明らかにすることができなかった。しかし、薄片作製観察の結果、成分についてはやはり詳細を明らか

にすることは困難であつたが、反射顕微鏡下では黒色に反射する磁鉄鉱 とも異なることから、黒色物は鉱物起源の

ものではなく、結晶度の低い炭化物 (煤の可能性)と判断した。また、表面の塗膜状態が塗布された差程均―では

ないために、塗1布物ではないと判断した。これについては、土器片が奏型土器の一部分であることから内容物が炭

化し、土器面に付着したものと考えている。

引用文献

足立吟也 (1980)「 6章粉末X線回折法 機器分析のてびき3」 .p.6476,化学同人.

日本粘土学会編 (1987)「粘土ハンドブック 第二版」.1289p"技報堂出版.

地学団体研究会・地学事典編集委員会 (1981)「 増補改訂地学事典」.1612pサ 平凡社.

山田富貴子 (1980)「 1章赤外線吸収スペクトル法機器分析のてびき1」.p.卜18,化学同人.
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直交ポーラ

下方ポーラ 0.2mm
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試料番号 4

図版3 試料番号4の顕微鏡写真 (赤色顔料を混和した漆(1)。 (2)と 赤鉄鉱結晶(3》
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下方ポーラー

試料番号 4

図版 4 試料番号 4の顕微鏡写真 (微晶質赤鉄鉱の集合体)
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第 9章 中在家南遺跡出土試料の

放射性炭素年代測定

株式会社 古環境研究所

l.試料と方法

2.測定結果

試料名
14c年

代 1)

(盗FBP)
δ13c2)

(‰ )

補正14c年
代

3)

(年 BP)
歴年代つ

交点 (lσ )

測定 No.

(Beta― )

No.1 2,300=ヒ 60 -23.6 2,320=L60
BoC.390

(B.C.405-370)
86226

No.2 2,200」L70 -2.2 2,580=ヒ 70
B.C.330

(B.C.370-190)
86227

No.3 2,290三L50 -27.5 2,250こヒ50
B.C,365

(B.C.380～ 330)
86228

|)14c年代測定値

試料の14c/12c比から、単純に現在 (1950年 AD)か ら何年前 (BP)か を計算した値。14cの半減期は5,568年 を

用いた。

2)δ13c測
定値

試料の測定14c/12c比を補正するための炭素安定同位体比 (13c/12c)。 この値は標準物質 (PDB)の同位体比から

の千分偏差 (‰)で表す。

3)補正 14c年
代値

δ13c測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、14c/12cの 測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

4)歴年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14c濃度の変動を補正することにより、歴年代 (西暦)を算出した。補正に

試料名 地点 。層準 種類 前処理・調整 測 定 法

No。 1 Ⅸ区 15層出土 骨  片
コラーゲン抽出

石墨調製

加速器質量分析法

(AMS)

No.2 Ⅸ区 15層出土
貝 殻

(カ キ殻 )

酸エッチング
ベンゼン合成

β線計数法

(標準測定)

No.3 IX区 15層出土
木製品

(臼 L-1127)
酸―アルカリー酸洗浄

石墨調製

加速器質量分析法

(AMS)
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は年代1既知の樹木年輪の
“
Cの詳細な測定値を使用した。この補正は10,000年 BPよ り古い試料には適用できな

い。歴年代の1交点と―は、補正1lC年代値と歴年代補正曲線との交点の歴年代値を意味する。1● は補正14c年代値の偏

羞の幅を補正曲線に投影した歴年代の幅を示す。したがつてヽ 複数の交点が熱 される場合や、複数の1'値が表記

される場合もある。
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第 1章 中在家南遺跡出土の弥生土器について

赤 澤 靖 章

中在家南遺跡Ⅷ・Ⅸ区の河川跡 15層から出土した弥生土器についての考察を行っていく。 ここからはテンバコに

しておよそ 10o箱 におよぶ量の上器が出上しているが、第 2節で詳述するような方法で抽出した全録土器 641点 を

基に分析した (注 1)。 なお、器種分類および各器種の細分は、佐藤甲二とともに協議、検討して行った。

本文に入る前に文章中で用いるいくつかの用語 。表現等について、あらかじめ解説を力日えておくことにする。ま

た、各器種の部位呼称は第 1図で示したように定め、呼び分けた。

器種名について

器種名について壷形土器、高不形土器、鉢形土器、甕形土器、深鉢形土器、蓋形土器をそれぞれ壷、高郷、鉢、

奏、深鉢、蓋 と呼称する。各器種の形態については第 2節で詳述する。

胴部・頸部・ 口縁部の形態について

内湾する…外側に膨 らむように湾曲するような場合。

外反する…外側に反るように湾曲するような場合。

直立する一まっすぐに立ち上がるような場合。

内傾する…直線的で内側に傾 くような場合。

外傾する…直線的で外側に傾 くような場合。

くびれ―甕や鉢、高邦等の器種・器形に用いる。胴部 と口縁部の境が細 く締まった状態やその部分を指す。 くび

れの度合いは強い 。弱いで表現する。

すばまり…壷に用いる。日頸部が縮まって狭 くなった状態やその部分を指す。すばまりの度合いは強い 。弱いで

表現する。

その他

磨消・充填手法一文様帯などに地文を施文する際、最初に地文を施文してから沈線を引き、不要部分を磨 り消

すやり方と、最初に沈線を引き、必要な部分に地文を施文するやり方とが観察された。前者のやり方は磨消 (縄

文)、 後者は充填 (紐文)と 呼ばれている。本報告でも二通 りのやり方を「磨消」、「充填」とそのまま用いる (注

2)。 ただし「磨消」に関しては、磨消 と充填の両方を含めた施文手法の総称 として用いることもある。こうした

使用方法は混乱を招 く恐れがあることから (磯崎正彦 :1969、 山内清男 :1979)、 「磨消」はあくまで充填手法 と

逆の一手法を指す時だけに用いることにしたい。そして、今回はこれらの手法の総称を「磨消・充填手法」と呼

ぶこととする。

なお、磨消 。充填手法によって施文される地文は縄文 と植物茎回転文である。

,主言己

(注 1)Ⅷ・Ⅸ区河川跡 15層以外の出土弥生土器 もここでの分析に則って分類等を行っている。

(注 2)三通 りの手法の名称に関して、「磨消縄文第 I種」。「磨消縄文第 H種」とする案 (磯崎正彦 :1969)や 、「磨消縄文A」・

「磨消縄文 B」 として報告 (猪狩・ 高島・廣岡他 :1985)し たものなどがある。
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筋写繭爾

枠 譜腿

天丼部天端

|

第 1図 弥生土器の部位呼称
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第 1節 製作手法

成形

土器成形の痕跡は、その後の調整により明らかでないものが多い。まれに調整が粗かつたり不十分であった場合、

粘土紐積み上げ痕跡を確認できることがある。その中には輪積み手法とわかるものもある。重 。高郷の不部・鉢・

甕の観察において、正立での粘土紐積み上げの接合面は外面で高 く内面で低い傾きとなる。一方、高邪の脚部や蓋

の蓋部は逆に外面で低 く内面で高い傾きとなることから、これらは天地を逆にして粘土紐を積み上げて製作したこ

とが想定される。

調整

本遺跡出土弥生土器の調整痕跡は、土師器の調整痕跡に類似していたため、そのまま土師器における名称を使用

して呼ぶこととした。器面の調整は、ケズリ・ハケメ・ナデ・ヘラナデ・ ヨヨナデ・ ミガキなどが確認できた。

ケズリは、甕の胴下部外面で確認できる程度で、その後の調整・文様施文により痕跡が消されてしまったものが

多いと思われる。

ハケメは、甕の胴部外面に多用する。基本的に縦方向に調整を加えるが、胴上部は横方向、中央部か ら下部にか

けては縦方向に調整する例 もある。甕以外では蓋の外面や高イの脚部内面に観察できることがある。

ナデ・ヘラナデの痕跡は不明瞭である。高不の脚部内面は半数弱がナデ調整である。鉢では沈線施文直前に調整

したものがまれに観察できる。甕では胴部上端や下端の地文が施文されない箇所で観察できる。蓋の天丼部周辺に

も認められることがある。

ヨコナデは、重・甕 I類・蓋などに認められた。中でも、甕 I類のヨヨナデは顕著で、特に外面はその後に調整

が加えられないため、明瞭に痕跡を残す。調整範囲は口唇部から胴上端 (列点文・沈線文施文位置より下方)付近

まで。横方向に走る擦痕はブレがない。また回縁を巡る擦痕の状態は一様で、器面に均等な力が加えられたことが

推定される。調整を開始した痕跡や止めた痕跡はまれに観察できることがある。このことからある程度の速度で二

気にナデたものと思われ、回転台の使用を考慮する必要がある (注 1)。

ミガキは、内面や文様帯などで多用する調整である。内面については大部分の上器が最終調整 として ミガキを行

つている。特に高不の不部・鉢・甕類は内面全体が丁寧に磨かれていることが多い。これらに対し、若干粗さが日

立つのが重・蓋類で、壼の内面は底部～胴部にかけて、蓋の内面は天丼部周辺にミガキが粗 くなる場合がある。高

不の脚部内面は半数強がミガキ調整である。

施文

施文は、沈線を主体に刺突や隆線などによってなされている。地文には、縄文 と植物茎回転文がある。

沈線の上端幅は0.5～ 2 mm内 にほぼ収まり、その中でも1～1.5mmの間に集中する。深さは0.2～ 1.2mm内

にほぼ収まり、その中でも0.5～ l mmの間に集中する。沈線の断面形は、「V」 字形と「U」 字形 とに大別したが、

幅、深さとも計測値による差異は認められなかった。見た日は、細 く鋭利な感じのする沈線で、ブレが少なく一気

に引き終えたかのような印象を受ける。

刺突は甕 I類の胴部上端に施される文様で用いられる。工具を用いて間隔を置きながら刺突を繰 り返 し、刺突文

を並べていく。刺突の方向は右斜め上方から、左斜め上方から、真正面から等があり、突いた後 もそのまま戻す場

合、反対方向に抜 く場合等バラエティーに富む。工具には棒状のほかに、竹管状や、木目筋が残るヘラ状のものな

どが用いられている。なお、刺突文に似たもので突き刺すというよりも沈線を引く感じに近い手法があり (以下、

破線文と呼称する)、 刺突文よりも長い施文跡 となる。この刺突文や破線文が並ぶ文様を列点文 とする。列点文は

甕 I類の胴上端部を巡る文様 としてほぼ限定されるが、甕H類の口縁部に用いた例や、高不 (第 443図 6)で文様
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の中に2列の刺突文を配したものがある。

隆線は、粘土紐を上器面に貼 り付けたもので断面形は三角形を呈する。一部の壷にのみ用いられ、 1条の隆線が

頸部を巡る単純な構成である。 1点だけ隆線頂部に植物茎回転文が施文されている土器がある。

底部・蓋天丼部の圧痕、調整、文様

壷・鉢 。甕などの底部や蓋の天丼部には木葉痕・木目痕・網代痕・織布痕などの圧痕、ケズリやナデ、ミガキ調

整、沈線による重四角文 (第 446図 3)な どが観察できる (第 1表 )。 その中では木葉痕が多い。

網代痕には緯糸が 1本越え 1本潜 り、経糸が 1本越え 2本潜 りのもの (第 440図 2)、 2本 1組で、 3本超え 3

本潜 り 1本送 り (模様編み)の もの (第 481図 5)な どがある。織布痕は平織 りである。

第 1表 底部・蓋天丼部の圧痕、調整、文様集計表

,主言己

(注 1)回転台の使用については、ヨコナデの件のほかに全般に土器が均整の取れた形であることも理由の 1つ としてあげら

れ、本遺跡整理作業においては土器を接合・修復する際、方眼紙に描いた同心円を使用しているが、その上に上器を置 くとほ

ぼ正円に近い土器が少な くないことが確認されている。これらを熟練度による問題 とする考えもあるだろうが、ここでは回転

台を使用しての成形・調整を提示 したい。

第 2節 弥生土器の分類

弥生土器の分類は、遺物整理において登録した土器を基に行った。登録基準は、①口縁部が 1/4以上残存する

もの、②土器群の様相を考える上で必要だと判断したものである。その結果641点 を登録し、実測・拓本資料とし

てすべて当報告に掲載している。したがって、これらの上器資料は河川跡 15層出土土器の器種・器形、文様等をほ

ぼ網羅していると考える。なお、甕 I類については口縁部破片が多量にあったことから、①の基準を満たした資料

であっても、登録を控えるという操作を行っている。

器種は壺、高不、鉢、甕、深鉢、蓋の 6類型に大別した。このほか、いずれの器種にも含めがたい土器をその他

の上器、極小の上器をミニチュア土器として扱うこととする。

以下、各器種別に分類の概要とその特徴を記す。

1壺
|)壺について

重は頸部が強 くすばまる土器である。器形は全器種の中で最もバ リエーションに富む。

種
　
　
　
類

木
葉
痕

木
葉
痕

木
目
圧
痕

網
代
痕

織
布
痕

織
布
痕

ケ
ズ

リ

ケ
ズ

リ
ナ ナ

ミ
ガ

キ

重
四
角
文

不
明

ナ ナ
デ

一
ミ
ガ

キ

ミ
ガ

＊
ナ

ミ
ガ

キ
ナ

ミ
ガ

キ

ミ
ガ

キ

底部 1 1 3 3 1 1 1 1 1 0

蓋天丼部 4 2 1 0 0 4 1 0 0 0 0 4 0 2

合計 3 1 3 7 1 1 1 1 1 4 1 2
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2)分類 とその特徴

土器の細分は第 2表のとおり行った。細分は大きさと口頸部に視点を置いて設定している。細分項目の第 1分類

は器高と胴部最大径の相関 (土器の大きさ)に よる分類、第 2分類は頸部のすばまりの強弱による分類、第 3分類

は頸部の長短による分類、第 4分類は口頸部形態による分類である。

①第 1分類設定とその特徴

胴部最大径 と器高による散布図を作成し、重の大きさを分析した (第 2図 )。 器高値不明資料は胴部最大径値だけ

X軸 (Y=0)上 に記載した。胴部最大径欠損資料および実測図で径が図化されていない資料のデータは記載され

ていない。最小の上器は胴部最大径 8.6cm、 器高 7.4cmで、最大は胴部最大径 35.9cm、 器高 43.5cmである。

なお、胴部最大径値データのみでは最小 5。 9cm、 最大 43.5cmの 資料がある。変数は斜め右上が りに分布し、胴部

最大径 と器高は正の相関関係にあることがわかる。集中域は胴部最大径約 8～ 17 cm、 器高約 7～ 18 cmの範囲に認

められる。この集中域を小型 (A類)と する。また、小型 (A類)に属さない土器に関して、有効な変数が乏しく

第 1分類 (大 きさ) 第 2分類 (口径形態) 第 3分類 (頸部形態) 第 4分類 (口頸部形態)

A:小型

B:中型

C:大型

1:細 ロ

2:広口

a:短頸

b:長頸

i:口頸部が一体となって外反する

工:口頸部は直立する

� :頸部は直立し、口縁部は弱く外傾する

� :頸部は内傾し、口縁部は強く外傾する

v:頸部は外傾し、口縁部は強く外傾する

� :頸部は内傾し、口縁部は内湾しながら弱く開く

第 2表 壺分類表

第 1分類 第 2分類 第 3//」u 第 4分類 資料数 第 1分類 第2分頚 第 3分類 第 4分類 資料数 第 1分類 第 2分類 雰子3ゲワ員 第 4分類 資料数

A

1

B

1

・３

一
２

一
４

C

1

l

0

7

0

0

細分不可 細分不可 ユ 細分不可 0

b b

0

0 0

1 0

4 0

0 0

0

細分不可

0

細分不可 4 細分不可 0 0

細分不可 1 細分不可 細分不可

2

6

2

0

2

0

・■

一
中Ш

一　
Ⅳ

， 　
Ｖ

0 0 0

0 0

0 0

0 0 0

4 0 0

細分不可 0 細分不可 0 細分不可 0

b b

0

b

0

0 0

0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0 0

細分不可 0 細分不可 0 細分不可 0

細分不可 0 細分不可 0 細分不可 0

細分不可 1 細分不可 0 細分不可 0

第 3表 重分類集計表
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積極的にくくれる(細分)よ うな状況にない。しかしながら、胴部最大径値のみのデータを拾ってみると、約 21～29

cmに比較的集中する範囲が認められ、胴部最大径 と器高は正の相関関係にあることからこれは重の大きさにも反

映していると判断した。そして、この点を踏まえ、B同部最大径約 21～29 cm、 器高約 24～32 cmの 範囲を中型 (B

類)、 胴部最大径約 30 cm以上、器高約 36 cm以上の範囲を大型 (C類)と 設定した。なお、欠損資料などは、残存

部分から法量を推定しA～ C類に振 り分けた。

小型 (A類 )、 中型 (B類 )、 大型 (C類)を器高と胴部最大径の比率で比較 した。第 2図のとおり、器高/胴部

最大径が 2/3～4/3の範囲内にすべておさまっている。分類別では、小型 (A類)は 1/1ラ インの下方に分布

が集中するのに対し、中型 (B類)。 大型 (C類)は 1/1ラ インの上方に分布する。すなわち、中型 (B類 )。 大

型 (C類)は胴部最大径に対し器高が上回るタイプで、小型 (A類)は その逆 となる。小型 (A類)のみが このよ

うな分布を示す理由としては、器高が上回る土器の多 くが欠損している可能性 も考慮しなければならないが、低平

な広ロタイプの重 (Al類)が存在することによるものと考えられる。

②第2～ 4分類設定とその特徴

第 2分類は、頸部のすばまり具合に着目し、胴部最大径 と頸部最小径 とを比較した。その中ですぼまりが弱い一

群を広口 (2類 )、 その他を細口 (1類)と した。広口 (2類)の割合は低 く、しかもすべて小型 (A類)に属する。

第 3分類は、器高に対する回頸部長の割合を比較した。今回は口頸部長が器高の 1/3以上を長頸 (b類)と し、

その他を短頸 (a類)と した。長頸 (b類)の割合は低 く、しかもすべて小型 (A類)に属する。

第 2図 壷の大きさ



第1章 中在家南遺跡出上の弥生土器について

第 4分類は、口頸部形態により6類型を設定した。まず、頸部 と口縁部の境が不明瞭なものと明瞭なものとがあ

り、不明瞭な一群は口頸部が一体 となって外反するもの (1類)と 、回頸部は直立するもの (� 類)と に分けた。

明瞭な一群は頸部は直立し、回縁部は弱 く外傾するもの (iii類)と 、頸部は内傾し、日縁部は強 く外傾するもの (�

類)と 、頸部は外傾し、口縁部は強 く外傾するもの (v類)と 、頸部は内傾し、口縁部は内湾しながら弱 く開くも

の (�類)と の 4タ イプに分けた。器形による傾向を追ってみると、細口 (1類)で短頸 (a類)の場合、頸部は

内傾し、日縁部は強 く外傾するもの (�類)と 、日頸部が一体 となって外反するもの (i類)の割合が高 く、細口

(1類)で長顕 (b類)の場合は頸部は内傾し、日縁部は強 く外傾するもの (�類)の割合が高い。また、広口 (2

類)で短頸 (a類)の場合、日頸部が一体 となって外反するもの (i類)と 、頸部は内傾し、口縁部は内湾しなが

ら弱 く開くもの (�類)の割合が高い。このように、器形によって口縁部形態に偏 りが認められる。

次に第 1分類群毎に第 2～ 4分類から見た特徴を記す。

小型 (A類)の特徴

。細回 (1類)と 広口 (2類)がある。

・細口 (1類)は短頸 (a類)と 長顕 (b類)がある。

・短頸 (a類)の 回顕部形態は日頸部が一体 となって外反するもの (i類)と 頸部は内傾し、日縁部は強 く外傾す

るもの (�類)と がある。

。長頸 (b類)の頸部は直立し、口縁部は弱 く外傾するもの (�類)と 頸部は内傾し、日縁部は強 く外傾するもの

(�類)と 力ゞあり、�類が多い。

・広口 (2類)はすべて短顕 (a類)で、日頸部形態は口頸部が一体 となって外反するもの (1類)と 頸部は内傾

し、口縁部は内湾しながら弱 く開くもの (�類)と がある。

中型 (B類)の特徴

。すべて細口 (1類)の短頸 (a類)である。

・短頸 (a類 )の 口頸部形態は三～ v類 まであり変化に富む。その中で口頸部が一体 となって外反するもの (i類)

と頸部は内傾し、回縁部は強 く外傾するもの (�類)と が多い。

大型 (C類)の特徴

。すべて細日 (1類)の短頸 (a類)である。

・ 回頸部形態は回頸部が一体 となって外反するもの (i類)と 頸部は直立し、日縁部は弱 く外傾するもの (�類)

と頸部は内傾し、口縁部は強 く外傾するもの (�類)と があり、�類が多数を占める。

3)胴部形態について

胴部形態は、長形と短形と球形がある。長形は最大径の位置が上部にあるものと中央部にあるものとに分けられ

る。短形の最大径は上部にある。

以上の結果をまとめると、壷は

①小型 (A類)、 中型 (B類 )、 大型 (C類)に大別でき、しかも、全器種の中で最も法量差が大きい。

②器高/胴部最大径は2/3～4/3の範囲内におさまる。

③器形は6器種の中で最も変化に富み、特に小型 (A類)が顕著である。

④細口 (1類)と広口 (2類)があるが、細口 (1類)が主体的で、広口 (2類)は小型 (A類)にのみ認められ

る。

⑤口頸部長で比較した場合、短頚 (a類)が主体的で、長頸 (b類)は小型 (A類)にのみ認められる。

⑥口頸部形態は6類型、胴部形態は3類型に分けられる。

という特徴を持つことが指摘できる。
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2 高士不

|)高 )不について

高不は不部と脚部からなる。全体形のわかる資料が乏しい中での分析であるため、他の器種に比べると資料操作

は不十分であった。

2)分類 とその特徴

高不は不部の形態から2類型に大別した。すなわち、胴部～口縁部にかけて屈曲部を持たないものをI類、持つ

ものをII類 とした。 I類が主体 となる。

①高杯I類

I類は不部に屈曲部を持たず、胴部～口縁部までわずかに内湾しながら立ち上る。日縁について、山形突起を持

つもの 。キザミが巡るもの・波状口縁となるものなどがあり、確実に平縁になるものは確認されていない。

土器の細分は第 4表のとおり行った。分類表中の第 1分類はイ部形態による分類、第 2分類は脚部形態による分

類である。

第4表 高郭I類分類表                第5表 高郭I類分類集計表

第 1・ 2分類設定とその特徴

第 1分類は不部形態により、内湾しながら強 く開くもの (A類)と 、強 く外傾するもの (B類)と に分けた。A

類の割合が高い。

第 2分類は脚部形態により、台形状を呈するもの (1類 )と 、わずかに内湾しながら直立する筒形のもの (2類 )

とに分けた。なお、 2類 としたものは 1点のみで (B2類 )、 1類が主体 となる。

②高lThH類

H類はイ部に屈曲部を持つもので、胴部と口縁部の境にくびれを持つもの (A類 )と 、不部の中央付近に段を持

つもの (B類)と に分けた。いずれも確実なものは1点ずつとなる。脚部は台形状を呈する (1類)。

3鉢
I)鉢につ いて

鉢は器高/口径の平均がおよそ2/3で、逆台形状をした土器である。台付鉢は確認されていない。

2)分類 とその特徴

胴部と口縁部の境のくびれの有無で I類とH類に大別した。 I類 (く びれのないもの)力 主ゞ体となる。

①鉢 I類

I類は、 くびれのないものである。胴下部から口縁部まで、連続して立ち上る単純な器形である。

土器の細分は第 6表のとおり行った。分類表中の第 1分類は口径 と器高の相関 (土器の大きさ)に よる分類、第

2分類は胴部～口縁部にかけての形態による分類である。

第 1分類 (不部形態) 第 2分類 (脚部形態 )

内湾しながら強く開く

強く外領する

Ａ
　
　
　
Ｂ

1:台形状を呈する

2:わずかに内湾しながら直立する筒形を呈する

第 1分類 (大 きさ) 第 2分類 (全体形)

A:イ 型ヽ

B:大型

1:弱 く内湾しながら開く

2:外傾する

3:弱 く外反する

第 6表 抹 I類分類表

第 1分類 第 2分類 資料数 第 1分類 第 2分類 資料数

1 1

2

l

2 1

細分不可 細分不可 4

第 1分類 第 2分類 資料数 第 1分類 第 2分類 資料数

A

1

B

1

2 2

3 3 3 5

第 7表 鉢 I類分類集計表
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第 1分類設定 とその特徴

口径と器高による散布図を作成し、鉢 I類の大きさを分析した(第 8図 )。 器高値不明資料は口径値だけX軸 (Y=

0)上に記載した。日縁部欠損資料および実測図で径が図化されていない資料のデータは記載されていない。最小

の上器は日径 6.2cm、 高さ3.3cmで、最大は口径 16.5cm、 高さ 10.3cmである。変数は斜め右上がりに分布し、

口径 と器高は正の相関関係にある事がわかる。変数の分布の様子から口径 6.2～10.lcm、 器高 3.3～ 7.lcmの範囲

内にある小振 りな土器の集まりと口径 9.8～16.5cm、 器高 6.9～ 10.7cmの 範囲内にあるひとまわり大きめの上器

の集まりとに大別した。前群を小型 (A類)と し、後群を大型 (B類)と 設定した。大型 (B類)は小型 (A類 )

に比べ、大きさに多少散らばりがある。なお、欠損資料などは、残存部分から法量を推定しA～ B類に振 り分けた。

次に口径 と器高の比率で比較した。第 8図のとおり変数は、器高/日径が 1/2～1/1の範囲内にすべておさま

り、平均すると器高が回径のおよそ2/3と なることがわかる。その中でも、1/2ラ イン寄 りのもの(やや浅めの

もの)、 2/3ラ インに近接しているもの (中間的なもの)、 1/1ラ イン寄 りのもの (やや深めのもの)な どわずか

な差異が認められる。
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第 8図 鉢 I類の大きさ

第 2分類設定 とその特徴

第 2分類は、胴部～口縁部にかけての形態による分類である。弱 く内湾しながら開く(1類 )、 外傾する (2類)、

弱 く外反する (3類)の 3類型に分けた。弱 く内湾しながら開くもの (1類)と 外傾するもの (2類)力 主ゞ体で、

弱 く外反するもの (3類)は少ない。第 1分類群別で見ると、小型 (A類)では内湾しながら開くもの (1類)が

多数を占め、大型 (B類)では内湾しながら開 くもの (1類)と 外傾するもの (2類)がほぼ同数 となる。小型 (A

類)も 大型 (B類)も 外反するもの (3類)は、わずかである。
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口縁形態について

口縁は、突起・キザミを持つもの、波状口縁、平縁がある。その中でも平縁の割合が高い。突起は 5・ 6・ 7個

の 3種類が確認されている。波状口縁は、ヘラ状工具で削り取って凹凸を作出する場合 と指による成形で凹凸を作

出する場合とがある。

以上の結果をまとめると、鉢 I類は

①小型 (A類 )、 大型 (B類)に大別できる。

②器高/口径の平均はおよそ2/3で、小。大型による差はほとんどない。また、器高と口径の比によりやや浅め

のもの、中間的なもの、やや深めのものといった差異が認められるものの、その差はごく僅かであり、巨視的に見

れば定型的な土器といえる。

③胴部～口縁部形態は3類型に分けられ、弱く内湾しながら開くもの (1類)と 外傾するもの (2類)で大部分を

占める。

という特徴を持つことが指摘できる。

②鉢H類

H類は胴部と口縁部の境にくびれがあるものである。胴部は弱 く膨らみ、 くびれた後口縁部は外反する。口縁部

は短いものが多い。

土器の細分は第 8表のとおり行った。分類表中の第 1分類は口径 と器高の相関 (上器の大きさ)に よる分類、第

2分類はくびれの強弱による分類である。

第 1分類 (大 きさ) 第 2分類 (く ぴれ具合 )

A:/」 型ヽ

B:大型

1:弱 くくびれる

2:強 くくぴれる

第 8表 鉢H類分類表

第 1分類設定 とその特徴

口径 と器高による散布図を作成 し、鉢Ⅱ

第 1分類 第 2分類 資料数 第 1分類 第 2分類 資料数

A
l 0

B
1 7

2 0 2 2

第 9表 鉢H類分類集計表

類の大 きさを分析 した (第 9図 )。 器高値不明資料は口径値だけX軸 (Y=

10

日  径

第 9図 鉢 II類の大きさ
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0)上に記載した。したがって、回縁部欠損資料および実測図で径が図化されていない資料のデータは記載されて

いない。最小の上器は口径 10.6cm、 高さ6.7cmで最大は口径 14.3cm、 高さ10.7cmである。日径値データのみ

では最大 16.Ocmの 資料がある。日径 と器高においては有効な変数が少ないため、実態の把握は困難であるが、鉢

I類をはじめ他の器種を参考に分析すると、斜め右上がりの分布 となり、おおむね口径 と器高は正の相関関係にな

ると思われる。大きさによる判別は、鉢 I類のデータを用い、すべて大型 (B類)に属するとした。

また器高/口径の平均はおよそ2/3と なり、鉢 I類と同様の様相を示す。

第 2分類設定とその特徴

くびれの強弱に着目し、頸部最小径 と胴部最大径の比較で弱 くくびれるもの (1類 )と 強 くくびれるもの (2類)

とに分けた。大部分が 1類である。

口縁形態について

口縁は鉢 I類 と同様、突起 。キザミを持つもの、波状口縁、平縁がある。ただし、鉢 I類 と逆に平縁の割合は低

くなる。

以上の結果をまとめると、鉢H類は

①大型 (B類)に限定される。

②器高/口径の平均はおよそ2/3である。

③くびれの強弱により2類型に分けられ、弱くくびれるもの (1類)が大部分を占める。

という特徴を持つことが指摘できる。

4甕
|)甕について

甕は器高/口径が 2/3以上で、胴部 と口縁部の境にくびれを持つ土器である。甕は全器種の中で最も出土量が

多い。

2)分類 とその特徴

口縁部周辺の形態によりI～Ⅲ類に大別した。その中でI類が圧倒的に多く(約 76%)、 次いでH類 (約 23%)、

Ⅲ類は2点のみである。

①甕 I類

I類は甕の典型的形態である。胴部最大径の位置は胴上部にある。胴部と口縁部の境にくびれをもち、口縁部は

短 く、外反する。

土器の細分は第 10表のとお り行った。分類表中の第 1分類 は口径 と器高の相関 (上器の大きさ)に よる分類であ

る。

第 10表 甕 I類分類表
第 |1表 甕 I類分類集計表

第 1分類設定 とその特徴

口径値 と器高値による散布図を作成し、奏 I類の大きさを分析した (第 15図 )。 底部欠損資料は口径値だけX軸

(Y=0)上 に記載した。日縁部欠損資料および実測図で径が図化されていない資料のデータは記載されていない。

最小の上器は回径 10.lcm、 高さ 10.lcmで 最大は口径 31.5cm、 高さ 29。 lcmである。なお、口径値データのみ
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では最小 6.4cm、 最大 42.4cmの 資料がある。変数は斜め右上がりに分布し、日径と器高は正の相関関係にある事

がわかる。集中域は日径 10.1～ 12.5cm、 器高 10。 1～16.Ocmの範囲と、日径 17.8～ 26.9cm、 器高 18.0～29.2cm

の範囲に認められる。この二つの集中域のうち、小振 りな土器の集まりを小型(A類 )、 大振 りな土器の集まりを中

型 (B類)と した。また、全体形のわかる資料が乏しいものの、回径約 30 cm以上、器高 29 cm以上の上器を大型

(C類)と 設定した。なお、欠損資料などは、残存部分から法量を推定しA～ C類に振 り分けた。土器量は、中型 (B

類)が大半を占める。

日径 と器高との比率を比較した。第 15図のとおり変数は、器高/口径が 2/3～4/3の範囲内にほぼおさまり、

平均すると器高/口径がおよそ1/1と なることがわかる。もう少し細かく見ると、4/3ラ イン寄 りのもの(やや

深めのもの)、 1/1ラ インに近接しているもの (中間的なもの)、 2/3ラ イン寄 りのもの (やや浅めのもの)な ど

口 径

第15図 甕 I類の大きさ

微細ながら差異が認められる。なお、小型 (A類)に はやや浅めのタイプは見当たらない。

以上の結果をまとめると、甕 I類は

①小型 (A類)、 中型 (B類 )、 大型 (C類)に大別でき、中型 (B類)の割合が高い。

②器高/口径の平均はおよそ1/1と なる。また、回径と器高との比率によりやや深めのもの、中間的なもの、

や浅めのものなどわずかながら差異が認められるが、巨視的に見れば定型的なタイプの上器といえる。

という特徴を持つことが指摘できた。
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②甕H類

H類の回縁部は甕I類に比べ長めで、内湾しながら立ち上るものを基本とする。胴部最大径の位置は胴上部にあ

る。

第 1分類 (大 きさ) 第 分類 (く びれ具合) 第 3分類 (日 縁部形態)

型

型

型

小

中

大

Ａ

Ｂ

Ｃ

1:弱 くくびれる

2:強 くくびれる

内湾しながら弱く開く

内湾しながら直立する

内湾しながら強く開く

b

第 12表 甕H類分類表

第1顔 第 2分類 第 3分類 資料数 第 1分類 第 2分類 第 3分類 資料数 第 1分類 第 2分類 第 3分類 資料数

A

l

B

1

C

l

2

b 5 b 5 b

0

2

0

2b 0 b

0 5 1

細分不可 0 細分不可 2 細分不可 1

第 i3表 甕Ⅱ類分類集計表

土器の細分は第 12表のとおり行った。分類表中の第 1分類は口径 と器高の相関 (土器の大きさ)に よる分類、第

2分類は胴部 と口縁部の境のくびれの強弱による分類、第 3分類は口縁部形態による分類である。

第 1分類設定 とその特徴

口径値 と器高値による散布図を作成し、甕Ⅱ類の大きさを分析した (第 16図 )。 底部欠損資料は口径値だけX軸

(Y=0)上 に記載した。日縁部欠損資料および実測図で径が図化されていない資料のデータは記載されていない。

最小の上器は日径 6.8cm、 高さ7.Ocmで最大は回径 16.4cm、 高さ20.4cmである。なお、口径値データのみで

は55.Oc血 の資料がある。変数は斜め右上がりに分布し、日径 と器高は正の相関関係にある事がわかる。集中域は

口径 6.8～12.3cm、 器高 7.0～ 14.9cmの範囲と、口径 13.4～ 16.7cm、 器高 17.5～ 20.5cmの 範囲に認められる。

この二つの集中域のうち、小振 りな土器の集まりを小型 (A類 )、 大振 りな土器の集まりを中型 (B類)と した。大

第16図 甕H類の大きさ
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型 (C類 )は、全体形のわかる資料が欠落しているためとりあえず口縁部資料から回径が 38 cm以上の上器 とする。

口径値のみでの比較 となるが、中型 と大型 との差は 2倍以上で、大型は極めて容量が大きいことが予想される。

次に回径 と器高の比率でみてみると、第 16図のとおり変数は、器高/口径が 1/1～4/3の範囲内にほばおさ

まり、器高が口径を上回るタイプとなる。

第 2・ 3分類設定 とその特徴

第 2分類は、 くびれの強弱に着日し、弱いものを 1類、強いものを 2類 とした。 くびれが弱いもの (1類)の割

合が高い。

第 3分類は、口縁部形態により、日縁部は内湾しながら弱 く開 くもの(a類 )、 内湾しながら直立するもの(b類 )、

内湾しながら強 く開 くもの (C類)と に分けた。 くびれが弱いもの (1類)は内湾しながら弱 く開くもの (a類 )

の割合が高いのに対 し、 くびれが強いもの (2類)は、内湾しながら強 く開くタイプ (C類)に限定される。

次に第 1分類群毎に第 2・ 3分類から見た特徴を記す。

小型 (A類)の特徴

小型土器はすべて月同部 と口縁部の境のくびれが弱い特徴を示す。回縁部は弱 く開くもの (a類)と直立するもの

(b類)と があり、 弱 く開くもの (a類)の割合が高い。

中型 (B類)の特徴

中型土器は胴部 と口縁部の境のくびれが弱いもの (1類)と くびれが強いもの (2類)と があり、 くびれが弱い

もの (1類)の割合が高い。 くびれが弱いもの (1類)の 口縁部は弱 く開 くもの (a類)と 直立するもの (b類 )

とがあり、 弱 く開 くもの (a類)の割合が高い。 くびれが強いもの (2類)の口縁部は多 くが強 く開くもの (C類 )

である。

大型 (C類)の特徴

大型土器は胴部 と口縁部の境のくびれが弱いもの (1類)と くびれが強いもの (2類)と がある。 くびれが弱い

もの (1類)の日縁部は弱 く開 くタイプ (a類)で、 くびれが強いもの (2類)の口縁部は強 く開くタイプ (C類 )

である。

以上の結果をまとめると、甕H類は

①小型 (A類 )、 中型 (B類 )、 大型 (C類)に大別できる。

②器高/口径が1/1～4/3と いう深いタイプで、器形差が小さい定型的な土器である。

③胴部と口縁部の境にあるくびれは、弱い土器 (1類)が主体で、くびれの強い土器 (2類)は中・大型に限定さ

れ る。

④口縁部形態はくびれの弱い土器 (1類)の場合、弱く開くもの (a類)が主体で、くびれの強い土器 (2類)は多

くが強く開くタイプ (C類)と なる。

という特徴を持つことが指摘できる。

③楚Ⅲ類

Ⅲ類 としたものは完形資料がない。胴上部 (肩部)は強 くくびれ、折れ曲がって口縁部が立ち上がる。日縁部の

立ち上が りは、弱 く内傾するもの (1類)と 弱 く外傾するもの (2類)と がある。いずれも波状口縁である。大き

さは、甕 I類に照らし合わせると大型 (C類)の部類に入る。

5 深鉢

深鉢は胴部は内湾しながら立ち上がり、口縁部が内湾する器形で、甕のように胴部と口縁部の境にくびれを持た

ない。大きさは甕 I類に照らし合わせると大型 (C類)の部類に入る。 この分類に属する土器は 1点のみである。
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6蓋
|)蓋 につ いて

蓋は蓋部とつまみ部から構成される。

はあるものとないものとがある。

2)分類 とその特徴

土器の細分は第 14表のとおり行った。

第 2分類はつまみ部の有無による分類、

蓋部は口径に対 して器高が低 く、大きく口を開いた形態となる。つまみ部

分類表中の第 1分類は口径 と蓋部器高の相関 (土器の大きさ)に よる分類、

第 3分類はつまみ部 もしくは天丼部の細部形態による分類である。

第 1分類 第2顔 第 3分類 資料数 第 1分類 第 2分類 第 3分類 資料数 第 1分類 第2分類 第 3分類 資料数

A

1
9

B

l

0

C

1

ａ

一
・Ｄb 7 b 0 2

2 2

3

2

7

β 7 β 0 β 5

γ 4 γ 1 γ 2

細分不可 細分不可 6 細分不可

第 15表 蓋分類集計表

①第 1分類設定とその特徴

口径と蓋部器高による散布図を作成し、蓋の大きさを分析した (第 18図 )。 蓋部器高値不明資料は口径値だけX
軸 (Y=0)上 に記載した。口縁部欠損資料および実測図で径が図化されていない資料のデータは記載されていな

い。最小の上器は口径 9。 6cm、 高さ4.3cmで最大は回径 23.5cm、 高さ11.8cmの上器や口径 24.8cm、 高さ10.0

cmの上器がある。なお、口径値データのみでは最小 8.Ocm、 最大 27.2cmの資料がある。変数は斜め右上がりに

分布し、蓋部器高と口径は正の相関関係にある事がわかる。変数の分布のあり方から口径 9。 6～ 15.Ocm、 器高

3.4～7.7cmの範囲内にある小振りの上器の集まりと、口径 16.6～ 18.2cm、器高 7.1～9.9cmの範囲内にある中間

的な土器の集まりと、日径 20.0～24.8cm、 器高 7.2～ H.8cmの範囲内にある大振 りの上器の集まりとに大別し

た。それぞれ小型 (A類)、 中型 (B類 )、 大型 (C類)と する。

次に、小型 (4類 )、 中型 (B類 )、 大型 (C類)を 口径と蓋部器高の比率で比較してみると、第 18図のとおり、

蓋部器高/口径が 1/3～2/3の範囲内にほばおさまる。平均すれば蓋部器高は口径の1/2を少し下回り、これ

は蓋部器高が著しく低いことをあらわしている。分類別でみると、大型 (C類)の ほとんどは1/3～1/2の範囲

内にあり、A・ B類に比ベー段と低めであることが指摘できる。

②第2・ 3分類設定とその特徴

第 2分類は、つまみ部があるもの (1類)と ないもの (2類)と に分けた。ここで、つまみ部 という部位につい

て少し触れておきたい。つまみ部は蓋を持ち上げる際などに摘まむところを指し、したがって、摘まむことが可能

であれば(蓋部の上部など)、 その部分はつまみ部 と同じ機能を持っていることになる。広義の意味で言えばこれも

つまみ部 と呼んでもよいかもしれない。しかし、本報告では蓋の分析を行 うにあた り、つまみ部をもっと限定して

捉えることとした。すなわち、天丼部の上に作出された台状を呈するもの、その部位のみで保持が可能であること、

の二条件を満たすものをつまみ部 とした。その結果、天丼部天端の低い台状の盛 り上がり (2α 類)な どはつまみ

第 1分類 (大 きさ) 第 2分類 (つ まみ部の有無) 第 3分類 (つ まみ部・天丼部の形態)

A:/」 型ヽ

B:中型

C:大型

1:つ まみ部あり
大振りのつまみ

小振りのつまみ

2:つ まみ部なし
天丼部天端が低く盛 り上がる
天丼部側縁が張り出す
天丼部が平坦

β

γ

第 14表 蓋分類表
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の範疇には含めない。

第 3分類は、つまみ部があるもの (1類)はつまみ部の大小で、つまみ部がないもの (2類)は天丼部形態によ

り、それぞれ分類した。つまみ部があるもの (1類)は大振 りのものをa類、河ヽ振 りのものをb類 とした。また、

つまみ部がないもの (2類)は、天丼部天端が低 く盛 り上がるもの (2類 )、 天丼部側縁が張 り出すもの (β 類)、 天

井部が単純な平坦を呈するもの (γ 類)の 3類型に分けた。なお、α・β類 としたものはつまみ部を作出しないかわ

りに、保持性を高めるために施された形態であろうと考えた。α類の低い盛 り上がりは、粘上を加えて作出する場

合と天丼部粘上を天端に寄せて盛 り上げている場合 とがあり、見分けはつけにくい。その盛 り上がりは一般に外方

向へ張り出すように作るため、指の引つ掛かりがよく、不安なく摘まみ上げることができる。一方、β類はすでに粘

土紐積み上げの段階で、天丼部側縁がはみ出すように作られている。側縁の張り出しにより、2類 と同じ効果が得

られ、単純な平坦を呈するもの (γ 類)と比べて保持性が著しく高まっている。

次に第 1分類群毎に第 2・ 第 3分類から見た特徴を記す。

小型 (A類)の特徴

。つまみ部があるもの (1類)と ないもの (2類)と があり、 2類の方が多い。

・つまみ部は大 (a類)。 小 (b類)両方ある。

。つまみ部がないもの (2類)の天丼部形態は3類型すべてあり、中でも天丼部天端が低 く盛 り上がるもの (α 類)

の割合が高い。

中型 (B類)の特徴

。つまみ部がないもの (2類)に限定される。

・天丼部天端が低 く盛 り上がるもの (α 類)と 天丼部が単純な平坦を呈するもの (γ 類)と がある。

大型 (C類)の特徴

。つまみ部があるもの (1類)と ないもの (2類)と があり、 2類の方が多い。

第18図 蓋の大きさ
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第19図 董分類集成図 (1)
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。つまみ部は大 (a類)・ 小 (b類)両方あり、 a類が多い。

・つまみ部がないもの (2類)の天丼部形態は3類型すべてあり、中でも天丼部天端が低 く盛 り上がるもの (2類 )

の割合がやや高い。

3)蓋部形態 について

蓋部外形は、直線的なもの、弱く外反するもの、弱く内湾するもの、口縁部周辺のみ弱く内湾し、あとは直線的

になるタイプ等がある。割合は弱く外反するタイプが多いものの、どれも曲がりの度合いが小さく、見た目にも大

きな差異は認められない。

以上の結果をまとめると、きは

①小型 (A類)。 中型 (B類)。 大型 (C類)に大別できた。

②蓋部器高/口径は1/2を少し下回り、蓋部器高が著しく低い。

③つまみ部があるもの (1類 )と ないもの (2類)と があり、2類の割合が高い。

④つまみ部は大 (a類)・ 小 (b類 )の 2種類ある。

③つまみ部がないもの (2類)の天丼部は3類型に分けられ、その中で、天丼部天端が低く盛り上がるもの (2類 )

と、天丼部側縁が張り出すもの(β 類)と して分類した形態的特徴は保持性を高めるための工夫を施した結果による

と考える。

⑥蓋部形態は4タ イプが確認でき、弱 く外反するタイプの割合が高い。しかしながら、どれも曲がりの度合いが小

さく、際立つ差異は認めがたい。

という特徴を持つことが指摘できる。

7 その他の上器

これまでの 6器種に含めがたい形態の上器である。一部分しか残存していないため詳細は不明であるが、丸底風

の鉢形土器 とも考えられる。

8 ミニチュア土器

形態が明らかなものとして壷形、鉢形、皿形がある。
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第 3節 器種組成について

弥生土器の器種組成は、第 21図 のような比率 となった(注 1)。 このデータは登録土器を基にして作成している。

したがって、出土土器すべてを計測しての結果ではないが、前述した登録基準で、無作為抽出した結果での比率で

あることから、今回得られた器種間の量的な傾向性は当時の上器量をおおむね反映しているものと考える。ただし、

甕 I類の比率に関しては、量の多さから登録の際に少し手控えたため、実際はその数値よりも上回るものと推定す

る。また重の場合は、曲線的な作 りのため比較的目に付きやすく、無作為抽出においても登録されやすい一面を持

っている。したがって、奏 I類 とは逆に実際の割合よりもやや高めの値が出ている可能性も考えられる。

器種の中で最も多いのは甕で 33.6%である。その中で甕 I類が多数を占める(25。 5%)。 次いで多いのが重 (22.2

%)、 そして鉢 (17.9%)、 蓋 (16.8%)、 高邦 (7.3%)、 ミニチュア土器 (1.4%)、 その他の土器 (0.3%)、 深鉢

(0.2%)の順 となる。このことから、本遺跡出土弥生土器の基本構成は、壷、高不、鉢、甕、蓋の 5器種 と捉える

こと力Sで きる。

次に同時期の遺物を出上し (第 10節で詳述)、 しかも近接する仙台市南小泉遺跡の器種組成 と比較してみたい。

この器種組成は採集資料 710点 を基に作成されたものである (須藤 隆 :1979)。 南小泉遺跡で最も高いのは甕で

44.3%、 次いで蓋 (15.0%)、 そして壷 (14.1%)、 鉢 (11.3%)、 高邪 (10.7%)の 順 となる。本遺跡も南小泉遺

跡も甕が最も高い比率を示し、他器種を大きく引き離す点で共通する。また、南小泉遺跡では甕を除く壷、高不、

鉢、蓋の 4器種は、どれも近似した比率を示し、本遺跡でも甕、高不を除 く壷、鉢、蓋の 3器種は近似した比率で

ある。両遺跡 とも比率の低い器種は高邪になるが、南小泉遺跡の場合、他器種 との差は僅少である。このように、

個々の数値に差異が認められるものの、巨視的に捉えた場合、両遺跡の器種組成は類似点の多い様相を呈している

と言える。他遺跡では器種組成が捉えられるほどの資料が得られていないため、現時点ではこれまで記したような

器種組成が仙台平野における桝形囲式期の様相 と理解したい。

注記

(注 1)器種が限定できない「壷 or tt Or甕 」や「鉢or高不」とした上器は、それぞれ可能性のある器種の比率で振り分けた。

甕Ⅲ 03%

深鉢     02%
その他の上器 03%
ミニチュア土器14%

中在家南遺跡

第21図 器種組成

南小泉遺跡
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第 4節 地文の分類 と特徴

1 地文の分類

地文は、植物茎回転文 (I類)と 縄文 (H～VⅢ類)と に大別される。

|)植物 茎 回 転 文 (I類 )

植物茎回転文は、細い条痕が平行して並び、条痕に沿って微細な棘状の圧痕が認められる。上器によって条間隔

がやや広めのものと狭いものが、棘状の圧痕にも明瞭な痕跡を残すものと見つけにくいものなどの差がある。

この地文は山内清男氏が「偽縄文」 として取 り上げたものに相当し、「 (前略)縦の稜ある筒型の原体で、稜の外

縁に棘のあるものがある。稜の数は 6条である。これが回転されたものは縦の条があり、一見櫛目のように見える

が、条の底に棘の跡が圧されている。非常に細密な縄紋に似て居る。 (中略)こ の原体は何か自然物で、瓜の茎かと

も思ったことがあるが未だ決定し得ない。」 (山内清男 :1979)と している。現在ではウリ科 (小林達雄 :1977)や

カナムグラなど (須藤 隆他 :1984)の 茎を回転施文させたものと捉えられている。本報告では原体が植物の茎で

あることから「植物茎回転文」の名称を使用する (猪狩 。高島・廣岡他 :1985)。

2)縄文 (H～Ⅷ 類 )

縄文は次の点に注意して、観察を行った。

観察① 同一条が何条おきに繰 り返し現れるか

2本の 0段撚紐を撚って作った 1段撚紐を回転施文すると単節縄文となり、 1条おきに同一条が現れる。このよ

うに、何条おきに繰 り返し現れるかを調べれば、原体の最終段階での撚紐数が把握でき、原体の復元にきわめて有

効なデータが得 られる。

観察② 条の深さの差異

撚紐を均等な力を加えて撚った原体を回転施文すると、一般に同じ深さの条が連続して現れる。このように、条

の深さの差異を調べれば原体が撚紐をどのように撚って、あるいは巻き絡めたりしてできあがっているか力ゞ検討で

第 1分類 第 2分類 第3分類 備 考

I(植物茎回転文)

H(2条単位) 「r(を 2)」。 1段捧紐 R

「η(RR)」 。2段撚紐 L(RR}

Ш (3条単位) A(1条深) i(2条 小 ) 「 を(R RF)」。L(R研 }or L(m}+R
iti(同大) 9(R責買)Jo L{RIPP}or L(PR)十 R

B(2条深 ) i(2条小) C(RR買 )Jo L(RR R)

(同大 ) を(RR貿 )」。L{RRR}

C(同深) i(2条 小 ) 之(R RR)」。し(R RR)

� (1条小) を(RR R)」 。 L(RR R}Or L(RR)十 R

i工 (同大) η(RRR)Jo L{RRR)

iv(同大 ) 2(rrr)Jo L(rrr)

IV(4条単位) A(1条 深 ) � (同大 ) 「 を(RRRR)」。 L{R孵盟)or L(RRR}+R or L{LR LR)(撚 t,戻 し)

B(2条深) i五 (1条小 ) 「 を(Rtt R賀 )」 。 L(RP R寅 }Or L(PP}+R・ R or L(PRP)+R OrL(PRP)+R or L(LR LR}0然
`サ

戻 し)

「 珍(RttR賀 )」。 L(RP R/P}or L(Pρ }十 R・ R or L(PRP)+R or L(LR LR}0然 Iり 戻 し)
(同大 )

C(3条 深 ) i(3条小) 「 2(RRR資 )」。 L(RRR P}Or L{RR P)+R OrL(LR LR)(撚 り戻 し)

D(同 深 ) � (同大) 「を(RRRR)」 。L{RRRR)or L(LR LR)(撚 り戻し)

V(6条 単位 ) 「 2(RR tt RR賀 )」。 L(RR}+R&R° R&R(第 1種)

Ⅵ (付加条第 2種 ) L{RR)+R(第 2種 )

L(RR}+R&R(第 2種 )

R+R&R(第 2種 )

Ⅶ (直前段反撚)

(LR LR}

Ⅷ (条単位不明) Rの条 (ゼ 撚 り)が並走す る

第 16表 地文分類表
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きる。

観察③ 節の大きさの差異

1本の撚紐を折り曲げて撚った原体を回転施文すると、一般に同じ大きさの節が連続して現れる。以下、観察②

と同様の検討を加えることができる。

分類に関しても、上記した観察項目に従つて行うこととした。観察①～③より得られたデータを基に細分した後、

各々の原体を特定していくという手順を踏んでいる。

しかしながら、観察対象が数 mmと ぃぅ極 く小さな痕跡であるため、判別はきわめて困難であった。分類集計で

の不明資料が多いのはこのような理由による。

①第 1分類 (H～ VIII類)設定とその特徴

H～Ⅷ類の設定は、条の観察から規則的に並走するもの (H～ V、 Ⅷ類)と、条が交差するもの (Ⅵ類)と 、不

規貝Jに乱れているもの (ⅥI類)と に分けた。

そして、条が規則的に並走するもの (H～ V、 Ⅷ噸 )は、観察①の結果より2条単位のもの (H類。同一条が 1

本おきに現れることから、条 2本分を1単位としてとらえる。これを2条単位と表記する。)、 3条単位のもの (Ⅲ

類。条 3本分を1単位とする)、 4条単位のもの (Ⅳ類。条 4本分を1単位とする)、 6条単位のもの (V類。条 6

本分を1単位とする)に分類した。ⅥI噸 としたものは条単位が不明のものである。

②第 2・ 3分類の設定とその特徴

H～Ⅷ類の細分を行うにあたり、山内清男氏の表記法を基に (山内清男 :1979)、 これまでの論文・報告書等を参

考にして、次のように表記する。

縄文の表記

①縄文は1単位分の条の記号を並記する。例えば、紐文が3条単位の場合、3条分の条の記号を並べて表記する。

②条の記号は、条を縦にした時に節が右上がりに傾くものをL、 左上がりに傾くものをRと表記する。無節の場合

はそれぞれを、 rと 表記する。さらに、施文方向に対する条の傾きも表記する。施文方向が横になるように置き、

条が右上がりの場合は2、 逆に左上がりの場合はrと し、( )の左に書き加える。

例)『 珍 (RRR)』 ・̈ 条を縦にすると節は左上がりに傾 く (R)。 Rの条 3本分を 1単位 とする (RRR)。 施文方

向を横にすると条は右上がりに傾 く (2)。

③条の深さが異なる組文の時、Rの場合、深い条をR、 浅い条を買とする。また、条により節の大きさが異なる縄

文の時、Rの場合、大きい節が並ぶ条をR、 小さい節が並ぶ条をRと する。このように条や節に差異がある紐文は、

深い条、大きい節の条を基準にしてちがいを記号で表現していく。

例)『 2(RRR)』 …・3条のうち、 1条が他よりも浅い

『2(RRR)』 ・…3条のうち、 1条の節が他よりも小さい

原然の表記

①撚紐の撚 りの方向について、撚紐を縦にした時、繊維が左上がりに傾 くものをを、右上がりに傾 くものをrと す

る。そして、 0段の撚紐 2が 2本 r撚 りされた 1段撚紐をRと表記し0段の撚 りについては省略する。 1段の撚紐

Rが 2本 2撚 りされた2段撚紐をL(RR}と する。1段のRが 3本 を撚りされた直前段多条をL(RRR)と し、4

本の場合はL(RRRR)とする。2段撚紐L(RR}を軸にして1段撚紐Rを 1本、軸と同じ撚りの方向に巻きつけ

た付加条第1種をL(RR)十 Rと し、付加する撚紐が2本で、離して巻き絡めたものをL(RR}十 R・ R、 逆にく

っつけて巻き付けられたものをL(RR}十 R&Rと する。また、2段撚紐L(RR)を 2本 を撚りした直前段反撚は

L{LR LR}とする。これらの類例に準じて原体を表記する。

②条が不均等に撚られた撚紐の時、Rの場合、高く出ている条をR、 低い条を買とする。また、条の太さが異なる



第1章 中在家南遺跡出上の弥生土器について

撚紐の時、 Rの場合、太い条をR、 細い条をRと する。 このように撚 り方や条に差異がある撚紐 は、高 く出ている

条、太い条を基準にしてちがいを記号で表現する。

H類 (2条単位 )

Ⅱ類 は、 をの条が並走するもの (『 r(22)』 。 i類)と 、 Rの条が並走するもの (F2(RR)』 。 五類)と があ

る。原体は1段の撚紐R、 2段の撚紐L{RR}と なる。

Ⅲ類 (3条単位)

Ⅲ類は、条の深さが異なるものや節に大小があるものなどが含まれているため、第 2分類は条の深さによる分類

(A・ B…類 )、 第 3分類は節の大きさによる分類 (i・ �…類)を設定し、細分した。

A類 :3条単位のうち、 1条が深 く施文されるもの

i類 :浅い 2条の節が/Jヽ さヤゝもの 。̈ F之  (RRR)』

�類 :3条 とも節の大きさが同じもの一『を (RR買 )』

B類 :3条単位のうち、 2条が深 く施文されるもの

i類 :深い 2条の節が小さいもの一 F2(RRR)』

�類 :3条 とも節の大きさが同じもの一『ゼ (RRR)』

C類 :3条 とも同じ深さで施文されるもの

i類 :2条の節が河ヽさいもの ・̈『2(RRR)』

五類 :1条の節が小さいもの… Fを (RRR)』

�類 :3条 とも同じ大きさのもの一『2(RRR)』

�類 :3条 とも同じ大きさのもの…『2(rrr)』

Ⅳ類 (4条単位 )

Ⅳ類 も、条の深さが異なるものや節に大小があるものなどが含まれているため、第 2分類は条の深さによる分類

(A・ B…類)、 第 3分類は節の大きさによる分類 (1・ 五…類)を設定し、細分した。

A類 :4条単位のうち、 1条が深 く施文されるもの

�類 :4条 とも節が同じ大きさのもの… Fを (R父翼■)』

B類 :4条単位のうち、 2条が深 く施文されるもの

�類 :深い 1条の節が小さいもの一『を (Rtt R買 )』

�類 :4条 とも節の大きさが同じもの… Fを (R tt R資 )』

C類 :4条単位のうち、 3条が深 く施文されるもの

i類 :深い 3条の節がガヽさいもの一『之 (RRRR)』

D類 :4条 とも同じ深さで施文されるもの

�類 :4条 とも節が同じ大きさのもの…『之 (RRRR)』

V類 (6条単位)

V類は、 6条単位のうち 4条が深 く、そして小さく施文されるもの (『 ゼ (RRtt RR父 )』 。 i類)である。原体は

2段の撚紐L(RR}を軸にし、1段の撚紐Rを 2本ずつ、計4本を巻き絡めた付加条第1種である (L(RR}十 R
&RoR&R(第 1種))。

Ⅵ類 (付加条第 2種 )

Ⅵ類 は、条が交差するものである。原体 は軸 となる撚紐に、軸の撚紐の撚 りとは反対の方向に 1な いし 2本の撚

紐 を巻 き絡めたものである。軸の違い、付加 した撚紐の違いで 3類に分けた。

i類 :2段撚紐L(RR}を軸として、 1段撚紐Rを巻き絡めたもの (L(RR)十 R(第 2種))
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五類 :2段撚紐L(RR)を軸として、 1段撚紐Rを 2本並べて巻き絡めたもの (L(RR}十 R&R(第 2種 ))

�類 :1段撚紐Rを軸として、 1段撚紐Rを 2本並べて巻き絡めたもの (R tt R&R(第 2種 ))

VII類 (直前段反撚)

Ⅷ類は、条が不規則に乱れているものである。 2の条が乱れているもの (R(RR}。 i類)と 、Rの条が乱れて

いるもの (L{LR LR)。 五類)と がある。

ⅥⅡ類 (条単位不明)

ⅦI類は、条が規則的に並走するものの、条の単位数が読み取れなかった資料である。読み取れない理由として、

①摩滅により観察ができない、②特徴的な節が見つからない、③施文の際、1回 に転がす長さが短いため、節が繰

り返し現れてこない、などがあげられる。Ⅷ類の特徴は、Rの条 (2撚 り)が並走し、大部分の資料が条の深さや

節の大きさがそろった縄文である (i類 )。

③分類別原体の復元

ここでは、原体の特定をまだ行っていないⅢ oIV類について記すこととする。

Ⅲ類

Ⅲ類としたものは、先にも触れたとおり条が並走する3条単位の組文である。これは、原体が最終段階で 3本の

撚紐から構成されていることを意味する。したがって、原体は 3本の 1段撚紐を同時に撚 り合わせるか、 2本の 1

段撚紐を撚 り合わせたもの (2段撚紐)を軸にして 1本の 1段撚紐を巻き絡めるかのどちらかの方法によるもので

ある(山 内清男 :1979)。 前者は直前段多条、後者は付加条 と呼ばれている。どちらも3本の撚紐から構成されてお

り、安定した撚 り方をすれば条は並走する。ちがいは3本同時撚 りか、 2本撚って 1本絡めるかの点である。直前

段多条の場合、同じ太さの撚紐を均質な力を力日えて撚れば、同じような条や節が施文される。しかし、山内氏が言

うように、 3本の条のうち「 1本が少し条の太さを異にして居る」場合や、「条のうち 1条又は 2条が高 く、他が低

く撚合されて、表面に条の高低が認められる」場合は、同じような条や節は繰 り返さず、少し複雑になる。もう一

方の付加条は、基本的には巻き絡めた撚紐の部分は土器に施文されると一段深 くなる。しかし、これも巻き絡めた

撚紐が軸を構成する 2本の撚紐よりも細かつた場合や、巻き絡める際に強めに絡め軸を構成する2本の撚紐の間に

食い込んでしまった場合などは、単純に 3条単位のうち 1条が深 くなるとは言い切れない。加えて、条や節のかた

ちは撚 り加減、施文する際の力加減や原体に加える力の方向、原体の材料のちがい等で大きく変化することが指摘

されており(佐原 真 :1981)、 また福島県桜井遺跡の資料においても、直前段多条と付加条第 1種 と直前段反撚の

区別はかなり困難であると報告している (馬場 。森他 :1992)。

このように直前段多条と付加条は、土器面に残る痕跡によっては特定することが難しい場合がある。 したがって

今回の報告では、考えられる撚 り方を複数列挙することとした。

A類

1 『ゼ (R賀 寅)』
→L(R ttR}¨・3本の撚紐のうち2本の節が小さく、しかも回転施文の際浅 く出るように撚

ったもの。

or L(R賀 }十 R…軸は2段の撚紐L(買賀}で節は小さく、浅い。付加は1段撚紐R。

『珍 (RR買 )』
→L(RRR}¨・3本の撚紐Rの うち2本が浅く出るように撚ったもの。

or L(R買 }十 R…軸は2段の撚紐L(RR)で浅い。付加は1段撚紐R。

『ゼ (RRR)』 →L(RR資 }…°3本の撚紐のうち2本は細く、残りの 1本が浅く出るように撚ったもの。

『2(RR買 )』
→L(RR■ )―。3本の撚紐のうち 1本が浅く出るように撚ったもの。

〕類
　
・１
　
一Ш

Ｂ
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C類

i:『 2(RRR)』 →L(RRR)…・3本の撚紐のうち2本が細い。

� :『 ゼ (RRR)』 → L(RRR}… Ⅲ3本の撚紐 の うち 1本が細 い。

or L(RR}十 R…軸は2段の撚紐L(RR)、 付加は1段撚紐 Rで、軸側の 2本の撚紐より細い。

i� :『 ゼ (RRR)』 →L(RRR)…・同じ太さの 3本の 1段撚紐Rを均等な力を加えて撚ったもの。

� :『 ゼ (rrr)』 →L(rrr)…・同じ太さの 3本の 1段撚紐 rを均等な力を加えて撚ったもの。

Ai・ �類は直前段多条でも付加条 (第 1種)で も復元可能なタイプで、Bi・ �類は直前段多条に限定できる

タイプである。C類は直前段多条でも付加条 (第 1種)で も復元可能なタイプ (五 類)と直前段多条に限定できる

タイプ (1・ �・�類)が属する。

Ⅳ類

Ⅳ類としたものは、条が並走する 4条単位の紐文である。これは、原体が最終段階で 4本の撚紐から構成されて

いることを意味する。これを満たす原体は次の方法が考えられる (山内清男 :1979)。

・ 4本の 1段撚紐を同時に撚 り合わせる…直前段多条

・ 2本の 1段撚紐を撚 り合わせたもの (2段撚紐)を軸にして 2本の 1段撚紐を巻き絡める…付加条

・ 3本の 1段撚紐を撚 り合わせたもの (直前段多条)を軸にして 1本の 1段撚紐を巻き絡める一付加条

・ 2本の 2段撚紐を反撚する…直前段反撚のうちの完全に撚 り戻 したタイプ

本類においても、Ⅲ類で述べたような理由から直前段多条 と付力日条は判別し難 く、さらに直前段反撚の中で完全

に撚 り戻し、安定 した撚紐に仕上げているものも加わり、いっそう原体の復元は困難である。以下、Ⅲ類 と同様に

考えられる撚 り方を列記する。

A類

� :『 ゼ (R資 買父)』
→ L(R tt R資 )―・4本の 1段撚紐 Rの うち 3本が浅 く出るように撚ったもの。

or L(賀 賀買}十 R…軸は直前段多条L(■ 買買)で、付加は1段撚紐 R。

or L(LR LR)(撚 り戻し)…・2本の2段撚紐LRを反撚り(2撚 り)す る際、完全に撚 り戻

し、 4本が均等に絡まる。

B類

� :『 2(Rtt R買 )』 →L(R tt R賀 }…・4本の1段撚紐Rの うち1本は細く、その両隣の2本が浅く出るよう

に撚ったもの。

or L(■賀}+R・ R―軸は2段撚紐L(RR}、 付加は2本の 1段撚紐Rで、うち 1本は細い。

or L(買 R資 }+R OrL(賀 R買 }+R…軸は直前段多条L(資 R資 )で付加は1本の 1段撚紐

Rに なる場合と、軸がL(買 R買 }で付加がRの場合と

が考えられる。

or L(LR LR}(撚り戻し)¨ 。2本の 2段撚紐LRを反撚り (ゼ 撚り)す る際、撚り戻しが

不完全で、 4本が不均等に絡まる。

� : F2(R tt R買 )』 →L(Rtt R R}―・4本の 1段撚紐Rの うち2本が浅く出るように撚ったもの。

or L(R買 )+RoR…軸は2段撚紐L(買 寅)で、付加は2本の 1段撚紐 R。

or L(買 R買 }+R…軸は直前段多条L(RR買 )で、付加は1本の 1段撚紐 R。

or L(LR LR}(撚 り戻し)…・2本の2段撚紐LRを反撚り (2撚 り)する際、撚り戻しが

不完全で、 4本が不均等に絡まる。
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C類

i:『 2(RRR貿 )』
→L(RRR父 }…°4本の 1段撚紐Rの うち3本が細い。そしてこの 3本が深くなるように撚

ったもの。

ο「 L(RR買 }十 R…軸は直前段多条L(RR買 }で、うち 1本が太 く浅 くなるように撚ってい

る。付加は 1本の 1段撚紐 R。

ο「 L(LR LR)(撚 り戻し)…。2本の2段撚紐LRを反撚り (2撚 り)す る際、完全に撚

り戻し、 4本が均等に絡まる。

D類

� :『 ゼ (RRRR)』 → L(RRRR)・・・同じ太さの 4本の 1段撚紐 Rを均等な力を加 えて撚ったもの。

or L(LR LR}(撚り戻 し)¨・2本の 2段撚紐 LRを反撚 り (2撚 り)す る際、完全に撚

り戻し、 4本が均等に絡まる。

A�、B�・�、Ci類は直前段多条でも付加条でも直前段反撚 (撚 り戻し)でも復元可能なタイプ、D�類は

直前段多条でも直前段反撚 (撚 り戻し)でも復元可能なタイプである。

④分類別集計 とまとめ

上記の分類に従って、集計を行った (第 17表 )。 約 2割が植物茎回転文 (I類)、 約 8割が縄文 (II～Ⅶ噸 )と なる。

縄文の内訳はⅢ類が約 5割を占め、圧倒的に多い。中でも、mC�類の割合が高い(33.0%)。 また、条の単位数

が読み取れなかったⅧ類 とした資料の中に、縄文の痕跡からmC�類に属するものが多 く含まれていると考えられ

る。これも加えるとⅢC�類の比率は約 60%と なる。次いで多いのはⅣ類 となるが、全体では 5。 6%、 縄文だけで

の割合でも6.8%と 極端に少なくなる。

次に集計結果を縄文原体別に整理する (3%以下は省略)。

・最 もよく使われた縄文原体は、 3本の 1段撚紐で撚られた直前段多条である (Ⅲ Bi・ �、ШCio�・�)。 縄

文全体の 52.0%と なり、Ⅷ類 (28.0%)も この中に含まれる可能性が高い。

・続いて 3本の 1段撚紐で撚られた直前段多条あるいは 2段撚紐を軸にして 1段撚紐を巻き絡めた附加条と考えら

れるもの (Ⅲ Al・ �、ⅢC五 )で縄文全体の 8.2%に なる。

・ さらに、 4本の 1段撚紐で撚られた直前段多条あるいは 2段撚紐を軸 として 2本の 1段撚紐を巻き絡めた付加条

(第 1種)あ るいは 2本の 2段撚紐で撚られた直前段反撚 (撚 り戻し)と 考えられるもの (ⅣA�、ⅣB�・�、Ⅳ

Ci)が、5.8%に なる。

このように、地文には植物茎回転文 と縄文 とがあり、縄文では 3本の 1段撚紐で撚られた直前段多条を多用して

いることがわかった。この特徴は、山内氏の「直前段多条は甚だ盛行する時期、地方がある。例えば (中略)東北

の桝形囲式 (中略)に一般的である。」 (山内清男 :1979)と いう指摘にも一致する。

なお、今回は付加条第 1種に限定できる資料はなく、直前段多条でも同様の縄文が施文できるだろうと考えた。

また 2段撚紐による単節縄文と直前段多条に関しては、器面に残る縄文の形状だけからはどちらとの判別はきわめ

て難しい。本遺跡の場合、土器の状態が良好で縄文の詳細な観察が可能であつたため、先述した結果が得られたと

考えている。ちなみに単節縄文は第 443図 5で認められた。

第 1分類 VI 合司

第 2分類 小計 /」 計ヽ A C 小計 C 小計 小 計 小計 /」 計ヽ 4ヽ計

第 3分類

資料数 181  181 1″ 1  127

% 02%102%1 01% 2%i32% 3%十 o2% 02%116% 18%

縄文の割合 2%I02% 02%i02% 5%10'% 8%122%

第 17表 地文分類集計表
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ところで、硬質の軸に撚紐を巻き付けて回転施文する撚糸文は確認できなかった。ⅢB�類やⅣB�類などの一

部に一見類似するものもあるが、同一節の繰 り返しや回転施文によって節の片側に生じる粘上の盛 り上がり等から

撚紐の回転施文であると判断した。

縄文の施文に使われた撚紐に関しては、ほとんどが 0段でを撚 りのものを用いている。また、器面に残る縄文は

全般に細かい。見た印象としては特に小振 りの上器にその傾向が強 く、小型壷や鉢、小型蓋などが該当する。第 451

図 3では太さが 1.5mmの原体圧痕が観察できた。上器の乾燥や焼成等による収縮を考え、施文時には太さ2 mm

前後の撚紐であったと推定される。

第 5節 文様構成

1 文様構成について

土器の文様は外面 と内面 とにあり、外面には回縁部、胴部、脚部、つまみ部などに文様帯を作成し、器種・器形

により、若干描かれる文様に差が認められる。内面には口縁部に直線文や平行直線文等の単純な文様が巡る。外面

で最も目を引く主要な文様は胴部文様帯で、描かれる文様も多種にわたる。ここでは胴部の文様帯を中心に分析す

ることとする (注 1)。

胴部文様帯に描かれる文様の種類 と器種別の集計は第 18表のとおりである。文様名は従来使われてきた名称以外

に、今回の分析にあたり新たな名称を考えたものもある。

出土土器文様の特徴 としては、①幾何学的な図柄を多用している、②単純な構図でありながら、組み合わせたり

繰 り返すことによって、変化のある文様に仕上げている、③器種・器形により用いる文様に若干の差異があるが、

総じて層波文の使用頻度が高い、④赤色顔料を文様に沿って塗布したり、赤色顔料で直線の文様を描くなど、文様

さらには土器全体を際立たせた例が少なくない、などの点が指摘できる。

次に、文様の中から層波文を取り上げて説明を加えることとする。

文  様  名 壼 高郷 I 高イH 鉢 I 鉢 H 甕 I 甕 H 甕ⅡI 深鉢 蓋 高邪 or ttH その他 ニチュア /」蝙計 %
層波文A 1 1 7 0 1 0 0 0 250%
層波文B 7 1 2 0 0 0 0 5 0 0 83%
層波文 ? 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 l 02%
平行直線文 9 0 1 0 0 0 206%
平行直線文十垂線 0 0 5 0 0 0 0 0 5 1.2%
四角文 3 1 0 0 0 0 0 0 4.6%
四角文+層波文A 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 02%
工字文風文様 0 0 3 0 0 0 0 0 3 07%
重四角文 2 0 0 0 0 0 0 0 2 05%
重菱形文 l 0 0 0 0 0 0 0 l 0,2%
三角文 0 0 l 0 0 0 0 0 0 1 02%
重三角文 ? 0 0 l 0 0 0 1 0 2 0.5%
同心円文 2 0 0 0 0 0 2 0.5%
渦文 2 0 0 0 0 0 2 05%
錨形文 6 l 0 0 0 0 0 7 17%
変形工字文 0 1 0 0 0 0 0 0 1 02%
山形文 1 0 0 0 0 0 0 1 02%
重山形文 1 0 0 0 0 0 0 0 1 02%
連弧文 0 0 0 1 0 0 1 02%
連弧文十四角文 0 1 0 0 0 0 1 02%
「工」字の文様十四角文 0 l 0 0 0 0 1 0.2%
隆線文 4 0 0 0 0 0 4 1.0%
列点文 0 0 0 0 128 1 0 0 0 31,3%
その他 。? 0 0 1 0 0 0 l 0 1 1 4 1.0%
合計

第 18表 胴部文様帯における文様構成集計表
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2 層波文

層波文とは、従来、「連続山形文」、「連弧文」、「変形工字文」などと呼ばれてきた文様のうち、文様構造の類似か

らどうしても区別できないものが多数あり、これらの文様を同じ枠組みに包括して分析 しようという意図の基に考

えた名称である。

この文様の基本構造 (第 25図参照)は、“上部区画帯"と “下部区画帯"があり、その間に波状の文様 “波形文"

が展開する。波形文は頂部―谷部―頂部を 1単位 とし、 1列で 5～ 7単位のものが主体 となる。また、波形文の頂

部で沈線は途切れるが、谷部でも沈線が途切れるものがあり、これは「V」 字形を呈することから “V字波形文"

とした。谷部が途切れないものは「U」 字形を呈することから “U字波形文"と した。波形文はこの 2タ イプに分

けられる。さて、上部区画帯 と下部区画帯 とに挟まれた波形文は、その頂部を半単位ずらしながら2～ 5列配する

のが基本型で、 2列タイプが多い。以上のような区画帯や波形文をひっくるめて “層波文"と 呼称した (層波文の

名称は、波形文が層状に複数列配することから考案した)。

なお、これまで「連続山形文」と呼ばれてきたものはV字波形文に対応し、「連弧文」と呼ばれてきたものはU字

波形文に対応すると思われる。

層波文の細分は、第 19表のとおり行った。第 1分類は磨消・充填手法による地文が施文されるもの (A類)と 、

地文はなく沈線文のみのもの (B類)と に分けた。第 2分類は垂線を持つもの (1類)と持たないもの (2類)と

第 1分類 第 2分類 (垂線 の有無 ) 第 3分類 (最上列の波形文のタイプ)

A:磨消・充填手法系

1:垂 線 を持 つ もの
V:V字 波形文

U:U字波形文

2:垂線を持たないもの
V:V字波形文

U:U字 波形文

B:沈 線文系

1:垂線 を持つ もの
ViV字 波形文

U:U字 波形文

2:垂線を持たないもの
ViV字波形文

U:U字波形文

第 19表 層波文分類表

第 1分類 第 2分類 第 3分類 一宝 高不 I 高不 H 鉢 I 鉢 Ⅱ 甕 I 甕 H 甕 Ⅲ 深 鉢 琶 高イ or ttH 合計

A

1

V 1 5 0 8 5 0 2 1 0 6

U 0 1 0 2 0 0 0 0 0 1 0 4

2
V 0 1 2 0 9 0 0 10 1

U 0 3 0 0 0 2 0 0 7 1

B

1
V l 0 0 11 1 0 0 0 0 1 14

U l l 0 4 1 0 0 0 0 1 8

2
V 2 0 0 3 0 0 0 0 0 2 0 7

U 1 0 0 ユ 0 0 0 0 0 ユ 0 3

第 20表 層波文分類集計表

に分けた。第 3分類は最上列の波形文のタイプ別 (V類・ U類)で分類した。

分類別に集計した結果 (第 20表 )、 磨消・充填手法系 (A類)が層波文全体の約 75%を 占める。また、垂線を持

たないもの (2類)は同じく60.0%に なる。さらに、最上列がV字波形文になるもの (V類)は同じく約 70%に

なる。そして、細分した中ではA2V類 の数量が多 く、層波文全体の約 35%になる。

器種別で見ると、層波文は粗製タイプの甕 I類を除 くほとんどの器種に用いられており、本土器群を代表する文

様であるといえよう (第 18表 )。 高不 I類・鉢H類では大部分が層波文である。また、鉢 I類・甕H類・蓋に関し

ても高い割合で用いられている。なお、重は層波文 B類の比率が高 く、他の器種 とは異なる様相を示す。しかも、

小型の広ロタイプにほぼ限定され、中型・大型には見られない。
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3 磨消・充填手法について

本遺跡出上の弥生土器は磨消・充填手法を用いて文様帯内に地文を施文している。その割合は磨消手法によるも

のが 18点 (10.8%)、 充填手法によるものが 126点 (75。 9%)、 どちらか判断できなかったものが 22点であった。

圧倒的に充填手法によるものが多い。

4 各器種・器形の特徴

|)壺

文様帯は口縁部のみ、胴部のみ、口縁部 と胴部の 2カ 所 という3タ イプに分けられる。胴部文様帯は上は頸部 と

の境から、下は胴部が最も膨 らむあたりの間に描かれ、胴部高のおよそ 1/3～ 1/2の幅になる。

文様の種類は5器種のうち最もバラエティーに富む。壷の中では小型 (A類)。 中型 (B類)に文様を持つ土器が

多 く、大型 (C類)になると少ない。胴部文様帯において割合の高い文様は層波文、四角文、錨形文、平行直線文

(土器を正立させた状態で真横から見て、1本の沈線が真っ直 ぐにひかれている場合を直線文 とし、2本以上の場合

を平行直線文 とする。)な どがある。層波文は他の器種に比べるとその占める割合は低 く (第 18表 )、 A2類 (小型

の広ロタイプ)の器形にほぼ限定して用いられる。平行直線文は 2本が主体で、Blai類 (中型の細口短頸タイ

プ)に比較的多い。他の器種には見られない重だけが持つ文様は山形文、重山形文、重四角文、重菱形文、同心円

文、渦文、隆線文がある。

日縁部外面の文様には直線文、平行直線文がある。

日縁部内面の文様には直線文、平行直線文、直線文十垂線などがある。

2)高
'不文様帯は郷部 と脚部 とにある。文様帯以外の部分はほとんどが ミガキ調整による無文 となる。

郭部文様帯は大部分が層波文A類で占められる。他に変形工字文、四角文などがある。また、少ない完形資料か

ら見る限り、邦部 と脚部は同系統の文様が描かれるようである。

口縁部内面の文様には直線文、平行直線文、直線文十垂線などがある。

ところで、第 443図 5と 第 443図 6は他の土器 と異なる特徴を持つ。第 443図 5のヽと部は「工」字の文様、不

下部 と脚部は四角文が描かれる。縄文は条が水平になるように施文されている。第 443図 6の不部は連弧文 と四角

文が、脚部は透かし孔を伴う幾何学的な文様が描かれる。縄文は条が水平になるように施文され、さらにその上を

刺突文で埋められる。いずれの土器も外面全体に文様が描かれ、日唇部には細かいキザミを持つ。この 2点 はそれ

ぞれ異なるモチエフにより描かれているものの、手法に関して類似点を随所に見いだすことができる。ここでは文

様の特徴を整理するに留め、第 10節において改めて検討を加える。

3)鉢

①鉢 I類

文様帯幅は器高のおよそ1/3～ 1/2の ものが主体となる。文様帯以外の部分は地文を施文することが多く、高不と

対照的である。

文様は層波文が主体 となり、次いで平行直線文が多い。他に四角文、三角文、重三角文 ?な どがある。

日縁部内面の文様には直線文、平行直線文、直線文十垂線などがある。

②鉢H類

文様帯は口縁部と胴部にある。

胴部文様帯は I類同様層波文が主体となり、他に四角文+層波文A類、錨形文がある。鈷形文は基本的には重に

用いられる文様であり、それ以外の器種に認められるのは第 451図 6の鉢 1点のみである。
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口縁部内面の文様 には日縁部に直線文、平行直線文、平行直線文十垂線などがある。

4)甕

①楚 I類

文様は大部分が列点文で、他に少量の平行直線文、綾絡文がある (第 18表 )。

列点文は甕 I類特有の文様で、他に甕H類で 1点だけ施文されている土器がある。施文方法から刺突文 と破線文

とに分けられる。刺突文は土器面に突き刺す要領で施文したものをいい、破線文は土器面に沈線を引くような要領

で施文したもので、刺突文よりも施文痕が長い。刺突文をさらに細分すると、正面から突き刺したもの、左方向か

ら突き刺したもの、右方向から突き刺したものとに分けられる。ほとんどが 1列に施文されるが、稀に2列のもの

が見られる。また、刺突文内に細かな筋が縦に並んでいるものがあり(第 464図 4、 第 472図 2)、 これらはいわゆ

る木目列点文と呼ばれているものである(佐原 真 :1987)。 列点文を割合でみると刺突文が 7割強と多数を占めて

いる。

図 No 図 No 図 No 図 No 図  No 図  No

453-2
453-3
453-4
455-1
459-3

460-2
462-2
462-7
465-4
465-5

466-2
466-3
467-3
468-5
469-1

469-2
469-3
469-4
469-9
469-10

469-12
470-8
470-11
471-12
472-1

472-7
473-4

第 21表 破線文を持つ甕 I類

平行直線文は 2本を基本 とし、 3本 も散見される。

文様の施文位置は最 もくびれた部分の少し下付近で、この施文位置 より下は地文帯 となる。

②甕H類

甕H類は小型 (A類)。 中型 (B類)に属する土器すべてが文様を持つ。大型 (C類)に関しては口縁部に列点文

が巡る土器が 1点確認されただけであった。文様帯は日縁部 と胴部 とにある。胴部文様帯の幅は胴部高のおよそ 1/

3である。

胴部文様帯では平行直線文 と層波文A類が主体 となる。層波文B類は確認できなかった。他に平行直線文+垂線、

工字文風文様、四角文、列点文がある。この中で、平行直線文+垂線、工字文風文様は甕H類特有の文様である。

日縁部文様帯には、平行直線文、平行直線文十垂線、工字文風文様があり、胴部 と同系統の文様が施文される。

ただし、胴部が層波文の場合、日縁部は平行直線文もしくは平行直線文十垂線が伴う。

日縁部内面の文様には直線文、平行直線文などがある。

③甕Ш類

文様帯は口縁部 と胴部 とにあり、胴部文様帯は肩部付近にあり、土器の大きさに対し文様帯幅は狭い。文様は層

波文A類 と平行直線文がある。

5)深鉢

外面全体に縄文が施文されている。

6)蓋

蓋は小型 (A類)と 中型 (B類)に文様帯があり、大型 (C類)では認められなかった。文様帯は蓋部 とつまみ

部 とにある。

蓋部文様帯幅は蓋部高のおよそ 1/3～1/2で ある。蓋部文様帯では層波文 と平行直線文にほぼ限定される(他に連

弧文がある)。 層波文はA類の割合が高い。

つまみ部に平行直線文が施文される土器があるが割合は低い。

日縁部内面の文様には直線文、平行直線文などがある。
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,主 言己

(注 1)こ こでいう胴部文様帯 とは、高郷 は郭部、鉢 は口縁部～胴部、蓋 は蓋部 にそれぞれある文様帯 を指す。

第 6節 日縁部の穿子とについて

鉢と一部の壼の口縁部に穿孔を持つ土器がある。この他に高不やミニチュア土器にも散見できるが、ほぼ限定さ

れた器種・器形に有する特徴といえる。以下、観察結果等をまとめてみたい。

鉢は I・ H類 とも穿孔を持つ。壺は小型の広ロタイプ (重A2類)が穿孔を持つ (細ロタイプで も1点確認でき

たが、第 22表には広ロタイプのみを集計した)。 穿孔は施文後に穿たれている。また、穿孔作業中にできた孔周辺

の粘土の盛 り上がりも確認できたため、焼成以前、文様施文以後に穿たれたことがわかる。穿孔方向はほぼ水平で

ある。

次にタイプ別でみてみると、 1孔を 1単位 とするものと2孔を 1単位 とするものとがある。それが片面のみと両

面にある場合がある。両面の場合、孔数は両面一致する。第 22表のとおり、穿孔有 りのうち 1孔 1単位が圧倒的に

多い。その中で「片面に 1孔確認、反対面は欠損不明」とした鉢 29点、壷 2点は、口縁部が一部欠損しているため、

反対面に穿孔が確認できなかったものである。本来は「片面のみに 1孔」か「両面に 1孔ずつ」のどちらかに所属

穿孔の有無 条 件 数量 (鉢 ) 数量 (重 )

穿孔有り

1孔 1単位

片面の に 1子L 3

両面 に 孔ずつ 6

片面 に 孔確認、反対面 は欠損不明

2孔 1単位

片面のみに2孔 1

両面に2孔ずつ 0

片面に2孔確認、反対面は欠損不明 l

穿孔無し
口縁部完形により穿孔無し確定 0

口縁部一部欠損のため不明

合計

第 22表 口縁部穿孔集計表

するはずの資料である (2孔 1単位についても同じ扱いのため省略 )。

穿孔無 しとした資料に関して、「口縁部一部欠損のため不明」 とした鉢 71点、壷 2点は、本来は穿孔を持ってい

た可能性 もある。それが、欠損により確認できなかった資料 も含 まれているものと思われる。「口縁部完形により穿

孔無 し確定」は鉢 0点、重 1点のみであった。 したがって、鉢や重A2類 には相当高い割合で穿孔が施 されていた

ことが推測さイιる。

最後に、穿孔の性格・用途について考えてみたい。穿孔部の観察では使用痕並びに穿孔部に力が加わ り破損した

ような土器が認められず、性格・用途を推定することは困難である。他の遺跡では壷の中に「専用の蓋が付 き、蓋

と身には向かい合って河fしが穿たれていることから、紐でしっか りととじ合わせて使っていたことがわかる」 と指

摘されているような例 もある(工楽善通 :1989)。 しかし本遺跡では蓋 とした器種に穿孔を持つものがないため、日

縁部の穿孔を蓋 と関連 させるには難 しいと思われる (注 1)。

,主言己

(注 1)河川跡から多量の木製品が出上しているが、その中にも蓋と認識できるものは確認されなかった。
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第 7節 蓋と器の組み合わせ関係について

蓋は第 2節において小型 (A類)。 中型 (B類)。 大型 (C類)の 3タ イプに分類したが、それぞれどの器 と組み

合うかについては、調査時の出土状況からはわからなかった。そこで以下の① o②の分析を行い、組み合わせが考

えられる壷、甕 I・ H類 との対応関係を検討する (注 1)。

①炭化物の付着 :蓋の分類別に炭化物の付着を調べると、A類が 53点 (炭化物が付着する頻度が高い口縁部周辺が

残存する数量)中 13点 (約 24%)、 B類が 10点中 8点 (約 80%)、 C類が 29点 中 25点 (約 86%)と なり、A類

は炭化物の付着率が低 く、 B・ C類は高い結果が得られた

このデータから機能を考えた場合、A類は主に貯蔵用として、BoC類 は主に煮炊き用として機能していたこと

が推定される。言い換えれば、A類は主に貯蔵用の器 との組み合わせが、 B・ C類は主に煮炊き用の器 との組み合

わせが考えられることになる。

②口径値の比較 :蓋 との組み合わせが考えられる壷、甕 I・ Ⅱ類に蓋を含めての口径値によるヒス トグラムを作成

し、|ヒ較した (第 30図 )。

'ヒ

較する際、組み合う蓋 と器の口径がどういう大きさ関係にあるのかが問題 となるが、

今回は「セット関係にある蓋 と器の日径値はほぼ等しい」と仮定して (注 2)、 分析することとした。

その結果、蓋C類は甕 IB類 (IB類の中でも口径が大きい群)と 分布の範囲や傾向が類似し、他のタイプの上

器がほとんど錯綜しないという理由から、両者は組み合わせ関係にあることが推定される。また、蓋A・ B類に関

しては分布範囲に重A～ C類、甕 IA・ IB(IB類 の中でも口径が小さい群)類、甕HA・ B類が錯綜しており、

組み合う器を限定することは困難であり、見方を変えれば、これらのタイプのどれにも組み合っていたとも考えら

″ιる。
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次にこれまでの①と②の分析をまとめ、蓋各類の組み合わせを検討する。

蓋A類は炭化物の付着率が低く主に貯蔵用の器との組み合わせが考えられる。ヒストグラムからは壷A～ C類、

甕 IA類、甕HA・ B類が錯綜するが、①のデータを踏まえれば重A～ C類 との組み合わせが強くなる。

蓋B類は炭化物の付着率が高く主に煮炊き用の器との組み合わせが考えられる。ヒストグラムからは壷A～ C類、

甕 IB類 (IB類の中でも口径が小さい群)、 甕ⅡB類が錯綜するが、①のデータを踏まえれば甕 IB類 (IB類の

中でも日径が小さい群)、 甕HB類との組み合わせが強くなる。

蓋C類は炭化物の付着率が高く主に煮炊き用の器との組み合わせが考えられる。ヒストグラムからは甕 IB類 (I

B類の中でも口径が大きい群)と の組み合わせが推定されており、このことは①のデータとも合致する。

以上のように、①炭化物の付着と②口径値の比較の分析を行い、蓋と器の組み合わせを検討した。ここで推定さ

れる組み合わせは、それ以外の組み合わせを否定するものではなく、あくまで頻度が高いという意味合いである。

最後に問題点として、組み合う蓋と器が同系統の文様を有することも考えられるとすれば、蓋と器の文様から見た

対応関係についての検討が必要となる。また、今回の検討は本遺跡の資料のみで、他遺跡との比較等も行っていな

い。そして、この組み合わせの問題は弥生時代の調理用具の使用方法にも関わると考えているが、この件について

も未検討である。

,主言己

(注 1)蓋の機能に触れたものでは、古 くは奈良県唐古遺跡 (末永 。小林・藤岡 :1943)の報告がある。小振 りで円盤形等の

壷用蓋形土器 と大振 りで笠形の甕用蓋形土器の 2種類 を提示 し、実際に蓋を被せたまま出上 した壷の例をあげ、実証 してい

る。

(注 2)口径値での比較は、蓋の回径 と組み合 う器の口径がどういう大きさ関係であるかが明確でないと検討できない。ここ

ではまだ答えが出せないため、 とりあえず平均点的な「蓋の回径 =組み合う器の回径」と仮定 し、 この前提のもとに

'ヒ

較する

こととした。機能的には落 とし蓋等 もあり得るだろうが、すべて器の上に被せるという状態での使用 として分析する。

なおこの件に関しては、器面に残る使用痕が確認されれば、組み合う蓋 と器の大 きさが推測できることになるが、蓋の内面

の観察結果では確実な痕跡を見出すことはできなかった。しかし、壷、甕の回縁部の観察では、甕 I類において回縁部最上端

を境に外面にはススが付着 し、ススが付着 していない内面 とでは明瞭な境界を持つものが 1点 (第 464図 5)、 回縁部最上端

だけが光沢がなくザラザラした状態で、接触による擦 り減 りを思わせる土器が 1点あった (第 458図 1)。 これら2点の特徴

が蓋の使用による結果を示すものとすれば、蓋 と器の回径は等しいか、あるいは蓋の方が大 きいということになるが、現時点

ではその可能性だけを指摘するに留める。

また、蓋内面の口縁部周辺に付着 した厚い帯状の炭化物はおよそ類似 した位置に付着 しているため、これがススによるもの

かコゲによるものかが半J明すれば、蓋の回径 と組み合 う器の口径の大きさ関係がつかめる可能性 もある。

第 8節 器面が黒い土器について

弥生土器の器面色調について、褐色や赤褐色系統の色合いのほかに、暗褐色や真っ黒い (以後、このような色合

いを黒いと表記する)器面の上器が多 く含まれており (原色図版 17)、 それらは以下のような特徴を持つ。

・土器の表面が黒 く、胎土は、明褐色や赤褐色系で異なる。

・内外両面が黒いもののほか、片面だけ黒いものもある。

・基本的に器面全体が黒 く、器面の一部が円～楕円形状に黒 くなる「黒斑」 (小林 。佐原 :1964、 佐原 真 :1986、

小林正史 :1993)と は異なる。

・黒い面は、煮炊きによるススやコゲが付着した時のザラザラした状態ではなく、 ミガキ面などはツルツルして光
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沢も損なわれていない。

・土器を洗浄しても指でこすっても色は落ちることがない。

この黒い土器を集計した結果、登録土器の 62.6%(641点 中 401点 )に なった (注 1)。 また、暗い色合いで黒

い土器に含まれる可能性のある土器は 14.4%(同 92点)で 、これらも含めると77.0%(同 498点 )に達する。

黒い土器を器種別で比較すると、壷の割合が低い。

黒い土器の類例を他遺跡に求めると、仙台市高田B遺跡 (荒井 格 :1995)の 河川跡から多量に出上 した前期～中

期頃の弥生土器の中に、まさしく本遺跡の黒い土器そのままと言えるものが含まれている。また、山形県生石 2遺

跡 (安部 。伊藤 :1987)では、弥生時代前期の遺物包含層から類似した土器が出上している。

他に西日本の佐賀県菜畑遺跡 (中島直幸他 :1982)、 島根県布田遺跡 (永嶋正春 :1991)、 兵庫県丁・柳 ヶ瀬遺跡

(工楽・沢田 :1984)、 大阪府山賀遺跡 (上西美佐子他 :1984)、 奈良県唐古遺跡 (末永・小林・藤岡 :1943)等から

出土した前期～中期の弥生土器の中にも求めることができる。

上記した遺跡はいずれも人為的に器面を黒く仕上げたものとして報告されており、その方法は①いぶす、②黒色

に仕上がる物質を焼成前に塗布する、③黒色に仕上がる物質を焼成中に塗布する、④黒色に仕上がる物質を焼成後

に塗布する、などに分類整理される。②o④に関しては、粘上にススなどを混ぜたものを塗布したとされている(安

田・奥野 :1984、 工楽・沢田 :1984、 安部・伊藤 :1987)。 ③に関しては、焼き漆手法 (永嶋正春 :1991)を想定し

たり、樹液の塗布 (佐原 真 :1986)が報告されている。

本遺跡出土土器の黒い色調が何に起因するかについては、資料の分析や検討がまだ十分になされておらず未解決

のままである。ただし現段階では土器観察結果や他遺跡の例などから、この中には人為的に黒く仕上げたものが含

まれていると推定している。その手法には、 (ア )ヤ ぶゝしたと思われるものと、 (イ )何かを塗布したと思われるも

の (注 2)と を想定している。また、このほかに煮炊きによる二次加熱に起囚するものも少なくないと考える (注

3)。

以上のように、本遺跡出土土器の黒い器面について検討 した。なお、仮に人為的に黒 く仕上げた とするならば土

器を黒色化する理由や系譜が問題 となる。さらに同じ遺跡でも河チ
「
1以外から出上した土器にはこのような特徴は認

められない点、 また、地下水位の高い層では遺物が暗色系に変色するという現象など、検討すべき問題点 も多 く残

されている。

,主膏己

(注 1)壷は 138点中 54点に黒い器面が確認された。黒い器面であった可能性のものは21点で、褐色・赤褐色系のものは 62

点 (44.9%)である。高不は45点中 34点に黒い器面が確認された。黒い器面であった可能性のものは5点で、褐色・赤褐

色系のものは5点 (11.1%)である。鉢は111点 中 81点に黒い器面が確認された。黒い器面であった可能性のものは 13点

で、褐色 。赤褐色系のものは18点 (16.2%)で ある。甕 I類は 158点中 93点に黒い器面が確認された。黒い器面であった

可能性のものは33点で、褐色。赤褐色系のものは33点 (20.9%)である。甕H類は49点中44点 に黒い器面が確認された。

黒い器面であった可能性のものは4点で、褐色 。赤褐色系のものは 2点 (4.1%)である。蓋は 108点中 80点 に黒い器面が

確認された。黒い器面であった可能性のものは15点で、褐色・赤褐色系のものは13点 (12.0%)である。

(注 2)器面の光沢や感触等から第 419図 8・ 13、 第 438図 2、 第 441図 7、 第 442図 7、 第 443図 6、 第 472図 7、 第 478

図 5、 第 483図 7の上器が該等すると考える。

(注 3)甕や中 。大型の蓋には、二次加熱によって黒 くなった土器が多い可能性が指摘できる。
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第 9節 赤彩土器 と赤色顔料について

赤色顔料は器面の上に薄 く盛 り上がった状態で付着している。そして、剣がれ落ちやすく、部分的に残るものが

大半を占める。

剣がれ落ちた赤彩の復元は容易ではないが、ルーペ等を使用して細部を観察すると小さなくばみ (調整や焼成に

よつて形成された器面のくばみ)に微量ながら赤色顔料が残存 していることがあり、これを基にしておよその塗布

した面をおさえることが可能である。基本的に沈線内と地文部分を塗布し、無文部分には行わない(注 1)(原色図

版 18)。 地文帯への塗布について、全面に塗布する場合 と縦の帯状に塗布する場合 (赤色顔料による直線文)と があ

る。後者は 1条ないし2条を 1単位 とする直線文を 4、 5単位配する。なお、今回報告するにあたり、実測図 (第

418図～第 490図 )に は赤色顔料が部分的にしか残存しない土器でも塗布した面を復元して掲載することとした。

器種、器形別では甕 I・ III類 と深鉢を除いたものに認められた。奏 I類に関しては、相当量出上しているものの、

塗布の痕跡は全 く確認されなかった。赤色顔料が塗布されたもののうち、高郷が 51.1%(45点中 23点)と 最 も高

い赤彩率を示す。次いで、甕H類が 44.9%(49点 中 22点 )、 鉢H類 41.7%(12点 中 5点 )、 鉢 I類 35.4%(99点

中 35点 )、 蓋 33.3%(108点 中 36点 )、 壺 18.8%(138点中 26点 )と いう順に並ぶ。この数値はあくまで現時点

において顔料の付着が確認できたという割合であり、顔料の剣がれ落ちてる様子から本来はもっと高い赤彩率であ

ったものと推測される。

製作段階のどの時点で赤色顔料が塗布されたのかは明らかでないが、器面に固着していない点と劉がれ落ちた面

の色調が塗布されなかった面と変わらない点とから、焼成後によるものと考えられる。

次に黒い土器 との関連について触れておく。前節で記したとおり黒い器面の上器が多 くあり、この中には人為的

に黒 く仕上げられた土器が含まれていると推定した。類例 として取 り上げた遺跡では黒い土器の多くが器面を黒色

にした後、赤色顔料を塗布して赤彩土器に仕上げている。本遺跡でも同様に赤彩土器の中には黒い土器が多いこと

から、「赤 と黒」の効果的な対比 (工楽・沢田 :1985)を 狙った一面もあったことが想定される。

ところで、この他に赤色顔料の付き方が異なる土器が少量あり、第 424図 5の壷は内外面すべてに赤色顔料が塗

布されている (注 2)。 しかも、無文部分 (ミ ガキ面)に もかかわらず色落ちせずに赤い色調を保ち、器面に残るミ

ガキ調整の単位 も鮮明に見える。赤色顔料の様子は、器面に定着 している感じで触れてもツルツルしている。 これ

らの特徴から、この壷は赤色顔料を塗布した後、 ミガキ調整をして焼成されたものと推定される。したがって、赤

彩土器は2通 りの手法により製作されたことが考えられるが、今回は分析不足のため可能性を指摘するに留めてお

きたい。

顔料の成分に関しては、赤彩土器 2点を抽出し化学分析したところ、ベンガラであるとの結果が得られている(パ

リノ・サーブェイ株式会社「中在家南遺跡出土遺物付着物の成分分析報告」参照)。

,主言己

(注 1)小型壷内面、蓋内面やつまみ部内面に赤色顔料が認められることがあり、これらは赤彩土器の特徴から少し逸脱する。

第484図 4・ 5、 第487図 7、 第489図 2な どは顔料の残存面積と形とからパレットとしての性格を想定している。

(注 2)こ の他に同じような特徴を持つ土器は、未登録土器中に3点あり、胎土からすべて別個体であると判断した。

第 10節 編年的位置づけ

これまで記してきたVIu・ Ⅸ区河川跡 15層出上の弥生土器は、出土状況からは細分できず、加えて土器相互に製作
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手法や文様など類似点が多いことから一括資料 として捉えられる。

この一括資料はその特徴から中期中頃の桝形園式 (注 1)に比定される。桝形囲式は宮城県多賀城市桝形囲貝塚

から出上した土器を指標 として設定されたものであるが、その経緯 と型式名については、馬目順一氏の論文に詳し

ヤゝ (馬 目順一 :1987)。

県内におけるこの時期の主な遺跡をあげると、岩出山町境ノロA遺跡 (佐藤・岡村 。太田・藤原 :1982)、 多賀城

市桝形囲貝塚 (須藤 隆 :1987他 )、 仙台市船渡前遺跡 (宮城県教育委員会 :1977)、 同西台畑遺跡 (伊藤玄三 :

1958・ 1993)、 同南小泉遺跡 (須藤 隆 :1990他 )、 同郡山遺跡 (佐藤甲二 :1985a)、 同今泉遺跡 (佐藤甲二 :1985

b)、 同高田B遺跡 (高橋栄一他 :1994)な どがある (注 2)。 この中で桝形囲貝塚 と南小泉遺跡 とは、以前より多 く

の研究者により取 り上げられ、東北地方の弥生時代研究に多大な成果を提供してきた (長谷部言人 :1919、 山内清

男 :1924・ 1927・ 1932、 杉原荘介 :1986、 伊東信雄 :1950a・ 1950b・ 1955・ 1957、 中村五郎 :1976、 伊藤玄三 :1966、

須藤 隆 :1973・ 1983・ 1984・ 1987・ 1990。 1992、 馬目順一 :1987)(注 3)。 また、高田B遺跡は包含層等からま

とまった量の上器が出土している。そこで、本遺跡の一括資料をこれらの 3遺跡出上の上器 と対比させて、時期の

検討を行 うこととする。

桝形囲貝塚の上器 (須藤 隆 :1987)は 、公表されている資料が少ない。器形は破片資料のため対比が難しいが、

本土器群 とおよそ類似した印象を受ける。文様に関しては沈線の細さ、磨消・充填手法の多用など共通する。また、

甕では列点文、平行直線文、綾絡文が施文される点 も同様である。その他の文様に関しても、幾何学的なモチーフ

を基本 とする点で類似点を見出すことはできるものの、本土器群の主体 となる層波文は、確実なものは 1点 もない。

地文については植物茎回転文、直前段多条や付加条などが認められることも共通する。

南小泉遺跡の上器 (須藤 隆 :1990)は 、本報告の第 3節で記したとおり、本土器群 と類似 した器種組成比を示

していた。器形に関しても極めて類似した傾向にあるといえる。文様についても層波文を主体 とし、似通ったモチ

ーフを多用している点が目を引く。地文については「LR縄文、LRの付加縄文、あるいは植物の茎を用いた擬縄文

が施され、まれに撚糸文も施される」とあるが、本土器群 との縄文原体の観察方法の違いからくる差とも考えられ

るためおよそ共通するものと思われる。

高田B遺跡 (高橋栄一他 :1994)の遺物包含層出土土器 と比較検討を行う。器種の基本構成は壷、高不、鉢、甕、

蓋の 5器種で一致する。器形においても類似点が多いが、相違点をあげるならば高田B遺跡には本遺跡分類でいう

壷で長頸のタイプ、高邪H類、鉢H類、甕Ⅲ類が認められない。その逆に本遺跡には、蓋部が強 く屈曲する高田B

遺跡分類でいう蓋H類がない。文様に関しては層波文を主体 とし、その他の主要な文様 もほぼ共通している。ただ

し、本遺跡での層波文文様構造は似通るものの、同類 として含め難い文様が混じる点は注目すべきであろう (高田

B遺跡文様分類Aa類、AC類、 F類 )。 地文には植物茎回転文 と縄文があり、縄文が 70%前後を占め本遺跡より

1割程度低い比率である。縄文は「単節縄文 (LR)、 単節縄文 (RL)、 付加条縄文 (LRttR)」 とあるが、本土器群

との観察方法の違いからくる差とも考えられる。磨消・充填手法は充填手法によるものが多 く、本遺跡 と共通する。

総体的には南小泉遺跡の場合と同様に本遺跡 と共通した特徴を持つ土器群 といえる。

これまで行った検討により、本遺跡を含めた 4遺跡は桝形囲式という特徴を共有している。そしてその中でも、

層波文が主体的な文様になる本遺跡と南小泉遺跡 と高田B遺跡とで強い共通性が見出され、桝形囲貝塚の上器 とは

若干の差異が認められる結果が得られた。このような同型式とした中での上器のちがいは、時期差あるいは地域差

によると考えられるが、本報告では結論を出すまでには至らなかった。なおこれまで、桝形囲貝塚の上器を古 く南

小泉遺跡の土器を新しい段階に位置づけて、時期差 とする見解が発表されている (中村五郎 :1976、 馬目順一 :

1987)。

さて、上記の検討を踏まえ宮城県内の他遺跡にも目を向けてみる。文様に視点を基てた場合、本遺跡の上器群に
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代表される層波文を主体 としたグループと、桝形囲貝塚 に代表される層波文がないか、あっても少数派 となるグル

ープとにおよそ大別できた。桝形囲貝塚に代表されるグループをAグループ、本遺跡に代表されるグループをBグ

ループとすると、それぞれ次のような遺跡が属する (注 3)。

【Aグループ】桝形囲貝塚、船渡前遺跡、境ノロA遺跡

【Bグループ】中在家南遺跡、南小泉遺跡、高田B遺跡、西台畑遺跡、郡山遺跡

Aグループは県中央部～県北部にかけて点在するのに対し、 Bグループは仙台平野に集中する。このように遺跡

の分布には地域的な偏 りが認められる。

このように、宮城県内の桝形囲式期の上器は 4遺跡の検討で得 られた結果にみられるような様相 を呈 していると

の推定ができ、今後上述 した様相は時期差あるいは地域差について何 らかの示唆を与えて くれるもの と考える。

ところで一括資料 とした中にも異質な土器-2点 の高不 (第 443図 5。 6)がある。その他の一括資料 と比較す

ると、

・邦部は器高が低 く、日縁が大きく開 く。中央付近に段 を持つものもある。

・脚部は筒形 と台形状があり、台形状の裾はあまり開かない。 どちらも脚部径に対 し脚部高が著 しく大 きい。

・ 口唇部に細かなキザ ミが施 されている。

・文様は器面全体 に描かれ、沈線幅が広い。また、沈線 はゆっくり引いたような小さいブレが生 じている。

・ 四角文を多用 し、「工」字の文様、連弧文等が施文 される。

・縄文の上に 2列の刺突による列点文を配するものがある。

・脚部に透かし孔を持つものがある。

・充填手法によると思われる組文が、条を水平に施文 されている。

・ 胎土中に金雲母 を混入 している (注 4)。

という相違点がある。

一括資料 との相違点のほかにも、内外面の ミガキや脚部内面のナデの調整痕をはじめ 2点の高不 は作 りが似てい

るという印象を強 く受ける。

県内における桝形囲式にこのような土器は確認できなかった。そして、 2点の高邦が一括資料 と分離できるよう

な出土状況ではなかったことも考え、現段階では他地域か らの搬入品として理解 している。

上記 と類似 した特徴を持つ土器は、岩手県力石 H遺跡から出土 してお り、「寺下囲式」に位置付けている (佐藤嘉

広 :1996)。 その他、岩手県湯舟沢遺跡出土 H類土器 1/」 田ヽ野哲憲 :1986)、 同谷起島遺跡出土土器 (小田野・熊谷・

工藤 :1980、 工藤 武 :1982)な どがあり (注 5)、 これ らの資料は宮城県編年での山王Ⅲ層式から桝形囲式までを

含んだものとして捉えられている。 2点の高不が搬入品 とすれば、今のところこの 3遺跡が所在する岩手県南半部

が有力な候補地であろうと思われる。

,主言己

(注 1)本来、型式名は設定者が命名した呼称を用いるべきであるが、宮城県では「桝形式」ではなく「桝形囲式」と呼ばれ

て久しく、この現状から今回は「桝形囲式」の呼称を用いて記述した。しかし、これは現状を良しとしているものではなく、

今後、用語等の正しい使い方や統一が必要と考えている。

(注 2)あ る程度まとまった量の上器が報告されている遺跡のみ掲載した。

(注 3)こ こであげた文献の一部は (馬 目順一 :1987)を参考にした。

(注 3)こ こで扱う遺跡は、ある程度まとまった量の上器が報告されているものに限定する。

(注 4)該当土器を除く登録土器 639点から約 4割の 255点 をランダム抽出し観察したところ、他に2点の上器に金雲母混入
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を確認 した。しかし混入量は高不 2点 と比較 して非常に少ない。このことから、一括土器は基本的には金雲母を混入しないと

いう点で胎上による相違点を確認することができた。さらに、肉眼による胎土観察から 2点の高野は、細砂の混入が一括土器

の平均量に比べて多 く感 じ、自色針状物質を含 まないなどの相違点も付け加えてお く。

(注 5)両遺跡 とも完形資料の制約から、全体形の把握がし難いものの、本遺跡におよそ近いプロポーションを呈すると推測

した。不部中央付近に段を持つタイプは谷起島遺跡第 4次調査の姑形壷 (丸底鉢)と した中に似た上器がある。一方、磨消・

充填手法を用い外面全体に文様が展開しているが、モチーフにおいては同類 として くくれる土器が少ない。湯舟沢遺跡に「工」

字の文様に類 したものが、谷起島遺跡の壷に条を水平にした磨消縄文の上に 2列の刺突による列点文を配 したものがある。

なお、脚部の透かし孔だけから類例を求めるならば、宮城県青木畑遺跡出上の青木畑式上器がある 働日藤道男 :1982)。 た

だし、プロポーションの違いや磨消・充填手法をほとんど用いないなど、相違点が多い。

金雲母の混入については、「このような混和材を多量に含む土器は、北上川流域に分布する谷起島式上器、江合・鳴瀬川流

域に分布する山王Ⅲ層式上器に一般的である。特にその高郭、鉢、壷形土器に顕著であり、1つ の特徴 となっている。」との

指摘がある (伊東・須藤 :1982)。 また、谷起島遺跡第一次発掘調査出上のA類土器 (谷起島式上器)に ついて、ほとんどの

精製土器の胎上に金雲母を含むことが報告されている (林・小日野 :1977)。

謝辞

本遺跡の遺物整理および考察執筆にあた り、弥生時代研究会 佐藤信行氏、同太田昭夫氏、同相沢清利氏ほか研究会会員、

岩手県教育委員会事務局 佐藤嘉広氏、、瀬峰町教育委員会 阿部正光氏には特にご指導・ ご教示を賜った。また、宮城県教育

庁文化財保護課 菊地逸夫氏には土器表面の炭化物付着に関して、同菅原弘樹氏には遺物が黒 く変色することに関してそれぞ

れご教示を賜った。(財)福島県いわき市教育文化事業団 猪狩忠雄氏には竜門寺遺跡出上の弥生土器を、多賀城市埋蔵文化財

調査センター 滝口 卓氏、相沢清利氏には鳴瀬町寺下囲貝塚出上の弥生土器を見せていただいた。ここに謝 して御礼を申し

上げます。

引用 。参考文献

阿久津 久 (1986):「 縄文 弥生土器の紋様J『弥生文化の研究』第 3巻 弥生土器 I雄山閣

安部・伊藤 (1987):「生石 2遺跡発掘調査報告書(3涸 『山形県埋蔵文化財調査報告書』第 117集 山形県教育委員会

猪狩 。高島・廣岡 他 (1985):「 龍門寺遺跡―重要幹線街路事業に伴う調査―J『いわき市埋蔵文化財調査報告』第 11冊

いわき市教育委員会

石川・上條 (1992):「 出土赤色顔料一考古学的研究の現状 と課題一」『研究論集』� 東京都埋蔵文化財センター

磯崎正彦 (1969):「土器文様の施文手法についての覚書 (中 )」   『古代文化』21-5

伊藤玄三 (1958):「 仙台市西台畑出上の弥生式土器」『考古学雑誌』44-1日本考古学会

伊藤玄三 (1966):「 弥生文化の発展 と地域性一東北―」『日本の考古学』HI 河出書房新社

伊藤玄三 (1993):「仙台市西台畑弥生時代墳墓の再検討」 F法政考古学』第 20集 法政考古学会

伊東信雄 (1950a):「仙台台市内の古代遺跡」『仙台市史』 3 別編 1 仙台市

伊東信雄 (1950b):「東北地方の弥生式文化J『文化』 2-4(復 刊第 8号 )

伊東信雄 (1957):「 古代史」『宮城縣史』1(古代・ 中世史) 宮城県

伊東信雄 (1960):「 東北北部の弥生式上器」『文化』24-1

岩手県立博物館編 (1982):『 岩手の上器―県内出土資料の集成―』



第 1章 中在家南遺跡出上の弥生土器について

内田律雄 (1990):「中国地方 縄文・ 弥生時代の漆」『月刊考古学ジャーナル』314 ニュー・サイエンス社

宇野隆夫 (1992):「食器計量の意義 と方法」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 40集 国立歴史民俗博物館

上西美佐子他 (1984):『山賀 (そ の 3)』 大阪文化財センター

大阪府立弥生文化博物館 (1993):「 みちの く弥生文化―平成 5年春季特別展―」『大阪府立弥生文化博物館図録』 6

太田昭夫 (1988):「 宮城県における弥生式上器編年研究の現状 と課題」『第 2回縄文文化検討会シンポジウム東北地方の弥生

式上器の編年について』

太田昭夫 (1994):「第一章原始 第三節弥生時代」『蔵王町史』 蔵王町

尾関清子 (1989):「細文時代の編布・織物を実験復原する」 F図説 日本の古代』 2 木 と土 と石の文化 中央公論社

小田野・熊谷・工藤 (1980):『岩手県一関市第 2次谷起島遺跡発掘調査概報』 一関市教育委員会

小田野哲憲 (1986)

力Π藤道男 (1982):

工楽・ 沢田 (1985)

工楽善通 (1979):

工楽善通 (1986):

工楽善通 (1986):

工楽善通 (1987):

工楽善通 (1987):

工楽善通編 (1989)

工藤 武 (1982):

甲元・ 山崎 (1984)

小林・佐原 (1964)

小林達雄 (1977):

佐藤・岡村 。太田・

佐藤甲二 (1980):

佐藤甲二 (1985a)

佐藤甲二 (1985b)

佐藤嘉広 (1996):

佐原 真 (1979):

佐原 真 (1981):

佐原 真 (1986a)

佐原 真 (1986b)

佐原 真 (1987):

佐原 真編 (1983)

沢田むつ代 (1988)

「湯舟沢遺跡 3区の弥生土器 湯舟沢遺跡」『滝沢村教育委員会文化財調査報告書』第 2集

「青木畑遺跡」『宮城県文化財調査報告書』第 85集 宮城県教育委員会

「弥生土器の黒色化手法について一丁・柳ヶ瀬遺跡発掘調査報告書―」

「弥生土器」『日本の原始美術習 3 講談社

「赤彩紋」『弥生文化の研究』第 3巻 弥生土器 I 雄山閣

「漆工技術」『弥生文化の研究』第 6巻 道具 と技術Ⅱ 雄山閣

「弥生土器の世界」『季刊考古学』第 19号 雄山閣

「遠賀川・砂沢・水神平」『季刊考古学』第 19号 雄山閣

『古代史復元 5』 弥生人の造形  講談社

「第 4次谷起島遺跡発掘調査概報」 一関市教育委員会

「弥生時代の知識」『考古学シリーズ』 5 東京美術

『紫雲出』 詑間町文化財保護委員会

「細文上器の世界」『日本原始美術大系』 1 縄文土器  講談社

藤原 (1982):「 宮城県岩出山町境ノロA遺跡の出土遺物」『概』第 4号 弥生時代研究会

「V出土遺物 1土器(1)弥生土器―今泉城跡―」『イ山台市文化財調査報告書』第 24集 仙台市教育委員会

「Ⅳ第 44次発掘調査  3出土遺物―郡山遺跡V昭 和 59年度発掘調査概報一」『仙台市文化財調査報告

書』第 74集 仙台市教育委員会

「南小泉遺跡 第 12次発掘調査報告書」『仙台市文化財調査報告書』第 80集 仙台市教育委員会

「岩手県江刺市力石H遺跡出上の弥生土器 。石器について」岩手考吉学第 8号

「東西南北」『日本の原始美術』 2 紐文土器H 講談社

「特論―縄文施文法入門」『縄文土器大成』 3 後期  講談社

「総論」『弥生文化の研究』第 3巻 弥生土器 I 雄山閣

「粘土から焼き上げまで」『弥生文化の研究』第 3巻 弥生土器 I 雄山閣

「世界の中の弥生土器」『季刊考古学』第 19号 雄山閣

『弥生土器』 I・ H ニュー・ サイエンス社

「染織 (原始・古代編)」 『日本の美術』第 263号 至文堂

志間泰治 (1971):『鑢沼遺跡』

末永・小林・藤岡 (1943):「大和唐古弥生式遺跡の研究」『京都帝国大学文学部考古学研究報告』第十六冊 桑名文星堂

杉原・芹沢 (1957):「神奈川県夏島における組文文化初頭の貝塚」『明治大学文学部研究報告』考古学第二冊 明治大学

杉原荘介 (1936):「下野・野澤遺跡及び陸前・桝形囲貝塚出上の弥生土器の位置に就いて」『考古学習 7-8

須藤 隆 (1973):「土器組成論」 F考古学研究』19-4 考古学研究会

須藤 隆 (1976):「亀ヶ岡式土器の終末 と東北地方における初期弥生土器の成立」『考古学研究』23-2 考古学研究会

須藤 隆 (1983):「東北地方の初期弥生土器―山王Ⅲ層式―」『考古学雑誌』68-3 日本考古学会



第 8部 考察と調査成果の総括

須藤 隆 (1984):「東北地方における弥生時代農耕社会の成立 と展開」『宮城の研究』第 1巻 考古学篇 清文堂

須藤 隆 (1986):「弥生土器の様式J『弥生文化の研究』第 3巻 弥生土器 I 雄山閣

須藤 隆 (1987):「東 日本における弥生文化の受容」『考古学雑誌』73-1 日本考古学会

須藤 隆 (1990):「東北地方における弥生文化」『伊東信雄先生追悼考古学古代史論孜』 伊東信雄先生追悼論文刊行会

須藤 隆 (1992):「弥生社会の成立 と展開」『新版古代の日本』第 9巻 東北・ 北海道 角川書店

仙台市博物館 (1991):『特別展図録吉野 ヶ里遺跡 と東北の弥生』

竹内晶子 (1989):『弥生の布を織 る』東京大学出版会

高橋栄一他 (1994):「高田B遺跡―第 2次 。第 3次調査―」『宮城県文化財調査報告書』第 164集 宮城県教育委員会

高橋 護 (1993):「器壁中の接合痕跡について」『論苑考古学』 坪井清足さんの古稀 を祝 う会

高橋 護 (1988):「弥生土器の製作に関する基礎的考察」『鎌木義昌先生古稀記念論集』

鳥畑壽夫 :「岩手県西磐井郡谷起島遺跡出土土器についてJ『上代文化』第 25巻

中島直幸他 (1982):「菜畑―佐賀県唐津市における初期稲作遺跡の調査」『唐津市文化財調査報告』第 5集 唐津市教育委員

会

長野県埋蔵文化財センター (1994):「赤い土器のクニ」『長野県立歴史館開館記念企画展図録』

中村五郎 (1976):「東北地方南部の弥生式上器編年」『東北考古学の諸問題』 東北考古学会

中村五郎 (1986):「 東日本」『弥生文化の研究』第 3巻 弥生土器 I 雄山閣

布目順郎 (1985):「麻 と絹」『弥生文化の研究』第 5巻 道具 と技術 I 雄山閣

橋本澄夫 (1988):「弥生文化に残 る縄文的要素」『季刊考古学』第 23号 雄山閣

橋本裕行 (1989):「弥生時代の文様」『古代史復元』 5 弥生人の造形 講談社

長谷部言人 (1919):「陸前国宮城郡多賀城村大代橋本囲貝塚」『人類学雑誌』34-1

馬場 。森 他 (1992):「桜井」『竹島コンクション考古図録』第 3集

林・小田野 (1977):『谷起島遺跡第一次発掘調査報告書』 一関市教育委員会

福島県立博物館 (1993):『企画展東北からの弥生文化』

馬目順― (1982):「lte葉天神原弥生遺蹟の研究 I」  檜葉町教育委員会

馬目順― (1987):「 桝形式 と南御山式上器」『弥生文化の研究』第 4巻 弥生土器 H 雄山閣

宮城県教育委員会 (1977):「船渡前遺跡」『宮城県文化財調査報告書』第 49集 宮城県教育委員会

宮城県教育委員会 (1981):『宮城県史習34(資料篇 11) 宮城県

安田・奥野 (1984):「山賀遺跡出上の上器片に塗彩された赤色顔料物質ならびに、彩色土器の黒色地塗物質の化学分析」

『山賀』その 3 大阪文化財センター

「石器時代にも稲あり」『人類学雑誌』47-7

「石器時代土器底面に於ける稲概の圧痕」『山内清男・先史考古学論文集』第 4冊

「下野国河内郡日本村野澤の土器」『史前学雑誌』 4-1
『日本先史土器の縄紋』 先史考古学会

山内清男 (1924)

山内清男 (1927)

山内清男 (1932)

山内清男 (1979)



植物茎回転文 (第459図 3)

縄文Ⅲ Ci類 (第 458図 3)

第 1章  中在家南遺跡出上の弥生土器について

縄文III A� 類 (第 426図 5)

縄文m ci類 (第462図 3)

縄文Ⅲ C� 類 (第 447図 15) 縄文Ⅳ A� 類 (第430図 1)



第 8部 考察と調査成果の総括

縄文Ⅳ B� 類 (第460図 1) 縄文Ⅵ i類 (第 460図 2)

磨消手法による縄文 (第 448図 4)磨消手法による縄文 (第 450図 10)

充填手法による縄文 (第 432図 4) 層波文 AlV類 (第 477図 6)



層波文 A2V類 (第 446図 19)

層波文 BlV類 (第 448図 7)

第 1章  中在家南遺跡出上の弥生土器について

層波文 A2U類 (第 447図 5)

層波文 BlU類 (第 446図 15)

角 文 (第 422図 12) 錨 形 文 (第 423図 5)



第 8部 考察と調査成果の総括

高イ郭部の文様 (第 443図 6)

木目列点文 (第 472図 2)

木目列点文 (第 464図 4)

網代痕 (第 440図 2)

網代痕 (第481図 5) 織布痕 (第 453図 4)



寿

，

路

甘

l   r
■ |

織布痕 (第 480図 9)

織布痕 (第 483図 3)

第 1章  中在家南遺跡出上の弥生土器について

織布痕 (第 480図 10)

織布痕 (第 484図 1)

織布痕 (第 484図 1) 内面に斑状に残るコゲ (第 481図 4)





第 2章 中在家南遺跡出土弥生石器の分析

第 2章 中在家南遺跡出土弥生石器の分析

東北大学考古学研究室 須藤 隆・佐藤道子・高橋 哲

1 石器の概要

中在家南遺跡ではⅦ区の自然堤防上の包含層 と、Ⅷ、Ⅸ区の河ナII堆積包含層から総数168点 の石器が出土した。と

くにⅥl、 Ⅸ区の河川堆積層中の15層から桝形囲式上器 とともに多数の石器が出上した。これらの石器は、石庖丁・

蛤刃石斧など大陸系磨製石器 と石鏃・石錐・石匙などの打製石器、石皿などの礫石器で構成されている。共伴する

土器群の型式内容から、これらの石器群はいずれも弥生時代中期中葉に属する一括性のつよい資料である。

打製石器は、88点 出土しており、石鏃が54点 (61.4%)・ 石錐10点 (11.36%)。石匙 1点 (1.14%)・ スクレイパー

2点 。石箆 1点・楔形石器 (ピ エス・エスキーユ)2点 (2.27%)、 不定形石器11点 (12.5%)、 石器製作途中の剣

片 2点、連続的な微少象U離をもつ劉片 7点 (7.95%)がみられ、石鏃が大半をしめる。また、打製石鍬が 3点出土

している。

磨製石器 としては、26点 の大陸系磨製石器が出上している。石庖丁が■点(42.3%)。太型蛤刃石斧 8点 (30。 7%)、

扁平片刃石斧 3点・太型片刃石斧 2点 。塾形石斧 1点・環状石斧 1点がみられ、石斧 と石庖丁が主体である。また、

砥石が 8点出土している。

調査面積に対しての石器の出土量は少ない。しかし、器種に多様性があり、東北地方中部における弥生石器の構

成、製作技術を理解する上できわめて貴重な資料 といえる。これらの石器のうち、石皿などの礫石器・砥石 。大型

安山岩剣片石器をのぞいた大陸系磨製石器 と打製石器について、以下器種別に検討をこころみる。

2 打製石器

中在家南遺跡では、玉髄 。焉塔・石英・鉄石英 (碧玉)。 頁岩 。安山岩・黒曜石など、比較的硬い石材から軟質の

石材まで、多様な石材で各種の剣片石器を製作している。出上した打製石器の器種は、岩手県花泉町中神遺跡、宮

城県一迫町山王囲遺跡などから出土する縄文時代晩期終末の石器の器種構成 とほぼ共通した内容を示してしる。

1)石 鏃

打製石器では、石鏃が最も豊富に出上した。両面を入念に調整した精巧な作 りの製品が多 く、石核から剣片をall

離した段階の劉離面が残っている石鏃でも側縁に丁寧な調整が加えられ、薄手で鋭利な石鏃に仕上げられている。

これらの石鏃には、先端に使用時の衝撃によるとみられる縦方向の剣離が加わった石鏃や、茎が折れた石鏃などの

破損品が含まれている。これらの小さく破損した石鏃については残存部の観察によって全体の形状を理解すること

ができる。しかし、この他に製作途中の未成品や、はね物、大きな破損品が 5点出土している。

石鏃の大 きさ

石鏃の大きさに関しては、未成品や大きく破損したものを除 くと、長さでは最大が38.811ull(K187-第 491図 5)、

最小が13.llnlll(K267-第 493図 1)、 平均が24.61nlllで あり、幅は最大14.31ntll(K125-第 380図 4)、 最小7.71HIll(K267-

第493図 1)、 平均11.4111111である。厚さは最小2.31nlll(K124-第 380図 9)、 最大7.811ull(K233-第 492図 1)、 平均が

4.911ullで ある。長さ20～ 3011ull、 幅10～ 20111111、 厚さ 5111111程度の中型石鏃が多 く、25点が出土している。301nlllを 超す大型

石鏃は 7点、2011ull以 下の小型石鏃が 5点みられる。鏃身の長さは7.7～ 14.511ull、 平均10.811ullで あり、基部の長さは 4

～ 9 1HIllの ものが多い。重量は、最大が2.5g(K109-第381図 1)、 最小0。 3g(K124-第 380図 9、 K148-第492図
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13、 K268-第 492図 10)、 平均が1.03gで ぁる。頁岩を材料 とし、ほぼ大きさの類似した 2点の大型石鏃K197(第

491図 6)、 K232(第491図 7)は、長さが361nlll、 幅■～1211ull、 厚さ 4 11Lll前後で、重量が1.7gぁ る。中型のK99(第

380図 3)、 K125(第380図 4)は、長さ2811ull、 幅141Hll、 厚さ4.511ull前 後で、重さは1.Ogあ る。小型品では、流紋岩

製のK148(第492図13)が、長さ131nlllで、0.3gぁ り、黒曜石製のK267(第493図 1)が長さ1411ullで 0.4gでぁる。

大きさと重量 とのおおよその関係がうかがえる。

石鏃の類型

石鏃の型式は、基部の形態あるいは矢柄に着装するための茎の作 り出しによって、次の 4類型に区分される。な

お、石鏃の類型名称は、小林 行雄・佐原 真の「紫雲出」 (1964)に 依拠した。

A 類 :突基有茎式 (43点 )

Bl類 :突基無茎式で尖基のもの (3点 )

B2類 :突基無茎式で茎先端の尖らないもの (3点 )

本資料には平基式、凹基式の石鏃はみられない。製作途中のため調整が中途半端なもの、基部、先端の調整が完

了しておらず、形態が著しく不整形のもの、厚手で丸みがつよく、着装には不適なものなど、未成品と判断される

石鏃 〔K281(第491図 8)・ K260(第492図 20):基部加工中途・先端折れ、K140(第491図 1):丸み強し。基部突

基無茎式B2類、K226(第 493図 7):両側縁のみ加工・両端折れ、K186(第 493図 5):黒曜石製。基部の調整未完、

K193(第 492図 17):基部片側に調整・厚手〕が 6点出上している。また、破損が著しく、類型化不能の石鏃が 4点

含まれている。

次にこれらの石鏃を先端の鋭利さという点から検討すると、長さと幅との比率 (石鏃の幅/長)で 5:3～ 12:

5の範囲に集中するものが31点 ある。小型の石鏃は7:5～ 5:3でやや幅広であり、大型石鏃 6点は3:1～ 12:

5の範囲にあり、細身で鋭利な傾向がみられる。形態と重量の関係から、中在家南遺跡出上の石鏃は、比較的貫通

力がある大・ 中型品が多 く、小型品は衝撃力のある幅広のものが日につく。

石鏃 A類

これらの多様な石鏃を類型毎にみると、長さ4～ 9 1mll程 の茎をもつA類が43点 あり、主体をしめる。この類型は

両面に丁寧な調整劉離が加えられ、整った形態に仕上げられている。大きさに変異が著しく、3011111以 上の大型 (8

点、18.60%)、 2011ull以上の中型 (28点、65.12%)、 2011ull未満の小型品 (7点、16.28%)がみられる。側縁は鋭 く調

整されている。側縁の形状は、直線的なもの (K156-第491図 4・ K187-第491図 5)、 先端でかるく内屈するもの

(K197-第491図 6)、 ゆるやかに内弯するもの (K■ 6-第380図 6・ K232-第 491図 7)、 また外弯するもの (K

233-第 492図 1)な ど多様である。そして大型のものは鋭い形態 となる。中型品は幅11～ 151nlllあ り、やや幅広であ

る。小型石鏃は、より幅広で先端の角度が鈍いものに仕上げられている。白色半透明の玉髄製小型品K127(第 380

図10)は、側縁の調整が鈍 く未成品とみられる。

A類では、基部が明瞭に折損したものは、大型品ではK156(第 491図 4)。 K233(第 492図 1)の 2点、中型品で

はK139(第 491図 9)・ K194(第 491図 15)。 K275(第492図 6)・ K272(第 492図 4)・ K132(第395図 1)・ K175(第

405図 5)。 K188(第 491図 14)。 K193(第 492図 17)・ K159(第492図15)の 10点、小型品ではK269(第 492図■ )

の 1点である。K189(第492図 16)。 K273(第 492図 5)。 K275(第492図 6)。 K175(第 405図 5)・ K159(第 492

図15)。 K210(第 492図 8)の先端には使用時の衝撃によると考えられる剰離がみられる。これらの石鏃は、矢柄 に

装着されたものが使用によって破損、破棄された可能性が高い。なお、先端部を整形し直したものは確認できなかっ

た。

着柄樹皮残存石鏃

Ⅸ C区 15層出上のK210は、矢柄の有機質着装部分がのこっていた石鏃である。灰色、黒紫色の斑状、半透明の玉
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髄を用いている。先端に衝撃による剖離が縦方向にみられる。石鏃の長さは推定251nlll程度、鏃身の長さが13.411ull、

幅10,71■ ll、 厚さ5.Ollllll、 重量は、巻きつけた樹皮 と残存する矢柄を含め、1.lgである。石鏃の茎を径4.4111111の 竹笹類

に差し込み、石鏃の茎 と竹笹類の上を幅1.811ul、 厚さ0.81nlll程 の細い樹皮で 7回螺旋状に巻きつけて固定している。

接着剤にピッチは使用していない。

この石鏃はやや厚手であるが、両面に丁寧な調整がなされ、整った形態に仕上げられている。矢柄は芯部分が空

洞の細い竹笹類、巻きつけた樹皮は樺皮 と推定されている。

着装痕ある石鏃

この外に、K168(第 491図■)・ K271(第 493図 2)の 2点の石鏃の茎に黒褐色のピッチ様付着物がみられ、着装

されたことがうかがえる。

K168は、灰色の頁岩製、長さ25.81nlll、 幅10.41Hlll、 厚さ3.41nlll、 重量0.6gの中型石鏃である。長さ5.511ullの 茎のほ

ぼ全体にピッチが薄 く付着している。K271も 長さ 5 11ullの 茎全体にピッチが厚 く付着している。黒色買岩製、長さ23.7

111111、 幅10.71Mll、 厚さ3.711ull、 重量0.6gの 中型石鏃である。両面に平坦な 1次剣離面がみられるが、両側縁、先端、

基部を両面から入念に調整している。

石鏃 Bl類

突基無茎式で基部が丸みをもつ。K140(第 491図 1)・ K180(第 493図 8)・ K213(第 493図 6)3点が出上して

型品 3点である。いずれも灰色の頁岩製で、長さ19.2～ 24.71nlll、 幅9.4～ 10.511111、 厚さが5.4～ 6.21ullあ る。やや厚手

の両面加工の石鏃で、ほぼ菱形に入念に成形されている。基部は幾分鋭 く仕上げられている。この類型は、茎の作

り出しがきわめて不明瞭であるが、A類の未成品の可能性がある。

石鏃 B2類

突基無茎式で基部が丸みをもつ。K140(第 491図 1)・ K180。 K213(第 493図 6)(第 493図 8)3点が出上して

いる。K180は玉髄製で、入念に両面が整形され、楕円形を呈する。先端は尖らず丸みをもつ。厚さが10.81nlllあ り、

きわめて厚手で、石鏃の未成品の可能性がつよい。K213も 周縁、基部、先端に入念な調整が認められるが、調整の

状態から未成品と推定される。

このように、中在家南遺跡から出上した石鏃は、長さ20～ 301nlll、 幅10～ 2011ull、 厚さ 5 11ull程度の中型品が主体をし

める。石鏃の長さに対する幅の比率 (長幅比)は、 5:3(1:0.6)～ 12:5(1:0。 42)に集中する。調整はき

わめて入念で整っている。形状の明確なものはすべて茎を作 りだした突基有茎式石鏃 (A類)である。茎の不明確

なものはいずれも未成品と推定される。石鏃の石材は、頁岩が20点 (36.4%)、 玉髄が19点 (34.5%)み られ、主体

をしめる。玉髄製のものは、白色半透明できわめて良質のものが多い。流紋岩が 7点、碧玉 (鉄石英)2点、石英

安山岩 2点、凝灰岩製のものが 1点出上しており、石材は多彩である。また、黒曜石製石鏃も3点出土している。

黒色半透明で、狭雑物のない良質の黒曜石である。現在のところ、このような良質の黒曜石の産出地は仙台平野付

近では明らかにされていない。なお、K186(第 493図 5)は、黒曜石から石鏃を製作しようとした未成品とみられ

る。遺跡周辺の仙台平野では、このような良質な黒曜石・頁岩・玉髄などは入手できないので、七北田川、名取川

上流域の奥羽山系など比較的遠方から、石器の材料 としてこの集落に搬入されたものとみられる。

2)石 錐

石錐は、10点出土し、 3類型がみられる。両面加工の入念な作 りのもの (K240-第493図 13)1点、厚手剣片を

素材 とする類型 5点、棒状のもの 1点がある。
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石錐 A類

この類型は、剣片の一部を両面から鋭 く調整して細 く、長い錐部を作 りだしている。基部には剣片の形態が残さ

れ、柄の着装、あるいは握 り部 として機能する。K212(第 493図 12)・ K199(第 493図 11)・ K167(第 493図 9)。 K

135(第395図 2)・ K106(第380図 14)の 5点が出上している。K167は、暗褐色の流紋岩製、大型、厚手の剣片を

素材 とし、剣片の先端部に深 くリタッチを加え、断面三角形の錐部を作 り出している。

K106は、極めて捩れの強いヒンジフラクチャーのみられる幅ひろい鋼片先端を利用し、断面菱形の錐部を作 り出

している。先端にはわずかに微細剣離が認められる。頁岩製である。K212は、良質の頁岩製、自然面を打面 とする

幅広の小劉片に、両側両面から剣離を加え、錐部を作 り出している。先端に自然面が残 り、摩滅などの使用痕はみ

られない。

石錐 B類

K240(第493図13)は、基部の側縁全体に入念な両面調整が施されている。そして、錐部と反対側に短い突起が

作 り出される。この突起部の調整はきわめて徹底している。回転のための柄に差し込み、固定させるための工夫と

推定される。錐部は長 く細い。先端は折損しているため、先端の使用痕は不明である。側縁にはとくに使用痕は認

められない。

石錐 C類

いわゆる棒状の石錐である。K261(第 493図 10)は、頁岩製で長さ65.61Mll、 幅11.911ull、 厚さ8.51mllの比較的大型な

棒状石錐である。基部は比較的厚手で断面形が菱形に近い。錐部はやや薄 く、縁辺を入念に調整している。先端は

断面三角形を呈する。

K141(第491図 2)・ K213(第493図 6)は、いずれも両面加工の石器で、先端がやや鋭 く、基部は丸みをもつ。

K213は、黄土色の流紋岩製で、全体に反 りがあり、 b面では短い錐部の先端左側縁にわずかに摩耗痕 (光沢)が観

察される。K141は、灰色の石英安山岩質凝灰岩製で、K213と 同様な形態をもち、先端の縁側に明瞭な摩滅痕がみ

られる。このような使用痕からわずかに先端を細身に整形して使用する棒状石錐に類別した。石鏃 とは、先端・基

部 ともに厚手、全体に反 りがあり、側縁がきわめて鈍い点など、異なっており、転用されたものとは考えられない。

K279(第493図 4)は、玉髄の薄手all片 を片面調整し、その一部を両側から調整し、やや鋭 くしている。石錐の

機台とをもっていた可能性があるが、不明である。

3)石 匙

石匙が 1点出上している。Kl10(第 380図 13)は、白と黒褐色のまだらな玉髄製である。縦長の小型石匙で先端

を欠く。入念な両面力日工品で縁辺は鋭い刃部となっている。基部に加熱による剣離がみられる。摘み部は、やや a

面の左に軸が偏つているが、両側から調整が加えられ、丁寧に作り出されている。この資料で、弥生時代中期まで

摘み部をもつ整った形態の石匙が作られていたことが確認された。

4)石 箆

石箆が 1点出土。K136(第 398図 5)は、石箆の刃部である。頁岩製で幅26.llnlll、 厚さ8.711ullの 比較的小型の石箆

である。刃部には両面に先端から調整が加えられている。ほば両刃になっている。側縁は入念に調整が加わり、整っ

た仕上げの石箆である。このようにこの種の石器は前期旧石器時代から縄文時代、そして弥生時代中期 まで製作、

使用される。

5)両面加工石器
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K278(第 494図 6)は、珪化凝灰岩製で粗い両面カロエの石器。丸みをもつ先端に 1面からやや細かな リタッチが

加わってお り、石箆 と同様に機能 していた可能性が考えられる。側縁は両面から粗 く調整されている。

K147(第 494図 7)は暗灰色の流紋岩製、厚手の剣片を素材 とし、両側縁、両面に丁寧な調整が加 えられ、尖頭

器のように入念に縁辺の調整が行われている。基部 はかるく片面から調整されている。尖頭器の先端部が破損 した

石器 とみられる。

6)楔 形石器 (ピエス・ エスキーユ )

K262(第 495図 9)・ K280(第495図 8)の 2点が「楔形石器」である。いずれも流紋岩製であり、K262は 長軸

方向に、わずかに両極剣離が加わっている。この流紋岩も焼けたものと考えられる。

K280は、比較的薄手で長軸方向に整った両極剣離が加わっている。また、両端は激しく潰れている。

この種の石器は、旧石器時代、縄文時代にしばしば使用されているが、弥生時代では前期の瀬野遺跡ではじめて

須藤によって確認された (伊東・須藤1982)。 骨や角、木材を力日工する際に素材を割くのに使用されたものとみられ

る。

7)スクレイパー

スクレイパーは 2点確認された。K184(第 494図 1)は、褐色の頁岩製の比較的大型の剣片を素材 とし、その両

側辺に両面から調整を加えている。さらに、ヒンジフラクチャーのみられる先端の 3分の 1に同様な両面からの調

整を加え、石器 として使用している。基部は平坦な打面が残っている。二枚橋遺跡などから出土する東北地方北部

の弥生文化、北海道続縄文期の不定形スクレイパーと共通した石器群に類似する。K192(第 494図 10)は頁岩製小

型剣片の 2側縁片面に入念な調整を加えている。

8)不定 形石器

K97(第380図 16)・ K143(第 495図 5)。 K226(第 493図 7)・ K259(第494図 9)・ K258(第 494図 2)・ K266(第

494図 4)は、様々な形状のHll片の縁辺に、使用時の用途に応じて調整を力日えて刃部をつけた石器である。K143は、

さらに折れた断面に微細剣離が連続的にみられ、この部分を厳しく使用したことがうかがえる。K266は、やや幅広

の剣片の先に不揃いな粗い剣離が加えられ、鋸の歯のような鋭い刃部を付けている。鋸歯状の剣離の中にさらに微

細剣離が多数施されている。片面加工である。

K97は、厚手の折れ面をもつ剣片の周辺の大きな剣離を力日え、両側に連続的な微細剣離の加わった不定形石器で

ある。

9)連続 した微細剣離のみられる剣片

K89(第 380図 15)・ K190(第 495図 6)・ K208(第 495図 1)・ K216(第 495図 3)・ K263(第 495図 7)。 K264(第

495図 2)・ K277(第495図 4)は、様々な形状の剣片に微細劉離が加えられている。K89は、縦長の剣片の背面、

鋭い緑のほぼ全体に微細剣離 (microflaking)が認められる。K190では、縦長で厚手の剣片の内弯した側縁に微細

な剣離が重なりあって認められる。K264は、石英安山岩の自然面をはずした時の劉片をそのまま使用している。得

られた剣片はそのまま、しばしば解体、カロエのためにその場で利用され、廃棄されたと考えられる。

10)石 核

2点の石核が出土した。いずれも広瀬・名取川水系で転石として入手可能な石材を用いている。K164(第 496図
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2)は、淡橙色の流紋岩で平坦な打面からa面、 b面、両側面に繰 り返 し剣離がカロえられている。打面転位が盛ん

に行われ、長さと幅に大きな差異のないま」片が確保 されている。K202(第 496図 1)は、重量1253gの大きな石核

である。石英安山岩の転石から平坦打面 (a面)を作 りだし、 b面を作業面 として剣離を力日えている。やはり長幅

比の小さい剣片が確保 されている。

3 大陸系磨製石器
大陸系磨製石器は、初期の弥生稲作農耕において、重要な役割を担っている。収穫具 としての石庖丁、農具や家

屋、濯漑水路、水田造営に使用する木材を伐採する用具である太型蛤刃石斧、木材加工のための片刃石斧、馬平片

刃石斧など、様々な器種の磨製石器が含まれている。その石器の構成から、東北地方の中期弥生時代の稲作農耕が

安定した発達をとげていたことがよくうかがえる。

1)石庖丁

11点の石庖丁が出土している。

小型石庖丁

長さ100mll前 後、幅35～ 501mllの小型紡錘形の石庖丁である。 5点出土している。いずれも穀類光沢 (corn gloss)

の使用痕が金属顕微鏡で確認された。

① K100(第384図 1)は、緑泥片岩製、灰緑色を呈する。一端 5分の 1程度を欠損する。現存長111.91ull、 幅50.41mll、

厚さ9.21mll、 重量74.2gぁ り、長さ推定13cm程度の小型品である。両端が丸みをもち、背部はかるく外弯、刃部がよ

りつよく外弯し、全体に紡錘形を呈する。紐孔は背部よりにあり、敲打ののち回転研磨で整えている。孔の間隔は

23.811ullあ る。形態は、南小泉遺跡出上の石庖丁 とよく類似している。刃部は両刃である。 a面の刃部は、平坦に面

取 りされている。使用痕が b面に比べると弱 く、研ぎ直しを行っていると推定される。石庖丁の使用痕光沢は、 b

面刃部、先端背部にやや顕著である。また、 a面の刃部以外にひろく光沢が広がっており、使用の激しさがうかが

える。a面の紐孔の間に横方向に光沢が観察されること、肉眼でも孔の縁辺がすり減っているとみられることから、

この孔から紐が横にのびていたことが推定される。

②K176(第 506図 2)は、灰白色の粘板岩製で、長さ推定1lcm前後、幅40.51nlll、 厚さ7.l14111の 小型石庖丁である。 a

面右端はやや丸みをもつ。紡錘形を呈する。紐孔は敲打穿孔で、間隔は18.711ullあ り、刃部は両面を研ぎ、ことにa

面には、平坦な研ぎ面が残されている。本資料には、穀類光沢がきわめてよく認められる。やはり、左先端の刃部

から背部にかけての光沢が顕著である。

③K154(第 506図 1)は、暗灰色の粘板岩製である。 3分の 1を欠 く。背部は直線的にのびる。刃部は極めてゆる

やかに外弯し、片刃である。両面を細い擦痕がおおう。紐孔は敲打によって穿孔され、摩滅している。23.1llnlllの 間

G)~｀＼

第 1図 石庖丁の計測位置
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隔でやや背部よりに設けられている。 a面の孔上部に紐ずれによるとみられる摩滅が認められる。刃部に微弱な穀

類光沢が見 られるが、全体に使用痕光沢は微弱である。幅35.Olmll、 長さ推定 9 cln程度の小型石庖丁である。

④K217(第 506図 3)は、黒色の良質な粘板岩製である。 3分の 1が破損している。背部はゆるやかに外弯する。

背部は、調整剣離の凹みまで摩滅しており、光沢がみられる。両面 ともに丁寧に磨かれている。 b面刃部よりに横

方向の研ぎによる粗い擦痕がみられる。刃部は両面から磨かれ、両刃である。紐孔は整った回転穿孔がみられ、敲

打痕がわずかに確認される。幅38.Olnlll、 長さ推定■cln程の小型石庖丁である。石材は肉眼観察では南小泉遺跡出土

の石庖丁に酷似している。使用痕は、 a、 b両面に広がっている。 a面の刃部でやや目につく。

⑤K92(第 383図 4)は、白色の絹雲母石英片岩製である。小型石庖丁の小破片である。背部は比較的直線的にのび、

断面は丸みをもつ。刃部は失われている。穿孔は敲打による。回転痕は確認できない。両面、背部 ともに丁寧に磨

かれている。厚さが19.711ullあ り、出土石庖丁で最も厚手である。両面に穀類光沢がみられる。

大型石庖丁

いずれも破片のため、不確定ではあるが、長さ15.0～ 20.Ocm、 幅5.Ocm程度の大型石庖丁である。

いずれも穀類光沢が発達している。

①Kl12(第 384囲 2)は、やや赤味を帯びた灰白色の絹雲母片岩製である。背部、刃部 ともにゆるやかに外弯する。

背部は断面で丸みをもつ。刃部は両面から磨かれ、両面とも入念に磨き上げており、紐孔には敲打痕 と回転痕がみ

られる。孔の間隔は25.311ullあ る。 a面で孔の内側、横方向に紐ずれとみられる摩滅がある。両面に穀類光沢がみら

れ、 a面では刃部にb面では平坦面から背部にかけて強い光沢が広がっている。肉眼観察によってもよく光沢が確

認できる。長さは不明であるが、幅58.5111111、 厚さ10.OIMllの大型石庖丁である。石庖丁製作工程の第 2段階の石器で

ある。

②K■8(第383図 3)は、やや赤味を帯びた淡灰色の絹雲母片岩製である。背部、刃部 ともにやや強 く外弯する。

石庖丁の端部は両面からの剣離で丸みをつけられている。 b面には細かな敲打痕が見られる。 a面は、丁寧に磨か

れている。刃部は両刃で、両面ともに入念に磨かれている。紐孔は敲打痕 とかるい研磨痕がみられる。 a面の刃部

につよい穀類光沢が広がっており、肉眼でも光沢が確認できる。15.0～ 20.Ocm程度の大型石庖丁と推定される。

石庖丁未成品

4点の未成品が出上している。剣片から概形を剣離で整形する段階のものと、敲打によって両面、刃部、孔など

細部を整える段階の遺物が出土している。

①K93(第 383図 1)は、灰白色の絹雲母片岩製である。成形途中の未成品である。背部はほぼ直線的にのび、刃部

は外弯する。背部と先端には両面から成形のための剣離が施されている。刃部も両面に調整が加えられ、両刃となっ

ている。刃部は剣離が小さく鈍い。背部の方が大きな剣離のために鋭い調整となっている。両面中央部から刃部に

かけて、細かな敲打が施され、ゆるやかな曲面に調整されている。紐孔は細かな敲打で、径1511ull、 深さ 5111111程 の凹

みとなっている。この凹みは両面にみられる。穀類光沢はみられない。約 2分の 1が失われており、長さ推定18.0

cm程度、幅56.614111、 厚さ12.311ullの 大型石庖丁である。後にふれる製作工程の第 4段階にあたる。

②K94(第 383図 2)は、K93と 同様に灰白色の絹雲母片岩製で、ほぼ共通した特徴をもつ未成品である。刃部、背

部、先端に調整all離が施されている。背部は細かく両面に調整が加わるが、刃部では、a面に比較的大きな剣離が

施され、片面加工、片刃となっている。紐孔は1孔だけa面右よりに穿たれている。a面右先端を欠くが、長さ94.0

1nln、 幅36.511ull、 厚さ3.51mllの 小型石庖丁である。製作工程の第 4段階にあたる。

③K131(第 395図 5)は、暗青灰色の粘板岩の板状劉片である。 a面は右部がやや摩滅しているが、下縁の剣離面

も同様な摩滅があることから大きな 1次剣離面と推定される。それより新鮮な敲打痕がやや背部よりにかるく施さ

れ、紐孔の敲打が開始されている。b面では右先端部に摩滅がみられる。下縁にそって細かな剰離がみられ、石庖
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丁の概形の整形が行われている。 b面でもa面の紐孔敲打痕の反対面のほぼ同位置にかすかな凹みが敲打によって

加えられている。石庖丁製作工程の第 2段階の資料である。

④K134(第 395図 6)は、白い筋の多数見られる暗灰色の結晶片岩の板状剰片が素材となっている。石庖丁の未成

品端部である。a面は、原石からの 1次劉離面であり、背部に細かな剣離が加えられ、端部から中央にむかって直

線的に成形されている。b面は、平坦な主要剣離面がみられるが、刃部に大きな剣離が加えられ、やや外弯気味に

成形されている。また、刃部は両刃となっている。幅43.211ull、 厚さ12.7111111あ り、長さ推定15.0～ 20.Ocmで、石庖丁

製作工程の第 2段階の未成品である。

石庖丁の小結

中在家南遺跡から、未成品を含めて11点の石庖丁が出土した。そのうち、小型石庖丁のK154・ K176・ K217は、

Ⅸ区河川堆積層から出上し、多量の桝形囲式上器に共伴した。他の小型品、未成品は、製作技法、形態、石材など、

また共伴する土器型式との関係からいずれも中期中葉の資料と考えられる。また、大型品は、Kl12がⅦA区のSD
42の埋土から出土しており、中期中葉に属する。したがってこれらの資料は中期中葉の石庖丁の生産、使用の状況

をしることのできる重要な資料ということができる。

この時期に長さ10cm前後、幅 3～ 4 cm程の小型の石庖丁と長さ15～20cmの大型品がみられる。この2種類の石庖

丁の存在は南小泉遺跡出土資料についても確められている(須藤1988)。 7点の石庖丁にはいずれも穀類光沢が刃部

と先端部、背部にかけていずれも確認された。肉眼でも観察できる程明瞭に発達している石庖丁もみられる。

また、素材には黒色ないしは暗灰色の粘板岩、淡灰色の硬砂岩、絹雲母片岩が目につく。黒色の粘板岩は、南小

泉遺跡など仙台平野に分布している。

4点の未成品と7点の完成品から、その製作を次のように復元することができる。

①第 1工程 粘板岩、絹雲母片岩、硬砂岩など、原石から板状の大型剣片を確保する。

②第 2工程 板状剣片の周縁に細かな劉離を加え、刃、背、両端の形状を整える (K134)。        ′

③第 3工程 細かな敲打によって刃、身、背部の表面を全体的に整形する (K93・ K94)。

穿孔部は、敲打の早い段階で位置を決定し、くばめ始めている (K131)。

④第 4工程 表面に粗い研磨を加え、刃、身、背部を平坦に面取りする。しばしば紐孔を回転穿孔で仕上げる。回

転穿孔のみられないものもある。

⑤第 5工程 入念な細研磨で、粗い研磨痕である擦痕を除去し、光沢をもつ面に仕上げる。

2)磨製石斧

磨製石斧は14点出上した。

大型蛤刃石斧

K183(第 507図 1)は、暗青灰色の玄武岩製、太型蛤刃石斧の身側辺部である。基部には敲打痕がみられ、刃部

よりには敲打の後、入念な研磨が行われている。4分の 1程度の破片である。328.5gぁ り、推定1200gを こす大型

品である。

K145(第 507図 2)は、暗灰色の硬砂岩製、典型的な太型蛤刃石斧の刃部破片である。敲打の後、入念に研磨し

ている。刃部先端に使用による多数の剣離がみられる。

片刃石斧

K195(第 509図 1)は、長さ96.71nlll、 幅46.61nlll、 厚さ22.311ull、 黒色の粘板岩製片刃石斧である。重量は181.8gで

小型ではあるが重い。周緑に剣離痕 と敲打痕がみられるが全体に丁寧に研磨している。刃部はよく研磨され、ほと

んど刃こばれはみられない。
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K149(第 508図 3)は、幅62.51mll、 厚さ23.61nlllの片刃石斧の刃部である。暗青灰色の角閃石製、剣離、敲打のの

ち、入念に研磨している。両側縁は平坦に近い弯曲面に整えられている。

K150-160(第508図 1)は、Ⅷ区の15層から出土した接合資料である。淡灰色の砂岩製である。片刃石斧の基部

と推定される。両面、側面 ともにゆるやかに外弯する。敲打の後、入念に磨いている。

K179(第 508図 2)は、片刃石斧の基部 とみられる。形状は、K150-160に 類似するが、 1側縁が丸みをもつ。

淡灰色の砂質粘板岩製である。

痛平片刃石斧

K151(第 509図 2)は、黒色の粘板岩製である。長さ90.Ollull、 幅45.1、 厚さ18.811ull、 重量106.2gで ぁる。 K195

に較べ、薄手で軽量である。また、両面は剣離、敲打ののち研磨 している。側縁は、丸みをもつ。刃部は横に入念

に研ぎ上げており、擦痕が目につく。ほとんど刃こばれがみられない。

K152(第 510図 1)は、白い砂岩の筋の入った黒色の粘板岩製である。石庖丁の素材 と共通する。全体が剣離で

覆われ、研磨で仕上げている。刃部には斜めに研ぎ上げた擦痕がみられ、反対面に剣離が多数加えられ、刃を形成

している。重量72.8gで K151と 共通する。

K228(第 510図 2)は、暗灰色の粘板岩製扁平片石斧である。長さ51.311ull、 幅30,71nlll、 厚さ13.911ull、 重量28.3g

の小型石斧である。all離で整形し、部分的に敲打した後、刃部、両面、側縁を研磨して仕上げている。刃部は片刃

である。

撃形石斧

K214(第 510図 5)は、淡灰白色の砂質頁岩製、幅20.51ntll、 厚さ17.llnlllの 方柱状の石斧である。一面はゆるやか

に大きく面取 りをし、片刃状であるが、他面も研ぎ上げ、刃部の角度をやや大きくしている。南小泉遺跡出上の塾

形石斧よりやや小型であるが、形態、作 り方がよく類似している。

この他に、石斧の基部、刃部などの剣片が 3点出上している。

3)環状石斧

黒色の玄武岩製の環状石斧が IXD区の15c層から1点出上した(K230-第 511図 1)。 2分の 1程の破損品である。

直径 133.21nlll、 厚さ22.llHll、 重量は258g、 推定で全重量500gに達 し比較的重量があり、極めて入念な作 りである。a

面の中央に径29.814111の柄の挿入孔がある。この a面の 4の孔径はb面の孔径よりやや大きい。孔の内径は狭 く最小

径の位置がやや b面により、径22.41mllで ある。a面での穿孔部の縁は外弯気味に突出している。この面は幅35.Olnln程

の部分が平坦に整えられている。刃部はb面 とほぼ同様な角度に傾斜を付けられている。表面の研磨は極めて丁寧

で、調整のための 1次剣離痕がわずかに残存している。研磨の際の細かな擦痕 (線状痕)が刃部に観察できる。ま

た、a面の刃部に大きな劉離―刃こばれ―が 3カ 所程みられる。一部は研ぎ直されている。

b面はゆるやかな凸面を呈する。柄の挿入孔の径は28.OInlllで、 a面よりやや小さい。そして、全面が丁寧に研磨

されている。刃部はa面 と同様に斜めに研磨され、両刃である。刃部には10カ 所程使用による剣離がみられる。一

部は入念に研磨されており、刃部の再生をこころみている。柄の挿入孔の縁は突出していない。孔縁の一部が大き

く表層剣離している。また、孔内部 と外側7.0～ 15.Olllllの 幅に漆状の付着物が広がっている。着装に用いられた接着

剤とみられる。

孔の内部には回転穿了し痕が平行にみられるが、徹底 した研磨がなされているため識別しにくい。

この環状石斧は名取市清水遺跡・仙台市南小泉遺跡出土資料 と比較すると、石材・形態 。穿孔法がとと較的よく共

通している。
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4 中在家南遺跡出土弥生石器の特色

中在家南遺跡から出上した石器は、石庖丁・蛤刃石斧・扁平片刃石斧・環状石斧など東北地方における最も普遍

的な弥生石器の器種構成を示している。方柱快入石斧・磨製石剣 。打製石剣 。石庖丁のための回転穿孔石器などは

みられないが、南小泉遺跡出土磨製石器 とほぼ共通した器種が出上している。また、打製石器 も石匙を含め、多様

な器種構成が確認された。 とくに、石鏃は、岩手県花泉町中神遺跡・ 宮城県一迫町山王囲遺跡出土資料など、縄文

時代晩期終末期の石鏃 と比較すると、石材の選択・製作技術 ともに極めて洗練された内容がうかがえる。大きさも

比較的よく揃い、調整も良好、薄手で鋭利な石鏃が少なくない。石匙・石錐など典型的な石器の製作技術は安定し

た様相を確立しているといえる。また、石鏃は竹笹類に茎を差込み、細 く裂いた樹皮で入念に巻きつけ固定してい

る。このような着装例は、東北地方の弥生石器では初めての資料である。

出上した石核は 2点にすぎないが、硬い流紋岩・石英安山岩などを用い、打面を盛んに転位させ、長幅差の少な

い剣片を次々と剣離し、多様な形態の石器を製作している。また、限られた資料ではあるが、Ⅷ区15a、 15d層の

上壌に含まれていた剣片 とチップを検討したところ、馬藩・玉髄・流紋岩・黒曜石・粘板岩・石英安山岩など多様

な石材の剣片とチップが出土しており、この集落遺跡で多様な石器が盛んに製作されたことがうかがえる。

(岩手県花泉町)

中神遺跡

△ 中在家南遺跡

(∴)幅

第 3図 中在家南遺跡と中神遺跡 (晩期終末)出土石鏃の長幅値の比較
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中在家南遺跡・南小泉遺跡など仙台平野の出土石庖丁は共通した特徴をもつ。この仙台平野の石庖丁と桜井、天

神沢遺跡など、磐城・相馬地方の石庖丁 とは明確に石材や形態を異にしており、それぞれの地域で石器生産、供給

システムわゞ確立してヤミたことがうかがえる。

中在家南遺跡では、石庖丁未成品が出上し、粘板岩・絹雲母片岩などの板状劉片を確保 し、それに剣離、調整、

敲打、穿孔、そして研磨をカロえ、石庖丁を製作する工程が明らかにされた。このような未成品としては、板状剣片

が名取市清水遺跡などからも出上 してお り、仙台平野の弥生集落で石庖丁や蛤刃石斧など磨製石器生産が盛んで

あったことをよく示している。

中在家南、南小泉遺跡で出土した弥生石器の石材は、きわめて良質の粘板岩 。絹雲母片岩 。砂質粘板岩など多様

である。その原石の産出地は現在のところ確認されていない。仙台平野周辺の粘板岩産地が推定されるが、原石の

入手ルートなどの究明が今後必要 といえる。

環状石斧は、福島県いわき市龍門寺遺跡 (中期中葉)・ 宮城県名取市清水遺跡。一迫町山王囲遺跡 (山王Ⅲ層式)、

岩手県宮古市上村貝塚 (山王Ⅲ層式)・ 秋田市地蔵田B遺跡 (弥生前期)・ 湯ノ沢遺跡 (弥生前期)。 横手市手取清水

遺勁 (中期中葉)・秋田県象潟町上熊ノ沢遺跡 (前期)・ 青森県宇鉄 2遺跡 (中期前葉)。 弘前市砂沢遺跡 (弥生前期 )

など、弥生前期から中期中葉にかけての東北地方各地の遺跡で出土する。石材は多様である。砂沢遺跡 と南小泉遺

跡では多頭石斧が出上している。中在家南遺跡の環状石斧は、比較的大型である。また、柄の挿入孔の突出が特徴

的である。漆付着物は手取清水遺跡出上の 4点にもみられ、共通した特徴をもつ。 この石器は量的には少ないが、

弥生石器の重要な構成要素である。

このように、中在家南遺跡出土石器は桝形囲式期の石器組成、製作技術、石材の選択性などをしることのできる

極めて重要な資料 といえる。

(文 :須藤 隆)
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第 3章 板状石器の形態 と使用痕

斎 野 裕 彦

中在家南遺跡では、第 1図、第 1表のように板状石器 (大型板状安山岩製石器)あ るいはその折損品などが総数

28点出上している。

第 1表 板状石器出土数量表

板状石器は、斎野 (1992a)に より弥生時代の石器 として認識されており、 この遺跡でもⅥ区、Ⅷ区、Ⅸ区の河川

跡において弥生時代中期中葉 (桝形囲式期)の 15層から計 14点出上している。他の石器の時期もほぼ同じ頃と推

定される。ここでは、これらの形態 と使用痕を検討し、中在家南遺跡における板状石器のありかたを考えてみたい。

|。 形態

実測図ではa面において下側縁を刃部 としているが、刃部の残存していないもの、あるいは不明瞭なものも、刃

部と推定される側縁を下にしている。

最初に、大きさと側縁の形状からどのような形態で出上しているのかを述べ、次に使用された痕跡のなかで光沢

面 と擦面についてみていくことにする。

(I)大 きさと側縁の形状

①大きさ

第 9表に示される最大長の数値をみると、個体差が大きく、集中する傾向はない。最大はK174の 24。 2cm、 最

小はKl■ の 3.5cmで ある。板状石器の大きさの基準から28点 の石器をみると、最大長 10 cm以上の石器は 16

点、下側縁 (刃部)に直交する器幅が 8cm以上の石器は 14点、下al」縁 (刃部)の長さ9cm以上の石器は6点で、

これらすべての基準を満たす石器は 6点 と少ない。

②側縁の形状

石器の側縁は折れ面となっているものが多 く、これをa面における左右側縁 と上側縁について第 8表に示した。

総数 28点 のうち、折れ面のないのは 5点だけであり、他は少なくとも一側縁は折れ面であり、側縁すべてが折れ面

のものも5点ある。大きさとの関係では、最大長 10 cm未満の 12点 にはすべて折れ面が認められる。

この石材の場合、板状に割れやすい性質から、素材 となる石片の形や大きさを予測して剣離するのにはあまり向

いていない。そのため、素材を選択した後に、大きさを整えるために加工が行われた結果 としての折れ面の存在 も

考えられ、単なる折損による折れ面 とを区別しにくい面がある。しかし、この遺跡の 28点 の石器には、下側縁を除

く他の側縁のすべてあるいは3側縁のうち 2側縁が単なる折れ面であるものが、大きさに関わりなく半数以上を占

めており、折損品の多さを示していると推定される。

磁)光沢面 と擦面

①光沢画

総数28点のうち19点の下側縁縁辺には、肉眼観察でコーン・グロス (穀物光沢)と みられる光沢面が認められ

る。下側縁が折れ面となっているものもあるが、高いとし率を占めている。

大きさとの関係では、最大長 10 cm以上の16点中11点、最大長 10 cm未満の12点中 8点である。

出土状況 V区 VI区 Ⅶ 区 Ⅷ 区 Ⅸ 区 不 明 計
河ナII跡 15層 (弥生時代中期中葉 ) 1 5 8
古墳時代以降の基本層及び潰構 2 1 1 14
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第 1図 板状石器他実測図
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②擦面

総数 28点のうち■ 点に擦面 (註 1)が認められ、多 くは平担な劉離面に形成されている。擦面の形状はほぼ平坦

であるが、K238b面では中央がやや弧状を呈する溝状のくばみになっている。擦面の縁辺は明瞭なものとそうでな

いものがある。擦痕の方向は、ほとんどが単方向で、石器縁辺の長辺に平行あるいはわずかに斜行している傾向が

あり、擦面は擦痕の方向に長 く広がっている。擦面は片面あるいは両面にあり、その位置は、側縁部 。中央部・稜

線上の 3ケ所に分けられる。これを第 2表に示した。

大きさとの関係では、最大長 10 cm以上の 16点中 8点、最大長 10 cm未満の 12点中 3点である。

第2表 擦面の位置

③光沢面と擦面の関係

光沢面と擦面の有無から、28点の石器は大きく四つに分けられる。第3表には、それらの関係を大きさを含めて

示 した。

第 3表 光沢面と擦面の関係

光沢面 光沢面十擦面 擦 面 な  し 計

と大長 10 cm以 上 4 1 4

と大長 10 cm未満 7 2

計 8 6 28

両者が認められる8点については、うち 6点で光沢面と擦面が隣接してみられ、いずれも擦面のほうが光沢面よ

り新しい。また、光沢面だけが認められる石器が ■ 点なのに対して、擦面だけが認められる石器は 3点 と少ない。

大きさとの関係では、擦面はより大きな石器にみられる傾向力`あるが、光沢面のある石器にはそうした傾向は認

められない。

2.使用痕

この石器には、使用された痕跡として微細な剣離痕、光沢面、擦面、敲打痕、縁辺部の摩耗などがある。微細な

劉離痕には、折れ状の剣離痕 (「スナップ剣離」山田・志村 :1989)が多 くみられる。こうした剣離痕は、この石材

の性質から、折れによっても生じやすいことから、他の剖離痕を含めて使用痕 としては識別しにくい面がある。ま

た、敲打痕、縁辺部の摩耗のみられる石器も少ない。そのため、ここでは光沢面と擦面について、金属顕微鏡 (オ

リンパス BHM 1100倍、200倍、500倍 )と 実体顕微鏡 (オ リンパス SZ60:10倍、20倍)を用い、実験をとおし

て観察を行った。顕鏡にあたっては、アルコールによる手の油脂の拭き取 りだけの洗浄を行った。

また、実験石器の石材には、仙台平野における板状石器の産地と指定されている名取市高館産の板状節理を有す

る安山岩を用いた。火山岩であるこの石材は、斑晶として主に輝石と斜長石を含んでいる。金属顕微鏡で見ると、

輝石は黒 くて丸みがあり、斜長石は半透明で長方形を呈している。また、石基に含まれる小さな鉱物の結晶には、

明るく輝 くものもあるが、使用痕光沢面 とは区別される。

(I)光沢面の観察

①出上石器の使用痕

金属顕微鏡を用いて高信率法 (Keely:1980)に よる使用痕光沢面の観察を行った。

その結果、28点 の板状石器のうち、19点 にAタ イプあるいはBタ イプの使用痕光沢面が観察された (梶原・阿

子島 :1981、 芹沢地 :1981、 山田 :1987、 阿子島 :1989)。 Bタ イプと識別された光沢面の表面は丸みをおびており、

側縁部 中央部 稜線上 計 側縁部+側縁部 側縁部 +中央部 甲 央 部 十 中 央 ヨも 中央部 +稜線上 計

片 面 2 6 両面 1 1 1 5
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明るくなめらかである。石器表面の細長い凸部の形状にそって形成された光沢面で、線形を呈するものが多い。頁

岩などにみられる水滴のような形状を呈するものは少ない。これは、石器表面の組織の違いによるもので、凹凸に

比較的高低差のあるこの石材の特徴 といえる。そのため、線形の Bタ イプの発達は、幅よりも長さを増すことによ

り他 と連接していく。凹部にも光沢面が広がるとAタ イプとなるが、より低い凹部には及ばないことが多い。また、

Aタ イプには凸部 となった斜長石全体が光沢面 となっているところもある。

第 2図 と第 3図には8点の光沢分布図(K181～K-220)を示した。便宜的に線形のBタ イプの点在範囲を「微弱」、

その連接範囲を「弱」、Aタ イプの範囲を「強」としているが、それらの境界は漸移的ではある。なお、肉眼で観察

される光沢面の広がりは、およそ「強」と「弱」の範囲である。

線状痕については、下側縁と平行であるものが支配的である。それとともに、縁辺部に斜行あるいは直交するも

のも部分的にみられる。分布図には、支配的な方向を太い矢印で、部分的にみられる方向を細い矢印で示した。

8点の板状石器の光沢分布図のなかで、K181は、この石器における光沢面の発達過程を知るうえでの好例であ

る。つまり、下側縁を刃部 とし、その中央に最も光沢の強いところ (写真 1, 2:Aタ イプ)があり、それが左右

及び器体中央へむかって徐々に弱 くなっている(写真 3:Bタ イプの連接、写真 4:Bタ イプの点在)。 器体中央へ

の光沢面の広がりは、 a面で 2.5cm、 b面で 3.5cmと やや異なるものの、対象物が厚みをもっていることを示し

ている。刃部における光沢面の分布長は 13.2cmであり、長い刃を特徴 とする。写真 5は、 a面左側縁の折れ面と

の稜線上に形成された Bタ イプの光沢面である。 b面の「強」の範囲には斜長石の表面全体が丸みをおびた光沢面

となっているところ (写真 6)も ある。刃部縁辺には連続したスナップ剣離がみられるが、摩耗した痕跡はない。

そのため、この石器は、やや刃部を折損しているが、ほばこの形態で使われていたと考えられる。K255も K181

と同じような光沢面の分布を示しているが、 a面において右側縁で光沢面が途切れており、折損していることが知

られる。K238も K181と 類似する光沢面の分布を示している。しかし、a面下側縁部には光沢面が認められるの

に対して、b面下側縁の連続した二次加工痕では、光沢面は剣離面の低いところだけではなく稜線上にも認められ

ない。そのため、このカロエは光沢面の形成後に行われたもので、本来の刃部は失われていると考えられる。同様の

ことはK174に もいえる。K174で は、 b面下側縁左端部にBタ イプの光沢面 (写真 14)がみられる。この部分の

a面側は酸化鉄の付着によって観察できない。他の下狽1縁には、 a面には連続した二次加工痕、 b面には二次加工

痕 と擦面があり、all離面の稜線上にも光沢面はみられない。これは、 b面においてBタ イプのみられる部分だけに

刃部が残存していたことを示している。K196と K244は、光沢面の分布が a面 とb面では異なっている。これは、

ともにa面の下側縁部が擦面として後に使われたことによる。そのため、擦面には、擦痕と擦痕 との間に残存する

Bタ イプの光沢面が認められるところがある(写真 17,18,21)。 光沢面の分布が途切れているのは、その後の折損

による。K-71と K220は、光沢面の認められる側縁が刃部 とされるが、その分布からすると、本来の刃部は折れな

どによりほとんど失われていると考えられる。なお、K71では折れ面の稜線上まで擦面が広がっている。

Aタ イプあるいはBタ イプの使用痕光沢面の認められた 19点の出土石器には、小型のものを含めて光沢面が器

体中央部へ広がっている共通性がある。折れなどによって左右への光沢面の広がりが途切れているものも多いが、

それらの稜線上に光沢面は認められない。これは、K181の ように本来、刃部長の長い大型の石器であったことを

示していると考えられる。また、光沢面の分布はa面 とb面で同じような広がりをみせるが、やや異なるものもあ

る。

②実験石器の使用痕

出土石器にみられる支配的な線状痕の方向が下側縁に平行であることから、主に対象物を切断する実験を行った。

実験石器の刃部はM9が磨製、他はすべて劉片の縁辺を刃部 とする打製である。AN10と M9は複製、他は小型の

石片を用いた。稲株の切断は収穫時期の水分を含んだ状態。鹿角は水をつけながら、樹木は水漬けにしたアカガシ
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第 4表 実験と使用痕光沢面

を対象とした。鹿の生皮の掻き取 りは、生皮を 1ケ月ほど乾燥させてから行った。樹木・鹿角・魚肉・牛肉は往復

運動による鋸引き、他は単方向の切断作業である。線状痕の方向は刃部 との関係を示している。

実験の結果、出土石器にみられるAタ イプとBタイプの光沢面は、板状石器の AN10(刃部打製)、 M9(刃部磨

製)に よる稲株の切断によって生じること、及びその発達過程や線状痕の方向も同様であることが確認された (写

真 37～ 42)。 M9では、研磨面の擦痕内まで光沢面が広がっている。刃部には、使用による微細な劉離痕は 2点 とも

ほとんど認められず、縁辺はやや丸みを帯びるようになっている。

他の実験では、樹木の切断で Bタ イプ(写真 43)、 鹿角の切断で Cタ イプ(写真 44)、 牛骨の削りで Dlタ イプ(写

真 45)、 鹿生皮内側の脂肪分のかきとりで Bタ イプに類似する光沢 (写真 46)が認められた。これらの光沢面は刃

部縁辺にだけ分布しており、AN10や M9にみられるAタ イプ、Bタ イプのように器体中央部へは広がらない。刃

部には、使用による剣離痕が比較的多 く認められ、特に、樹木 と鹿角では、石材が軟質であるためか、早 くからス

ナップ剣離がみられ、刃部が磨耗 して切れにくくなるなど、こうした作業にはあまり適していないことが知られた。

魚肉と牛肉の切断では明確な使用痕光沢は認められなかった。

③機能の推定

Aタ イプの使用痕光沢面は、これまでの研究から、買岩 (梶原・阿子島 :1981)、 黒曜石 (御堂島 :1986)、 チャ

ー ト・サヌカイト・凝灰岩 (御堂島 :1988)、 硬砂岩 (御堂島 :1989)では、主にイネ科値物に機能したときに Bタ

イプの発達によって形成されることが明らかにされてきた。板状節理を有する安山岩についても、同様のことが推

定されていた (山田 :1987a、 斎野 :1992b)力 、ゞ今回の実験はこれを裏付けるとともに、他の対象物の使用痕光沢

面とは光沢面の発達が異なるとともに、上述の石材 とは鹿角の光沢面もほぼ同じであることが知られた。

使用痕光沢面の認められた 19点 の板状石器は、Aタ ィプとBタ イプが認められた 7点 と、Bタイプだけが認めら

れた 12点 に分けられる。後者について、実験ではBタ イプの光沢面は木などに機能したときにも形成されるが、光

沢面の器体中央部への広がりは稲株の切断によってのみ認められている。

つまり、出土石器 19点 は、実験石器 との使用痕光沢面のタイプ及びその広が りと線状痕の方向の比較から、稲株

第5表 出上石器擦面観察表

対象物 稲株 稲株 樹木 鹿角 牛骨 鹿生皮 魚肉 牛 肉

作業内容 切 断 切断 切 断 切 断 肖」り 掻 き取 り 切断 切 断

実験石器 AN10 W【9 S34 S37 S40 S36 S35 S38

刃角 26ハΨ36° 48-55° 40ハ彰44° 30ハV39° 26-29° 19-24° 31-35° 18-19°

実験時間 or回数 250分 100テ} 31004と℃重 52004とつ琵 1560回 2000回 20004と疱重 20004とつ重

光沢面のタイプ A・ B A・ B B C B BP ナ シ ナ シ

線状痕の方向 平行 平行 平行 平行 直交 直交

擦面の類別 A B C

面の縁辺 不明瞭 明瞭 明瞭

面の起状 平坦だが、微起伏がある 平坦 平坦だが、浦状のくばみあり

面の平滑 :実体 なめらか 細いスジ状の凹凸 細いスジ状の凹凸

擦痕幅 (mq):金属 100以下、稀に 200250 100-350,稀に 700-800 200-250

光沢面 :金属 写真 26・ 写真 28～ 30 ナ シ 写真 11

出土石器 K-71, 88, 128, 220 K-73,90,111,174,196,244 K-238

※擦痕幅は、金属顕微鏡の接眼 ミクロメータで計測した。単位はミクロン。
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のような厚みのあるイネ科植物の切断に機能 したことが推定される。

伸)擦面の観察

①出土石器の使用痕

肉眼及び実体顕微鏡と金属顕微鏡を用いて擦面の観察を行った。

これらの観察から、擦面の形状はA～C類の二つに分けられる。

A類 :4点。写真 24・ 27の ように石器表面はなめらかである。擦痕はあまり観察されない。幅は 100ミ クロン以下

である。

B類 :6点。擦痕は、写真 15。 19の ように高低差のあるスジ状の凹凸として観察される。擦痕幅は 100～ 350ミ クロ

ン (写真 17,18,21)が多い。

C類 :1点。擦痕は、写真 12・ 13の ように高低差のあるスジ状の凹凸として観察される。擦痕は溝状のくばみにも

認められる。擦痕幅は200～250ミ クロン (写真 10)が多い。

金属顕微鏡による観察では、A類 とC類の 3点の石器に写真 11,26,28,30の ような光沢面が認められた。肉眼

では、にぶい光沢面として観察されるところもある。この光沢面の表面はほば平坦で、極めて細かな凹凸のあるの

が特徴である。K128で は石基と凸部の高いところに形成され、擦面全体にみられるが、K71と K238で は部分的

に広がっている。K-238の 光沢面は K-128、 K71と比べて暗 く、凹凸がより細かい点でやや異なっている。線状痕

の方向は、擦痕の方向と同じものが支配的であるが、それと直交方向のものも少なくない。そのうち、K128で は

他 と異なる痕跡が二つ認められる。ひとつは、部分的にみられる光沢面に先行する擦痕状のくばみである。下側縁

の平坦な面にみられる。幅は、写真 28の ように 100～ 150ミ クロンと広いものもあるが、多 くは写真 30の ように

50～100ミ クロンと狭い。光沢面はこのくばみの内面にまで広がっており、その方向はa面 とb面ではやや異なって

おり、個々に形成されている。aob両面の平坦面については、光沢面の形成に先行する擦面、あるいは磨製の刃部

の可能性がある。もうひとつは、Aタ イプあるいは Bタ イプの光沢面がまわりの光沢面 とほぼ同じ高さで点在する

ようにみられることである。写真 29の ように斑晶である輝石の上面に形成されており、よリガヽさなものもある。光

沢面の表面は丸みを帯びており、明るくなめらかである。線状痕の方向もまわりの光沢面 とほぼ同じである。こう

した光沢面は輝石にだけ形成され、斜長石にはみられないことも特徴である。擦面における斜長石の変化は、高い

ところから徐々に平坦になっていき、写真 23(K220)の ように長方形の平坦面 となる。この K220では光沢面は

形成されていない。

②実験石器の使用痕

出土石器の使われ方については、K174や K238の形態や重さからすると、主に対象物 を動かした と推定される。

第 6表 実験石器擦面観察表

擦面の類別 d

対象物 鹿角端部 豚骨端部
樹木アカ

ガシ端部
鉄製刃部 鉄製刃部 鉄製刃部

結晶片岩

の平坦面

結晶片岩

の先端部

板状安山

岩剣離面

安山岩の

円礫面 1)

安山岩の

円礫直 動

実験石器 S46 S42a S49a S48b S45a S42bl S42b2 S49b S44b S44a

実験回数 100000回 10000回 36000[] 2000回 2000回 2000回 2500回 2500回 2000回 2000回 2000回

面の縁辺 不明瞭 不明瞭 不明瞭 明瞭 明 瞭 明瞭 明瞭 明 瞭 明瞭 明 瞭 明瞭

画の起伏 微起状 微起状 微起状 平 坦 平 坦 平坦 平坦 平・溝状 微起状 卿 朧 状

面の平滑 :実体 なめらか なめらか なめらか なめらか スジ状 スジ状 スジ状 スジ状 スジ状 スジ状 粗スジ状

擦痕幅(mq):金属 <100 <100 (100 <(200 250-500 100-250 150-300 300-500 150-300

光沢面 :金属 写真 47・ 48 十 + ナ シ ナ シ ナ シ 写真 54 ナ シ ナ シ ナ シ 写真 59

※擦痕幅は、金属顕微鏡の接眼ミクロメータで計測した。単位はミクロン。



第3章 板状石器の形態と使用痕

K128では石器を動かした可能性 もあるが、実験では、すべて石器を置いて対象物を動かした。なお、安山岩の円

礫面(2)を 除いて、他は水を使いながら実験を行った。

これらの実験から、擦面の形状はa～e類の五つに分けられる。

a類 :鹿角、豚骨、樹木の実験では、写真 49～ 51の ように擦面はなめらかで、石器表面の凹凸が摩耗した微起伏が

みられる。擦面の縁辺は不明瞭で、その広がりはいずれも部分的である。擦痕は比較的少なく、幅は100ミ クロン

以下がほとんどである。

b類 :鉄製刃部 と結晶片岩の平坦面の実験では、擦面はほぼ平坦である。鉄製刃部では、写真 52の ように擦痕が少

なくなめらかなものと、写真 53よ うに擦痕が高低差のあるスジ状に見え、その幅が 250～ 500ミ クロンと広いもの

があるなど、擦痕幅には個体差がある。結晶片岩の平坦面では写真 55の ように擦痕が高低差のあるスジ状に見え、

その幅は 100～ 250ミ クロンである。擦面は広 く形成され、その縁辺は明瞭である。また、この石材が砥石 として機

能することも知 られた。

c類 :結晶片岩の先端部の実験では、写真 56の ように擦面にはほぼ平坦なところと溝状にくばむところがみられ

る。擦痕は高低差のあるスジ状に見え、その幅は 150～ 300ミ クロンである。擦面は広 く形成され、その縁辺は明瞭

である。また、b類同様、砥石として機能することも知られた。

d類 :板状節理を有する安山岩の剣離面と安山岩の円礫面の実験では、写真 57・ 58の ように擦面にはやや起伏がみ

られる。擦痕は高低差のあるスジ状に見え、その幅は300～500ミ クロンである。擦面は広 く形成され、その縁辺は

明瞭である。

e類 :水を使わない安山岩の円礫面の実験では、写真 60の ように擦面に起伏がみられる。擦痕はb～d類 よりも高低

差のある粗いスジ状に見え、その幅は 150～300ミ クロンである。擦面は広 く形成され、その縁辺は明瞭である。

金属顕微鏡による観察では、以下の 3種類の光沢面が認められた。

写真 47・ 48:10万回の往復運動を行った鹿角の実験で、石器表面の凸部に形成された小さなパッチ状を呈する光沢

面である。より小さなものの表面はなめらかであるが、発達すると写真 48の ように峰状になる。面的には広が らな

いが、Dlタ イプの使用痕光沢面 と類似する。豚骨、樹木アカガシにも小さなパッチ状の光沢面が部分的にみられる。

写真 54:結晶片岩の平坦面の実験で認められた光沢面である。石器表面の凸部、特に斜長石が擦 り減ることによっ

て形成されており、石基や輝石の高いところにもみられる。表面は平坦で明るく輝いている。

写真 59:水を使わない安山岩の円礫面の実験で認められた光沢面である。擦痕と擦痕の間の稜線状に高 くなってい

るところに形成されている。表面はスジ状を呈し、高いところが明るく輝いている。斑晶ではなく石基部分にあり、

色調が茶色っぽいことから、擦られたときに付着する鉄分に関係 している可能性 もある (註 2)。

③機能の推定

金属顕微鏡で認められた光沢面は、出土石器で 2種類、実験石器で 3種類である。出土石器の光沢面は実験石器

にはみられないため、その機能を光沢面から推定することはできない。しかし、A類の K-128に は、写真 29の よう

なAタイプあるいは Bタ イプの光沢面が形成されており、軟質の対象物が関係していることを推測させる。この光

沢面については、写真 28の ような光沢面とともにみられ、その形成過程の究明が課題 とされる。また、実験石器で

は、鹿角の光沢面 と、結晶片岩・安山岩の光沢面には形成過程の違いがあり、後者については出土石器に残存する

のか否かの検討を必要としている。そのため、ここでは擦面の形状から機能の推定をしておきたい。

実験石器の擦面は、主に石器表面の凹凸の摩耗によって形成される a類 と、石器表面が徐々にけずられて本来の

凹凸とは異なっていくb～e類に分けられる。出土石器 A・ B・ C類をこれらの特徴 と比較すると、それぞれ a・ b・

c類に類似する。これは、出土石器の擦面の形成には、少なくとも3種類の作業が関係していることを示している。

出土石器 A類の対象物は軟質のものと考えられるが、a類の実験では擦面の広が りがあまり発達しないこと、鹿角
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にともなうDlタ イプの光沢面が認められないことから、具体的な対象物は実験 とは異なると推定される。出土石器

B類・C類の対象物は、石や鉄 といった硬質のものと考えられるが、実験ではそのどちらか、あるいは他のものかは

わからなかった。B類は平坦面を、C類は平坦面及び幅の狭い端部を対象としてお り、砥石 として使われた可能牲も

ある。

3.板状石器のあ りかた

(1)中 在家南遺跡の板状石器

形態と使用痕 (光沢面 と擦面)の有無、及び光沢面と擦面の新旧関係から、中在家南遺跡で板状石器と識別され

た石器には、いくつかの使われ方のあることが知られた。そのため、大きさも考慮 して、便宜的に、全体の形があ

る程度わかる最大長 10 cm以上の 16点については 1～ 4類に、最大長 10 cm未満の 12点 については 5類 として分

類し、各類をさらに細分した (ア ンダーラインは弥生時代の層から出土した石器 )。 なお、擦面 A～C類との特定の

関係を示す類別項はみられない。

1夢興

a

b

2夕貿

a

b

C

3す寅

4類

光沢面だけが認められるもの一―-4点
光沢面の形成後、折損していないもの K181
光沢面の形成後、折損しているもの K165・ K-242・ K-255

光沢面 と擦面の認められるもの一-7点
光沢面の形成後、整形加工が行われ。擦面が形成されているもの K174・ K238
光沢面の形成後、擦面が形成され、その後折損しているもの K-90・ K196・ K220。 K244
光沢面の形成後、折損し、その後擦面が形成されているもの K71
擦面だけが認められるもの一――-1点  K73
光沢面も擦面も認められないもの -4点  K17・ K58・ K l19。 K120

Ｋ
．．

★

　

・７３
・

K-90

K-120
▲
 ☆
K-165

K-22Cl

★ la類
☆ lb類
◎ 2a類
●2b類
02c類
■ 3類

▲ 4類

第 4図 石器の使われ方と大きさ

25 26最大長 (cm)
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5類

1

■

111

1V

K-142・ K-153・ K-169。 K-182・ K-209

1類 と2類の細分は、前述した光沢面の分布や擦面との新旧関係、側縁の形状などにもとづいているが、光沢面

は使用された石器すべてに認められるものではないことから、 3～ 5類の使われ方については検討を要する。

3類の K-73は、折損しておらず、全体の形がわかる。下側縁は刃部 とするには縁辺角が大きく、縁辺には摩耗し

て丸みをおびているところもあり、下側縁部両面の擦面は連続する二次加工より新しい。この場合、二つの可能性

が考えられる。ひとつは、2a類のように使われたが、光沢面は形成されなかったか、あるいは形成されたが下側縁

の整形加工でなくなったとみること、もうひとつは擦面の形成だけと理解することである。しかし、前者 とするに

は刃部の存在が明確でない。

4類の 4点のうち、K-17・ K58・ K-119は lb類のような使われ方をしたが、刃部が折損したり光沢面が残らな

かったものと推定される。K-120は これらと異なり、下側縁の折れ面を除 く3側縁には連続した二次加工が施され

ており、上側縁の両端は孤状を呈する。これは、石器全体の整形加工と考えられる。形態的には、刃部を折損した

石鍬の可能性がある。

5類は折損した小破片として理解されるものである。 1～ 4類 との関係は、5i類は 1類か 2類、5� 類は2類、

5 iii類 は 2類か 3類、5�類は 1～ 4類の折損品と考えられる。

以上のように、 1～ 5類に分けられた中在家南遺跡の板状石器には、 1～ 4類のなかで 2類の比率が高 く、全体

では 5類の比較的多いことが認められた。そして、総数 28点 のなかには弥生時代以降の層から出土したものも14点

含まれているが、折損品や 5類が特に多いという傾向はない。これは、イネ科植物の切断に機能した板状石器が、

後の使われ方などによってほとんどが折損品あるいは再利用品として残されたことを示しており、この遺跡での特

徴 とされる。

また、 2類の存在は、主にこの石材の平坦なalJ離面が擦面 として使われるうえで評価されていたことを示してお

り、本来、擦面としてだけ使われる石器の存在も考えられる。つまり、Aタ イプあるいはBタ イプの使用痕光沢面

が残されるイネ科植物に対する作業 とは異なり、こうした擦面の残される作業に使われる石器は、剣片を素材 とし

てその平坦なalJ離面を用いることから、板状石器とも磨石とも異なっており、「擦面石器」と称するべきものと考え

る。その点では、 2類は板状石器の擦面石器への転用品とされ、 3類の K-73に は擦面石器の可能性がある。

12)富 沢遺跡 との比較

中在家南遺跡石器には折損品やその再利用品の多いことが知られたが、ここでは、水田跡が検出され生産域とし

ての性格をもつ富沢遺跡から出土している板状石器と士ヒ較してみる。

第 7表 中在家南遺跡と富沢遺跡の板状石器他出土数量表

※富沢遺跡の板状石器は、1995年 3月 までに報告された資料を今回の基準で類別した。時期のわからないものもあるが、多くは弥生時代中期に属する。

富沢遺跡の板状石器には、1～ 4類のなかで la類の比率が高 く、全体では5類の少ないことが認められる。それ

は、中在家南遺跡とは異なり、折損品及び再利用品があまりないことを示しており、生産域 としてこの遺跡での特

徴 とされる。また、富沢遺跡の 3類 1点は、片面の稜線上が擦面となっているもので、刃部 とされる側縁は残され

光沢面だけが認められるもの 一一-7点  K98。 K105。

光沢面 と擦面の認められるもの一-1点  K lll

擦面だけが認められるもの一―一-2点  K88・ K-128

光沢面 も擦面 も認められないもの -2点  K121・ K129

類別 la lb 2a 2b 2c 5i 5� 5� 計

中在家南 1 3 1 4 7 2 2 28

富沢 5 2 1 2
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ており、中在家南遺跡の 3類 K73と は異なっている。つまり、生産域である富沢遺跡では、水田耕作にともない板

状石器 として使われた後に擦面石器 として再利用されたもの、及び擦面石器はないことが知られ、多 くは使用中の

折損や遺失された可能性が高い。これに対して、居住域の存在が推定される中在家南遺跡では、板状石器の維持管

理 とともに、居住域での作業の一環に供する形で擦面石器への転用がはかられたり、折損によって廃棄されていた

と考えられる。これは、板状節理を有する安山岩の石材利用にとって、板状石器の刃部に適する長 く直線的で鋭い

側縁をもつ素材石片を得られることが最も重視されていたことを示しており、 2類においては、基本的に光沢面は

擦面に先行すると推定される。なお、 2類の存在は、居住域の存在が推定される高田B遺跡 (高橋他 :1995)や今

泉遺跡 (渡部 :1994)と いった周辺の遺跡でも認められている (註 3)。

これらのことから、生産域である富沢遺跡における 1類、居住域の存在が推定される中在家南遺跡における 2類・

5類の多さは、主に板状石器 として使用される場 と、それが維持管理されたり擦面石器へ転用されたりする場の違

いを示しているといえる。

僧)大型直縁 刃石器 と擦 面石器

板状石器は、主にイネ科植物の切断具としての機能をもつ大型直縁刃石器 (斎野 :1993・ 1994)のひとつとして

理解されている。この大型直縁刃石器は、弥生時代において水田稲作の開始にともない地域性をもって石庖丁とと

もに組成される石製農具であり、仙台平野では打製の I類が認められ、板状石器が多くを占めているが、他の石材

を用いた I類 もあり、中在家南遺跡でも、珪質凝灰岩製のK237が出上している (註 4)。

I類 (打製)

板状石器…………K181他 27点

有肩扇状形石器

その他……………K237大型直縁刃石器

H類 (刃部磨製)

Ⅲ類 (磨製)一 ―一 大型石庖丁

こうした大型直縁刃石器 と石庖丁の組成は、木製農具の製作などとともに弥生時代における技術体系の変化の一

端 と考えられる。それは、石材供給の面にも及んでお り、板状石器の石材である板状節理を有する安山岩が用いら

れるようになることにもつながっている。 この石材の選択では、産地が近 く入手が容易なこと、植物切断具の製作

に適する素材を得やすいことが評価されてきたが、今回、軟質・硬質の対象物に対 して擦面を形成するような作業

においても主にその平坦な劉離面が評価されていたことが明 らか となった。 これは、石材利用の二面性 といえる。

そして、 この石材をとおした板状石器 と擦面石器の密接な関連性 とともに、擦面石器が縄文時代 にほとんど認めら

れないことから、その組成は、大型直縁刃石器などと同様の変化を示 している可能性がある。今後、他の石材 も含

めて検討 してい く必要があろう。

謝辞 AN10、 M9の稲刈 り実験にあた り、水田を快 く使わせていただいた鈴木秀夫氏に深 く感謝したい。山田しょ

う氏には、共同で行った稲刈 り実験のデータの一部の公表を快諾 していただ くとともに、貴重なご教示をい

ただいた。記 して感謝 したい。 また、実験に協力 していただいた多 くの方々に感謝の意を表 したい。

註 1:こ の石器にみられる擦られた面は、ほぼ平坦であり、剣離面や稜線上に形成されている。そのため、磨石のように円礫

表面に形成される磨面と区別するため、「擦面」とした。

註 2:仙台市科学館の根僑誠二氏のご教示による。

註 3:第 3図には今泉遺跡の板状石器の光沢面。擦面分布図を示した。この板状石器では、 a面に形成された擦面 (写真 36)

によって光沢面の分布は両面で異なり、折れにより光沢面 (写真 35:Bタ イプの連接)の分布が途切れている。石器
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の使われ方 としては 2b類にあた り、擦面の形状はB類である。

註 4:第 3図 にはK237の光沢面分布図を示 した。擦面はない。両面 ともBタ イプの点在、その運接 (写真 34)、 Aタ イプ

の広が り (写真 31,32,33)が みられる。 この石器では、自然面の a面 と剣離面の b面では光沢面の分布にやや違い

がある。これは、b面の石器表面の凹凸が大 きいためで、Aタ イプの光沢面の広が りも凹部には及ばないところがある。

なお、この石器に形態的に二つの特徴がみられる。ひとつは、刃部の加工である。実測図からもわかるように、素材all

片の下側縁の正面観は背面であるa面側の中央部がやや脹 らむ弧状をなしていたと推定される。二次力日工は、この中央

部については背面加工、その両側は腹面加工が施されてお り、加工痕の稜線上にも使用痕光沢面が認められている。つ

まり、刃線が直線的になるように刃部の力日工が行われており、それは、二次加工による刃角が大きくなることよりも、

直縁刃をなすことが優先されていたことを示 している。もうひとつは、b面左側縁の敲打痕である。敲打具は幅の幅の

狭い直線的な端部をもっていると推定される。連続 した敲打により剣離面の凸部を平坦にしている。素材を含めてこの

敲打具の実態を考えていく必要があろう。その点では、K238の a面 と側面にみられる線状、点状の敲打痕についても

同様である。
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第 8表 板状石器属性表 (I)

※名側縁の形状については、「折」は折れ面、「自」は自然面あるいはより風化の進んだ剣離面、「加」は二次加工、「部加」は部分的な二次加工、「微」
は微細剣離痕、「擦」は擦面、「敲」は敲打痕、「剣」は剣離面、「側」は素打の鋭い側縁がそのまま残っているものとした。

※各計測値の計測方法は、斎野 (1993)に よる。

石器NO 出土 状 態 時 期 図版番号
研部に直7

+る 3神鳳
�部長

刃部平
面指数

刃 角 推定縁辺角 慨厚指努 下側縁 a離睡 a面右側縁 上側縁

K-17 表面採集
1247図

1 28° -29° 25.2 折 折 カロ カロ

K-58 V区 1虐 269図 6 12° -13° 折 折

K-71 Ⅵ区3a層 284厩 ]10 斤・加十糠 折 折 ヨ・折十珈

K-73 Ⅵ区 7層 306図 1 12^V25° 力El 折十加 折十加 剣+加

K-88 Ⅵ区 15a層 弥生中期中葉 357図 2 5°以下 カロ カロ 折 折

K-90 Ⅷ a区 1層 381図 6 62°^ψ 71° 17°-18° カロ 折+加 折十カロ カロ

K-98 Ⅷ区 2a層 381図 4 5°以下 方日 カロ カロ 折

K-105 ⅥIa tt SK51 381図 1 折+加 折 十 加 折

K-111 Ⅷ a tt SD42 381図 3 2.8 微 折 折 折

K-119 ⅥI b区 2層南西 381図 9 13°-18° 17.3 カロ 斤十加・折 庁十部力「 折十加

K-120 Ⅷ b区 2層南西 381図 10 肝十部方[ カロ 力日 ガロ

K-121 ⅥI b区 2層 381図 8 19° -22° 方日 折十部江 折 折

K-128 ⅥIb tt SD47 381図 2 篠面 折 折 折

K-129 VItt b層 381図 5 力日 カロ・狽I 折 折■部力|

K-142 Ⅷ 区 15層上面
SX―A 弥生中期中葉 498図 4 65°-73° 19°

ハヤ20° 22.6 カロ 折 折

K-153 VIll区 15層 弥生中期中葉 497図 5 27 微 折 斤十部加 折

K-165 Ⅷ区15層河岸上部 弥生中期中葉 497図 4 51° ^V74° 28°^Ψ 37° 方日 折 自 折

K-169 Ⅷ区 15C層 弥生中期中葉 497図 6 12°-14° 微 折 折 側・折

K-174 IX A区 12B層 405図 6 28-37° カロ 折 折
自十加
折十加

K-181 Ⅸ C区 15層 弥生中期中葉 497図 1 +51 15° -17° 微・部加 折 斤十方日、力: 剣十加

K-182 Ⅸ A区 15層上巨 弥生中期中葉 498図 6 23 8 カロ 折 折 劉

K-196 IX D層 15A層 弥生中期中葉 498図 7 76°-82° 18° -26° カロ 折 肝、剣+江 自 。折

K-209
■5A

ⅨD区 炭イヒ 弥生中期中葉 498図 5 1.5 11 12.7 折 折・ 加 折

K-220 Ⅸ C区 15B層 弥生中期中葉 498図 1 12.2 62°^ヤ 68° カロ 折 折
折十加
自+加

K-238 Ⅸ D区 15C層 弥生中期中葉 497図 2 12.7 29°
かΨ36° カロ 斤十加・司斤十力H・敲 肝+カロ・副

K-242 Ⅸ B区 15D層 弥生中期中葉 498図 2 微 折十加 折 カロ

K-244 Ⅸ C区 15D層 弥生中期中葉 498図 3 67°^▼ 71° 9°^V10° カロ 折 折十加 折

K-255 ⅦI区 15D層 弥生中期中葉 497図 3 12.3 75°
′～83° 20° -21° 折 折 折

K-237 Ⅸ D層 15C層 弥生中期中葉 499図 1 +19.4 60°-72° 30°
ハヤ36° 力El 折・敲 折 折
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第 9表 板状石器属性表 は)

石器No
最大長
(cm)

金属顕微鏡による観察 光沢面と擦
面の関係

擦 面
敲打痕 受 熱 痕

N睡 |→ 4沢面のタイ 線状痕の方向 擦面の有無 類 例 光R面 の言無

K-17

K-58 10.7

K-71 O B 平行、一部斜行 十日― 新
部
部

央
央

中
中

面
面

ａ

■
Ｄ

A ○ b面 :中央黒斑

K-73
a面 :側縁部
b面 :側縁部

B

K-88 b面 :側縁部 A

K-90 ○ A・ B 平行、一部斜行 十日― 新 b面 :側縁部 B

K-98 ○ B 平行、一部斜行

K-105 ○ A・ B 平行

K-111 ○ B 平行、一部斜行 I日 ― 新 b面 :中央部 B

K-119

K-120

K-121

K-128 5.2
a面 :側縁部
b面 :側縁部

A ○

K-129 b面 :黒斑

K-142 ○ B 平行

K-153 O A・ B 平行、一部直交

K-165 O B 平行

K-169 ○ A・ B 平行

K-174 24.2 ○ B 平行 I日 ― 新
a面 :稜線
b面 :中央部

B

K-181 ○ A・ B 平行、一部斜・縦

K-182 ○ A・ B 平 行

K-196 ○ B 平行 I日
→ 新 a面 :側縁部 B

K-209 ○ B 平行

K-220 ○ B 平行 新旧不明
部
部

央
央

中
中

面
面

ａ

ｂ A

K-238 ○ B 平行 新旧不明
a tt i中央部
b面 :縁辺部

C O
a面 :線状
側面 :点状

K-242 ○ B 平行、一部斜行

K-244 ○ A・ B 平行 十日― 新 a面 :側縁部 B
ネ
ネ

火
火

斑
斑

黒
黒

面
面

ａ
■Ｄ

K-255 ○ B 平行 b面 :黒斑、火ハネ

K-237 ○ A・ B 平行 側縁 :線状

※K237は板状石器としては分類されていない。しかし、板状石器 とともに大型直縁刃石器 I類 として分類されるため、この表にその属性を示した。
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写真 l K-181(金 属×100) 写真 2 K-181(金 属×200) 写真 3 K-181(金 属×100)

写真 4 K-181(金 属×100) 写真 5 K-181(金 属×200) 写真 6 K-181(金 属×100)

写真 7 K-255(金 属×100) 写真 8 K-225(金 属×100) 写真 9 K-238(金 属×100)

写真10 K-238(金 属×100) 写真1l K-238(金 属×200)

金属×100:200ミ クロン 金属×200:100ミ クロン

写真12 K-238(実体×10)

実体×10:2 mm 実体×20:l mm

196

出土石器顕微鏡写真 (1)



写真16 K-244(金 属×100)

写真22 K-220(金 属×100)

金属×100

写真20 K-196(金 属×200)

第 3章 板状石器の形態と使用痕

写真14 K-174(金 属×200)写真13 K-238(実 体×20) 写真15 K-174(実体×20)

写真17 K-244(金属×100) 写真18 K-244(金 属×100)

写真19 K-244(実体×20) 写真21 K-196(金 属×100)

写真23 K-220(金 属×100) 写真24 K-220(実 体×20)

出土石器顕微鏡写真 (2)

実体×10:2 nun 実体×20:l mln
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写真25 K-71(金属×100)

写真28 K-128(金 属×100)

写真26 K-71(金属×200)

写真35 今泉遺跡出土石器 (金属×100)

金属×100:200ミ クロン 金属×200:100ミ クロン

写真27 K-71(実体×20)

写真30 K-128(金 属×100)

写真36 今泉遺跡出土石器 (実体×20)

実体×10:2 null 実体×20:1 4ull

写真29 K-128(金 属×100)

写真31 K-237(金 属×100) 写真32 K-237(金 属×100) 写真33 K-237(金 属×100)

写真34 K-237(金 属×100)

出土石器顕微鏡写真 (3)
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写真37 AN10 (金 属×100)

未使用部分
写真38 AN10 (金 属×200)

稲株の切断 (Bタ イプの点在)

写真39 AN10 (金 属×200)

稲株の切断 (Bタ イプの連接)

写真42 M9 (金属×100)

稲株の切断 (Aタ イプ)

写真40 AN10 (金 属×200)

稲株の切断 (Aタ イプ)

写真43 S34 (金属×100)

樹木アカガシの切断 (Bタ イプ)

写真46 S36 (金属×100)

鹿の生皮の援き取 り (Bタ ィプ?)

写真44 S37 (金属×100)

鹿角の切断 (Cタ イプ)

写真47 S41 (金属×100)

鹿角端部の擦り (光沢面の点在)

写真45 S40 (金属×100)

牛骨の削り (Bタ イプ)

写真48 S41 (金属×200)

鹿角端部の擦 り (Bタ イプ ?)

実体×10:2 mm 実体×20:l mm

写真の垂直方向 i S40、 S36

金属×100:200ミ クロン 金属×200:100ミ クロン

実験石器の運動方向 写真の水平方向 :AN10、 M9、 S34、 S37

対象物の運動方向 写真の垂直方向 :S41

写真41 M9 (金属×100)

稲株の切断 (Bタ イプの連接)

実験石器顕微鏡写真 (1)
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写真49 S41 (実体×20)

鹿角端部の擦り
写真50 S46 (実体×20)

豚骨の擦 り
写真51 S42a(実体×20)

樹木アカガシ端部の擦 り

写真54 S42bl(金属×200)

結晶片岩の平坦面の擦 り (光沢面)

写真57 S49b(実体×20)

板状節理を有する安山岩の擦 り

写真60 S44a(実体×20)

安山岩の円礫面の擦 り (非水)

実体×10:2 mm 実体×20:l mm

S42bl、 S42b2、  S49b、  S44b、  S44a

写真52 S49a(実体×20)

鉄刃の擦り

写真55 S42bl(実体×20)

結畠片岩の平坦面の擦り

写真58 S44b(実体×20)

安山岩の円礫面の擦り

写真53 S45a(実体×20)

鉄刃の擦 り

写真56 S42b2(実 体×20)

結晶片岩の端部の擦 り

写真59 S44a(金属×200)

安山岩の円礫面の擦り (非水 :光沢面)

金属×100:200ミ クロン 金属×200:100ミ クロン

対象物の運動方向 写真の垂直方向 :S41、 S46、 S42a、 S49a、 S45a、

200

実験石器顕微鏡写真 (2)
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第 4章 中在家南遺跡出土動物遺存体の分析

東北大学者古学研究室 富 岡 直 人

第 1節 中在家南遺跡出土弥生時代中期の動物遺存体

1 分析の対象と方法
中在家南遺跡出土動物遺存体は、弥生時代中期桝形囲式期に形成されたVⅢ区およびIXA～ D区の14、 15a～ d層

を中心として出土している。資料は湿潤な状態で埋存していたため、多 くは茶褐色に変色し、一部は濃青色のガラ

ス質結晶であるビビアナイ ト (V�ianite:Fe3P208・ 8H20)を析出して脆弱になっている。このような脆い資料に

ついては、状態に応じてバインダーB17やパラロイドB72を 用いて保存処理を行った。接合関係を確認した後、 3

cm以上の各資料についてコンピュータ登録・集計を行った。ただし、強い土圧で圧迫されたため、骨繊維に沿って

細 く裂けた骨破片が多 く、これらのうち同一の可能性の高い砕片は一個体 として扱い、資料点数が著しく増加する

ことを避けた。

分析資料には大きな骨格の哺乳類が多 く、89。 9%を 占めている。これは、分析対象の大部分が発掘中確認された

資料であったためと考えられる。このような資料の偏 りを検討・補正するため最小 l llullメ ッシュの金属節による水

洗選別も実施した。資料番号No1452か ら1724の資料272点 はⅨD区15a層の上壌を水洗して得 られた資料である。

分析にあたっては、動物遺存体資料の分類名、残存部位、部分、左右、成長度、加工の痕跡、骨体の色調の変化、

風化の状況、計測部位の測定値を観察し、コンピュータに登録した。特に微細遺物については実態顕微鏡による観

察を行っている。

2 出土動物遺存体の概要
分析資料には、貝類、魚類、両生類、甲殻類、棘皮動物、鳥類、哺乳類が含まれていた。第 1表に出土動物遺存

体の種名表を掲げる。

第 1表 中在家南遺跡出土動物遺存体種名表

軟体動物門   MЫ lusca

斧 足 綱   PdecypOda

イシガイ科  U�Onidae

イシガイ  bヵ あ町Jcs,α ¢ηヵο292sた Martens

マルスダレガイ科 Veneridae

ハマグリ  M9″勤ゥ J2dο ttα (Rδ dding)

シジミガイ科 Corbiculidae gen.et sp.indet

イタボガキ科 Ostreidae

マガキ   Crassο s″ 9α 殷砕s(Thunberg)

棘皮動物門   Ech� Odermata

ウエ綱     Echinoidea

エキメスロ  EchinOida fam.indet

脊椎動物門

硬骨魚綱

スズキ科

スズキ

Vertebrata

Osteichthyes

Serranldae

Lα ttο ttb″
`魔

ブapοηtC2S(Cur� er et Valenciennes)

コイ希キ    Cyprinidac

フナ    働 rsslvs c″αttS Subsp.indet

ウグイ属   TrLbりああ
'Sp.Indet

サケ科    S』 mOnidae

ニシン科    Clupeoidei

マ イ ワ シ   Sα r」iEoP2s胞 9JC20S脆 施 (Temminck et Schlegel)

フグお斗      Tetradontidae ge■ . et sp. indet

アジ不半    Carangidae gen.et sp.indet

ギギ科    Bag� dae

ギバチ   Ps92あ b■部 ,力崩9,sね Dδ dettein

両生綱     Amphibね

力」■ルロ    Salientla fam. indet

爬虫綱     Rep■ lia

トカゲロ    Squamata

ヘビ科     Colubridae gen. et sp. indet
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鳥 綱      Aves                          哺乳綱      Mammalia
ガンカモロ  Ansenformes                  ゥシロ (偶T4目 ) A�odactyla

ガンカモ科  Anatildac                    ィノシシ科  Suidae

ヒシクイ  ス,s?″ 力bαJES(Latham)             ィノシシ類 S密 ,crO/c subsp.indet

マガン   42s9T αJb力ο,s(SCop。li)              ィノシシ  Sぃ sはヵ J92ωり sЙtt Temmね ck

カモ類   Anas et al wildfowis               シヵ不斗    Cervidac

カモAタ イプ type A ニホンジカ 働p2,2Eppοη Temminck

カモBタ イプ Ⅲpe B                 ネコロ (食肉目) Camivora

カモCタ イプ サpe c                ィメ科    Canidac
カモDタ イプ type D タメキ   Ⅳヵ腕 ″施s prOりο″οだ9s Gray

キジロ    Galliformes                  ィタチ科   Mustelidae

キジ科    Phasianidae                   ァナグマ  4r9カs腹んs Linnacus

キジ属   Ptts,α ,zo sp.indet                  ヵヮゥソ  L″」ra Jv″α Linnaeus

スズメロ   Passeres                     クジラロ 鰭 脚目) Cetacea Fam.indet

カラス属  Co抑2s sp.indet                 ネズミロ (蓄歯目) Rodenda

ワシタカロ  Falconiformes                  ネズミ科   Mu� dae

ワシタカ科  Accipi"idac gen.et sp.indet            ハタネズミ M静o肱。婉οηttbJJE(Miline―Edwards)

アビロ    Gaviiformes                   モグラロ   InsecivOm fam.indet

アビ科    Gaviidae gen.et sp.indet

また、金属フルイによる水洗選別を実施したⅨD区15a層出土資料について、動物遺存体の重量組成を第 2表に

示す。重量は貝類が最も多 く、哺乳類がそれに次ぎ、鳥類、魚類、両生類、爬虫類はかなり低い値である。この値

は縄文時代晩期の淡水性貝塚である中沢目貝塚 (須藤編 1995)と 比較すると、哺乳類のしめる率が圧倒的に多 く、

哺乳類の消費量が高かったことがうかがわれる。

第 3表 サケ科魚類椎骨横径およぴ椎体長

部 位 椎 体 横 径 椎 体 長

中在家南遺跡

出土サケ科

尾椎

腹椎

(1082)

5.53

5 04

5.80

4.63

5.02

7.39

4.37

4 32

4.35

3.85

3.50

田柄貝塚

(阿部他1986)

尾椎あるいは腹椎 2.6-14.0 2.0ハ▼10.2

(単位はllull、 ()は復元値 )

1)貝類……軟体動物門 Molluscaい 4表 )

斧 足 綱 Pdecypoda

出土した貝類の多 くは破片となっており、イタボガキ科の貝類の破片が多 く含まれている。また、カルシウム分

第 2表 中在家南遺跡出土動物遺存体重量組成 (熱変化別集計単位は g)

哺 乳 類 鳥  類 両 生 類 爬 虫 類 魚  類 貝  類

ノーマル

(熱変化無し)

460.92 11 85 0.30 0.30 4.41 559.3

受熱―黒色化― 11.10 0 0.28 10.00

受熱―白色化― 33.50 0 0 0.33
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が溶脱 し、殻皮のみが残っている貝類 も多 く検出された。さらに、一部の貝殻は火を受けたため、黒灰色に変色 し

ている。

これ らの貝類の生息域は淡水から汽水、鍼水域 にわたっている。検出された貝類は、全て斧足綱であったが、水

洗選別資料 を増加させることによって、腹足綱の検出の可能性 も残 されている。

イシガイ科 Unionidae

イシガイ し物ん あ堅協s力ι%ヵθ%ι%SA Martens

イシガイ科の中で、擬主歯と側歯を持つタイプの種類である。全国の池沼、河川、クリークなどの砂泥底、砂礫

泥底に生息する (紀平 1990)。 縄文時代晩期の淡水性貝塚である中沢目貝塚では主要貝種のひとつである。

資料はいずれも殻皮のみが残存していた。淡水に生息する貝類であることから、濤中で死んだ個体の可能性 もあ

るが、多くの食料残滓と共伴したことから、食用にされた可能性 も高い。その場合、河川のような流水域や田画の

ような止水の淡水域で採捕されたと推定される。

ⅨD区15a層から左殻が 2点、右殻が 6点、左右不明の破片が 1点出土している。

仙台湾周辺の縄文時代の淡水Jl■
貝塚で主体 となる貝種であり、弥生時代にも水田や濤などから採捕され、盛んに

食用としていた可能性がある。

マルスダレガイ科 Venendae

ハマグリ ″%勃ケ 嫁 ο物 (Rodding)

北海道南部以南の潮千帯や浅海の砂泥底に生息する(奥田 1980)。 仙台湾の縄文時代貝塚で多 く出土する貝類で、

田柄貝塚でも主体貝種のひとつである。Ⅸ区15a層から左殻が 1点、右殻が 2点出上している。

シジミガイ科 Corbiculidae解%.″ ψ.励諺サ

殻皮ではシジミガイ科が多 く出上している。主歯が完存しなかったため、種の特定は困難であるが、殻皮の表面

はヤマ トシジミに類似している。

このシジミ科 として同定した資料には、マシジミ Cοわ〃筋力 (働ん″ク〃励αι)滋筋αとヤマ トシジミ C.デ妙Ottt働

が含まれている可能
′
l■がある。

マシジミは、日本全国の河川、池沼の砂泥底、砂底、砂礫底に生息する (紀平 1990)。 ヤマ トシジミは、日本全

国の河口や、潟などの汽水域の砂泥底に生息する (紀平 1990)。 いずれも仙台湾周辺の縄文時代貝塚で多 く出土す

る貝類である。

Ⅸ区15a層から、左殻が 5点、右殻が 3点、左右不明の破片が 1点出土している。

イタボガキ科 Ostreidae

マガキ 9盗 sθsttα 解顕s(Thunberg)

殻頂部が残存していた個体のほとんどはマガキであり、イタボガキ科の貝殻と同定された資料の多 くもマガキと

考えられる。出土資料にはカキどうしが付着したものや、植物に付着していた痕跡を残すものがみられ、内湾砂泥

底、カキ礁などで捕獲されていたことが推定される。出土資料には左殻・右殻ともに含まれ、15層中では左殻が 6

個、右殻が 4個、不明が 5個検出されている。

戯水性貝類ながら同定された資料数は貝類の中で最 も多 く、淡水性只類のイシガイよりも6個体 も多 く、中在家

南遺跡での主体貝種 といえる。

また、一部の貝殻に黒色の変化や黒色あるいは茶褐色の膠着物質がみられた。これらの資料は破片が多 く、付着

部位が不明確なものが圧倒的であった。この物質がどのような性質か、特にイタボガキ科の貝殻 との関係について

石巻専修大学大越健嗣先生に以下のようにご教示を頂いた。

1.貝殻の一部が黒色～茶褐色を呈している状況がみられる。
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2.変色部の周辺が茶、中心に近い部分が黒色のものがみられる。

3.変色は貝殻内表面および外表面に認められ、内面 (殻質層中)に はみられない。

4.変色は特定の部位にみられるものではない。

5。 変色していない部位の貝殻構造は比較的保存されており、電子顕微鏡レベルで葉状構造の確認は容易であった。

6.変色部位は葉状構造が保存されておらず,葉状の薄板がところどころにみられるものの全体的には平坦で構造

がはっきりしていない。また、葉状構造に黒化などはみられない。

葉状構造は電気炉で550度 1時間加熱しても構造は保存される (大越 未発表)こ と、また、葉状構造に黒化など

はみられないことから、カキの貝殻構造が熱などにより変化して黒化したものではなく、有機物など何らかの外来

物をともなった変化であると推定された。

以上の結果から、貝殻各部表面の変色 と膠着物質の付着は、貝殻が熱などによって変化。変成したものではなく、

外来物の付着によって生じたことがうかがえる。この外来物は、10倍程度の光学レンズによる拡大像の検討では、

火にともなう炭化の痕跡のようにみられることから、焼仕蛎のような力日工調理段階でカキの身のタンパク質が変

化・変質して貝殻に付着した可能性 も考えられる。しかし、残存する黒色の膠着物質は極めて微量で分析が困難で

あった。

2)棘皮動物門 Echinodermata 彿 5表 )

ウニ綱 Echinoidea

エキヌスロ Echinoida famo indet

ウエ綱のうち18種類の生殖巣が食用になるといわれる。ⅨD区15a層から水洗選別で殻板が検出されている。資

料は小破片であったため同定は困難であったが、エキヌスロと考えられ、中でもムラサキウニ 42励ο励 淋

ι協∬彬蕨αに似ている。多 くは火を受けて灰色に変色している。

3)魚類……魚上綱 Pisces(第 7表 )

魚類は 1綱 4科 3属 1種が同定された。検出された魚類のほとんどは水洗選別資料から検出されている。多 くは

ビビアナイ トが析出し脆弱になっている。

中在家南遺跡では淡水から海水域に生息するスズキが最も多 く出上しており、海水域に生息するカサゴ科、ニシ

ン科、フグ科、淡水域に生息するコイ科、河川に遡上するサケ科が含まれている。

硬 骨魚綱 Osteichthyes

スズキロ Perciformes famo indet

真骨魚類中最大のグループであり (益田他 1984)、 生息域や生態は多様である。

スズキロと考えられるほぼ完形のウロコがIXD区 15a層の水洗選別資料から検出された。前後縁が欠けているた

め種の特定はできなかったが、前縁の濤条の状況、後縁の棘の状態からスズキロと推定される。

スズキ科 Serranidae

スズキ Lα″ο励肱筋 ′砂οη〃熔 (Curvier et Valenciennes)

日本各地の沿岸に生息している。スズキの生態は複雑で、季節的に生息域を移動する特性を持っている。淡水域

や河口付近の汽水域、水深20m以浅の浅所に未成魚が移動しているのは 7～ 9月 で、成魚が浅所に生息するのは 4

～ 9月 であるとされ (小坂 1969)、 ヤスや釣針、漁網を利用した弥生時代の漁携活動では、浅所に生息する春から

秋 (4～ 9月 )に捕獲されたと考えられる。

ⅨD区、15a層を中心として40点 出上している。15層からは腹椎11点、尾椎■点、右方骨、副蝶形骨、鋤骨、基
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後頭骨、右前上顎骨、右歯骨、右口蓋骨、左後側頭骨、右角舌骨が各 1点、および左歯骨、右前無蓋骨、右後側頭

骨が各 2点検出されている。出土状況の詳細は第 6表に示す。

サケ科 SalmOnidae

サケ科魚類は、基本的に卵発生と幼A期を淡水域で、未成魚期から成魚期にかけて海域で成長する生活史を持つ

が (益田他 1984)、 河川残留型もみられる。

ⅨD区15a層から神経棘 と尾椎 5点、腹椎 1点が出土している。

縄文時代貝塚から出土するサケ科の遺存体の多 くは、椎骨の破片である (須藤他 1984,85、 阿部他 1986)。 しか

し、中在家南遺跡から出土する全ての椎骨は、椎体のほぼ中央に直径 2 11ull前 後の孔がみられる。この孔は一気に開

けられたようで、一部は中軸をずれており、人為的にあいた孔と考えられるが、孔に擦れた痕跡はみられず、紐を

通して利用した様子はうかがわれず、骨製品として利用するため意図的に作られた孔なのか、カロエ調理の際に加え

られた処理による孔なのか不明である。

椎体の大きさは第 3表に示すように中型クラスの椎骨が多 くみられた。現在のサケ科魚類の分布から、サケ属

0堅ο効ノηθ力体 では、サケ (シロザケ)0.力ι力、ギンザケ 0.々た%″力、サクラマス (ヤマベ)0。 物盗οπ、イワナ

属 肋み滅 体 では、アメマス (エ ゾイワナ)S.力 %ιοttα効た、イワナ S.夕励υケ塔 が含まれる可台ヒ′Lが高い。

一方でサケ科魚類に多 くみられる顎歯は、水洗資料からも一片も確認できなかった。このことは、この地点に頭

部の部位骨が廃棄されることが少なかったことを示しており、少なくともこの付近にはサケの加工処理場は形成さ

れていなかったと考えられる。

コイ科  Cyprinidae

ⅨD区15a層から左主縄蓋骨と尾椎が出上 している。いずれも破片のため種の特徴が明確でないことから、コイ

科 としたが、フナの部位骨 との類似性がみられたことから、フナの部位骨の可能性も高い。

フニオ Gα /ss力港協紹力俗subsp. indet

全国の河川、湖沼の止水域に生息している (中村 1963)。 骨格による同定では亜種レヴェルの同定は困難なこと

から、フナ Co α%紹叛;subspo indet。 とした。特に、中在家南遺跡の立地する東北地方の仙台平野では、河川の下

流域や湿地帯、沼沢に生息し、河口部にも進出するキンブナ C.αo s"ψ。あるいはギンブナ Co α.物窪磁″″ で

ある可能性が高い。

フナは深所で越冬 し、 3～ 6月 にかけて産卵期を迎え、浅所に集合して産卵を行う。これが「のっこみ」 といわ

れる現象で、これを利用して大量に捕獲する漁法が知られているが、ほぼ周年にわたって捕獲することが可能であ

る。

水洗選別を実施したⅨD区15a層 から右主縄蓋骨 と左方骨が出上している。仙台湾周辺の縄文時代の淡水性貝塚

では主体 となる魚種であり、引き続き弥生時代にも利用されていたことがうかがわれる。一方で、出土量は少なく、

本遺跡では水田も含む内水域漁携活動があまり盛んでなかった可能性がある。

ウグイ属 多功θんあ%sp.indet

骨格のみではウグイ T.物誘ο%ιηsた と、マルタウグイ T.力露α%勤並″やエゾウグイ T.クθιを区別すること

は困難であり、本属 として集計されたものにはこれらが含まれている可能性がある。

ウグイー種にも降海型と淡水型がある。ウグイ属は、生息環境が広 く、河川上流から河田部、湖沼、沿岸域にま

で達する。冬は浅所の中層に群集し、極寒期には物陰に潜んで越冬する。食性は雑食性である (中村 1963)。 産卵

期はいずれも春から初夏にかけての 3月～ 7月であり、「のっこみ」をみせる。本種もこの時期にこの習性を利用す

ると多獲することが可台とである。

ⅨD区15a層から右咽頭骨と腹椎が出土している。仙台湾周辺の縄文時代の淡水性貝塚では比較的出土量が多い

205
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魚種であり、弥生時代にも引き続き利用されていたことがうかがわれる。

ギバチ Ps物あ″♂雰 力協%誌 Doderlein

本州 (東北および関東地方、日本海側では更にやや西まで分布)と九州に分布する。河川の中、下流、湖沼の浅

所に生息し、食性は動物食である。仔稚魚は、秋には大きい河川の深みに下 り、翌春出水とともにガWIIに も下ると

されている。産卵期は 6～ 8月 で石の下面などの暗所に産卵する (中村 1963)。

仙北湖沼地帯の淡水性貝塚に特徴的な魚種であるが、本遺跡での出上量は極めて少なく、ⅨD区15a層 から左舌

顎骨 (血1685)が出土したのみである。

マイワシ &Иttψ笏 物ι協%θS廃勿 (Temminck et Schlegel)

日本各地沿岸の表層を遊泳する。春から夏に沿岸に沿って北上したものが仙台湾に出現し、10月 頃まで滞在し、

その後南下して越冬回遊を行う (松原、落合 1983)。 南三陸では6～11月 に水揚げ最盛期を迎えることが知られて

おり(酒井 1986)、 春から秋にかけて漁獲された可能性がある。大量に捕獲できること、栄養的にも優れた面を持っ

ている魚種である (益田他 1984)。

仙台湾周辺の海岸部貝塚では出土量の多い魚種の一つであるが、中在家南遺跡ではⅨD区15a層から腹椎が一点

(No1571)出上したのみである。

フゲ琺  TetraOdol止 idae gen. et sp. indet

日本各地に生息する。現在の宮城県海域ではトラフグ、クサフグ、コモンフグ、マフグ、ヒガンフグ、クロサバ

フグが漁獲されることが多 く (大森 1993)、 特に出土骨破片が大きかったことから、 トラフグの可能性が高いが、

資料が破片であったことから属以下の特定は困難であった。皮、内臓、卵巣に毒を持つものが多 く、一般的に食用

にするには特定の処理技術が必要である (益田他 1984)。 仙台湾周辺の縄文時代の海岸部貝塚では、比較的多 く検

出されており、縄文時代には既にフグを食用にするための処理技術があったと考えられている。弥生時代にもこの

ような食法が受け継がれたことがうかがわれる。フグ科魚類は春から夏の産卵期に内湾や沿岸に接岸し、捕獲が容

易であることから、この時期に漁獲された可能性が高い。Ⅸ区15a層から歯骨の破片が 1点出上している。

種不明魚類……目不明硬骨魚 Osteichthyes Ordo.Indet.

日以下が分類できなかった硬骨魚類の円鱗がⅨD区15a層 から出上している。focusはほぼ中心にあり、anterior

ieldと posterior ieldの 濤条、隆起線は同心の精円形を呈する。

4)両生類……両生綱 Amphbia(第 8表 )

カエルロ Salientia famo indet

全国の内陸部に広 く分布する。現在でも本貝塚周辺に生息しているので、当時生息していたものがまぎれてはい

り込んだ可能性もある。

小形と大形の両タイプがみられ、そのうち大型のものはヒキガエル科ヒキガエル B2/9う2/9鬼″%ゲοι侭の部位骨 と

類似しており、小型のもので特徴が明確な部遺骨はアカガエル科 Ranidaeあ るいはアオガエル科 Rhacophoridae

の部位骨に類似していた。これらは特に水洗資料から多 くが抽出されている。

ヒキガエルは、本州、四国、九州の平地、山地に生息する (内田 1979)。 アカガエル科は、比較的小形のカエル

である。中在家南遺跡では、 トノサマガエル Rttα %秒 %α肋物″や、 トウキョウグルマガエル 只αηα う%υヵοカ

タο℃W、 ニホンアカガエル R物,ブ砂ο%ゲεα、ェゾアカガェル賀α%α θ力ι%sttι %sた などが含まれる可能性がある。

5)爬虫類……爬虫綱 ReptiHa 悌 9表 )

rヽ とゴ不斗 Colubridae gen. et spo indet
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日本各地に生息する。現在でも中在家南遺跡周辺に生息しており、共伴するカエル類やネズミ類などを捕食して

いた個体がまぎれ込んだ可能性 もある。しかし、一個体がまとまって出上しない点から、弥生時代にも食用とされ

た可能性が高い。

6)鳥類……鳥綱 Aves(第 10表 )

ガンカモ科が最も多 く19点出上しており、鳥類 と同定された資料のうち、38.0%を しめる (目 以下が同定されて

いる資料では70。 4%)。 その内訳は、カモA類で 7点 (14.0%)、 カモB類で 2点 (4.0%)、 カモC類で 1点 (2.0%)、

カモD類で 1点 (2.0%)を しめ、ヒシクイが 3点 (6.0%)、 マガンが 5点 (10.0%)を しめる。また、キジ科が 4

点 (8.0%)、 アビロが 1点 (2.0%)、 カラス属が 1点 (2.0%)、 スズメロが 1点 (2.0%)、 ワシタカ科が 1点 (2.0%)

出土している。

ガンカモ科 Anatidae

ガンカモ科は、日本では48種が確認されている (高野 1982)力 、ゞ各種骨格は類似しており、部分的な部位骨の特

徴から種まで特定するのは困難である。特に、カモは本来雌雄で大きさが異なるので、単純に大きさで種を決定す

ることは困難であることから、カモAタ イプからEタ イプに分類した。分類の基準とする体長 と種・分類名の関係

を第 1図に掲げる。この分類方法は従来の常法であるが、マガンより大きい個体の一部には別のガン類が含まれる

可能性 もあることから、文中にそれらの種を付記した。

以下に生態に関する知見を記述し、同定基準について述べる。その際に言及した上腕骨全長は原生標本から割 り

出した値であり、部位骨の同定に際しての大きさの目安である。

ヒシクイ 42sιγヵうα胎 (Latham)

10月 の初め頃、全国の湖沼、海岸に飛来する。夜は水上で休眠し、朝夕に水田畑地などに出て摂餌する(内田 1979)。

全長は現生のもので83cmである (高野 1985)。 上腕骨全長は現生のもので150～ 200111111程 度である。

これに同定されたものにはハイイロガン4%sιγ α%sをγが含まれている可能′
l■がある。

いずれの種にしても仙台周辺では冬季を中心として飛来することから、捕獲された可能性が高い。

ⅨD区15a層から左尺骨、左右上腕骨が出上している。

マガン 4%sιγ赫物%%s(SCOpoll)

10月 の初め頃、全国の湖沼、海岸に群生し、翌春 3月 頃北に帰る (内田 1979)。 雑車、穀類を摂餌 し、小量の動

物質の餌をとる。朝夕 2回、海上や見通しのよい耕地などで摂食する (内田 1979)。

全長は現生のもので72cln(高野 1985)、 上腕骨全長は現生のもので100～ 1501nlll程 度である。

これに同定されたものの中には、コクガンBttη″うι町″力、シジュゥカラガンB紹%協 翻%α虎%sλ が含まれてい

る可能性がある。現在個体は少ないがハクガン 4η dιγ防物 燃じιηsも 飛来する例が報告されており (日本野鳥の会

宮城県支部編 1992)、 これも含まれている可能性がある。

いずれのガン類 も仙台周辺には冬季を中心 として飛来する種であることから、冬季に捕獲された可能性が高い。

ⅥⅡ区15a層から鎖骨、15C層から胸骨、ⅨD区15a層から右上腕骨、左大腿骨、左胚骨が出上している。

カモ類 Anas et al.

現在、仙北湖沼地域の伊豆沼周辺では29種が確認されており (伊豆沼、内沼環境保全学術調査会 1988)、 それら

の多 くは冬季に飛来するガンカモ科であることから、出上した本資料の多 くも冬季に飛来した可能性が高いと考え

られる。出土状況は第10表 に示した。

カモAタ イプ :マガモ、カルガモ、コオリガモ、ビロードキンクロ相当

全長は現生のもので60cm程度である。上腕骨全長は現生のもので90～ 100111111程度である。
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カモBタ イプ :ヒ ドリガモ、ハシビロ|ガ
イ
モ、クロガモ相当

全長は現生のもので559dlyE度である。上腕骨全長 は現生のもので75～ 901un程度である。

カモCタ イプ :オ カヨシガモ、オシドリ、ヨシガモ相当

全長は現生のもので48cm程度である。上腕骨全長は現生のもので60～75mm程度である。

カモDタイプ :ス ズヵモ、ホオジロガモ、ミコアイサ、キンクロハジロ、シノリガモー相当

オオハグチヨウ

ヨハタチョウ

′`イイロガン

とシクイ

|オチガガモ

帝ガン

カフアイサ

ハクガン

シージュフカラ
ガン

ア″ツタシガモ
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第 1図 ガンカモ科島類の体長と部位骨分類の対応
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全長は現生のもので45cm程度である。上腕骨全長は現生のもので50～60111111程度である。

キジ属 身 体力妨力ι sp.indet

骨格の大きさから、キジP.εθんじカゲ外、ャマドリPo sοゼ%%ι夕ηη舟鎌 が含まれている可能r14がある。この 2種は

大きさも近似しており分別が困難な所からキジ科 として同定し、各種の生態について以下に個別に述べる。いずれ

も留鳥で、周年捕獲が可能である。また、同じキジ属の家禽であるニワトリQ〃熔 評 JJ熔 ヵ物盗廃雰 は検出され

なかった。ⅨD区15a層から左鳥回骨、ⅥⅡ区15層 とⅨD区15a層から左上腕骨、Ⅸp区15a層から左胚骨が出上し

ている。

キジ 銑 力%雰

“

笏たんん熔)υι姑〃θんγ Viellot

平地や山地の草原、雑木林に生息し、 4～ 7月 に地上に枯れ草、枯れ葉などを敷いた産座を作 り、抱卵、繁殖す

る留鳥である (内田 1979)。

仙台湾周辺および三陸沿岸の縄文時代貝塚で多 く出土する鳥類の一つであり、弥生時代にも盛んに捕獲されてい

たことが明確になった。

ヤマ ドリ 〕物説物熔 sοゼ%ηιγ%夕τ歩ゲTemminck

ヤマドリはキジとほぼ近い生息域を持ち、繁殖習性も似る留鳥である。 (内 田 1979)。

スズメロ Passer famo indet

非常に小さい遺存体のため、同定は困難であった。陸棲の小鳥の仲間である。縄文時代の遺跡からも中沢目貝塚

や田柄貝塚のようにスズメロの遺存体が出土することがあり、小型鳥類を対象とした鳥猟が行われていたことが推

定されるが、弥生時代にも引き続いて小型鳥猟が行われたと推定される。特にⅨD区15a層 で出土したスズメロ

(配1680)の左中手骨はハタオリドリ科のスズメ Ppss″ %ο%″%熔 やニュウナイスズメ Pttιγ効瘍肋sに極めて

類似している。ただし、参考にした現生標本ではスズメロの標本が数少ないことからスズメロの同定に止めた。ス

ズメは日本全国に留鳥 として生息し、地上で草の種子や穀類などの農作物などを食べるが繁殖期には昆虫も多量に

捕食する (高野 1982)。

ワシタカロ Falconiformes

ワシタカ科 Accipitridae gen.et sp.indet

日本では13種が繁殖している (高野 1982)。 ⅨD区15a層から左睡骨の遠位端 (No1384)が 出土した。特徴が不

明確であったため種は特定できなかったが、仙台平野周辺に生息した可能性のあるミサゴ物 ″οη協腸ゼ嫁 、ォジ

ロワシ河
"カ

カ姻 α乃″滋 、ォォヮシ rカカα3魅タテはケ膨俗、イヌワシ 4?%ゲテαεカタ
"α

ιヵs、 クマタカ彰″α笏周 ηわα力%‐

Sた、ハチクマ攪物蓉 ψ ttο %否、 トビ励 鶴 %悠紹%s、 サシバ β妨盗蕨γ勿励 、ノスリBttω う傷″ο、ォオタカ

4θθカゲ″γ彫%″ぬ、ハィタカ 4θοヵケ″γ%たι然、ツミ4θιゎゲ″γ酔 励お のいずれかと考えられる。表面に解体痕が

残されており食用とされたと考えられる。

アビロ Gaviiformes

アビ不斗 Gaviidae gen. et sp. indet

ⅨD区15a層から左中足骨近位端が出上している(血 1380)。 これも特徴が不明確であったため種の特定ができな

かつたが、仙台平野に生息した可能性のあるアビ G,υ力 s″協ヵ、シロェ リオオハム G.″じ″能、オオハム G.

″
"能

、ハシジロァビ G.αヵ夕体″のアビ属の可能性が高い。ただし、出土資料は比較的小型であることから、ア

ビに最も類似している。仙台周辺ではこれらの鳥類は冬に飛来する (高野 1982)こ とから、冬季に捕獲されていた

可能性が高い。

7)田甫乎醸頁・中"●Π甫季日個 Mammalia (第■表)
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哺乳類 と同定された資料の内、ニホンジカが573点 (哺乳類全体の37.9%、 日以下まで同定されている哺乳類では

60。 2%)、 イノシシ類が305点 (哺乳類全体の20.1%日 以下まで同定されている哺乳類では32.0%)を しめ、主体 と

なっている。

次いでネズミ科が44点 (哺乳類全体の4.6%)、 タヌキが19点 (哺乳類全体の2.0%)を しめている。その他には、

クジラ、モグラ類、カワウソ、アナグマが出土している。

特に師による水洗選別資料ではネズミの出土率が極めて高いことがうかがえる。

このような哺乳類の構成は、仙台湾周辺の縄文時代遺跡 と似ているものの、イノシシ類 とシカに偏 る傾向が強い

遺跡の一つといえる。

イノシシ類 Sas s微″ subspo indet

イノシシは本州以南の森林地帯に群れをなして生息している (岡田他 1960)。 本種は亜種として本州、四国、九

州に生息するニホンイノシシStt sθ資ヵ ル%εθ聖Ⅳ蕨、南西諸島に生息するリュウキュウイノシシ So sο拗 陶ク‐

筋筋%熔 が設定されているが、日本各地でブタと交配し一部は野生化している通称イノブタなどもかなり広くみら

れる。遺跡出土イノシシ類資料について、松本彦七郎、直良信夫は更新世から縄文時代にかけてみられる大形のイ

ノシシをニッポンイノシシS.″″ο疵 銹 およびその系統のミコトイノシシS.%狗力%た などと分類したが(松本

1917、 直良 1968)、 これには反対意見も多く、現在のニホンイノシシと連続的なものであるとする考えも強い (林

1983)。

本報告では、ブタ S.sι彬 力熔 肪然 も含むカテゴリーとしてイノシシ類 S.s.subsp.indetの 名称で報告す

る

ニホンイノシシは雑食性である。脚が短 く、雪深い地域には適していないことから、豪雪地帯には生息が難しい

(常田 1982)。 現在東北地方に生息するイノシシは少ないが、江戸時代には生息数が多 く各地で食害が深刻であっ

たことが知られている (遠藤 1994)。 仙台湾周辺の縄文時代遺跡からはイノシシが多量に出土してお り、広 く生息

していたことがうかがわれる。

冬の 1月 頃に発情・交尾期を迎え、 4～ 6月頃に 3～ 8頭が出産される。特に繁殖力が旺盛な哺乳類であり、狩

猟圧にも比較的強いが、気候条件に左右されることがある (林 1983)。

出土状況については第11表 に示す。集計の際はイノシシ類はイノシシという名称で表示し、イノシシ類かシカの

骨格か分類できなかった資料は、「イノシシ orシ カ」 と表示している。

イノシシ類の骨格を比較するために、西本他 (1994)と 同様に出土上腕骨遠位端・撓骨近位端・胚骨遠位端の最

大幅を計測・集計した (第 2図 )。 各部位 とも、他の遺跡 と同様中在家南遺跡出土資料は不明確ながら二峰程度の多

峰性がみられる。また、大きさのレンジは福井県鳥浜貝塚 (縄文時代前期)、 千葉県山武姥山貝塚 (縄文時代晩期)、

愛知県伊川津貝塚 (縄文時代晩期)出土資料の中にほぼおさまり、ピークの傾向も類似しており、頑強な骨格をもっ

た個体群であったことが推定される。

また、田柄貝塚出土資料 と比較すると上腕骨遠位端最大幅、胚骨遠位端最大幅は平均 3 11ull程 度小型である。ただ

し、撓骨近位端最大幅はほとんど違いがみられない。

部位別出土量を第 4図に掲げる。中沢目貝塚資料 (須藤編 1995)と 比較すると中手・中足骨の破片などが著しく

少ない。一方、中沢目貝塚資料 と比較すると踵骨 。距骨・尺骨近位端が著しく多 く出上している。これらの部位骨

は、大型あるいは丈夫で保存が良好な資料が多い。これは、前述するように目視で採集された資料が多いために生

じたサンプリングの歪みである可能性が高い。

イノシシ類の年齢構成は第 2節 1に 、形質的特徴は第 2節 2に詳説する。

ニホンジカ 働ηtt η貌″η Temttinck
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日本全国の森林、草原地帯に生息。草食性。ニホンジカは一亜種 C.%.″″ο%に まとめられることもあるが、

6つ の亜種に分類し、本州産のものをホンシュウジカ Co η.ειη婉 除 とする分類 もある(大泰司 1983)。 本報告で

はニホンジカ C.力抄θ%と して記述する。

ニホンジカは秋から冬にかけて、10数頭前後の群れをなして生活するが、それ以外の時期は、雌は若い雄やその

年生まれの子 と群れをなし、雄は別の集団をつくる(岡田他 1960、 林 1968)。 発情期は10月 がピークで 1カ 月程度

である。多産なイノシシと異なリニホンジカの産子数は通常 1子である (阿部他 1994)。 日光などの多雪地帯では

季節的な移動を行うものがあり (小林 1978)、 金華山、奈良公園などのような閉塞的環境で生息する個体群 と異な

り、体格も大きな優勢個体群を形成している。縄文・弥生時代の東北地方でもこの中在家南遺跡をはじめ多 くの遺

跡から体格の大きい個体が数多 く出上しており、優勢個体群が生息した可能性が高い。

出土状況については第■表に示す。

中沢目貝塚H13区

5   4   3   2

第 4図 イノンシ類部位別出土量 (個数 ) 中沢目貝塚のデータは須藤編 (1995)に基づく
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中在家南遺跡出土ニホンジカの骨格を西本他 (1994)と 比較するために、出土上腕骨遠位端・撓骨近位端・睡骨

遠位端の最大幅を計測し集計した (第 3図 )。 各部位 とも、他の遺跡 と同様中在家南遺跡出土資料は不明確ながら二

峰性がみられる。また、大きさのレンジは福井県鳥浜貝塚 (縄文時代前期 )、 千葉県山武姥山貝塚 (縄文時代晩期 )、

愛知県伊川津貝塚 (縄文時代晩期)出土資料の中にほぼおさまり、ピークの傾向も類似 している。

また、田柄貝塚出土資料 と比較すると上腕骨遠位端幅は平均 3 1nll程度小型である。ただし、撓骨近位端最大幅 と

腫骨遠位端最大幅はほとんど違いがみられない。

部位別出土量を第5図 に掲げる。これによるとイノシシと同様比較的大型の部位 と、比較的丈夫で保存性が良好な

部

EぼЭs,青 L三曽急ンノシシよりも多いが整菫音の全体の形状を推定することのできる頭蓋骨資料は少なく、

Ⅷ区15C層 から出土したNo1437(♀ :7.5歳以上)一点のみである。この資料は破損 と歪みが激しかったため樹脂で

保存処理をするとともに、径 l lmll程 の木質材で補強した。ほぼ同年齢の宮城県金華山産や奈良公園産ニホンジカと

比較すると一回り大きい優勢個体である。他にも血1433、 1443、 1445、 1449な どの頭蓋骨破片が大きい骨格を示し

ている。

ニホンジカ遺存体の年齢構成は第 2節 1に詳説する。

タヌキ (ホ ンドタヌキ) Ⅳ力″%妨ιs夕陶りο%οゲ″ιS Gray

日本全国に生息する。水辺の草地付近の森や、下生えの茂った森などに生息する (林 1968)。 雑食性で、 5～ 6

頭の家族単位で暮らしている。

仙台湾周辺の縄文時代貝塚比較的多 くみられる哺乳類の一種である。

ⅨD区15a層から右下顎犬歯、下顎第 2切歯、左下顎第 1後臼歯、左下顎骨破片 4点、右下顎骨破片 3点、頚椎、

第 1頚椎、第 2頚椎、左前頭骨、左右側頭骨がそれぞれ 1点出上している。特に右下顎骨 (No1261)は比較的大き

なオスと考えられる。

アナグマ Mctcs%あ Linnacus

本州、四国、九州の山地下部から丘陵部の森林 。潅木林地帯に生息し、 トンネルを掘 り集団で夜に活動する (阿

部 1994、 林 1968)。

仙台湾周辺の縄文時代貝塚で

'ヒ

較的多 くみられる哺乳類の一種である。

ⅨD区15a層 から成獣の左下顎骨 (配1263)が出土している。明確な加工・調理の痕跡はみられなかった。

カワウソ Ltta励焼 Linnaeus

カワウソは北海道から九州まで、対馬などの離島を含めた河川の下流部に生息した。河川の中下流部や湖沼から

沿岸部などに生息し、水中で魚類、甲殻類を、森林や草原などの陸上でノネズミ類、鳥類を捕食する (今泉 1983、

阿部 1994)。 日本の哺乳類で最 も絶滅のおそれの高い種である (阿部 1994)と いわれる。

現在では東北地方では絶滅した種であるが、縄文時代貝塚では

'ヒ

較的多 く出土する哺乳類で、田柄貝塚では22点

も検出されており、中在家南遺跡での出土も考え合わせると、仙台平野・海岸部に縄文時代から弥生時代にかけて

かなり多 く生息していたことがうかがわれる。

ⅨD区15a層から右下顎骨 (配1336)力 S出上している。この資料には、イヌの噛み痕が残されており、解体後イ

ヌの餌に与えられたことが推定される。

ネズ ミ科 Muridae

ネズミ科は哺乳類の中で最も種類が多 く分布 も広い。主に臼歯の様相からハタネズミが含まれることが判ったが、

多 くの遺存体は同定が困難であった。これらのネズミ科は地下道あるいは巣穴を作る種類が多いことから、自然に

混入した可能性が高い。特に共伴した動物遺存体の極めて多 くの骨破片にネズミによる噛み痕が残されていること
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が、 この地点で多 くのネズ ミが生息 していた ことを端的に示している。

ハタネズミ 〃わ,熔 物οη″うι筋

ハタネズミは雑食性で、本州、四国、九州に分布している。海抜1300m以下の水田の畦、畑、原野、河床、山林

に生息し、孔道は地中40～50cmに ある (内田 1979)。

ⅨD区15a層から出上した下顎骨にはカット・マークや火熱を受けた痕跡等がみられない。

モグラロ Insectivora fam.indet

地下生活に特殊化した小型の食虫類である (今泉 1983)。

出土資料は、モグラ科 Tapidae、 トガリネズミ科 Soricidaeで ある可能性が高い。

これらもネズミ科同様、地下道を作る種類が多いことから、自然に混入した資料である可能性が高い。

ⅨD区15a層から後頭骨 と右上腕骨が出上している。

クジラロ (鰭脚 目)Cetacea fam.indet

日本では海洋に生息する大型の哺乳類で、ヒゲクジラ亜目とハクジラ亜目に大別できる (今泉他 1983)。

クジラロの骨格は骨角器 として出土した他にも、Ⅷ区14層、15a層、15C層、Ⅸ d区15a層から部位不明骨幹部

破片が出土している。いずれの資料 も破片であることから種の特定は不可能であった。動物遺存体 として集計した

破片にも加工痕跡がみられ、本来骨角器だったものが破損した可能性もある。

仙台湾周辺の縄文時代貝塚から検出されることが多い哺乳類であり、縄文時代以来の捕鯨漁携が弥生時代中期に

も受け継がれていた可能性が考えられる。ただし、出土遺存体が部分的であり、クジラの全身がこの遺跡に持ち込

まれたとは考えられず、解体は別の場所で行われたと考えられる。特に、海岸部の集落から骨角器の素材・製品と

して搬入された可能性が高い。

第 2節 中在家南遺跡における生業

1 生業の季節性と技術的特徴
中在家南遺跡では貝類 と魚類は鹸水から汽水域に生息する種類が多 く出上しており、当時 4血程度離れた海岸部

と河口周辺から多 くの食料資源が調達されたことがうかがえる。特に多 くのマガキに観察される底質の痕跡は、水

生植物の茂った内湾の砂泥底が主な採集場所であったことを示しており、具体的には七北田川や名取川河口周辺の

干潟の可能性が高いと考えられる。シジミガイ科も、その周辺の河日から淡水域にかけて捕獲されたと考えられる。

また、淡水性のイシガイは河川や濤、水田で捕獲されたと考えられるが多 くはない。中在家南遺跡の付近には、そ

の他にもヌマガイやオオタニシなど淡水性貝類が生息した可能性があるが、全 く検出されておらず淡水性貝類の採

捕が低調であったと考えられる。

中在家南遺跡では、淡水から海水域に広 く生息するスズキが最も多 く捕獲されていた。漁携においても、貝採集

と同様に河口から内湾域が重要な領域であったことがうかがわれる。これらの小・ 中型スズキは夏季を中心として

河口付近の汽水域に生息することから、この時期に河口から内湾にかけて盛んに捕獲されていたと考えられる。

また、海水域に生息するニシン科、フグ科も捕獲されており、接岸期に捕獲されていたとすれば、スズキと同様

に内湾域で春から秋にかけて捕獲されていた可能性が高い。

河川に遡上するサケ科も捕獲されていた。中型サケ科魚類は秋を中心として湖河するサケと、春から秋にかけて

淡水域に生息する降海型サクラマス、夏から冬にかけて内水域に生息する降海型アメマスなどが主であったのでは

ないかと考えられる。中でも秋のサケの朔上は大規模であり、漁獲のピークは秋であった可能性が高い。

淡水域に生息するコイ科も捕獲されている。フナ、ウグイ属は春先に「のっこみ」を行 うことから、この時季に



多獲された可能性があるが、出土量が極めて少なく、春
mm 45

の淡水漁業が低調であったことがうかがわれる。

これらの主要な漁場は、遺跡周辺の内湾河口部から名     40
取川およびその支流の河川下流域、そして濤や水田など

が考えられ、貝類の採集地点との重なっている。特に、     35

中・小型のスズキが多いことから夏期を中心 とした漁携
最大長 30

が盛んであった可能性が高いと考えられ、マイワシやフ

グ科、アジ科などの魚類 もこの時期に捕獲された可能性     25
がある。

鳥猟はガンカモ科およびアビロという水鳥が多 く捕獲

されている。ガンカモ科がその大半であり、中沢目貝塚

や貝鳥貝塚などにみられる仙北湖沼域での縄文時代後・

晩期遺跡 との類似性がうかがわれる。しかし、哺乳類、

鳥類の出土率を貝鳥、中沢目貝塚 と比較すると鳥類の出
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第 6図 イノンシ類上顎第 3後白歯計測値

土量は極めて少ないことから、鳥猟は比較的低調であったといえる。猟場は河川、水田、湿地および河日、内湾域

であつたと考えられ、特にヒシクイ、マガンなどガン類 とアビロの捕獲は冬におこなわれていたと考えられる。ま

た、キジ科、カラス属、スズメロ、ワシタカ科のような陸棲の鳥類 も捕獲されており、多彩な鳥捕獲技術が保持さ

れていたことがうかがわれる。

哺乳類の中でも特に大きな体格をもつイノシシとニホンジカが捕獲哺乳類の主体 となり、全体の骨格が廃棄され

ている状況は、弥生時代中期にこれらの個体群が遺跡の比較的近 くに生息し、かつ高水準の狩猟技術で捕獲されて

いたことを物語っている。特にこれらイノシシ、シカの捕獲・運搬・解体には複数の狩猟・解体者が必要であり、

集団猟が実施されていたことをうかがわせる。

さらに、弥生時代中期のイノシシ・ シカ猟の状況を捕獲対象の年齢構成から検討してみる。

イノシシの年齢構成 (第 7図)は 2歳以上の成獣のしめる割合が最も多 く、若獣、幼獣の 2倍近 くである。この

ような年齢構成は田柄貝塚の状況と極めて類似 しており、成獣を対象とした狩猟が盛んであった様子がうかがわれ

る。菜畑遺跡のイノシシの年齢構成 (林 1986)と 比較すると、菜畑遺跡ではさらに成獣 と若獣がしめる割合が高 く、

成獣を対象とした狩猟が盛んであったことが明らかである。

一方、中沢目貝塚や沼津貝塚、伊川津貝塚では幼獣のしめる割合が 2倍近 く大きく、幼獣 も盛んに捕獲していた

ことがうかがわれる。この違いは、①狩猟技術・ 方法の相違、②狩猟対象の選択の相違、③狩猟対象となった個体

群の相違、などに起因すると考えられる。しかし、田柄貝塚 と中沢目貝塚、沼津貝塚で狩猟対象となった個体群の

年齢構成が大きく異なる可能性は考えられないことから、①、②による年齢構成の相違の可能性が高いと考えられ

る。特にトラップ (陥穴などの罠)を多用した場合、日で確認して狙う狩猟 と異なり、日だちにくく罠に弱い若齢

個体が捕獲される率が高 くなることから、狩猟対象の年齢は若齢化することが知られている。このような狩猟方法

の相違が、異なった年齢構成をもたらした可能性は大きいと考えられる。

また、弥生ブタが含まれる池上遺跡でのイノシシ類の年齢構成 (金子 1984、 林 1986)を みると若獣が幼獣、成

獣の2.5倍近 くも消費されており、中国新石器時代のブタをともなう河拇渡遺跡の場合 (金子 1984)は、成獣 4に

若獣 5程度の割合で若獣が多い。家畜を消費する場合、若齢で屠殺する方が経済的に負担が軽 く肉量 も多い。この

ことから、若齢が多い現象はイノシシ類を飼育 している証左 と考えられる。一方、中在家南遺跡で幼若獣の年齢構

成が低いことは、イノシシ類が飼養されていた可能性が低いことを示唆しているとも捉えられる。
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シカの年齢構成 (第 8図)は、 2歳以上の成獣のしめる割合が大きく、幼獣、若獣の 3倍を超 している。この状

況は中沢目貝塚、伊川津貝塚、縄文時代後期前葉の沼津貝塚 と類似しており、成獣を中心とした狩猟が盛んであっ

たことをうかがわせる。一方、沼津貝塚の後期後葉、晩期前葉、晩期後葉のシカの年齢構成 とは大きく異なってい

る。これも、上記の①、②、③の可能性が当てはまるが、これについても狩猟方法の相違が年齢構成の違いをもた

らした可能性が大きいと考えられる。

また、これらの年齢構成の検討から、イノシシ・ シカともに、成獣の多い年齢構成をしめすことと、体格の良好

な個体が多 くみられることから、優勢な個体群が存在し、成獣を対象とした狩猟が盛んに行われていたことが推定

さオιる。

2 中在家南遺跡出土イノシシ類の問題

形質的特徴……頭蓋骨

特に注目されるのはⅨD区15a層から出土した6.5歳前後の完形のオスのイノシシの頭蓋骨 (h1435:第 9図)で
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ある。これは東北地方の弥生時代遺跡から出上 した完形のイノシシ属の頭蓋骨 として七ヶ浜町東宮鳳寿寺貝塚出土

資料 (後藤 1965)と 並んで貴重な資料である。また、Ⅸ D区 15C層、Ⅸ C区15d層から出上 したイノシシの頭蓋骨

(No1434、 1436)は、土圧で大きく歪んでしまってお り、形質の検討が困難であった。

これらの頭蓋骨は犬歯の状況から全てオスで、自歯の萌出状況か ら成獣であることが判明した。特に完形の血 1435

は頭蓋骨全体の歪みが少ないことから、東北地方出土のオスのイノシシ頭蓋骨 と各種属性の比較を行った。比較 に

あたっては、西本 (1992)な どを参考に項 目をたてた。

①では「吻部の長さ」を検討するために、保存状況が良好な部位であった「犬歯から切歯骨遠位端先端」の長さ

〔Scale l:3〕

赤は加工痕を示す。

第 9図 イノンシ類頭蓋骨 (No1435Ⅸ D区 15a層出土)
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を,ヒ較 した。

②では、「鼻孔の大きさ」を検討するために、「鼻孔遠位端と切歯骨遠位端」のなす高さを「鼻孔の高さ」として

'ヒ

較した

③では、頭蓋骨の前後方向の短小化を検討するために、鼻骨から前頭骨にかけての側面観で確認されるストップ

を,ヒ較した。

④では、③前後方向の短小化にともなうと考えられる上下方向の仲長を検討するために、上顎臼歯のなす面から

の頭頂の高さを,ヒ較した。

⑤では、犬歯の萌出と歯槽の発達状況を検討するため、犬歯の大きさおよび、犬歯歯槽上部の羽状突起の高さを

比較 した。

⑥では、後臼歯の大きさの変化を検討するため、第 1か ら第 3後臼歯の歯冠最大長 (D�esch 1976,p40,Fig12d中

の28番)を ,ヒ較した。さらに、第 3後臼歯の歯冠最大長 (同図の30番)最大幅 (同図の31番 )を比較した。

まず、頭蓋骨の前面部分が残存する大木囲貝塚出上のイノシシCF44L4(宮城県七ヶ浜町大木囲貝塚資料展示館所

蔵 :オ ス5.5歳前後)と比較すると、

① 犬歯から切歯骨遠位端先端までの長さは大木資料が 9 1mll長い。

② 鼻孔の高さは大木資料が 711111高 い。

③ 大木資料の方がストップが弱い。

④ 欠損のため比較不能。

⑤ 犬歯は大木資料の方が大きいが、歯槽上部の羽状の突起は高さで 5 1ntl大木資料の方が低い。

⑥ Ml～M3の最大長は大木資料が10111111長 い。また、第 3後臼歯の長さは最も大きい値を示している。

田柄貝塚出土イノシシFP o CL40 26(阿部他 1986:p.621図 版23,東北歴史資料館蔵 :オ ス6.5歳前後)と比較

すると、

① 犬歯から切歯骨遠位端先端までの長さは 2 1nlll田 柄資料が長い。

② 鼻孔の高さは田柄資料が 8 1Hll田柄資料が大きい。

③ ストップは田柄資料の方が弱い。

④ 頭頂骨最大高は田柄資料が 3111m低い。

⑤ 犬歯は縄文時代当時に丁寧に抜去されており、比較不能。歯槽上部の羽状の突起は田柄資料が121mll小 さい。

③ Ml～M3の最大長は田柄資料が 7 1mll近 く長い。本資料以外にも田柄只塚出上の上顎第 3大臼歯を第 7図にプ

ロットしてみた。その結果、分布はグラフの左側に偏りがみられ、田柄貝塚の第 3後臼歯が比較的細長いことが看

取される。

下郡桑苗遺跡出上の西日本における典型的な弥生ブタとされる下郡桑苗遺跡出土資料 (大分県教育委員会所蔵資

料 :オ ス、成獣3.5歳前後)と比較すると、

① 犬歯から切歯骨遠位端までの長さは131o4下郡資料が短い。

② 鼻孔の高さは101nlll程 下郡桑苗資料が小さく印象的にも極めて小さい。

③ ストップは下郡桑苗資料が極めて強い。

④ 頭頂骨最大高は下郡桑苗資料が■lmll低い。

⑤ 犬歯は下郡桑苗資料は極めて小さく、歯槽上部の羽状突起は381Mllも 小さい。

⑥ Ml～3の最大長は4.211ull下 郡桑苗資料が長い。第 3後臼歯は、年齢が若いこともあってかなり小型である。ま

た、西本 (1992)が掲げるその他の下郡桑苗資料でも、長幅データは比較的小型の資料が多い、特に完形頭蓋骨の

資料では若千幅広の傾向を示している。
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以上の観察所見を要約すると、

① 吻部の長さは大木資料が明らかに長い。下郡桑苗資料が最も短く、中在家南資料と田柄資料は少し田柄資料

が長いもののほぼ同じ長さといえる。

② 鼻孔の高さは大木資料が最も高く、①とあわせて鼻が大きいといえる。田柄資料が次いで大きい。下郡桑苗

資料が最も低く、中在家南資料はその中間の値であった。

③ ストップは下郡桑苗資料が最も強く、田柄貝塚資料は弱く、中在家南は若干ストップがみられる。

④ 頭頂骨は、下郡桑苗資料が最も低く、田柄資料がそれに次ぎ、中在家南資料が最も高い。ただし、下郡桑苗

資料はこの資料群のなかで最も若いため頭蓋骨が小型であり、このような結果になったと考えられる。

③④を総合すると、下郡桑苗資料は明らかに在来のイノシシと異なったプロフィールを持っているが、中在家南

資料は中間的あるいはイノシシの老齢化にともなう頭蓋骨変形の範囲内に留まる可能性もある。

⑥ 犬歯は歯槽と上顎骨の羽状突起も含め、大木囲資料が最も大きく発達し、中在家南資料がこれに次ぐ。下郡

桑苗資料は比較的若いにせよ、犬歯周辺が明らかに未発達でブタ的な容貌をうかがわせている。犬歯について中在

家南資料は下郡桑苗資料のようなブタ的な容貌はうかがわれず、イノシシ的容貌を示しており、田柄資料よりもか

えって犬歯の発達が著しい。つまり、中在家南遺跡資料の犬歯と歯槽はいずれの資料とも違いがみられる。

③ Ml～3の最大長は大木資料が最も長く、田柄資料、下郡桑苗資料がそれに次ぎ、中在家南資料が最も短くなっ

ている。また、第 3後臼歯の長幅の分布は中在家南資料が田柄資料群よりも幅広の傾向を持つことが明確である。

このように、中在家資料のイノシシ類は従来のイノシシと似た様相を示しながらも、自歯については縄文時代の

資料との違いがうかがわれた。このような変異の原因として、①個体群の時期的変化、②個体群の系統的相違、の

可能性が考えられる。ただし、西日本の弥生ブタとの明確な相違が犬歯などにうかがわれることから、単純に西日

本の弥生ブタの系統の影響とは考えられない。「①個体群の時期的変化」が生じた可能性が最も高く、別地域のイノ

シシ類との交雑や、食生活や環境の変化などの影響が及んでいたことが考えられる。

形質的特徴……下顎骨

中在家南遺跡出上の下顎資料の多 くは土圧で歪んだものが多 く、さらにビビアナイ トの析出が激 しいものは骨髄

部分が膨張し、変形 。破損している。ここでは保存状況が比較的良好な資料について検討する。

血■19(♀ 、2.5歳前後ⅨD区15a層出土 :第10図 )は、第 3前臼歯が萌出途次という縄文貝塚資料では出土例の

比較的少ない萌出段階の資料である。前位 と後位が著しく欠損しているため形質は不明確である。 この資料の大き

な特徴はその下顎体に残された加工痕跡であり、これについては次項で詳説する。

No1438(♀ 、5.5歳前後IXD区15C層出土)は、下顎切歯周辺の連合部は若干肥大化した印象をみせるものの、各

部位の大きさは縄文時代のイノシシ資料 と類似性が強い。

lNo1440(♀ ♂不明、1.5歳前後Ⅸ C区15d層出土)は、年齢が低 く連合部の特徴は不明確であるが、左右下顎が広

く開枝しているが、土圧による変形の可能性 もあり、確言できない。ほぼ同年齢の縄文時代イノシシと類似し、大

きく充実している。

血1441(♀ ♂不明、1.5歳前後ⅨD区15C層出土)も 年齢が低 く、連合部の特徴は不明確であるが、ほぼ同年齢の

縄文時代イノシシと類似し、大きく充実している。

頭蓋骨・下顎骨の加工処理の特徴

西本 (1991)は 、弥生時代のイノシシ類の頭蓋骨の加工について述べ、大後頭孔を破壊する場合 と、頭部の上面

に楔やナタ状の道具をあて頭部を割ることが多いことを指摘している。

田柄貝塚のイノシシ FPoCL40-26(♂ 、阿部他 1986)や 貝鳥貝塚出土イノシシ (♀、金子他 1971:F20出 土資
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料図版65,2a)に みられるように、仙台湾周辺および北上川流域の縄文時代後。晩期遺跡から出上したイノシシの頭

蓋骨上面には縦横に十字あるいは一文字に切痕を残すものが多 くみられ、解体時に頭度を象↓がす行為が広 く行われ

ていたことがうかがわれる。中在家南遺跡出土資料では頭部の上面に明確な加工痕 (第 9図 に赤で示す)を残す資

料はNo1435のみであった。この資料には鋭利ながら浅い傷が数条、左斜方向に残されている。一方縄文時代にみら

れるような頭部上面の鋭い切痕は全 くみられなかった。また、中在家南遺跡のNo1435資料は後頭部の上後頭骨の側

縁の横方向に激しい切痕が残されている。このような切痕は筆者の管見では仙台湾周辺の縄文貝塚では例が少ない

特徴的な切痕である。また、後頭孔付近は破損しビビアナイ トが析出していたことから、弥生時代に破損 したもの

と考えられる。この破損部には 3点の破片が接合し、後頭部をほぼ復元することができている (図版 1、 lb・ lc参

照)。 また、No1436の後頭孔部分も大きく欠損しており、意図的に破壊されたことがうかがわれるが、一方で配1434

は後頭部の関節部分はがほぼ完形で残されており、破壊されていなかったことが明らかである。XTo1435、 No434の側

頭骨頼骨突起の下部が破損しており、故意に破損されている可能性が高い(1)。 いずれの資料も骨角器に力日工される

犬歯は抜かれておらず、牙の植立した威容を保っていたと考えられる。以上から、これらの頭蓋骨は、配置あるい

は懸架された可能性が推定される。このような完形の頭蓋骨が複数出土する弥生遺跡の例は、大分県下郡桑苗遺跡

で知られている程度で、典型的な状況と異なっていると考えられる。

西本は弥生ブタの場合下顎骨の外側 2箇所に解体痕を残すものが多いことを指摘しているが、中在家南遺跡から

はこのような特徴を示す資料は出上しなかった。

中在家南遺跡出上下顎資料のうち、最も加工痕跡が明確なものはNoll19(図版 4)である。この資料は、下顎体

下位が著しく欠損し、骨髄のつまっていた空隙が露出している。この欠損部位には多数の縦方向の鋭利な切痕が認

められる。また、切痕は激しく摩耗しており、特に下顎下位部分は摩耗が激しく丸みを帯びている。この様な加工

痕を残すイノシシ類下顎骨の類例は大阪府和泉市池上。四ツ池遺跡 (金子他 1980:弥生時代中期 B濤出土)メ スの

資料 と奈良県唐古・鍵遺跡 (藤田編 1986:弥生時代後期楕円形土坑 SK 104出土)のオスにみられる。池上 。四ツ

池遺跡資料報告者の金子浩昌氏、牛沢百合子氏は下顎犬歯部のカロエから結束されていた可能性を指摘しているが、

中在家南血1119資料では、左犬歯の内側にわずかに切痕が残されているものの、犬歯がほとんど完全に残存してお

り池上 。四ツ池資料 との違いとなっている。

以上のように、近畿地方の弥生時代中 。後期のイノシシ類に残された加工痕に極めて似た加工痕が見いだされ、

中在家南遺跡でのイノシシ類の加工処理に西日本弥生文化からの影響が及んでいたことが明らかになった。ただし、

西日本で多 く検出された加工下顎の集中的出土状況 (春成 1993)は見いだされておらず、全 く同じ行為が行われた

とは確言できない。

3 結語

弥生時代中期の中在家南遺跡の採集・狩猟活動は、縄文時代に完成された技術 と、仙台平野およびその周縁の丘

陵や河ナIIが もたらす天然資源に根ざし、それらを活かしたものであった。

特に、イノシシ類、ニホンジカが92%(日以下同定哺乳類比)を しめる哺乳類の遺存体は、縄文時代遺跡 と比較

しても多 く、中在家南遺跡ではイノシシやニホンジカを対象とした集団猟がたいへん盛んに行われたことが明らか

になった。一方で、タヌキ、アナグマ、カワウソなどの小型哺乳類の出土量は少なく、個人猟のようなガヽ規模な狩

猟は低調であったと考えられる。

鳥猟はガンカモ科および水鳥を対象とした狩猟が盛んであった。その内容は、中沢目貝塚や貝鳥貝塚などにみら

れる仙北湖沼域での縄文時代後・晩期遺跡の水鳥猟 と類似するものの、鳥類全体の出土率は仙北湖沼域の貝塚群の

4分の 1程度 と低 く、全体にしめる鳥猟の比重は低いことが明らかになった。

22]
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貝採集では、多量に出上したイタボガキ科の破片が内湾での盛んな貝採集活動を示し、漁携では、同様に高い割

合で出上したスズキが内湾から河口域での盛んな漁携活動を示している。このように中在家遺跡の弥生農耕民に

とって、内湾から河口域での貝採集や漁携は、重要な生業活動として生活に組み込まれていたのである。一方で、

淡水域での貝採集、漁粉活動は低調で、遺存体の量は比較的少ない。

このように、中在家南遺跡の生業は稲作に偏った内容ではなく、縄文時代以来の狩猟・漁携・採集も取 り入れた

多角的な営みであったことが明らかになった。この多角的な生業は、基幹的生業である水稲耕作と季節的に組み合

わされ、中在家南遺跡の集落を支えていたのである。特に、農閑期の冬の狩猟、除草終了から刈取までの夏の漁携

が貴重な生業であった可能性も考えられる。今後、出土遺存体の年齢形質からの実証的な分析が必要であろう。

さらに、イノシシ類の解体や下顎の加工に縄文文化 と異なった方法が導入されたことがうかがわれ、西日本の農

耕文化の慣習あるいは儀礼の影響が及んでいた可能性が考えられる。ただし、このような動物処理の慣習も西日本

文化の完全な踏襲でなく、東北地方での地域性の中で培われた可能性 もある。さらに、イノシシ類の形質には東北

縄文時代の資料 とも、西日本弥生ブタとも異なる特徴がみられた。これらは、東北地方の狩猟対象の変容、特異性

を示していると考えられる。いずれの問題についても、現在比較資料は不十分である。今後の資料の増加を期待し

たい。
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第 4表 出土貝類観察表

区 層位 夫分類 小分類 部 位 生茫 部分 1 部分2 成長度
725 5A 員類 アルカ届 貝殻破片 破 片

5 貝類 インガイ 員殻破 片 L 殻頂 部

71 SA 貝類 イシガイ 貝殻破片 R 殻頂部

貝 鍾 イシガイ 員殻破片 R 殻頂部

貝類 イシガイ 員殻破片 R 殻頂部

員 類 イシガイ 員殻破 片 L 殻頂 部

貝 類 イシガイ 員殻破骨 R 殻頂部

貝 類 イシガイ 員殻破 片 R 殻頂部

貝類 インガイ 員殻破片 R 殻頂部

員 類 イシガイ 貝殻破 片 破 片

672 員類 イタボガキ科 貝殻破片 殻頂 部

688 員 類 イタボガキ科 貝殻破 片 L 殻頂部
689 5A 貝 類 イタボガキ科 貝殻破片 L 殻頂部

IXD 5A 貝 類 イタボガキ科 員殻破片 R 殻頂部
5A 員 類 イタボガキ科 員殻破片 R 殻頂 部

692 5A 貝類 イタボガキ科 員殻破 片 R 殻頂部
693 5A 貝 類 イタボガキ科 貝殻破片 破 片

694 5 貝類 イタボガキ科 員殻破 片 L 殻頂部
695 5 員 類 イタボガキ科 員殻破片 L 殻頂部
696 5 員 類 イタボガキ科 員殻破片 L 殻頂部
697 5 員 類 イタボガキ科 員殻破片 破 片

698 5 員 類 イタポガキ科 員殻破片 破 片

699 5 員 類 イタボガキ科 貝殻破片 破 片

5 員 類 イタボガキ科 員殻破片 破 片

員 類 イタボガキ科 員殻破片 L 殻頂部

5 員 類 シジミガイ科 員殻破 片 R 殻頂部
703 5 員 類 ンジミガイ科 貝殻破片 破 片

貝 類 ジミガイ糾 員殻破 片 L 穀頂部

貝 類 シジミガイ科 貝殻破片 L 殻預 部

706 5A 員 類 ジミガイ科 貝殻破片 L 殻頂部
707 良 類 シジミガイ科 員殻破片 R 殻頂部
708 貝類 ジミガイ秘 員殻破片 L 殻頂部
709 員 類 シジミガイ利 貝穀破 片 R 殻頂部

5A 員類 ハマグリ 員殻破片 L 殻頂部
5A 貝 類 ハマグリ 員殻破 片 R 殻頂 部

2 5A 員 類 ハマグリ 貝殻破 片 R 殻頂部
5A 員 類 マルスダレガイ手 貝殻破片 R 殻頂部

5 員 類 マルスダレガイ科 ? 貝殻破片 L 殻頂部
720 5 員 類 マルスダレガイ科? 貝殻破 片 R 殻頂部

5A 員 類 斧足綱 貝殻破片 破 片

670 5A 貝ど百 斧足綱 破 片

第 5表 出土棘皮動物観察表

区 層位 大分類 小分類 部 位 左た 部分 1 部分2 成長度

1669 15A エキヌスロ 殻 板

第 6表 出土綱不明種動物門観察表

区 層位 大分類 小分類 部位 /Fえ 部分 1 部分 2 成長度
1667 45A 督桂動物 P 不 明 不 明 遠位端
1684 15A 群推動物 P 不 明 不 明
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第 7表 出土魚類観察表

区 層位 大分類 rlヽ分4再 部 位 左え 部分 1 部分 2 成 長度

1580 5A 魚 類 アジ科 尾 椎 完形 オヽ 中型

1581 5A 魚類 尾 推 M 完 形 オヽ 中型

1574 5A 魚 類 ウグイ属 咽頭 骨 骨幹部 全長 15Cm前 後

1575 5A 魚類 ウグイ属 腹 推 M 完形

1685 5A 魚 類 ギバチ 舌韻骨 L 完形

1577 SA 魚類 コイ科 主銀書 骨 L 破 片 全長 15Cm前 後

1576 5A 魚 類 コイ科 尾椎 完形

1564 5A 魚類 サケ科 神経頭 完形 中型

1565 5A 魚 類 サケ科 尾椎 完彬 中■l

1566 5A 色筆 サケ科 尾 椎 完 形 中型

1567 5A 魚 類 サケ科 尾椎 完形 中型

1568 15A 色類 サケ科 尾 椎 M 完 形 中型

1569 5A 魚 類 サケ科 尾推 M 完形 中■l

1570 5A 色 類 サケ料 腹 推 M 完 形 中 型

1535 5A 魚 類 スズキ属 角舌骨 R 完形 今 長 8cm夫赫

1530 SA 色 類 スズキ底 基後函骨 M 完 形 全長 18cm未満

1664 5A 魚 類 スズキ属 後側頭骨 ビ 完形 今 長 8～30cm
1533 色 類 スズキ底 後側函 骨 R 破 片 全長 18cm未満

1534 魚類 スズキ属 後側RR骨 R 破 片 今 長 8～30cm
1532 色 類 スズキ届 口蓋骨 R 完 形 全長 18cm未満

1537 魚類 スズキ属 歯 骨 L 破片 今 岳 8cm夫満

1538 5A 色 類 スズキ届 歯 骨 L 破 片 全長 1 8cm未満

1539 5A 魚類 スズキ属 歯 骨 R 破片 金 長 8cm夫満

1562 5A 魚 類 スズキ底 主上顎 骨 L 破 片 全長 1 8cm未満

1536 5A 魚類 スズキ属 主上顎 骨 R 破 片 今 鳥 8～30cm
1531 5A 魚 類 スズキ底 鋤 骨 M 完 形 全長30cm以 上

1529 5A 魚類 スズキ属 前上顎骨 R 完形 全 長 8cm夫摘

1526 5A 色 類 スズキ属 前饂蓋 骨 L 完 形 全長 1 8cm未満

1527 5A 魚類 スズキ属 前饂蓋 骨 L 完形 全 長 8cm夫摘

1528 5A 負 類 スズキ底 前饂蓋 骨 L 完 形 全長 1 8cm未満

1525 5A 魚類 スズキ属 前饂蓋骨 R 弁 形 全 長 8cm夫満

1540 5A 魚 類 スズキ属 第 1権 骨 M 破 片 全長 1 8cm未満

1550 5A 魚類 スズキ属 尾椎 M 破 片 全 長 8cm未満

1551 5A 魚 類 スズキ属 尾 椎 M 破 片 全長 1 8cm未満

1552 5A 魚類 スズキ属 厚 推 M 破 片 全 長 8cm未満

1553 IXD 5A 魚 類 スズキ属 尾 椎 M 破 片 全長 1 8cm未満

1554 5A 魚類 スズキ属 屋推 M 破 片 全 長 8cm未満

1555 IXD 5A 魚 類 スズキ属 尾 椎 M 破 片 全 長 8cm未満

1556 5A 魚類 ススキ属 屋 椎 M 破 片 全 長 8cm未緒

1557 5A 魚 類 スズキ属 尾 椎 M 破片 全 長 8cm未満

1558 5A 魚類 スズキ属 屋 椎 M 破 片 全 長 8cm未満

1559 5A 魚 類 スズキ属 尾 権 M 破片 全 長 8cm未満

1560 5A 魚類 スズキ属 屋 椎 M 昏輩部 全 長 8cm未満

1563 5A 魚 類 スズキ底 副蝶形骨 M 完形 全 長 8cm未満

369 5 魚類 スズキ属 腟 椎 M 完 形

1541 5A 魚 類 スズキ属 腹 椎 破 片 全 長 8cm未満

1542 5A 魚類 スズキ届 腟 推 破 片 全 長 8cm宋満

4543 IXD 5A 魚 類 スズキ属 腹 椎 M 破 片 全 長 8cm未満

1544 5A 魚類 スズキ属 腹 推 破 片 全 長 8cm未満

1545 5A 魚 類 スズキ属 腹 椎 M 破 片 全 長 8cm未満

1546 5A 魚類 スズキ属 腹 推 破 片 全 長 8cm未満

1547 5A 魚 類 スズキ属 腹 椎 M 破 片 全長 8cm未満

1548 5A 魚類 スズキ届 Rg雄 M 破 片 全 長 8cm未満

1549 魚 類 スズキ属 腹 椎 M 破 片 全長 8cm未満

1665 5A 魚類 スズキ属 ng雅 M 完 形 全 長 8cm未満

1561 魚 類 スズキ属 方 骨 R 完形 全 長 8～ 30cm
1579 5A 魚類 スズキロ ウロコ 完 形

1666 魚 類 フグ剃 歯 骨 R 完形

1578 5A 魚類 フナ 完 形 全長 15Cm前 後

1572 5A 魚 類 フナ 主上顎骨 R 完形 中型

1573 5A 魚類 フナ 方 昏 L 完 形 全長 1 8cm未満

1571 5A 魚 類 マイワシ 腹 椎 M 完形 中型

1590 5A 魚類 不 明 円餞 R 完 形

1586 5A 魚 類 不 明 担鐘 骨 M 破 片

1587 5A 魚類 不 明 担鰺 昏 M 破 片

1588 5A 魚 類 不 明 担鰭 骨 M 破片

1589 5A 魚類 不 明 担鎗 昏 M 破 片

1582 5A 魚 類 不 明 腹 椎 M 完形

1583 5A 魚類 不 明 腟 椎 M 完 形

1584 5A 魚 類 不 明 腹 椎 M 完 形

1585 SA 色 箱 不 明 腟 推 M 実 形
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第 8表 出土両生類観察表

第 9表 出土爬虫類観察表

観 察 表 凡 例

Noは動物遺存体の整理番号を示す。

部分 2、 MAXは上顎を示す。

MANDは下額を示す。

Iは切歯 (小文字は乳歯)

Cは犬歯 (小文字は乳歯)

Pは前臼歯 (永久歯 )

Mは後臼歯 (小文字は乳臼歯 )

例Mlは 第 1後自歯を示す

成長度 FUSEDは 化骨化終了を示す。

UNFUSEDは化骨化未了を示す。

区 層位 大分類 小分類 部位 左荘 部分 1 部分 2 成長度
5A 両生類 カエル小型 負 骨 L 近位端

5A 両生類 カエル小41 寛骨 R 腸 骨

15A 両生類 カエル小型 賞 骨 R 腸 骨

5A 両生類 カエリレ小型 上腕骨 L 近位端 FUSED
5A 面生塩 カエル小型 上腕骨 R 近位端 FUSED

673 5A 両生類 カエル小型 卜用鷹昏 R 破 片 FUSED
674 5A 両生類 カエ ,レ小型 上腕骨 R 近位端 FUSED
675 5A 両生類 カエル小型 上腕昏 R 近位端 FUSED

5A 面生類 カエル小型 大腿骨 R 遠位端 FUSED
523 5A 両生類 カエル小型 椎 骨 M 完 形 FUSED
524 5A 両生類 カエル小■l 椎骨 M 完形 FUSED

SA 両生類 カエル小型 椎 骨 完形

SA 両生類 カエル小型 撓尺骨 L 完 形 FUSED
5A 両生類 カエル小型 縫尺骨 R 完形

5A 両生類 カエル小4j 撓尺骨 R 完 形 FUSED
3 5A 両生類 カエル小型 続尺骨 R 完形

676 IXD 5A 両生類 カエル小型 擁尺骨 L 近位端 FUSED
5A 面生箱 カエル小型 胆〃1骨 L 骨幹部

5 両生類 カエル小型 艇層1骨 L 骨幹部

5 SA 両生類 カエル小型 匹誹骨 L 骨幹部

両生類 カエル小型 距層1昏 L 骨幹 部

520 両生類 カエル小型 胚VI骨 骨幹部

両生類 カエル大型 椎 昏 M 完 形 FUSED
398 5A 両生類 キガエル科 大腿骨 骨幹部 UNFUSED
1677 5A 両生類 ヒキガエリレ科 棧尺昏 近位端 FUSED

区 層位 大分類 小分類 部位 左佐 部分 1 部分 Z 成岳度
1593 5A 爬壺類 ヘビ科 椎 骨 M 完 形

1594 5A 爬虫類 ヘビ科 椎骨 M 完形

1595 5A 卍 菫類 ヘビ科 椎 骨 完 形

1596 5A 爬 虫類 ヘビ科 椎 骨 M 完形

1597 5A 爬虫類 ヘビ科 推 骨 M 完 形

1598 SA 爬虫類 ヘビ科 椎骨 完形
1599 SA 爬虫節 ヘビ科 椎 骨 M 完 形

1600 5A 爬虫類 ヘビ剃 権骨 M 完形
1601 SA 爬虫麺 権 骨 完 形

1602 5A 爬虫類 ヘビ科 椎骨 M 完形
1603 5A 爬虫類 ヘビ科 椎 骨 M 完 形

1604 IXD 5A 爬虫類 ヘビ科 椎骨 M 完形

1605 爬虫類 ヘビ科 椎 骨 M 完 形

1606 5A 爬虫類 ヘビ科 椎骨 M 完形
1607 5A 爬虫類 ヘビ科 椎 骨 障 完形

1608 5A 泄虫類 ヘビ科 椎 昏 M 完形
1609 IXD 5A 爬虫類 ヘビ科 椎 骨 M 完形

1610 5A 爬虫類 ヘビ科 椎 昏 M 完 形

1 5A 爬 虫類 ヘビ科 椎骨 完形
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第10表 出土鳥類観察表

区 層位 大分類 小分類 部位 左拮 部分 1 部分 2 成長庵

1278 5A 鳥 類 不明 四肢 骨 骨幹 言|

1279 5A 鳥 類 不 明 四肢骨 骨幹 部

1280 5A 鳥 類 不 明 四肢 骨 骨幹書匹

1282 5A 鳥 類 不 明 四肢骨 破 片

1281 5A 鳥 類 不 明 尺 骨 骨幹営B

1284 5A 患 類 不 明 大腿骨 R 近位端

1644 5A 鳥 類 不 明 榛 骨 R 速位端

1639 5A 島 類 力毛Aと百 烏回骨 L 近位端 成 鳥

1638 5A 鳥 類 カモ A類 烏日骨 R 浜位 淋

1270 5A 鳥 類 カモA4百 下顎骨 L 骨幹部

1272 5A 鳥類 カモA類 上腕骨 L 昏幹 部

1283 5A 鳥 類 カモA獲百 上腕骨 L 骨幹部

1271 5A 鳥類 カモ A類 上腕骨 R 骨幹 部

1637 5A 鳥 類 カモA類 屈 椎 完形 USED
1640 5A 鳥類 カモB類 尺 骨 L 速位 端 FUSED

鳥 類 カモB類 卜肺 昏 R 速位端 USED

鳥類 カモC類 撓 骨 L 速位 端 FUSED
5 鳥 類 カモD類 中手昏 R 完形 FUSED

鳥 類 カラス属 睡 骨 R 近位端 FUSED
1374 5A 鳥 類 キジ科 鳥 口昏 L 完形 成 鳥

376 SA 鳥 類 キジ科 上腕骨 L 骨幹 部

1383 SA 鳥 類 キジ科 上腕骨 L 骨幹部 成 鳥

1276 5A 鳥 類 キジ科 歴 骨 L 骨幹 部 成 鳥

1680 5A 鳥 類 スズメロ 中手骨 L 完形 FUSED
1275 鳥 類 ヒシクイ 尺骨 L 骨幹 部

1274 5A 鳥 類 ヒンクイ 上腕骨 L 骨幹部

1643 5A 患 石 ヒシクイ 上腕骨 R 骨幹 部

399 鳥 類 マガン 胸 骨 M 骨幹書B 成鳥

877 5A 息 類 鎖骨 骨幹 部

1273 5A 鳥 類 マガン 上腕骨 R 骨幹部

1642 5A 鳥 類 大腿 骨 L 骨幹部

1641 5A 鳥 類 マガン 距 骨 L 速位端 FUSED
1384 5A 鳥 類 胆 骨 L 速位端

1380 5A 鳥 類 小型アビ科 中足骨 L itT位齢 FUSED
1499 5A 鳥 類 小■l患類 撓 骨 L 近位端

1373 5A 鳥 類 中型鳥類 四肢 骨 昏幹 部

1384 SA 鳥 類 中型 鳥類 四肢骨 骨幹部

4382 SA 鳥類 中型鳥類 四肢 骨 昏幹 菖B

1682 5A 鳥 類 不 明 胸骨 L 破 片

362 4 鳥類 不 明 四肢 骨 昏幹 部

5 鳥 類 不 明 四肢骨 骨幹 言B

373 5 鳥類 不 明 四肢 骨 骨幹 部

374 5 鳥 類 不 明 □RIS 骨幹部

375 5 鳥類 不 明 四肢 骨 昏酔 部

鳥 類 不 明 四贈骨 骨幹部

404 鳥類 不 明 四肢 骨 骨幹 部

鳥 類 不 明 四RI骨 骨幹部

鳥類 不 明 四肢 骨 骨幹 書8

1683 5A 鳥 類 不 明 尺 昏 L 近位端 FUSED
1277 5A 島 獲 不 明 頭霊 骨 骨幹 部
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第11表 出土 E甫乳類観察表 (1)

広 層位 大分類 小分類 部位 左モ 部分 1 部分 2 成長度

1263 IXD 5A 哺乳類 アナグマ 下頸 骨 L 骨幹部 P12M123 成 獣

1164 IXD 5A Π言詔笙膏 イノ】 C(下顎 ) 骨幹 部 MAND 萌出15歳以上

6 哺乳類 イノシシ C(下蛭〕 L 骨幹部 成 獣

Ⅵ‖ 5A Π甫平!杢再 イノ E C(下現 ) L 骨幹部 成eA

457 IXD 5 Π甫乳類 イノシシ C(下覇 う L 骨幹部

IXD 5A H甫 コ類 C(下顎 ) L 骨幹部 成 獣

1118 IXD 5A 哺乳類 イノシシ C(下顎 う L 骨幹部 MAND 者成獣

1150 IXD 5A 哺平L類 C(下顎 ) し 破 片 MAND 若成獣

1156 5A Π甫乳類 イノンシ C(下顎 う L 破 片 MAND 若成獣

394 Ⅵ‖ 哺乳類 C(下顎 ) R 完 形 若獣 (1歳程度 )

407 哺乳類 イノンシ C(下顎 ) 完形 成 獣

IXD 5A 哺乳類 C(下顎 ) R 骨幹部 MAND 若成獣

5A 哺乳類 イノンシ C(下顎 ) R 骨幹部 MAND 着成獣

5A 哺乳類 C(下顎 ) R 完 形 MAMD 苗出 lS歳以 ト

5A 哺乳類 イノンシ C(上顎 L 完形 MAX 若成 獣

哺乳類 C(上顎 ) R 骨幹 部 成 球

1122 5A 哺乳類 イノシン 下顎〕 L 完形 咬耗 15歳以上

1163 5A 哺乳類 破 片 甫 出 15歳以 ト

11lS 5A 哺乳類 イノシシ 11 下 頸 L 完形 MAND 唆疑 15歳以上

365 5 哺乳類 イノシユ | 下 願 R 完 形 若獣

`18カ

月前後

5A Π蔵乳類 イノンシ 11(下 顎 R 完形 MAND 咬耗 15歳以上

5A Π甫乳類 イノシ | 下 編 R 完 形 MAND 唆振 15歳以 ト

5A Π甫乳類 イノシシ il 下 顎 L 骨幹部 MAND 有出噴耗05歳前イ

5A 哺乳類 イノシ亡 | 卜額 ) L 遠位端 MAX 若成獣

5A 哺乳類 イノシン I 上顎 〕 L 骨幹部 MAX 萌出15歳未満

5A 哺乳類 イノンシ | 卜窺 Ⅲ L 完 形 MAX 着成獣

1612 5A 哺乳類 イノンシ il 上顎 〕 R 骨幹部 MAX 有出咬耗05歳前 i

5A 哺乳類 イノンシ 12`下 顎Ⅲ L 完 形 MAND 着政』

5A 1甫乳類 イノンシ 12(下 顎 ) L 棄 形 MAND 若成獣

5A 哺乳類 イノンシ 12(下篭) R 骨幹部 MAND 着成獣

5A 哺乳類 イノシシ 12(下 顎 ) R 案 形 MAND 成獄

5A 哺乳類 イノシシ 12(卜顎】 L 完形 MAX 成 llA

615 5A 師寄馴褒百 イノンシ 13(下 顎 〕 L 案形 MAND 萌出15歳以上

5A 哺乳類 イノシシ 13(下 窺う R 完形 MAND 着成獣

12 5A 購潮 4百 イノンシ M 上顎〕 L 後 位 MAX 咬耗35歳以上

5A 哺乳類 イノシシ M2`「顎Ⅲ R 破 片 MAX 嘆耗 35虚以 上

5A 哺馴類 イノシン M3(下顎 ) L 骨幹部 MAND 者成獣

616 5A 哺乳類 イノンシ m3`下 頸Ⅲ L 破 片 MAND 凌耗 025～ 05適
5A Π奮璃類 イノンシ M3(上顎 ) R 破 片 MAX 咬耗45歳以上

5A Π甫乳類 イノンシ M3(上顎) R 破片 MAX 唆耗 35歳 以上

617 5A 哺引類 イノンシ m4(下顎 ) L 完 形

5A Π甫乳類 イノシシ P2(上頸う L 完形 MAX 咬耗 15虚以 上

366 5 1甫調装置 イノンシ P3(下頸 ) R 完 形 者獣 (1歳以上 )

5A Ita乳類 イノシシ P3(上頸う L 破 片 MAX 若成彗

5A 哺璃婆百 イノシシ P3(上顎 ) L 完 形 MAX 萌出15歳以上

5A 哺乳類 イノシシ P4(下蛭】 R 完形 MAXD 老 獣

5A 哺調整膏 イノニ P4(上顎 ) R 破 片 MAX 咬耗 15歳以上

618 5A 哺乳類 イノシシ 臼歯 (上 下唖 ? 破 片 若成 獣

357 4 哺調類 イノ】 下顎骨 L 「 1 看成駅 (11カ 月以上 ,

5A 哺乳類 イノンシ 下顎骨 L 骨幹部 腹縁 連合害 若 獣

Π言ヨ類 イノ】 下顎骨 L 骨幹部 筋 突記 巷成獣

SA 哺乳類 インシシ 下顎骨 L 骨幹部 筋突起 者成 獣

5A 哺コ類 イノシニ 下韻骨 L 関節突起 昏幹部 FUSED
Π甫乳類 イノシシ 下顎 骨 L 骨幹部 者成獣

コ甫平整百 イノ】 下顎骨 L 骨幹部 萌出 15緯以 ト

IXD 哺乳類 イノシン 下顎骨 L 腹 緑 骨幹部 者成 eA

哺勃褒百 イノ】 下顎骨 L 骨幹部 M3 着成獣

哺乳類 イノンシ 下顎骨 ほぼ完形 咬耗萌出15～25歳

哺調整画 イノ: 下顎骨 CP1234M123 唆耗 5～ 6歳
440 哺乳類 インシシ 下顎骨 P1234M12 骨幹部 萌出15～25歳
441 哺詔麺 下顎骨 1 123 C P l m234M 12 骨幹 部 萌出 15～25詰
1 4 哺平と類 イノンシ 下顎骨 腹 縁 骨幹部 不 明

Π甫平1細 下顎骨 R 骨幹部 成 llk

1000 H甫 乳類 イノンシ 下顎骨 骨幹部 若成 獣

1121 哺孝類 下顎骨 R 骨幹 部 下顎角 者成獣

1123 5A 哺乳類 イノシシ 下顎骨 骨幹部 M23 咬耗 15歳以上

1126 5A Π甫孝笙頁 イノシラ 下顎 骨 R 骨幹部 m1234Ml 変舞 破出05～ 1

1127 5A 哺乳類 インシン 下顎骨 骨幹部 下観角 若成 獣

1140 5A 哺コ整百 イノ亡 下顎骨 庶 骨幹 部 M123 曖葬 35歳以 ト

1147 5A 哺乳類 イノンシ 下顎骨 R 下顎角 骨幹部

5A 哺コ杢画 イノシラ 寛 骨 L 腸 骨

602 5A 哺乳類 イノンシ 寛 骨 L 腸 骨

1071 SA 哺羽節 イノニ 寛 骨 R 近位端

667 5A Π甫乳類 イノシシ 基節骨 L 完形 FUSED
672 5A Π甫平褒頂 イノ亡 基節骨 L 近位端



第 4章 中在家南遺跡出土動物遺存体の分析

第11表 出土哺乳類観察表 (2)

1089 5A 哺乳類 イノシシ 基節骨 ヒ 遠位端 着成獣

1090 5A 哺乳類 イノン 基飾昏 L 完形 FUSED
1091 5A 哺乳類 イノシン 基節骨 L 完 形 FUSED

5A 哺子し類 イノンシ 基節骨 R 完形 FuSED
358 哺乳類 イノシシ 距骨 L 完 形

哺乳類 イノンシ 距 骨 L 完形

15A 哺軍杢百 イノε 距 骨 L 完 形

621 15A 哺乳類 イノシシ IE骨 L 卑 形 FUSED
622 15A Π甫平類 距 骨 L 完 形

15A 哺子と類 イノンシ 距 骨 L 寃 形 若成獣

15A 哺孝L類 イノシ E 捏E昏 ヒ 完形 FUSED
15A 哺乳類 イノンシ 距 骨 L 完 形 FUSED

052 15A 哺乳類 イノシ 促E昏 L 骨幹部 若成獣

264 15A 哺乳類 イノシシ 距 骨 L 骨幹 部 着成獣

Π甫乳類 イノン 距 昏 近位端 FUSED
15 1甫乳類 イノンシ 距骨 R 完 形 FUSED

H甫乳類 イノシシ 程E骨 完形 FUSED
1070 15A n甫乳類 イノンシ 距骨 R 完 形

哺乳類 イノシシ 胸 椎 M 神経破 成獣

1009 15A ITa孝 類 頚椎 M 上位 若成獣

1076 15A 口甫乳類 イノンシ 頚 催 R 前 位 若成獣

コ甫平類 イノシ E 肩甲骨 L 骨幹部 幼～若獣

1079 15A コ甫乳類 イノンシ 眉 甲骨 L 骨幹 部 若成撃

1080 IXD 15A H奮▼L娘 イノシ E 肩甲§ 骨幹部 若成獣

15C2 1甫乳類 イノンシ 肩 甲骨 R 骨幹部 FUSED
522 15A 哺乳類 イノシ: 肩甲骨 R 遠位端 成 獣

523 15A 哺乳類 イノシシ 肩甲骨 R 骨幹部 者 獣

15A 1甫乳類 イノシ 膚甲骨 R 骨幹部 若 獣

1001 15A 哺乳類 イノシン 肩甲骨 R 遠位端 着成獣

1030 15A 哺子し類 イノンシ 肩甲昏 R 骨幹部 若成獣

1081 15A 哺乳類 イノンシ 肩甲骨 R 骨幹部 者成獣

1137 15A 哺乳麺 イノンシ 後頭 骨 L 関節丘 骨幹部 FUSED
1099 15A 哺乳類 イノンシ 後頭骨 M 底 部 下位 着成獣

322 15C 哺乳類 イノンシ 腰 椎 M 神経棘 成獣

1053 15A 晴軍在百 イノンシ 腰 椎 外側仕 若成獣

1054 15A 哺乳類 イノンシ 腰 権 卜位 若成獣

396 ffa瑠 4百 イノど 尺 骨 L 近位端 成 獣

505 15A 哺乳類 イノシシ 尺 骨 L 訴位端 成獣

IXD 15A 哺謝差面 イノニ 尺骨 L 骨幹部 成 獣

507 15A 哺乳類 イプシン 尺 骨 L 昏幹部 虚 鞘

IXD 15A 哺調整面 イノシラ 尺骨 L 近位端 者成獣

15A 哺乳類 イノンシ 尺 骨 L 近位端 者成獣

IXD 15A 哺ヨ褒覆 イノシシ 尺骨 L 近位端 着成獣

15A 哺乳類 イノンシ 尺 骨 L 速位端 FUSED
15A 哺調査貰 イノシラ 尺 昏 L 骨幹部 前粒 苦成獣

035 15A 哺乳類 イノシン 尺 骨 L 近位端 着成獣

IXD 15A 哺乳類 イノシシ 尺 昏 L 近位端 若成獣

15A 哺乳類 イノシン 尺 骨 L 骨幹部 者成獣

15A 嗜乳類 イノシシ 尺 昏 L 遠位端 若成獣

哺乳類 イノシシ 尺 骨 R 骨幹部

502 5A 哺乳類 イノシシ 尺 昏 R 完形 FUSED
503 5A 哺乳類 イノシン 尺 骨 R 完 形 FUSED

5A Π爾乳類 イノシシ 尺 昏 R 完形 FUSED
5A Π甫乳類 イノシシ 尺骨 R 骨幹部 成 獣

5A 哺乳類 イノ| 尺 骨 R 近位端 成獣

SA Π甫乳類 イノンシ 尺骨 R 近位端 者成獣

5A Π甫乳類 イノ| 尺 骨 R 骨幹部 者成獣

023 5A Π甫乳類 イノンシ 尺骨 R 近位端 者成獣

036 SA 哺乳類 イノシシ 尺 骨 R 近位端 若成獣

SA 哺乳類 イノンシ 尺骨 R 骨幹部 着成獣

062 コ甫乳類 イノシシ 尺 骨 R 折位端 若成獣

SA 哺乳類 イプシン 尺骨 R 骨幹部 若成獣

064 SA 哺乳類 イノシシ 尺 骨 R 昏幹部 若成獣

SA 哺乳類 イノンン 尺 骨 R 骨幹部 若成獣

066 5A 哺乳類 イノシン 尺 骨 R 昏幹部 若成獣

067 SA 哺乳類 イノンシ 尺骨 R 骨幹部 若成獣

5A 哺乳類 イノシン 尺側手根 骨 R 弁 形 若成獣

5A 哺乳類 イノンシ 尺側手根骨 R 完 形 着成獣

5A 哺乳類 イノンシ 上顎骨 L 昏幹部 P34M12 唆耗65歳以上

5A 哺乳類 イノンシ 上顎骨 L 骨幹部 CP1 2 唆耗15歳以上

439 5A 哺乳類 イノンシ 上顎骨 と m234 昏幹郵 講記3カ 月齢

IXD 5A Π宙コ類 イノンシ 上顎骨 R 骨幹部 M12 咬耗15歳以上

5A 哺乳類 イノンシ 上顎骨 R 昏幹部 m234M12 奎舞萌出 1～ 15君

5A 晴孝類 イノ】 上顎骨 R 骨幹部 P234Ml 咬耗65歳以上

11 5A 哺乳類 イノシン 上顎 骨 R 骨幹瞥8 蒼成撃

IXD 5A Π首馴 4百 イノ】 上親骨 R 骨幹部 CP1234Ml 萌出15歳以上
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第11表 出土哺乳類観察表 (3)

哺乳類 イノンシ 上腕骨 L 骨幹部 成 獣

397 哺乳類 イノシン 上腕 骨 L 速位端 FUSED
653 5A 哺 7し類 イノシ| 卜肺 昏 L 速位端

658 IXD 5A 哺コ軽 イノシン 上腕 骨 L 骨幹部 成鉄

996 SA 哺乳類 イノシ】 卜筋 昏 骨幹部 着成獣

1010 5A Π首馴類 イノンシ 上腕 骨 L 骨幹部 者成獣

1011 5A 哺乳類 イノシシ 上腕 昏 骨幹部 若成獣

1031 5A 哺璃類 イノンシ 上腕骨 L 骨幹部 若成獣

1055 5A 哺乳類 インシシ 上腕骨 速位端 FUSED
1056 5A 哺羽笙百 イノ】 上腕骨 L 骨幹部 着成戦

1057 5A 哺乳類 イノンシ 上腕 骨 L 骨幹部 若成獣

1058 5A 哺乳類 イノニ 上腕骨 L 速位端 FUSED
1077 SA 哺乳類 イノンシ 上腕 骨 L 速位端 FUSED

哺乳類 上腕骨 R 骨幹部 UNFUSED
654 5A 哺乳類 イノンシ 上腕骨 R 近位端 幼 獣

5A 哺乳類 イノε 上腕骨 R 骨幹部 成 獣

1002 5A 哺乳類 インシン 上腕骨 R 骨幹部 若成獣

1007 哺乳類 イノ : 上腕骨 R 骨幹部 若成撃

1012 SA 哺乳類 イノンシ 上腕 骨 R 速位端 FUSED
1024 哺乳類 イノε 上腕骨 R 骨幹部 外側位 者成赳

1032 SA 哺乳類 イプシン 上腕 骨 R 骨幹部 若成獣

1059 哺乳類 イノ亡 上腕骨 R 速位端

1078 5A 哺乳類 イノンシ 上腕骨 R 速位端 FUSED
1095 哺乳類 イノン 卜腕各 R 骨幹部 若成獣

1096 5A 哺乳類 イノンシ 上腕骨 R 骨幹部 FUSED
1134 哺乳類 イノシン 切歯 昏 R 骨幹部 MAX 萌 出 15虚以上

1143 哺馴箱 イノンシ 切歯骨 R 昏幹部

1105 哺乳類 イノシシ 前重 昏 骨幹部 苦成獣

1136 5A 哺ヨ柄 イノンシ 側頭 骨 L 短骨突起 丹砕部 春蔵赳

1144 哺乳類 イプシン 側亜 骨 骨幹部 者成獣

1130 嗜馴類 イノど 側頭骨 R 頬骨突起 昏幹 著B UNFUSED
1161 IXD 5A 哺乳類 イプシシ 側函骨 R 岩様部 骨幹部 若成獣

1006 SA 哺乳類 イノど 第 14基節骨 R 完 形 FUSED
1138 5A 哺乳類 イノンシ 第 1頚権 M 下位 若成獣

1097 5A na調 類́ イノシシ 第 1頚椎 M 外側仕 着成獣

1021 5A 哺乳類 イノンシ 第23足 根 骨 R 完形 若成獣

15A2 哺乳類 イノシシ 第25末節骨 完 形

1622 5A 哺乳類 イノンシ 第25末 節骨 R 完形 者獣 ?

1008 5A 哺乳類 イノシシ 第2頚機 M 前位 FUSED
491 5A 哺乳類 インシン 第2手根 骨 完形 FUSED
494 5A 哺乳類 イノシシ 第2中手骨 L 完 形 FUSED
1072 5A 哺乳類 イノンシ 第 2中手骨 棄 形 FUSED
674 5A 哺乳類 イノシシ 策 2中手骨 L 近位端 FUSED
675 5A Π粛乳類 イノンシ 第 2中手骨 訴仕端 UNFUSED

哺乳類 イノンシ 第 2中犀骨 L 完 形 FUSED
1619 lSA 哺乳類 イノシン 第34基節骨 し 諫位端 若成獣

1022 15A 哺乳類 イノ】 策 34崇 蔀 S 送位端 若成獣

1042 15A 哺乳類 イノンシ 第34基節骨 葬 形 FUSED
1620 15A 哺乳類 イノシ| 範 34基 箭 昏 完形

1049 15A 哺乳類 イノンシ 第34中手 足掲 速位端 FUSED
15C 哺乳類 イノシ 鏡 34中 手昏 近位端 FUSED
15A Π奮潮基百 イノンシ 第34中節骨 完 形 FUSED

1041 15A 哺乳類 イノン 第 34中 蔀 昏 L 近位端 FUSED
15A Π首瑠塗百 イノンシ 第34中節骨 R 近位端 FUSED

1094 15A 哺乳類 イノンシ 第 3手根骨 完形 者成獣

晴乳4a イノンシ 第3中手骨 L 近位端 成 獣

498 15A 哺乳類 イノンシ 第 3中手骨 R 近位端 FUSED
673 15A 哺コ類 イノンン 第3中手骨 L 完 形

495 15A 哺乳類 イノンシ 第 3中 足骨 R 完形 FUSED
15A 哺馴在百 イノ】 第3中足骨 R 近位端 UNFUSED
15A Π甫乳類 イノシシ 第 4手根骨 L 完形 FUSED

1043 15A 晴耳唯と百 イノシシ 第4手根骨 R 完 形 者成獣

Π甫乳類 イノシン 第 4足根骨 L 完形 FUSED
1020 15A 晴乳類 イノど 第4足根骨 R 完 形 若成獣

1048 IXD 15A 哺乳類 イノンシ 第 4足根 骨 R 完形 若成獣

哺瑠筆 イノど 第4中手骨 L 近位端

哺乳類 イノシシ 第4中手骨 R 近位端 FUSED
15A 哺勃類 イノ亡 第4中手骨 R 完 形

678 lSA 哺乳類 イノシシ 第4中手骨 R 速仕端 UNFUSED
1019 哺乳類 イノシラ 第5中 手骨 R 完 形

1073 15A 哺乳類 イノンシ 第 5中 手骨 R 完形 FUSED
1047 H甫 調類 イノシシ 第5中足骨 L FUSED
1626 lSA H甫 乳類 イノンシ 第 5中足骨 R 諫任錦 着成獣

1068 IXD 哺ヨ類́ イノシシ 大腿骨 R FUSED
lSA 哺乳類 インシシ 中間手根骨 R 表 形 FUSED

1029 15A 哺乳類 イノシシ 中心足根骨 L 完 形 者成獣
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1074 5A 哺乳類 イノンシ 中心 足根 昏 完 形 若成獣
1625 5A 哺乳類 イノニ 中心足根骨 R 完形 者成 獣

671 SA 哺乳類 イノンシ 中節 骨 L 完 形 FuSED
1092 5A 哺乳類 イノシラ 中節骨 ヒ 完形 FUSED
1621 5A 哺▼L類 イノンシ 中節 骨 L 完形 FUSED
670 5A 哺乳類 イノシシ 中節骨 R 完 形 FUSED
1093 15A 哺乳類 イノシシ 中節骨 R 完形 FUSED

5A 哺平L類 イノ】 頭童骨 L 破 片

1151 5A 哺馴垣 イノンシ 頭蓋 骨 L 前頭 頬骨突起 涙骨 FUSED
1139 5A 1甫乳類 イノシシ 頭蓋骨 FUSED
1434 5A Π甫調整百 イノシン 頭蓋骨 前頭 後頭 側頭 鼻 上顎 涙 頬 切歯骨 骨幹部 唆疑 45～ 65歳
1435 5A 哺乳類 イノシシ 頭書昏 前頭 後頭 側頭 上顎 涙 頬骨 骨幹部 咬耗45歳以上
1436 5A 哺訊類 イノシン 頭蓋 骨 前頭 後頭 側頭 鼻 上親 涙 頬 切歯骨 骨幹部 咬耗 45造 以上

1451 5A 哺乳類 イノシン 頭書 骨 後頭 前頭 涙 骨 唆飛老獣
哺ワL類 イノ】 頭蓋骨 M 函栢 後 櫃‖頭 成 獣

5 哺乳類 イノシシ 塁 骨 近位端 UttFUSED
1153 Π甫乳類 イノシ】 鼻骨 L 骨幹部 者成 獣

1128 哺乳類 インシン 鼻 骨 骨幹 部 UNFUSED
1154 哺乳類 鼻 骨 R 骨幹 部 若成 獣

哺乳類 イノンシ 膝蓋 骨 R ほぼ完形 FUSED
1129 5A 哺乳類 イノシ 類 骨 L 側西突起 骨幹部 FUSED
1131 5A 哺乳類 イプシシ 類 骨 L 側頭突起 骨幹 部 若成 獣

439 5A2 哺乳類 イノシ: 類骨突起 L 外側位 成 獣

5A 哺躙類 イノンシ 末節 骨 L 遠位端 成 彗

1623 5A 哺乳類 イノシン 木節骨 L 近位端 UNFUSED
410 5 哺調整置 イノンシ 肋 骨 L 骨幹部 成 獣

5A2 哺乳類 イノシン 肋 骨 L 近位端 FUSED
692 5A 哺平I範 イノシン 肋 骨 L 骨幹部 成 獣

5 哺平し類 イノシン 肋 唇 骨幹部

15A 哺乳類 イノニ 肋 骨 骨幹部 成 獣

697 5A 哺乳類 イノンシ 助 骨 骨幹部 成 獣

5 哺乳類 イノ】 模骨 近位端 FUSED
5 哺乳類 インシシ 桂 骨 L 骨幹部 UNFUSED

489 5A 哺乳類 イノ】 撓骨 L 近位端 FUSED
1033 5A 哺乳類 イノンシ 榛 骨 L 近位端 FUSED

5 Π甫乳類 イノ】 撓骨 R 近位端

5A Π甫平し類 イノンシ 犠 骨 R 近位端 FUSED
1013 5A 哺乳類 イノE 携骨 R 速位端 UNFUSED
1014 5A Π甫詔基百 イノンシ 機 骨 R 近位端 FUSED
1026 5A 哺乳類 イノンシ 撓 骨 R 遠仕端 FUSED
1034 5A 哺載類 イノンン 犠 骨 R 近仕端
1082 5A 哺乳類 イノンシ 撓骨 R 近位端 FUSED
1046 5A 哺コ類 イノンシ 撓側手根骨 R 完形 者成 獣

5A2 哺乳類 イノンシ 距 昏 L 骨幹 部 成 獣

632 5A 哺調整百 イノ】 歴 骨 L 近位端

5A 哺乳類 イノンシ 距 昏 L 速位端 FUSED
027 嗜乳類 イノシ 月I骨 L 速位端 FUSED

5A 哺乳類 イノシシ 月g昏 L 骨幹 部 若成獣
085 5A Π甫乳類 イノニ 匹 骨 L 速位端 FUSED

5A Л甫乳類 イノンシ 匹 骨 L 骨幹部 UNFUSED
5A 哺乳類 イノシラ 胆 骨 R 骨幹部 着成 獣

IXD 5A 哺乳類 イノンシ 狙堅骨 R 速位端 FUSED
039 5A 哺乳類 イノシシ 艇 骨 R 遠位端

哺乳類 イ/シン JI骨 L 骨幹部

683 5A 哺乳類 イノ】 ,1骨 L 骨幹部 成 獣

699 5A 哺乳類 インシン DI骨 L 骨幹部 虚 獣

5A 哺乳類 イノ】 〃1骨 L 近位端 FUSED
702 5A 哺乳類 イノンシ 刃1骨 L 近位端 FUSED

5A 哺乳類 イノ| 81骨 L 骨幹部 者成 獣

5A 1甫乳類 インシン 即

'骨

L 骨幹部 着成獣

5A 哺乳類 イノ: DI骨 L 速位端 FUSED
5A 哺乳類 イノンシ DI骨 L 骨幹部 者成 獣

5 哺乳類 イノンシ DI骨 骨幹 部 成 獣

5 哺孝類 イノンシ ⅡI骨 骨幹部 成 獣

SA Π甫乳類 イノシシ 打1昏 R 骨幹 部 成 獣

685 5A 哺平類 イノンシ VI骨 骨幹部

686 SA 哺乳類 イノンシ 慰1昏 R 骨幹部 成獣

687 哺詔範 イノシシ 財1骨 R 骨幹部

1017 哺乳類 イノシン Rll骨 R 骨幹部 若成獣
1018 Π甫平I整百 イノシン DI骨 R 昏幹部

1084 5A Π甫乳類 インシシ 口1骨 R 骨幹部 者成獣
1086 5A 購乳類 イノシン 踵 骨 L 完形

1087 5A 哺乳類 イノンシ 踵 骨 近位端 者成獣
300 哺乳類 イアシン 踵 骨 R iF位賠

364 5 Π甫乳類 イノンシ 踵 骨 R 完形 FUSED
612 SA Π甫乳類 イノンシ 踵骨 R iFF位端 耐 獣
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哺軍I類 踵骨 R 近位端 成獣

1075 哺予L類 イノシン 踵 骨 R 近位端 者成獣

1088 哺軍I類 籐 昏 R 骨幹部 UNFUSED

1266 哺乳類 イノンシOrシ カ 下顎 骨 腹 縁 骨幹 部

318 1甫コ類 イノシンorシ カ 隠 推 M 骨幹部 成獣

1325 哺乳類 イノシンOrシ カ 腰 椎 M 骨端部

1326 哺羽類 イノシシorシ カ 胆 椎 M 昏端部

5 哺乳類 イノンシorシ カ 四肢 骨 骨幹部 成 獣

571 ,甫 乳類 イノシシorシ カ 四肢 骨 昏幹 部 成 獣

1226 哺乳類 イノンシorシ カ 四肢骨 骨幹部

1227 5A Π甫乳類 イノシシorシ カ 四肢 骨 昏端 部 FUSED

1229 5A Π藷乳類 イノシシorシ カ 四肢 骨 骨幹部

1230 5A 哺乳類 イノシシorシ カ 四肢 骨 骨幹 部

1231 5A 哺乳類 イノンシo「シカ 四肢 骨 骨幹部 若成獣

1321 哺乳類 イノシシorシ カ 四肢 骨 骨幹部

1322 晰寄ヨ在百 四肢骨 骨幹部

1323 5A 哺乳類 イノシンorシ カ 四肢 骨 骨幹部

1324 5A 購刷練 四碓昏 骨幹部

1345 5A 哺乳類 イノンシOrシ ヵ 四肢 骨 骨幹部

1346 5A 哺詔類 四肢 昏 骨幹部

1347 5A 哺乳類 インシシorシ カ 四肢 骨 骨幹部

1348 5A 哺乳類 イノシシo「シカ 四肢 昏 骨幹部

1349 5A 哺乳類 イノンシOrシ ヵ 四肢 骨 骨幹部

1350 5A 哺乳類 イノシシorシカ 田肢 骨 昏幹嘗8 若成獣

1351 5A 哺乳類 イノンシOrン カ 四肢骨 骨幹部

1364 5A 哺乳類 イノンシo「シカ 四肢 骨 昏幹部 着成獣

1363 5A 哺乳類 イノシシorシカ 四肢骨 骨幹部 若成獣

1366 5A Π甫乳類 イツシシorシカ 四肢 骨 昏幹部 者戊獣

1367 5A 哺乳類 イノンシOrシカ 四肢 骨 骨幹部

1371 5A 哺乳類 イノンシorシカ 四肢 骨 L 昏幹部

1234 5A Π甫乳類 イノンシ。「シカ 歯牙破片 破片

5A 哺乳類 イノシシorシ カ 上腕 骨 L 骨幹 部 成 獣

529 5A 哺乳類 イノシシorシ カ 上腕骨 L 骨幹部

1319 SA 哺乳類 イノシシo「 シカ 上腕 骨 L 骨幹 部

525 Π言軍1箱 上腕骨 R 骨幹部 成獣

1318 SA 哺平し類 イノンシorシカ 上腕 骨 R 骨幹部

1360 XD 5A Π言平婆百 「腕る R 骨幹部 若成獣

1233 5A 哺乳類 イノンシOrシヵ 中 丞節骨 破 片

1368 5A 哺幸類 推 昏 M 骨幹部

1320 5A 哺乳類 イノンシOrシヵ 頭蓋骨 破 片 着成獣

1362 5A 哺コ褒頁 函書昏 破 片 若成獣

1369 5A 哺乳類 インシンOrシヵ 頭蓋骨 破 片 骨幹部 若成獣

1352 5A 哺平1類 イノシシorシカ 不 明 骨幹部

1365 5A 哺乳類 インシンorシカ 不 明 骨幹部

1228 SA 哺孝L類 イノシシorシカ 肋 昏 骨幹部

5A 哺乳類 イノシシorシカ 肋骨 L 骨幹部 成 獣

1304 5A 哺乳類 イノンシorシカ 肋 骨 L 骨幹部 若成獣

4397 5A 哺乳類 イノンシorシカ 肋骨 L 骨幹部

689 5A 哺乳類 イノシンorシカ 肋 昏 R 昏幹 部 成獄

690 5A 哺乳類 イノンシOrシカ 肋骨 R 骨幹部 成 獣

5A 哺乳類 イノンシorシカ 肋 骨 R 昏幹 部 成 獣

197 5 哺乳類 イノンシOrシカ 躍骨 L 骨幹部 成 獣

1302 5A 哺乳類 イノシシorシカ 胚 骨 L 昏幹部 着成獣

1303 5A 哺乳類 イノンシOrシ カ 腿骨 L 骨幹部 若成獣

1370 5A 哺乳類 イノンシorシカ 艇 骨 L 昏幹部 着成撃

1232 5A 哺乳類 イノンシOrシ カ 胆骨 R 骨幹部 若成獣

1336 5A 哺乳類 カワウソ 下顎骨 R ほば実形 蒼成獣

哺乳類 クジラロ 不 明 骨幹部

哺子し類 クジラロ 不 明 昏幹部

5A 哺乳類 クジラロ 不 明 骨幹部

5A 哺乳類 クジラロ 不 明 骨幹 部

1269 5A 哺平し類 クジラロ 不 明 骨幹部

1385 5A 哺乳類 クジラロ 不 明 骨幹 部

1262 5A 哺乳類 タヌキ C(下顎骨 ) R 完形 MAND
1678 5A 哺畢し類 タヌキ 12(下 顎Ⅲ R MAND 若成獣

1452 5A 哺乳類 タヌキ Ml(下顎 ) L MAND 完 形 幼 獣

1453 5A 哺乳類 タヌキ Ml(下顎 〕 L MAND 葬 形 幼 獣

1377 5A Π言孝緬 タヌキ 下顎骨 L 完形 成獣

1378 5A Π甫乳類 タヌキ 下顎骨 L 骨幹部 成 獣

1379 5A 哺引類 タヌキ 下顎骨 L 骨幹部 成老獣

1679 5A 1甫 乳類 タヌキ 下顎骨 L 閲節突起 成 獣

398 Π首朝4E タヌキ 下顎骨 R 骨幹部 成獣

5A 哺予し類 タヌキ 下顎骨 R 骨幹 部 贖 縁 成 獣

1261 5A 晴潮類 タヌキ 下顎骨 R 骨幹部 関節突起 成獣

1376 5A 哺乳類 タヌキ 頚 椎 M 骨幹 部

572 5A Π首璃箱 タヌキ 軸椎 M 近位端 成獣
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1260 15A 哺乳類 タヌキ 前 IIH昏 L 卑 形 UNFUSED
1225 15A 哺乳類 タヌキ 側頭骨 L 完 形 成 獣

532 15A 哺乳類 タヌキ 側頭 骨 註室部 骨幹 部 UNFUSED
1387 IXD 15A 哺乳類 タヌキ 第 1顎権 M 外側位 FUSED

15 哺乳類 タヌキ 頭言 骨 完 形 者 獣

1301 15A 哺乳類 タヌキ 頭壷 骨 完形 UNFUSED
1169 15A 哺乳類 三ホンジカ 11(下顎 〕 完 形 護 出 15蔵以 上

1194 15A 晴馴類 二木 ンジカ Ml(下 顎 ) R
`完

形 萌出1歳以上

1187 15A 哺乳類 ニホンジカ Ml(上 下顎 ?) L 破 片 若成獣

1208 IXD 15A 1甫平整百 ニホンジカ M2`下覇Ⅲ 破 片 萌出15歳以上

7 14 Π甫乳類 ニホンジカ M2(上顎 ) R 完 形 未 萌 出

15A 哺副類 ニホンジカ M2`卜顎Ⅲ L II・■1金

1198 15A Π甫乳類 ニホンジカ M2(上顎 ) L 骨幹 部 萌出15虚以上

1191 15A Π甫乳類 ユホンジカ 破 片

1265 15A Π甫乳類 ニホンジカ 臼歯 (上 下顎T 破 片

1173 15A Π甫予し類 ニホンジカ 破 片

Π甫平L類 ニホンジカ 下堰骨 L 筋実起 成 獣

15C Π言乳類 ニホンジカ 下極 骨 L M23 成獣

`20カ

月以 ト

389 Π甫乳類 ニホンジカ 下親骨 L 切歯 部 成獣(25歳以上 )

1168 lSA 1甫乳類 ニホンジカ 下簑 骨 L 切歯 骨 萌出 15歳以 L

1178 15A Π甫引類 二米 ンジカ 下顎骨 L 腹縁 骨幹部 若成獣

1179 15A Π甫乳類 ニホンジカ 下顎 骨 L 腹 縁 骨幹部 着成獣

1199 15A 晴引類 下簑 骨 L 骨幹部 P234Ml 萌出25歳以上

1200 15A 哺乳類 ニホンジカ 下顎 骨 L 骨幹部 M12 萌出 1虚以 上

1209 15A 哺瑠類 ニホンジカ 下編S 腹縁 骨幹部 若成獣

1214 15A 哺乳類 ニホンジカ 下顎 骨 L 骨幹部 P123M123 萌 出25虚 以上

哺調類 ニホンジカ 下稲 昏 R 腹 縁 骨幹部 成獣

哺乳類 ニホンジカ 下顎 骨 R 関節突起 近位端 FUSED
哺ヨ類 ニホンジカ 下編 昏 R 骨帯部 m123M12 若獣(05～ 1歳 )

1167 5A 哺乳類 ニホンジカ 下顎 骨 R 関節突起 若成獣

1172 5A 哺乳類 ニホンジカ 下類 昏 R 昏色争害呂 P234 萌出25歳以上

1180 IXD 5A 哺乳類 ニホンジカ 下親骨 R 関節突起 骨幹 部 者成獣

1190 5A 哺乳類 ニホンジカ 下塩 骨 R 骨静 部 奮出15～25歳以上

1196 5A 哺乳類 ニホンジカ 下顎骨 R 骨幹部

1201 IXD 5A 哺乳類 ニホンジカ 下銀 骨 昏幹 部 m123Ml
12η 5 5A 哺乳類 ニホンジカ 下顎骨 R 骨幹部 萌出25歳以上

1220 5A 哺乳類 ニホンジカ 下顎 骨 昏幹 部 萌出 2歳以 ト

828 5A 館潮在百 果 骨 L 完 形

575 5A 哺乳類 ニホンジカ 寛 骨 L 骨幹 部 成 獣

5A 哺羽基膏 ニホンジカ 寛 骨 L 腸 骨 成 獣

827 5A 哺乳類 ニホンジカ 寛 骨 L 陽 骨 者成獣

738 5A 哺調整蜀 ニホンジカ 寛 骨 R 恥骨

800 5A 哺乳類 ニホンジカ 寛 骨 R 上 位 協 骨 者成獣

9 哺ヨ獲蜀 二木ンジカ 基箭昏 速位端 FUSED
662 5A 哺乳類 ニホンジカ 基節骨 L 完 形

SA 哺乳築 ニホンジカ 基箭昏 完形 FUSED
879 5A 哺乳類 ニホンジカ 基節骨 L 完 形

1635 5A 哺乳類 ニホンジカ 基箭昏 近位端 FUSED
哺乳類 ニホンジカ 基節骨 R 完 形

哺乳類 ニホンジカ 基箭昏 R 近位端

663 5A 哺乳類 ニホンジカ 基節骨 R 完 形 FUSED
664 5A 哺乳類 エホンジカ 基節昏 R 完形 FUSED
665 5A 哺乳類 ニホンジカ 基節骨 R 完 形 FUSED
666 5A 哺乳頚 ニホンジカ 基節 昏 R 完形 FUSED
880 5A 哺乳類 ニホンジカ 基節骨 R 完 形

924 5A 哺乳類 ニホンジカ 基蔀 骨 R 慎位峠 若成獣

954 SA 哺乳類 ニホンジカ 基節骨 R 送位端 者成獣

SA 哺乳類 ニホンジカ 基節 骨 R 諫位端 前位 FUSED
316 哺乳類 ニホンジカ 距 骨 L 完 形 FUSED
437 哺乳類 ニホンジカ 屁E骨 L 案 形 FUSED

5A 哺乳類 ニホンジカ 距 骨 L 速位端 FUSED
5A 哺乳類 こホンジカ 距 骨 L 卑 形 FUSED

465 5A 哺引範 ニホンジカ 距骨 L 速位端 FUSED
614 5A 哺乳類 エホンジカ 距 骨 L 察 形 FUSED
615 5A 哺軍I類 ニホンジカ 距 骨 L 完 形 FUSED
616 5A 哺乳類 ニホンジカ 捏E骨 L 案 形 FUSED
617 5A 哺孝1類 距 骨 L 完 形 FUSED
618 5A 哺乳類 エホンジカ 距 骨 L 棄 形 FUSED
742 5A 哺孝I類 距 骨 L 完 形 FUSED

5A 哺7L類 エホンジカ 距 骨 L 棄 形 着成獣

5A 哺耳類 二木ンジカ 距 骨 L ほば完形 若成 獣

877 5A 哺乳類 ニホンジカ 距 骨 L 完 形 着成獣

912 5A Π苗引褒頁 ニホンジカ 距 骨 L 完形 FUSED
973 5A 1甫 乳類 ニホンジカ 距 骨 L 完 形 FUSED
974 5A Π甫乳類 ニホンジカ 罹E昏 L 完形 FUSED
975 5A Π甫乳類 ニホンジカ 距 骨 L 完 形 FUSED
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976 15A 哺乳類 ニホンジカ 距 骨 L 骨幹部 若成獣

977 15A 哺乳類 ニホンジカ 距骨 L 外側位 FUSED
978 15A Π首璃 4E ニホンジカ 距 骨 L 外側位 者成獣

15A 哺乳類 ニホンジカ 程巨増卦 L 骨幹部

15A 哺調類 ニホンジカ 距 骨 完形 FUSED
哺乳類 ニホンジカ 臣 昏 完 形

哺罪と百 ニホンジカ 距骨 昇 形 FUSED
460 15 哺乳類 ニホンジカ EE昏 完形

5A 哺平杢百 距骨 R 速位端 FUSED
464 SA 哺乳類 ニホンジカ EE骨 R 完形 FuSED

5A 哺yl査夏 距 骨 n 完 形 FUSED
5A 哺乳類 ニホンジカ 距 骨 完形 FUSED

700 5A 哺乳類 距 骨 R 骨幹部 虚 獣

745 5A 哺乳類 ニホンジカ 距 骨 ほぼ完形 FUSED
755 SA Π蔵乳類 距骨 R 完 形 着成獣

SA 哺乳類 ニホンジカ 距 骨 R 完形 若成獣

763 5A 哺乳類 ニホンジカ 距骨 R 完 形 FUSED
768 XD 5A 哺乳類 ニホンジカ FE骨 R 完形 若成獣

769 5A 哺乳類 ニホンジカ EE昏 R 完 形 者成駅

15A 暗ヨ笙百 三ホンジカ 距 骨 R 完形 若成獣

5A 哺乳類 ニホンジカ 起巨昏 R 完 形

922 IXD 5A 哺調整再 ニホンジカ 距骨 R 集 形 FUSED
923 5A 哺乳類 ニホンジカ 促E昏 R 近位端 着成獣

5A 哺調整画 ニホンジカ 距骨 R 完 形 FUSED
980 5A H甫乳類 ニホンジカ 屁E骨 R 完形

5A 哺調類 ニホンジカ 距骨 R 完 形 FUSED
982 5A 哺乳類 ニホンジカ 距 骨 R 完形 FUSED

5A 1言乳類 二水 ンジカ 距骨 R 外側位 FUSED
5A 哺乳類 ニホンジカ 距 骨 R 骨幹部 若成獣

Ⅵ‖ 5 哺乳鍾 ニホンジカ 胸椎 M 神経政 FUSED
哺乳類 ニホンジカ 胸 推 M 神経棘

SA 哺乳類 ニホンジカ 胸椎 M 完 形 FUSED
707 5A 哺乳類 ニホンジカ 胸 椎 M 完形 FUSED
804 5A 哺乳類 エホンジカ 胸権 M 骨幹部 _[位 着成獣

806 5A 哺乳類 ニホンジカ 胸 推 M 骨幹部 上位 若成獣

1317 5A Π甫乳類 二木 ンジカ 駒 椎 M 骨幹部

5A Π甫乳類 三ホンジカ 近位手根骨 L 完形 FUSED
711 5A 哺乳類 三ホンジカ 折位葎子昏 ヒ 骨幹部 着成獣

5 哺乳類 ニホンジカ 頚 椎 完形 FUSED
5 哺乳類 ニホンジカ 頚 椎 M 骨幹部

5 哺馴と百 ニホンジカ 頚 椎 M 骨幹部 FUSED
5A 哺乳類 ニホンジカ 褻 推 M 骨幹部 FUSED

15A2 哺調範 ニホンジカ 類椎 M 骨幹書F 成獣

5A 哺乳類 ニホンジカ 顕 椎 上位 成 獣

5A 哺調類 ニホンジカ 頚椎 M 後 位 FUSED
5A 哺乳類 ニホンジカ 頚 椎 M 前位

SA 哺調整再 ニホンジカ 頚椎 M 上 位 若成獣

5 哺乳類 ニホンジカ 層 甲骨 L 近位端

哺コ杢百 肩甲骨 L 骨幹 部 成獣

5A 哺乳類 ニホンジカ 肩甲骨 L 骨幹部

628 5A 哺乳範 肩甲骨 L 近位端 FUSED
770 5A 哺乳類 ニホンジカ 肩 甲骨 L 近位端 若成獣

5A Π蔵乳類 肩甲骨 L 骨幹 部 若成獣

882 5A 哺乳類 ニホンジカ 肩 甲骨 L 遠位端

368 5 Π言乳類 ニホンジカ 肩甲骨 近位端 FUSED
430 哺乳類 ニホンジカ 肩 甲骨 近位端 FUSED
629 5A 哺乳類 三ホンジカ 肩甲骨 近位端 FUSED
630 5A 哺乳類 ニホンジカ 届 甲骨 近位端 FUSED
839 5A 哺乳類 三木 ンジカ 肩甲骨 R 骨幹 部 鋤者獣

883 5A 哺乳類 ニホンジカ 肩 甲骨 骨幹部 幼者獣

926 5A 哺乳類 ニホンジカ 肩甲骨 R FUSED
SA 哺乳類 ニホンジカ 後顧骨 L 顕静 fIF空 記 者成獣

1219 5A 哺乳類 ニホンジカ 後頭骨 L 底 部 昏幹 蔀 者成磐

5 哺乳類 ニホンジカ 後頭骨 M 底 部 骨幹部 FUSED
1177 5A 哺乳類 エホンジカ 後頭骨 底音日 骨幹部 着成獣

1197 5A 哺乳類 ニホンジカ 後頭骨 M 底部 骨幹部 FUSED
5 H言乳類 ニホンジカ 腰椎 M UNFUSED

255 15C2 哺乳類 ニホンジカ 腰 椎 M 魯静 部 FUSED
442 15A2 哺乳類 ニホンジカ 腰椎 M

15A 哺乳類 ニホンジカ 腰 椎 M |よ ば察形 FUSED
15A 哺乳類 ニホンジカ 腰椎 M UNFUSED
15A 哺乳類 ニホンジカ 腰 椎 M 骨幹部 上位 FUSED

916 15A Π甫乳類 ニホンジカ 腰椎 M UNFUSED
917 15A Π甫乳類 ニホンジカ 腰 椎 M 完形 下 位 UNFUSED
957 15A 哺乳類 二木 ンジカ 腰権 M FUSED
1213 15A 哺乳類 ニホンジカ 腰 椎 M 卑 形 FUSED
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哺乳類 ニホンジカ 四肢骨 骨幹部

257 Π甫乳類 ニホンジカ 四肢 骨 骨幹 部

408 哺乳類 ニホンジカ 康 角 骨幹部 虚 獣

796 5A 1甫羽類 ニホンジカ 鹿角 骨幹 部

5A 哺乳類 ニホンジカ 鹿 角 骨幹部 着成獣

5A Π鳶ヨ類 ニホンジカ 鹿角 速位端 若成獣
1181 5A 哺乳類 ニホンジカ 鹿 角 骨端部 D類 者成獣

5A 哺乳類 ニホンジカ 鹿角 骨幹 部 若成獣
8 IXD 5A 哺乳類 ニホンジカ 鹿 角 骨幹部 Cl類

1184 5A 哺子し類 ニホンジカ 鹿角 骨幹 部 Cl類
5A 哺乳類 ニホンジカ 慶 角 骨幹部 Cl類
5A 哺乳類 ニホンジカ 鹿角 骨幹部 Cl類
5A 1甫乳類 ニホンジカ 鹿 角 骨幹部 C2類

1203 5A Π甫乳類 ニホンジカ 應 角 骨端部

5A Π甫璃笙百 ニホンジカ 鹿 角 骨幹部 者成獣

205 5A 哺乳類 ニホンジカ 臣 角 骨幹部

5A 哺調整画 ニホンジカ 鹿角 骨幹部

207 5A 哺乳類 ニホンジカ 鹿 角 骨幹部

5A 哺馴類 ニホンジカ 鹿角 速位端

1 5A Π甫乳類 ニホンジカ 鹿 角 骨幹部

5A Л憩乳類 ニホンジカ 鹿 角 骨幹言B 者成獣
SA Π甫乳類 ニホンジカ 鹿 角 骨幹部 者成獣

哺乳類 ニホンジカ 鹿 角 骨幹 部 若成獣
IXD 5A 哺乳類 ニホンジカ 崖 角 骨幹部 着成獣

哺乳類 ニホンジカ 鹿角 R 成獣

5A 哺乳類 ニホンジカ 鹿 角 R 前頭骨 成 獣

哺乳類 ニホンジカ 鹿角 R A2類 若成獣

447 Л百潮 4B ニホンジカ 鹿 角 R C2類 着成獣

448 IXD SA 哺乳類 三ホンジカ 庫 角 R B2類 巻成uk

SA 哺調整百 ニホンジカ 尺 骨 L 骨幹部 成 獣

5A 哺乳類 ニホンジカ 尺 骨 近位端 FUSED
5A 哺▼I査画 ニホンンカ 尺骨 L 近位端 成 獣

5A 哺平し類 ニホンジカ 尺 骨 骨幹部 成 獣

5A 哺乳類 ニホンジカ 尺骨 L 骨幹部 成 獣

623 5A 1甫乳類 ニホンジカ 尺 昏 L 近位端 成 獣

5A Π言乳類 ニホンジカ 尺骨 L 近位端 成獣

SA 哺乳類 ニホンジカ 尺 骨 L 骨幹部

5A 哺乳類 ニホンジカ 尺 骨 L 骨幹 部 者成獣
5A 哺乳類 ニホンジカ 尺 骨 L 近位端 UNFUSED
5A 哺乳類 二木 ンジカ 尺 骨 L 骨幹部 若成獣
5A 哺乳類 ニホンジカ 尺 骨 L 近位端 者成獣

814 5A 哺乳類 エホンジカ 尺骨 L 近位端 若成獣
5A 哺乳類 ニホンジカ 尺 骨 L 近位端 若成獣

833 5A 哺甲L類 ニホンジカ 尺骨 L 近位端 UNFUSED
15A 哺乳類 ニホンジカ 尺 骨 L 近位端 苦成獣

856 5A 哺乳類 ニホンジカ 尺骨 L 近位端

857 5A Π宙潮類 ニホンジカ 尺 骨 L 骨幹部 苦成獣

5A Π甫乳類 ニホンジカ 尺骨 L 近位端 UNFUSED
SA 町令調整百 ニホンジカ 尺 骨 ヒ 近位端 若成獣

893 SA 哺乳類 ニホンジカ 尺 昏 L 近位端 FUSED
5A 哺乳範 ニホンジカ 尺 骨 L 近位端 着成蟹

5A 哺子し類 ニホンジカ 尺 昏 近位端 着成獣
964 5A 1苗調類 二本ンジカ 尺 骨 L 骨幹部 UNFUSED

5A 哺乳類 ニホンジカ 尺 昏 骨幹部 者成穀

哺ヨ芸貢 二未ンジカ 尺 骨 R 近位端 成 獣

330 哺平L類 ニホンジカ 尺 畳 R 骨幹部 成et

378 5A 哺▼L類 二木ンジカ 尺骨 R 近位端 FUSED
5A Π甫乳類 ニホンジカ 尺 骨 R 完形 FUSED
5A Π言乳類 二木ンジカ 尺骨 R 完形 FUSED
5A 哺乳類 ニホンジカ 尺 骨 R 骨幹部 成 撃

625 5A 哺乳類 ニホンジカ 尺骨 R 近位端 成 獣

626 15A 哺乳類 ニホンジカ 尺 骨 R 近位端 成 獣

627 SA 哺乳類 三ホンジカ 尺骨 R 近位端

744 IXD 5A Π蔵乳類 ニホンジカ 尺 骨 R 近位端

746 5A 哺乳類 ニホンジカ 尺骨 R 近位端 若成獣
747 5A 哺乳類 ニホンジカ 尺 骨 R 近位端

748 SA 哺乳類 ニホンジカ 尺骨 R 近位端 若成獣
IXD 5A 哺乳類 ニホンジカ 尺 骨 R 近位端 着成獣

834 5A 哺乳類 ニホンジカ 尺 骨 R 近位端 者成獣
5A 哺乳類 ニホンジカ 尺 骨 R 近位端 着成観

896 5A 哺乳類 二 木 ンジカ 尺 骨 R 近位端 若成獣
5A 哺乳類 ニホンジカ 尺 骨 R 骨幹部

966 5A 哺乳類 ニホンジカ 尺 骨 近位端 UNFUSED
15A 哺乳類 ニホンジカ 尺 骨 骨幹部 着成獣

1628 哺乳類 二水 ンジカ 尺骨 骨幹部 若成獣
1630 哺乳類 ニホンジカ 種子骨 L 完形 着成獣
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1631 5A 哺乳類 エホンジカ 種子骨 L 棄 形 者成獣

1632 5A 購朝装百 ニホンジカ 種子骨 L 完 形 若成獣

1633 5A 哺乳類 ニホンジカ 種子 骨 R 案 形 碁蔵獣

774 5A 哺調整百 ニホンジカ 上親骨 L 完 形 者成獣

1171 5A 哺乳類 ニホンジカ 上堰 骨 L 骨幹 部 P234 萌記 15歳以 ト

1193 5A 哺乳類 二 木 ンジカ 卜編 昏 骨幹部 M123 萌出25歳以上

1170 5A 哺乳類 ニホンジカ 上顎 骨 R 骨幹部 P234M12 萌出 15歳以 ト

1195 5A 晴乳類 ニホンジカ 卜顎 骨 R 骨幹部 P4M123 萌出25歳以上

5 哺乳類 ニホンジカ 上腕骨 L 骨幹部

5 哺乳類 ニホンジカ 上腕 昏 L 遠位端 FUSED
312 哺乳類 ニホンジカ 上腕骨 L 速位端

哺乳類 ニホンジカ 上腕 骨 L 速位端 FUSED
387 哺璃と百 ニホンジカ 上腕骨 L 遠位端 FUSED
443 5A2 哺乳類 ニホンジカ 上腕骨 L 昏幹 部 成獣

5A 哺蒻在百 二 木 ンジカ 上腕骨 と 遠位端 FUSED
519 5A 哺乳類 ニホンジカ 上腕骨 L 遠位端 FUSED
655 5A 哺ヨ褒百 二 水 ンジカ 上腕骨 L 骨幹部 成 獣

660 5A 哺乳類 ニホンジカ 上腕骨 L 速位端 FUSED
714 SA 哺乳類 ニホンジカ 卜腺骨 骨幹部 若成獣

5A 哺乳類 ニホンジカ 上腕骨 L 骨幹部 者成獣

758 5A 晴乳類 ニホンジカ 卜RF「 昏 遠位端 FUSED
766 5A 哺乳類 ニホンジカ 上腕 骨 L 骨幹部 若成獣

5A 哺乳類 ニホンジカ J崩昏 L 遠位端 FUSED
785 5A 哺乳類 ニホンジカ 上腕骨 L 骨幹部 者蔵獣

5A 哺乳類 ニホンジカ 上腕 骨 L 骨幹部 若成獣

5A 哺乳類 ニホンジカ 上腕骨 L 骨幹 部 者成獣

5A 哺乳類 ニホンジカ 上腕 骨 L 速位端 FUSED
5A 哺乳類 ニホンジカ 上腕骨 L 骨幹部

842 5A 哺乳類 ニホンジカ 上腕 骨 L 凍位端 FUSED
843 5A 晴潮類 上腕骨 L 遠位端

884 5A 哺乳類 ニホンジカ 上腕骨 L 凍位端 FUSED
885 5A 哺詔箱 上腕骨 L 遠位端 FUSED
927 5A 哺乳類 ニホンジカ 上腕骨 L 遠位端 き成Hk

928 5A 哺詔範 ニホンジカ 上腕骨 L 速位端 FUSED
5 哺乳類 ニホンジカ 上腕骨 骨幹 部 虚 獣

5 哺乳鍾 ニホンジカ 卜腕昏 骨幹部 UNFUSED
哺乳類 ニホンジカ 上腕骨 R 速位端

哺乳類 ニホンジカ 卜腕昏 骨幹部 成～老獣

5A 哺乳類 ニホンジカ 上腕骨 R 遠位端

5A 哺乳類 ニホンジカ 上腕 骨 R 遠位端 FUSED
520 5A 哺 7と類 ニホンジカ 上腕骨 R 速位端

574 5A 哺乳類 ニホンジカ 上腕 骨 骨幹部

6S6 5 哺乳類 ニホンジカ 上腕骨 R 速位端 FUSED
657 SA Π再乳類 ニホンジカ 上腕骨 速位端 FUSED
716 5A Π甫平し類 ニホンジカ 上腕骨 R 骨幹部 若成獣

5A 哺平L類 ニホンジカ 上腕骨 R 昏幹部 若成獣

5A Π自馴と百 ニホンジカ 上腕骨 R 骨幹部 若成獣

788 5A 哺写し類 ニホンジカ 上腕骨 涼位端

5A Π百剛類 上腕骨 R 遠位端 き成獣

812 5A Π甫乳類 ニホンジカ 上腕骨 R 昏幹 部 者成穀

818 5A Π甫朝整百 上腕骨 R 骨幹部 前位 着成獣

819 5A 1甫乳類 ニホンジカ 上腕 骨 R 骨幹部 着成獣

5A IIH調 整再 上腕骨 R 骨幹部 前位 者成獣

840 5A 哺乳類 ニホンジカ 上腕骨 R 骨幹 部 者 獣

844 5A 哺調整百 卜腕骨 R 速位端 FUSED
845 5A 哺乳類 ニホンジカ 上腕骨 R 速位端 FUSED
846 5A 哺調査麗 ニホンジカ 卜廟昏 R 遠位端 FUSED
847 IXD 5A 哺乳類 ニホンジカ 上腕骨 R 骨幹 部 FUSED
848 5A 哺調雲蘭 ニホンジカ 卜腕昏 R 骨幹部 若成獣

886 5A 哺乳類 ニホンジカ 上腕骨 R 遠位端 FUSED
919 5A 哺諄L類 ニホンジカ 卜腕昏 R 遠位端 FUSED
929 5A 哺乳類 ニホンジカ 上腕骨 R 遠位端 外側位 着戚獣

934 5A 哺乳類 ニホンジカ 「崩昏 R 遠位端 MED 若成獣

958 5A 哺乳類 ニホンジカ 上腕 骨 R 遠位端

959 5A Π甫乳類 ニホンジカ 上腕昏 R 骨幹部 FUSED
1175 5A Π蔵乳類 ニホンジカ 切歯骨(上顎 ) L 完 形 者成獣

5A Π蔵7し類 ニホンジカ 前頭骨 L 鹿角を伴 う Al類 老獣 4歳以上

1188 5A Π甫乳類 ニホンジカ 前頭骨 L 角突起 Al類 着戚獣

384 Π甫乳類 ニホンジカ 前函骨 R 骨幹部 FUSED
144S SA Π甫乳類 ニホンジカ 前頭骨 R 鹿角を伴 う Al類 者成獣

1449 5A ,甫 乳類 ニホンジカ 前頭骨 R 患角 を伴 う Al類 若成獣

Π首引基百 ニホンジカ 前頭骨 L 角突起後位

436 哺乳類 ニホンジカ 前頭骨 L 角突記 骨幹部 成獣

5A 館潮差再 前頭 骨 R 角突起 骨幹部 着 獣

5 哺乳類 ニホンジカ 側 IIE骨 L 頬昏突起

1192 5A 哺詔類 二水ンジカ 側頭骨 R 骨幹部
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第11表 出土哺乳類観察表 (10)

1627 15A 哺乳類 ニホンジカ 側頭骨 R 頬 骨突起 破 片 若成獣

955 15A Π甫乳類 ニホンジカ 第 1頚椎 と 節 位 外側粒 FUSED

487 15A Π甫乳類 ニホンジカ 第23手根骨 L 完 形 FUSED
15A 1蔵乳類 ニホンジカ 第23手 根 骨 L 宗 形 着成蟄

409 哺乳類 ニホンジカ 第23手根骨 R 完形 FUSED
15A 哺乳類 ニホンジカ 第23足 根骨 L 完 形 若成獣

989 15A 哺軍類 L 完形 若成獣

1634 15A 哺子L類 ニホンジカ 第25中 節骨 R 完 形 者成獣

1687 15A 哺朝類 ニホンジカ 第25末 鏑昏 完形 FUSED
299 哺7し類 ニホンジカ 第34基節骨 完 形 FUSED

445 15A2 購訊_査質 三ホンジカ 第34基 箭昏 L 完形 FUSED

307 哺乳類 ニホンジカ 第34中節骨 L 完 形 FUSED

哺乳類 ニホンジカ 第34中 節昏 L 卑 形

15C Π粛乳類 三ホンジカ 第34中節骨 R 完 形 FUSED
15A 哺乳類 ニホンジカ 第4手根骨 窯 形 着成獣

15A 哺乳類 ニホンジカ 第4手根骨 R 完 形 若成獣

15A 哺乳類 三ホンジカ 大腿 骨 L 骨幹 部 着成獣

IXD 15A a首瑠整百 大腿 骨 L 遠位端 UNFUSED
15A 1甫乳類 ニホンジカ 大腿 骨 骨幹 音B 成 獣

652 IXD 15A Π首璃強百 大腿骨 R 近位端 FUSED

723 15A 哺乳類 ニホンジカ 大腿 骨 骨幹 部 者成獣

IXD 15A コ言調婆面 二木 ンジカ 中 FER手】屋骨 完形 者成獣

860 15A 哺乳類 ニホンジカ 中間手根骨 R 着成獣

15A 1甫ヨ類 ニホンジカ 中間手お風昏 完形 者成獣

15A 哺乳類 ニホンジカ 中間手根骨 R 完 形 若成獣

1629 15A 哺乳類 ニホンジJI 中間手根昏 弁 形 若成獣

15A Π甫乳類 ニホンジカ 中手 足骨 骨幹部 若成獣

15A 哺乳類 ニホンジカ 中手骨 蜃静 言旧

15A 哺乳類 ニホンジカ 中手骨 L 近位端 FUSED

987 15A 哺乳類 ニホンジカ 中手骨 L 訴仕端 前 位 FUSED

897 15A 哺乳類 三ホンジカ 中手骨 R 近位端 若成獣

15A 哺子L類 エホンジカ 中手骨 IIF位端 FUSED
677 IXD 15A 哺平1類 中手骨2 L 遠位端 FUSED

676 15A 哺軍L類 ニホンジカ 中手骨3 R 速位端

15A 哺撃類 中心足根骨 L 完形 FUSED
15A 哺子し類 ニホンジカ 中心足根骨 L MED FUSED
15A 哺幸類 ニホンジカ 中′ほ

『

根昏 完形 若成獣

802 15A 哺平し類 三ホンジカ 中心足根骨 L 完 形 若成獣

IXD 15A 哺畢し類 ニホンジカ 中′苫足根昏 L 完形 碁成獣

8 哺平し類 ニホンジカ 中心足根骨 R 前位 FUSED

哺手し鍾 ニホンジカ 中心足根骨 R 票 形

485 15A 哺予L類 ニホンジカ 中心足根骨 R 完 形 FUSED
15A 哺子し類 ニホンジカ 中心足根骨 R 棄 形 FUSED
15A 哺子L類 ニホンジカ 中心第4足根骨 L 完 形 若成獣

哺乳類 ニホンジカ 中節骨 L iF位端

哺平し類 三ホンジカ 中師 骨 L 骨幹部 FUSED
15A 哺平し類 ニホンジカ 中師 骨 L 実 形 FUSED

925 15A 哺諄類 三未 ンジ方 中師骨 R 完形 FUSED

953 15A 哺平L類 ニホンジカ 中節 骨 R 免 形 FUSED
730 IXD 15A 晴軍菊 中足骨 骨幹部

15A 哺翠し類 ニホンジカ 中足骨 骨幹 著B

904 IXD 15A IIB乳類 中 ktP昏 骨幹部 者成獣

15A 哺子L類 ニホンジカ 中足骨 骨幹 部 者成獣

944 IXD 15A 哺平麺 ニホンジカ 中AP昏 骨幹部 前位 若成獣

15A 哺7L類 ニホンジカ 中足骨 骨幹 部 前 位

哺撃麺 ニホンジカ 中A7昏 L 近位端 FUSED
15A 哺幸し類 ニホンジカ 中足骨 L 近位端 FUSED

732 15A 哺諄L麺 三ホンジカ 中

『

昏 L 骨幹部

lSA 哺7し類 三ホンジカ 中足骨 L 骨幹 部

IXD 15A 哺7L類 ニホンジカ 中

『

昏 L 折待 齢 FUSED

15A 哺畢し類 ニホンジカ 中足 骨 L 速位端 FUSED

IXD lSA 哺乳類 ニホンジカ 中足昏 R 昏静 部 前 佳

15A 哺平し類 ニホンジカ 中足骨 R 骨幹部 後位

737 15A 哺子し類 ニホンジカ 中足骨 R 漂位 端 外側位

794 15A 哺平し類 ニホンジカ 中足骨 R 近位端 前位 FUSED
869 15A 哺乳類 ニホンジカ 中足骨 R 訴位端 FUSED

870 15A 哺平し類 ニホンジカ 中足骨 R 遠位端 UNFuSED
15A 哺 7し類 ニホンジカ 中足骨 R 昏幹 部 FUSED
15A 哺幸L類 ニホンジカ 中足骨 R 近位端 前位 FUSED
15A 哺子し類 ニホンジカ 頭蓋骨 L 庫角 Al類 才獣 4歳以 ト

lSA 哺乳類 二未 ンジカ 頭蓋骨 L 前頭 後頭 側頭骨 骨幹部 成 獣

1437 15A 哺乳類 ニホンジカ 頭蓋骨 骨幹部 唆舞 25虚以上

1443 IXD 15A 哺剰類 頭言 骨 上顎 頬骨側頭突起 出頚繰 75歳以上

1450 15A 哺乳類 ニホンジカ 頭蓋 骨 M 者成獣

IXD 15A 町寄調整百 頭蓋骨 R 骨幹部 後頭骨 FUSED

1176 15A 哺乳類 ニホンジカ 頭蓋 骨 R FUSED途 次
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第11表 出土哺乳類観察表 (11)

1174 Л粛乳類 ニホンジカ 頭頂 骨 L 骨幹部

4 哺乳類 ニホンジカ 尾 骨 L 完形

1202 5A 哺乳類 ニホンジカ 鼻 骨 R 骨幹部 者成獣
5A a甫平L類 ニホンジカ 膝蓋 骨 L 完形

5A 哺乳類 ニホンジカ 膝蓋骨 L ほぼ完形 若成獣

5 哺乳類 ニホンジカ 膝藍 骨 R 完形 FUSED
972 5A 哺乳類 ニホンジカ 膝蓋骨 R 完 形 FUSED

5A 哺乳類 ニホンジカ 膝蓋 骨 R 完形

1432 哺乳類 ニホンジカ 不 明 骨幹部

哺コれ ニホンジカ 末節 骨 L 完形 FUSED
5 哺乳類 ニホンジカ 末師 昏 R 完 形 FUSED

914 5A 哺引範 ニホンジカ 末節骨 R 完形 中位 FUSED
SA 哺乳類 ニホンジカ 肋 骨 R 骨幹部

694 SA Π甫平1類 二木 ンジカ 肋骨 L 骨幹 部 成 獣

838 5A 哺平し類 ニホンジカ 肋 骨 骨幹部 き成撃
5A 哺調類 ニホンジカ 肋骨 L 骨幹 部 者成獣

1426 IXD 5A 哺乳類 ニホンジカ 助 骨 L 骨幹部 者成 獣

573 5A 哺乳類 ニホンジカ 肋骨 R 骨幹部 成 獣

693 5A 哺乳類 三ホンジカ 肋 骨 骨幹部 成 獣

5A 哺乳類 ニホンジカ 肋骨 骨幹 部 若成獣
4 哺乳類 ニホンジカ 榛 骨 L 骨幹部

4 哺平し類 ニホンジカ 撓 骨 L 骨幹部

192 5 Π甫乳類 ニホンジカ 撓 骨 L 骨幹部 成 獣

哺乳類 ニホンジカ 撓骨 L 近位端 FUSED
310 哺乳類 ニホンジカ 榛 骨 L 速位端 FUSED

哺乳類 ニホンジカ 撓 骨 L 速位端 FUSED
5A 哺ヨ類 ニホンジカ 犠 骨 L 近位端 FUSED

480 IXD 5A 哺乳類 三ホンジカ 緯 昏 L 近位端 FUSED
SA 哺平1類 ニホンジカ 撓 骨 近位端 FuSED

IXD SA 哺乳類 エホンジカ 桂 昏 L 遠位端 FUSED
5A 1奮 引獲頁 二木ンジカ 棧骨 遠位端 FUSED

640 5A 哺乳類 ニホンジカ 粧 骨 L 近位端 FUSED
5A 哺訊類 二木ンジカ 撓 骨 L 近位端 FUSED

642 SA 哺乳類 ニホンジカ 桂 骨 近位端 FUSED
5A 哺乳類 ニホンジカ 桂骨 L 近位端 FUSED

647 5A 哺乳類 ニホンジカ 棧 骨 L 速位端

648 5A 哺乳類 撓 骨 L 骨幹 部 若獣

5A 哺乳類 ニホンジカ 榛 骨 L 骨幹部 着成獣

720 5A 哺乳類 撓骨 L 近位端 FUSED
772 5A 哺乳類 ニホンジカ 桂 骨 L 骨幹部 者成 獣

哺乳類 ニホンジカ 撓骨 L 骨幹部 外側仕 者成獣
832 5A 哺乳類 ニホンジカ 榛 骨 L 近位端 FUSED

SA 哺乳類 ニホンジカ 撓 骨 L 近位端 者成獣
5A 哺乳類 ニホンジカ 撓 骨 L 遠位端 FUSED
5A 哺乳類 ニホンジカ 椀 骨 L 骨幹部 UNFUSED
5A 哺乳類 ニホンジカ 機 骨 L 遠位端 者 成獣

5A 哺乳類 ニホンジカ 椀 骨 L 近位端 FUSED
887 5A 哺乳類 ニホンジカ 榛 骨 L 遠位端 FUSED
888 5A 哺乳類 ニホンジカ 榛骨 L 遠位端 FUSED

5A 晴軍灯 ニホンジカ 犠 骨 L 骨幹部 者成 獣

930 5A Π甫畢し類 ニホンジカ 緯 昏 L 速位端

2 購ヨと百 ニホンジカ 撓 骨 R 近位端 FUSED
5 哺乳類 ニホンジカ 糧 昏 R 近位端 FUSED
5 哺瑠類 ニホンジカ 桂 骨 R 近位端

172 5 哺乳類 ニホンジカ 緯 昏 R 速位端

5 哺副類 ニホンジカ 犠 骨 R 近位端 FUSED
哺乳類 ニホンジカ 峰 昏 遠位端 UNFUSED

476 SA 哺調網 ニホンジカ 撓骨 近位端 FUSED
477 5A 哺乳類 ニホンジカ 棲 昏 近位端 FUSED
478 5A 哺ヨ類 ニホンジカ 撓骨 近位端 FUSED
482 5A 哺乳類 ニホンジカ 線 昏 遠位端 FUSED
644 5A 哺コ類 ニホンジカ 撓骨 近位端 FUSED
64S 5A 哺乳類 ニホンジカ 桂 昏 近位端 FUSED
646 5A 哺調類 二木 ンジカ 機骨 R 近位端 FUSED
717 5A 哺乳類 ニホンジカ 柱 骨 近位端 者成 eA

哺孝I類 ニホンジカ 榛骨 近位端 FUSED
740 哺乳類 ニホンジカ 縫 ER3 骨幹部

759 1鳶季1笙百 二木 ンジカ 椀骨 R 骨幹部

5A 哺乳類 ニホンジカ 粧 骨 近位端 FUSED
5A 哺剛類 二木ンジ方 縫骨 R 遠位端 FUSED
5A 哺乳類 ニホンジカ 捜 骨 R 遠位端 FUSED

822 A 哺乳類 二木ンジカ 機骨 R 近位端 FUSED
830 5A Π甫乳類 ニホンジカ 機骨 R 骨幹部 UNFUSED

5A 1自乳類 三木 ンジカ 機骨 R 遠位端 FUSED
853 5A 哺乳類 ニホンジカ 撓骨 R 遠位端 FUSED
931 5A 哺乳類 ニホンジカ 撓骨 R 近位端 FUSED
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第11表 出土哺乳類観察表 (12)

932 15A 哺乳類 ニホンジカ 棧 骨 R 骨幹部 後 位 者成獣

960 5A 哺乳類 二木ンジカ 糧 骨 R 骨幹部 後位 若成獣

IXD 5A Π言乳類 エホンジカ 撓骨 R 骨幹部 者成獣

962 5A 哺乳類 ニホンジカ 桂 骨 R 近位端 FUSED

15A 哺乳類 ニホンジカ 撓骨 R 舌位端 若成獣

859 IXD 5A 哺乳類 ニホンジカ 榛 IFd手根骨 L 完形 着成獣

5 Π甫乳類 ニホンジカ 撓側手根骨 R 完 形 FUSED

680 5A 晴引整目 ニホンジカ 糧側手根骨 R 完形 FUSED

5A 哺乳類 ニホンジカ 縁欄I手根昏 完 形 者成獣

5A Π甫撃I類 ニホンジカ 艇 骨 L 骨幹部

4 4 哺乳類 ニホンジカ 月甲昏 L 遠位端 FUSED

哺乳類 ニホンジカ 腿 骨 L 骨幹部 成 獣

哺乳類 二木ンジカ 胚 骨 L 速位端 FUSED

306 哺乳類 ニホンジカ 麗 骨 L 違位端 FUSED

哺平ヒ類 胆 骨 L 遠位端 FUSED

469 5A 哺乳類 ニホンジカ 胆 骨 L 遠位端 FUSED

5A 哺乳類 ニホンジカ 延 骨 L 遠位端 FUSED

5A 哺乳類 ニホンジカ 胆 骨 遠位端 FUSED

473 5A Π言馴組 ニホンジカ 誕 骨 L 速位端 FUSED

15A 哺乳類 ニホンジカ 胆 骨 L 近位端 FUSED

475 SA 哺調類 ニホンジカ 胆 骨 L 近位端 FUSED

15A 哺乳類 ニホンジカ 解 昏 L 骨幹部 成獣

636 5A 哺引類 ニホンジカ 匹 骨 L 遠位端 FUSED

637 15A 哺乳類 ニホンジカ 席 昏 L 速位端 FUSED

639 5A 哺乳類 ニホンジカ 腿 骨 L 速位端 FUSED

5A 哺乳類 二木ンジカ EE骨 L 骨幹部

703 4 Π鳶乳類 ニホンジカ 胆 骨 L 近位端 FUSED

724 5A 哺乳類 匹 骨 L 骨幹部

72S SA 哺乳類 ニホンジカ 躍 骨 ヒ 昏幹部

726 5A 哺乳類 距 骨 L 骨幹部

749 5A 哺乳類 ニホンジカ 胆 骨 L 速位端 FUSED

757 5A Π甫子し類 ニホンジカ 胆 骨 L 速位端

5A 哺乳類 ニホンジカ 胆 骨 L 速位端 FUSED

762 5A 晴潮差百 三ホンジカ 匹 骨 L 遠位端

765 5A 哺乳類 ニホンジカ 解 昏 L 遠位端 FUSED

773 SA 哺引類 ニホンジカ 艇 骨 L 遠位端 着成獣

777 15A 哺乳類 ニホンジカ 月甲昏 L 遠位端 FUSED

5A 哺調麺 ニホンジカ 胆 骨 L 遠位端 FUSED

15A 哺乳類 ニホンジカ 解 昏 L 骨幹部 若成獣

824 5A 哺乳類 ニホンジカ 匹 骨 L 近位端 FUSED

836 5A H鳶 平し類 ニホンジカ 藤 骨 L 近位端 FUSED

837 5A 哺乳銀 ニホンジカ 胆 骨 L 骨幹部 若成獣

899 5A 哺乳類 二木ンジカ 月堅骨 L 速位端 FUSED

5A 哺季し類 ニホンジカ 胆 骨 L 骨幹部 若成獣

5A 哺子し類 二末ンジカ 艇 骨 L 遠位端 FUSED

938 5A ,職 ▼と類 ニホンジカ 睡 骨 L 骨幹部 後位 若成獣

939 5A 哺乳類 延 骨 し 骨幹部 中位 若成撃

1444 5A 哺乳類 ニホンジカ 月【骨 換位端 若成獣

4 コ甫乳類 ニホンジカ 狙堅骨 R 骨幹部

5 哺乳類 ニホンジカ 胆 骨 R 骨幹 部 成球

175 5 哺平と類 ニホンジカ 匹 骨 R 近位端

298 哺乳類 ニホンジカ 匹 骨 R 骨幹部 成獣

367 5 哺乳類 ニホンジカ 歴 骨 R 速位端

5A 哺乳類 ニホンジカ 月I骨 速位端 FUSED

467 5A 哺畢し類 ニホンジカ 胆 骨 R 速位端 FUSED

15A 哺乳類 ニホンジカ 胚 骨 速位端 FUSED

470 IXD 5A 哺調類 ニホンジカ 匹 骨 R 遠位端

633 5A 哺乳類 ニホンジカ 胆 骨 R 近位端 FUSED

634 SA 1甫潮杢百 ニホンジカ 震 骨 R 遠位端 FUSED

635 15A Π甫乳類 ニホンジカ 月零昏 遠位端 FUSED

650 5A 哺勃類 エホンジカ 胆 骨 R 骨幹部 成 獣

727 5A 哺乳類 ニホンジカ 月写昏 骨幹部

750 5A 哺調類 エホンジカ 胆 骨 速位端 FUSED

751 5A 哺平し類 ニホンジカ 匹 骨 速位端 FUSED

776 5A 哺乳類 ニホンジカ 胚 骨 速位端 FUSED

780 5A 哺乳類 ニホンジカ Л軍昏 速位端 FUSED

5A 哺ヨ類 ニホンジカ 匹 骨 骨幹部 者成獣

哺乳類 ニホンジカ 雁 昏 速位端 FUSED

783 哺乳類 ニホンジカ 月E骨 近位端 FUSED

825 哺乳類 二未 ンジカ 艇 骨 近位端 FUSED

哺FL類 ニホンジカ 腿 骨 速位端 FUSED

5A 哺乳類 二木 ンジカ 延 骨 速位端 FUSED

866 5A 哺乳類 ニホンジカ 胆 骨 遠位端 FUSED

5A 哺乳類 二水ンジカ 月堅骨 R 近位端

868 IXD 5A 哺季し類 ニホンジカ 胆 骨 R 骨幹部 若成獣

5A 哺乳類 二木 ンジカ 月堅骨 R 遠位端 FUSED
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哺乳類 ニホンジカ 胚 骨 R 速位端 FUSED
935 IXD 哺乳類 ニホンジカ 胚 骨 R 近位端 FUSED
936 哺平し類 ニホンジカ 匹 骨 R 近位端 FUSED
937 哺乳類 ニホンジカ 胚 骨 R 速位端 FUSED
940 Π首調整百 ニホンジカ 胆 骨 R 骨幹部 外側位 着成獣

5A 哺乳類 ニホンジカ 眠骨 R 遠位端 UNFUSED
哺副類 ニホンジカ 月【骨 R 近位端 UNFUSED

969 5A 哺乳類 ニホンジカ 服 昏 R 遠位端 FUSED
970 5A 哺訊褒画 ニホンジカ 歴 骨 R 骨幹部

1442 5A 哺乳類 ニホンジカ 月軍昏 R 近位端 FUSED
710 5A Π甫乳獲資 二木 ンジカ 踵 骨 R 骨幹部 者成獣

4 哺乳類 ニホンジカ 題 骨 L 骨幹部 UNFUSED
607 5A 哺乳類 ニホンジカ 踵 骨 L 完形

608 5A 哺乳類 ニホンジカ 踵 骨 L 近位端 成獣

752 5A 哺乳類 三ホンジカ 捏重骨 L 完形 FUSED
5A 哺乳類 ニホンジカ 捏重骨 L 近仕端 FUSED

872 5A 哺平し類 ニホンジカ 踵 骨 L 骨幹部 若成獣

873 5A 哺乳類 ニホンジカ 踵 骨 L 完形

5A Π甫乳類 ニホンジカ 踵 骨 L 近位端 若成獣

907 na乳類 ニホンジカ 】至骨 L 完形 FUSED
908 5A 哺乳類 ニホンジカ 踵 骨 L 完 形 FUSED
946 5A 哺募1差膏 ニホンジカ 踵 骨 L 完形 FUSED
947 5A 哺乳類 ニホンジカ 踵骨 L 骨幹部 若成獣

948 5A 哺謝類 ニホンジカ 踵 骨 L 近仕端 若成獣

1636 5A 哺乳類 ニホンジカ 踵骨 L 骨幹部 若成獣

5 哺乳類 ニホンジカ 踵 骨 近位端 FUSED
193 5 哺乳類 ニホンジカ 藤 唇 R 骨幹部 FUSED

哺▼L類 ニホンジカ 腫 骨 骨幹部

302 哺乳類 ニホンジカ I重昏 R 遠位端 FUSED
IIH乳類 二木 ンジカ 踵 骨 近位端 成 獣

Π甫乳類 ニホンジカ 踵 骨 近位端 FUSED
382 哺乳類 ニホンジカ 踵骨 R 完形 FUSED

5A 哺乳類 ニホンジカ ,重骨 R 完 形 FUSED
5A 哺乳類 ニホンジカ 踵 骨 R 完形

5A 哺平し類 ニホンジカ 踵 骨 R 近位端 成獣

610 5A 哺乳類 ニホンジカ 踵 骨 R 近位端 成 獣

IX IX l) 5A 晴瑠類 ニホンジカ :重骨 R 骨幹部 成獣
753 5A 哺乳類 ニホンジカ 踵 骨 R 骨幹部 中位 者成獣

754 5A 哺調筆 ニホンジカ 踵 骨 R 近位端
797 SA 哺乳類 エホンジカ 踵骨 R 骨幹部 若成獣

798 5A 哺引類 ニホンジカ 踵 骨 R 骨幹部 着成獣

5A 哺乳類 ニホンジカ 踵骨 R ほぼ完形 若成獣
5A 哺ヨ類 ニホンジカ 踵 骨 R ほぼ完形 FUSED

874 5A 哺乳類 ニホンジカ 踵 骨 R 完 形 FUSED
5A 哺乳褒頁 ニホンジカ 踵 骨 R 完形 FUSED
5A 哺乳類 ニホンジカ 腫 骨 R 近位端 若成獣

911 5A 哺乳麺 ニホンジカ 踵 骨 R 近位端 者成獣

5A 哺乳類 ニホンジカ 腫 昏 R 骨幹 部 若成獣
1468 5A 哺乳類 ネズミ科 11(下 顎 ) L 完形 若成獣

1469 5A 哺平し類 ネズミ科 I 下筆 う 完 形 若成獣
1479 哺乳類 ネズ ミ科 11(下 顎 〕 R 完形 者成獣

1480 5A 哺乳類 ネズミ科 | 下顎 Ⅲ R 完 形 者成獣
1481 Л甫乳類 ネズミ科 下 窺 ゝ R 完形 者成 llA

1482 哺乳類 ネズミ科 下蛭 う 完 形 者成鶴
1475 IXD 哺要し類 ネズミ科 上顆 L 完形 者成獣

1476 哺平し類 ネズミ料 | 上顎 う 完 形 若成獣
1477 5A 哺乳類 ネズミ科 上顎 ) L 完形 若成獣

1478 15A 哺乳類 ネズミ科 I 上 顎 L 完 形 若成獣
1470 5A 哺乳類 ネズミ科 | 上顎 ) 完形 苦成獣

1471 5A 哺7し類 ネズミ科 | 上 顎 R 完 形 若成獣
1472 5A 哺乳類 ネズミ科 1 上根 ) R 完形 苦成獣

1473 5A 哺乳類 ネズミ科 I 上顎 〕 完 形 若成獣
1474 5A 哺乳類 ネズミ科 11(上 顎 ) R 完形 若成獣

1646 5A 哺乳類 ネズミ科 下顎 骨 L 遠位端

1454 5A 哺乳類 ネズミ科 層 中 昏 R 近位端 FUSED
1464 5A 哺引と百 ネズミ科 腰 椎 M 完形 FUSED
1465 SA Π甫乳類 ネズミ科 腹椎 M 昏幹部

1488 5A Π甫璃類 ネズミ科 尺 骨 L 近位端 FUSED
1489 5A 哺乳類 ネズミ科 尺 骨 L 近位端 FUSED
1490 5A 哺引褒百 ネズミ科 尺 骨 R 近位端 FUSED
1483 5A 哺乳類 ネズ ミ科 上腕骨 L 送位端 FUSED
1484 Π甫調類 ネズミ科 上腕骨 L 骨幹部 UNFUSED
1487 5A 哺乳類 ネズ ミ科 上腕骨 L 近位端 FUSED
1485 哺ヨ褒百 ネズミ科 上腕骨 R 遠位端
1486 5A 哺乳類 ネズミ科  | 上腕骨 R 完 形 FUSED
1467 Π鳶調査画 ネズミ科 側頭 骨 R 頬骨突起 骨幹部 着成獣
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1463 5A a甫 乳類 永ズミ科 第 2顕椎 M 実 形

1466 SA 哺乳類 ネズミ科 第 2頚椎 M 完形 FUSED

1455 5A 哺潮類 ネズミ科 大腿 骨 L it位端 FUSED

1456 5A 哺乳類 ネズミ科 六腿骨 L 近位端 FUSED

1457 5A 哺乳査貨 ネズミ剃 大腿 骨 L 近位端 FUSED

1458 5A H甫乳類 ネズミ科 大腿骨 近位端 FUSED

1459 XD 5A 1冑撃L類 ネズミ利 大腿 骨 近位端 FUSED

1460 5A 1甫平し類 ネズミ科 大腿 骨 R 遠位端 FUSED

1461 IXD 5A 哺乳類 ネズミ科 匹 骨 骨幹部 UNFUSED

1462 5A 哺乳類 ネズミ科 Я零昏 昏幹部 FUSED

1491 哺乳類 ネズミ科 匹 骨 R 近位端 FUSED

1492 SA 晴潮類 ネズミ科 月軍昏 折位端 FUSED

1645 哺乳類 ネズミ科 歴μl骨 L 骨幹部

1494 5A 哺謝類 ハタネズミ 下箪 骨 L 骨幹部 M3 着成獣

1493 5A 哺乳類 ハタネズミ 下綴骨 R 完形 I M123 若成獣

1495 IXD 5A 哺乳類 ハタネズミ 下顎 骨 骨幹部 Ml 若成獣

1668 哺乳類 モグラ類 後頭骨 M 底 部 UNFUSED
1686 IXD 哺乳類 モグラ類 上腕 骨 完 形 FUSED

1592 5A 哺乳類 小型哺乳類 13(上 。下顎 ? R 完形

1649 哺乳類 小型哺平L類 基節 骨 速位端

1650 5A 哺乳類 小■l,奮軍1箱 基箭 昏 凍位端 FUSED

1372 哺乳類 小型哺乳類 四肢 骨 骨幹部 若成獣

1500 IXD 哺軍整百 小 4j哺乳類 キ旨昏 棄 形 FUSED

1501 SA 哺乳類 小型哺乳類 指 骨 完 形 FUSED

1502 5A 1甫幸整頁 小型哺乱類 :旨骨 完 形 FUSED

1503 5A 哺乳類 小型哺乳類 指骨 完形 FUSED

IS04 5A 哺ヨ類 小型哺乳類 :旨骨 完 形 FUSED

1505 5A 哺乳類 小型哺乳類 指骨 完形 FUSED

1506 5A 哺乳類 小型 1鳶乳類 指 骨 完 形 FUSED

1648 5A 哺乳類 小型哺乳類 指 骨 遠位端 破 片

哺乳類 小型 哺乳類 上腕 骨 骨幹部

1652 5A 哺乳類 小型哺乳類 切歯 完形

1496 5A Π甫乳類 rlヽ 型Π甫7し類 尾 椎 M 完 形 FUSED

1497 5A ]甫乳類 小型
'甫

浮し類 厚 推 M 弁 影 FUSED

1651 5A コ甫乳類 小型哺乳類 不 明 骨端部

1498 5A 哺乳類 おヽ41購軍1箱 肋 昏 凍位端

1267 5A 哺乳類 小型哺孝L類 肋 骨 骨幹部

1647 5A 晴コ建百 合肉 目 C`卜 下顎? L 棄 形

1660 5A 哺乳類 中型哺乳類 日歯 (上 下顎 ) 破片

256 15C2 哺詔類 中4j哺乳類 下霊 骨 L 関箭突起

5 哺乳類 中型哺乳類 肩押骨 骨幹部

259 15C2 哺調類 中型哺乳類 腰 推 M 速位端 関飾 寓

17 4 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

4 哺訊類 中型Π育乳類 四肢 骨 骨幹 部

4 1甫乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

4 1鳶乳類 中型Π甫乳類 四肢 骨 骨幹 部

4 哺乳類 中型Π甫乳類 四肢 骨 骨幹部

4 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

4 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

4 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

4 哺乳類 中型哺乳類 Ш月と昏 骨幹部

4 哺乳類 中型哺平[類 四肢 骨 骨幹部

4 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 S静部

哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

4 哺乳類 中4J哺軍1類 四月
=§

昏幹部

哺乳麺 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

4 哺乳類 中4j哺罪I類 四月
=昏

昏幹 部

哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

4 晴馴埜百 中4j哺乳類 四月
=昏

昏幹 部

Π甫乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

4 Π首馴整買 中4j哺コ類 四離 昏 昏幹 部

哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

4 晴引類 中4j哺乳類 四Ht昏 昏幹部

哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

4 嗜耳I類 中型哺羽類 □陸 骨 骨幹部

哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

4 哺詔婆百 中41哺潮_麺 四肢 骨 骨幹部

哺乳類 中型
'甫

乳類 四肢骨 骨幹部

哺詔類 中型Π甫乳類 四肢 骨 骨幹部

哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

哺詔類 中型哺乳類 □肢 骨 骨幹部

51 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

4 哺璃麺 中型Π鳶乳類 四肢 骨 骨幹部

4 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

4 1甫訊麺 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

哺乳類 中型Π甫乳類 四肢 骨 骨幹部



第 8部 考察と調査成果の総括

第11表 出土哺乳類観察表 (15)

晰翁ヨ茎百 中型Π甫乳類 四肢 骨 骨幹部

哺乳類 中型 哺乳類 四月
=昏

骨幹 部

隔縮コ装百 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

Π甫乳類 中型 哺乳類 四肢 昏 骨幹部

Π言調整百 中型哺乳類 四肢骨 骨幹 部

哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

哺調整百 中4j購引整百 四肢骨 骨幹 部

哺乳類 中型 哺乳類 四肢 骨 骨幹部

哺乳類 中4j哺軍I類 四肢 骨 骨幹 音B

哺乳類 中型 哺乳類 四肢 骨 骨幹部

哺乳鍾 中41哺幸類 四肢 骨 骨幹部

4 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部
4 哺乳類 中型 Π言潮類 四肢骨 骨幹部

哺乳類 中型Π甫乳類 四肢 骨 骨幹部

4 哺乳類 中型 Π言引類 四肢骨 骨幹 部

哺乳類 中型Л甫乳類 四肢 骨 骨幹部

4 哺乳類 中型哺乳類 四月
=昏

骨幹部

町寄引と百 中型Π甫乳類 四肢 骨 骨幹部

4 Π甫乳類 中型哺乳類 四月
=昏

骨幹部

Л育ヨ類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

4 哺乳類 中型 哺乳類 四肢 昏 骨幹部

哺コ範 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

4 哺乳類 中型 H甫乳類 四肢 昏 骨幹部

哺平I細 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

哺乳類 中型 哺乳類 四肢 骨 骨幹部

哺調類 中41n首馴類 四肢骨 骨幹部

哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

4 哺乳類 中型哺引 4a 四肢骨 骨幹 部

4 Π自乳類 中型 哺乳類 四肢 骨 骨幹部

4 Π言乳類 中型 Π甫羽森 四肢骨 骨幹部

4 コ甫乳類 中型 Π甫乳類 四肢 骨 骨幹部

4 Π甫乳類 中型 哺調整百 四肢 骨 骨幹 部

4 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

4 哺乳類 中型哺羽杢画 四肢骨 骨幹 部

4 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

Ⅵ冊 5 哺乳類 中型哺乳類 囮購昏 骨幹部

5 哺引類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5 哺乳類 中型 Π意子し類 四肢 昏 骨幹部

5 Π言謝杢画 中型哺乳類 四肢骨 骨幹 部

5 哺乳類 中型 哺乳類 四肢 昏 骨幹部

5 哺コ範 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

5 哺乳類 中型哺平L類 四肢 骨 骨幹部

11 5 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹 部

5 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5 哺剛 芸́百 中型Π甫乳類 四肢骨 骨幹 部

5 哺乳類 中型 哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5 IIE乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹善B

5 哺畢し類 中型 哺手と類 四肢 骨 骨幹部

5 哺乳類 中4j哺孝I箱 四肢骨 骨幹 部

5 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5 哺乳類 中4j哺幸類 四肢 骨 骨幹部

5 哺乳類 中型 哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5 哺乳類 中型 Π甫詔類 四肢 骨 骨幹 部

5 Π甫乳類 中型 哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5 Π甫乳類 中41Π 甫調杢面 四肢骨 骨幹 部

5 コ甫乳類 中型 n甫乳類 四肢 骨 骨幹部

5 哺乳類 中型哺yI類 四肢骨 骨幹部

5 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5 哺乳類 中型Π竜乳類 四肢骨 骨静 部

5 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 昏餘 部

5 Π書乳類 中型 Π甫乳類 四肢骨

5 Π甫乳類 中型哺乳類 四肢 骨 吾静部

5 1甫乳類 中型哺▼L麺 四肢骨

5 哺乳類 中型哺乳類 呂訟 部

5 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

哺乳類 中型Π甫乳類 四肢 骨 呂幹部

哺乳類 中型 Π甫乳類 四肢骨 骨幹部

Π甫乳類 中型Л常乳類 四肢 骨 昏謙 菩

“哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

哺乳類 中型Π甫乳類 四肢 骨 昏幹部

哺乳類 中型 Π鳶▼L類 四肢骨 骨幹部

哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 尋餘部

Π甫▼し類 中型 Π言調整百 四肢骨 再 釜 郎

哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

哺乳類 中型哺孝類 四肢 骨 骨幹部

哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部
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5 哺平類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

5 哺乳類 中型 Π甫乳類 四肢 骨 骨幹部

5 哺諄[褒蜀 中烈購馴類 四肢骨 骨幹部

5 哺畢し類 中型Л常乳類 四肢 骨 骨幹部

5 哺子し類 中4jΠ 甫孝類 四肢 骨 骨幹部

5 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

5 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5 哺乳類 中型哺乳類 四Л
=昏

骨幹部

5 哺調在百 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5 Π甫乳類 中型Πほ乳類 四肢 昏 骨幹部

5 Π奮瑠類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹 部

5 哺乳類 中型 Π甫乳類 四肢 骨 骨幹部

5 Π甫調類 中型哺乳類 四肢骨 骨学 部

5 哺乳類 中型 哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5 Π言乳類 中41Л 甫平類 四肢骨 骨幹部

5 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5 哺乳類 中41哺乳類 四肢 骨 骨幹部

S 哺平し類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

5 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 昏幹 部

5 哺乳類 中型哺乳類 四月
=昏

骨幹部

5 備璃獲百 中型哺乳類 四肢 骨 昏端部

5 哺乳類 中型 哺乳類 田膳 昏 骨幹部

5 購潮拓 中型哺乳類 四肢骨 骨球 部

5 哺乳類 中型 哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5 哺調麺 中型哺乳類 四肢骨 骨幹言B

5 哺平し類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5 哺乳疑 中4jffa乳類 四肢骨 骨幹部

5 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5 晴乳類 中4j哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

206 哺乳類 中型Π苗引類 四肢骨 骨幹部

5 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 昏識部

208 哺乳類 中型 Π言乳類 四肢骨 骨幹部

5 哺璃類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5 哺乳類 中型哺乳麺 四肢唇 骨幹部

5 Π甫調類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹 部

哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

哺引類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

哺乳類 中4JΠ首剛類 四肢骨 骨幹部

哺乳類 中型 哺乳類 四肢 骨 骨幹部

217 5 哺乳類 中41哺劉類 四肢 骨 骨幹 部

哺乳類 中型哺乳類 幽肢 骨 骨幹部

5 哺乳類 中41哺乳類 四肢骨 骨幹部

220 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5 哺乳類 中型 alEttL類 四肢骨 骨幹部

222 哺乳類 中型Π甫乳類 四肢 骨 昏静 部

223 哺乳類 中型Π自乳類 四肢骨 骨幹部

224 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 昏幹部

225 哺乳類 中型 購乳類 囲離昏 骨端部

226 哺璃笙百 中型哺乳類 四肢 骨 骨端部 FUSED
227 5 哺乳類 中型哺乳類 四Rt昏 骨幹部

5 晴ヨ拓 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

229 5 哺乳類 中型Π意乳類 四肢 昏 骨幹部

230 ⅥB 5 Π甫詔類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

5 哺乳類 中型 Π甫乳類 四肢 骨 骨幹部

232 Ⅵ‖ 5 哺調整百 中型哺乳類 四肢骨 骨幹 部

233 5 哺乳類 中型 哺乳類 四肢 骨 骨幹部

234 5 哺ヨ褒罰 中型哺乳類 四肢骨 骨幹 部

235 5 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

236 5 哺乳麺 中4jΠ奮コ績 四肢骨 骨幹部

237 5 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

238 5 Π言乳類 中型Π甫劉類 四肢 骨 骨幹部

239 5 哺乳類 中型 哺乳類 四肢 骨 骨幹部

240 5 Π爾乳類 中4j哺乳類 四肢骨 骨幹部

5 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

242 5 哺乳類 中型哺学1類 四肢骨 骨幹部

243 5 哺乳類 中型Π甫乳類 四肢 骨 昏輩 部

244 5 哺乳類 中型Π甫乳類 四肢骨 骨幹部

5 哺平し類 中型Π甫乳類 四肢 骨 骨幹部

246 5 哺乳類 中型 IB乳類 □膳 昏 骨幹部

5 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

248 5 哺乳類 中型哺乳類 四RI昏 骨幹部

249 5 購潮 4百 中型Π甫乳類 四肢 骨 骨幹部
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250 哺孝1類 中型哺丸類 四肢骨 骨幹部

5 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

252 5 哺幸1笙百 中4j哺調類 四贈骨 骨幹部

253 5 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

哺軍し類 中型哺乳類 囮肢詈 骨幹部

262 5C2 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

264 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹 部

265 SC2 哺平L類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

266 阿雪コ 4百 中型 1甫乳類 四肢骨 骨幹部

5C2 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 昏幹 部

268 5C2 哺孝t整膏 中41ffH潮 婆百 四肢骨 骨幹部

269 5C2 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

270 哺乳類 中型哺詔類 □膳 昏 骨幹部

5C2 哺早L類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

272 哺乳類 中型哺乳類 四Л
=昏

骨幹部

273 5C2 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

哺乳類 中型哺乳類 四護昏 骨幹部

5C2 哺 7と類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹 部

276 5C2 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

277 晴平14百 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

278 5C2 哺乳類 中型 哺平L類 四肢 骨 昏幹 宮B

279 哺平1輩百 中■lΠ言軍!類 四肢 骨 骨幹部

280 5C2 哺乳類 中型 Π甫平L類 四肢 骨 昏幹部

哺引笙貢 中型Π言幸I類 四贈昏 骨幹部

282 5C2 哺乳類 中型 Π甫平し類 四肢 骨 昏幹音B

283 哺乳類 中41Π 言71類 四購昏 骨幹部

284 5C2 哺乳類 中型Π甫乳類 四肢 骨 骨幹 部

哺乳類 中型 Π甫乳類 四肢 昏 骨幹部

286 5C2 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

287 哺乳類 中型 Π鷲乳類 四肢 昏 骨幹部

5C2 Π蔵乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹 部

289 5C2 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

290 5C2 H苗ヨ類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

5C2 哺乳類 中型 1甫乳類 四肢 骨 骨幹部

292 晴ヨ4g 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

293 SC2 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 昏齢部 FUSED
Π宙ヨ範 中4j哺乳類 四肢 骨 骨幹部

323 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

Π言コ類 中41哺諄I類 四肢骨 骨幹部

哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

326 哺乳類 中型哺コ類 四肢骨 骨幹部

327 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

哺乳類 中型 H甫 平I類 四膳 昏 骨幹部

1甫乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹 菩g

哺乳類 中型 Π言乳類 四月
=昏

骨幹部

332 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

333 哺 7と類 中型 哺乳類 四肢昏 骨幹部

334 哺 7L類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

335 哺ヨし類 中型 哺乳類 四肢 唇 骨幹部

336 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹 部

337 哺乳類 中型 哺乳類 四肢 昏 骨幹部

哺平L類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹 部

哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

晴平1差百 中型哺乳類 四肢骨 骨幹 部

哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

購朝類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹 部

343 Π恵乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

Π甫詔類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

345 哺乳類 中型Π怠乳類 四肢 骨 骨幹部

Π甫調類 中■lΠ首平類 四肢 骨 骨幹部

347 哺乳類 中型 Π甫乳類 四肢 骨 昏幹 部

コ粛詔獲再 中41晴孝類 四肢 骨 骨幹部

349 哺乳類 中型 1甫乳類 四肢 骨 昏幹 部

nH平 1褒百 中4j哺乳と百 四肢骨 骨幹部

哺平し類 中型哺乳類 口肢骨 昏幹 宮B

哺調査面 中4j哺孝I類 四肢骨 骨幹 宮呂

哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 昏幹 蔀

哺馴類 中■lΠ甫幸1類 四肢骨 骨幹部

355 哺乳類 中型Π甫乳類 四肢 骨 昏幹 部

4 6 哺乳類 中型Π甫引類 四肢骨 骨幹部

4 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 昏ヨ令著B

4 8 5 Π言乳類 中型 哺7類 四月
=昏

骨幹部

4 9 Π甫乳類 中型哺乳類 四肢骨 昏幹 音B 成 獣

5 Π甫乳類 中型哺乳類 四腔昏 骨幹部

5 Π甫乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨斡 部

244
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422 哺乳類 中型 哺 7と類 四肢 骨 骨幹部 FUSED
5 晴馴柄 中型 哺平と類 四肢骨 骨尊 部 成 獣

424 5 哺乳類 中型 哺平L麺 四肢 骨 骨幹部

5 哺璃類 中4u晴軍類 四肢骨 骨幹部

426 5 哺乳類 中型 哺畢L類 四膜 骨 骨幹部

427 5 哺調疑 中 41Π 首軍節 四肢 骨 骨幹 旨B

433 哺乳類 中型 哺乳類 四肢 骨 昏謙 瞥日

哺調類 中4j哺平類 □膳尋 骨幹部

哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 昏幹 部

446 15AZ 哺乳類 中型 1甫乳類 □Я
=昏

骨幹部

447 5A2 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹 部

448 SA2 哺乳類 中型Π落乳類 四肢骨 骨幹部

449 5A2 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部 成獣

450 5A2 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部 成 獣

5A2 晴剛額 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部 虚 獣

452 5A2 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹宮『

5A2 哺羽網 中■l ITa馴 類 四肢 骨 骨幹部 成 獣

2 哺乳類 中型哺平L類 四肢 骨 骨幹部

5A 哺乳類 中型 哺朝 4E 廻膳昏 骨幹部

534 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

535 5A 哺乳類 中型 哺手し類 四月
=昏

骨幹部

S36 SA 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹 宮B

537 SA 哺乳類 中型哺乳類 四肢昏 骨幹部

538 SA 哺乳類 中型 IIE乳類 四肢骨 骨幹 部

539 5A 哺乳類 中型コ鳶乳類 四肢 骨 骨幹部

540 5A 晰ヨ瑠整百 中型Π蔵乳類 四肢骨 骨幹部

5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

542 5A 哺瑠 4百 中4j晴乳額 四肢骨 骨幹 言B

543 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹宮B

544 5A 哺詔笙画 中■l嗜軍I類 四肢骨 骨幹 富B

545 5A 哺乳類 中型 哺平し類 四肢骨 骨幹部

546 5A 哺乳類 中41Π 甫孝類 四肢骨 骨幹部

547 5A 哺乳類 中型 哺乳類 四肢 骨 骨幹部

548 5A 哺乳類 中型コ甫調類 四賠尋 骨幹郎

549 5A 哺乳類 中型 1甫乳類 四肢 骨 骨幹部

550 5A 哺乳類 中型 1粛乳類 四月
=昏

骨幹書[

SA 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 昏幹 音B

552 SA 哺乳類 中型 哺乳類 四月
=昏

骨幹部

553 SA 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

554 5A 哺乳類 中型 哺乳類 四肢骨 骨幹部

5A 哺調査百 中型Π甫乳類 四肢骨 骨幹 部

556 5A 哺乳類 中型 哺乳類 四肢 骨 骨幹部

557 5A 嗜刷類 中型 H甫乳類 四肢骨 骨幹 部

558 5A 1甫乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

659 5A 嗜軍1類 中型哺乳類 四肢骨 骨尊 部

560 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5A 哺幸類 中■l鱚馴柄 四肢 骨 骨幹 部

562 IXD SA 哺乳類 中型 哺軍L類 口肢 骨 骨幹部

SA 哺調査面 中■lΠ言撃類 四肢骨 骨幹部

5A 哺乳類 中型 1甫乳類 四肢 骨 骨幹部

565 5A Π言乳類 中4jl甫羽装画 四肢骨 骨幹部

566 IXD SA Π甫乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

5A 晴乳類 中41哺乳類 四肢骨 骨幹 音B

5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5A fIB乳類 中型哺乳節 四膳骨 骨幹部

570 5A 哺畢し類 中型Π薦乳類 四肢 骨 骨幹部

576 5A 哺乳類 中型 Π言乳類 四月
=尋

骨幹部

577 15A 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

578 SA 哺乳類 中型哺乳類 四腔昏 骨幹部

579 IXD SA 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

5A 哺乳類 中型哺乳類 囲Rt骨 骨幹部

5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5A 哺乳類 中型 哺乳類 四肢 骨 骨幹部

583 Ⅸ D 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹 部

5A 哺乳類 中型Л粛乳類 四肢昏 骨幹部

585 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

586 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢昏 骨幹部

IXD 5A Π奮潮石 中型哺乳類 四肢骨 骨幹音B

588 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

589 IXD 5A 晴馴範 中型哺平し類 四肢骨 骨幹 部

5A 哺乳類 中型 Π蔵乳類 四肢 曇 骨幹部

IXD 5A 嗜剛獲 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

592 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

593 5A 哺詔婆百 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

594 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

5A 哺調類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹 部
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第11表 出土哺乳類観察表 (19)

5A 哺璃類 中4j哺乳類 四肢 骨 昏幹 瞥E

597 IXD 5A 哺乳類 中型 1菌乳類 四肢骨 骨幹部

598 5A 哺71類 中型 Π鳶▼し類 四肢 骨 骨幹 部

599 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

1224 5A 嗜乳類 中型Π電乳類 四肢 骨 骨幹 部

1236 5A 哺乳類 中型Π蔵乳類 四肢 骨 骨端部

1238 5A 哺乳類 中型哺畢L類 四肢 骨 骨幹 部

1240 IXD 5A 哺乳類 中型哺乳類 囲購 S 骨幹部

1242 IXD 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 菖B

1246 5A 哺乳類 中型晴乳類 四腔 Б 昏Ht郎

1247 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

1248 5A 1首コ送百 中■U嗜乳類 四破昏 骨砕 部

1250 IXD 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

1251 5A 嗜コ類 中型 購馴類 四肢 骨 昏幹 部

1252 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

1253 5A 哺ヨ類 中型 哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

1254 IXD 5A 哺乳類 中型Π甫乳類 四肢骨 骨幹部

1255 5A 哺乳類 中型嗜子と類 四肢 骨 骨幹 部

1256 SA 哺乳類 中型Π蔵平L類 四肢 骨 骨幹部

1285 IXD SA 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

1288 5A 哺乳類 中型哺潮類 四RI骨 魯静 部

1290 IXD 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

1291 5A コ甫乳類 中4j哺乳類 口護尋 骨幹 部

1292 IXD 5A 1甫乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

1293 5A Π首コ類 中■l哺乳類 四膳昏 尋静 部

1294 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

1295 IXD 5A 哺璃類 中41哺乳類 四肢骨 骨幹 部

1296 IXD 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

1305 5A 哺調類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

1308 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

1309 5A 哺乳類 中型 IIB乳類 四肢 骨 骨幹 部

0 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

1 SA 哺乳類 中型 Π落乳類 四肢 骨 骨幹 部

SA 哺乳類 中型Π粛乳類 四肢 骨 骨幹部

5A 哺乳類 中型 哺乳麺 四肢 骨 骨幹 部

4 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

1315 5A 哺乳類 中型Π竜乳類 四肢 骨 骨幹 部

1329 5A Π甫平し類 中型哺乳類 四賠骨 骨幹部

1331 5A Π甫乳類 中型哺乳類 四肢 骨 破 片

1332 5A 哺平L類 中4j哺平1類 四膳尋 破 片

1337 5A 哺平L類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

1338 SA 断当コ整百 中4jΠ苗覇類 四膳 昏 骨幹部

1339 SA 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

1340 SA 嗜諄I垣 中4j哺猟類 囲Rt骨 骨静 部

1341 SA 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

1353 5A 哺璃類 中4j哺乳類 四肢骨 昏幹 部

135S 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

1356 5A 哺詔類 中41哺乳類 四肢骨 昏幹 部

1357 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

1358 5A 哺嘲類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹 瞥B

1359 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

1364 5A 哺調麺 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

1375 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

1388 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

1389 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

1390 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

1391 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

1393 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

1394 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨端部

1396 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

1400 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

1403 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

1404 5A 哺乳類 中型哺乳類 □贈曇 骨幹部

1405 5A Π鳶乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

1406 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 骨幹部

1407 5A Π甫乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

1408 5A 哺乳類 中型哺乳類 幽膳骨 骨幹部

1409 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

1413 5A 哺乳類 中4u晴コ類 囮賠尋 骨幹部

1414 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

1415 5A 哺乳類 中4j晴乳箱 四膳骨 骨幹部

1418 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹 部

1422 5A 哺乳類 中41哺コ類 四膳骨 骨静 部

1427 SA 哺乳類 中型哺乳類 四肢 骨 骨幹部

1428 哺コ笙百 中■l哺乳類 四離昏 骨砕 部

1656 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 破 片
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第11表 出土哺乳類観察表 (20)

1657 5A 哺乳類 中型哺乳類 四肢骨 破 片

1653 哺ヨ類 中型哺乳類 破 片

1654 哺乳類 中型哺乳類 手 足根骨 破 片

1661 哺乳類 中型哺乳類 破 片

1655 哺乳類 中型哺乳類 種子骨 完 形

1663 哺乳類 中型哺乳類 題子 骨 L 破 片

1237 IXD 哺乳類 中型 1甫乳類 上 下顎骨 骨幹部

1328 哺乳類 中型 IIB乳類 上 下頸骨? 骨幹著B

1245 哺乳類 中型哺乳類 上韻骨 L 骨幹部

5A 哺乳類 中型 哺乳類 神経煎 M 骨幹部

456 哺乳類 中■l晴平1類 側頭骨 R 鼓室部

1659 哺乳類 中型 Π甫乳類 中節 末節 破 片

5 晴ヨ類 中4j暗軍類 中怖 骨 R 完形

1416 哺乳類 中型哺乳類 椎 骨 M 破 片 骨幹部

1330 5A 哺璃類 中4jΠ奮71類 椎 昏 R 破 片 骨幹部

1327 哺乳類 中型哺乳類 頭壷骨 破 片 骨幹部

1432 5A 哺乳類 中41哺乳類 不 明 骨幹部

260 SC2 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1221 SA 哺乳類 中型哺乳類 不 明 昏幹部

1222 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1235 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1239 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1241 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1243 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1244 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹 部

1249 5A 臓瓢類 中■
j哺

乳節 不 明 骨端部

1257 哺乳類 中型哺乳類 不 明

1258 5A 購ヨ組 中41哺乳麺 不 明 骨幹部

1259 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1268 5A 哺璃類 中41哺乳類 不 明 骨幹部

1286 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1287 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 尋峠部

1289 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1298 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 昏幹著B

1299 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1300 5A 晴乳類 中型哺乳麺 不 明 昏幹部

1306 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1307 5A 哺乳麺 中型哺乳類 不 明 骨幹害8

1316 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1333 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1334 5A 哺乳類 中41哺潮差百 不 明 骨幹部

1335 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1342 5A Π首璃4g 中■l館孝類 不 明 骨幹部

1343 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1344 5A 晴璃類 中■lIIB乳 類 不 明 骨幹部

1354 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹菩S

1392 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1395 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1399 5A コ甫調類 中41哺乳類 不 明 骨幹部

1401 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1402 5A 哺引類 中型 1ほ乳類 不 明 尋幹部

1410 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1412 5A Π甫影叱褒買 中型哺乳類 不 明 尋砕 部

1417 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1419 5A 哺乳類 中型 1鳶乳類 不 明 昏幹嘗B

1420 SA 哺乳類 中型 1甫乳類 不 明 骨幹部

1421 5A 哺乳類 中型哺乳頚 不 明 骨端部

1423 5A 哺乳類 中型 1甫乳類 不 明 骨端部

1424 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹菖8

1425 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1429 5A 嗜乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1430 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1431 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 骨幹部

1658 5A 哺乳類 中型哺乳類 不 明 破 片

1662 5A 哺乳類 中型哺乳麺 不 明 破 片

698 5A 哺乳類 中型哺乳類 肋骨 R 骨幹部 成獣

1297 5A 哺乳類 中型哺乳類 肋 骨 R 骨幹部

5 哺乳類 中型哺乳類 歴 骨 R 近位端

1386 5A 哺乳類 不 明 四肢 骨 骨幹部

4 哺乳類 不 明 頭蓋骨? 骨幹部 FUSED
5 哺乳類 不 明 不 明 骨端部

1411 5A 哺乳類 不 明 不 明 骨幹部

1681 5A 哺乳類 不 明 不 明 完 形

哺 ヨ 細 不 明 肺 昏 L 曇詮 嘗ほ
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(No1435 1X D区 15a層 )

図版 1 出土イノシン類頭蓋骨
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(No1434 ⅨD区15c層〕

図版 2 出土イノンシ類頭蓋骨
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〔No1436Ⅸ  C区15d層 〕

出土イノシン類頭蓋骨図版 3
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第 8部 考察と調査成果の総括

1.頭蓋骨 (No■ 39 VⅢ 区15C層)   2.下 顎骨 (No1438 ⅨD区15a層 )

3.下顎骨 (No■ 19 ⅨD区15a層)  4.下 顎骨 (No1440 ⅨD区15a層 )

図版 4 出土イノンシ類
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第 8部 考察と調査成果の総括

1.頭蓋骨・鹿角 (No1433 ⅨD区 15C層 )

3.頭蓋骨・鹿角 (No1445 ⅨD区 15C層 )

2.鹿角  (INo1448 Ⅸ区15a層 )

4.頭蓋骨 (No1437 Ⅸ区15a層 )

出土ニホ ンジカ図版 5

〔Scale l:3〕



第 4章 中在家南遺跡出土動物遺存体の分析

〔Scよ re 2:5〕

1・ 2.ニ ホンジカ (1.鹿角・前頭骨No1449 ⅨD区15a層、 2.上顎No1443 ⅨD区 15C層 )

3・ 4.タ ヌキ下顎 (3.LNo1377 ⅨD区 15a層 、 4.RNo1261 ⅨD区15a層 )

5.アナグマ下顎 (LNo1263 ⅨD区 15a層 )  6.カ ワウソ下顎 (RNo1336 ⅨD区15a層 )

7.不明哺乳類 (イ ヌの噛みあとが顕著 No1316 ⅨD区 15a層 )

8.ク ジラロ (No1385 Ⅵ‖区12C層 )  9.カ モA類下顎 (LNo1270 ⅨD区15a層 )
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2.葉状構造が残存する部分 (Scale l,000倍 〕

図版 7 イタホガキ科貝殻走査型電子顕微鏡写真 1 撮影 大越健嗣 (石巻専修大学)

1.膠着物質付着部分 〔Scale 3,800倍 〕
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第 5章 中在家南遺跡の骨角器

工 藤 哲 司

中在家南遺跡ではⅧ・Ⅸ区河川跡の15層 において、弥生時代中期の骨角器が発見された。沖積地からの骨角器の

出土は稀な例であり、県内の貝塚からは多くの骨角器が出土しているが、縄文時代を含め仙台市内では初めての発

見であつた。本章では、特に狩漁骨角器を中心として、中在家南遺跡の地理的位置と貝塚との関係を考慮に入れな

がら、その特徴と合わせて骨角器に関わる生業について検討する。

第 1節 仙台湾をめ ぐる中在家南遺跡の環境

1 仙台湾と中在家南遺跡の位置

中在家南遺跡から東へ約 5 km行 くと太平洋を望む砂浜にでる。この砂浜は、南は相馬市の鵜の尾岬から北は松

島湾を挟んで仕鹿半島の付け根まで南北約 80 kmに渡って弧状に続いている。この間の、鵜の尾岬から牡鹿半島黒

崎を結ぶ線の内側は大きく「仙台湾」と呼ばれている。仙台湾はさらに牡鹿半島黒崎から宮戸島間が石巻湾、宮戸

島から花渕崎間の内陸に深 く入り込んだ多島海が「名勝松島」で有名な松島湾と呼ばれている。

仙台湾に面する仙台港以南の沖積平野 (仙台平野)は、今から約 18000年前以降に形成され、特に約 5000年前以

降現在に至るまでは海岸線が前進している(注 1)。仙台平野の中央部の名取川流域では河川の上砂の堆積量が多 く、

貝類の成育に適する砂泥層の形成された内湾部のような環境にない (注 2)た めに、現在仙台市内では貝塚は1カ

所も発見されていない。これに対し、阿武隈川流域や松島湾岸及びその島々から南三陸地域にかけては、縄文時代

以来多 くの貝塚が形成されている。

仙台平野は、海岸線の前進に伴う沖積平野の地形変化により、海岸に沿って 3列の浜堤列が存在し、現在の浜堤

は約 700年前に形成されたことと、中在家南遺跡の河川跡 14・ 15層やⅣ区墓跡群の時期にあたる約 2000年前の海

岸線は、現在の海岸線より約 2 km内陸の第 2浜堤列に位置していたことは既に述べた通りである。

海岸線が今より約 2 km内陸の第 2浜堤列にあった弥生時代中期頃、中在家南遺跡は海岸から約 3 kmと 比較的

近い位置にあったが遺跡から海岸までの間は (遺跡の立地する自然堤防と第 3浜堤列の間及び第 3浜堤列 と第 2浜

堤列の間は)、 後背湿地や浜堤間に潟湖性低地が形成され、かなり湿潤な環境にあり、現在のように簡単に海岸に出

られる状況ではなかったものと推察される。直線的に海岸に出ても粗砂質の砂浜の汀線付近で得ることができる食

料資源は、内湾の砂泥質の松島湾岸と比較するとかなり限定されたものであつたと考えられる。また、鮭が遡上し

ていたと考えられる名取川や七北田川まではどちらも約 4 kmあ り、魚貝類の獲得に適した松島湾や七ケ浜の海岸

までは 13 km前後の距離にある。このようにみると、弥生時代中期段階の中在家南遺跡は、直線的に近い海岸は海

産の食料資源に恵まれず、魚貝類の資源に恵まれた岩礁海岸や内湾部までには距離的に遠 く離れているという海産

資源にかかわる位置環境にあったことが何われる。ただし、現在「大沼」・「赤沼」として残っているような潟湖性

低地でも特に湿性の高いところには、漁労の対象となる淡水陛の魚族が生育していた可能性はあつたであろう。

2 縄文時代貝塚から弥生時代貝塚への変化

宮城県は全国的にも貝塚が多 く、縄文時代から古代以降のものを含めて 325ケ所が確認されている(注 3)。 縄文

時代の貝塚は、南三陸沿岸・北上川流域・松島湾沿岸・阿武隈川中流或に分布しているが、松島湾沿岸は特に濃密

な貝塚地帯 となっている。これに対して、阿武隈川下流域や、名取川流域 と七北田川流域の地域には河口から段丘・
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第 1図 宮城県の縄文・弥生時代貝塚分布
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丘陸部にいたるまで貝塚は発見されておらず、空白地帯 となっている。

弥生時代になると、松島湾沿岸地域では、貝塚の規模が小さくなり分散する傾向がある (注 4)が、以前 として

多数の貝塚が分布する。これに対して南三陸地域や北上川流域・阿武隈川中流域では貝塚の数が激減する。一方、

縄文時代に遺跡は形成されながらも貝塚の空白地帯であった仙台平野には、中在家南遺跡をはじめ南小泉遺跡・藤

田新田遺跡 。高田B遺跡・富沢遺跡などの弥生時代の集落や水田関係諸遺跡が出現する。沿岸部での貝塚の規模の

縮小・分散 と、内陸部での弥生集落・水田跡の拡大は、弥生文化の受容 。発展と密接に関わっているものと考えら

孝ιる。

仙台平野の内陸部で稲作農耕が営まれるようになった段階における松島沿岸の貝塚の状況について、菅原弘樹氏

の見解がある。氏の分析によると、松島沿岸の弥生時代の貝塚は、「マガキなどを主体 とした組成の単純な貝層から

なり、貝殻と製塩土器以外の遺物をほとんど含まないといった特徴をもつ貝塚」と「日常的な道具類や食物残津な

どの多種多様な遺物を出土する貝塚」があるとし、前者を「製塩貝塚」、 後者を「生活拠点貝塚」 とよび、製塩貝

塚は、沖積地に集落を形成した稲作農耕集団による農閑期の夏場に季節的な出作 り作業 として行われた副次的な製

塩とマガキやアサリの処理を行った遺跡 として位置づけている。また、生活拠点貝塚は、縄文時代 と比較して漁獲

対象や漁具に明確な相違いはないが、対象魚や貝の種類や量が少ないことや季節的な偏 りがあることから、稲作農

耕を受容しながらも季節的な分業の変化および半農・半漁集団の存在を示唆する遺跡 として位置づけている。製塩

貝塚は 11遺跡、生活拠点貝塚は東宮貝塚 1遺跡があることが指摘されている (注 5)。

以上のように、弥生時代にも松島沿岸では縄文時代以来継続して貝塚が形成されるが、その主体は「製塩貝塚」

と呼ばれ、製塩 と貝の処理を夏場を中心として季節的に行った遺跡であるが、一部の貝塚では縄文時代 と同じ漁具

や狩猟具をもって漁労・狩猟・採貝を行っている。しかし、その活動の時期的・量的規模は、縄文時代 と比較する

と大幅に縮小し、季節的分業 としての性格を強めている。

第 2節 時代別・立地別の漁猟用骨角器の器種組成

1 臨海遺跡と内陸遺跡の骨角器の器種組成

海産の貝を出土する貝塚のように、貝塚の形成期にあるいは現在まで海岸に接近して立地する遺跡を臨海遺跡、

中在家南遺跡のように海岸から離れて内陸部に存在する遺跡を内陸遺跡 と仮に呼ぶことにする。狩漁を対象とする

骨角器の発展は縄文時代後・晩期に頂点に達し、漁猟対象の相違によって各種の器種が製作されている。本節では

仙台湾 。南三陸における縄文時代の臨海遺跡での器種構成の確認 と、これに対する弥生時代の各地の臨海遺跡にお

ける器種組成等の変化、及び内陸遺跡である中在家南遺跡の器種 とを時間的・空間的に比較することにより、中在

家南遺跡の骨角器の特徴を導きだすこととする。

|)縄文 後 。晩期 の臨 海遺 跡 の 骨 角器 の器 種 組 成

宮城具沖は、暖流と寒流が衝突し、現在でも「三陸沖」と呼ばれる良好な漁場 として知られている。湾岸から沖

合までの好漁場を眼前とした松島湾から三陸地域にかけての縄文人は、貝採 りとともに様々な骨角器を製作し、漁

猟活動を行ってきたことは周知のとおりであり、その所産は貝塚という臨海遺跡に残されている。

縄文時代後期の代表的資料 としては田柄貝塚がある (注 6)。 漁猟用骨角器 としては釣針・錯・ヤス・刺突具・鏃

(根ばさみを含む)がある(第 2図 )。  釣針は、 J字伏のものが各種の大きさあるほか、一字状の真っ直ぐなものも

ある。錯は、南境型 (5)や沼津型 (6)呼ばれる古式の燕形鈷 と根ばさみの形成されたものを含む各種の燕形錯、

軸部の下部に綱を掛けるための突起や溝を彫っただけの単純錯などがある。ヤスは、先端から基部まで一本の素材
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で作った大小の単純ヤスと軸部 と餞を別に作って合わせ、さらにこれを組み合わせて機能させた「挟み込み式ヤス」

と呼ばれるもの (10。 11)がある。刺突具は、棒状のもので長さ5 cm程度のものから25 cmを超すものまであり、

中在家南遺跡の刺突具に比べると太いものが多い。鏃には、有茎式 と無茎式があり、先端の形状は様々ある。また

先端に石鏃を挟んで使用した根ばさみ (13)も ある。

縄文時代晩期の漁猟用骨角器 としては里浜貝塚西畑地点 (注 7)の資料がある (19～ 27)。 釣針・缶・ヤス・刺突

具 。鏃 (根ばさみを含む)の大別器種構成は後期 と変わりはない。古式の燕形鈷はみられず、燕形錯と単純錯に収

敏する。挟み込み式ヤスはなく、代わつて基部が斜めに加工された組み合わせヤス (23)力 あゞる。刺突具には骨幹

を利用したもののほか、エイの尾棘製のものがある。鏃は、有茎のものが各種出上している。

このように縄文時代後・晩期には、釣針から錯・ヤス・刺突具まで各種の形態が大小様々あり、それぞれの器種・

形態のものが多量に出土している。細か く分化した器種や形態。大小の差は、狩漁の対象とする魚種や海獣の種類・

狩漁方法によって、各骨角器が細か く使い分けられていたことを示唆しているものと考えられる。

2)弥 生 時代 の 臨 海 遺 跡 の 骨 角器 の器 種 組 成

弥生時代の臨海遺跡 として、資料が比較的整っている遺跡には福島県薄磯貝塚がある(注 8)。 この遺跡からは弥

生時代中期の組み合わせ式釣針・燕形錯 。単純ヤス (単純鉛の可能性 もある)・ 猪の牙製の無茎式鏃が出上している

(30～ 34)。 しかしながら薄磯貝塚の主体 となる縄文時代晩期の骨角器の出土量 と弥生時代中期の骨角器の量を比較

すると、その個体数は激減している。

松島湾の臨海遺跡としては、先に挙げた東宮貝塚があり、弥生時代中期の骨角器 としては、燕形錯と刺突具等が

出上しているが、その数は少ない (注 9)。

次に、東北地方以外の弥生時代遺跡での狩猟用骨角器の出土状況について簡単に検討する。

島根県西川津遺跡は、宍道湖の湖岸に立地する各種木製農耕具や所謂弥生石器を出土する弥生時代前期の遺跡で

ある(注 9)。 遺跡内にはヤマ トシジミを主体 とし岩礁性の貝類を含む貝層 も形成されている。骨角器 としては、大

型の組み合わせ式のものを含む各種の釣針や刺突具が出土している。大型の組み合わせ式釣針を使用する外海まで

は宍道湖を通 り抜けなければならないが、そのような釣漁や刺突漁業や網漁、貝採 りも行われており、稲作農耕 と

ともに狩漁も盛んに行われていたことを物語っている。

愛知県朝日遺跡は、弥生時代中期から後期を中心とする環壕集落 と大規漠な方形周溝墓群がある。当時の海岸線

は遺跡から5 km前後のところにあり、遺跡の近 くを庄内川とその支流の五条川が流れる。遺跡内の谷地形などに

はマガキやハマグリを主体 とする貝層が形成されている (注 11)。 骨角器 としては、釣針・各種の単純ヤスと挟み込

み式ヤスと考えられるもの (46・ 47)。 刺突具・各種の鏃が出上している。遺跡からは各種の魚骨や鳥・獣骨も出土

しており、大規模な農耕集落であるが、蛋白源の確保のために伊勢湾などにおける漁労や狩猟 も行われている。

以上のように、宮城県沿岸や福島県沿岸の臨海遺跡では、縄文時代から弥生時代になると、同じ臨海遺跡であつ

ても、先に松島湾の貝塚の状況おいてふれたように遺跡の規模の縮小に伴って、骨角器は器種・ 出土量 とも減少す

る。しかしながら、大型の釣針や缶・ ヤスを使用した縄文的な生業活動は小規模ながら踏襲されいたることが確認

された。漁猟の対象は、大型の組み合わせ釣針や燕形錯の存在から大型の魚類等を主体 とした可能性が高い。

東北地方以外の各地でも、稲作農耕を生業の主体 とする遺跡であつても臨海性の遺跡では縄文貝塚 と比較すると

規模は小さいが貝塚 (貝層)が形成され、大型の組み合わせ釣針等や錯・ヤスを使用して外洋における漁労活動が

行われていたことが伺われる。
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3)内 陸遺 跡 の 中在 家 南遺 跡 出土 骨 角器 の器 種 組 成

弥生時代中期の中在家南遺跡は、当時の海岸から約 3 km程内陸に立地していたが、直線的に海岸に出るには浜

堤間の潟湖性低地に阻まれていた。水上交通路 としての河川までは南の名取川、北の七北田川 とも約 4kmの距離に

あり、川にでてもそこからさらに川を下らなければ海に辿 り着 くことができず、実質的には内陸性の遺跡として位

置づけることができる。

中在家南遺跡の漁猟用骨角器には、漁猟刺突具 として記載した細長い針状のもの 16点 と、エイの尾棘製品や鏃状

のものを含む偏平な棒状のもの 6点の合計 22点がある。釣針 。鈷・ヤスは出上しておらず、縄文貝塚・弥生貝塚・

臨海性の弥生集落等と比較すると漁猟用骨角器の器種組成に欠落がある。

刺突具は、針状のものも棒状のものも完形品が少ないが、前者の残存長は最大で 10.7cm、 後者の最大長は 10.4

Cmである。刺突具の出土量が多 く、全長が 15 cmを 超えるものが多数含まれている田柄貝塚や朝日遺跡のものと比

べると短かいものが一般的である。また、針状のものは、直径が 3 mm以下のものが 7点、直径 4～ 5 mmの もの

が 9点あり、太さの点では、朝日遺跡のものと比べると差はないが、直径 (幅)力 5ゞ mmを超えるものが一般的な

田柄貝塚の刺突具と比べると細いものが一般的である。

2 中在 家南遺跡 出土漁猟 用 骨 角器 の特徴
これまで、①。生業の多くの部分を漁猟活動に依存する宮城県沿岸の縄文時代の後晩期の臨海遺跡からは、釣針。

錯・ヤス。刺突具・鏃類などの各種の漁猟用骨角器が種類。量とも豊富に出土している。②.弥生時代の東北地方
の臨海遺跡は、貝塚の規模は縮小するが、釣漁・銭漁・ヤス漁などにより大型の魚種や海獣を中心とする季節的ま

たは専業的な漁猟活動が行われている。③.弥生時代の農耕集落においても、臨海性の遺跡からは各種の釣針やヤ

スなどの海生の魚類を対象とする漁猟用骨角器や魚骨も出上し、海に出ての漁猟活動が行われたことを示している。

ことを確認した。

これに対 して、中在家南遺跡 とその骨角器については、a。 中在家南遺跡は比較的海岸に近いが、地理的にまた海

岸部での貝採 りや漁猟環境に意まれず、内陸遺跡 と位置づけられる。b。 漁猟用骨角器は刺突具に限られ、釣針・鈷・

ヤス・鏃が欠落し器種が貧弱である。c.刺突具 も、他遺跡 と比較すると短 くて細い。 という特徴が挙げられる。

このような中在家南遺跡出土漁猟用骨角器の特徴から、当時の住人は、木製品の櫂が出上していることから舟は

使用していたと考えられるが、縄文・弥生貝塚人および臨海性農耕集落の弥生人のように、仙台湾に漁のために舟

を繰 り出し、釣魚をしたり錯やヤスを突いて漁をするようなことはなく、近 くの河ナ||や沼地など内陸部において比

較的小規模な漁をしていたものと考えられる。ただし、河ナ
「
1跡からカキ殻が多量に出上していることから、松島湾

沿岸ないし七ケ浜沿岸に一時的に遠征 してカキの採取を行うことがあったことも事実である。

なお、中在家南遺跡からは弥生時代中期の土錘・石錘は出土しておらず、網漁が行なわれた形跡もない。

第 3節 引形角製品について

1 田柄貝塚と里浜貝塚の引形角製品
田柄貝塚からは、縄文時代後期中棄から晩期初頭の引形角製品が合計 50点出土している。いずれも底面から上面

に貫通孔の開いたいわゆる「浮袋の口」と呼ばれる形態のもので、「角形」と呼ばれる長い円錐状の本体の底面に同

じく円錐形の穴を彫って装着部 としたものは出上していない。単純な中央部の括れた円筒状のものが主体であるが、

この他に装飾の彫 り込みのあるものや、側面に突起が造 り出され、その突起に弓への装着穴に直交する方向の孔が

開けられたもの (第 2図 V)が存在する (注 13)。
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里浜貝塚の3F「形角製品は、縄文晩期中棄のものが 21点出上している。その内、浮袋の回と呼ばれる形態のものが

18点、角形状でやや長い円筒状の本体の底面に円錐形の穴を彫って装着部 としたもの (28)が 3点出土している。

浮袋の日形のものは、田柄貝塚同様に、単純な中央部の括れた円筒状のものが主体 となり、側面に造 り出された突

起に横方向の孔が開けられたものもある。円筒状の装着孔が貫通しないものは、上部が板状に加工され横位の貫通

孔が開けられるほか、板状部 と円筒状部の境に造 られた突起にも上部の孔 と平行に横方向の孔が開けられているも

のがある (注 14)。 この段皆ではまだ引形角製品の頂部は角状に尖ってはおらず、平坦に加工されている。

2 弥生時代 と中在家南遺跡の引形角製品

弥生時代になると関東以西の地域からは、第 2図 52・ 61の ような角状に尖った円錐形の本体に円錐形の装着用の

穴の彫 られた引形角製品が出現し、一般化する。ただし、弥生時代前期の西川津遺跡には、里浜貝塚の 28の ような

円筒状を呈し、板状に造られた上半部に横方向の孔が開けらたものも存在する。弥生時代の刃形角製品には、本体

を巡 り多数の沈線が彫られるほか、長軸に直交する孔が開けられて栓状の飾 りが付けられるもの (52・ 61)が多い

(注 15)。

東北地方の弥生時代の引形角製品は、中在家南遺跡 (41・ 42他 8点)の ほか薄磯貝塚 と東宮貝塚から各 1点出土

している。いずれも弥生時代中期の製品である。中在家南遺跡には完形品はないが、単純な浮袋の口形のもの 1点

(42)と 角形のものの破片が 7点出上している (41他 )。 角形のものには沈線による文様や栓状の飾 りは付けられて

いない。薄磯貝塚の引形角製品は、中央部に数条の隆帯が造 り出され、そこから先端までは中程に段が形成されて

細 く仕上げられている (35・ 注 16)。 東宮貝塚出上の引形角製品は、中在家南遺跡の 42の ような本体中央付近の両

側に 1対の突起が造 り出され、突起から先は薄磯貝塚の 35の ような段がやや先端よりに形成され、細長 く仕上げら

れている (注 17)。 薄磯貝塚と東宮貝塚の引形角製品には、ともに沈線による文様や栓状の飾 りは付かない。

以上のように、中在家南遺跡の引形角製品は、縄文時代以来の「浮袋の口形」の引形角製品が存在する一方、縄

文時代には見 られなかった「角形」の引形角製品が加わる。中在家南遺跡の「角形」の引形角製品は、松島湾の東

宮貝塚や福島具の薄磯貝塚に類例が求められ、両貝塚の引形角製品のような中央に 1対の突起ないし隆帯が巡 り、

そこから先は細 く尖る形態のものが弥生時代中期の東北地方の南太平洋岸では一般的であったと推察される。この

ような弥生時代中期の東北地方の「角形」の引形角製品は、縄文時代晩期の里浜貝塚のものとは断絶がある。晩期

後葉から弥生時代前期の資料がないので、その出自は明らかでない。長い円錐形を呈する点では弥生文化の中で生

成された 61や 52の ような形態の影響を受けたことも考えられるが、弥生的な形態を全面的に受容 してはいなかっ

たようである。しかし、弥生時代中期以降になってから東北地方でも弥生の「角形」のFJrr形態は受け入れられたよ

うで石巻市五松山洞窟遺跡からは 6世紀後半から7世紀前半のものと考えられる沈線文 と栓状の装飾のある引形角

製品が出土している (注 18)。
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第 6章 出土土師器について

工 藤 哲 司

本調査においては、中在家南遺跡 。押口遺跡のほか、高屋敷遺跡・荒井畑中遺跡からも土師器が出上した。特に

中在家南遺跡・押口遺跡の河川跡からは層位的にまとまって出土しているので、両遺跡の上師器を中心として検討

を力日える。

土師器の出土傾向としては、古墳時代前期の上師器は、押口遺跡の河川跡 12層 と12層 と同時期のSX-1か ら多

く出上し、中在家南遺跡河川跡のⅡ区とⅥ区の 12層からもやや多 く出上した。古墳時代中期の上師器は、中在家南

遺跡河川跡のH区 とⅥ区の 11～ 9層から多 く出土したほか、両区の北側の自然堤防に位置する I区やⅢ区の遺構か

らも多 く出上しているが、Ⅷ・Ⅸ区の河川跡や押口遺跡河川跡からの出土は少ない。古墳時代後期の上師器は、出

土点数が少なく中在家南遺跡河川跡の 9a層 と押口遺跡北側試掘区からわずかに出土しているに過ぎない。奈良時

代に位置づけられる土師器は出上していない。平安時代の上師器は、中在家南遺跡H区・Ⅵ区及び押口遺跡の河川

跡の 8～3a層から出土している。このように、中在家南遺跡Ⅵl・Ⅸ区の河川跡からは、各時代 とも土師器の出土は

少なく、中在家南遺跡H区・Ⅵ区と押口遺跡 とは、時期によって土師器の出土量が異なったり、むらなく出土する

場合とがある。

以下、出土土師器についていくつか検討を加える。、検討に当たっては、中在家南遺跡各区河川跡の同一の大別土

層番号の地層及び中在家南遺跡と押口遺跡の同一土層番号の地層は、既に述べたように同時期であるということを

前提とする。

第 1節 河)II跡 9層 ～12層出土土師器

1 中在家南遺跡出上のITh形土師器の分類
中在家南遺跡・押口遺跡の河川跡の 9～12層からは、ロクロを使用する以前の上師器が出上している。これらの

上師器について、出土量の多い不形土器を中心に分類を行う。

分類基準

<底部の形状による分類 >

I類 外見上は丸底であるが、底部中央が平底風の上底のもの

H類 甕の底部のように台状を呈し、高さのある平底のもの

Ⅲ類 半球形の丸底のもの

<体吉Бから口縁部の形】犬による分類 >

A類 体部 と口縁部の境が括れ、幅広の回縁が外反するもの

B類 体部から口縁部にかけて内湾しながら立ち上がるもの

C類 口縁部の幅が狭 く、回縁部が外反するもの

Cl類 頸部が括れて口縁部が強 く外反するもの

C2類 頸部が括れずに口縁部が強 く外反するもの

C3類 頸部が括れずに口縁部の外反が弱いもの

D類 回縁部の幅が狭 く、口縁部が直立するもの
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E類 口縁部の幅が狭 く、口縁部が内湾ないし内傾するもの

El類 丸底の底部から口縁部まで丸みをもって立ち上がるもの

E2類 体部 と口縁部 との境に稜ないし角のあるもの

F類 体部から回縁部にかけて深い半球形を呈し、口縁部は直立ないしやや外傾するもの

G類 口縁部の幅が広 く、国縁が外反するもの

Gl類 口縁部が直立してから強 く外反するもの

G2類 口縁部が体部 との境の屈曲部から外反するもの

以上の I～ⅢとA～ Gの分類基準の組合せによって、中在家南遺跡河川跡の 12層～9a層の上師器郭は、下表の

ように 11の器形に分類された。各分類の個体は表に○印を記入した土層から出上している。

第 1表 分類の組合せと出土層位

分 類 12層 11サ冒 10層 9c b層 9a層

IA類
HB類
Ⅲ Cl類
H C2類
Ⅲ C3類
Ⅲ D類
Ⅲ El類
Ⅲ E2類
Ⅲ F類
Ⅲ Gl類
Ⅲ G2類

○

○
　
　
　
　
　
　
△

○

○

○

　

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

2 中在家南遺跡出土杯形土師器の層位的変化
前項の分類をもとに、層位毎に各分類個体をまとめたのが第 2図である。

IA類は、12層からのみ出上している。細かく見ると括れの具合や口縁部の反 り具合に差があるが、内外面 とも

丁寧にヘラミガキ調整される。

IB類 は、12層～10層 から出上している。12層のものは体部から口縁部にかけて半球形に立ち上がる。11層の

ものは口縁部が内湾し、10層 のものは口縁部が外反する。12層のものは体部 と口縁部の境が不明瞭で、全面が丁寧

にヘラミガキ調整されるが、11層・ 10層 になると体部ナデ調整、回縁部ヨコナデ調整へと変化する。

Ш C類は、Ⅲ Cl類 とⅢ C2類、Ⅲ C2類 とⅢ C3類 は明確な分類が困難な中間的なものも存在する。調整は外面の

口縁部ヨコナデ、底部から体部がヘラケズリないしナデ調整、内面が口縁部ヨヨナデ、底部から体部が放射状のヘ

ラミガキ調整されるものが一般的であるが、外面体部がヘラミガキ調整されるもの (21・ 23・ 30)や内面口縁部 も

ヘラミガキ調整されるもの (23・ 30・ 32)な ども存在する。Ⅲ Cl類は、Ш C2類 とШ C3類に比べて口径に対 して

器高の割合が高 く、内面の体部 と口縁部の境に明瞭な稜が形成されている。11層 と10層から出上している。Ⅲ C2

類は、内面の体部 と口縁部の境の稜が明瞭なもの (8。 9。 23・ 25。 26・ 51・ 52・ 53)と不明瞭なもの (22・ 24)

がある。■ 層・10層・9c,b層から出上している。Ⅲ C3類は、回径に対して器高の割合が低 くなる。10層 と9c,

b層から出上している。

Ш D類は、外面が口縁部ヨコナデ、体部ナデ、底部ヘラケズリ調整される。内面は口縁部ヨヨナデ、底部から体

部はヘラナデ調整のもの (34)と放射状のヘラミガキ調整がされるもの (35)がある。10層から出土している。

△のⅢ El類

C-51(中 在家

南遺跡 H区出

土)は混入の

可能性 もある。
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Ⅲ E類は、器面調整はIII C類 と大差ない。HI El類は 12層 。11層・10層 。9c,b層から出上している。12層か

ら出上した 5は、底部が比較的小さく、回縁部の先端だけがシャープに直立気味になっている。Ⅲ E2類は回径の割

りに器高が高 く、底部が小さく口縁の内傾の強いもの (12・ 39・ 40)と 口径に比して器高が比較的低いもの (41～ 44)

がある。■ 層・ 10層・9c,b層 から出上している。

Ⅲ F類は、全体的に回径の割 りに器高が高い。調整は外面は日縁がヨコナデ、体部がナデ調整、内面は口縁がヨ

ヨナデ調整、底部から体部はヘラミガキ調整 (13・ 47)やナデ調整 (45。 46)・ ヘラナデ調整 (48)さ れるものがあ

る。11層・ 10層から出上している。

Ⅲ G類のうち、Ⅲ Gl類は河ナII跡堆積土中からは出上しておらず、Ⅲ区の SD-25溝跡から1点出上しているだけ

である。Ⅲ G2類は、外面は口縁部がヨヨナデ、底部から体部がヘラケズリ調整、内面は全体が横位のヘラミガキ調

整のうえ黒色処理されている。9a層から出土している。

中在家南遺跡河川跡出上の各分類 と同様の器種は、第 2図の下段に示したように、自然堤防上の遺構や河川堆積

上の上層からも出土している。また 11層 と10層からは高不 も出土しているが、数は少なく、いずれも破片である。

分類各類を全体的にみると、 IA類は出土層が12層 に限定される。HB類は12層か ら10層 に至るまで存在 し

ているが、12層 と■ 層以降の堆積層のものでは調整に差異が認められる。Ⅲ C類からⅢ F類は、Ⅲ D類の出上が

10層 に限定される以外は 11層 から9c,b層の複数の層に跨がって出上してお り、出土層の違いにより器形に著し

い差異は認め難い。9a層 になると、11層から9c,b層 にかけて見られた各種の器形は姿を消し、58の ような体部

と口縁部の境に屈曲があり、日縁部が外反する内面黒色処理された不に大きく変化する。

イ類の出土は、10層からが個体数。種類数とも多 く、■ 層から発展的に10層へと移行し、10層堆積時の活発な人

間活動が伺われる。その後、9c,b層堆積以降に活動が衰退する。9a層の堆積段階では、土器の出土個体数は激減

し、人間の活動は遺跡から離れるようである。また、9a層のでは郷の形態や内面の黒色処理などの製作技法なども

変化している。なお、10層 にはあるが、11層 。9c,b層に欠落する器形の不については、本来存在しなかったり消

滅したものなのか、単に出土資料数が少ないために抜けているのか、本資料だけでは明らかでない。

3 各郭類の時期

次に、各器形分類を、土器型式に当てはめ、土器の時期 と堆積上の形成時期を検討する。

宮城県を含む東北南部の上師器については、氏家和典氏により編年の基礎がつ くられ (注 1)、 古墳時代について

は塩釜式―南小泉式―引田式―住社式―栗囲式という型式変遷が考えられていた。この型式変遷については、引田

式を南小泉式の範疇でとらえうるという考え (注 2)と、引田式がなお独立した型式的特徴を有するという考え方

(注 3)があるが、基本的には現在 も広 く支持されている。本文では南小泉式 と引田式の関係については、前者の考

え方に従うこととする。その上で、氏家編年に各邦類を当てはめると、 IA類 は、遠見塚古墳 I群土器 (注 4)や、

留沼遺跡第 1号住居跡、同遺跡第 1地点出土遺物 (注 5)、 野田山遺跡 10号住居跡 (注 6)等 に類例が求められ、

後述する不以外の 12層出土土師器の特徴も併せて、
＼
古墳時代前期の塩釜式に位置付けられる。Ⅲ Cl類からⅢ F類

に類似する資料は、山王遺跡第 3遺構出土土器 (注 7)、 鴻ノ巣遺跡 1号住居跡 (注 8)、 台ノ山遺跡第 5号住居跡

(注 9)、 藤田新田遺跡古墳時代中期土器群 (注 10)等に類例が求められ、古墳時代中期の中期南小泉式に位置付け

られる。Ⅲ G2類については、栗遺跡 10号住居跡 (注 11)出土資料に類例が求められる。当該資料は住社式の新し

い段階ないし栗囲式の最古段階のものと考えられ、 6世紀末から7世紀初頭頃に位置付けられる。

塩釜式 と南小泉式は、現在型式の細分が行われ、塩釜式上器については、丹羽茂氏による 3段階 4時期 (IoH
A・ HB・ m)区分 (注 12)、 カロ藤道男氏による2段階 (1・ 2段階)の変遷 (注 13)、 次山淳氏による 6段階区分

(注 14)、 辻秀人氏による塩釜式以前の古噴出現期の上器を含むⅢ期 8段階 (I-1～ 2・ H-1～ 2・ III-1～ 4
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期)変遷 (注 15)な どの編年体系がある。また、南小泉式については、丹羽茂氏による3段階 (A・ B・ C土器群)

の変遷 (注 16)、 辻秀人氏による2段階 (南小泉式前半 。後半)変遷 (注 17)、 カロ藤道男氏による2段階 (1・ 2段

階)の変遷 (注 18)等の編年がある。以下本文では、塩釜式上器 。南小泉式について、丹羽氏 と辻氏の編年の細分

に出土資料を位置づけることによって当該資料の細別時期を理解したい。

塩釜式上器の郷 (第 2図 1～ 3)は、丹羽氏の編年では I段階からШI段階、辻氏の編年ではH-1段階からⅢ一

4段階まで類似資料が存在 (注 19)し、細別時期は特定できない。

南小泉式については、丹羽氏の編年ではA群を 5世紀前半、B群を 5世紀中頃、C群を 5世紀後半に位置付け、

各群 とも一定量の邪形土器が伴っているが、中在家南遺跡・押口遺跡の■ 層から9c,b層の上器は、各群 と共通す

る器形のものを含み、層毎あるいは層群 としてA～ C群の細分型式に位置付けることはできない。一方辻氏は、須

恵器の生産開始時期を5世紀中葉とする説に立脚した上で、陶邑編年 (注 20)TK-216式段階で「あたらしい形の

不」やカマド出現する画期があり、銘々器 としての不が多量に出土するのは、 5世紀後半以降のことと考えている。

この考えに従えば、11層・10層・9c,b層からは多 くの邪が出土しているので、各層とも5世紀後半の年代的位置

付けとなる。宮城県内における南小泉式の不の出現時期を5世紀前半からとするか、 5世紀後半からとするのか結

論はでていない。したがって、■ 層から9c,b層の邪についても現段階では古墳時代中期 5世紀という大まかな範

囲の中に位置付けておきたい。

4 杯形上器以外の 12層 出土土師器

不以外の中在家南遺跡 12層出土土師器 と押口遺跡 12層出土土師器を第 1図 に図示した。

両遺跡の 12層出土土師器は、第 1図のとおり古墳時代前期の塩釜式の範疇に位置付けられるものである。各個体

は、12層の堆積期間に随時流入したもので、時間幅のあることが想定され一時期のものとは考え難い。そこで、幾

つかの特徴的な個体について、丹羽氏 と辻氏の編年細分のなかに位置づけて年代幅について検討する。

第 1図 4は壼の肩部の破片で、櫛歯状工具による二段の横位多条細沈線の下に、同じ工具による波状文が描かれ

ている。いわゆる「東海系土器」と呼ばれる土師器で、廻間編年 (注 21)ではH-3, 4～Ⅲ-1段階に相当する

ものと考えられ、仙台平野周辺では最古期 (丹羽編年第 1段階、辻編年■-1段階)の上師器 とされる大橋遺跡 (注

22)出土資料などとほぼ同期に位置付けられる。また、第 1図 2・ 12・ 27の脚部三方透かしの高邪 も東海系のもの

で、時期的には大橋遺跡や戸ノ内遺跡 (注 23・ 24)と 同期頃と考えられる。一方、第 1図 13の ように脚部 と受け部

の間に貫通孔のない器台や 40・ 41の ような体部が長胴化した甕については時期的に新しい傾向にあるもの (丹羽編

年第Ⅲ段階、辻編年III-4段階)と 考えられている。

以上のように、河チII跡 12層出土土師器は、塩釜式の古い段階から、比較的新しい段階のもの、またその中間に位

置付けることの可能なものも存在することが確認できる。

なお、第 1図 28の台付甕の底部内外面には、他の胎土より砂粒を多 く含む粘土による補強が行われている。これ

は、愛知県廻間遺跡におけるS字甕台部成形技法について赤塚次郎氏が解説した「 S字甕台部の製作は必ず第 27図

に示したような形成技法に基づ く。まず台部を成形し、その後倒立する。その際指頭圧痕を弧状に配して体部への

粘土紐積み上げの取 り掛 りを作る。体部第 1段 (体部 1/3弱)成形後粘上による補充を接合面内外に行う。この時

使用する粘土には多量の砂粒を混合させるという特色がみられる。この原則は廻間式 S字甕に普遍的に存在し、変

化することはない。」 (注 25)と いうことと一致し、この台付甕にも東海系土師器の要素が認められる。

5 1Th・ 高杯以外の |1層・ 10層 。9c,b層出土土師器

不 と高不以外の中在家南遺跡 と押口遺跡の 11層から9b層出土土師器の主なものを第 3図に図示した。
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不 と高不以外の上師器には甕・壺・甑がある。邪類に比べると器形全体の分かるものは少ない。11層からは甕 と

甑が出上 している。図化 した甕は、肩部から口縁部にかけての破片で、体部は球形になるのか、長胴化しているの

か判断できない。甑は、国縁部が外反する砲弾形のもので、孔部は径の大きい単孔である。10層からは甕・壷・甑

が出土しているが、甑 としたものは他の器種の可能性がある。甕には、第 3図 10・ 13の ような体部が縦に長い球状

を呈する大型のものと、14～ 16の ような体部がやや偏平な球形を呈する小型のものとがある。重は小型のもので、

17は 口径 と体部径がほば等 しい。甑は体部から口縁部 まで直線的に広がる播鉢形を呈する。 9層からは量は少ない

が、9c層・9b層 とも甕 と重が出土している。甕は 10層の大型のものと同様の体部が縦に長い球状を呈する傾向の

ものと考えられるが、全形は不明である。壺 も 10層 に類似する。

これらの ■ 層から9層の上師器については、前段階の塩釜式土器の混入品が存在する可能性 もあるが、概ね南小

泉式に位置付けることができるものである。甕 。壷 。甑 も、郷類 と同様に古墳時代中期に属し、それ以降の上器の

混入はないものと判断される。

第 2節 方形周溝墓出土土師器

1 各方形周溝墓出土土師器の特徴

中在家南遺跡で発見された 1号～ 3号方形周溝墓出土の上師器を第 4図に示した。各方形周溝墓とも上部の削平

が著しいためなのか、本来的に少なかったのか明らかでないが、出土土師器は少ない。

1号方形周溝墓からは、底部を欠損する鉢形土器が 1点出土している(第 4図 1)。 半球形の体部は口縁部 との境

のところでわずかに括れ、日縁部は直立するが端部がわずかに外反する。調整は内外面とも丁寧にヘラミガキされ

ている。

2号方形周溝墓からは、口縁部を欠損する壷形土器が 1点出上している(第 4図 2)。 底部は体部径の割に径が大

きな低い台状の平底である。体部はやや偏平な球形を呈する。体部 と頸部の境には角がなく、滑らかに湾曲しなが

ら外傾して広がる頸部 となる。調整は、器面が荒れて不明であるが、部分的に外面にハケメ調整、内面にヘラナデ

調整が残る。

3号方形周清墓からは、体部下半を欠損する壷形土器が 1点 と重の頸部から口縁部にかけての破片などが出上し

ている(第 4図 3～ 5)。 3は、やや偏平な球形の体部に、長い口頸部の付 く壼で、口径は体部径 と等しい。口頸部

はわずかに内湾して立ち上がる。器面調整は、外面がヘラミガキ調整、内面は口頸部がヘラミガキ調整されている。

外面と内面の口頸部には、赤色の顔料が塗られている。 4と 5は、口径の違いがあるが、類似する形態のもので、

頸部は強 く外反する。口縁部外面には幅の狭い隆帯が巡 り、隆帯の上下に稜が形成されて角張つている。調整は磨

Ⅶ区 1号方形周濤墓 ⅥI区 2号方形周濤墓 V区 3号方形周濤墓

―

C-137(SD-47)

ミ謂
3.C-73

4. C-71(SX-8)

戸
(SX-8)         5,C-70(SX-8)

第 4図 中在家南遺跡方形周溝墓出土土師器
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滅のために不明の部分が多いが、 4の頸部外面はハケメ調整の後にヘラミガギ調整されている。

3基の方形周溝墓は接近また比較的近接 して発見されているが、出土した土師器の器種には統一性、或いは類似

性は認められず、個別的な様相を呈 している。

2 方形周溝墓出土土師器の類例 と時期

1号方形周溝墓出上の第 4図 1については、第 1分冊第 6部第 ■ 章中で既に述べたように、同一器形の上器は明

らかでないが、強いて類例をあげると、調整は異なるが色麻町色麻古墳群第 ■ 号住居跡 (注 26)出上の椀形土器に

口縁が直立に近い点で類似性が認められる。色麻古墳群第 11号住居跡出土資料は、丹羽編年のHA段階、辻編年の

■-2段階に位置付けられている。

2号方形周清墓出上の第 4図 2は、体部がやや偏平で、底部は体部形の割に径が大きな低い台状の平底であるこ

とに着目すると、仙台市安久東遺跡の方形周溝墓 (注 27)出上の重に類例を求めることができる。安久東遺跡の方

形周溝墓出土土師器は、丹羽編年ではHA段階、辻編年ではH-2段 階に位置付けられている。

3号方形周溝墓出上の第 4図 3に類似する資料は、塩釜式の各時期に存在し、細別時期は特定できない。 4・ 5

の口頸部は、仙台市今泉遺跡 19号土坑出土資料 (注 28)に 類例がある。今泉遺跡出上の壷口縁部は、 4・ 5よ りも

隆帯の突出が低いが、隆帯の上下両端に稜が形成され、断面形が方形になる点は類似する。今泉遺跡 19号土坑出土

資料については、丹羽編年ではHA段階、辻編年ではⅢ-2段階に位置付けられている。

3基の方形周溝墓の上器は、上述したように丹羽編年では古墳時代前期塩釜式のHA段階に集約され、接近した

時期の造営が考えられる。また、辻編年ではH-2段階からⅢ-2段階の細分 2段階に渡って造営されたことが考

えられる。中在家南遺跡の 3基の方形周溝墓が、短時期に連続的に造営されたのか、あるいはもう少し時間幅をも

って営まれたのかは、出土資料が少ないことと出土した土器も完形のものがないために、明確な判断はできない。

ここでは中在家南遺跡の方形周溝墓が、古墳時代前期の塩釜式期の中間期に造営された可能性が強いということを

確認しておきたい。

第 3節 河川跡 3層 ～ 8層出土土器

1 出土土器の概要

中在家南遺跡 。押口遺跡の河川跡堆積上の 3～ 8層出土土器の主なものについて、層位毎に示したのが第 5図で

ある。 8層以降の堆積土からは、ロクロを使用した土師器が出現する。

8層出上の上器には、土師器不 (1)がある。底部は回転糸切 りの後、周辺部だけが手持ちヘラ削り調整されてい

る。

7層出土土器には、土師器不 (2)、 土師器甕 (3)、 須恵器不 (4)、 須恵器甕 (5)がある。上師器の郷は回転糸切

り無調整である。土師器の甕は、ロクロ使用の大型の長胴甕で、体部上端付近が括れ、回縁部は一度外反した後に

端部が短 く立ち上がり、受け口状を呈する。器面調整は、外面が上半部ロクロ調整、下半部がヘラ削り調整。内面

は口縁部がロクロ調整、体部がヘラナデ調整されている。須恵器の不は、底部を欠損するが、体部下半から口縁に

かけて丸みをもって立ち上がる。須恵器の甕は、口顕部の破片で、日縁端部は外側に断面が三角形に張り出してい

る。

6層出土土器には、土師器不 (6～ 9)、 土師器甕 (10)、 須恵器邦 (■・12)がある。土師器の不は、いずれも回

転糸切 り無調整である。上師器の甕は、ロクロを使用せずに作られた大型の長胴甕で、体部は直立して立ち上がり、

口唇部がなでられて回縁の端部が下方にやや張り出している。器面調整は、口縁部がヨコナデ、体部外面がヘラナ
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デおよび削り調整、内面がヘラナデ調整されている。須恵器の不は回転糸切 り無調整である。

5層出土土器には、土師器不 (13～ 19)、 土師器甕 (20～ 22)、 須恵器不 (23)、 須恵器甕 (24)がある。土師器不

は回転糸切 り無調整のもの (13・ 14・ 16・ 17)と 、切 り離し後に体部下端 と底部が回転ヘラ削り調整されるもの (15)、

回転糸切 りの後に体部下端が手持ちヘラ削りされるもの (18・ 19)がある。上師器の甕には、小型のもの (20)と

大型の長胴甕 (21・ 22)がある。小型の甕は、体部下半から上半にかけて内外面ともにロクロ調整されている。大

型のものは、体部上半から口縁部にかけての破片で、器形は 7層の 3に類似する。調整は、21は 内外面とも体部上

半から口縁部までロクロ調整される。22は、体部上半から口縁部までロクロ調整されるが、外面には体部上半にも

ヘラケズリの痕跡が認められる。須恵器の不は回転糸切 り無調整である。須恵器の甕は、肩部に張 りがあり、体部

と頸部の境が括れ、回頸部が外反し、口縁端部は外に張り出している。調整は体部上半から口頸部がロクロ調整、

体部下半は外面がヘラ削り、内面がヘラナデ調整されている。

4層の灰白色火山灰層は、10世紀前葉の降下が考えられている (注 29)。 4層中から遺物は出上していない。

3b層からは土師器イ (25)が出上している。底部は回転糸切 り無調整である。25の土器には灰白色火山灰層を挟

んで下層の 5層の上師器不 15と類似の書体で、同一文字「内 (力 )」 の墨書がある。この 2個体の墨書上器からは、

5層の堆積年代 と3b層の堆積年代の間には、10世紀前棄の灰白色火山灰層を挟むものの、著しい年代差はないこ

とが考えられる。

3a層は、3b層 を主とする地層が水田耕作土層として起耕されてできた 2次的な堆積層であり、中世の遺物も含

まれていることは既に述べたとおりである。したがって、3a層出上の上器には本来 3b層に含まれていた土器が混

入している可能性 もある。このような状況にある3a層からは、土師器邦 (26)、 赤焼土器 (注 30)不 (27～ 32)、

須恵器壺 (34)が出上している。土師器の郷は回転糸切 り無調整である。赤焼土器の不は、口径に比して底径が小

さいもので、いずれも回転糸切 り無調整である。須恵器の壼は、体部がやや偏平な倒卵形の長頸壺の体部上半の破

片である。

33の上師器は、3b層に所属するか 3a層 に所属するか不明の上師器甕である。口縁の外反と立ち上 りが緩 くなっ

てるが、全体の器形や調整は22に類似する。

底径 ▲8層土師器 05層土師器 ☆3a層土師器
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ロ
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第 6図  8層～3a層出土郭の器高 第 7図  8層～3a層出土郭の日径と底径
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次に、 3～ 8層出上の上師器 と赤焼土器の不を、層位毎に

'ヒ

較する。器高を比較したのが第 6図、口径 と底径の

割合を比較したのが第 7図である。

第 6図によると、8層～ 6層出土郷は、器高が 4.2cm～4.9cmと比較的低い。これに対し、5層～3b層出上の邪

は、第 5図 15の ように器高の低いものもあるが、大半は5.5cm～5.9cmと器高の高いものである。また、3a層の

時期には4.5cm～5.2cmと 再び器高が低 くなる。

第 7図では、8層～ 6層出土不は口径が小さい割に底径が大きいこと、5層～3b層の不は、8層～ 6層出土不 と

比べると底径は変わらないが口径が大きくなること、3a層の土器は、 8層～3b層の不 と比べると口径は中間的な

値をとるが、底径が小さいことが分かる。

ふたつの図から得られた傾向を併せて考えると、中在家南遺跡。押口遺跡の 8層～3a層の不は、器高が低 く口径

の割に底径の大きな不 (8層～ 6層)→器高・口径・底径とも比較的大きな不 (5層～3b層)→器高 。日径は前 2

段階の中間的な数値であるが、底径が小さな邪 (3a層 )と いうような 3段階の変化を遂げていることが理解される。

2 8層～3a層 出土土器の年代

中在家南遺跡 。押口遺跡の 8層～3a層出土土器については、 4層に 10世紀前葉に降下したと考えられている火

山灰層を挟んでいることから、 8層から5層出土土器については 10世紀前葉以前、3b層・3a層出土土器について

は 10世紀前葉以降の年代 と考えることができる。また、ロクロ調整された土師器の上限は 9世紀初頭に求められる

(注 31)の で、 8層の年代も9世紀初頭以降とすることができる。次に、当該土器を既存の編年案に位置づけて各層

ないし層群の年代について考えるも

宮城県内の 9世紀以降の平安時代の上師器は「表杉ノ入式」 (注 32)と 呼ばれ、いくつかの細分案が提示されてい

るが、本項ではその中から白鳥良一氏 と村田晃一氏の論考を参考 として検討する。

白鳥良一氏は、多賀城跡出土土器の変遷について 6段階に整理し、そのうち表杉ノ入式についてはC群～F群の

4群の上器の変遷を当て (注 33)、 C群を9世紀前半、D群を9世紀後半、E群を 10世紀前棄、F群を 10世紀中葉

としている (注 34)。 中在家南遺跡・押口遺跡の上器のうち、日径の割に底径が比較的大きな 8層～ 6層の上師器邦

は、C群土器ほど、底径が大きくなく、D群土器に類似する。器高が高 くなるとともに底径がやや小さくなる5層及

び 3b層の上師器不はE群土器に類似する。3a層の土師器及び赤焼土器の不は、日径の割に底径が小さくなるが、

器高はやや高 く、E群土器及び F群土器の郷に類似する。

村田晃一氏は、表杉ノ入式のうち、宮城県内の 10世紀前後の上器について、1群土器から5群土器までの 5段階

変遷を提示している (注 35)。 年代については 1群土器を 9世紀後半、 2群土器を 10世紀前半、 3群土器を 10世紀

中頃を中心とする時期、 4群土器を 10世紀後葉、 5群土器を■世紀前葉 としている。中在家南遺跡・押口遺跡の

8層から6層 と同様の回径の割に底径の広い土師器不は、上記論考掲載の 1群土器の基準資科 とした多賀城跡 61次

調査 11層・10層出土土師器や、多賀城跡 SK2113土壊出土土器に類似資料が存在する。 5層及び 3b層のような器

高が高 く底径がやや小さな土師器不は、2群土器の基準資料 とした多賀城市山王遺跡 SX543土器溜、多賀城市高崎

遺跡土器集積遺構、仙台市中田畑中遺跡 1・ 2号住居跡などに存在する。3a層出土の赤焼土器邪は、前記の 2群土

器の基準遺跡のほか、 3群の基準資料 とした仙台市安久東遺跡 1・ 2号住居跡に類例がある。

以上のように、10世紀前葉に降下した火山灰層と両氏の「表杉ノ入式」の細分型式の年代観を併せると、 8層か

ら6層の上器については 9世紀後半、 5層については火山灰降下以前の 10世紀前葉、3b層については火山灰降下

以後の 10世紀前半、3a層については 10世紀中葉 という年代が考えられる。
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3 墨書土器について

墨書土器 は、中在家南遺跡・押口遺跡の両遺跡からは、合わせて 9点出上 している。墨書土器の出土層は 6層以

降の堆積層か らで、特にⅥ区から多 く出土し、Ⅵ区では 5層からの出上の割合が高い。墨書は、11カ 所、12文字が

確認されている(第 8図 )。 器種は全て邪である。このうち須恵器は 2点である。赤焼土器に墨書のあるものはない。

墨書の部位 は、体部外面正位 2カ 所 (7・ 8)、 体部外面横位 4カ 所 (1・ 2・ 4・ 5)、 底部外面 3カ 所 (3・ 4・ 6)、 体

部外面文字方向不明 1カ 所 (9)、 体部内面文字方向不明 1カ 所 (9)で ある。

墨書文字は、 1・ 2は 「丈」 と読め、 ともに押口遺跡 H区 5層から出土 している。 3・ 4は 3字 とも「内」 と読

める。3が中在家南遺跡Ⅵ区 5層、4が同区の灰白色火山灰層を挟んだ 3b層から出上しているが、字形が良 く似て

いる。 5は「大田」、 6は「應」の崩 し字か。 7は「千」と読める。 8及び 9の外面文字は判読できない。 9の 内面

はの墨痕は単なる「、」あるいは墨による汚れの可能性がある。
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注 18 注 13に 同じ。

注 19 辻氏は、注 15の論文において、本文の第 2図 1～ 3の ような形態の上器は「小型鉢」として分類し、古墳時代中期に

出現する不形土器と系統を別に考えている。

注 20 田辺昭三 1981 「須恵器大成」

注 21 赤塚次郎 1990 「廻間遺跡」『愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第 10集』

注 22 向坂鋼二氏にご教示を受けた。

注 23 太田昭夫 1980 「(7)大橋遺跡」『東北自動車道遺跡調査報告書Ⅳ』宮城県文化財調査報告書第 71集

注 24 渡部弘美・主浜光朗 1984 「戸ノ内遺跡J『仙台市文化財調査報告書第 70集』
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注 25 注 21報告書 P.60

注 26 古川―明 1983 「 (1)色麻古墳群」『宮城県営圃場整備等関連遺跡詳細分布調査報告書 (昭和 57年度)』 宮城県文化

財調査報告書第 95集

注 27 土岐山 武 1980 「(1)安久東遺跡」『東北新幹線関係遺跡調査報告書Ⅳ』宮城県文化財調査報告書第 72集

注 28 篠原信彦・工藤哲司他 1980 「今泉城跡」『仙台市文化財調査報告書第 24集』

注 29 白鳥良―氏は「多賀城跡出土土器の変遷」『研究紀要ⅥI』 宮城県多賀城跡調査研究所 (1980)に おいて、灰白色火山灰

の年代について、陸奥国分寺の塔の消失 (承平 4年 =934年 )に伴う焼土層が灰白色火山灰層を直接覆っていることから、

その降下年代を 10世紀前半に位置づけるとともに、塔の消失の承平 4年に近い時期である可能性も指摘している。現在

灰白色火山灰の降下年代について、多賀城跡調査研究所では10世紀前棄の年代を考えている (柳沢和明・進藤秋輝「多

賀城跡 61次調査」『宮城県多賀城跡調査研究所年報 1991』 )。

注 30 小井川和夫 1984 「いわゆる赤焼土器について」『東北歴史資料館研究紀要第 10巻』により赤焼土器の名称を使用

した。同類の土器については「須恵系土器」 (桑原滋郎 1976「須恵系土器について」F東北考古学の諸問題』など)の名

称もある。

注 31 伊藤博幸。新田 賢 1977 「胆沢城跡―昭和 51年度発掘調査概報」水沢市教育委員会及び、1979 「胆沢城跡―昭

和 53年度発掘調査概報」水沢市教育委員会

注 32注 1に 同じ。

注 33 白鳥良- 1980 「多賀城跡出土上器の変遷」『研究紀要Ⅷ』宮城県多賀城跡調査研究所

注 34 白鳥良- 1982 「多賀城跡 政庁跡本文編」宮城県教育委員会 。多賀城跡調査研究所

注 35 村日晃- 1995 「宮城郡における10世紀前後の上器」『福島考古 36号』 (こ のなかで、村田氏は本文の赤焼土器に

ついては「土師器の B類」として扱っている。)
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第 7章 中在家南遺跡・押日遺跡出土の木製品類

工 藤 哲 司

第 1節 地区別・層位別の木製品類の出土状況

1 杭材の時期別変化

今回の調査においては、河川堆積土中及び河川堆積土中の溝跡等に関連して、168点余 りの杭が発見された。各杭

については、発見層位ごとにその概要を記したが、調査精度の限界や、例えば 10層で上部を出して打たれた杭が 9

層堆積時まで残 り、9層中に上部が埋没した場合や、10層で打たれた杭であるが 10層中の部分は腐食してしまい ■

層まで掘 り下げないと発見できない場合などが考えられ、発見層位 と杭が打ち込まれた時期が必ずしも一致してい

ないことも考慮しなければならない。また、列状に並んで発見された場合や、明瞭な人為的な力日工痕跡のない丸木

の杭や割れ面だけの杭のなかには、何らかの事情により立った状態あるいは突き刺さった状態で埋まった自然木や

木片が含まれている可能性 もある。このような資料精度の限界性を踏まえたうえで、発見された杭の時期別変化に

ついて検討を加える。

杭の変化の内容は、杭材の形状 。先端の形状・側面の形状・先端の加工方法・側面の加工方法・加工工具等の項

目や、その複合形態に着眼して検討を加えるべきであるが、本資料については、先に述べたように資料の所属時期

等に精度上の問題があるので、杭材の形状に着日して、変化があるかどうか,ヒ較を行った。士ヒ較をする際の杭の形

状の分類は、調査時の分類にしたがって、

1 丸杭   = 丸太材をそのまま、または先端を加工して杭材 としたもの

2 半裁丸杭 = 丸太材を1/2分割して杭材 としたもの

3 割杭   = 1/4以 下に分割された丸太材や、樹皮面をもたない割材を杭材 としたもの

4 角杭   = 割杭のうち、断面形を四角形または多角形に整形して杭材としたもの

の 4種類に分けた。この分類によって、各地区・各層位毎の杭の出土状況を比較したのが第 1表の①～④である。

杭は地区によって多少の差はあるが、全地区を合わせた場合は、第 1表の④のように 3層・ 6層・ 10層・15層 に

ピークが認められる。 4つ のピークのうち、 3層 。10層・15層 については、木製品 。材の出土量 (第 2表④)や登

録遺物総量 (第 5表)の ピークとも一致し、これらの上層の堆積時に、周辺地域において活発な人間活動があった

ことを示している。これに対して 6層は、他の遺物出土量に反,ヒ例して杭が多 く検出されている。 6層の杭は、杭

の形状を問わず大型の杭の占める割合が高い。

登録遺物の総量や木製品。材の出土量のピークを比較すると、15層 >10層 >3層の順に古い時期ほど、遺物量が

多 く、時代が下るにしたがって遺物が少なくなる傾向にあるが、杭については、第 1表の④のように時代が下るに

したがつて反対に発見点数が多 くなる傾向にある。これは、時代が下るにしたがって住居等は離れるが、畦畔の構

築や水路の整備など、河川跡内での水田経営の開始に伴って、多 くの杭が打たれたことによるものと考えられる。

杭材としては、丸杭・割杭・角杭については各時期にほぼ共通して存在する。半裁丸杭については、15層から10

層堆積まで存在するが、9層以降には認められなくなる。15層から10層で発見された半裁丸杭は 4点 と少なく、こ

のような形態の材が杭材として使用されることは稀であったようである。

杭材 としては丸杭が一般的で、15層約 40%、 10層では50%、 3層では64%を占め、時代が下るにしたがって

その割合が高 くなる。ただし、H区 とⅥ区の 3層の丸杭を比較すると分かるように、場所によって比率の差は大き

いようである。
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第 1表 層別の杭数

① Ⅱ区の杭数

5

3層

5層

6層

8層

9層

10層

■層

12層

13層

14層

15層

16層

3層

6層

7層

9層

10層

12層

15層

計

13点

2点

6点

3点

3点

9点

7点

2点

1点

1点

4点

1点

合計52点

計

45点

8点

6点

17点

8点

3点

2点

280

合計89点
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10点

7点

7点

合計24点

計

58点

2点

14点

6点

3点

20点
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1点

13点

1)魚

合計165点

④ 全区の合計杭数
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第 2表 層別の木製品 。材数

3層

5層

6層

8層

9層

10層

11層

12層

13層

14層

15層

16層

3層

6層

7層

9層

10層

■層

12層

13層

14層

15層

① H区の木製品・材数

10        20        30

Ⅵ区の木製品 。材数

20     30     40     50

計

18点

10点

1点

3点

2点

62点

45点

67点

10点

86点

95点

2点

②
　
ｌｏ

合計401点

70    80    90    100    110   120   130   140    1 50 計

61点

■点

8点

14点

132点

1点

53点

5点

13点

26点

■■■,li■■itⅢ

合計324点



③ ⅥⅢ・Ⅸ区の木製品・材数

木製品
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240  計

1点

16点

2点

28点

240点

10点

12点

8点

3点

16点

210点

48点

148点

15点

99点

361点

2点

合計1012点

角材

3層

10層

ユ層

12層

15層

3層

5層

6層

7層

8層

9層

10層

11層

12層

13層

14層
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16層

合計287点

④ 全区の合計の木製品・材数
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第 3表  14・ 15層の調査区別木製品 。材数

Ⅵ区

(256m2)

H区
(570m2

ⅧoⅨ区

(670m2

第 4表 時期別木製品 。材の種別割合

3層
(中世～平安

10・ 11層

(古墳中期)

12・ 13層

(古墳前期)

14。 15層

(弥生中期)

木製品

分割材

學          望生_営 0 計

39点

181点

240点

合計460点

163点

460点

合計961点

計
　
陳

258点

角材

2 出土木製品・材の地区ごとの変化 と変遷
中在家南遺跡遺跡の木製品・材類の出土点数は、 3層・ 10層・ 12層・15層 にピークがある。10層・12層 は、地

域によって出土量の順位に入れ代わりがあるが、全調査区の木製品 と材類を総合すると、15層 >10層 >12層 >3層
の順に出土量か多い (第 2表④)。 この順位は、 3層 を平安から中世、10層・■ 層を古墳時代中期・ 12・ 13層 を古

墳時代前期・14層 。15層 を弥生時代中期 として比較した場合 も変わ りがない。第 2表④に示された木製品と材類の

出土点数の変動の表形は、3層 と12層の順位に入れ代わりがあるが、第 5表に示した登録遺物の総数の表形 と、そ

のピークのオ買位 (15層 >10層 >3層 >12層)と 近似している。

14層 。15層の木製品 。材類の出土量を地区ごとに単純に比較すると、第 3表のようにⅧ・Ⅸ区>H区 >Ⅵ区の順

になる。Ⅷ・IX区からの出土量か多 く、Ⅷ・Ⅸ区から離れるにしたがって出土量が少なくなる。これには調査面積

による差があるので、 l m2当たりの木製品。材の出土点数で比較すると、Ⅵ区 0.15点/m2、 H区 0.32点 /m2、

Ⅷ・Ⅸ区 0.36点 /m2と なり、Ⅵ区に比べてH区とⅧ・Ⅸ区からの出土点数が多い。さらに、木製品だけ割合を比較

すると、Ⅵ区 0.04点 /m2、 H区 0.07点/m2、 Ⅷ .Ⅸ区 0.15点 /m2と なり、Ⅷ・Ⅸ区には未製品を含め多 くの木

製品が濃密に分布 し、H区そしてⅥ区へと東方に移行するにしたがって木製品・材類は減少してくことが分かる。

木製品のこのような各区ごとの出土傾向は、柾目板の出土割合 とも類似し、14層 。15層の時期にミカン割によって

得られた柾目板が盛んに使用されていたことを示唆するものと考えられる。また、各区の 14。 15層から出上 した木

柾目板

半裁丸材

板目板

丸材

躙

躙

□

□

■

霊

囲

『



第 5表 中在家南遺跡の層別出土遺物数

3層

10層
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700    800    900    1000   1100   1200   1300   1400   三十

232点

297点

129点

1272点

5点

1層

2層

占
小

占
小

5層

6層

7層

8層

9層

8点

61点

合計2416点

|1口 弥生土器 隅  
非ロクロ土師器

腫霞副  
ロクロ土師器

  □  
須恵器 だ「隠 瓦類

皿皿皿
石器・石製品

  □∞% 
本製品 金属製品 その他縄文土器

製品と材類の合計に占める木製品の割合は、Ⅵ区 28%、 H区 22%、 Ⅷ oIX区 42%と なっており、Ⅷ・IX区 に向か

ってその割合が高 くなっている。Ⅶ区の遺物包含層の状況や、Ⅵl・ Ⅸ区河川跡の弥生土器・骨角器・石器等の出土

状況を考えあわせると、14・ 15層堆積時には、Ⅶ区周辺に垂時の集落が存在し、ここで消費された木製品や製作途

中の未製品 。木っ端 (木製品製作に係わる木居)が、Ⅷ区・Ⅸ区に廃棄された後に東方のH区・Ⅵ区に分散してい

ったものと推定される。現地調査の段階では、各区の底面にレベル差がほとんどないために、その高低によって河

川跡の上流と下流を決定できなかったが、前記の推定が正しければ、遺跡西部が河川跡の上流にあたり、H区・Ⅵ
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区そしてさらに押回遺跡の方向が下流に当たるものと考えられる。

次ぎに、木製品と材類に占める木製品の割合を時期別にみると、 3層は 50%、 10・ 11層 は23%、 12・ 13層 は 25

%、 14・ 15層 は33%と なっている (第 4表 )。 3層が、木製品の割合が高 く分割材の割合が低いのは、遺跡周辺で

の木製品等の生産活動の割合が低 く、専ら消費ないし廃棄に関係する木製品が出土したことによるものと考えられ

る。これに対して、14・ 15層 は木製品の割合が低 く、分割材の出土割合が多いのは、木製品の生産活動に伴い、原

材料 としての各種板材や製品製作過程に生じた木っ端 (木居)等が多 く排出されたことによるものと考えられる。

分割材以外の柾目板・板目板・角材・半裁丸材。丸材は、出土割合の多寡はあるが、どの層にも一定量含まれている。

第 2節 弥生時代の直柄鍬

1 直柄広鍬と直柄狭鍬

ここまでの本文においては、弥生時代の直柄鍬について特に基準を示さずに、一般的理解に基づいて直柄広鍬と

直柄狭鍬の名称を使用し、その分類によ

って各個体の説明を行ってきたが、あら

ためて中在家南遺跡出上の直柄鍬につい

て検討を加えることとする。

中在家南遺跡の 14層・ 15層出上の弥

生時代中期の直柄鍬について、未製品を

含め、全長と身部幅の大きさとその比率

を示したのが第 1図である。この図の完

成品に着目すると、身部幅を1と した場

合、全長が 1.5～ 2の範囲にあるグルー

プと、身部幅を1と した場合、全長が 3

～ 4位の範囲にあるグループがあること

が分かる。両グループの間には比率にし

て 1単位の明瞭な開きがある。また、後

者のグループは前者より身部幅が狭 く、

その範囲は 11.5～ 15 cmで ある。前者の

身部 幅 は後者 よ り広 くその範 囲 は

15.5～ 24 cmである。この比率 と身部幅

の 2つ差によって、中在家南遺跡の弥生

時代中期の直柄鍬には、大きくみて 2種

類に区別された鍬が存在していたことが

考えられる。以下、身部幅が広 く、身部

幅 と全長の比率が 1:1.5～ 1:2く ら

いのものを直柄広鍬、身部幅が狭 く、身

部幅と全長の比率が 1:3～ 1:4く ら

いのものを直柄狭鍬 と分類することにす

る。出土した直柄広鍬は、一般的に直柄

■ 直柄広鍬製品

□ 直柄広鍬未製品

▲ 直柄狭鍬製品

△ 直柄狭鍬未製品

● 富沢遺跡出土

直柄狭鍬製品

隧が一！‐

△
1185

９６‐

△

△
９８‐

△
1076

△
０７３

　
　
　
　
△

９４７

４． ３

△

△
４０９

広鍬H類

広鍬 I類

※数字は登録番号、富沢遺跡は調査次数

第 1図 弥生時代直柄鍬の全長 と幅の関係



第 7章 中在家南遺跡 。押口遺跡出上の木製品類

狭鍬に比べて身部の厚さが薄い。

直柄広鍬の身部幅と全長 との比率は、1:1.75く らい

に集中している。全長は29～40 cmの範囲にある。直柄

広鍬の未製品の身部幅 と全長の比率は、1:1.75よ り小

さく、全長は 40 cmを超えている。

直柄狭鍬の身部幅と全長の比率は、出土点数が少ない

ので集中単位を特定できないが、 1:3.5以下のものが

多い。全長は38～51 cmの範囲にあり、はとんど完成品

に近い L-1124は、全長が 62 cmも ある。直柄狭鍬の未

製品の身部幅と全長の比率は、 1:3よ り小さいものが

一般的であるが、中には 1:3.5よ り大 きいもの (L―

1074)も 存在する。

仙台市内の同期の直柄鍬 としては、富沢遺跡の水田と

水路から3点の直柄狭鍬が出上している。富沢遺跡出土

の直柄狭鍬は、幅が 10～11.5cmで、中在家南遺跡の直

柄狭鍬に比べて身幅が狭い傾向が認められる。また、全

長が短いため (傑い減りの可能性もある。)に、身部幅と

全長の

'ヒ

率が1:3よ り小さいものも存在する (注 1)。

※数字は登録番号、宮沢遺跡は調査次数

第 2図 弥生時代直柄鍬の全長 と着柄隆起部長の関係

2 着柄隆起について

中在家南遺跡出上の弥生時代中期の直柄鍬には、直柄狭鍬 と直柄広鍬とにかかわらず、身部後面の中央部から上

端部にかけて、整った舟形の着柄隆起が造 り出されている。舟形の着柄隆起は、柄孔を中心として上下・左右に対

称に形作られている。着柄隆起の側面は身部面から角がついて急角度で立ち上がるが、着柄隆起の身部上辺側の端

と刃部側の端は、着柄隆起の両側面 との境に稜を形成し、側面と比べると緩やかに立ち上がる。

鍬の全長と、着柄隆起の長さの関係について、比率 とともに示したのが第 2図である。 この図によると、中在家

南遺跡の鍬は、全長の長短に係わらず、着柄隆起部の長さを 1と した場合、全長は 1.75か ら2.25の範囲にあり、そ

のとヒ率の中心は1:2のラインにあることが分かる。これに対して富沢遺跡の鍬は、比率にばらつきが大きい。中

在家南遺跡の当時の人々 (製作者)に は、鍬の全長 と着柄隆起の長さの比率関係について、「鍬の全長に対して着柄

隆起の長さを半分、 2:1の比率で作る。」 というような何らかの規格か伝統があったことか考えられる。

3 直柄広鍬の分類
中在家南遺跡出上の弥生時代中期の直柄広鍬は、舟形の着柄隆起のように各個体に共通する要素と、個別的な要

素があり、個別的要素により4種類に分類可能である。まず、前面の着柄孔の上部について観察すると、断面形が

クランク状の段が形成されているもの (I類)と 、断面形が凸状の突起が造 り出されているもの (H類)がある。

I類には、平面形態が釣鐘形を呈し、側面が単純に平行するもの (IA類)と 、着柄孔の両側の側面に段が形成さ

れて上部が広 くなり、茸形の平面形態を呈するもの (IB類)と がある。

H類は、頭部 (頂部)に中央の快れた突起を有することと、肩部が側方に張 り出してその端部が上下方向に尖る

こと(C類 )も 共通する特徴であるが、頭部突起の形状には大きく2種類ある。 1つ は、突起の側面に形成された段

全
長

ζia  全
[[とと子三1部

長
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が 1段のもの (II C l類 )で、他は突起の側面に形成 された段が 2段のもの (II C 2類)である。 この分類 を図化。

記号化したのが第 3図の上段である。 IA類・ IB類 は各 1点出上 している。 H類は合わせて 8点出土 してお り、

そのうちHCl類 が 5点、HC2類 が 3点である。中在家南遺跡においては、 I類 に比較 してH類の直柄広鍬の比

率が高 く、Ⅱ類が中在家南遺跡の直柄広鍬の主要形態 と考えられる。

4 直柄狭鍬の分類

直柄狭鍬は、直柄広鍬 と同じように前面の柄孔上部の形状によって分類すると、前面は平坦で柄孔上部に段がな

いもの (0類)と、直柄広鍬の I類 と同様に前面の柄孔上部にクランク状の段が形成されているもの (I類)があ

る。 0類の平面形態は、隅丸長方形を呈する。

I類は、平面形態によりさらに 2種類に分類できる。 1つ は、平面形が釣鐘形を呈し、両側面が単純 に平行する

もの (IA類)である。他は、平面形態が楕円形を呈し、側面にも前面の段の位置と対応する部分に、頭部側の幅

が広 くなるような段が形成されているもの (IB類)である。 IB類 の頭部は、前面の段の位置 と対応する側面の

I類 全面の柄孔上部に段をもつ Ⅲ類 前面の柄孔上部に突起をもつ

直

柄

広

鍬
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全
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第7章 中在家南遺跡・押口遺跡出上の木製品類

段の他に、頂部からやや下がった位置にも小さな段が形成され、柄孔上部の段から上の前面の中央には、中軸線に

沿って高 くなるように力日正されて稜が形成されている (第 3図下段 )。

分類 ごとの直柄狭鍬の出土点数は、 0類は 1点、 IA類 1点、 IB類 3点である。

5 直柄鍬前面の段と突起について

直柄広鍬 と直柄狭鍬について、前項では段または突起の有無や形状によって分類を行った。段または突起の位置

は、直柄広鍬も直柄狭鍬も前面の着柄隆起の直下から2.5cmの範囲にあり、柄孔と段または突起が接するか離れる

かの位置関係には、直柄広鍬と直柄狭鍬および段 と突起 との間で、特に相互関係は認められない。段および突起は

鍬の長軸に直交するように水平に且つ直線的に造 り出されている。

このような段及び突起の機能 としては、鍬類 とともに 14・ 15層から出上した泥除を装着する際の、泥除頂部 との

接合に関係する細工と考えられる。段および突起を泥除の装着用の細工とすれば、中在家南遺跡出上の直柄広鍬に

は、全てについて泥除の装着が可能である。直柄狭鍬は、泥除の装着が可能なものと不可能なものがあり、直柄狭

鍬にも泥除を装着したことが考えられる。

仙台市富沢遺跡の水田跡では、同期の直柄狭鍬が 3点出上しており(注 2)、 平面形態としては中在家南遺跡の 0

類に類似するもの 2点、 IB類に類似したもの 1点がある。この 3点の中には、前面の柄孔の上に段が形成されて

いるものはない。鍬の全長と着柄隆起の比率 とともに、直柄狭鍬前面の段の有無も、中在家南遺跡 と富沢遺跡の鍬

の形態差 として認識できる可能性があり、今後の資料の増加をまって再検討の必要がある。

第 3節 弥生時代中期の農工具の製作工程 と特徴

中在家南遺跡及び押口遺跡の河川跡 14層・15層から出上した木製品には、完成品とともに多 くの末製品がある。

末製品は、特にこれに伴う遺構は発見されず、河川跡全面から完成品や完成後の破損品と混じりあった状態で出土

している。本節では、出土した完成品と未製品から、中在家南遺跡における各種農工具の製作工程の復元を試みる

ことにより、当時の木工技術の一端を明らかにしたい。なお、鉄器の普及する弥生時代後期以前の木製品の製作に

あたっては、石器の利器 としての機能的限界性のゆえに、多 くの器種の木製品は何度かの「水漬け」や「乾燥」が

行われ、数段階の工程を経て製作されていたことが指摘されている。今回出土した未製品のなかには、木製品製作

工程の各段階を示すものと、各工程にあって、破損したために廃棄されたもの、加工が失敗したために廃棄された

もの、カロエを続けても目的に合う製品になりそうにもないので廃棄されたものなども含まれている可能性があると

考えられるが、そのような未製品であっても、製作工程のある段階を示しているものと理解し、全未製品を資料 と

して取 り扱った。

1 直柄広鍬

直柄広鍬は、完成品の出土点数の割に末製品は2点 と少なく、製作工程の把握は不十分である (第 4図 )。

①段階  刃合わせの 2連の段階である。片面の両端に近い部分には、着柄隆起に当たる部分が浅い伏せ鉢状に盛

り上がっているが、隆起は明瞭ではない。両方の木口付近の両側面は、斜めに切り落とされて鍬の頭部が

狭くなるようにカロエされている。木口面は、板の長軸に直交するように平らに切断されている。

②段階  1個体分に分断された段階の未製品である。着柄隆起は舟形に近い形状になっているが、加工はまだ粗

い。前面は、段または突起に当たる部分が盛り上がった状態である。着柄隆起の下端より先の身部はやや

薄くカロエされているが、着柄隆起部より上の身部はまだ厚いままである。



第 8部 考察と調査成果の総括

①  (祖形)段階 (原形 ) 段階 ② (整形 ) 段階 ③ 完 成 品
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第 4図 弥生時代中期の直柄広鍬の製作工程

直柄広鍬の工程としては、ミカン割の厚板材を加工して①の段階とし、さらに②の段階を経て完戎品となるもの

と復元されるが、他の遺跡の例を参考にすると、①段階と②段階の間に、2連の状態のままで着柄隆起部を舟形状

に形成する工程が存在した可能性が大きい。直柄広鍬り製作工程は、未製品が少ないために、現在の中在家南遺跡

の資料では大雑把にしか復元できない。

2 直柄狭鍬

直柄狭鍬は、完成品の出土点数と比較すると未製品の出土点数が多 く、かなり細かく製作工程を復元することが

可能である。中在家南遺跡の直柄狭鍬は、ミカン割の板材 (原材)を製材する前の段階で、原木を伐採または切断

する際に生じる樹皮側から樹芯に向かう斜めの切断面 (木日)を切 り取って先端を整形する加工を、作業工程の後

半で実施する作業系列 (A系列)と 、作業の最初に実施してしまう作業系列 (B系列)の 2系列の作業工程を復元

することができる。

|)先端整 形 を後か ら行 う直柄狭鍬 の製作工程 (A系列 )

A系列の未製品には、原材段階の未製品は存在しないが、第 5図のA系列の②段階とした未製品が分割される以

前の原材料が存在することを推察することが可能である。したがってA系列の製作工程は、

①段階  2連のミカン割材で、その両木口 (端部)は切断面が斜めに残っている。

※ 中在家南遺跡では、 3運以上の連結して製作された未製品が出土していないので、①段階の未製品の

連結数については2連 と考られる。

②段階  ①段階のミカン割材を、中央から材の長軸に直交するように2分割した段階である。心材は外されて、

材の横断面形は樹皮側の幅が厚く樹芯側が薄い台形を呈する。樹皮側の側面は、樹皮剣ぎ面がそのまま残

り、樹皮剣ぎの際の加工痕跡が多数観察される。丸太材を切断した際の痕跡として残る斜めの切り回の木

回は、樹皮側から樹芯に向かうカロエ痕がある。平らな方の木回は、両主面からの中心部に至る主な力日工に

加え、樹皮側からの加工によって切断されている。両主面は割面のままであるが、片面の中央の樹皮寄り

の部分には、僅かに加工が認められる。この段階では、まだ欽の形態とはなっておらず、一連の工程で考

えないと鍬の未製品と認識することは難しい。

③段階  ②段階の未製品を加工し、着柄隆起を形成した段階で、横断面形は長方形になっている。着柄隆起部は
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四角い台状 を呈する。この段階の加工にも割 り劉ぎが多様されている。 このため、加工の進み具合に比べ

て斧の加工痕跡 (刃形)は部分的にしか残っていない。

④段階  この段階は全体の整形を行う工程であるが、大きく2つ の工程、細かく分けると3つの工程からなる。

各工程には、やや大きな単位の削り加工の痕跡が観察される。

大きく見た場合の前半の工程は、鍬の前・後面を削って厚さや着柄隆起の形態を整える工程である。後

半の工程は、着柄隆起を舟形に整形するとともに、これまで斜めのままであった片方の木口の先端側の約

半分を、その傾斜方向と逆傾斜になるようにやや斜めに切断して端部を整形している。このカロエにより、

鍬の片側の木口は山形になる。したがって本工程後は、斜めの木日が着柄隆起側であった場合の鍬先は平

坦となり、斜めの木口が身部の刃先側の場合は欽先が剣先状となる。

細かく分けると、大きく見た場合の前半の工程は2つ に分けることができる。先の工程は前・後面は整

形加工されているが、着柄隆起は細長くはなるがまだ方形の段階である。後の工程は、さらに着柄隆起の

加工が進んで舟形と認識できる状態まで整形された段階である。

⑤段階  身部全体が薄く加工され、流麗な舟形隆起・前面の段・側面の段など外形的には完成されているが、着

柄孔が後面側から彫られるが未貫通の段階の未製品である。表面には細かな加工痕跡が観察される。

2)先 端整 形 を先 に行 う直柄狭鍬の製作工程 (B系列 )

B系列は第 5図の下段の①段階の未製品のように、 2連の段階で両方の木口が平坦に加工されている原材を使用

して狭鍬の製作を行っている。

①段階  2連のミカン割材で、両木口 (端部)は、原木を切断した際の斜めの切り口を除去して平坦に加工して

いる。材の中央には2分割する際の切れ込みが、両主面と樹皮側の側面から入れられている。下側の鍬の

片方の主面には、中央付近の樹皮側に刻みが入れられ、さらにその刻みに向かう割りを入れて身部の厚さ

を調整している。

②段階  ①段階の原材を分断した段階である。片面の中央部に刻みを入れ、着柄隆起部側は中軸線上が高くなる

ように割りを入れ、身部の下半には全体が薄くなるような割りも若千入れている。

③段階  身部の下半は、割り劉ぎによって前工程より薄くなっており、前面の上半部は全体的には厚くなってい

るが、A系列の③段階のような一定の形態の着柄隆起とはなっていない。

④段階  B系列の狭鍬の形態がほぼできた整形段階の未製品は3点出上しているが、それぞれ個別的な製作状況

を呈しており、A系列のように作業工程を順序立てて復元することはできない。

L-947は、身部の下半がかなり薄く力日工されているが、着柄隆起は方形の台状のままで、主面の一部に

はまだ割り鋼ぎ面が残っている。L-1075は、縁辺部には割り剣ぎ面が残るが、削り加工が進み、着柄隆起

は楕円形に造り出されている。L-1118は、着柄隆起が整った舟形に整形されているが、前面側は割面のま

まで削り加工は施されていない。

⑤段階  A列 と同様である。

第 6図 出典文献名

1～ 4 「大和唐古弥生式遺跡の研究」1943『京都帝国大学文学部考古学研究報告第16冊』京都帝国大学

5  「小敷田遺跡」1991『埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第95集』財)埼玉県埋蔵文化財調査事業団

6  「亀井北 (そ の 3)」 1986 大阪府教育委員会・財)大阪文化財センター

7～■  「池上遺跡」第 4分冊の2 木器編 1988 財)大阪文化財センター

12～16 「常代遺跡」甲斐博幸1994 財)静岡県埋蔵文化財調査研究所設立10周 年記念シンポジウム資料集『古代における農具の変遷』

17～25 「国府関遺跡群」1993F長生郡市文化財センター調査報告書第15集』財)長生郡市文化財センター
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第 8部 考察と調査成果の総括

3)A列 の 直柄 狭 鍬 の製 作 技 法 につ い て

全国的に狭鍬の製作工程を資料は少なく、その理由として根木 修氏は、「乾燥材を用いなければならなかった高

郷・椀・盤・狭鍬などは、それが石製工具によって容易に製作できない側面をもつとしても、その困難を労働量の

多さ (製作時間の延長)に よって克月叉したと考えられる。また、これらの器種が充分に乾燥 した原材からの作製で

なければ、歪みや木割れが生じ、かりに半乾燥材から製作したとしても使用に耐えるものが製作されたとは考えら

れない。」という考え方を提示している (注 3)。 中在家南遺跡の弥生時代中期の直柄狭鍬については、製作工程の

各段階の未製品が多数出土していることから、乾燥材の継続的工程を経て直柄狭鍬を作製するという方法とは異な

り、広鍬 と同様に、水潰けと加工を繰 り返 しながら数工程の段階を経て作製されている。そこで、各地・各時代の

広鍬の製作技法 との比較を行い、中在家南遺跡の直柄狭鍬の製作技法の特徴を検討する。

①各地の製作工程の状況

全国各地の直柄広鍬の製作工程を出土資料によって復元したのが第 6図 と第 7図である。第 6図によると、唐古

遺跡では弥生時代 I期からⅣ期まで 3個体ないしそれ以上の個体が連結して製作され、運結した状態で着柄部の隆
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1～ 5 「西川津遺跡発掘調査報告書V」 1989

6～■  「西川津遺跡発掘調査報告書Ⅳ」1988

島根県教育委員会

島根県教育委員会

第 7図 各地の広鍬の製作工程 (2)



第7章 中在家南遺跡。押口遺跡出上の木製品類

起も造 り出されている。また、連結状態の未製品も分割状態の未製品も、木口は平坦に加工され、斜めになってい

るものはない。Π期の亀井遺跡や弥生時代中期中葉から後期にかけての常代遺跡、弥生時代末期から古墳時代初期

の国府関遺跡の 23～ 25の工程は、唐古遺閉と共通する。図示した例以外にも、九州では下稗田遺跡から前期後半の

2連のものが出土している(注 4)。 3個体が連結して製作され、連結した状態で着柄部の隆起も造 り出されものは、

小敷田遺跡においては古墳時代前期まで下る例がある。

図のように、弥生時代前期から中期ないし後期にかけての直柄広鍬は、

イ.連結状態の段階で、着柄隆起がある程度まで作 られる。

日.連結状態の段階で、すでに木口は平坦に加工されている。

という一般的製作工程が認められる。さらに、国府関遺跡の 17か ら22の工程により、関東地方においては弥生時

代末期から古墳時代初期になると、連結伏態の段階では着柄隆起が作られず、各個体に分割されてから着梱隆起が

作られるようになる。国府関遺跡の 17か ら22の工程のように、各個体を単体 (単板)か ら作製する例 としては、

第 8に図示した北部九州に所在するカキ遺跡の弥生時代後期の資料がある。カキ遺跡では、連結状態の段階から作

製されるものもある (図中 1～ 5)が、連結伏態の段階を経ないで単体のミカン割材から鍬が作製されている (6

I(原材)段階 (祖形) 段階 II a(整形前期)段階  I    Ⅲ b(整形後期)段階 Ⅳ 完 成 品
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出典文献名

1～10 「カキ遺跡」1992 北九州市埋蔵文化財調査報告書116集 財)北九州市教育文化事業国埋蔵文化財調査室

第 8図 北九州市カキ遺跡の鍬製作工程 (弥生後期 )
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第8部 考察と調査成果の総括

～10)。 単体の材の両端は平坦に加工されている。

関東地方の鍬 と九州地方の鍬は、着柄隆起の有無などの形状が異なるが、各地ともある時期から、ミカン割材の

単板から一気に製作するようになったり、単体にしてから着柄隆起を製作するような変化がおこっている。この変

化の要因としては、変化の時期が各地における鉄製工具の普及とほぼ一致していることから、木製品の加工具の変

化と密接に関係しているものと考えられる。言い換えると、材をいち早 く単体化して鍬を製作する技法の出現は、

一般的には各地における工具の鉄器化を示すもので、鉄製工具の優秀性に対応した技術形態の一部であると考えら

オtる 。

②中在家南遺跡の直柄狭鍬製作技法の特徴

中在家南遺跡の弥生時代中期の直柄狭鍬の製作工程・技法と上記の各地の鍬の製作工程 。技法を比較して、その

特徴を列記すると、

a.A系列・B系列 とも、連結状態の段階では、着柄隆起作られない。

b.A系列・B系列 とも、着柄隆起を含む細部の加工は、単体 (単板)に分割されてから行われる。

C.B系統の工程では、整形の終了段階になって、原木の切断痕跡 として斜めになっている木口を整形する。

という3点の特徴が指摘できる。

原木の切断痕跡が未製品の木口に斜めに残る例は、西川津遺跡の前期 と中期の直柄広鍬 (第 7図 1・ 2・ 6等 )

があるが、これらの場合は、単体に分割した後は直ちに斜めの木回は平坦にされている。また、西川津遺跡の弥生

時代中期の例では、着柄隆起を含む細部の加工を単体 (単板)に分割してから行っている資料 (第 7図 7)がある

が、この場合には、連結段階でミカン割材を平坦な板材に加工しており、中在家南遺跡や、国府関遺跡・カキ遺跡

の資料のようにミカン割材に近い状態の単体からのカロエとは異なっている。西川津遺跡の資料に見られる製作工程

および製作技術は、細部では異なっているが、中在家南遺跡の狭鍬 と共通する要素が複数認められ点は、泥除の製

作技法とともに注意を要する。

国府関遺跡やカキ遺跡における、単体の材から加工を行うようになる工程の変化についは、鉄製工具の普及との

関係を推定した。宮城県内では出土した弥生時代の鉄器の例 としては、寺下囲貝塚の中期の鈷頭 1点 (注 5)と 五

松山洞窟遺跡の後期の鏃 1点 と鉄片数点 (注 6)力 あゞるだけで、鉄製工具が普及していたという状況にはなく、反

対に中期の遺跡からは石斧が多数出土し、主要工具が石器であったことを示している。では、何故中在家南遺跡に

おいて、鉄器の普及以前の弥生時代中期に、直柄狭鍬の製作工程の初期的段階で材料を単体に分断してから作業を

進めるような全国的にみて特異な技法が取られたのだろうか。その理由としては、このような製作技術の形態が稲

作伝播 と共に仙台平野に伝 り、その技術が中在家南遺跡の集団に引き継がれた場合 と、中在家南遺跡あるいは中在

家南遺跡を含む桝形囲式土器を共有する集団等によって、工具の鉄器化 とは別に、独自に創出された技術形態とし

て確立された場合などが考えられるが、弥生時代前期には連結状態で作製するのが一般的であることを考慮すると

前者の可能性は低い。現状ではその特殊 l■を指摘するだけに止め、歴史的事実の解明については、各地の資料の増

加 と今後の研究の進展に期待したい。

3泥  除

泥除は、他の農工具がクヌギ属を素材としているのに対して、30点中 28点 をクリ材が占め、他にトチノキとキハ

ダなどクヌギ節以外の樹種が素材とされ、いずれも板目板を横木取 りして製作されている。未製品の出土量も多 く、

製作工程を細かく復元することができる (第 9図 )。

①段階  着柄隆起部形成以前のやや横長の板状の段階である。L-864は 、丸太材の外周部を年輪に沿って割取っ

た段階のもので、木表は樹皮剣ぎ面、木裏は割面のままで、木口には原材を輪切 りにした際の切断痕跡が
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第 7章 中在家南遺跡・押口遺跡出上の木製品類

残る。L-975は、木表の樹皮剣ぎ面を、中央が高 くなるように木口に向かって左右に削 り始めているが、

木裏は割面のままである。

②段階  木裏 (泥除後面)に着柄隆起の高まりを形成し始めているが、平面形は前段階と同じような方形の板状
の段階である。L-863は、着柄隆起となる部分の周囲に刻みを入れただけで周辺の後面との差はない。木

表 (泥除前面)は未力日工で、L-975の ような削りは行われていない。

L-1084は、後面は着柄隆起部を残して割 り劉ぎを行い、さらに着柄隆起周辺を削っている。前面 も削 り

力EIさ れている。

L-237は 、L-1084同様の加工のほか、着柄隆起の上部に着柄孔を浅 く彫 り込んでいる。

③段階  平面形がやや縦長の台形にカロ正され、着柄隆起は逆台形に造 り出される。着柄隆起にはまだ孔が開けら

れていない。全面が削り加工されている。

④段階  平面形がさらに整えられ身部下端に湾曲が出てくる。器壁はやや薄 くなり後面の中央が凹む。着柄隆起

は逆三角形の台状に整形され、着柄孔が貫通される。着柄孔の断面形は長方形である。
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第 8部 考察 と調査成果の総括

⑤段階  身部下端が円く整形され、器壁は一段と薄くなる。着柄隆起は小さく削り込まれる。

③段階  器壁はさらに薄くなり、着柄隆起は半円錐形に整形される。上端部の面角には紐通しの小孔が開けられ

る。

中在家南遺跡の弥生時代中期の泥除は、このような工程を経て作製される。

次に、中在家南遺囲の製作工程 と各地の泥除の製作工程 とを比較し、その特徴について検討する。各地の弥生時

代中期の泥除の製作工程を示したのが第 10図である。中国地方の西川津遺跡、近畿地方の中久世遺跡・池上遺跡、

九州地方の守恒遺跡等においては、製作工程の初期の段階では、 2個体から4個体分が連結した状態で加工してい

る。泥除が、連結状態から加工が始められる例は、西川津遺跡に弥生時代前期の例があるので、広鍬 と同じように

当初からの技術形態であると判断され、以後各地でもこの伝統に則って連結加工が行われていたと判断される。

多 くの遺跡では、連半」状態である程度まで円く作 られるのが一般的で、板状形態のままで数工程を経る例は、西

出典文献名

1～ 7 「西川津遺跡発掘調査報告書Ⅳ」1988 島根県教育委員会

8～ 9 「史料 京都の歴史」第 2巻 考古 1983 京都市
10～■  「池上遺跡」第 4分冊の2 木器編 1988 財)大阪文化財センター
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第10図 弥生時代における各地の泥除の製作工程
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第7章 中在家南遺跡。押口遺跡出土の木製品類

川津遺跡の一部にみられるだけである。連結状態のまま大まかな平面形ができあがった後は、各個体に分断されて

後面側が窪むように挟られる。さらにまだやや厚い段階で柄孔が開けられる。柄孔を開けた後は全体を薄 く削って

完成させている。西川津遺跡・中久世遺跡・池上遺跡では、泥除の素材は、直柄広鍬と同様の樹種 (カ シ類)が選

択され、守恒遺跡を含む 4遺跡 とも柾目板を横木取 りして製作している。

以上の比較検討から、中在家南遺跡の泥除は、

a.素材は、鍬や斧等の農工具の主要素材であるクヌギ節ではなく、クリ材を素材の中心に選択して使用している。

b.木取 りは、柾目ではなく板目板を横木取 りしている。

C.数個体を連結した状態での加工工程はなく、名個体を単板から作製している。

という特徴をもって作製され、前記の直柄狭鍬と合わせて、現在知 られている他地域 とは異なる地域性の強い製作

工程が存在したことが指摘できる。

4  孝丁   棒

打棒も製品と共に未製品が多数出上しているので、カロエエ程を細かく復元することができた (第 11図 )。

①段階  直径 7～ 10 cmの 樹皮を劉いだ丸太材 (枝材)を 1/2分割 (半裁)した段階で、分割面は割面のままで

ある。両方の木口には切断の際の加工痕跡が残り、木表には樹皮を剣いだ際の工具痕が連続的に観察でき

る。

②段階  身部と柄部の境の両側面に、浅い快りを入れる (L-1119)。 その後で、柄部の両側面を、柄の基端部か

ら快りを入れたのところまで割り剣ぎして柄を細くする (L-1087)。

③段階  削り加工を開始した段階である。はじめ柄部は割面に沿って方形のまま削る。身部は、割面側は全面を

削り、樹皮剣ぎ面 (木表)側は、身部の上下両端を残して中央が凹面となるように削る (L-293)。 次に柄

を丸くカロエする (L-1086)。

この段階でも両端部には切断の加工痕跡が残る。

④段階  身部と柄の端部を整形して完成する。

打棒は、以上のような工程で製作されるが、その形態的特徴と用途については第 4節で検討する。

① (原材)段階
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第 8部 考察と調査成果の総括

5 斧直柄

斧直柄も未製品が多数出上し、加工工程を復元することができた (第 12図 )。

①段階  直径 15～20 cm前後の樹皮を剣いだ丸太材 (枝材)を 1/4分割した素材に、柄部と頭部の境に刻みを入

れてから柄部側を割り剣ぎして細くした段階である。形状は、柄を長 くした横槌に似ている。(L-997・ 押

口L-93)。 両方の木口には丸太材を切断した際の加工痕跡が残る。

②段階  頭部中央の上下両面に横位に刻みを入れ、頭部の先端側の約半分を割り剣ざしてやや薄くした段階であ

る。この結果、頭部の基部側の上下が突起状に高く残る(L― ■15・ L―■17)。 この段階まではほとんど削

り加工はされず、木口には切断痕が残る。

③段階  削り加工が開始され、頭部の形状がはつきりしてきた段階である (L― ■13・ L― ■14)。 頭部の基部の側

面観はわずかに扇形になる。横断面形は全体的に方形のままである。木口の両端が切断痕のままのもの

(L-1114)と 、木国の整形が行われたもの (L-1113)がある。

④段階  頭部に石斧の装着孔が開けられるが、孔は方形で、柄の横断面形も方形の状態の階段である。木口の状

態は、両方とも切断面のままのもの (L-958)、 頭部側が整形されているもの (L-959)、 両方とも整形さ

れているもの (L-969)が ある。

⑤段階  柄は円くなり、柄部と頭部の境は段が付く。石斧装着孔は、楕円形ないし隅丸長方形に整形される。

斧直柄は、基本的に上記のような製作工程を経て作られているが、第 12図の L― ■17→ L-1113の工程は、表面

に樹皮剣ぎ面を残したまま進められるのに対して、L-1115→ L-1114の工程は、②段階で樹皮剣ぎ面 (辺材)を
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第 7章 中在家南遺跡・押口遺跡出上の本製品類

除去している。

6 斧膝柄

斧膝柄は出土点数は少なくないが、素材段階の未製品と完成品がその多数を占めるため、製作工程については十

分に解明できなかった。既に記載したように、斧膝柄には大型の製品と小型の製品があるが、出上した未製品の状

況では、両者の製作工程に大きな違いはないようである (第 13図 )。

①段階  木の幹と枝の部分を利用してL字状の素材とした段階で、各木口には切断痕がそのまま残る。枝の付け

根は、幹の片方の木口に寄っている。幹の部分 (斧台部)は、丸材のままの場合 (L-968・ L-1104)と 、枝

と反対側の幹が半分が割り取られて、横断面形が半円形になったもの (L-291・ L-964他)と があり、後者

の方が多く出上している。

②段階  ほとんど形態的にはできあがっているが、細部を観察すると加工が粗く角張っている。斧直柄の②段階

と③段階に当たる工程が、斧膝柄の①段階と②段階の途中にも存在したと推定されるが、その工程は不明で

ある。

③段階  丁寧に仕上げられ、大型の斧膝柄には、斧台の前面と右側面との境にはその稜線に沿ってクサビ用の溝

が彫られる。

中在家南遺跡の主な農工具は、以上のような工程によつて製作され、その作業工程や工作技術・樹種の選定と木

取 りには上述したように、他地域 とは異なる特徴の認められるものもある。

①  (原材。祖形)段階
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第 8部 考察と調査成果の総括

第 4節 木製品の切断角 と木取 りについて

1 切断角の時期別変遷

|)木製品と材の切断角の変遷

中在家南遺跡から出土した木製品の未製品や材類には、

前節の未製品の木口にも見られるような、素材を伐採・分

断した際の切断面が、切断されたままの角度で再加工され

ることなくそのまま残っていると観察されるものがある。

そのようなものを、平安時代から中世・古墳時代前期から

中期・弥生時代中期の 3時期に大別し、各時期ごとに集め

第14図 木製品類の「切断角」の位置

て測った角度が第 6表である。この表を基に、切断角の分布状況を示したのが第 15図である。

平安時代から中世についてみると、再加工が進んで切断面が残る資料が少ないが、5°から 65°の範囲にある。大き

なピークはないが、30°～35° を中心に、その両側の 15°～20° と45°～50°のところに小さなピークがある。全体的には

切断角は 50°以下で、全体的に鋭角的である。

古墳時代前期から中期の資料は、ほとんどが材類である。35°～40°のところに高いピークがある。このピークを境

に、これより鈍角になると資料数は直 ぐに減じるが、鋭角のものは徐々に資料数を減じている。全体 としては平安

時代から中世 と同様に 45°以下の鋭角的な切断角のものが多い。

弥生時代中期のものは、材だけでなく木製品の未製品にも切断面が残っているものが多いので資料数も多い。弥

生時代中期の切断角は、60°～65° に最大のピークがあり、その前後に多 くの資料が集中している。25°～40°のところ

にも小さなピークが認められる。

このように、 3時期の切断角を比較すると、弥生時代中期の資料 と古墳時代前期から中期及び平安時代から中世

の資料 とではピークに大きな違いが認められる。すなわち、弥生時代中期には 45°付近を境 としてこれより角度の大

きい鈍角に切断されていたものが、古墳時代以降の資料は、45°付近を境 としてこれより角度の小さい鋭角的に切断

されるように変化している。この変化は、材を切断する際に、その工具 として石器を使用したか鉄器を使用したか

という差に他ならないと考えられる。石斧を使用して切断する場合は、その機能的 (刃部の形態的)限界によって、

ある程度刃を立てないと切断は困難で、加工回数によってその困難を克服したと考えられる。これに対して、鉄斧

の場合は、刃をある程度寝せることによって、利器 としての効果的機能を果たすことができたと理解されるのであ

る。

2)杭 の切 断 角 の 変遷

木製品と材類 と同じように、 3時期の先端が加工された杭の角度を測ったのが第 7表で、その分布状況を示した

のが第 16図である。木製品・材に比べると、平安時代から中世の資料はやや多いが、時代が遡るにつれて資料が少

なくなる。

杭については、他時期のものが含まれている可能性や、切断面をそのまま杭先 としたものと、木材を杭 とするた

めに新たに先端を加工したものが混在していると予想される。しかしながら、杭については、第 16図の通 り、古墳

時代前期から中期のものには多少ばらつきはあるが、各時期 とも鋭角的な先端を指向していることが看取される。



第 7章 中在家南遺跡・押口遺跡出上の木製品類

第 6表 中在家南遺跡出上の木製品・材の切断角
平安～中世の木製品。材

第 7表 中在家南遺跡出上の杭の先端角
平安～中世の杭

L-41 5 R7_5 L-587 VI

VI b VI
I VI 3 VI 7

8 Ⅵ

古墳時代前期～中期 木製品・材

L-68 L-192 L-736
15 5 738 35 5

27 Ⅵ

338

Ⅵ 9

23.5 5 VI 9 不 明

VI 9 VI
63 5 31.5 VI
31 馬 38.5 Ⅵ

685 VI 5

2 27 41 5 Ⅵ 799

Ⅵ 55 5
II Ⅵ VI

0 II 納 841 VI
ロ

732 37_5

弥生時代中期 木製品・材

L-151 I 綿 L-1007 Ⅷ 打 棒

II 60 5 綿 Ⅷ 狭 鍬 打 棒

H 28 5 Ⅷ IX 打 棒

II 79 5 泥 除 VI 泥 除 Ⅷ Ⅸ C 70.5 狭 鍬

VI 泥 除 Ⅸ D 竪 杵

5 VI 泥 除 73 5 IXD
H Ⅷ l

H 52 5 Ⅷ

H 鰤 鶴 Ⅷ Ⅸ

Ⅱ 14 打 棒 Ⅵ Ⅷ Ⅸ D
鰤 Ⅷ 打 棒 4R ら IXB

14 Ⅷ 55_5 醐 Ⅸ B
356 4 66 5 鰤 Ⅷ IX

61 i 鰤 1047 Ⅷ 台 形 lX 77_5
961 Ⅷ 狭 鍬 IX C 狭 鍬 IX B

59 5 Ⅷ 紳 狭 鍬 IXB
384 Ⅷ 鰤 泥 除 IX B
386 Ⅷ 鰤 1 打 棒 Ⅸ C

4 鰤 IXD l 綿

ユ5 板 材 Ⅸ D 鰤 55 5

狭 欽 Ⅸ C 打 棒 lX IS 翻

56.5 狭 鍬 Ⅷ 60 5 IXB 打 棒 IXD
58 5 狭 鍬 Ⅷ 1入 打 棒 IXD 51.5
32 5 打 樺 Ⅷ 74.5 111 一ｕ 礎 Ⅸ D
61 5 竪 杵 Ⅷ 鰤 IXD 15C 緬

Ⅸ C 斧直柄 17

48 5 34 5 Ⅸ B 46 5 斧直柄

51_5 Ⅷ IX C 直 柄

L-22 ■ 17 L-562 I´ -577 Ⅵ 3
3 3 563 Ⅵ 28_5 VI 6 10_5
3 6 VI 3 23.5
3 543 VI 565 Ⅵ 3 VI
5 545 VI 3 VI 3 Ⅵ 6

Ⅵ 3 Ⅵ 7 14.5
Ⅵ 3 17 5 V〕 7 17

6 3 54.5 573 Ⅵ 36_5 7
8 9 575 Ⅵ 3

古墳時代前期・ 中期の杭

-104 28.5 9 L-627 Ⅵ 9

56 5 9 Ⅵ

VI 9 VI
14 5 299 9 VI 12.5

VI 9 9

弥生時代中期の杭
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弥生時代中期

(木製品・材)

平安～中世 (木製品・材)

古墳時代前期～中期 (木製品・材)

5° '5°
110。 il

木製品・材の時期別切断角 第16図 杭の時期別先端角

平安～中世 (抗 )

古墳時代前期～中期 (杭 )



第 7章 中在家南遺跡・押口遺跡出上の木製品類

2 弥生時代の木製品の木取 りと切断角
中在家南遺跡出上の弥生時代中期の木製農工具は、泥除がクリの大径材を主 として使用している以外は、クヌギ

節を素材とし、製品の種類によって素材の部位を使い分けている。直柄広鍬や直柄狭鍬・鋤などは、径の大きな幹

の部分を利用し、ミカン割 してできた柾目板材から製作される。直柄広鍬を製作するためには、「未製品の幅×2+
α (α =辺材 と芯材の除去幅×2)」 の直径の木が必要である。中在家南遺跡ではL-162や L-294の ような幅が約

30 cmの未製品が存在することから、辺材 と芯材の除去幅を 10 cmと した場合、直径 80 cm以上の大木が必要であ

つたと推定される。竪杵や斧直柄は、直径 20～30 cm前後の素材を 1/4に分割した程度の部材から作製し、斧膝柄

や打棒は直径 10 cm前後の素材を 1/2分割するなどして作製している。

次に、木製品の未製品に残る切断角を、第 6表に基づき、製品の種別ごとにその分布を比較したのが第 17図であ

る。素材の直径が大きい順に切断角をみると、泥除は 55°～80°、鍬等は 65° を中心に 45°～80°、竪杵は 60°～70° 、斧

直柄は 65° を中心に 40°～75°、斧膝柄は 50° を中心に 15°～65°、打棒は 30° を中心に 25°～45°の角度で切断されている。

この図からは、大径材ほど切断角が鈍角で、素材の部位の直径が小さくなるにつれて切断角が鋭角的になる傾向の

海

※泥除は主にクリの大径材。他はク

ヌギ属の大径材～校材までを部位

毎に使用している。
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割
材
）

打
棒

Ｐ

＝

＝

＝

＝

Ｈ

＝

Ｕ

斧
直
柄

ａ

口

＝

＝

＝

思

（資
料
数

・
単
位
個
）

５

以
上

げ

未
満

Ｆ

未
満

第17図 弥生時代中期木製品の種類別切断角
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あることが読み取れる。特に打棒は、他の器種 と比較 して鋭角的な切断角に偏っている。打棒のような小径材にお

ける鋭角的な切断角の存在が、先に第 15図で確認 された弥生時代中期の木製品・材の切断角分布の小さい ピーク

(20°～35°付近)の形成に関係 したものと考えられる。 このような 2つ のピークが形成された要因については次項で

検討する。

3 木製品類の切断角と石斧の刃角

弥生時代中期の本製品類の製作に係わる工具として、中在家南遺跡では太型蛤刃石斧 (K-10)と 扁平片刃石斧

(K-29・ 151・ 195)等が出上している。石斧は、その素材の性質状の限界性によって、鉄器に比べると刃部を厚 く

作らなければ十分な機能を果たすことができない。このため、鉄器に比べると刃部角が大きくならざるをえない。

刃部角が大きくなると、作業対象とする材料に対して傾斜角度 (傾 き)が、太型蛤刃石斧では側面からみて刃縁 と

太 型 蛤 刃 石 斧 扁 平 片 刃 石 斧

4  平坦画

平坦面

47°

10°

(刃角)

o        5cn

―出典文献名

1 今 泉 遺 跡 仙台市文化財調査報告書第58集「今泉城跡」(1983)P25第 17図 12

2 長 嶋 遺 跡 泉市文化財調査報告書第 4集「長ht遺跡J(1985)P46第35図

3 下ノ内浦遺跡 仙台市文化財調査報告書第69集「V下ノ内浦遺跡」(1984)P50第22図 5

4 郡 山 遺 跡 仙台市文化財調査報告書第74図「郡山遺跡V」 (1985)P47第 23図 6

5 中在家南遺跡 H区  河川跡11層 (K-10)第203図 1 (敲石に転用)

6 中在家南遺跡 ⅨD区 河川跡15層 (K-195)第 509図 1

7 中在家南遺跡 Ⅳ区  SR-36土境墓 (K-29)第250図 4

8 中在家南遺跡 Ⅵ‖区  河川跡15層 (K-151)第 509図 2     (以 上を再 トレース)

第18図 仙台市内出土の弥生時代石斧の刃角
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基部の中心を結ぶ中心線 と左右それぞれの刃面のなす傾斜角、扁平片刃石斧では側面からみて刃縁から後主面に平

行する軸線 と後主面側の刃面のなす傾斜角、によって規制され、限界を超えると刃は材料に刺さらずに滑るか跳ね

てしまう。ここでは、太型蛤刃石斧刃部の左右それぞれ傾斜角と、扁平片刃石斧刃部の後主面側の傾斜角を「刃角」

(第 18図 )と仮称 し、それぞれについて検討する。

太型蛤刃石斧は、中在家南遺跡出土資料が少ないので、仙台市内出土品を合わせてその刃角を第 18図 に示した。

太型蛤刃石斧の刃角は、最大 52°から最小 32° まである。左右の刃角の差は 1°から 8° あり、5°以上の差のあるものの

方が多い。刃角が 52°の太型蛤刃石斧では、52°以下の鋭角的な切断角で素材を加工することはできず、刃角が 32°の

太型蛤刃石斧でも、32°以下の鋭角的な切断角で素材を加工することはできない。つまり、これら5点の太型蛤刃石

斧は、52°から 32° に刃角の範囲があり、この範囲以下の角度が作業限界角度 となる。5点の資料の石斧では 32°以下

の切断角での切断加工はできない。

扁平片刃石斧は、中在家南遺跡出上の資料を第 18図 に示した。扁平片刃石斧の刃角は、最大 14° から最小 9° のも

のがある。扁平片刃石斧は、14° から 9°が刃角の範囲となり、この範囲以下の角度が作業限界角度 となる。作業限界

角度は、太型蛤刃石斧比べて著しく低 くなり、太型蛤刃石斧の最も鋭角なものと扁平片刃石斧の鈍角なものを比べ

ても、扁平片刃石斧の鈍角なもの (14° )の刃角の 2倍以上の 18° の開きがある。扁平片刃石斧は、このように鋭角的

であるからこそ削り加工に適し、鋭角的な加工のために存在する。

太型蛤刃石斧と扁平片刃石斧の刃角の範囲と作業限界角とを、材の切断角との関係で示したのが第 20図 の 1・

2・ 4である。 1・ 4図からは、第 15図のように 65° をピーク (作業角度の中心=作業適正角度)と し 42°から 75°

の切断角の材の切断はに、刃角と質量的適合性から、これまで考えられていたように、太型蛤刃石斧が適切である

ことが確認できる。また 4図では、25° を作業中心角度 とし 17° から 40°の切断角の小径材の切断には、刃角の作業限

界によって太型蛤刃石斧の使用はほとんど不可能か不適当であることが分かる。このことは、小径材の切断面が細

かくささくれた切断面ではなく、各単一加工面に凹凸はあるが、全体的な切断面 としては,ヒ較的綺麗になっており、

無理に太型蛤刃石斧の刃を立てて階段状加工することによって鋭角なカロ正面となるように切断した状況 と異なるこ

とからも理解される。太型蛤刃石斧での切断が困難であるとすれば、小径材の切断には作業限界角の小さい扁平片

刃石斧 (第 20図 2)が使用されていたと解釈するのが妥当と考えられる。したがって、木材の伐採・切断作業には、

太型蛤刃石斧だけではなく、小径材の切断や樹皮剣ぎ作業には扁平片刃石斧も状況に応じて使用されていたものと

判断される。さらに言うと、扁平片刃石斧は単なる力Π工斧としてだけではなく、伐採・切断作業にもかなり利用さ

0         5cm

―

出典文献名

9 山田上ノ台遺跡

10 山田上ノ台追跡

ユ 山田上ノ台遺跡

12 山田上ノ台遺跡

13 山田上ノ台遺跡

中

Ｂ

・

”

□

・ｏ

〔
＝
沌９

仙台市文化財調査報告書第100集「山田上ノ台遺跡」(1987) P_546 第858図 1

仙台市文化財調査報告書第100集「山田上ノ台遺跡」(1987) P,571 第885図 1

仙台市文化財調査報告書第100集 「山田上ノ台遺跡」(1987) P569 第883図 4

仙台市文化財調査報告書第100集 「山田上ノ台遺跡」(1987) P.581 第896図 5

仙台市文化財調査報告書第100集「山田上ノ台遺跡」(1987) P570 第884図 3

第19図 縄文時代の磨製石斧の刃角
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3.縄文時代の磨製石斧

作業可能角度

小径材の

切断面の角度の範囲

9°

(作業角度)
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刃角の範囲
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∇

痛平片刃石斧

縄文磨製石斧

大
径
材
の
切
断
角

大
型
蛤
刃
石
斧
の
刃
角

小
径
材
の
切
断
角

痛
平
片
刃
石
斧
の
刃
角

縄
文
磨
製
石
斧
の
刃
角

4.各種石斧の刃角と木製品類の切断角

▼ 大型蛤刃石斧

2.痛平片刃石斧

オ
~=_〕

第 8表 石斧の刃角

種 類 番号 出 土 遺 跡 左 右

太型蛤刃

石斧

ユ 今泉遺跡

2 長噛遺跡

3 下ノ内浦遺跡

4 郡山遺跡

5 中在家南遺跡 (K-10)

扁平片刃

石斧

6 中在家南遺跡 (K-195)

7 中在家南遺跡(K29)

8 中在家南遺跡 (K151)

聡

勝

文

製

縄

磨

9 山田上ノ台遺跡

山田上ノ台遺跡

山田上 ノ台遺跡

山田上ノ台追跡

山田上ノ台遺跡

第20図 石斧の刃角と切断角

作業限界角度



第7章 中在家南遺跡。押口遺跡出土の木製品類

れていたものと考えられる。

なお、縄文時代の石斧について、仙台市山田上ノ台遺跡の縄文時代中期の資料でみると、刃角は 23°から 34°の範

囲にあり (第 19図・第 20図 3)、 太型蛤刃石斧 と扁平片刃石斧の中間的な位置にある。 このような石斧は、大型蛤

刃石斧や扁平片刃石斧に比べると切断にもカロエにも使用できる用途の広い斧であったと考えられる。また、斧が鉄

器化した段階での大径材の切断角を、千葉県国府関遺跡の例でみると、第 21図のように 72°から 85°範囲にある。こ

れは一見すると、第 15図で確認された「古墳時代前期から中期になると鉄器化に伴って、切断角が鋭角となる。」

と言うことと逆転するが、大径材の切断については、石斧から鉄斧に変わることにより、刃を立てても切断が可能

になり、より少ない打撃回数 とより小さな切断部の範囲によって歩上の良い作業が可能になったことを示すと考え

られる。斧の鉄器化は、必要に応じで効率良 く、鋭角的な加工も、直角に近いカロエ も同時に可能にしたと理解され

る。
図版番号 遺物番号 角 度 種  別

第84図 クワA群未製品

第86図

第104図 クワB群未製品

第■2図 127 スキ・掘棒未製品

第112図 〃

第■3図 〃

第■3図

(千葉県 国府関遺跡)

第21図 弥生時代末～古墳時代初期の大径材の切断角

第 5節  「打棒」の系列 と用途

本文において、「打棒」と呼称 した木製品は、主に中在家南遺跡及び押口遺跡の弥生時代中期の地層から出土して

おり、これに類似するものは中在家南遺跡Ⅷ区 12層から古墳時代前期のもの (L-910)が出上している。ここでは

完成品、未製品が多数出上している弥生時代中期の資料を中心として検討を加える。

|「打棒」の形態的特徴と分類
中在家南遺跡 。押口遺跡から出上し、本報告書において「打棒」と呼称してきた木製品は、これまで類例が少な

く、また民具との士ヒ較研究も不十分であったために、用途及び名称が定まらないでいた木製品である(注 7)。 この

木製品は、次のような特徴を有している。

①枝打ちされた真直ぐな一本の半裁丸材から製作される。

②棒状を呈し、長い柄部と細長い身部からなる。全長は 99。 4cm～■6.6cm程度である (第 9表参照)。

③柄部は、長さが71.8cm～ 81.Ocm程度で、柄の断面形は直径3～ 4 cm前後の円形を呈し、基端部は肥大する。

④身部は、幅が柄部径の2倍程度の5.6cm～ 7.lcmで、長さは全長の1/3程度の28.Ocm～ 38.8cmである。

⑤身部の平面形は、隅丸長方形 (細長い箆状)を呈し、側面の中央がやや凹むものや先端の幅の広がるものがある

が、その差は小さい。

⑥身部の先端は、主面の片側にだけ低い半球状に肥大する。

⑦身部の基部側は、身部中央より厚く作られている。

③身部の断面形は、偏平な楕円形または扇形を呈する。扇形の場合、カナメに当たる部分は身部先端が半球状に肥

大する側の主面に位置し、その主面の長軸にそって稜を形成する。

③身部の側面部は、強い曲面になっている。半球状に肥大する側と反対の主面は緩やかな曲面になっている。
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⑩ この木製品は、先端が半球伏に肥大す

る側の身部の主面には、角や加工痕跡

が比較的残っているが、反対側の主要

面と両側面皮び身部の先端面は磨耗し

て滑らかになっている。

以上のような特徴の木製品は、破損品

を含む完成品 7点、未製品 12点、合計 19

点が出上している。この出土点数は、弥

生時代の木製品としては、直柄狭鍬や斧

直柄 とともに泥除 (30点)に次ぐ量で、

斧膝柄 (17点 )・直柄広鍬 (13点 )・竪杵

(■ 点)よ りも多い。このような出土点数

の状況は、「打棒」が、当時の中在家南遺

跡の集落にあってかなり重要な道具の一

つとしての位置を占めていたことを意味

しているものと解釈される。

「打棒」は、①～⑩の共通要素を有し

ながらも、細部の形態の相違によってい

くつかに分類する事ができる。まず柄の

先端 (身部側の端)に着目すると、柄が

基部から身部までほぼ同じ太さで接続す

るもの (I類)と 、柄の先端部が肥大し

て身部に接続するもの (H類)と に大別

される。 I類には、身部の柄側の端 (基

端部)が肥厚して柄の径より厚 くなるも

の (Ia類 )と 、基端部が肥厚せずに柄

の太さと同じ厚さになるもの (Ib類 )

とがある。H類には、柄部の先端が両側

面に八字形に開いて三角形の突起状に肥

大するもの (Ha類 )と、柄部の先端が

隆帯状に肥大するもの (Hb類)と がある

第 9表 中在家南遺跡 。押口遺跡出土打棒の法量

(第 22図 )。
打棒分類図

第23図 出典文献名

1   「拾六町ツイジ遺跡」1983F福 岡市埋蔵文化財調査報告書第92集』福岡市教育委員会

2   「日高遺跡」1982 群馬県教育委員会・財)群馬県埋蔵文化財調査事業国

3・ 4・ 12 「新保遺跡 I」 1986 群馬県教育委員会・財)群馬県埋蔵文化財調査事業団

5   「新保中村前遺跡 I」 1990 財)群馬県埋蔵文化財調査事業団

6   「湖西線関係遺跡調査報告書」1973 滋賀県教育委員会

7～ 9  「林・方城遺跡」1993『高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第 2冊』香川県埋蔵文化財研究会

10。 ■  「国府関遺跡」1993F長 生都市文化財センター調査報告書第15集』財)長生郡市文化財センター

13   「桜井市城島遺跡・外山下田地区発掘調査報告書」1991 桜井市教育委員会

14   「小敷田遺跡」1991『埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第95集』財)埼玉県埋蔵文化財調査事業団

15   「鴨田遺跡」1987「 日向市埋蔵文化調査報告書第14集』日向市教育委員会

)内 は未製品

全  長 身部長 身部幅 柄部長

押口L- 90

押口L- 92 (120.2)

押口L- 94
L-293 (113.0)

L-420 (111.6) (86)

L-951
L-952
L-953
L-954 (105_2)

L-1086

L-1087 (402)

L-1108

L-1109 (718)

L-1110

L-1119 109.8)

L-1120

L-1121

L-1125

完成品平均

I 柄部先端不肥大 H 柄部先端肥大

Ia 身部基端部肥厚 b身部基端部不肥厚 IIa柄部先端側面に突滝 Hb柄部先端に隆帯
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第23図 各地の「打棒」類似木製品とその 2系列
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第 22図では、 I類の「打棒」は先端が半球状に肥大する側の身部主要面の中央 に稜が形成 されるような共通性 も

みられるが、押回 L-94や L-951に稜 はな く、断面形は楕円形である。また、柄から身部にかけての縦断面形は、

直線的なもの (L-1125等 )と 、先端が半球状に肥大する側の面が反 り上がって湾曲するもの (L-952・ L-953)が
ある。

2 各地の「打棒」類似木製品とその変遷
「打棒」に類似する木製品は、中在家南遺跡・押口遺跡以外でも九州地方から関東地方まで出上しているが、出土

遺跡数および出土点数は、両遺跡での出土数 と比較すると、現在までは多 くなかったようである。類例 として収集

できた資料を、中在家南遺跡出土「打棒」L-952を基準資料 として、形態別。時期別に並べたのが第 23図である。

収集した「打棒」類似資料は、先に「打棒」の共通要素として列記した①～⑩の事項を具備するか、それに近い形

態を呈しており、共通の用途から製作された木製品と考えられる。縦断面の差異によって、身部から柄部にかけて

屈曲する形態ものと、身部から柄部 まで直線的にのびている形態のものとに分けることができる。両形態には時期

的にも各時代のものがあることから、直接的な関係は不明であるが、それぞれに同一の形態を指向した 2つの系列

として解釈することが可能である。

|)身部 か ら柄 部 にか け て屈 曲す る形態 の系 列

身部から柄部にかけて屈曲する形態の系列の最古の例 としては、福岡県拾六町ツイジ遺跡から弥生時代前期の資

料が出土している (第 22図 1)。 拾六町ツイジ遺跡出土資料は、身部は、先端が半球状に肥大する側の面が凹むよ

うに強 く湾曲し、柄部は反対側に湾曲して S字状の縦断面形を呈す。身部の湾曲は、中央よりやや基部側のところ

で強 く曲がり、屈曲部より先は湾曲が少なく、平坦に近い。身部の横断面形は横長の楕円形である。中在家南遺跡

の資料 と比較するとやや身部幅が広いが、身部の平面形態や身部と柄部の接続部分の形状はよく似ている。 (注 8)

弥生時代中期の例は把握していないが、中在家南遺跡出土「打棒」L-952が、柄部から身部にかけて湾曲してい

ることに着目すると、この系列の影響があった可能性もある。

弥生時代後期の例は、群馬県日高遺跡 (第 22図 2)や群馬県新保遺跡 (第 22図 3・ 4… 4は弥生時代後期か古

墳時代前期か不明)。 群馬県新保中村前遺跡 (第 22図 5)か ら出上している。群馬県日高遺跡の資料は、全体的な

形状が拾六町ツイジ遺跡出土資料に類似し、身部に大きな湾曲があるが、各部が厚手であり未製品の可能性がある。

このため、湾曲の凹面の先端に肥大部は認められない。身部の湾山は、拾六町ツイジ遺跡の資料 と同様に中央より

基部側のところから強 く曲がり、屈曲部より先は平坦に近い状態になっている (注 9)。

群馬県新保遺跡と群馬県新保中村前遺跡の資料は、身部と柄部の境が屈曲する点 と、身部の平面の形状は、前 2

例に類似するが、枝を利用して柄部 としている点は、拾六町ツイジ遺跡出土資料や群馬県日高遺跡出土資科および

中在家南遺跡出土資料 と大きく異なり、木取 りの大きな変化としてとらえることができる。この変化と同時に、身

部のカロ正も簡素化されて先端の肥大部の形成がなくなり、ほぼ均―な厚さに加工されるだけであったり (第 22図

4・ 5)、 ほとんど加工されずに半裁丸材の状態でままのもの (第 22図 3)が出現するようになる (注 10)。

2)身 部 か ら柄 部 まで 直 線 的 にの び て い る形態 の 系列

この形態の最古の例は、滋賀県・湖西線関係遺跡 (第 22図 6)と香川県林・坊城遺跡 (第 22図 7～ 9)か ら出

上した縄文時代晩期の例がある。林・坊城遺跡からは諸手鍬等の稲作農耕に関係する木製農具も出土していること

から、「打棒」は、稲作農耕が伝わった時点には存在した木製品であることがわかる。同時に、同類の木製品が縄文

文化に伴う遺跡での類例が無いことを考え合わせると、「打棒」は稲作農耕 (畑作農耕も含まれる)に伴う農業技術
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(農具)を担う一要素として伝わった木製品である可能性が高いものと判断される。

湖西線遺跡出土資料は、平面形態と身部の先端 と基部が肥大する点は中在家南遺跡 Ia類の L-952と 共通する

が、先端が肥大する主面 と反対側の主面 とも全体的にわずかに凹む点では相違 も認められる。全体の造 りは真直 ぐ

である。林 。坊城遺跡出土資料には、完成品 1点 (7)と 未製品 2点 (8・ 9)がある。完成品は身部の先端側の

半分を欠損しているが、残存部はL-952に 類似 している。基部の端部が片面にわずかに肥大 し、肥大する側の主面

がわずかに凹んでいる。肥大する側の主面には長軸に沿って稜線はなく、身部の横断面形は偏平な楕円形を呈し、

中在家南遺跡の「打棒」の中ではIa類の押口遺跡出土 L-94に より似ている。未製品は、中在家南遺跡の「打棒」

製作工程の②段階の後半から③段階の前半に当たり、端部に素材の切断痕跡が残っている点なども類似している(注

11)。

この系列の、弥生時代前期及び中在家遺跡以外の弥生時代中期の資料を探すことはできなかった。

弥生時代未から古墳時代前期頃の例は、千葉県国府関遺跡 (第 22図 10・ 11)、 群馬県新保遺跡 (第 22図 12)に類

例がある。国府関遺跡出上の 2例は、身部の基端部側が肥大しないところは中在家南遺跡の Ib類に類似するが、

中在家南遺跡の資料に比べるとやや幅広い。■ の肥大部側の主面は平坦であるが、12の肥大部側の主面には長軸に

沿って稜線が形成されており、中在家南遺跡の L-952や L― ■25と 共通する。また、2例 とも身部側面の凹んでい

る点はL-952に 共通する (注 12)。 新保遺跡出土資料も、 Ib類に良 く類似した形態である (注 13)。 国府関遺跡

や新保遺跡の資料は、身部の横断面形はより偏平になるとともに、身部先端の肥大部の高さは低 くなり、その頂部

は平坦化している。

古墳時代前期頃の例は、奈良県城島遺跡 (第 22図 13)と 埼玉県小敷田遺跡 (第 22図 14)に類例がある。城島遺

動出上資料は、身部長がやや短い割に身部幅が広 く、特に身部の基端部の幅が広 く作られている。また、身部両側

面の凹みが大きい。形態的にはIb類に類似する。小敷田遺跡出土資料もIb類 に類似するが、身部の先端 と基部

の幅が広がり、身部の側面が凹んでいる。 2例 とも前 3例 と同様に身部は平坦化し、身部先端の肥大部の高さは低

くなっている。

この系統の新しい方の例 としては、京都府鴨田遺跡から5世紀後半から6世紀後半の資料が出上している (第 22

図 15)。 これもIb類 に類似する形態を呈 し、身部は先端の肥大する主面が凹むようにわずかに湾曲している。

身部から柄部まで直結的にのびている形態の系列の資料には、以上のようなものがある。中在家南遺跡出土資料

より古い時期の湖西線関係遺跡や林・坊城遺跡の資料は、中在家南遺跡の「打棒」の Ia類の形態に類似し、身部

は先端部だけでなく、基端部も肥厚している。これに対して、弥生時代末から古墳時代前期以降の時期になると、

身部の基端部は肥厚するように加工されなくなり、同時に先端部の肥大部の高さは低 くなり、身部全体の厚さも薄

く偏平に変化する。

以上のように、中在家南遺跡出上の「打棒」に類似する木製品は、縄文時代晩期ないし弥生時代前期の、稲作農

耕開始期に初源的な類似が求めらる。その後「打棒」は、身部から柄部にかけて屈曲する形態の系列 と身部から柄

部まで直線的にのびている形態の系列の 2系列 (2形態)に分かれてそれぞれに変化を遂げている。前者の系列は

他系列 と同様に枝のない一本の材から製作されていたものが、弥生時代後期になると木の静 と枝を利用してそれぞ

れ身部 と柄部 とするような簡単に作製できる木取 りへと変化し、身部 も単純な板状の加工や半裁丸材状の加工をす

るだけになる。一方後者の系列は、弥生時代中期までは中在家南遺跡出土「打棒」の Ia類のように、身部の両端

が肥大してボリュームのある形態であったものが、弥生時代末から古墳時代後期になると「打棒」の Ib類のよう

に身部の肥大部が縮小する一方で、身部の幅はやや広 くなり、身部の平面積がやや大きなものへと変化している。

なお、「打棒」の 2形態は、弥生時代後期以降著しい形態差を生じるが、新保遺跡において 3・ 4と 12の両形態
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が出土 していることか ら共存することもあることがわかる。

また、各地の「打棒」類似木製品は、身部から柄部にかけて屈曲するの系列のうち弥生時代後期以降のものを除

くと、中在家南遺跡出上の Ia類及び Ib類に似た形態を呈 し、 I類が各地・各時期 に共通性のある形態 として位

置づけることができる。 これに対 して、Ha類・ Ⅱ b類の類例 は現在の ところ他に見いだせず、中在家南遺跡 に回

有の形態である可能性がある。

3「打棒」の用途と名称
中在家南遺跡出上の「打棒」について、 1においてその共通する形態的特徴 と細部の特徴による分類案を示し、

2においては、各地の類例をもとに「打棒」が稲作農耕 (畑作農耕を含む)の開始 とともに出現することと、基本

形態を共有しながらも、 2つ の系列 (形態)に分かれてそれに変遷 しながらも、両系列の「打棒」が共存すること

を確認した。鍬や斧柄 と比較すると、これまでに発見されている「打棒」の類例は少ないが、各地・各時期のもの

があることを考えると、農耕にともなって普遍的に存在する木製品の可能性がある。そこで本頂では、普遍的存在

理由について、「打棒」の用途を解明することによって究明してみたい。

1)「打棒」類似木製品の民具例

「打棒」とした木製品は、現在民俗資料 として収集されている「農具」などのなかに類似品がある。「打棒」の用

途を解明する手掛かりとなると考えられる資料のいくつかを第 24図に示 した。類似品には、先に 2系列に分けた場

合、身部から柄部にかけて屈曲するの系列に属する弥生時代後期の新保中村前遺跡出土品 (第 22図 5)に つながる

と考えられるような、幹 と枝を使って幹を身部・枝を柄部としたもの (第 23図 1～ 4)と 、身部から柄部まで直線

的にのびる系列からの形態変化して成立したと考えられる棒状のもの (第 23図 5～■)があり両系統が近年まで継

続して存在したことがわかる。

①身部から柄部にかけて屈曲するの系列に類似する民具例

第 23図 1は、中在家南遺跡が所在する仙台市若林区荒井字中在家の発掘調査の作業員をしていただいた農家の方

が所蔵しているものである。 2・ 3は仙台市隣接の名取市内から仙台歴史民俗資料館によって収集されたものであ

る。4は、岩手県立博物館が干」行した資料集にある岩手県内の資料である(注 14)。 4点 はいずれも幹の部分を身部、

枝の部分を柄部としている農具である。身部は、柄と反対側の幹を半分近くまで削って緩やかな曲面に仕上げてい

る。身部の断面形は丸みのある半円形を呈する。削られていない側の身部や柄部には樹皮が付いたままのものもあ

る。身部の底面 (削 られた面)か ら両側面の下端部及び身部先端の下部は、磨かれたように滑らかになっている。
この様な木製品は、青森県にも存在する (注 15)。 それ以外の地域の資料は調査していない。

上記の木製品の名称は、 1は所有者は名称不明という回答である。 2・ 3は「アォ」、 4は「フルヂ」 (「振り打ち」
からの転化か)と 呼ばれている。青森県の資料は「モミオシボウ」の名称で記載されている。

用途は、 1が豆や麦の脱穀のほか稲の脱穀に使用されることもあったという。 2。 3は、主に稲の脱穀作業に使

用したが、豆や麦の脱穀にも使用したという寄贈者の談話である(注 16)、 4は雑穀の脱穀に使用されている。青森

県の資料は「〔千歯扱や足踏み式脱穀機・動力式脱穀機で〕扱き落としたモミを、モミトオシ 〔編み目の粗い籠〕に

かけ、メエゴ (モ ミが穂についたままちぎれたもの)を より分け、モミオシボウで打ち、再びモミトオシにかける。
これを3度 くり返す。昔は、モミにイガ 〔長いノゲ〕がついていたので先にモミオシボゥで打ってからモミトオシ

にかけた。」 (〔 〕内は筆者)と説明されている (注 17)。

②身部から柄部まで直線的にのびる系列に類似する民具例

第 23図 5～ 7・ 9～■ は、東北歴史資料館所蔵の宮城県川崎町収集資料である。8は 4と 同様に岩手県立博物館
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刊行資料集に掲載されている岩手県内の資料の 1つである(注 18)。 また、このような木製品は福島県にも存在する

(注 19)。 5は、わずかに湾曲があるがほとんど真直 ぐな丸材である。中央部には削 リカロエが残るが、握 り部 となっ

ていた細い方 と先端の太い方は両方 とも全体 に磨滅 している。 6は、丸材から製作されたもので、身部は基部から

先端にかけてわずかに反っている。柄部は細 く削り込まれ、身部は反りの凸面側を直径の 1/3程削り落として緩や

かな曲面に仕上げている。削り落とされた面と両側面の下半部にかけての面は、磨滅して滑らかになっている。ま

た、柄部の中央付近と柄の基端部は、握りによる磨耗によって、加工面の角が無くなってきている。 7～ 8も 、 6

と同様の形状と使用状況を示しているが、 8・ 10。 ■ の身部はほとんど加工されておらず、材の形状をそのまま利

用している。また、10・ 11は柄から身部にかけての反りが大きい。

5～■ の木製品は、柄部と身部との境が不明瞭な点、身部全体が厚く中にはほんど丸材のままである点、身部の

先端の片面に肥大が形成されていない点など、中在家南遺跡および、それに前後する時期の、身部から柄部まで直

線的にのびる系列の「打棒」との形態に違いが認められるが、柄に幅は挟いが厚みのある身部がつき、身部の側面

から湾曲の凸面側の主面が何らか用途ヤこ使用されている点においては、極めて類似性が強い木製品であると考えら

れる。

これらの本製品の名称については、 5～ 7・ 9～ 11は「打棒」、8は「アワこなし棒」として掲載されている。福

島県の例は、「モミブチボウ (靱打ち棒)」 となっている。用途については、東北歴史資料館の資料には、「稲こきの

あとは粗をムシロの上にひろげ、フルイウチやアオ 〔=打棒や掛矢状の木製品〕でオシ (た たい)て、まだ穂につ

いている実 (靱)をおとしたり、ノゲのある品種の場合にも、同様の作業をしてノゲをおとした。このあとトオシ

(フ ルイ)で概と穂層に分け、靱はトオミ (唐箕)で、実の入った靱とそうでない概 (シ イナ・シナ)を選別する。」

(〔 〕は内は筆者)と ある (注 20)。 8については、雑穀の穂から穀粒を離す行程の中で「板の上に乾燥したアフの

穂を盛り上げ、座ったままこれを打ち叩いた。」と説明している (注 21)。 福島県の資料については、その掲載文献

中に「〔脱穀した〕当時の糎にはノゲとかノギ (亡)と よばれる穂先が付いていた。これを打ち落とす作業をモミヨ

ウシ (靱ようし)と よぶ。この作業には、クルリボウ (く るり棒、唐竿)。 モミブチボウ (柳打ち棒)・ アオ (槌)

などさまざまな農具が使用されてきた。ノゲを取り除かないと、靱沼りなどつぎの作業の妨げとなる。選別には、

モミドウシ (柳通し)と よぶ籠製のフルイを使用する。」 (〔 〕は内は筆者)と解説されている (注 22)。

2)「打棒」の用途

2系列の「打棒」類似民具は、木取 りとそれに伴う形態的な差異はあるが、上述のように用途には差が無 く、同

一の機能を果していることが明らかになった。機台とをまとめると次の 3点 となる。

①穀類をたたいて脱穀をする。

②稲扱きした後に、まだ穂についている実 (粗)をたたいて落とす。

③糎をたたいてノゲ (亡)を落 とす。

中在家南遺跡出上の「打棒」と第 23図に示した「打棒」類似木製品は、これまで検討してきたように形態的特徴

と使用部位が民具に例 として示した資料に類似 していることから、その用途 としては上記 3項 目の機能を果たした

農具であると考えられる。民具例の農具は、稲作 とともに畑作関係の穀類にも使用されている。したがって、「打棒」

類似木製品が稲作だけに限定的に使用された農具 とは言えず、マメやムギその他の畑作作物にも使用されているが、

稲作農耕に伴う「脱穀」という農業技術にも必要な農具の一形態であると考えられる。

なお、「打棒」が、身部から柄部にかけて屈曲するの系列 と、身部から柄部まで直接的にのびる系列の 2系列があ

り、それぞれに変遷をしている。用途が同じでありながら、このように形態が分かれた理由としては、第 24図 の 1

を使用するときは立って作業したという談話であり、また第 24図 5は立ったままでは作業が困難であると判断され
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ることから、前者の系列の形態は、「立って作業をすることを前提」として製作され、後者の系列の形態は、「座っ

て作業をすることを前提」として製作されたものと考えることができる。ただし、第 24図 10は身部の反 りがきつ

いので、後者の形態の中から前者の使用方法が可能な形態として製作されたものと推定される。

民具の「打棒」類似木製品は、柄をもって、身部が平坦化されている場合は平坦面を、丸材のままの場合は身部

の反りが凸面 となる側の面で、稲や他の穀類をたたくようにして使用することから、遺動から出土した「打棒」類

似木製品も、身部の先端が肥大する面 と反対側の面で、稲や他の穀類をたたくようにして使用したものと理解され

る。このような使用法の場合、身部の先瑞が肥大する面を使用者から見て前面、反対側の穀物をたたく面を後面と

呼ぶのが適当である。

3)「打棒」の名称

「打棒」類似民具は、上記したように「アオ」・「フルヂ」・「モミオシボウ」・「打棒」。「アフこなし棒」・「モミブチ

ボウ (概打ち棒)」 等の名称がある。先に記したように、この木製品は稲の脱穀にも、雑穀の脱穀にも使用されてい

るので、使用対象を限定する名称は好ましくない。また、地方色の強い名称 も不適当と思われる。機能や使用形態

を連想させる名称 としては、「打棒」が適当と考えられ、これまでこの名称を使用してきた。この経過を踏まえ、以

後は、中在家南遺跡出土「打棒」および、遺跡出上の類似木製品については、幹 と枝を利用した形態に変化したも

のを含めて、打棒 と呼ぶこととしたい。

第 6節 中在家南遺跡・押日遺跡出土農耕具の地域性 と変遷

1 弥生時代中期の農耕具の地域性

|)直柄広鍛

弥生時代中期を中心として、全国各地の代表的な直柄広鍬 と泥除を示したのが第 25図である。近畿地方には、弥

生時代前期の段階で、泥除を装着するための段ないし突起を有するもの (8)と、段ないし突起がないもの (9)

の 2種類が存在する。泥除を装着する形態のものは、 I期からV期を通じて頭部の幅が広 く作られる。泥除を装着

するためのカロエは、Ⅲ期までは段ないし突起の形態であるが、Ⅳ期以降は溝状の加工に変化する。泥除を装着する

ための加工がなく、前面が平坦な形態の広鍬は、Ⅱ期以降になると急速に頭部の幅が小さくなり、Ⅲ期には狭い頭

部の両側に突起を有するものも出現する。

第25図 出典文献名

1～ 4 中在家南遺跡

5  「常代遺跡J甲斐博幸1994財 )静岡県埋蔵文化財調査研究所設立10周 年記念シンポシウム資料集 F古代における農具の変遷y

6  「角江遺跡」伊藤律子1994財 )静岡県埋蔵文化財調査研究所設立10月年記念シンポジウム資料集『古代における農具の変遷』

7  「朝日遺跡Ⅲ」1992F愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第32集』財)愛知県埋蔵文化財センター

8  「戎町遺跡第 1次発掘調査報告」1989 神戸市教育委員会

9  「大和唐古弥生式遺跡の研究J1943『 京都帝国大学文学部考古学研究報告第16冊』京都帝国大学

10  「新方遺跡 (東 方地点)一第 2次調査」1987『昭和59年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会

11  「深草遺跡」1967F埋 蔵文化財発掘調査概報1967』 京都府教育委員会

12  「鬼虎川の木質遺物―第 7次発掘調査報告書第 4冊J1987 財)東大阪市文化財協会

13  「亀井・城山J1980 大阪府教育委員会・財)大阪文化財センター

14  「若江北」1983 大阪府教育委員会・財)大阪文化センター

15  「59.芝生遺跡」F昭和59。 60年度高槻市文化財年報』高槻市教育委員会

16  「赤野井湾遺跡」lσ86 滋賀県教育委員会・財)滋賀県文化財保護協会

17～19 「北陸自動車道遺跡発掘調査報告―上市町 木製品・総括編」1984上市町教育委員会

20～21 「西川津遺跡発掘調査報告書VJ 1989 島根県教育委員会

22～24 「西川津遺跡発掘調査報告書Ⅳ」1988 島根県教育委員会

25～26 「那珂久平遺跡 H」 1987『福岡市埋蔵文化財調査報告書第163集』福岡市教育委員会
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東海地方から関東地方の中期から後期にかけての直柄広鍬は、近畿地方のⅢ期の直柄広鍬 (13)と類似して頭部

の幅は狭 く、頭部の両側には突起があるものが分布している。前面には泥除を装着するための段や突起は形成され

ない (5・ 6・ 7)。

中国地方は、前期 。中期を通じて、長方形を基調とする頭部の広い平面形態を呈し、前面の柄孔上部には泥除を

装着するためのやや挟れた段が形成されている。前期 。中期 とも、頭部の中央が凹むもの (21・ 23)が存在する。

また、中期には頂部が盛 り上がってやや偏平な釣鐘形を呈するものもある (24)。

北陸地方は、弥生時代中期の資料を得ることができなかった。後期の直柄広鍬は、頭部幅は広 く、着柄孔の両側

面に段差がある。後面には、着柄孔の上部の段差 と、着柄隆起の両側面身部に 1対の孔が開けられて泥除の装着装

置を作っている。

九州地方の直柄広鍬は、26の ようなフラスコ形の平面形態を呈するものが一般的である。着柄隆起がなくなって

いる点と、着柄孔が方形にカロエされている点は他地域 と大きく異なる。

以上各地の例 と、中在家南遺跡出上の直柄広鍬を比較すると、九州地方とは全 く異なり、近畿地方から東海地方。

関東地方に分布する 5。 6・ 7・ 12・ 13の ような頭部が小さく、前面に泥除を装着するための段や突起が形成され

ない形態の直柄広飲 とも別形態 (系統)と 考えられる。近畿地方のH期の 10と 中在家南遺跡の 3に若干の形態的類

似性が見られるが、Ⅲ期の 14に なると泥除の装着部が溝状になる点で相違が生じる。中在家南遺跡の 2と 中国地方

の 24の頂部が盛 り上がる形態と、中在家南遺跡 3と 北陸地方の 18・ 19の側面に段が形成されている点は類似性が

あるが、その関係については明瞭ではない。中在家南遺跡の 4の ように、側面に段のある突起が頭部に付き、泥除

装着用の突帯に対応する側面に上下に尖る突出部を有する形態の直柄広鍬 (Hc類)は、他地域には類例がなく、

中在家南遺跡 (或いは仙台平野)の ローカルな形態の直柄広鍬である可能性が強い。

このような地方色の強い形態の直柄広鍬の出自については、九州地方以外の他地域では、前期から中期にかけて

着柄隆起の形状が舟形から流線型に変化しているのに対して、中在家南遺跡では以前として舟形の形態を踏襲して

いることから、弥生時代前期に西日本から伝播した舟形の着柄隆起をもつ直柄広鍬の形態を独自に改変して、中期

にはこのような独特の形態のものを創出したものと考えられる。この間は、地理的 。政治的環境の差によって、東

海地方や関東地方のように、近畿地方の影響を強 く受けて、近畿地方と類似する直柄広鍬の形態とはならなかった

ものと考えられる。

2)泥 除

泥除については、既に製作行程の項において、「a.素材を農工具の主要素材 (ク ヌギ節)ではなく、別に選択 (主

にクリ材)している。b.柾目材でなく板目板を使用する。c.連結加工せず、単板から作製する。」という地方性を

子旨摘している。

形態的には、平面形が頂部が平坦で底辺に丸みのある台形を基調とする点では中国地方や近畿地方のものと類似

している (第 25図 )。 しかしながら、後面の着柄孔の周りに明瞭な半円錐形の着柄隆起が形式されている点では両

地方の泥除とは異なっている。頂部が円くなる九州地方のものとは形態が異なる。

東北地方に稲作農耕が伝播した当時、どのような泥除が伝わったか不明であるが、稲作農耕が定着してからは、

平面形態は踏襲しながらも、細部形態 。用材・製作技術が相互関連する中で、これまでに泥除が発見されている地

域とはやや異なる泥除が作製されていたものと考えられる。

3)直柄狭鍬

直柄狭鍬についても、製作行程の項において、「a.A系列・B系列とも、連結伏態の段階では、着柄隆起は作ら
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れない。b.A系列・B系列とも、着柄隆起を含む細部のカロエは、単体 (単板)に分割してから行う。co B系列の

行程では、整形の終了段階になって、原木の切断痕跡 として斜めになっている木口を整形する。」という特徴を指摘

している。

弥生時代中期を中心とした全国各地の直柄狭鍬を示したのが第 26図である。

近畿地方は、平面形が長方形を基調 として幅がやや広いもの (18・ 21・ 24)と 、幅が狭 く先端の尖るもの (17・

20・ 23)の 2系列のほか、HI期 になると同期の直柄広鍬 (第 25図 12・ 13)の身部幅を狭 くしたような形態のもの (22)

が出現する。Ⅲ期以降になると、曲柄鍬の普及に伴つて直柄狭鍬は減少する (注 23)。

東海地方は、平面形が長方形を基調 として幅がやや広いもの (8・ 9・ 10・ 14・ 15)の ほか、頭部側面に連続刻み

目や頂部に挟 りがあり側面の中央部がわずかに凹む形態のもの (7・ ■・ 13)、 直柄広鍬 (第 25図 7)の身部幅を狭

くしたような形態のもの (16)がある。東海地方でもこの時期に曲柄鍬が普及する。

関東地方は、中期から後期にかけて、直柄広鍬 (第 25図 5)の身部幅を狭 くしたような形態のもの (4・ 5)が存

在する。中期の例は発見されていないが、後期前半には平面形が長方形を基調 として幅がやや広いもの (6)も 存在

する。

中国地方は、平面形が長方形を基調 として幅がやや広い形態のもの (28・ 29・ 30)が知られている。

北陸地方は、中期の資料は発見されていないが、後期には、平面形が長方形を基調として幅がやや広い形態のも

の (27)と 、幅が狭 く先端の尖るもの (25)力 あゞる。また、九州地方のものと類似した形態を呈し、着柄孔も方形

の直柄狭鍬 (26)も 出上している。

九州地方の直柄狭鍬は、同地方の直柄広鍬 (第 25図 26)の身部幅を細 くした形態のものが一般的であるが、稀に

平面形が長方形を基調として幅がやや広い形態のもの (31)も存在する。

各地の直柄狭鍬を概観すると、平面形が長方形を基調として幅がやや広い形態のものは、着柄隆起等の細部形態

に多少の差はあるものの、中在家南遺跡出上のもの (3)を含めて全国的に共通して存在している。この形態のもの

は、着柄孔が円形である点も共通する。近畿地方の 22、 東海地方の 16、 関東地方の 4・ 5は、直柄広鍬と同様に 3

地方に分布しており、近畿地方H期に成立した直柄広鍬 (第 25図 12)の系統として位置づけることが可能 と考えら

れる。北陸地方の身幅の狭い直柄狭鍬 (25)も 、近畿地方の同種の狭鍬 (第 25図 17・ 20・ 23)と の関連が考えられ

る。以上のように直柄狭鍬は、地域間で共通要素が認められる一方で、東海地方・北陸地方 。九州地方には、それ

ぞれの地方色のある直柄狭鍬も存在している。

中在家南遺跡の直柄狭鍬についてみると、 3は全国的に共通すると考えてよい形態である。 3と 類似する形態の

直柄狭鍬は、富沢遺跡においても2点出土している(注 24)。 1と 同様に平面形が精円形を呈し、舟形の着柄隆起の

造 り出された直柄狭鍬は、富沢遺跡でも出上しているが、富沢遺跡のものには前面に段はない。 1・ 2は、前面の

柄孔上部に泥除装着用と推定される段が形成されている点で、他地方の直柄狭鍬 とは著しい相違があり、中在家南

遺跡 (あ るい仙台平野)の地方色 (独 自性)と して認識される。

直柄広鍬・泥除・直柄狭鍬の検討から、中在家南遺跡出土の弥生時代中期の農耕具には、全国的な共通性 ととも

に、直柄広鍬HC類の平面形態、泥除の形状 と製作技法、直柄狭鍬の形態と製作技法、直柄狭鍬への泥除の装着な

どの地方色が存在することが明らかになった。東北地方では、弥生時代前期及び中期の早い段階での木製農耕具が

出上していないので、どのような経過を経てこのような地方色の強い農工具が出現したのか不明であるが、先に述

べたように、稲作農耕が伝播した当時の農耕用具の基本形態を踏襲しながらも、弥生時代中期中頃には、細部形態・

用材・製作技術について、相互関連させながら独自の形態の農耕具を創出したものと考えられる。

321
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第26図出典文献名

1～ 3 中在家南遺跡

4  「常代遺跡」甲斐博幸1994 財)静岡県埋蔵文化財調査研究所設立10周 年記念シンポジウム資料集『古代における農具の変遷』

5～ 6 「新保遺跡 I」 1986 群馬県教育委員会・財)群馬県埋蔵文化財調査事業団

7～14 「朝日遺跡Ⅲ」1992 『愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第32集』愛知県埋蔵文化財センター

15  「有東遺跡 IJ 1983 静岡県教育委員会

16  「角江遺跡」伊藤律子1994 財)静岡県埋蔵文化財調査研究所設立10周 年記念シンポジウム資料集 F古代における農具の変遷』

17  「山賀 (そ の 3)J1984 大阪府教育委員会財)大阪文化財センター

18  「高槻市安満弥生遺跡発掘調査概報」1969 大阪府教育委員会

19  「鬼虎川の木質遺物一第 7次発掘調査報告書第 4冊」1987 財)東大阪市文化財協会

20  「大田遺跡」1986F京都府遺跡調査報告書第 6冊』財)京都府埋蔵文化財調査研究センター

21  「大中の湖南遺跡調査概要」1967『滋賀県文化財調査概要第 5集』滋賀県教育委員会

22～24 「瓜生堂遺跡」1971 中央南幹線内岩田瓜生堂遺跡調査会

23  「亀井」1983 大阪府教育委員会・財)大阪文化財センター

25  「金沢市西念・南新保遺跡」1983金沢市教育委員会

26  「寺家遺跡発掘調査報告書 I」 1986 石川県埋蔵文化財センター

27  「北陸自動車道遺跡発掘調査報告―上市町木製品 。総括編」1984 上市町教育委員会

28～30 「西川津遺跡Ⅳ」1988 島根県教育委員

31～34 「那珂久平遺跡HJ 1987『福岡市埋蔵文化財調査報告書第163集』福岡市教育委員会

2 古墳時代の曲柄鍬の分類 と変遷

鍬に柄を装着する方法として、鍬本体に着柄孔を開けて柄を挿入するのではなく、鍬の身部の上端に柄との緊縛

用の軸部が突出するように形成されている鍬がある。この種の鍬には、斧膝柄のように鋭角的に折れ曲がった柄が

付けられる場合と、結束部から握 り部にかけて強 く「ノ」字状に湾曲する柄がとり付けられるものがあるので、総

称して「曲柄鍬」と呼ばれている (注 25)。

曲柄鍬の軸部には、端部から身部との接続部までほぼ真直 ぐなものと、端部から身部 との接続部にかけて八字状

(笠状)に広がり、ふたたび身部 との境の側面に段が付いて身部側の幅が狭 くなるものとがある。本書では前者につ

いては膝柄 と組み合わされた状態で発見された例があることから「膝柄鍬」と呼び (注 26)、 後者については同形態

の農耕具の研究の端緒 となった名称に因み「ナスビ型鍬」と呼称した (注 27)。

中在家南遺跡及び押口遺跡からは、古墳時代前期 と中期の曲柄鍬が出土している。以下その分類 と変遷について

検討する。

|)古墳時代前期の曲柄鍬

仙台平野では、富沢遺跡から弥生時代中期の膝柄鍬が出土している(第 29図 42)が、弥生時代後期の状況につい

ては不明である。

古墳時代前期には、第 27図上段の通 り中在家南遺跡 。押口遺跡から膝柄鍬 とナスビ型鍬の両者が出上している。

膝柄鍬は、身部の形態によって膝柄平鍬・膝柄二又鍬・膝柄三又鍬に分けられる。膝柄平鍬は 1点、膝柄二又鍬は

5点、膝柄三又鍬は 1点ある。

膝柄平鍬は、軸部が中程から広がって長方形の身部に接続する。軸部の中央には直柄挿入用と考えられる円孔が

開けられている。現状で直柄鍬 として使用するには強度が足 りないと考えられるので、直柄鍬を再加工して膝柄平

鍬に転用したものと推察される (1)。

膝柄二又鍬には、軸部の形状 と左右両身部間の切れ目の形状の違いにより、軸部が半円筒形で切れ目の奥端部の

形状が剣先状に尖るもの (A類 。2)と、軸部が三角錐形で切れ目の形状が長方形のもの (B類・ 3)の 2種類が

ある。A類は 4点、B類は 1点ある。また、A類 と同型の軸部が 1点出土している (L785)。 A類は身部 と軸部の

境が明瞭で、身部は軸部から直角に張 り出している。B類は身部と軸部の境が不明瞭で肩部は撫で肩になっている。
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膝柄三又鍬は、軸部と中央の身部が残っているだけで全体の形態は不明であるが、軸部の形状は膝柄二又鍬の A類

の軸部に類似している (4)。

ナスビ型鍬は、ナスビ型二又鍬が 1点あるだけである (5)。 軸部は、断面図が蒲鉾形で、下半部が八字状に強 く

広がり、身部との境で段がつく。身部は、肩部から先端部まで外湾している。歯は基部から先端の近 くまでほぼ均

―な幅である。類例は、京都府修理職遺跡 (注 29)、 兵庫県志知川南遺跡 (注 30)な ど近畿地方の弥生時代末期か

ら4世紀頃のものにある。

古墳時代前期の曲柄鍬は、前面の焦げているナスビ型二又鍬 (押口 L82)を除き、軸部の前面は平坦に加工され

ており、段差はない。

以上のように古墳時代前期には、弥生時代中期 と違って各種の曲柄鍬が出現し、出土個体数は広鍬 3点に対して

曲柄鍬 9点 となり、農耕具の主要器種 となっていたものと推定される。曲柄鍬のうち、膝柄二又鍬 A類に類似する

農耕具は、樋上 昇により「東海系曲柄鍬」と呼ばれ、尾張地方で成立し、各地に伝播したと考えられている (注

28)。 「東海系曲柄鍬」は、東海地方を中心に関東地方。中部地方に分布 (第 28図 )す ることから、中在家南遺跡・

押口遺跡出上の膝柄二又鍬 A類は、東海地方からの直接的あるいはその途中の関東地方を経由しての間接的な影響

のもとに成立した器種 と考えられる。両遺跡ではこの器種が多 く出上していることから、農耕具の器種組成には、

東海地方からの直接あるいは間接的な影響があった可能性を示している。また、ナスビ型二又鍬は、中国地方から

近畿地方を中心に分布している (注 31)こ とから、当該地方からの直接ないし間接的な影響のもとにこの器種は成

立したものと考えられる。古墳時代前期に、東海地方や近畿地方の影響を受けた多様な曲柄鍬や他の農耕具が当地

に存在していることは、その途中の関東地方や北陸地方などの影響も関係して、当時の社会的動向を背景 として農

耕具も大きな変革を受けていたものと推察される。
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2)古墳時代中期の曲柄飢

古墳時代中期の曲柄鍬は、ナスビ型平鍬 1器種だけで、3点出土している。軸部は、ナスビ型というより、半円筒

状の軸部にナスビ型の軸部の下半部を取 り付けたような折衷状態を呈し、軸部の上部 と下部の境には角や段が付き、

笠の張り出しは突起状になる。

ナスビ型の軸部は、平面的な変化 ととも軸部前面にも変化が生じ、古墳時代前期 と同様に軸部前面が平坦なもの

(A類 。6)の他に、軸部前面の中央に身部側が高 くなるような段差をつけたもの (B類・7)が出現する。A類・B

類 とも身部の平面形は楕円を呈し、刃部は平坦である。刃部には、板状鉄刃先を取 り付けていた形跡の認められる

もの (6)も ある。

古墳時代中期頃に、多様な曲柄鍬がナスビ型平鍬 1器種だけに収束するのは全国的傾向で、その原因としては、

5世紀中棄から後半にU字形鉄刃が出現することと畿内勢力の浸透に呼応するものと位置づけられている(注32)。古

墳時代中期の全国的傾向のなかで、仙台平野もナスビ型平鍬 1器種に収束する点は同じである。しかし、刃部形態

はU字形鉄刃に対応して円くならずに平坦なままで、刃先はU字形鉄刃に先行する形態の板状鉄刃先が使用されて

いる。このことは、新しい情勢に地元の努力で可能な範囲で対応しつつも、U字形鉄刃導入という本質的な部分で

十分な対応・移行ができなかった当時の仙台平野あるいは農村の社会情勢を示していることも考えられる。

3 古墳時代前期の鋤と直柄鍬の地域性

前項では古墳時代の曲柄鍬を分類し、その変遷 と地域性について検討したが、中在家南遺跡・押口遺跡の古墳時

代前期の地層からは、東海地方で成立したと考えられている膝柄二又鍬 A類 (第 28図 1)のほか着柄隆起の先端に

身部を横断する隆帯の造 り出された直柄広鍬 (2)や 、身部の先半分が二又に分かれた鋤 (3)な ど、弥生時代には

見られなかった器種の農耕具が出上している。これら3種の農耕具について類似資料を集めたのが第 28図である。

膝柄二又鍬 A類類似の資料は、東海地方 。関東地方・中部地方に分布する。 1は、6・ 11な どとともに同器種の

成立地である東海地方のものに強い類似性をもっている。軸部の形状や肩部の形状は、東海地方の特徴 と良く一致

し、長期の時間差や途中で多 くの中継地を経たと考えられない程の強い類似性を示している。中部地方のものは、

切れ日の形状が長方形であるが、外形は似ており、軸部の形状 と共に東海地方の影響を受けて成立したものと考え

られる。近畿地方にも東海地方と似たものがある (20)が、軸部 との境の身部上端に明瞭な張 り出した肩部が形成

されていない点や、身部の外側面の中央から下部にかけてく字状の張 り出しが形成されていない点で樋上 昇が例

示した「東海系曲柄鍬」の膝柄又鍬とは異なり、弥生時代後期から古墳時代前期にかけて近畿地方の曲柄鍬の多 く

がナスビ型の形態に移行するなかで、弥生時代中期以来の膝柄又鍬の残存形態と考えられる。

着柄隆起の先端に身部を横断する隆帯の造 り出された直柄広鍬に類似する資料は、近畿地方 。東海地方 。関東地

方に存在する。近畿地方の例は、中在家南遺跡の資料の平面形態が台形を基調 とするのに対して、両側面が扶れた

長方形を呈する点と、前面に泥除装着用の濤が彫られている点で中在家南遺跡や他地域のものとは異なっており、

直接的な関係は無いものと考えられる。東海地方の資料は未製品であるため、完成品の形状は不明で、中在家南遺

跡の資料や関東地方のものと同形態となるかどうか不明である。東海地方の古墳時代前期の広鍬は、静岡県長崎遺

跡 (注 33)な どからの出土例があるが、 2に類似するものはないようである。

関東地方の例は、千葉県国府関遺跡・五所四反田遺跡、埼玉県小敷田遺跡から出上している。関東の同類の広鍬

は、中在家南遺跡の資料よりも着柄隆起が短 く、隆帯の位置は身部長の 1/2よ り上位にある。また、横位の隆帯を

比較すると中在家南遺跡の資科は隆帯の底面と身部面との境が明瞭で凸状に盛 り上がっているが、関東のものは隆

帯の底面と身部面 との境が不明瞭で、頂部から身部面に滑らかに移行している。千葉県の 2遺跡の例 (9・ 10・ 13)

は、身部上端の両角に 2孔が開けられている点で、中在家南遺跡と一致し、10・ 13は、平面形態も台形を基調とし
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第28図 出典文献名

1～ 3 中在家南遺跡

4～ 6 「小敷田遺跡」1991『 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第95集』財)埼玉県埋蔵文化財調査事業団
7  「中耕遺跡」1993『 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第125集』財)埼玉県埋蔵文化財調査事業団
8  「新保遺跡 I」 1986 群馬県教育委員会・財)群馬県埋蔵文化財調査事業国

9～12 「国府関遺跡群」1993『長生郡市文化財センター調査報告書第15集』財)長生郡市文化財センター
13  「五所四反田遺跡」近藤敏 1994 財)静岡県埋蔵文化財調査研究所設立10周年記念シンポジウム資料集「古代における農具の変遷』
14  「瀬名遺跡」1994『 静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告第47集』財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
15  「山本遺跡第四次調査報告書」1977『韮山町史』第一巻 韮山町史刊行委員会
16  「宮塚遺跡 。潮城跡」1981 藤枝市教育委員会

17～18 「石川条里遺跡」臼居直之 1994 財)静岡県埋蔵文化財調査研究所設立10周 年記念シンポジウム資料集『古代における農具の変遷』
19  「平城宮発掘調査報告X」 1981『奈良国立文化財研究所学報第34冊」奈良目立文化財研究所
20  「史料 京都の歴史」第 2巻考古 1983 京都市
21  「桜井市城島遺跡・外山下田地区発掘調査概報」1987『桜井市埋蔵文化財概報19871』 桜井市教育委員会

22～23 「拾六町ツイジ遺跡」1983『福岡市埋蔵文化財調査報告書第92集』福岡市教育委員会

ている点で類似性が強い。ただし、10。 13の頂部に造 り出された菱形の突起は中在家南遺跡の資料にはない。 9は

平面形が三角形を基調 とする点で中在家南遺跡の資料 とは違いも認められる。埼玉県小敷田遺跡の資料は、着柄隆

起の先端に身部を横断する隆帯が造 り出されている点は中在家南遺跡 と共通するが、平面形が三角形を基調 とする

点と、身部上端の両角に 2孔が開けられていない点において異なっている。

国府関遺跡では、横位の隆帯や身部上端の両角に孔がない、中在家南遺跡の L285(第 29図 16)よ うな直柄広鍬

も出上しているが、9ま たは 10の ような直柄広鍬が多数出上している。着柄隆起の先端に身部を横断する隆帯が造

り出され、身部上端の両角に 2孔が開けられた直柄広鍬は、まだ関東地方や東北地方における出土遺跡数が少ない

ために明確ではないが、現状での出土密度から考えると、弥生時代中期に近畿・東海地方から伝播した直柄広鍬の

発展形態として千葉県内で成立し、関東地方に分布の中心がある可能性がある。関東南部地域の影響のもとに、中

在家南遺跡の同種の直柄広鍬 も製作された可能性が考えられる。

一木又鋤は、古墳時代前期になると出現し、近畿地方以東の全国各地の遺跡から出上している (第 28図 )。 組み

合わせ式の又鋤は、近畿地方に弥生時代中期のもの (注 34)があるが、直接の関係はないと考えられる。古墳時代

前期にこの器種が成立した土地 と、東日本各地に広がった要因は明らかでないが、古墳時代前期に成立した一木又

鋤が程無 く仙台平野にも伝播していたことは確かである。一木又鋤の機能が、土砂の移動 。運搬の機能よりも、二

又にすることによって先端を鋭 くし、また土の粘着を避けるように改良されていることと、この当時古墳築造や東

北地方でも方形周溝墓が造営されるようになったことと無関係ではないと思われる。

4 木製農具の変遷

中在家南遺跡 と押口遺跡から出上した木製農具を器種ごとに、弥生時代中期 。古墳時代前期・古墳時代中期・古

墳時代後期の順に配置したのが第 29図である。弥生時代前期の木製農具は宮城県内では発見されていない。 また、

弥生時代後期の資料は出土していない。器種組成に関係する宮城県内及び近県の資料については、参考資料 として

付け加えた。以下、各時期の器種組成 と各器種の変遷について明らかになったことを記述する。

|)弥生 時代 中期 の木製農具

弥生時代中期の木製農具には、広鍬・狭鍬・泥除・

にはそれぞれ数種類の形態のものがある。広鍬には、

装着が可能なものとそうでないものがある。泥除は、

が、基本的形態は底辺が円く張り出した台形を呈す。

一木平鋤・掘 り棒・打棒・竪杵・臼などがある。広鍬・狭鍬

全て泥除が装着できるような細工がある。狭鍬には、泥除の

完形品が少ないために形態に差があったかどうか不明である

一木平鋤は、身部・柄部 とも長大なもので、身部は舌状 を呈

327
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し、柄部の基端部は側面の左右に肥大するだけの単純な形状である。掘 り棒は、身部 と柄部 との境が明瞭である。

富沢遺跡出土資料 (43)と 比べると、身部が厚 く刃部 も鈍い造 りである。打棒は身部 と柄部の境が明際で、身部の

先端の片方の主面は半球形に肥大する。打棒の形態にも数種類ある。杵は竪杵で、掲部 と握 り部 とは明際に区別さ

れ、握 り部の中央には算盤玉状の突帯が巡る。自は、浅鉢状を呈し、外周部に括れや装飾はない。

中在家南遺跡・押口遺跡では出上していないが、このほかの県内の弥生時代中期の木製農具 としては、富沢遺跡

から膝柄平鍬 と考えられる木製品が出上している (42)。

弥生時代中期木製農耕具の東海 。近畿・山陰 。北部九州地方における器種組成については、樋上 昇の研究があ

る (注 41)。 東海 。近畿・山陰地方ではこの時期の農耕具は、広鍬 。狭鍬 。曲柄平鍬 (東海 。近畿は膝柄平鍬、山陰

はナスビ型平鍬)。 曲柄又鍬 (東海 。近畿は膝柄又鍬、山陰はナスビ型又鍬)・ 多又鍬・横鍬・泥除・組み合わせ鋤・

一木平鋤の各器種によって構成され、東海地方では泥除が、近畿・ 山陰地方では小型鍬が欠落している。東海・近

畿・山陰地方と比較すると、中在家南遺跡で小型鍬・曲柄平鍬・ 曲柄又鍬・多又鍬・横鍬・組み合わせ鋤の器種が

欠落している。富沢遺跡から膝柄平鍬が出上しているので、仙台平野における農耕具には膝柄又鍬その他の器種が

存在した可能性があるが、中在家南遺跡における農耕具の器種組成は、広鍬・狭鍬・泥除 。一木平鋤の 4器種 とい

う非常に簡素な組成である。

2)古 墳 時代 前期 の木 製 農 具

弥生時代後期の木製農具が出上していないために、弥生時代中期から後期、弥生時代後期から古墳時代前期への

変遷過程は不明である。この間に器種組成や形態は大きく変化する。また、弥生時代中期には大量に存在した未製

品は、この時期になるとほとんど見られなくなる。

古墳時代前期の木製農具 としては、広鍬・横鍬・膝柄平鍬・膝柄又鍬 。膝柄三又鍬・ナスビ型又鍬・鍬膝柄 。一

木平鋤 。一木又鋤・掘 り棒 。打棒・竪杵・横槌・鎌柄など、多種類の製品が出上している。広鍬は、弥生時代中期

のものが長方形を基調 とした平面形態を呈していたのに対して、頭部が狭 く刃部が広い台形を基調 とする形態に変

化する。また、着柄隆起は舟形から流線型に変化している。頭部の両角に孔の開いているものとないものがあり前

者 (15)に は泥除が取 り付けられていた可能性があるが、この時期の泥除の形態は不明である。身部中央の後面を

横断する隆帯のある広鍬は、後述するように関東地方にに分布の中心があり、その影響化に製作された器種 と考え

られる。狭鍬は全国的な木製農耕具の変遷 と同じく消滅し、曲柄鍬 と交代する。横鍬は、この時期には出現してい

る。全体の形状の分かるものは無いが、着柄隆起は下半分が逆三角形を呈する。

曲柄鍬は、中在家南遺跡ではこの時期になって各種の形態が出現する。弥生時代中期の例が、富沢遺跡にあるの

で、仙台平野でも曲柄鍬が継続して使用されていた可能性がある。押口遺跡の膝柄平鍬 (19)は 他に例のない形態

であり、本来の形態としては山前遺跡の例 (44)力 一ゞ般的であると考えられる。二又鍬には、膝柄のものとナスビ

型のものが共存する。樋上 昇は、膝柄鍬 とナスビ型鍬をそれぞれ「東海系曲柄鍬」と「山陰系ナスビ型農耕具」

と呼んでその出自地を示し、円ヒ関東あるいは南関東から北上し、仙台にまでたっしている。」 として、伝播経路を

指摘している (注 42)。

一木平鋤は、弥生時代中期のものに比べると身部の長さは短 くなるが幅は広がっている。一木又鋤はこの時期に

のみ存在する。山前遺跡では身部の中央に縦にスリットの入った一木平鋤 (46)力 、ゞ山王遺跡ではフォーク状の多

又鋤 (47)が出土している。一木又鋤 も、前述したようにこの時期になると近畿以東の諸地域に分布する農耕具と

して受容されてる。

掘 り棒は、弥生時代のものに類似し、柄部 と身部の境が明瞭である。打棒は、柄部 と身部の境が不明瞭で、身部

は断面形が偏平な楕円形の板状 となり、身部前面の先端に半球形の肥大部は無 くなる。民具の身部から柄部まで直
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線的にのびる系列の打棒により近い形態に変化している。

竪杵は、掲部 と握部の境がの明瞭なものと不明瞭なものの 2つの形態がある。前者には、握部の中央に突帯が巡

り、掃部の基部には沈線による装飾があり、弥生時代中期の形態が残っている。これに対 して後者は、この時期に

出現する。また、横槌や鎌柄もこの時期に出現する。

古墳時代前期に属する中在家南遺跡 。押口遺跡出上の鍬類 と鋤類には、鉄製の刃先を装着したような形跡は認め

られない。ただし、山王遺跡から出上した膝柄又鍬には、板状鉄刃先を装着するような加工が施されているものが

ある (45)。

3)古 墳 時代 中期 の木 製 農具

古墳時代中期の木製農具は、横鍬・ ナスビ型平鍬 。一木平鋤・掘 り棒・横杵・横槌 。鎌柄などが出上している。

この時期には、広鍬 とともに、「東海系曲柄鍬」である膝柄又鍬 と膝柄三又鍬は消滅する。またナスビ型又鍬も消滅

して又鍬の形態はなくなる。代わって、東海系の曲柄系の曲柄 (膝柄)と ナスビ型の柄を折哀したような軸部のナ

スビ型平鍬 (35)が出現する。このナスビ型平鍬は刃部が平坦で、刃部には、板状鉄刃先を装着した形跡のあるも

のが存在する。新たに出現したナスビ型平鍬の軸部には、前面の中央付近に身部側が高 くなるような段が形成され

るものが出現する。

横鍬は、柄が身部に対して鈍角に装着され、前面には幅の広い流線型の着柄隆起が造 り出されている。

一木平鋤は、身部の長はさらに短 くなる。身部先端にはU字形鉄刃を装着するための加工がある。柄には、T字

状の握 りが付いたと推定される。掘 り棒は、柄部 と身部の境が不明瞭になり、身部は長 くなる。

横杵が新たに出現するが、横槌と鎌柄は、前期の形状 と大きな変化はない。

4)古 墳 時代 後 期 の木 製 農具

明確に古墳時代後期に属する木製農具は出土していない。一木多又鋤 (37)は、出土層位が中期か後期か不明瞭

であるので、後期に属する可能性もあるが、他に後期の木製農具が出土していないことや、後期の上器が少ないこ

とを考え合わせると、中期に属する可能性が高い。

東北地方の古墳時代後期の木製農具の例 としては、山形県西沼田遺跡・山形県嶋遺跡出土資料などがある。後期

の鍬はナスビ型平鍬の系統に属し(48)、 軸部は中在家南遺跡の古墳時代中期のナスビ型平鍬 と同様に東海系の曲柄

とナスビ型の柄を折哀したような形態である。また、軸部前面の中央付近には段が形成されている。身部先端は、

一段狭 くなり刃部は円くなっており、U字形鉄刃が装着されるようになったものと解釈される。

以上に概観 したことから、中在家南遺跡 。押口遺跡及び仙台平野の農耕具の変遷については、次のようにまとめ

られる。

東北地方への稲昨農耕の伝播は、弥生時代前期に遡ることが各地の資料から明らかになったが、この時期の農耕

具はまだ発見されておらず実態は不明である。弥生時代中期になると、富沢遺跡において広大な水田が営まれるよ

うになり、中在家南遺跡 。押口遺跡で発見された当時の農耕具は、富沢遺跡の膝柄鍬のように未発見の器種の存在

の可能性はあるが、直柄広鍬・直柄狭鍬・泥除 。一本平鋤 という簡素な器種構成となっている。この時期の農耕具

の形態や製作技法・製作工程には地方色 (地域的広がりは今後の課題)が顕著に現れてきている。弥生時代後期に

なると富沢遺跡では水田の縮小が認められるが、それと呼応するかのように中在家南遺跡・押口遺跡では遺物がほ

とんど出土しなくなり、木製農耕具は発見されていない。

古墳時代前期になると様相は一変し、直柄広鍬・直柄横鍬 。膝柄平鍬・膝柄又鍬 。膝柄三又鍬・ナスビ型又鍬・
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一木平鋤 。一木又鋤など多様な農耕具が出現する。これらの農耕具の中には、南関東地方からの直柄広鍬、東海地

方からの膝柄又鍬、近畿地方からのナスビ型又鍬など地域性の強い器種や、一木又鋤のようにこの時期に日本各地

に急速に広がる器種が、各地からの直接または間接的な影響のもとに当地においても製作されるようになる。当時、

一地域からの一元的影響ではなく、多地域からの影響を種々受けていたことが、農耕具にまで現れていることは、

当時の情勢が複雑なものであったことを物語る。

古墳時代中期なると、広鍬・膝柄平鍬・膝柄又鍬・膝柄三又鍬・ ナスビ型又鍬は消滅し、横鍬を除き鍬は全て前

段階において近畿地方を分布の中心としていたナスビ型平鍬に統一される。この現象は全国的現象で、その原因と

しては5世紀中葉から後半におけるU字形鉄刃の装着とその普及 とが考えられている。しかし、中在家南遺跡では、

身部形態はナスビ型平鍬に変化して統一されるが、刃部はU字形鉄刃に対応するように円くならずに、板状鉄刃先

に対応して、平坦になっている。これは、身部形態を変化させながらも、U字形鉄刃を装着するまでに至らなかっ

た流通や鉄器生産など何 らかの事情が当遺跡あるいは仙台平野に存在したためのものと思われる。

古墳時代中期には、曲柄鍬がナスビ型平鍬に統一されると鍬膝柄 も出土しなくなり、同時にナスビ型平鍬の軸部

の前面に段が形成されるようになる。この変化は、曲柄鍬の柄が、膝柄から鉄刃の採用に伴いより強い衝撃に耐え

られる反柄を採用するようになったことに起因する変化であろう。

古墳時代後期の農具は出上していないが、山形県西沼田遺跡などの資料にU字形鉄刃を装着したと観察される刃

部が丸いナスビ型平鍬がある。仙台平野においてもこの時期には、U字形鉄刃を装着したナスビ型平鍬が普及した

ものと推定される。

第 7節 出土木製品の検討課題

中在家南遺跡・押口遺跡出土木製品類についてこれまで農工具を中心に検討を加えたが、今後の検討しなければ

ならないと考えられる課題についてその要点をいくつか列記する。

1 弥生時代中期の木製品の器種組成について

中在家南遺跡・押口遺跡の木製農具を、全国各地の資料 と比較するために、多数の発掘調査報告書に目を通した

り、実際に遺物を見る機会を得ることができた。そのなかで感じたことの一つに、各地の遺跡から出土する器種が

遺跡によって異なることである。ちなみに、中在家南遺跡・押口遺跡については、関東以西の地域にと比べて鋤・

鍬の出土量に対して容器類の出土量が少ないという印象がある。遺跡の性質や調査地点による差も存在すると考え

られるが、具体的にどの程度の差があるのか、愛知県朝日遺跡と大阪府鬼虎川遺跡を例 として比べたのが第 10表で

ある。

鍬 。鋤類の数量を100%と した場合、中在家南遺跡・押口遺跡は斧類 109%、 容器類 24%と なり、農具に対 して

工具の割合は多いが、容器の割合は少なく、他遺跡の容器の割合 と比較すると1/2～ 3である。朝日遺跡・鬼虎川遺

跡は、鍬類の数量を100と した場合、斧類はそれぞれ 17%。 16%、 容器類 65%。 70%と近い値を示し、鍬・鋤類

第10表 木製品の種類別出土量比較

遺 跡 名 時  代 鋤 ・ 鍬 類 斧  柄  類 容  器  類

中在家南遺跡

押口遺跡合計
弥生時代中期

33

(100%)

36

(109%)

8

(24%)

朝日遺跡
弥生時代中期～後期

(中期中心)

78

(100%)

・４

窃

５．

％

鬼虎川遺跡
弥生時代前期～中期

(中期中心)

68

(100%)

１．

磁

48

(70%)

※鋤・鍬類に泥除は含まず、容器類には自を含む。
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第7章 中在家南遺跡。押口遺跡出上の木製品類

に対 して斧類は少なく、容器類は比較的多 く出上している。鬼虎川遺跡では、生産用具である鋤・鍬に対 して決し

て少なくない量の高杯や掬い具等の多様な容器が生産され、木製容器がかなり普及していた事が何われ、平常から

使用されていた可能性を示唆している。中在家南遺跡 。押口遺跡では、農具とそれを作るための工具は盛んに生産

されていたことを示しているが、木製容器の出土量はこれに比べると低 く、出上した木製品にも高杯や掬い具等は

なく、四脚付きの浅鉢を除 くと、農具 としての容器の可能性があるものが多 く、明確な什器類はない。生活関連の

什器類は以前として縄文時代以来の上器に依存する割合が高かつたものと考えられる。

このような木製品の器種ごとの比率の差や有無については、弓等の武器 (狩猟具を含む)や田下駄・横槌・機織

具等の器種にも存在するとものと推定され、各器種の用途 と出土割合を比較することによって各遺跡の社会的 。自

然的環境の理解 と各地域の政的 。文化的状況を把握するための 1つの方法 となりうるものと思われる。また、発見

できない遺物の検討によって、仙台平野における弥生文北の受容のあり方が見えてくるものと考えられる。

2 斧直柄状木製品について

中在家南遺跡Ⅱ区 15層出土木製品 L266は、中在家南遺跡。押口遺跡出上の弥生時代中期の木製品としては唯一

赤い漆が塗られた木製品である。全体の形状は、寸法とその形態的類似性から、Ⅸ区 15層 出土未製品 L1091が最

も完形品に近いと考えられる。全体的には斧直柄に類似するが、頭部の先端に突起を有し、斧直柄のように頭部中

央付近の石斧装着孔のところで上下両面に段が付かない。したがって段から先が扇形に広がる弥生時代の斧直柄の

ような特徴が認められないという点で、いわゆる斧直柄 とは異なった形状である。頭部は幅が狭 く偏平な球形を呈

しているが、上下両面は平らに加工されている。頭部の幅と長さが大きい面が下面 と判断され、完成品にはこの面

からL-266に観察されるような貫通孔または盲孔が開けられているものと推測される。

両遺跡から出上した弥生時代の木製品には、ほかに漆が塗られているものがないことや、柄の部分に棒樋が彫ら

れていたり、何らかの巻き物による装飾 も力日えられていること、完成品が 1点だけしか発見されておらず完成品は

数的に限定された存在であったことを考慮すると、何か特別な用途 。存在意義をもった非日常的あるいは所有者の

限定された木製品の可能性がある。中在家南遺跡に近接する南小泉遺跡では、「有角石斧」と呼ばれ、儀器性格が強

いと考えられている石器が出土しているが、この石器の基部は一般の太型蛤刃石斧より小さく、「斧直柄状木製品」

にも装着可能である。両者の関係 も合わせ、「有角石斧」の分布する関東地方から東北南部地域を視野に入れて、完

形品や他遺跡での出土例の増加をまって、このような木製品の正確な用途・サ
l■格が究明されることを期待したい。

3 扉板と梯子板について

東北地方の弥生時代集落は、最近調査例が増加 しつつあるが、全容が把握されている遺跡は少ない。集落が調査

された例 としては、前期には秋田県地蔵田 B遺跡 と岩手県湯舟沢遺跡がある。地蔵田 B遺跡は、長軸約 60m。短軸

約 50mの柵列に囲まれた中に、1時期 3～ 4棟の円形の竪穴住居跡によって構成され、集落の東部には柵の内外に

土器棺墓 と土墳墓からなる墓域が形成されてる (注 35)。 湯舟沢遺跡は、前期に2時期あり、直径約 30mの範囲に

それぞれ 8棟 と7棟の円形の竪穴住居跡からなる。また湯舟沢遺跡では後期にも3棟の点在する円形の竪穴住居跡

からなる集落が形成される(注 36)。 中期には福島県龍門寺遺跡で 2棟の円形の竪穴住居跡が発見されている例等が

ある (注 37)。 宮城県内の弥生時代の集落関係遺構についてみると、一迫町上ノ原 A遺跡で後期の略方形の竪穴住

居跡 1棟 (注 38)と 、利府町郷楽遺跡で後期の隅丸方形の竪穴住居跡が 1棟 (注 39)発見されているだけで、集落

の実態については、遺物や水田遺構の調査成果に比べて不明な点が多い。

以上のようのにこれまでに東北地方で発見された弥生時代の集落関係の建物遺構 としては、前期から中期のかけ

ての円形の竪穴住居跡と、後期の方形を基調 とする竪穴住居跡があるが、これらの竪穴住居集落に関係する高床式



第8部 考察と調査成果の総括

建物や掘立柱建物跡 と考えられる建築遺構は発見されていない。ところが、今回の調査で中在家南遺跡Ⅵ区 15層か

ら「扉板 (L862)」 未製品と、Ⅷ区 15層から「梯子板 (L-983)」 が発見された。一般の竪穴住居跡に扉板が使用さ

れていたとは考えにくいので、遺跡周辺に高床式建物ないし掘立柱建物跡が存在したことを意床するもの として注

目される。扉板 と梯子板の関係する遺構 としては、両者が存在することから、平地式の掘立柱建物跡 と考 えるより

は、高床式建物に関係する遺物 とするのが妥当と考えられる。

高床式建物及び掘立柱建物跡は弥生時代に入って稲作農耕の開始 とともに出現し、西日本から東海・北陸両地方

で発見されているが、東日本に掘立柱建物が進出するのは古墳時代に入ってからとされている(注 40)。 関東地方で

未発見の高床式建物が仙台平野に存在する可能性についてどのように解釈するべきか、また、高床式建物の性格を

どのように考えるべきか検討が必要である。高床式建物の性格については、扉板は軸部を除 く高さ 110 cm・ 幅 38 cm

を測るが、完成するとこれよリー回り小さくなるものと推定され、 2面合わせたとしても住居の入回の扉 としては

小さい。他の高床式建物 としては高床倉庫があるが、登呂遺跡の高床倉庫の復元では破風からの穀物の出し入れを

想定し、壁面には必ずしも扉は必要ないので、高床倉庫 とも限定できない。住居・倉庫以外 としては、神殿的な特

別な建物の存在 も考えられるが、東北地方における弥生時代の祭器・祭具が明確でない現在においては説得力に欠

けている。今後、扉板や梯子板を使用するような具体的な遺構や他の建築部材の発見を待って、この件について改

めて議論され、解答が得られることを期待したい。

4直柄広鍬・直柄狭鍬と泥除の関係について

既に述べたように、中在家南遺跡遺跡出上の完成品の

直柄広鍬には全てに泥除装着用の段ないし突起が前面の

柄孔上部に形成され、直柄狭鍬の中にも泥除装着用の段

が形成されているものがある。これに対して、泥除は今

回の調査資料では頂部に広狭の差を見出すことはできな

かった。そこで直柄広鍬および直柄狭鍬と泥除がどのよ

うに関係していたのかを検討するために、泥除の上端の

第11表 泥除の紐孔間隔と鍬の柄孔上部の幅    (cln)

両角にある鍬 との接合用の紐を通したと考えられる小孔の幅 と、鍬の柄孔上部の幅を表にしたのが第 11表である。

泥除の紐孔間隔は推定復元値 も入れて、幅 15。 5～ 17.6cm・ 平均 16.7cmである。これに対 して直柄広鍬は幅

17.9～ 22.5cm。 平均 20.8cmである。また、直柄狭鍬は幅 10.4～14.2cm・ 平均 12.Ocmで ある。平均値 を比べる

と、泥除の紐孔間隔は、直柄狭鍬に対して 4.7cm広 く、直柄広鍬に対 して 4.lcm狭い。この間隔は、直柄広鍬 と

直柄狭鍬に対してほぼ均等な位置に開けられたと解釈できる。したがって、中在家南遺跡遺跡出上の泥除けは、直

柄広鍬に対しても直柄狭鍬に対しても使用可能な製品として製作され、両方の鍬に兼用されていたものと考えられ

る。ただし、泥除の頂部の幅については、直柄広鍬の身部幅 とほぼ等しい幅とするのが基本であったことが、出土

資料から伺うことができる。

5 15層出上の形態に類似性のある板材について

中在家南遺跡調査報告のⅧ・Ⅸ区 15層出土板材類の項で既に述べたように、柾目板材の中には、それ自体が製作

の目的物 とは考えられないが、一定の形態とそれに伴う諸要素が共通する複数の破片が存在する。これらの破片は

3種類に分けられ、それぞれ下記のような特徴を有する。

A類―第 1分冊第 225図 3・ 第 557図 2～ 4

イ、木口は、木目に対して片方が直交し、他方は斜めになっており、平面形は 2直角の台形を呈する。

泥  除 直柄狭鍬 直柄広鍬

L-296 L-411 L-941
L-405 ★L-412 L-943
L-940 L-946 L-944
L-1079 L-1124 L-945 22 5

平 均

★印には前面に段差なし



第7章 中在家南遺跡。押口遺跡出上の木製品類

口、横断面形は長方形を呈する。

ハ、両主面は、大部分を割面が占めるが、片面に広 くカロエのあるものも存在する。

二、斜めの木口には、樹皮側から樹芯に向かう加工痕 (切断痕)がある。

ホ、本目に対して直交する側の木回は、主に両主面からのカロエにより切断されている。

へ、幅は18～22 cm、 厚さは 2.5～ 5.lcm程度で、両面はほぼ平 らである。

卜、素材の樹種はクヌギ節である。

B類―第 1分冊第 558図 1～ 3

イ、平面形は長方形を呈し、断面形は長方形を基調 とする。

口、両主面の大部分は割面が占める

ハ、木回は、両主面から切断されるもの (Bl類)と 、片方からカロエによるもの (B2類)がある

二、幅は15～19 cm、 厚さは2.5～ 5。 7cm程度で、両面はほぼ平 らな板材である。

ホ、素材の樹種はクヌギ節である。

C類―第 1分冊第 558図 4～ 7・ 第 559図 1～ 8

イ、全長は8～19 cm、 幅は 3.7～ 9.6cmと 様々で、形態も不整形である。

口、横断面形は、不整な凸レンズ条を呈し、木目方向の両端部は尖って、楔状を呈する。

ハ、両面は割面がほとんどを占め、削り状の加工痕跡があるものは、端部だけに認められ、両主面や側面にカロエ

痕跡が無いのが一般的である。

二、素材の樹種はクヌギ節を主体 とする。 (ク リやカエデ属もある。)

次に各類の性格について検討する。A類は、当初、幅と厚さ及び用材から、狭鍬未製品の斜めの木口を切 り落 と

した際の端材 と考えたが、第 5図に示した狭鍬の製作工程の A系列のとおり、狭鍬の場合は、斜の木口は全部が切

られることはなく、半分程が切られる点と、A類の板材のようにある程度まで薄 く削られた段階では両主面は削 り

加工されている点で異なっている。ほかに、これらA類の板材の性格についての手掛かりはないが、一定の厚さに

割られていることから、何らかの木製品または建築用の柾目板材の端部処理または長さ調節のために切 り取 られた

端板と考えられる。

B類は、第 558図 1・ 2に ついては、A類よりも小型の木製品ないし建築材の長さ調節のために切 り取 られた端

板の可能性が考えられる。第 558図 3については、側面が不整形であるので前記の可能性のほか、木製品ないし材

の加工過程において不要部分を割取った際の木片の可能性も考えられる。

C類は、前 2類 と比較すると小さいものが一般的である。形態や厚さはまちまちであるが、その形状から木材を粗

加工 (割 り劉ぎ)した際に出た木屑 と考えられる。細かな削り加工をした際の木片の採集にも努めたが、削 り加工

に伴うと考えられるような木片は発見できなかった。

このような各種の木片の採集も、資料が蓄積されると、弥生時代の木製品の加工技術や製作工程の復元に役立つ

ものと考えられ将来の研究に期待したい。

テ主 言己

注1 工藤哲司他 1984「富沢水田遺跡」『仙台市文化財調査報告書第 67集』仙台市教育委員会、及び佐藤甲二他 1988「富

沢遺跡第28次発掘調査報告書」『仙台市文化財調査報告書第 114集』仙台市教育委員会

注2 注 1と 同じ。

注3 根木 修 1976「木製農耕具の意義」『考古学研究 88』

なお、本文における「原材・祖形。原形・整形・調整段階」という名称は、根木 修の分類を参考としたが、各段階は本遺
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跡の工程 と必ずしも整合していない。

注 4 長嶺正秀 1985「下稗田」行橋市教育委員会

注 5 カ日藤 孝 1968「官戸島貝塚寺下囲地区出土品に見 られる弥生文化」『宮城県の地理 と歴史』 3

注 6 三宅宗議・茂木好光 1988「五松山洞窟遺跡」『石巻市文化財調査報告書第 3集』

注 7 上原真人は「木器集成図録 近畿原始篇」『奈良国立文化財研究所資料第 36冊』奈良国立文化財研究所 1993に おいて

中在家南遺跡出土打棒未製品 L293(第 208図 1)を、 まだ完成品の資料が公開されていなかった こともあり、櫂 として

分類 して資料紹介 している。中在家南遺跡では打棒 とは全 く形態が異なる櫂 (第 552図 2:L l123・第 553図 1:L948)
が出上 しているので、打棒及びその類似木製品は櫂 と別の用途の位置づけが必要である。

注 8 山口譲治は「拾六町ツイジ遺跡」『福岡市埋蔵文化財調査報告書第 92集』福岡市教育委員会 1983に おいて当該木製品

を「有柄木製品」 とし「有柄木製品は、農具 と考えられるが、用途については不明である。」 と報告 している。

また拾六町ツイジ遺跡から出上した有柄木製品に類似する木製品は、奈良県唐古遺跡 (末永雅雄他『大和唐古弥生式遺

跡の研究』京都帝国大学文学部考古学研究報告第 16冊 1943 図版七五 (―))か らも I期のものが出上 してする。

注 9 大江正行は本木製品について「日高遺跡J『関越 自動車道 (新潟線)地域埋蔵文化財調査報告書第 5集』 (群馬県教育委

員会・財)群馬県埋蔵文化財調査事業団 1982に おいて、器種を「農具未製品Jと し、特に用途についてはふれていない。

注 10 山田晶久は「新保遺跡 IJ『関越自動車道 (新潟線)地域埋蔵文化財調査報告書第 10集』群馬県教育委員会・財)群
馬県埋蔵文化財調査事業団 1986に おいて、第 23図 3・ 4を「有柄 J字形木製品」と呼び「有柄 J字形木製品は、縄文時

代の木製遺物のなかには全 くみることができないもので、 (中略)弥生時代の木製品組成の一部 を構成 ものと考えられ

る。」 としているが、具体的用途についてはふれていない。

注 11 宮崎哲治は「林・城坊遺跡」『高速東道路建設に伴 う埋蔵文化財調査報告書第 2冊』香川県埋蔵文化財研究会 1993に

おいて、第 23図 7を「小型鋤状木製品」と呼び第 23図 8。 9をその未製品としたうえで、用途については「土を起 こす

起耕具 として使用された可能性を提起するにとどめ今後の類例の増加に期待 したい。」としているが、これは第 23図 7の

資料を、別に出上 している「掘 り棒」状の木製品 と同一視線 した結果の想定であり、形態の異なる「掘 り棒」状の木製品

とは分けて考えるべきであろう。

注 12 菅谷通保は「国府関遺跡」『(財長生郡市文化財センター調査報告第 15集』財)長生郡市文化財センター 1993に おい

て、当該資料を注 10を引用して「有柄 J字形木製品Jの類品として取扱い、「用途を推定する材料 は得 られなかった云々」

としている。第 23図 10・ 11を「有柄 J字形木製品」の名称の範疇でとらえることの賛否は別 として、両者を同一用途 と

考える点では本文の考えと一致する。

注 13 山田晶久は「新保遺跡 I」 において、第 23図 12に ついては「長柄鍬」の分類で取 り扱っているが、その説明文にあ

るように「先端部はかえって厚 くなっている。」という点で鋤に分類することは鋤の機能から考えても妥当性に欠けるも

のと思われる。

注 14 名久井文朗 1989「岩手の雑穀 北部北上山地にコメ以前の文化を探る」岩手県立博物館調査研究報告書第 5冊

注 15 青森県郷土館 1978「青森県の農具」青森県民俗資料図録第 5集

注 16 使用対象については、仙台市歴史民俗資料館の伊藤 優氏に当該資料の聞き取 り調査 していただき、その結果を教え

ていただいた。

注 17注 5に同じ。

注 18注 4に同じ。

注 19 佐々木長生 。菊池健策 1993「稲 とくらし」福島県立博物館

注 20 東北歴史資料館 1979「米づ くりと農具」 第 24図 5～ 7,9～ 11の名称 も本書による。

注 21 注 14に 同じ。

注 22 注 19に 同じ。

注 23 樋上 昇 1989「木製農耕具の地域色 とその変遷「財団法人 愛知県埋蔵文化センター年報昭和 63年度』

注 24 注 1と 同様。
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注 25 上原真人 1991「農具の変遷―鍬 と鋤―J『季刊考古学』第 37号雄山閣

注 26 注 25と 同様。

注 27 黒崎 直は「古墳時代の農耕具」『研究論集Ш』奈良国立文化財研究所学報第 28冊 1976に おいて同類の資料について

はじめて「ナスビ形着柄鋤」という名称を使用し、その後同形の木製品は「膝柄鍬 Bな いし膝柄股鍬 B」 (町田章「古墳

時代農耕具の問題点」『平城宮発掘調査報告 X』 奈良国立文化財研究所学報第 39冊 1981)、 「反柄鍬」 (上原真人「木器集

成図録近畿原始篇」 F奈良国立文化財研究所資料第 36冊』奈良国立文化財研究所 1993)、 ナスビ型膝柄鍬ないしいナスビ

型膝柄又鍬」 (財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所「古代における農具の変遷」財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

設立 10周年記念シンポジウム資料)な どと呼ばれている。

注 28 樋上 昇 1993「木製農耕具研究の一視点 ―ナスビ形農耕具の出現から消滅 まで一『考古学フォーラム』第 3号 考

古学フォーラム

注 29 松下 勝他 1987「淡路 。志知川沖田南遺跡」『兵庫県文化財調査報告書第 40冊』兵庫県教育委員会

注 30 中山 彰 1981「長岡京跡修理職第 1次分布調査概要」『日向市理蔵文化財調査報告書第 7集』日向市教育委員会

注 31 樋上 昇は前掲の論文においてナスビ型鍬を、軸部が非常に長大化 したものを「山陰系ナスビ形農耕具」、軸部短めで

股鍬の刃部の幅が広 く偏平北したものを「畿内・瀬戸内系ナスビ形農耕具」 とよび、「畿内・瀬戸内系ナスビ形農耕具」

が北陸地方に入って刃部にスリット状のスカシをもつようになったものを「北陸系ナスビ形農耕具」と呼び、中在家南遺

跡及び押口遺跡の資料をもとに、「これら東海系曲柄鍬・北陸系ナスビ形農耕具は北関東あるいは南関東か ら北上 し、仙

台にまでたっしている。」 としている。

注 32注 28に同じ。

注 33 矢田 勝地 1991「 長崎遺跡 I(遺構編)」 『静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告第 27集』財団法人静岡県埋蔵文化財

調査研究所及び矢田 勝地 1992「長崎遺跡H(遺構編 )」 『静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告第 39集習財団法人静岡

県埋蔵文化財調査研究所

注 34 兵庫県玉津田中遺跡にIII期の例がある。 (上原真人 1993「木器集成図録 近畿原始篇」『奈良国立文化財研究所資料第

36冊』奈良国立文化財研究所による。)

注 35 菅原俊行・安田忠市 1986「地蔵田 B遺弥」秋田県教育委員会

注 36 桐生正一他 1986「湯舟沢遺跡」『滝沢村文化財調査報告書第 2集』滝沢村教育委員会

注 37 猪狩忠雄 1985「龍門寺遺跡」『いわき市埋蔵文化財調査報告第 11冊』財)いわき市教育文化事業団

注 38 佐藤信行他 1978「上ノ原 A遺跡」『宮城県―迫町文化財調査報告書第 3集』一迫町教育委員会

注 39 庄子 敦他 1990肝U府町郷楽遺跡 H」『宮城県文化財調査報告書第 134集・不U府町文化財調査報告書第 5集』宮城県教

育委員会・利府町教育委員会

注 40 宮本長二郎 1986「 2住居 と倉庫」『弥生文化の研究  7弥生集落』雄山閣

注 41 樋上 昇 1990「弥生時代中期における木製農耕具の器種組成について」『岡島遺跡』財団法人愛知県埋蔵文化財センタ

ー調査報告書第 14集

注 42注 31に同じ。
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東北大学理学研 究科

農水省森林総合研究所

東 京 学 芸 大 学

木

城

葉

鈴

能

松

三男

修一

礼子

中在家遺跡群は仙台平野の東部、仙台湾に近い低地に位置し、現在まで水田として利用されてきたところにある。

西の奥羽脊梁山脈の山地から仙台平野に流れ出た広瀬川 と七北田川 (ななきたがわ)に挟まれ、それらの自然堤防

と仙台湾の浜堤群により後背湿地となっているところであり、今回、木製品の樹種を報告するのは中在家南遺跡 と

そこから北東に約 500メ ー トル離れた押口遺跡からの出土品である。これらの調査区内には上記河川の平野内の小

支流である河川跡が検出され、そこから弥生時代中期、古墳時代前期 。中期を中心とした大量の木製品が自然木 と

ともに出上した。特に弥生時代中期の水田農耕具が大量に、しかも保存の極めて良い状態で出上し、東北地方にお

ける初期水田農耕の実体を解きあかす上で極めて貴重な資料を提供している。ここでは、中在家南遺跡から出上し

た木製品 ■10点、押口遺跡から出土した木製品 164点 と自然木 254点の樹種を報告する。なお、中在家南遺跡の

■10点 のうち、473点 はパ リノ・サーヴェイ (株)に よって同定されたものである。本報告ではパ リノ・サーヴェ

イ (株)か らの同定結果報告も含んで扱かった。樹種名等に対する扱いについては、考察の頂を参照されたい。

これら全部で 1528点の試料から針葉樹 8種、広葉樹 53種、竹笹類 1種が同定され、 7点が同定不能あるいは未

同定のままとなった。全試料の同定結果を標本番号順に付表に示すとともに、同定された樹種の形質について以下

に略記し、鈴木らによって同定された 56樹種についてはその顕微鏡写真を図版に示した。

同定された樹種

| カヤ  Torreya nucifera Sieb.et Zucc.ィ チィ科

顕微鏡写真 図版 la―c(MYG 938)

出上材は黄褐色をして保存性が大変良 く、硬 く、年輪があまり目立たない針葉樹材である。早材部は断面方形の

仮道管からなり広 く、晩材部は狭 く、早材から晩材への移行は緩やかである。軸方向要素は仮道管のみからなり、

仮道管の内壁には2-3本がまとまった顕著ならせん肥厚がある。放射組織は単列で背はあまり高 くなく、柔組織の

みからなり、細胞内に樹脂様物質の蓄積はあまり認められない。分野には小型でスギ型の開孔部を持つ壁孔が 2-4

個ある。以上の形質からカヤの材と同定した。

カヤは宮城、山形県以南の本州、四国、九州の暖地に広 く分布し、幹直径 1メ ー トル、樹高 30メ ー トルに達する。

材は木理が通直で、硬 く強靭で、しかも加工が容易で保存性に優れているので建築材、器具材、彫刻材 (仏像)な
どに良 く使われる。

2 イヌガヤ  Cepha10taxus harringtonia(Knight)K.Kochイ ヌガヤ科

顕微鏡写真 図版 2a―c(MYG-1679)

カヤ同様、保存性に特に優れている木材で、出土材は淡黄褐色を呈する。年輪はほとんど目立たず、早材部仮道

管は直径小さくて壁が厚 く、晩材部はほんの僅かしかなく、早材から晩材への移行は緩やかである。樹脂細胞が均

―に散在し、黒褐色の樹脂様物質は認められず、水平壁は数珠状に肥厚する。仮道管の内壁には顕著ならせん肥厚

がある。放射組織は単列で背は低 く、柔細胞のみからなる。分野壁孔は大変小さいトウヒ型で、1分野当たり1～数
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個である。以上の形質からイヌガヤの材 と同定した。

イヌガヤは岩手県の海岸部以南西の暖地に生える常緑小高木で、幹直径 30セ ンチ、高さ10メ ー トル位になる。

本州の日本海側、東北北部、北海道の多雪地帯には変種のハイイヌガヤ var.nana(Nakai)Rhederが分布してい

る。これは幹が這うもので、高さ2メ ー トル、幹太さ 6セ ンチ程度にしかならないが、丸木弓やたも網の枠などの

用途には十分使える。

3 モ ミ属  Abiesマ ツ科

顕微鏡写真 図版 3a―c(MYG 904)

出土材は通常黒褐色を呈 し、年輪がよく目立つ針葉樹材で、年輪は幅広 く、早材部が広 く、晩材部はやや狭いか

狭い。早材部仮道管は断面方形でやや太 く、薄壁、晩材部仮道管は断面は接線方向に扁平な長方形で、壁が厚い。

早材から晩材への移行は緩やかかやや急。年輪界に希に樹脂細胞がある。放射組織は柔細胞のみからなり、単列で

しばしば背がかなり高 くなる。柔細胞の水平、垂直壁はモミ型壁孔 となる。分野壁孔は中位の大きさのスギ型で 1

分野当たり2個。以上の形質からモミ属の材 と同定した。

モミ属には本州の温帯に広 く分布するモミ、太平洋側の冷温帯に分布するウラジロモミ、亜高山帯に分布するシ

ラベ、アオモリトドマツ、北海道にのみ分布するトドマツがあり、材構造での識別は困難である。しかし、モミが

平野部および近傍の丘陵部に普通に多産することから、遺跡出土材はほとんどがモミであると考えられる。モ ミ

Abies firma Siebold et Zuccariniは 、岩手県および能登半島以南西の本州、四国、九州の暖温帯上部から中部に

かけて広く分布する常緑高木で、幹直径 1メ ー トル、樹高 30メ ー トル以上になる。木理逼直で肌は粗 く保存性低 く

軽軟であるが、加工が容易であり、また、かつては本州の平野部や丘陵部に大量に存在していたことから、良 く利

用されてきている。

4 アカマツ  Pinus densiflora Sieb.et Zucc.マ ツ科

顕微鏡写真 図版 4a―c(MYG l134)

出土材は褐色を呈する針葉樹で、年輪は明瞭で、幅が大変広 く、広い早材部 と晩材部を持つ。早材部仮道管はや

や太 く断面方形、晩材部仮道管は補足接線方向に長い扁平な長方形で壁が厚いЬ垂直樹脂道およびその周囲の分泌

細胞が壊れた大きな空隙が年輪のあちこちに存在する。放射組織は単列のものと水平樹脂道を持つ紡錘形のものが

あり、柔細胞、放射仮道管、それに水平樹脂道を取 り囲む分泌細胞からなるが、分泌細胞はほとんど壊れている。

分野壁孔は大きな窓状で 1個、放射仮道管の内壁は鋭い鋸歯状の突起が多数ある。以上の形質からアカマツの材 と

同定した。同じグループのクロマツの材 とは放射仮道管の鋸歯上突起が鋭い事によって区別される。

アカマツは本州、四国、九州、それに朝鮮半島の冷温帯から暖温帯にかけて普遍的に分布する常緑高木で、 とく

に冷温帯および内陸部に多い。幹直径 1メ ー トル、樹高 30メ ー トルを越え、樹脂を多量に含む。材は淡責白色で芯

材は赤身を帯び、木理は通直で肌は粗い。樹脂が多いので加工が難 しいが水湿に良 く耐える。

4'マ ツ属複維管束亜属  Pinus subgen.Diploxylonマ ツ科

パリノ・サーブェイ (株)に よって同定されたもの。複維管束亜属に含まれる当遺跡群出土材はアカマツかクロ

マツと考えられるが、いずれであるかは分らない。しかしここではアカマツに含めて集計した。

5 スギ  Cryptomeria japonica D.Don スギ科

顕微鏡写真 図版 5a―c(MYG 936)
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出土材が黒褐色を呈する針葉樹材で、埋れ木状態での保存性は良い。年輪は広いかやや狭 く、広い早材部とやや

広いか狭い晩材部からなり、年輪界は極めて明瞭である。早材部仮道管は断面が放射方向に長い長方形あるいは方

形で直径が大きく薄壁であり、晩材部仮道管は接線方向に扁平な長方形で壁が大変厚 く、早材から晩材への移行は

緩やかかかなり急である。樹脂細胞は主に晩材部に散在し、黒褐色の樹脂様物質があり、水平壁は平滑である。放

射組織は単列で柔細胞のみからなり、背はかなり高 くなる。分野壁孔は大型で水平方向に長軸を持つ楕円形で、開

孔部も同様で大きく、 1分野当たり2個ある。以上の形質によリスギと同定 した。

スギは青森県、岩手県以南の本州、四国、九州の温帯に分布する常緑高木で、最も良 く植林、植栽される。我が

国で最も大きくなる樹木で、材は辺材は白く、芯材は奇麗な赤みを帯び、木理通直、肌は粗 く、軽軟強朝で割裂性、

加工性がよい。芯材には独特の香がある。建築材、器具材、土木用材等ありとあらゆる用途がある。

6  ヒノ =辛  Chamaecypatts obtusa Sieb.et Zucc. ヒノキ科

年輪が一般に狭 く、特に晩材部が極端に狭い針棄樹材で、出土材の内部構造の保存は余 りよくない。早材部仮道

管は断面方形で薄壁、晩材部では接線方向に扁平、早材から晩材への移行は急である。樹脂細胞は晩材部付近に散

在する。樹脂細胞内には黒褐色の樹脂様物質が含まれ、水平壁は数珠状に肥厚する。放射組織は単列で背は低 く、

柔細胞のみからなる。分野壁孔は中型で輪郭丸 く、開孔部は狭い トウヒ型～それより広いヒノキ型、開孔部の長軸

は斜目であり、 1分野当た り通常 2個ある。以上の形質からヒノキの材 と同定したが、出土材の保存がよくないこ

とと遺物の時代が新しいことから、顕微鏡写真は割愛した。

ヒノキは関東以西の本州、四国、九州の主に冷温帯に分布する常緑高木で、幹直径 1メ ー トル、樹高 30メ ー トル

以上になる。材は辺材淡黄白色、芯材淡責褐色で香があり、木理通直で肌目細かく、木目美しい。緻密でほど良い

硬さを持ち強朝で、加工性、保存生に優れ、日本産の針棄樹材ではコウヤマキに次いで良質の材であり、建築材、

各種器具材、彫刻材を始め、ありとあらゆる用途がある。遺跡出土材では特に巨大建築の柱、建具材、曲げ物、木

簡などで出土例が多い。

6'ヒ ノキ属  Chamaecyparisヒ ノキ科

パ リノ・ サーヴェイ (株)に よって同定されたもの。この属にはヒノキとサフラがあるが、そのいずれであるか

は分らない。しかし、鈴木らが同定した限りではサフラは検出されていないので、ここではヒノキに含めて集計 し

た。

7 クロベ  Thuia standishii(Gordon)Carr.ヒ ノキ科

顕微鏡写真 図版 6a―c(MYG 1013)

年輪が比較的目立つ針葉樹材で、出土材の保存性は良い。年輪はやや狭いか、時にやや広 く、早材は広 くあまり

太くない断面方形の仮道管からなり、晩材部はやや広いか狭 く、接線方向に扁平な厚壁の仮道管からなり、早材か

ら晩材への遺構は緩やかあるいはやや急である。樹脂細胞が主に晩材部に散在し、黒褐色の樹脂様物質を含み、水

平壁は厚 く、数珠状に肥厚する。放射組織は柔細胞からなり、背は高 くない。分野壁孔は中ないし小型で水平方向

にやや長い楕円形でスギ型、 1分野に2-4個ある。以上の形質からネズコ (ク ロベ)の材 と同定した。ヒノキやア

スナロに良く似るが、ヒノキとは分野壁孔が小さくてスギ型であること、晩材部の量が多いことなどで区別される。

アスナロとは分野壁孔がスギ型 (ア スナロはトウヒ型あるいはヒノキ型)で区別される。

クロベ (別名ネズコ)は青森県以南の本州、四国の冷温帯に分布する常緑高木で、直径 60セ ンチ、樹高 30メ ー

トル位になる。材は辺材黄色、芯材淡黒褐色で、木理は通直、肌は粗、軽軟で割裂性、加工性は良い。建築材、器
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具材などに用いる。

7'ア スナ ロ ThuiOpsis dolabrata(Lin.fil.)Sieb.et Zucc.ヒ ノキ科

パ リノ・サーブェイ (株)に よって同定されたものが 1点ある。分野壁孔が大変小さく開孔部が トウヒ型である

ことによって区別される。北海道南部から九州にかけての冷温帯に生える常緑高木で、幹が立ち上がる前にしばし

ば枝が旬葡して林床いっぱいに広がることがある。分布域の北のものは球果の鱗片の先端がとがることなどから変

種のヒノキアスナロ (いわゆるヒバ)と して区別される。樹高 30メ ー トル、幹径 80セ ンチになり、材はやや堅 く、

強靭できめ細か く、保存性が大変良い。建築材、各種器具材などに広 く用いられる。

8 オニグル ミ Jugians mandshurica Maxlm.var.sachalinensis(Miyabe et Kudo)Kitamura

枝 。幹材 顕微鏡写真 図版 7a―c(MYG 685)、 根材 顕微鏡写真 図版8a―c(MYG-662)

中型で丸い道管が散在状あるいは幅の広い年輪ではルーズな放射状に配列する散孔材で、木部柔組織が単細胞幅

で長 く接線方向に並ぶ。道管の穿孔は単一で、側壁の壁孔はやや大きめの小孔紋で交互状に密に配列する。放射組

織は35細胞幅で細長い紡錘形をなし、同性である。これらの形質からオニグルミの材と同定した。また、根材で

は道管直径が枝・幹材より太かったり、あるいは細かったりし、道管数が少なく、壁が薄い。繊維細胞は壁が薄 く

かつ短い。放射組織は背が低 く、構成細胞の直径が大きく、方形細胞に似てくる。

オニグルミは広 く全国の冷温帯から暖温帯上部の水湿地に分布する落葉高木で、実が食用となることか ら縄文時

代以来、よく利用されている。材質は軽軟で緻密で粘 りがあり、各種器具材、特にラケットなどの運動具、鋏砲の

銃床、各種の家具などの特用がある。

9  サ ワグル ミ  Pterocarya rhoifolia Sieb.et Zucc. クルミ科

顕微鏡写真 図版 9a―c(MYG 645)

オニグル ミに良 く似た散孔材で、それより道管はやや細 く、放射方向への配列もあまりはっきりしないことが多

い。オニグルミとの明瞭な違いは放射組織が通常 2細胞幅と狭いことで、希に 3細胞幅になることはあるが、 4細

胞幅以上になることは無い。背もあまり高 くなく、非常に細身の紡錘形である。これらのことからサワグル ミの材

と同定した。

サワグルミは北海道南端以南の本州、四国、九州の、主に冷温帯の水湿地に多い落葉高木で、果実は食用 とはな

らない。材質はオニグルミより柔らかく、箱、桶、家具などの器具材に用いられる。

10 ヤナ ギ属  Salixヤナギ科

顕微鏡写真 図版 10a一c(MYG 546)

小型の精円形の環孔が均―に年輪内に分布する散孔材で、年輪界付近では道管はかなり細 くなる。道管は単独あ

るいは24個放射方向に複合し、道管の穿孔は単一、道管相互の壁孔はやや大きめの小孔紋で交互状に密に分布す

る。道管内壁にはらせん肥厚は無い。放射組織は単列異性で、道管―放射組織間壁孔は大振 りの多角形ないし楕円形

で密に集まり、蜂の巣状を呈する。以上の形質からヤナギ属の材 と同定した。ヤナギ属には多数の種があ り、道管

の太さや密度などに変異はあるものの、互いによく似ていて、種を識別するのは困難である。

ヤナギ属は広 く全国の山野や水湿地に普通に生える落葉高木～低木で、特に湿地に多い。材は一般に軽軟で脆 く、

箱物やマッチの軸、薪炭材などの用途がある。また、低木性のコリヤナギなどは枝条が柔軟で、柳行李などの編物

に用いられる。
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H ハ ン ノ キ属 ハ ン ノキ節  Alnus sect.G即 阻othursus カバノキ科

顕微鏡写真 図版 Il a―c(MYG 877)

薄壁で多角形～楕円形の小道管が均―に分布する散孔材で道管の穿孔は横棒が 20本 くらいからなる階段状、側壁

の壁孔は微少な小孔紋で交互状に密に分布 し、道管内壁にはらせん肥厚はない。木部柔組織は散在する。放射組織

は単列同性 と集合放射組織がある。以上の形質からブナ科ハンノキ属のハンノキ節の材 と同定 した。

東北地方ではハ ンノキ節の樹木は、低湿地に多いハ ンノキ Alnus japonica(Thunb.)Steud.と 山地、丘陵地の斜

面や沢沿いに多いケヤマハ ンノキ Alnus hirsuta Turcz.がある。いずれも成長の早い落葉高木だが、材質は前者 は

軽軟で後者はやや堅硬ではある。身近にあるので建築材や器具材などによく利用されるが、いずれもよい材質 とは

いえず、マッチの軸木や廉価な割 り箸などによく用いられる。樹皮や果実か らタンニンを採 り染料に利用する。 ま

た、根粒 をつ くることか ら、肥料木 としても利用される。

H'ハ ンノキ属  AInusカバノキ科

パリノ・ サーブェイ (株)に よって同定された。日本のハンノキ属にはハンノキ節 と集合放射組織がほとんど現

れないヤシャブシ節、ミヤマハンノキ節などがあるが、いずれかはわからないが、ここではハンノキ節に含めて集

計した。

12 クマシデ属 イヌシデ節  Carpitts sect.Eucarpinusカ バノキ科

顕微鏡写真 図版 12a― c(MYG 882)

単独あるいは25個 くらいが複合した精円形の小道管が放射方向にやや集まる散孔～放射孔材で、道管の穿孔は

単一、側壁の壁孔は小孔紋で交互状、内壁にはらせん】巴厚がある。木部柔組織は単細胞幅で接線方向にやや連なっ

たものが晩材部でよく目立つ。放射組織は 1-3細胞幅の同性放射組織 と集合放射組織がある。これらの形質からク

マシデ属のイヌシデ節の材 と同定した。

東北地方の平野丘陵部にはイヌシデ節のイヌシデCarpinus tschonoskii Maxim。 やアカシデ Carpinus laxifolia

(Sieb.et Zucc.)Blumeが あり、特に二次林にはイヌシデが多い。ヤゝずれも落葉小高木～高木で、材質は堅 く、緻

密で、杖、柄、特に農具の柄などによく用いられる。

13 クマシデ属 クマシデ節  Carpinus sect.Distegocarpus カバノキ科

顕微鏡写真 図版 13a―c(MYG 1033)

イヌシデ節に良 く似た散孔～放射孔材で基本的な形質は一致するが、道管の穿孔がしばしば横棒の数が 10数本 と

数の少ない階段状になることにより区別され、同じクマシデ属のクマシデ節の材 と同定した。

東北地方の山野丘陵の沢沿いや斜面にはこの節のサワシバ Carpinus cordata Blumeと クマシデ Carpinus

iapO�Ca Blumeが ある。両者とも落葉高木～小高木で、材質は堅 く緻密で粘 りがあり、やはり杖、柄、特に農具の

柄などに用いられる。

14 アサ ダ  Ostrya iaponica Sarg.カ バノキ科

顕微鏡写真 図版 14a一 c(MYG 1001)

単独あるいは数個が放射方向に複合した楕円形の管孔が均―に分布する散孔材で、管孔のサイズは年輪界付近に

向けて順次小さくなる。単細胞幅の木部柔組織が接線方向に並び、晩材部でよく目立つ。道管の穿孔は単一、側壁

の壁孔は小孔紋で交互状に密に並び、内壁にはらせん肥厚がある。放射組織は13細胞幅の同性で、スマー トな紡
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錘形をしており、時に単列の翼部が高 くなる。これらの形質からアサダの材 と同定した。

アサダは広 く全国の冷温帯から暖温帯上部にかけて分布する落葉高木で、山間の沢沿い斜面に多い。材は堅 く、

割裂、加工性は難しいが、きめが細か く、仕上が りが美しい。各種柄類、軸木、船の櫓などに用いられる。

15  ク リ  Castanea crenata Sieb.et Zucc, ブiォ 科

顕微鏡写真 図版 15a c(MYG 886)

遺跡出土材の芯材は漆黒 となりきわめて堅いが、辺材は淡褐色～赤褐色に着色し、乗らかい。年輪のはじめに円

～精円形、卵形の大道管が一列に並び、そこから順次径を減じ、晩材部では薄壁多角形の小道管が道管状仮道管、

周囲状仮道管、木部柔組織 とともに火炎状の紋をなす環孔材。道管の穿孔は単一、側壁の壁孔はやや大振 りの小孔

紋で交互状、やや隙間を開けて配列する。らせん肥厚はない。木部柔組織は周囲状及び単細胞幅の独立帯状で晩材

部で目立つ。放射組織は単列同性で背は低い。道管―放射組織間壁孔は不定形の楕円形で大振 り、概状にきちんと並

ぶことはない。以上の形質からクリの材 と同定 した。

クリは北海道南部から本州、四国、九州の冷温帯から暖温帯に広 く分布する落葉高木で、幹直径 1メ ー トル、樹

高 20メ ー トルほどとなる。辺材は柔らかいが芯材は極めて堅 く、割裂が容易で耐久力、保存性は大変よい。大型建

造物から一般の家屋の柱や土台回り、屋根葺き材、その他あらゆる部分に用いられるほか、家具、農具、などあら

ゆる部分に用いられ、また土木用材、鉄道枕木、下駄、薪炭材などの特用があった。

16 ブナ属 Fagusブナ科

顕微鏡写真 図版 16a―c(MYG 876)

薄壁で多角形の管孔が密に均―に分布する散孔材で、管孔の大きさは年輪界に向かって順次小さくなる。道管の

穿孔は単一及び横棒が 10本 くらいと数の少ない階段状で、道管内壁にらせん肥厚はない。木部柔組織は散在状及び

短接線状。放射組織は 1-数細胞幅の狭 くて背の低いものから10細胞以上 となり肉眼で見えるほど幅広 く背の高い

大きなものまであり、ほぼ同性である。これらの形質からブナ属の材 と同定した。

ブナ属には北海道南部から九州鹿児島県までの冷温帯に広 く分布するブナ Fagus crenata Blumeと 本州、四国、

九州の冷温帯下部から暖温帯上部の太平洋側に分布するイヌブナ Fagusjaponica Ma� m.がある。いずれも幹直径

1メ ー トル、樹高 30メ ー トルに達する落葉大高木であるが、材構造は互いによく似ていて識別は困難である。仙台

市付近では丘陵地帯にイヌブナとブナが分布し、山地に入るとブナのみが分布する。ブナの材は堅硬緻密で割裂が

容易で保存性は低いが加工性はよく、建築材、家具材、器具材など広 く用いられるが、漆器椀の木地などの特用が

ある。イヌブナの材はブナに比べると脆 く、材質は劣るが、ブナ同様の用途がある。

17 コナ ラ属 クヌギ節  Quercus sect.Aegilops ブナ科

顕微鏡写真 図版 17a―c(MYG 840)

年輪のはじめに丸い大道管が一列に並び、そこから順次径を減じて晩材部では中―小型で丸い道管が放射方向に配

列する環孔材。遺跡出土材では通常赤褐色に着色する。道管の穿孔は単一、道管内壁にらせん肥厚はない。木部柔

組織は周囲状、散在状及び独立帯状で、晩材部でよく目立つ。放射組織は単列同性 と極めて大きな複合放射組織で、

後者にはしばしば結晶細胞を含む。道管―放射組織間壁孔は縦長の楕円形で概状に並ぶ。以上の形質からコナラ属の

うち、クヌギ節の材 と同定した。

クヌギ節には岩手県以南の暖温帯の、特に二次林や農家周辺、低湿地に広 く分布するクヌギ Quercus acutissima

Carr。 と関東以西、特に西 日本の暖温帯の山地丘陵の農家周辺や二次林に分布するアベマキQuercus variabilis

344
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Blumeの 2種類があるが、材構造での区別は困難である。しかし、仙台市付近にはクヌギは普通にあるもののアベ

マキは分布 しておらず、当遺跡出土材はクヌギであると判断される。クヌギは成長がよく幹が通直な落葉高木で、

幹径 50セ ンチ、樹高 15メ ー トル くらいになる。材質はやや堅 く、木理通直で割裂性、特にミカン割 りが容易であ

り、柾 目の板 を容易にとることができる。現在ではあまり用途はな く、柄類、桶類、草軸、下駄、薪炭材などで、

椎茸のほだ木によく用いられる。

18 コナ ラ属 コナ ラ節  Quercus sect.Prinus ブナ科

顕微鏡写真 図版 18a―c(MYG 903)

クヌギ節に似た環孔材だが、晩材部の道管が薄壁多角形で細 く、クリ同様に周囲状仮道管、道管状仮道管などと

ともに火炎状の紋をなすことで区別されることから、コナラ節の材 と同定した。

コナラ節には北海道南部から九州までの冷温帯下部から暖温帯の二次林に広 く分布するヨナラ Quercus serrata

Thunb.、 北海道から九州までの冷温帯から暖温帯上部に広 く分布するミズナラQuercus mOngolica Fish.var.

grosseserata Rhed.、 主に中部地方以西の冷温帯から暖温帯に希に分布するナラガシフ Quercus aliena Blume、 北

海道から九州の冷温帯、暖温帯に分布するカシフ Quercus dentata Thunb。 などがあるが、材構造での区別 は困難で

ある。仙台市付近の平野丘陵にはヨナラが普通に分布し、丘陵から山地にかけてはミズナラが普通に分布 している。

コナラは幹径 50セ ンチ、樹高 20メ ー トル くらいになる落葉高木で、材質はやや堅 く、肌目は粗い。建築材、器具

材、薪炭材に用いられる。ミズナラは幹径 1メ ー トル、樹高 30メ ー トルになる落葉大高木で、材質は大変よく、重

硬で緻密なため加工は難しいが木目美しく仕上が りが重厚で家具材 としては第 1級である。机、テーブル、書庫な

どの家具材のほか建築材、各種器具材など極めて広い用途がある。 ミズナラ、コナラとも薪炭材、椎茸のほだ木に

用いられる。

19 エ ノキ属  Celtis エレ科

顕微鏡写真 図版 19a― c(MYG-2143)

遺跡出土材は淡褐色で軟質のものが多い。年輪のはじめに中一大型の道管が 1-3層 くらいに並び、そこから順次

径を減じて、晩材部では薄壁多角形の小道管が斜目接線方向に集まって斜上した文様をなす環孔材。道管の穿孔は

単一、側壁の壁孔は小孔紋で交互状、小道管内壁にはらせん肥厚がある。木部柔組織は周囲状。放射組織 は単列の

ものから10細胞幅を越える大きなものまであり、標本によってはさほど広 くないものもある。単列のものや単列の

翼部が方形あるいは直立細胞からなり、時に結晶を含む。以上の形質からエノキ属の材と同定した。

エノキ属には東北中央部以南の本州、四国、九州の暖温帯から冷温帯下部にかけて広 く分布するエノキ Celtis

sinensis Pers.var.iapOnica Nakaiと ,ヒ海道から九少Hま での暖温帯、冷温帯に時に生えるエゾエノキ Celtis ies―

soettis Koidz.が ある。両者の材構造はよく似ていて区別は難 しい。エノキは幹直径はしばしば1メ ー トルを超える

大木 となる落葉樹で、材質は比較的堅 く、加工しにくい。建築材、器具材、滑車、薪炭材などに用いられる。

20 ニ レ属  Ulmusニ レ科

顕微鏡写真 図版 20a c(MYG 889)

年輪のはじめに楕円形の大道管が Ⅲ3層 くらい並び、そこから順次径を減じて晩材部ではエノキ同様、薄壁多角

形の河ヽ道管が斜目接線方向に多数集まって波状の紋をなす環孔材。道管の穿孔は単一、側壁の壁孔はやや大振 りの

小孔紋で交互状に密に分布し、小道管の内壁には顕著ならせん肥厚がある。木部柔組織にしばしば結晶細胞がある。

放射組織は同性多列できれいな紡錘形となる。以上の形質からニレ属の材 と同定した。
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エレ属には北海道から九州の冷温帯に広 く分布するハルニレUlmuS davidiana Pl.var.japonica(Rhed。 )Nakai

とオヒョウUlmus lacciniata(Trautv.)Mayr、 それに西日本の暖温帯に分布するアキニレ UlmuS parvifolia Jacq.

があり、アキニンは道管の形態と配列が異なることから区別されるので、遺跡出土材はハルニレかオヒョウである。

いずれも幹径 1メ ー トル、村高 30メ ー トルに達する落葉大高木で、材はやや堅 く、木理通直で弾性があつて割裂困

難で加工は難しい。建築材、家具、各種器具材に用いられる。オヒョウの樹皮からアイヌが繊維をとリアツシ布を

織る。

21 ケヤキ  Zelkova serrata Thunb.ニ レ科

顕微鏡写真 図版 21a一 c(MYG 899)

ニレに良 く似た材だが年輪はじめの大道管は通常 1列で急激に晩材部の小道管に移 り変わること、放射組織の上

下辺の細胞は大きく、しばしば結晶差を持つことにより区別される。また、遺跡出土材は通常鮮やかな赤褐色～黒

褐色を呈する。

ケヤキは本州から九州の冷温帯下部から暖温帯に広 く分布する落棄大高木で、しばしば幹径 2メ ートル、樹高 30

メー トルを超える。幹は通直で大材が得易 く、材質は木理通直で光沢があって美しく、やや堅 くて弾力があり、割

裂容易で加工しやすく、極めて優秀である。寺院などの大型建造物の建築材、一般家屋の大黒柱、大板材、など建

築のあらゆる部分を始め、家具調度品、ありとあらゆる器具、特に農具、日、杵、太鼓、容器類、漆器木地など大

変よく用いられる。

22 ヤマグワ Morus bombycis Koidz.ク ワ科

顕微鏡写真 図版 22a― c(MYG 1000)

大型で楕円形の道管が年輪はじめに 1-3層 くらい並び、そこから径を減じて晩材部では薄壁多角形の小道管が集

まって塊状をなす環孔材。道管の穿孔は単一、側壁の壁孔はやや大振 りの小孔紋で交互状に密に分布し、小道管の

内壁には顕著ならせん肥厚がある。木部柔組織は周囲状、放射組織は多列の異性で幅には変異がある。遺跡出土材

はしばしば鮮やかな赤褐色に着色する。以上の形質からヤマグワの材と同定した。

ヤマグワは広 く全国の冷温帯から暖温帯にかけての沢沿いなどの適潤地に生える落棄高木で、材はやや堅 く、朝

性があり、光沢あって工作が容易な優秀な材である。耐水性に優れ、建築材、器具材などに用いられる。

23 モク レン属  Magn01ia モクレン科

顕微鏡写真 図版 23a― c(MYG l151)

楕円形の小道管が単独あるいは放射方向に 2-4個複合して均―に分布する散孔材で、年輪界付近で道管径は小さ

くなり、道管量が少なくなる。道管の穿孔は単一、側壁の壁孔は階段状、らせん肥厚はなく、薄壁のチローシスが

しばしばみられる。放射組織は2-3細胞でスマー トな紡錘形、同性である。以上の形質からモクレン属の材 と同定

した。

モクレン属には全国の冷温帯から暖温帯上部にかけて広 く分布するホオノキMagnolia obOvata Thunb.、 それよ

りもやや標高の低いところに多いコブシMagn01ia kobus DC、 コブシよりもやや標高が高 く、また日本海側の多

雪地帯に多いタムシバ Magnolia salicifolia(Sieb.et zucc.)Maxim。 などが分布する。低木から小高木 となるタム

シバをのぞき、ホオノキ、コブシとも幹径 50セ ンチ、樹高 15メ ー トルを超える落葉高木で、特にホオノキでは幹

が通直である特性がある。ホオノキの材は軽軟緻密で木理通直、肌目は精で早晩材の差が少なく年輪が目立たない

ので加工性がよい良質の材である。建築、各種器具材に用いられるが、下駄、版木、小細工 ものの特用がある。コ
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ブシ材 も同様に用いられる。

24 カツ ラ  Cercidiphyllum japonicum Sieb.et Zucc.カ ッラ科

顕微鏡写真 図版 24a―c(MYG-2073)

楕円形～多角形の薄壁の小道管が単独で密に、均―に分布する散孔材で、年輪界付近でやや道管径が小さくなる。

道管の穿孔は 20本 くらいの横棒からなる階段状、側壁の壁孔も階段状 となり、道管細胞の先端部にのみらせん肥厚

が認められ、また薄壁のチローシスがしばしばみられる。木部柔組織は散在状。放射組織は 1-3細胞幅の異性で、

スマー トな紡錘形で、単列の翼部が時に背が高 くなる。以上の形質からカツラの材 と同定した。

カツラは北海道から九州にかけての冷温帯から暖温帯上部にかけての沢沿いや水湿地に分布する落葉大高木で、

しばしぼ幹径 1メ ー トル、樹高 20メ ー トル以上になる。材は軽軟、木理通直で朝性があり、年輪界が目立たないの

で加工性がとてもよい、良質な材である。建築材、家具、各種器具材、大板材、まな板、各種細工物など広い用途

がある。

25 マタタ ビ属  Actinidia マタタビ科

顕微鏡写真 図版 25a― c(MYG 683)

丸い大きな道管が年輪はじめにあり、それ以外は中～小型の丸い道管が少数散在する環孔材で、年輪幅は一般に

狭い。道管の穿孔は単一で、側壁の壁孔は階段状である。放射組織は直立細胞のみからなる単列放射組織 と多列部

が平伏細胞からなり直立細胞からなる背の高い単列翼部を持つ 3-7細胞幅 くらいの大きな多列放射組織からなる。

以上の形質からマタタビ属の材 と同定した。

分マタタビ属はいずれも落葉性の蔓性木本で、東北地方には全国の冷温帯から暖温帯上部にかけて分布するサル

ナシActinidia arguta(Sieb.et Zucc.)Planch.ex h/1iq。 とマタタビActinidia polygama(S,et Z.)Planch ex

Maxim.、 それに中部以北の本州、北海道に分布するミヤママタタビActinidia kolomikta(Rupr.et Maxim。 )

Maxim.がある。いずれも材はよく似ているので区別は困難である。もっとも太 くなるサルナシの材は朝性が強 く、

柔軟でかずら橋の蔓や、篭編物などによく用いられ、篭編物などはマタタビなども同様に用いられる。いずれも実

が食用になる。

25'ヤ ブツバ キ Camellia japonica Linn.ツ バキ科

顕微鏡写真なし

パ リノ・サーブェイ (株)が同定したもので、角張った微細な小道管が年輪の前半で多 く、後半ではさらに小さ

くなり、また密度もやや低い散孔材で、道管の穿孔は階段状、放射組織は背の低い 2細胞幅 くらいの異性で、直立

細胞がしばしば大きく膨 らんで中に大きな結晶を持つ特徴がある。このことからヤブツバキと同定されている。

ヤブツバキは東北地方中部以南の暖温帯に見 られる高さ8メ ー トル、幹径 30セ ンチくらいになる常緑小高木で、

照葉樹林を特徴づける樹種である。本州の日本海側の多雪地帯には変種のユキツバキが分布しており、幹が這って

低木状 となる。材は緻密で大変堅 くて粘 りがあり、切削加工が困難であるが、堅 くて粘 りがあるので、柄物、割物

など各種器具材に用いられる。古代の西日本では黎にこの木をよく利用する。また、種子から良質の食用油が取れ

る。

25" ヒサカキ Eurya Japonica Thunb.ツバキ科

顕微鏡写真なし
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中在家南遺跡の古墳時代中期の部材 1点がこれである。内部構造の保存が極めて悪 く写真撮影に耐えないため、

その掲載を見合わせた。角張った微細な小道管が均―に分布する散孔材で、道管の穿孔は多数の横棒からなる階段

状、放射組織は典型的な異性で、背の高い直立細胞からなる単列の翼部 と、紡錘状になった 3細胞幅 くらいの平伏

細胞からなる多列部が明瞭に区別される、などからヒサカキと同定した。

ヒサカキはヤブツバキ同様、照葉樹林の指標的な樹種だがそれよりもやや寒冷なところまで分布している。高さ

5メ ートル、幹径 15セ ンチくらいの大低木で、材は緻密で割裂は困難であり、小細工ものに使われる。ヒサカキの

名は緋色の榊の意味で、枝葉を宗教儀礼に用いる。

26 イスノキ  Distylium racemosum Sieb.et Zucc.マ ンサク科

顕微鏡写真 図版 26a― c(MYG 1041)

やや壁が厚 く多角形の微細な小道管が均―に分布する散孔材で、年輪界はほとんど目立たない。道管の穿孔は横

棒が 10本 くらいと少ない階段状。木部柔組織は短接線状で目立ち、時に結晶を持つ。放射組織は異性で、23細胞

幅の平伏細胞からなる多列部 と直立組胞からなる単列の翼部からなり、多列部は背が低い。遺跡出土材では柔組織

に黒褐色の物質がつまり、保存性がよい。これらの形質からイスノキの材 と同定した。

イスノキは東海地方以南の海岸近 くの暖地にはえる幹径 50セ ンチ、樹高 15メ ー トルくらいになる常緑高木で、

照葉樹林の主要な要素の一つである。材は堅硬緻密で年輪は目立たず均質、割裂困難で加工は難しいが仕上がりは

よく、美しい。建築材、各種器具材に用いられるが細工物、特に櫛によく使う。

27  カマ ノ`カ  Pourthiaea villosa(Thunb。 )Decne var,laevis(Thunb.)Stapf バラ赤斗

顕微鏡写真 図版 27a―c(MYG-592)

年輪はじめにやや大きくて丸い小道管が並び、それ以外の部分ではほぼ単独で均―に分布する散孔材。道管の穿

孔は単一。木部柔組織は散在状だが量がやや多 く、日立つ。放射組織はほぼ同性で、1-8細胞幅 くらいと変異が大

きく、背はあまり高 くなくずんぐりした紡錘形 となる。これらの形質よリカマツカの材と同定した。

カマツカ (母種ワタゲカマツカをぶ くむ)は本州、四国、九州の冷温帯から暖温帯にかけての山野に広 く分布す

る落棄小高木で、材は堅硬で朝性があり、割裂困難であるので、各種柄類によく用いられる。

28 ヤマザクラ Prunus,amaSakura Sieb.ex Koidz.バ ラ科

顕微鏡写真 図版 28a― c(MYG 960)

年輪のはじめにやや大振 りの精円形の小道管が単独あるいは 2個複合して比較的密に分布し、それ以外ではやや

小さめの道管が均―に分布する散孔材。道管の穿孔は単一、側壁の壁孔は小孔紋で交互状、内壁には顕著ならせん

肥厚がある。木部柔組織は散在状。放射組織は 1-4細胞幅 くらいの背の高い紡錘形で、同性にやや近い異性である。

道管内にはしばしば黒褐色の充填物があり、遺跡出土材では濃い赤褐色に着色 して保存性がよい。以上の形質から

山桜の材 と同定した。

ヤマザクラは仙台市付近以南の暖温帯に普通に生える落葉高木で、幹径 60セ ンチ、樹高 15メ ー トルくらいにな

る。材はやや緻密堅硬で割裂容易で耐久、保存性が高く、加工性もよい。建築材、家具、各種器具材、小細工もの

など、広い用途に用いられる。

29 サ クラ属  Prunus バラ科

顕微鏡写真 図版 29a― c(MYG 953)
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ヤマザクラに基本的構造化では一致するが、道管が細 く、密度も低い、放射組織のサイズが異なる、などにより

サクラ属の材 と同定した。

30 バ ラ科 ナ シ亜科  Subfam.Maloideaeバ ラ科

顕微鏡写真 図版 30a―c(MYG 664)

丸い小道管が単独で均―に分布する散孔材で、木部柔組織 も散在状である。道管の穿孔は単一、放射組織は23細

胞幅の同性に近い異性で、背は低 く、上下端の 1-2細胞 くらいが方形細胞 となる。これらの形質からバラ科のうち、

ナシ属、ナナカマ ド属などの材 と同定した。

30'ナ ナカマ ド属  Sorbusバ ラ科

パ リノ・ サーヴェイ (株)が同定した。上記のナシ亜科 との区別は難しい。

31 イヌエ ンジュ Maackia amurensis Rupr.et Maxim.var.buergeri(Maxim。 )C.K.Schn.マ メ科

顕微鏡写真 図版 31a― c(MYG 681)

大きな楕円形の道管が年輪のはじめに2-3層に並び、順次径を減じて晩材部では薄壁多角形の小道管が多数集ま

つて接線方向に広がった固まりをなす環孔材で、道管の穿孔は単一、側壁の壁孔は小孔紋で交互状、小道管の内壁

にはらせん肥厚がある。木部柔組織は量多 く、早材部では周囲状、晩材部では翼状 となる。紡錘形あるいは 2細胞

からなるス トランドとなる。放射組織は1-6細胞幅の同性で輪郭が不整の紡錘形 となる。柔組織、小道管、背の低

い放射組織等は層階状に配列する。これらの形質からイヌエンジュの材と同定した。

イヌエンジュは北海道、本州、四国、九州の主に冷温帯に分布する落葉小高木で、幹径 30セ ンチ、樹高 10メ ー

トル くらいになる。材はやや堅硬で重 く、木理が美しいがカロエ性は困難であり、特に芯材部は暗黄褐色で特に堅 く、

極めて録存性がよい。床柱などの建築材、各種家具類、器具類、細工物など広い用途がある。

32 フジ  Wisteria■ oribunda(Willd.)DC.マ メ科

顕微鏡写真 図版 32a― c(MYG-677)

大きな精円形の道管が年輪のはじめに 1層 に並び、晩材部では薄壁多角形の小道管が多数集まって接線方向に広

がつた固まりをなす環孔材で、年輪幅に大きな変異がある。道管の穿孔は単一、側壁の壁孔は小孔紋で交互状、小

道管の内壁にはらせん肥厚がある。木部柔組織は量多 く、早材部では周囲状、晩材部では翼状となる。紡錘形ある

いは 4細胞からなるス トランドとなる。放射組織は 1-5細胞幅の同性で輪郭が不整の背の高い紡錘形 となる。柔組

織、小道管、背の低い放射組織等は層階状に配列する。これらの形質からフジの材 と同定した。

フジは広 く全国の山野に分布する落葉の籐本で、他物にからみついてよじ登 り、成長が旺盛でしばしば幹が 30セ

ンチ近 くなる。材内節部ができるので材そのものの利用はほとんどできないが、蔓が柔軟でものを縛った りするの

に用いられる。

33 シラキ  Sapitlm iapOnicum(Sieb.et Zucc.)Pax et Hoffm.ト ウダイグサ科

顕微鏡写真 図版 33a― c(MYG 976)

丸 くて厚壁の小道管が単独あるいは2-3個放射方向に複合して均―に分布する散孔材で、道管の穿孔は単一、側

壁の壁孔は小孔紋で交互状に密に分布し、らせん肥厚はない。補正者組織は単列異性で、構成細胞のサイズが大き

く、粗雑な感じがする。これらの形質からシラキの材 と同定した。
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シラキは岩手県以南の本州、四国、九州の主に暖温帯に分布する落葉ガヽ高木～低木で、幹径 20セ ンチ、高さ 5～ 8

メー トル くらいになる。材はやや重 くて緻密であるが、量が少ないので小細工 ものに使われる程度である。

33'ユズ リハ属  Daphniphyllumユ ズリハ科

顕微鏡写真なし

パ リノ・サーブェイ (株)が同定した。

34 キハ ダ  Phellodendron amurense Rupr.ミ カン科

顕微鏡写真 図版 34a―c(MYG 987)

年輪はじめに大きな楕円形の道管が単独あるいは 2個複合して配列し、晩材部では薄壁多角形の小道管が多数集

まって斜め接線状の幅広いゾーンをなす環孔材で、遺跡出土材では道管内に黒褐色の物質が蓄積し、しばしば赤褐

色状を呈して保存性がよい。道管の穿孔は単一、側壁の壁孔はやや大振 りの小孔紋で交互状、小道管の内壁には顕

者ならせん肥厚がある。柔組織は周囲状であまりめだたない。放射組織は2-5細胞幅 くらいの同性で、背は低 く、

輪郭が綺麗な紡錘形 となる。これらの形質からキハグの材 と同定した。

キハダは北海道から九州にかけての冷温帯に分布する落葉高木で、幹径 60セ ンチ、樹高 20メ ー トルになる。材

は柔らかいが強 く粘 りがあり、木理が美しく加工性も容易な優秀な材である。飾 りを旨とする建築材、家具、各種

器具材などに用いられる。樹度の内側部分がベルベリンを含んで黄色い「黄葉」で、薬用、染料 とされる。

35 コクサ ギ  Oryxa Japonica Thunb.ミ カン科

顕微鏡写真 図版 35a―c(MYG 864)

微細で薄壁多角形の小道管が多数集まって特有の網目状の文様をなす散孔材。道管の穿孔は単一、側壁の壁孔は

小孔紋で丸 く、間隔のあいた交互状、内壁にはらせん肥厚がある。年輪は目立たないが、年輸界の数細胞層の繊維

状仮道管は断面が接線方向に長い長方形となって整然と並んでいてそれとわかる。放射組織は 1-3細胞幅 くらいの

異性で細胞のサイズが様々で不整である。以上の形質からコクサヾの材 と同定した。

コクサギは本州、四国、九州の冷温帯から暖温帯にかけての沢沿い地や二次林に生える落葉低木で、幹径 10セ ン

チ、村高 4メ ー トルほどになる。材の特別な利用は知られていない。

36 サ ンシ ョウ Zanthoxyltlm piperitum(L.)DC.ミ カン科

顕微鏡写真 図版 36a―c(MYG-758)

楕円形で小型の道管が単独あるいは放射方向に2-3個複合して均―に分布する散孔材で、年輪は目立たない。道

管の穿孔は単一、側壁の壁孔は小孔紋で丸 く、交互状である。放射組織は 1-3列の同性で、背は低 く、綺麗な紡錘

形 となる。これらの形質からサンショウの材 と同定した。

サンショウは全国の冷温帯から暖温帯の山野に広 く分布する落葉低木で、幹径 10セ ンチ、樹高 5メ ー トル くらい

になる。材は堅 く粘 りがあり、折れにくい。樹皮付きのまま播 り粉木棒の特用がある。

37  ヌルラド  Rhus,aVanica L.var.roxburghii(DC.)Rheder ウルシ科

顕微鏡写真 図版 37a―c(MYG-1845)

単独あるいは2-3個放射方向に複合した中―大型の楕円形の道管が 1-3層年輪のはじめに並び、順次径を減じて

晩材部では薄壁多角形の小道管が多数集まって斜め接線状の紋をなす環孔材。道管の穿孔は単一、側壁の壁孔はイヽ
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孔紋で交互状、小道管の内壁にはらせん肥厚がある。放射組織は 1-5細胞幅 くらいのお同性に近い異性で背は低 く、

輪郭が不整な紡錘形 となる。材はしばしば黒褐色に着色する。これらの形質からヌルデの材 と同定した。

ヌルデは北海道南部から九州までの山野、特に二次林に多い落葉小高木で、幹径 30セ ンチ、樹高 10メ ー トル く

らいになる。材は軽軟で木理は粗 く、切削加工容易である。小細工 もの、箱 もの、下駄材などに用いられる。樹皮、

葉に生じた虫えい (五倍子)な どから得るタンニンを染料、薬用とする。

38 ヤマウル シ  Rhus sylvestris Sieb.et Zucc.ウ ルシ科

顕微鏡写真 図版 38a―c(MYG 2085)

ヌルデに良 く似た環孔材だが、晩材部の小道管が放射方向に複合すること、放射組織は背が高いことなどから区

丹」さヤtる 。

ヤマウルシはヌルデ同様全国の山野、特に二次林に普通の落棄低木～小高木で、幹径 515セ ンチ、高さ2～ 8メ

ー トルになる。材は軽軟で特別な用途はない。樹液はわずか出るが漆に使えるほどではない。

39 チ ドリノキ Acer carpinifolillm Sieb.et Zucc.カ エデ科

顕微鏡写真 図版 39a―c(MYG-2066)

楕円形の小道管が単独あるいは2個複合して均―に分布する散孔材。道管の穿孔は単一、側壁の壁孔は小孔紋で

交互状、内壁にはらせん肥厚がある。繊維状仮道管の壁の厚いものと薄いものがそれぞれ集合して雲紋状をなす。

放射組織は単列のものと巨大な紡錘状のものがあり、いずれも同性である。これらの形質からカエデ属のチドリノ

キの材 と同定した。

チドリノキは本州、四国、九州の冷温帯から暖温帯上部に分布する落葉高木で、幹径 40セ ンチ、樹高 15メ ー ト

ルくらいになる。材は大変堅 く、粘 りがあり、木目も美しく、加工性は悪いが良材である。建築材の装飾的部分、

家具などの器具材、漆器木地などに用いる。

40 カエデ属  Acer カェデ科

顕微鏡写真 図版 40a―c(MYG 881)

基本的構造化はチドリノキと同様だが放射組織が 1-5細胞幅 くらいでチ ドリノキほど特別な大きさにならない

ものをカエデ属の材 と同定した。

カエデ属には多数の種があり、多 くは冷温帯から暖温帯に分布している落葉小高木～高木である。材は各種器具

材、建築材などに用いられ、こけし材などの特用がある。

41、 42 トチ ノキ  Aesculus trubinata Blume トチノキ科

顕微鏡写真 枝・幹材 :図版 41a―c(MYG-654)

根材 :図版 42a―c(MYG 494)

枝・幹材 :薄壁で楕円形の小道管が単独あるいは放射方向に2-5個複合して均―に密に分布する散孔材。道管の

穿孔は単一、側壁の壁孔はやや大きめの丸い小孔紋で交互状で密に分布し、内壁に顕著ならせん肥厚がある。放射

組織は単列同性で層階状に並び、道管 との壁孔はやや大きめの小孔紋で交互状に密に並ぶ。これらの形質からトチ

ノキの枝・幹材 と同定した。

根材 :枝・幹材よリー回り大きい道管が単独あるいは数個放射状に複合して散在する散孔材で、道管密度は枝・

幹材よりもかなり低い。道管の穿孔は単一、側壁壁孔はやや大きめの丸い小孔紋で交互状に密に並び、内壁にらせ
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ん肥厚がある。放射組織はやや異性的な同性で単列、背は低 く、明瞭な層階状には配列しない。これらの形質から

トチノキの根材 と同定した。

トチノキは北海道南部から九州にかけての冷温帯から暖温帯上部に分布する落棄大高木で、沢沿いの水湿地に多

い。幹径 1メ ー トル以上、樹高 20メ ー トルになり、枝を大きく広げる。材は柔らか く肌目が緻密で木理美しくカロエ

がしやすいが、狂いやすい。建築材、家具材を始め様々な用途があるが、特に漆器木地 と大型の到物に重用される。

43 アワブキ Meliosma myriantha Sieb.et Zucc.ア フブキ科

顕微鏡写真 図版 43a―c(MYG 865)

やや壁が厚 くて丸い小型の道管が単独あるいは数個が放射方向に集まって周囲状柔組織 とともに細長い集団を形

成したものが密度低 く散在する散孔材で、道管の穿孔は単一あるいは横棒が 5本 くらいと少ない階段状、側壁の壁

孔は微細な小孔紋で交互状、内壁にらせん肥厚はない。木部柔組織は周囲状。放射組織は 1-3細胞幅で背の高い異

性、構成細胞が大きく、作 りは粗雑である。これらの形質からアワブキの材 と同定した。

アワブキは本州から九州にかけての冷温帯下部から暖温帯に分布する落葉小高木で、幹径 20セ ンチ、樹高 10メ

ー トルほどになる。材はやや重 く、質粗 く、折れやすいので特に用途はない。

44 ニシキギ属  Euonymus ニシキギ科

顕微鏡写真 図版 44a―c(MYG 641)

多角形で微細な道管が単独で均―に密に分布する散孔材で、道管の穿孔は単一、放射組織は単列同性で背は高 く

ない。これらの形質からニシキギ属の材 と同定した。

ニシキギ属には全国の冷温帯から暖温帯のかけての山野に広 く分布するニシキギ EuottЩ us alatus(Thunb.)

Sieb、 マユミEuonymus sieboldianus BIume、 ツリバナ Euonymus oxyphyllus MiQ.な ど多数の種がある。 これら

は低木のものが多いが、マユミは幹径 30セ ンチ、樹高 8メ ー トル くらいになる落葉小高木で、材は堅 くて重 く緻密

で質が良く、各種器具材、小細工ものに用いられ、弓の特用がある。

45 ケ ンポナ シ属  Hoveniaク ロウメモドキ科

顕微鏡写真 図版 45a―c(MYG 1840)

年輪のはじめに単独あるいは 2個放射方向に複合した精円形の大道管が 1-3層並び、順次径を減じて晩材部では

厚壁で外形多角形、内腔円形の小道管が単独あるいは数個放射方向に複合したものが散在する環孔材。道管の穿孔

は単一、側壁の壁孔は微細な小孔紋で交互状に密にある。木部柔組織は周囲状、晩材部では翼状 となる。放射組織

は 1-5細胞幅 くらいの異性で、単列翼部はあまり高 くないので比較的綺麗な紡錘形 となる。これらの形質からケン

ポナシ属の材 と同定した。なお、パ リノ・サーブェイ (株)に よる同定は「ケンポナシ」であるが、これに含めて

集計した。

ケンポナシ属には本州、四国、九州の冷温帯から暖温帯上部に分布するケンポナシHovenia dulcis Thunb。 と西

日本に多 く分布するケケンポナシ Hovenia tomentella(MakinO)Nakaiが あるが、材構造での区別は困難である。

ただ、その分布から本遺跡の出土材はケンポナシであるとみなせる。ケンポナシの材は肌目は粗いが木理は美 しく、

加工性もよいので家具、指物、各種器具材 として用いられる。

46 ミズキ  Swida cOntroversa(Hemsl.)Soiak ミズキ科

顕微鏡写真 図版 46a―c(MYG-2110)
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丸みを帯びた薄壁の小道管が単独あるいは数個放射方向に複合して均―に分布する散孔材で、道管の穿孔は横棒

の多い階段状、側壁の壁孔は小孔紋で交互状、らせん肥厚はない。木部柔組織は散在状で目立たない。放射組織は

1-5細胞幅 くらいの典型的な異性放射組織で、単列の翼部は時に高 くなる。これらの形質よリミズキの材 と同定 し

た。

ミズキは全国の冷温帯から暖温帯に広 く分布する落葉高木で、幹径 50セ ンチ、樹高 15メ ー トルくらいになる。

材はやや軽軟で肌目は緻密であり、農具の柄、把手類など各種器具材に用いられるが、「水木」の名にちなんで梁に

用い、防火のモニュメントとする特用がある。

47 クマノ ミズキ舞i Swida cf.macrophylla(Wall.)Soiak ミズキ科

顕微鏡写真 図版 47a c(MYG ll10)

ミズキと基本構造においては一致するが、道管がほとんど単独で均―に散在することで区別され、日本の樹種で

はクマノミズキ Swida macrophylla 6Vall.)Soiakと ヤマボウシ Benthamidia,aponica(Sieb.et Zucc.)Haraが

これに該当する。

クマノミズキは西日本の冷温帯から暖温帯に多い落案高木で、材はミズキに比べて重 く、堅い。ミズキとほぼ同

様の用途がある。ヤマボウシは本州から九州にかけての冷温帯から暖温帯上部に多い落葉小高木で、材は大変堅 く

緻密で粘 りがあり、特に各種柄類に用いられる。

47'ミ ズキ属  Swida ミズキ科

パ リノ・サーブェイ (株)が同定した。ミズキなのかクマノミズキ類なのかは不明だが、ここでは便宣的にミズ

キに含めて集計した。

48 ウコギ属  Acanthopanax ウコギ科

顕微鏡写真 図版 48a―c(MYG 571)

薄壁多角形の小道管が塊状あるいは斜め接線状に集まって波状の紋をなす散孔材で、道管の穿孔は単一、側壁の

壁孔は大振 りの丸い小孔紋で、ややスペースを開けて交互状に配列する。放射組織は 10細胞幅近 く、背も極めて高

い大放射組織で、ほぼ同性である。これらの形質よリウコギ属の材 と同定した。なお、パ リノ・サーヴェイ (株 )

により「ヤマウコギ」 と同定されたものもこれに含めた。

ウコギ属には冷温帯から暖温帯に分布する落葉低木で、ヤマウコギ Acanthopanax spinOSus(L.n。 )Miq.、 オカ

ウコギ Acanthopanax iaponicus Franch.et Savat.な どいくつかの種がある。新芽力ゞ食用となるが材に特別の用途

はない。

49 タラノキ  Aralia elata(Miq。)Seemann ゥコギ科

顕微鏡写真 図版 49a c(MYG 588)

精円形の大道管が年輪はじめに単独あるいは2個複合して 1-層 に並び、晩材部では薄壁で丸みを帯びた多角形の

小道管が放射方向に数個複合したものが接線状に配列した波状の紋をなす環孔材。道管の穿孔は単一、側壁の壁孔

は大振 りの丸い小孔紋で、ややスペースを開けて交互状に配列する。放射組織は3-6細胞幅 くらいの輪郭が綺麗な

紡錘形で輪細胞をを持つ。これらの形質からハリギリの材 と同定した。

タラノキは全国の冷温帯から暖温帯に広 く分布する小落葉高木で、特に二次林に多い。幹径 15セ ンチ、樹高 8メ

ー トルになるが、材は軽軟で脆 く特に用途はない。新芽が山菜 として喜ばれる。
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49'カ ク レ ミノ Dendropanax trifidus(Thuttb.)MakinO ゥコギ科

パ リノ・サーヴェイ (株)に よって同定された。千葉県南部以西の照葉樹林に特徴的な常緑小高木で、仙台地方

での天然分布は考えられない。

50 エ ゴノキ属  Styraxエ ゴノキ科

顕微鏡写真 図版 50a―c(MYG 1039)

丸い小道管が 2-6個 くらい放射方向に複合して年輪前半に多 く分布する散孔材で、年輪後半では道管径は小さ

く、数も少なく、接線状の木部柔組織が目立つ。道管の穿孔は横棒が 10本前後の階段状、放射組織は 1-2細胞幅

で幅狭 く、単列の翼部が背の高い異性放射組織である。これらの形質からエゴノキ属の材 と同定した。

エゴノキ属には北海道南部以南の冷温帯下部から暖温帯に広 く分布する落葉小高木のエゴノキ Styrax iapOnica

Sieb.et Zucc.、 それよりも多少北及び標高の高いところに多いハクウンボク Styrax obassia Sieb.et Zucc.な どが

ある。エゴノキの材はやや堅 く、弾性があり、木目は緻密で、床柱、各種器具材、とくに木製玩具などによく用い

られる。ハクウンボクなども同様の用途がある。

51 トネ リコ属  Fraxinus モクセイ科

顕微鏡写真 図版 51a― c(MYG l123)

年輪のはじめに単独あるいは2個放射方向に複合した精円形の大道管が 1-3層並び、順次径を減じて晩材部では

厚壁で外形多角形、内腔円形の小道管が単独あるいは数個放射方向に複合したものが散在する環孔材。道管の穿孔

は単一、側壁の壁孔は微細な小孔紋で交互状に密にある。木部柔組織は周囲状、晩材部では量が多 くな り翼状、時

に連合翼状 となる。放射組織は 1-4細胞幅 くらいの同性で、背は低 く、比較的綺麗な紡錘形となる。これらの形質

からトネリコ属の材 と同定した。 トネリコ属の材は一般には放射組織が 2細胞幅だが、ヤチダモでは 4細胞幅 くら

いと大きくなることがある。

トネリコ属には耳ヒ海道から本州の主に冷温帯の水湿地に多いヤチダモ Fraxinus mandshurica Rupr.var.japon‐

ica Maxim.、 東耳ヒから本州中部の冷温帯にあるトネリコFraxinus japonica BItxmeな ど多数の種があるが、材構

造は互いに似ていて種の識別は困難である。ヤチグモは東北地方、北海道では沢沿いや湿地林に特徴的な樹種で、

幹径 70セ ンチ、樹高 25メ ー トルの大高木となる。材は堅 く弾力があり、木理通直で美しく、保存性が高 く加工 も

容易な優秀な広葉樹材である。建築材、各種器具材、特に家具、運動具の用途がある。

52 ハ シ ドイ  Syringa reticulata(Blume)Hara モクセイ科

顕微鏡写真 図版 52a―c(MYG 2131)

丸い薄壁の小道管が単独あるいは放射方向に複合して均―に分布する散孔材で、道管密度は高 くない。道管の穿

孔は単一、側壁の壁孔は小孔紋で交互状、放射組織は 1-3列の同性で、スマー トな紡錘形である。これ らの形質か

らハシドイの材 と同定した。

ハシドイは北海道に多 く、東北地方から中部地方の冷温帯にも生える落葉小高木で幹径 20セ ンチ、樹高 7メ ー ト

ル くらいになる。材はやや堅 く、光沢があるが、あまり用いられない。

53 ム ラサ キシキブ属  Callicarpa クマツヅラ科

顕微鏡写真 図版 53a― c(MYG 1085)

丸 くて壁がやや厚い小さな道管が単独あるいは放射方向に数個複合したものが均―に分布する散孔材で、道管の
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穿孔は単一、側壁の壁孔は小孔紋で交互状、放射組織は 1-3細胞幅の異性で、幅が狭い紡錘形である。これらの形

質からムラサキシキブ属の材 と同定した。

ムラサキシキブ属は北海道以南の低山地に生える落葉低木で、東北地方ではムラサキシキブ Callicarpa japonica

Thunb.が普通に生えている。この種は幹がほとんど枝を出さずに通直に2メ ー トルほど伸び上がり、その材は大変

堅 く、また強靭である。現在はほとんど利用されないが、遺跡出土材で弓状あるいは掘 り棒状の木器 として多数が

知られている。

54 キ リ Pau10wnia tomentosa(Thunb.)Steud.ノ ウゼンカズラ科

顕微鏡写真 図版 54a―c(MYG 602)

薄壁で楕円形の大道管が年輪はじめに1-3層並び、順次径を減 じて晩材部では単独あるいは 2個複合した薄壁多

角形の小道管がまばらに分布する環孔材。道管の穿孔は単一、側壁の壁孔は交互状である。木部柔組織の量が多 く、

材の大きな部分を占める。放射組織は 1-3細胞幅で背の低い同性で小さく、輪郭は不整である。これらの形質から

キリの材と同定した。

キリは成長の早い落葉小高木で、幹径 40セ ンチ、樹高 10メ ー トル くらいになる。本州中部以西に分布するとさ

れているが古 くから東北地方でも植栽されており、天然分布は明らかでない。材は極めて軽軟で木目は非常に美し

く加工性がよく、防音、防湿、防熱効果に優れている優秀な木材で、建築材、器具材、特に箱ものなどに広 く用い

られる。

55 ニ ワ トコ Sanabucus racexnosa Lo subsp.sieboldiana(Miq.)Haraス ィカズラ科

顕微鏡写真 図版 55a―c(MYG 940)

丸みを帯びた薄壁多角形の小道管が複合して波状の紋をなす散孔材で、晩材部に向けて径が順次小さくな り、年

輪界付近では繊維状仮道管とともに接線方向に扁平な長方形 となって年輪界を際だたせる特徴がある。道管の穿孔

は単一、側壁の壁孔は小孔紋で交互状である。放射組織は幅広 く背が高 く、ほぼ同性、高精細棒は大振 りで粗雑で

ある。これらの形質からニフトコの材 と同定した。

エフトコは全国の冷温帯、暖温帯に広 く分布する落葉小高木で、幹径 20セ ンチ、樹高 8メ ー トル くらいになる。

材は軽軟で肌目は緻密だが脆い。小細工もの、寄せ木細工などに用いられる。

56 ガマズ ミ属  Viburnumス イカズラ科

顕微鏡写真 図版 56a―c(MYG 1075)

薄壁多角形の微細な道管が均―に分布する散孔材で、道管の穿孔は横棒が 20本 くらいの階段状、木部柔組織は散

在状で日立たず、放射組織は 1-5細胞幅 くらいの異性で紡錘形の多列部と背の高い単列部がある。これらの形質か

らガマズミ属の材 と同定した。

ガマズミ属には多 くの種があるが、東北地方には冷温帯にオオカメノキ Viburnum furcatum BIume ex Maxim.、

冷温帯から暖温帯の山野にはガマズミViburnum dilatatum Thunb.が広 く分布している。ガマズミの材は堅 く緻密

で強靭で粘 りがあり、かんじきや柄類、とくに金槌などしなりを要する柄に特用される。

57 tt笹類  Bambusoideae イネ科

顕微鏡写真 図版 57 ab(MYG 1066)、 57c(MYG-1106)

中心側に原生木部腔、左右に丸 くて大きな一対の後生木部道管、外側に師部があって、それを厚壁で緻密な繊維
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表 1.仙 台市中在家遺跡群出土木材の樹種構成

時 期
種    木材の類別

ハ ンノキ節、ハ ンノキ

クマシデ属イヌシデ節
クマシデ属クマシデ

コナラ属クヌ
コナラ属 コナラ

ヤブッタヾキ

ヤマザクラ

ナナカマ ド属

イヌエンジュ

サ ンシ ョウ

ケンポナシ

ミズキ、くズキ
クマノミズキ
ウコギ属、ヤマウコギ

カクレヾノ

エゴノキ属

ムラサキシキ

356
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組織が覆って維管束をなしていることから、イネ科のタケ亜科の材 と同定した。タケ亜科にはマダケ Phyllostachys

bambusoides Sieb.et Zucc.、 ヤダケ Pseudosasa japonica(Sieb.et Zucc.Steud。 )Makino、 チシマザサ SaSa

kurilensis(Rtlpr。 )Makino et shibataな ど沢山の種類があるが、顕微鏡的には区別はできない。

I.樹 種名 について

今回、鈴木 らによる中在家南遺跡及び押口遺跡の同定結果と、パ リノ・サーヴェイ (株)に よってなされた中在

家南遺跡のそれとをあわせて集計し、考察することになった。この両者は樹種同定の手法等は違わないが、同定す

る分類群 (いわゆる樹種)のカテゴリーが若干異なっている。それらは違いは上記記載文中に記述 したが、ここで

はまず最初にその違いを整理し、以後の議論では鈴木 らが用いている名称で統一し、混乱が起きないようにした。

なお、列記してある樹種名の前のものが鈴木 らが、後ろがパ リノ・ サーヴェイ (株)が中在家遺跡群の木材の同定

に当たってで使用した名称である。

アカマツと複維管束亜属 :本州に生育する複維管束亜属にはアカマツとクロマツがあるが、この両者は材構造がよ

く保存されているときにしか区丹」できない。

ヒノキとヒノキ属 :上記 と同様な理由でヒノキとサフラの区別が困難な場合に「ヒノキ属」の名称が使われる。

ハンノキ節 とハンノキ属 :ハ ンノキ属においてハンノキ節の木材が他の節から区別できるとする考えと、それは

出来ないので一緒にする、という考えの違いによる。

ミズキ、クマノミズキ類、 ミズキ属 :ミ ズキ属をミズキとクマノミズキ類 (ク マノミズキとヤマボウシ)に分けら

れるとする考えと、それが出来ないとする考えの違い。

ウコギ属 とヤマウコギ :上記 と同じ考えだが、これは両者が逆の場合。

2.自 然木から推定される森林植生

押口遺跡では表 2に示すように、弥生中期 と古墳中期を中心に 254点の自然木の樹種構成が調べられた。弥生中

期では89点が調べられ、オニグルミが 18点 ともっとも多 く、ついでヤマグワが 13点、カエデ属 (9点 )、 トネリ

コ属、ハンノキ属のハンノキ節、ミズキ (以上各 6点 )、 タラノキ (4点 )、 コナラ属のコナラ節、ウコギ属、ケン

ポナシ属、ニフトコ (以上各 3点)な どが主なものである。これらの組成は冷温帯の下部域の沢沿いの植生によく

似ており、またタラノキ、ニフトコなどの存在が二次林的要素としてある。すなわち現在の仙台地域の低山地や丘

陵の沢沿いの植生によく一致し、このほかの樹種は産出数は少ないが、1冷温帯域の林であることをニレ属、 トチノ

キ、キハダ、イヌエンジュが、沢沿いの植生であることをトチノキ、チフグルミ、キハグが、二次林的であること

をカマツカ、エノキ属、クリなども示しているといえる。なお、キリが 1点出土しているが、当時に自然のキリが

あったとは考えにくく、加工材に用いたものの残材等などの可能性が考えられる。

これに対して古墳前期では大きく異なった結果が得 られている。90点が調べられたがその大部分 (54点)を トネ

リコ属が占め、しかも根材もあることからヤチダモと想定される湿地林があつたことが考えられる。それはヤマグ

ワ (5点 )、 ハンノキ節、ヤナギ属、キハグ (以上各 2点)な どの存在によっても支持される。しかし比較的乾燥し

たところ、特に二次林によく生えるコナラ属のコナラ節 も14点 と少なからず出上していることから二次林の要素を

も入 り込んでヤゝることがわかる。

このほか、弥生中期から古墳前期にかけてのもの 20点、古墳中期のもの 27点、古墳中期のもの 28点が調べられ

ている。これらの出土傾向は弥生中期あるいは古墳前期の組成に類似しており、特に著しく異なることはない。

察考
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表 2.仙 台市押口遺跡出上 自然木の樹種構成

時 期 Ym Ym―Ke Ke Km Km― 合 計

トネリコ属 6 7 5

カエデ属 1 9

オニグルミ
コナラ属ヨナラ節 3

ヤマグワ

ハンノキ節、ハンノキ属 6 1

ヤナギ属 6

トチノキ 1 1

カマツカ属 1 2 1

エレ属 1 7

ミズキ、 ミズキ属 6 1

ウコギ属、ヤマウコギ 3 1 1

タラノキ 4 1

エノキ属 1 1

キハダ 2

サワグルミ 1 2

ケンポナシ属

ク リ 1 ユ 1 3
ニフトコ 3

カツラ 1 1 2

キ リ 1 1 2

モ ミ属 1 1

マタタビ属 1 1

バラ科ナシ亜科 1

イヌエンジュ ユ 1

フ ジ 1 ユ

コクサギ 1 1

サンショウ 1 1

ヤマウルシ 1 1

ニシキギ属 1

計

Ym: 中期 Ym―Kα弥生中期―古 Kα古塔 期

Km:古墳中期、Kmi古墳中期以降

以上のように中在家遺跡群は現在は仙台平野東部の低湿地に存在するにも関わらず弥生時代中期頃には山地丘陵

部の沢沿いの植生に良 く似た植生があって、それが古墳前期の頃になると低湿地性の森林に変わっていったこと、

いずれの時期にも二次林的要素がかなり含まれ、人間の活動が植生をある程度改変していたことがゎかった。仙台

平野のこの時期では木材化石から古植生が研究された例は今のところ無 く、これが初めてのものである。

炭化材はパリノ・サーヴェイ (株)に よって押口遺跡で古墳前期のもの 26点が調査され、25点が トネリコ属で残

り1点がコナラ節、古墳中期のもの 3点が調査され、 トネリコ属が 2点 とキハダとが 1点であった。また、中在家

南遺跡では古墳中期のもの 1点 を調べたがケヤキであった。これらの結果は上記の自然木のそ出土傾向とよく一致

し、全 く矛盾がない。

3.木 製品の利用樹種

表 3に は調査された木製品のうち、本遺跡群の遺物の中核をなす弥生時代中期のもの 536点、古墳時代前期のも

の 232点、古墳時代中期のもの 352点、総計 1120点 についてのみ集計したものである。すなわち木製品合計 1263点

のうち、残 り143点 は平安時代などこれら以外の時代か、弥生中期から古墳前期にかけてなど時期がまたがるもの

あるいは時期が不詳のものである。まず、弥生時代中期の組成を見るともっとも多いのはクメギ節の材で 30.6%を
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表 3.中 在家遺跡群弥生中期、古墳前期、古墳中期の木製品の樹種

樹 種               時 期 弥生中期 % 古墳前期 % 古墳中期 % 合  計 %
コナラ属クヌギ節 164   30.6 36   15.5 43   12.2 243   21.7

ク リ 104   19.4 30   12.9 96   27.3 230   20.5

コナラ属コナラ節 27   11.6

オニグルミ

キハダ 20    3.7 9  2.6 4.2

カエデ属

トネリコ属 16    4.5

ミズキ、 ミズキ属 37    6.9 0  0.0

ケンポナシ属 12    3.4

ハンノキ節、ハンノキ属

ケヤキ

ヤマグワ 3  0.9

カツラ 2.6 1

トチノキ 16    3.0 0  0.0
エノキ属 4 0  0.0
エレ属 1.ユ 2.2

モミ属 1

ヤナギ属 5 4

コクサギ 0  0.0 8  2.3 1.1

クマシデ属イヌシデ節 1 7  2.0

イヌガヤ 1.1 8

サワグル ミ 3  0.6 2  0.6 7

ブナ属 1 1 6

スギ 0  0.0 6

キ リ 5  0.9 0  0.0 5

ニフ トコ 3  0.9 5

アサダ 1 5

エゴノキ属 1 1.1 5

ヌルデ 1 1 2  0.6 4

竹笹類 0  0.0 ユ 3  0.9 4

モクレン属 0  0.0 4

ウコギ属、ヤマウコギ 2  0.4 1 3

マタタビ属 1 3

ムラサキシキブ属 0  0.0 1 2  0.6 3

チ ドリノキ 2  0.4 2

ハシドイ 2  0.4 2

アカマツ、複維管束亜属 1 1 0  0.0 2

ユズリハ属 1 ユ 0  0.0 2

ヤマザクラ 1 1 2

クマノミズキ類 1 1 2

ヤブッタヾキ 0  0.0 1 1 2

カ ヤ 0  0.0 2  0.6 2

ナナカマ ド属 0  0,0 2  0.6 2

その他
* 8  2.3

総 計 536 352 1120    100

*出土合計が 1点のみの樹種 14種 と同定不能 4点を含む。
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占めている。この多 くは鍬、部材、斧の柄であり、そのほか、杵、へら状木器など様々である。ついで多いのはク

リ (19.4%)で、ほとんどが部材 と鍬の泥除けである。他の樹種は極端に少なくなるが、その中でも比較的多いの

はオニグル ミ (7.1%)、 ミズキ (6。 9%)、 カエデ属 (4.7%)、 キハダ (3。 7%)、 トチノキ (3.0%)な どである。

オニグルミはほとんどが部材であり、 ミズキは部材が多いが、農具の柄、泥除けの類例が 1点ある。この樹種の木

材利用はこの時期にだけ限られ、古墳前期、中期 とも1点 もない。 ミズキは山地平野でごく普通に生える本で、ま

た成長が早 く、種子による再生が極めて容易であることから、この結果は弥生中期でのミズキ材の積極的利用によ

りこの木の資源が減少した結果と言うよりは、木材不U用 における選択性の変化の結果 と考えられる。カエデ属は部

材 と杭、キハダは部材、建築材のほか泥除けの類例が 1点あり、 トチノキは部材、奪J物容器、臼などで、やはり泥

除けの類例が 1点ある。このほかの樹種で特徴的なものはキリで、部材 として 5点出ている。

古墳時代前期で多い樹種はクヌギ節 (15.5%)、 クリ(12.9%)、 コナラ節 (11.6%)、 キハダ及び トネリコ属 (7.8

%)、 オニグルミ (7.3%)、 カエデ及びケヤキ (3.9%)等 である。弥生時代中期 とはクメギ、クリが減って、その

分ヨナラ節 とトネリコ属が増えている。コナラ節のコナラは典型的な二次林の木で、これが多 く利用されるように

なったことは遺跡周辺での二次林の拡大を示唆し、また、 トネリコ属は押口遺跡の自然木の結果 (表 2)ではこの時

期にもっとも多 く、ヤチダモと想定されるトネリコ属の林が遺跡周辺で拡大し、それに伴って木材利用量が増えた

ことをうかがわせる。

古墳時代中期ではクリがもっとも多 く27.3%を 占め、ついでクヌギ節 (12.2%)、 コナラ節 (8.8%)、 ハンノキ

節 (4.8%)、 トネリコ属 (4.5%)、 オニグル ミとケンポナシ属 (3.4%)、 ケヤキとモミ属 (3.1%)な どが多い。

これ以前の時期に比べてクリがぐんと増えて、ヨナラ節、クヌギ節が減っている。弥生中期のクリは部材 とともに

鍬の泥除けが多いことに依ったが、この時期のクリの多さはほとんどが部材で占められ、様本目を異にする。 トネリ

コ属の減少 とハンノキ節の増加はこの前の時期の湿地林において トネリコ属の利用により資源が減少し、その湿地

にハンノキ節の林が成立し、それを利用したことをうかがわせる。また、モミ属がこの時期になって目立ってくる

が、これは鉄器の普及により針葉樹材の利用が広まったことの反映と考えられる。

以上大まかに見てきたように、弥生時代中期から古墳時代中期にかけて、遺跡周囲の森林植生の変遷 と人々の森

林資源利用法の変化に伴って、利用樹種が入れ替わってきたことが見える。これらを主要な木製品の種類別に見て

いくと次のようになる。

農 具 の樹 種

木製農具の鍬 とその泥除け、鋤の樹種構成を見ると

極めて単純であることがわかる (表 4)。 鍬には広鍬、

狭鍬、ナスビ型、三又等様々な形態があるが、そのい

ずれも木取 りが柾日である。そしてそのすべてをクヌ

ギ節の材でつくっており、一方、鋤はクヌギ節が 6点

とアサダが 1点で、アサダの鋤は大変珍しい例である。

このようにクヌギ節一辺倒の鋤鍬の利用は、他の地域

とは大きな違いである。木製鋤鍬は西日本ではカシ類

表 4.中 在家遺跡群の農具の樹種

樹 種 鍬 泥除け 鋤 性格不明 合 計

クヌギ節

ク リ

アサダ 1 1

カエデ属 1 1

キハダ 1 1

トチノキ 1 1

合  計

がほとんどで(鈴木 1988)、 関東地方でも千葉県茂原市の国府関遺跡のように南部の弥生時代～古墳時代の遺跡では

カシ類がほとんどである 備ヒ城・鈴木 1993)。 しかし、関東地方で内陸部、北部に行 くとカシ類 とともにクヌギ節が

平行して用いられるようになる。埼玉県行日市の小敷田遺跡遺跡では古墳時代前期の鋤鍬類 25点のうち、カシ類が

12点 ともっとも多 く、クヌギ節が 9点ある (鈴木。能城 1991b)。 さらに北にある群馬県高崎市の新保遺跡ではカシ
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類が 6割、クヌギ節が 4割を占めこれと同じ様な傾向にある (鈴木・能城 1986、 山田 1986)。 このように見ると西

日本から関東南部にかけてカシ類を用いていたものがそれより北上することによってクヌギ節が平行 して利用さ

れ、そして仙台平野にいたってすべてクヌギ節にとって代わるといえる。これは一つには暖温帯の照葉樹林帯にあ

ってカシ類が繁茂する地域ではカシ類が使われるのに対し、北上して落葉広葉樹林帯に入るとクヌギ節が使われて

いると見ることもできる。しかし、上記の小敷田遺跡、新保遺跡では花粉分析や大型植物遺体の結果か らは照葉樹

林の存在が示されないにもかかわらず、決して少なくない比率でカシ類が利用され (鈴木・能城 1986、 1991、 山田

1986)、 現在は農家の屋敷林等にはシラカシ、アラカシからなるカシ林がよく見られること、その一方で関東地方や

東北地方に現在見 られるクヌギ林 (記載の項で述べてあるように本遺跡のクヌギ節の材はクヌギであるとみなせる)

は自然のものではなく人間が植えたものから広まったものであるとする植物生態学者もいる(前田禎二、私信)。 そ

のように考えると押口遺跡の自然木には 1点のクヌギの材 も見いだされていないことから、当時本遺跡付近にクヌ

ギの林があったとは言えないことに気づく。すなわち、関東地方北部ではカシ材の持ち込みと人間による植栽が、

そして当遺跡群ではクヌギ材の持ち込みが考えられる。九州に始まった稲作が、その伝播に伴い農具 も持ち込まれ

たとすると、当遺跡の稲作の直接の伝播源がすでにカシ類で農具を作成していない地域 (関東南部より北の地域)

であったことの可能性を示唆するといえよう。

本遺跡群では鍬に装着する泥除けが沢山の数がまとまって出たことで大変特異である。30点のうち、クリが 28点

で、他の樹種はキハダとトチノキの例が 1点あるのみである。そしていずれもが板目板の横木取 りで、鍬本体が柾

目板で地面に対 して木目が直角な、縦木取 りであるのと全 く作 り方が異なっている。弥生時代の水田は低湿地に多

く、本当の意味での「泥除け」は確かに効果的なものだろうが、他の遺跡ではこのような部品の出土は希であるし、

あっても多 くはない。なぜ仙台平野の遺跡でこのように多いのかは不明である。

表 5.容 器・柄等の樹種

合計
樹種名 曲 物 奪J物等 農具 斧  鎌 不明
スギ

マツ属複維管束亜属

クロベ

アスナロ

モ笙属

トチノキ

ケヤキ

クリ

コナラ節

ブナ属

ケンポナシ属

クヌギ節

ミズキ・ ミズキ属

トネリコ属

イヌガヤ

オニグル ミ

モクレン属

ヤマグフ

アサダ

エノキ属

キハダ

クマシデ節

クマノミズキ類

タラノキ

ヤナギ属

1   2

1

1

2

合  計 19   43 4   7
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容器 の樹 種

平安時代等のものも含めて容器 としては曲物の底板、側板等が 19点、漆塗膜のあるものも含めて春」物等 20点が

調べられた。曲物は古墳中期のもの 1点を除いてはすべてが平安あるいはそれ以降である。スギが 12点 と大変多 く、

マツ属複維管束亜属 (ア カマツかクロマツ)が 3点、クロベが 2点、アスナロ、モミ属が 1点で、西日本をはじめ

全国的にもっとも普通のヒノキは 1点 もない。これは本遺跡群 と同じ仙台平野の北東部にある山王遺跡 (松葉・鈴

木 1996)で古代のヒノキの曲物が多数検出されているのと好対照をなす。中央に直結する多賀城に付属する地域に

あった山王遺跡 と仙台平野内の農村地帯 と推定される本遺跡群 との違いを木製品の使用樹種の面から表すものであ

るといえる。一方、盤や椀などの到物等は弥生中期から古代のものなど、各時代にあり、その樹種もトチノキ (6

点)と ケヤキ (5点)が多 く、その他、スギ、クリ、ヨナラ節、ブナ属、ケンポナシ属である。これらの樹種はい

ずれも古来から利用されているもので、特に変わった傾向はない。

柄 の樹 種

鋤、鍬の農具の膝柄 と直柄が 19点、石斧、鉄斧の膝柄、直柄が 43点、鎌の柄が 4点、それに形状から柄 と判断

できるものが 7点調べられた(表 5)。 農具の膝柄にはアサダ、クリ、ヤナギ属、直柄にはミズキ、 トネリコ属、モ

クレン属、クヌギ節、ヨナラ節、モミ属、タラノキ等が用いられ、特にこれといった樹種の限定がないように見え

る。鍬やfBb本体には極めて限定された樹種 (当遺跡群ではクヌギ節)が使われるのに対 して着脱式の柄は手近にあ

る様々な木を用いるのは群馬県の新保遺跡 (鈴木・能城 1986)で報告されており、当遺跡群 もこれと同様である。

しかし千葉県国府関遺跡に見るように、柄穴に差し込んで使う「直柄」には様々な樹種を使うが、緊縛して用いる

「膝柄」には圧倒的にサカキが用いられるなど、柄に対しても特有の樹種を用いているものもある。

これに対して斧の柄の樹種はクヌギ節がほとんどをしめ (43点中 30点 )、 その他コナラ節、イヌガヤ、ミズキな

どいくつかの樹種がある(表 5)。 ここでは膝柄 も直柄 も両方ともクヌギ節がほとんどである。鋤鍬にカシ類が多用

されている地域では石斧柄にもカシ類が圧倒的に多 く利用されるが、それらは直柄あるいはソケット部 と柄部を別

につくる組み合わせ式のもので、カシ類をそのまま膝柄にする例は見られず、膝柄には農具と同様様々な樹種が用

いられる 備と城・鈴木 1993)。 この点でも本遺跡の樹種選択はこれまでに報告されている例からはかなり特殊なもの

と言える。

鎌の柄は 4点調べられたがヤマグワが 2点で、あとはトネリコ属とクヌギ節が 1点づつである。ヤマグフは農具

や斧の柄には使われておらず、樹種選択の意図が違うことがわかる。

杭・ 建 築材・ 部材・ 加 工 材

板材や柱材状の遺物の用途 と性格を正確に分類するのは至難のことである。ここでは便宜的にサイズや形状から

明らかに建築材 とみなせるものを「建築材」 とし、杭 として打ち込まれて出上したものと形状から杭 と判断できる

ものを「杭」とした。建築材 としたものよりはサイズが小さく、あるいは加工の程度が低 くて、建築物や各種器具

の部分の材のいずれかとも判断のつかないものや、それらの未製品と思われるようなものは一括して「部材」とし、

加工の程度が低いものを「加工材」とした。従って部材や加工材の中に農具の原材などが含まれている可能性は大

いにある。

杭材は98点で、クリ (20点 )、 ハンノキ節 (18点 )が多 く、 トネリコ属、クヌギ節、ヨナラ節、オニグルミ、モ

ミ属、シラキ、等を始め多種が用いられている(表 6)。 クリ材が土木用材 としてはもっとも優れているものであり、

一般に杭に多用されるので、本遺跡群でも一番多いことはうなずける。しかし、それよりもハンノキ節、 トネリコ

属、オニグルミ、シラキなど遺跡周辺に生えているものなら何でも使ったような傾向も見られる。これは杭材を使



第 8章 仙台市中在家遺跡群出土木材の樹種

表 6。 中在家遺跡群の建築材等の樹種

4合計標本数が2点以下のもの19種を一括した

った遺構の性格 とも関わることだあろうが、それにしても樹種の選択があまり見 られないことは特徴的である。

建築材 としたものは 37点で、部材 としたものが 768点 ある。この両者を一緒に考えると圧倒的にクリ材が 191点

(23.7%)と 多 く、ついでクヌギ節 (12.0%)、 コナラ節 (7.5%)、 オニグルミ (7.3%)、 カエデ属 (5.5%)、 キ

ハグ (5.1%)、 トネリコ属 (4.0%)等が多い。ここに特徴的なことは針葉樹が極めて少ないことで、モミ属 (2.9

%)、 スギ (1.1%)な どあわせても5%に満たない。縄文時代から古代までの各地方の建築材や部材等の樹種を見

ると、縄文時代では福井県の鳥浜貝塚を除いては針葉樹を多用する遺跡は見あたらなく、広葉樹が圧倒的に利用さ

れていたのにたいし、弥生時代を中間的な時期 として、古墳時代以降は、瀬戸内海地方及び近畿地方ではヒノキが

もっとも多 く (嶋倉 1970、 能城。鈴木 1990)、 北陸地方ではスギ材が多 く (鈴木・能城 1991b)、 それは東海地方で

も同様にスギ材が建築材を始め、ありとあらゆるところに用いられ備と城他 1991)、 関東地方では南部ではスギ材が

杭 建築材・部材  % 加工材 合 計  %
ク リ 191   23.7 1 212   23.2

クヌギ節 97   12.0 4 107   11.7

コナラ節 60    7.5 1 66    7.2

オニグルミ 5 59    7.3 64    7.0

カエデ属 44    5.5 2 46    5.0

キハダ 1 41   5.1 1 43    4.7

トネリコ属 7 32    4.0 39    4.3

ケンポナシ・ ケンポナシ属 30    3.7 33    3.6

ハンノキ節・ハンノキ属 13   1.6 31    3.4

ミズキ・ ミズキ属 29    3.6 29    3.2

モミ属 5 23    2.9 28    3.1

ケヤキ 1 19    2.4 1 21    2.3

カツラ 20    2.5 20    2.2

ヤマグワ 1 19    2.4 20    2.2

エノキ属 1 16    2.0 17    1.9

ニ レ属 1 16    2.0 17    1.9

イヌシデ節 4 7  0。 9 11    1.2

コクサギ 2 9  1.1 11    1.2

ヤナギ属 2 9  1.1 11    1.2

スギ 9  1.1 9  1.0
サワグルミ 1 6  0.7 7  0.8
トナノキ 7  0。 9 7  0.8
キ リ 5  0.6 5  0.5
シラキ 5 0  0.0 5  0.5
ニフ トコ 1 4  0.5 5  0.5
ブナ属 4 1  0.1 5  0.5
アサダ 4  0.5 4  0.4
ヌルデ 1 3  0.4 4  0.4

ウコギ属・ ヤマウコギ 4  0.5 4  0.4

イヌガヤ 3  0.4 3  0.3
エゴノキ属 1 2  0.2 3  0.3
カ ヤ 3  0.4 3  0.3
その他 19種ホ

3 20    2.5 1 24    2.6

計 805  100.0 914  100.0
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表 7.中 在家遺跡群のその他の木製品の樹種

標本番号    樹種名 製品の種類 木取 り、注記等 時 期

MYG-  1112 クヌギ節     刀形     不明         柾 目      中在家南 古墳中期

MYG-  1118 クリ       刀形     刀形   細薄板   柾目      中在家南 古墳中期

L-    253 トチノキ     臼                 横木取 り    中在家南 弥生中期

MYG-  1649 トチノキ     臼                 横木取 り芯持ち 中在家南 弥生中期

MYG-  1599 クヌギ節     杵      竪杵         芯無削出    中在家南 弥生中期

MYG-  1635 クヌギ節     杵      堅杵         芯無削出    中在家南 弥生中期

MYG-  1650 クヌギ節     杵      竪杵未製品      芯去 り削出   中在家南 弥生中期

L-    160 クヌギ節     杵      竪杵   芯無丸           中在家南 弥生中期

L-    235 クヌギ節     杵      竪杵   芯無丸           中在家南 古墳中期

L-    251 クヌギ節     杵      竪杵   芯無丸           中在家南 弥生中期

L-    254 クヌギ節     杵      竪杵   芯無丸           中在家南 弥生中期

L-    418 クヌギ節     杵      堅杵   芯無丸           中在家南 弥生中期

MYG-  1139 クヌギ節     杵      竪杵         芯無削出    中在家南 弥生中期

MYG-  1141 クヌギ節     杵      竪杵         芯無削出    中在家南 弥生中期

L-    422 ケンポナシ    杵      竪杵   芯無丸           中在家南 弥生中期

MYG-  1571 ヨナラ節     杵      竪杵         芯無削出    中在家南 古墳前期

MYG-  1636 ヨナラ節     杵      竪杵         芯無削出    中在家南 弥生中期

MYG-  1111 クヌギ節     槌      横槌 (堅杵転用)   芯無削出    中在家南 古墳中期

MYG-  1110 クマノミズキ類  槌      横槌         芯持      中在家南 古墳中期

L-    284 ヤブツバキ    槌      横槌   芯持丸           中在家南 古墳中期

L-    286 ユズリハ属    槌      横槌   芯持丸           中在家南 古墳前期

MYG-  1041 イスノキ     櫛      櫛本体        板 目      中在家南 中世

MYG-  1064 イスノキ     櫛      櫛本体        板目      中在家南 中世

MYG-  1107 同定不能     櫛      竪櫛   歯 (黒漆塗)        中在家南 古墳中期

MYG-  1079 クリ       下駄          板材    板 目      中在家南 平安

L-     3 ケヤキ      下駄     下駄                 中在家南 平安―中世

L-     2 ケヤキ      下駄     下駄 (歯)              中在家南 平安―中世

MYG-  1048 ケヤキ      下駄     板材         板 目      中在家南 平安

MYG-  1050 モ ミ属      板車履 (金剛)板 材         板 目      中在家南 平安

MYG-  1097 マタタビ属    火鑽臼        棒材    芯持丸木    中在家南 古墳中期

MYG―  ■48 クヌギ節     作業台    作業台  角材    芯無角     中在家南 弥生中期

MYG-  1638 ミズキ      杖      未製品  棒材    芯無削出    中在家南 弥生中期

MYG-  1063 モミ属      箸           削出棒           中在家南 平安―中世

MYG-  1149 モミ属      箸           削出棒   芯無      中在家南 平安―中世

L-    98 マタタビ属    網枠          芯持丸           中在家南 古墳中期

MYG-  2092 イヌシデ節    木錘                芯持ち丸    中在家南 古墳中期

MYG-  1055 コナラ節     木錘         両端切断丸木 芯持丸皮付   中在家南 中世

MYG-  1136 トネリコ属    木錘          丸太材   芯持丸     中在家南 古墳前期

MYG-  1117 モミ属      木錘     木錘   木錘    芯持丸     中在家南 古墳中期

L-    221 コクサギ     木錘 ?               芯持丸     中在家南 古墳中期

MYG-  1574 キハダ      櫂      櫂          芯無削出    中在家南 古墳前期

MYG-  1647 クヌギ節     櫂      櫂    板材柾目取 り        中在家南 弥生中期

MYG-  1593 クヌギ節     櫂           細板材   柾目      中在家南 弥生中期

MYG-  1065 モ ミ属      エブリ    本体   板材            中在家南 平安

MYG-  1066 竹笹類      エブリ    歯部   削り出し竹  削 り出し    中在家南 平安

L-    308 モクレン属    かせかけ        ナナメ           中在家南 古墳中期



第 8章 仙台市中在家遺跡群出土木材の樹種

標本番号 樹種名 製品の種類 木取 り、注記等 時 期

L-        4

MYG-  1639

MYG-  1009

MYG-  1007

MYG-  1119

MYG-  1043

MYG-  1572

MYG-  1646

MYG-  1642

MYG-  1661

MYG-  1666

MYG-  1667

MYG-  1673

MYG-  1648

MYG-  1674

MYG-  1135

MYG-  1128

MYG-  1124

L-      92

MYG-  1090

A/1YG-  1583

MYG-  1653

MYG-  1654

VIYG-  1596

MYG-  1597

L-      293

L-      420

MYG-  1582

MYG-  1134

L-      69

L-      70

MYG-  1675

MYG-  1017

WIYG-  1075

�【YG-  1105

A/1YG-  1085

A/1YG-  1025

MYG-  1129

VIYG-  1076

NIYG-  1086

�τYG-  1106

MYG-  1104

MYG-  1101

MYG-  1039

L-      227

L-       67

クヌギ節

クヌギ節

カエデ属

クヌギ節

クヌギ節

クロベ

カエデ属

クヌギ節

クヌギ節

クヌギ節

クヌギ節

クヌギ節

クヌギ節

コナラ節

コナラ節

クヌギ節

クヌギ節

クヌギ節

ハンノキ属

ヤナギ属

クヌギ節

クヌギ節

クヌギ節

クヌギ節

クヌギ節

クヌギ節

クヌギ節

コナラ節

アカマツ

イヌガヤ

イヌガヤ

イヌガヤ

イヌガヤ

ガマズ 属ヾ

ムラサキシキブ属

ムラサキシキブ属

ムラサキシキブ属

竹笹類

竹笹類

竹笹類

竹笹類

竹笹類

ガマズミ属

エゴノキ属

エゴノキ属

オニグル ミ

コロバ シ

こん棒状末製品

へ ら状

へ ら状

へ ら状

へ ら状

打棒 ?

打棒

打棒

打棒

打棒

打棒

打棒

打棒

打棒

掘 り棒

掘 り棒

掘 り棒

掘 り棒

掘 り棒

打棒

打棒

打棒

打棒

打棒

打棒

打棒

打棒

弓

弓

弓

弓

弓

木鏃

木鏃

木鏃

木鏃

矢柄

矢柄

矢柄

矢柄

矢柄

板壁 ?

用途不明木器

用途不明木器

用途不明木器

棒材

杓子状木製品

杓子状木製品

不明農具 ナナメ

板材   ナナメ

板材

板材

板材

板材

板材

板材

板材

板材

板材

棒材

細身鍬状掘 り棒

掘 り棒

板材

ナナメ

棒材

板材

板材

板材

棒材

棒材

板材

丸木弓

丸木弓

丸木弓

丸木弓

半裁丸

桜皮巻

鏃桜皮巻

鏃桜皮巻

(桜皮巻き)

(木釘部 )

丸棒

芯持丸

柾目

芯無削出

柾 目

柾 目

芯無削出

1/4割皮付

半割削出

芯持削出

芯持削出

半割削出皮付

芯去 り削出

半割削出皮付

柾 目

柾 目

柾 目

削 り出し芯無

半割削出

芯無削出

半割材

芯無削出

芯無削出

中在家南

中在家南

押回

押回

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

押口

中在家南

中在家南

中在家南

押口

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

中在家南

押口

中在家南

中在家南

平安―中世

弥生中期

古墳前期

古墳前期

古墳中期

平安―中世

古墳前期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

古墳前期

古墳前期

古墳前期

古墳中期

古墳中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

古墳前期

古墳中期

古墳中期

弥生中期

古墳中期

平安

古墳中期

古墳中期

古墳前期

古墳前期

平安

古墳中期

古墳中期

古墳中期

古墳中期

古墳中期

古墳中期

古墳中期

柄

柄

柄

柄

柄

明

矢

矢

矢

矢

矢

不

削出丸棒

削出丸棒

細棒

半割削出

芯持丸

芯無角

芯無丸

表面調整

丸木

芯無削出

芯無削出

削 り出し

削 り出し

芯持

365



第 8部 考察と調査成果の総括

標本番号 製品の種類 木取 り、注記等 時 期

L-       96

MYG-  1656

L-      288

L-      298

L-      40

L-      205

L-       72

A/1YG-  2170

L-      300

L-      201

L-      179

L-      122

L-      123

L-       74

L-      350

L-      415

L-      290

L-      119

オニグル ミ

カエデ属

キハダ

クヌギ節

クヌギ節

クヌギ節

ケヤキ

コナラ節

ヨナラ節

ヨナラ節

スギ

トチノキ

トチノキ

トネリコ属

ブナ属

マタタビ属

ミズキ属

モ ミ属

用途不明木器

用途不明木器

用途不明木器

用途不明木器

用途不明木器

用途不明木器

用途不明木器

用途不明木器  ?
用途不明木器

用途不明木器

用途不明木器

用途不明木器

用途不明木器

用途不明木器

用途不明木器

用途不明木器

用途不明木器

用途不明木器

中在家南 古墳中期

中在家南 弥生中期

中在家南 古墳前期

中在家南 弥生中期

中在家南 平安―中世

中在家南 古墳中期

中在家南 古墳中期

中在家南 ?
中在家南 古墳中期

中在家南 古墳中期

中在家南 近世以降

中在家南 古墳前期

中在家南 古墳前期

中在家南 古墳中期

中在家南 弥生中期

中在家南 弥生中期

中在家南 弥生中期

中在家南 古墳前期

柾目

ナナメ

芯無角

柾 目

柾 目

?

ナナメ

柾目

柾目

板 目

板 目

板 目

芯持丸

板目

ナナメ

半割削出

SD-132層

表 8,中 在家南遺跡の本材の伐採時期の推定

遺物番号 発掘区、層位 木製品の種類 推定伐採時期  時期

MYG- 1646

MYG- 1667

WIYG- 1673

�IYG- 1644

MYG- 1602

VIYG- 1603

W【YG- 1153

�鉦YG- 1672

MYG- 1642

A/1YG- 1674

A/1YG- 1158

MYG- 1155

MYG- 1604

クヌギ節

クヌギ節

クヌギ節

クヌギ節

クヌギ節

クヌギ節

クヌギ節

クヌギ節

クヌギ節

コナラ節

ハンノキ節

ヤマグワ

未同定

L- 1120

L- 1110

L- 1119

L- 1115

L- 964

L- 966

L-  745

L- 1117

L- 1109

L- 1121

L-  786

L-  758

L-  967

IX区  15c層

Ⅸ区 15層

Ⅸ区 15層

Ⅸ区 15d層
Ⅷ区 15d層
Ⅷ区 15d層
Ⅵ区 10層

Ⅸ区 15層

Ⅸ区 15d層
IX区  15層

Ⅵ区 12層

VI区  10層

Vm区 15c層

へら状未製品

へら状未製品

へら状未製品

斧直柄未製品

斧膝柄未製品

斧膝柄未製品

柱

斧直柄未製品

打棒未製品

打棒未製品

有頭柱

天秤棒状有頭棒

斧膝柄未製品

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

古墳中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

古墳前期

古墳中期

弥生中期

板材  1/4割皮付

板材  芯持削出

板材  半割削出皮付

棒材  皮付

棒材  皮付

棒材

丸太材 皮付

棒材  ミカン割削出

板材

板材  半割削出皮付

丸太材 皮付

丸木  皮付

棒材

終
終
終
終
終
終
握
纏
購
隣
糎
終
隣

多 く (能城 。鈴木 1988)、 内陸部になるとモミ属が多 くなる (鈴木・能城 1991a)。 これは一つには針葉樹を多用す

る文化が地域によって異なっており、その背景には地域によって異なった樹種の針葉樹の天然林の存在があると同

時に、木材の加工技術の変化、すなわち伐採、切剖する利器が石器から鉄器に変わることによってもたらされた事

が考えられている。そうしてみると、本遺跡群でも弥生時代の石斧から古墳時代には鉄斧が出現しており、針葉樹

が多用される傾向が認められてもおかしくない。確かにモミ属の出現が多少多 くなる傾向は認められたものの、圧

倒的に広葉樹が利用されており、他の地域で見られるような圧倒的な針葉樹の利用というのが認められないのも本

遺跡群の特徴 と言えよう。



第 8章 仙台市中在家遺跡群出土木材の樹種

その他の本製品の樹種

以上、本遺跡群から出上した自然木と主な木製品の樹種について取り上げたが、その他にも様々な製品が出上し

ており、その樹種を表 7に示した。これらのうち、目立つものについてコメントするとつぎのようになる。

臼は 2点でいずれもトチノキであり、杵は 13点 あって、クヌギ節が 8点、コナラ節が 2点、ケンポナシが 1点で

ある。現在では日、杵 ともケヤキ材が多 く、 トチノキは鉢などの奪」物によく使われるが、これらの出土品はいずれ

も特別に異様な用材ではない。また、槌は 4点で、クヌギ節、クマノミズキ類、ヤブツバキ、ユズリハ属各 1点で

ある。前 2例は頷けるものだが、後 2例の樹木の本遺跡あるいはその周辺での生育は考えられないことから、他地

域 (南方)か らの持ち込みを示すのかもしれない。

下駄は4点あり、いずれも古代あるいはそれ以降だが、ケヤキが 3点、クリが 1点 と、これも特別な用材ではな

Vゝ 。

木錘は 5例あり、いずれも樹種が違っている。木錘は樹種を選ばないで手近にある木材でつくるのが通例で、こ

れらの同様である。

櫂は3例あり、クヌギ節が 2点、キハダが 1点で、これは適材を選択したと言える。

エブリは 1例あり平安時代のもので、本体がモミ属でそれに竹 と思われるものの歯を差し込んだもので、弥生時

代の一枚板を切 り込んでつ くったものとは異なる。

細身の直柄鋤のような形をしたへら状 と呼んでいる木器が製品、未製品ともに 13点出ている。クヌギ節がもっと

も多 く8点あり、その他、コナラ節、カエデ属、クロベなどである。クヌギ節が多いことは鋤鍬 との関連性を思わ

せるが他の樹種もあることは別な用材選択の意図があることをうかがわせる。

同様に、堀棒、打棒 と呼ばれているものも農耕具との関連が考えられる。掘 り棒は 5点のうち 3点がクヌギ節だ

が、のこりはハンノキ節、ヤナギ属であり、これらは材質が柔らかく、どれほど掘 り棒 として機能したかは疑間が

残る。これに対して打棒 とされているものは 8点あり、 7点がクヌギ節、残 りはヨナラ節である。

弓は 5点あり、イヌガヤが 4点、アカマツが 1点である。イヌガヤの用材はもっとも普遍的なものだが、アカマ

ツのそれは大変珍しい。一方、ここでは木鏃が 4点 と他の遺跡に比べて多 く出ている。うち 3点はムラサキシキブ

属、残 りがガマズミ属であり、いずれもその堅 く緻密で粘 りけのある材質をうまく生かした用材 と言える。そして

矢柄には竹笹類が用いられている。これがヤダケなのか、あるいは他の笹類なのかは不明である。

その他、用途不明品としたものがいくつかあり、それらの用材も様々である。

4.木 材の伐採時期について

樹度が着いたまま出土した木材はその最外年輪がどこまでつくられているかを見れば、ある程度その木が死んだ

時期、すなわち伐採された時期が推定できる。特に環孔材においては春の最初に大管孔がつくられ、それ以後は小

道管がつくられるので伐採時期の良い目安 となる。表 8に はそれを観察することが出来た 13例 の推定伐採時期を示

した。弥生中期のへら状木器の未製品は 4点がクヌギ節で 1点 はヨナラ節であり、前者のうち 3点は秋から冬にか

けて、 1点は晩春、そしてコナラ節の 1点 も晩春 と推定された。また、弥生中期の石斧柄 3点はいずれもクヌギ節

であるが、これらも秋から冬にかけてと推定された。今回は最外年輪を観察した例が少ないので製品の種類 と用材

の樹種 と伐採時期 との関係を解きあかすことは出来なかったが、一方では用材 となる樹木の季節成長を明らかにし、

他方では出来るだけ多 くの樹皮付きの出土材の最外年輪を調べることにより、過去の人々の木材利用活動の季節性

を明らかに出来る可能性が考えられる。

以上見てきたように、自然木の組成からは本遺跡周辺にはヤチダモ、オニグルミ、カエデ属、ハンノキ節などか

らなる湿性の温帯落棄広葉樹林が広がっており、それが時代が下るにつれて、一つには生育環境の変化、もう一つ
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には人為による二次林化が進行 して、組成が多少 とも変えたことが明らかになった。

そして、そこではクヌギ材を用いた農耕具で水田耕作が行われ、クリやクヌギを始め、様々な種類の広葉樹材を

ある時は用途 に応 じてきちんと樹種を選択 し、ある時は手近にある木材をぶんだんに利用して生活が行われていた

ことがわかった。
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la. カヤ  A/1YG- 938 C× 40。 lb.同  T× 100.

2b.同  T× 100.

3b。 同 T× 100,

写真 1
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lc.同  R× 400.

2c.同  R× 400。

3a。 モミ属  MYG- 904 C× 40,
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4a.アカマツ  MYG- 1134 C× 40. 4b.同

5a.ス ギ MYG- 936 C× 40. 5b。 同 T× 100.

6b。 同 T× 100.

写真 2

4c. 同 R× 400.

5c.同  R× 400。

(1

11
下.ニ

6a. ネズコ MYG- 1013 C× 40, 6c。 同 R× 200。



7a.オ ニグルミ 幹材 MYG- 685 7b。 同 T× 100,

8a。 オニグルミ 根材 MYG- 662 C× 40。 8b。 同 T× 100。

9b.同  T× 100。

写真 3
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7c。 同 R× 200.

8c.同  R× 200.

9a.サ フグァレミ MYG- 645 C× 40. 9c.同  R× 200.
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10a.ヤ ナギ属 MYG- 546 C× 40. 10b.同  T× 100.

1la.ハ ンノキ節  MYG- 877 C× 40.  Hb。 同 T X100.

12b.同  T× 100.

写真 4

10c.同  R× 200.

1lc。 同 R× 200.

12a.イ ヌシデ節  MYG- 882 C× 40. 12c.同  R× 200.



13a.ク マシデ節  MYG- 1033 C× 40. 13b。 同 T× 100.

14a.ア サダ  MYG- 1001 C× 40, 14b。 同 T× 100。

15b.同  T× 100.

写真 5
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13c.同  R× 200。

14c,同  R× 200,

再
眸
へ博
ヽ

15a. クリ rvttYG- 886 C× 40, 15c.同  R× 200,
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16a.ブ ナ属  MYG- 876 C× 40. 16b.同  T× 100。

17a. クヌギ節  MYG- 840 C× 40, 17b.

16c.同  R× 200.

17c。 同 R× 200.

18b.同  T× 100,

写真 6

lII

18a.コ ナラ節  MYG- 903 C× 40。 18c.同  R× 200,



19a.エ ノキ属  MYG- 2143 C× 40. 19b。 同 T× 100。

MYG- 889 C× 40. 20b.同  T× 100.

21b.同  T× 100。

写真 7
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19c.同  R× 200。

20c。 同 R× 200。

ケヤキ  MYG- 899 C× 40. 21c. 同 R× 200.
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22a.ヤ マグフ MYG- 1000 C× 40. 22b.同  T× 100.

23a.モ クレン属  MYG- 1151 C× 40.  23b.同  T× 100,

24b.同  T× 100。

写真 8

22c.同  R× 200.

23c.同  R× 200.

24a. カツラ  �生YG- 2073 C× 40, 24c,同  R× 200。



25a.マ タタビ属 MYG- 683 C× 40, 25b.同  T× 100。

26a. イスノキ �[YG- 1041 C× 40。 26b.同  T× 100,

27b.同  T× 100。

写真 9
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25c。 同 R× 200.

26c.同  R× 200。

カマツカ属  MYG- 592 C× 40. 27c.同  R× 200.
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28a. ヤマザクラ MYG- 960 C× 40. 28b。  同 T× 100,

29a. サクラ属  MYG- 953 C× 40。 29b.同  T× 100.

30b。 同 T× 100.

写真 10

28c.同  R× 200.

29c.同  R× 200.

30a.ナ シ亜科 MYG- 644 30c. 同 R× 200。



31a.イ ヌエンジュ MYG- 681 31b.同  T× 100.

32a. フジ  MYG- 677 C× 40. 32b.同 T× 100。

33b.同  T× 100.

写真H
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31c.同  R× 200.

32c.同  R× 200。

33a. シラキ �IYG- 976 C× 40. 33c.同  R× 200。
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34a.キ ハグ  MYG- 987 C× 40. 34b。 同 T× 100.

35a. コクサギ  MYG- 864 C× 40. 35b.同  T× 100.

34c.同  R× 200.

35c.同  R× 200.

36b。 同 T X 100.

写真 12

縛

齢

肺

聯

触

解

牌

湘

輸

36a.サ ンショウ MYG- 758 C× 40, 36c,同  R× 200,



37a. ヌルデ  MYG- 1845 C× 40. 37b.同  T× 100。

38a.ヤ マウルシ �γYG- 2085 38b。 同 T× 100.
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37c.同  R× 200.

38c.同  R× 200。

T× 100。

写真 13

39a.チ ドリノキ MYG- 2066 C× 40.  39b.同 39c.同  R× 200.
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40a.カ エデ属 MYG- 881 C X40. 40b.同  T× 100。

41a.ト チノキ 幹材 MYG- 654 C× 40. 41b.同  T× 100.

C× 40。  42b.同  T× 100,

写真 14

40c.同  R× 200.

41c.同  R× 200。

42c.同  R× 200.

382

42a.ト チノキ 根材 MYG- 494



43a.ア ワブキ ふ/1YG- 865 C× 40。 43b.同  T× 100。

44a.ニ シキギ属 MYG- 641 C× 40. 44b.同  T× 100.

45b.同  T× 100.

写真 15
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43c.同  R× 200,

44c.同  R× 200。

45a.ケ ンポナシ属 MYG- 1840 C× 40, 45c.同  R× 200.
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46a. ミズキ  h/1YG- 2110 C× 40. 46b.同  T× 100。

47a. クマノミズキ類 MYG- 1110 47b.同  T× 100,

48b.同  T× 100,

写真16

46c.同  R× 200.

47c,同  R× 200。

48a.ウ コギ属 MYG- 571 C× 40. 48c,同  R× 200.



49a. タラノキ h/1YG- 588 C× 40。     49b. 同 T× 100.

50a.エ ゴノキ属 MYG- 1039 C× 40. 50b.同 T× 100.

51b.同  T× 100。

写真17
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49c,同  R× 200.

50c。 同 R× 200。

51a. トネリコ属 MYG- 1123 C× 40, 51c,同  R× 200。
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52a。  ハ シドイ �IYG- 2131 C× 40。 52b。 同 T× 100.

53a.ム ラサキシキブ属 MYG- 1085 C× 40. 53b.同 T× 100.

54b.同  T× 100。

写真 18

52c。 同 R× 200.

53c.同  R× 200.

54a。  キリ �IYG- 602 C× 40. 54c.同  R× 200.



55a.ニ フ トコ NIYG- 940 C× 40. 55b.同  T× 100,

56a.ガ マズミ属 MYG- 1075 C× 40. 56b.同 T× 100.

54b. 同  C× 100。

写真 19
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55c.同  R× 200.

56c.同  R× 200.

57a.竹笹類 MYG- 1066 C× 40。 54c.同 MYG-1106 T× 200,
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付表。中在家遺跡群 出土木材の樹種

標本番号がMYGの ものは鈴木らが同定、Lの ものはパリノ・サーブェイlMlが同定したもの。
SR―Si枝・幹材、R:根材、SR:根株材

標本番号 遺跡名 樹 種  名 遺構 遺物番号 区 層位 製 品 名 本 取 等 時   代

MYG 491 押 口 トネ リコ属 河川 II区 6層 自然木 古墳中期以降

MYG-492 押 口 トネ リコ属 河川 II区 6層 自然木 古竣中期以降

MYG-493 押 ロ カエデ属 河川 H区 6層 自然木 古墳中期以降

MYG-494 押ロ トナノキ 河川 II区 6層 自然木 古墳中期以降

MYG-495 押 回 トチノキ 河川 I区 6層 自然木 古墳中期以降

MYG-496 押 日 トチノキ 河川 I区 6層 自然木 古墳中期以降

MYG-497 押 口 カエデ属 河ナH I区 6層 自然木 古墳中期以降

MYG-498 押 口 トネ リコ属 河,H H区 6層 自然木 古墳中期以降

MYG-499 押 口 カエデ属 河川 Ⅱ区 6層 自然木 古墳中期以降

�IYG-500 押 口 トネ リコ属 河川 Ⅱ区 6層 自然木 古墳中期以降

MYG-501 押 口 カエデ属 河,H Ⅱ区 6層 自然木 古墳 中期以降

�「YG-502 押 口 カエデ属 河,H Ⅱ区 6層 自然木 古墳中期以降

MYG-503 押 日 トチノキ 河 川 H区 6層 自然木 古墳中期以降

CヽYG-504 押 日 カエデ属 河 , H区 6層 自然木 古墳中期以降

卜IYG-505 押 口 トチノキ 河

'

H区 6層 自然木 古墳中期以降

卜lYG-506 押 口 カエデ属 河ナH H区 7層 自然木 古墳中期以降

MYG-507 押 口 トチノキ 河川 H区 7層 自然木 古墳中期以降

MYG-508 押 口 コナラ節 河ナH H区 7層 自然本 古墳中期以降

�【YG-509 押 日 ク リ 河ナ| H区 7層 自然木 古墳 中期以降

h/1YG-510 押 日 トネリコ属 河,II Ⅱ区 7層 自然木 古墳中期以降

�IYG-511 押 回 トチノキ 河ナII Ⅱ区 7層 自然木 古墳中期以降

IヽYG-512 押 口 ハンノキ節 河 川 H区 8a層 自然木 古墳中期以降

〔ヽYG-513 押 ロ ンヽノキ節 河ナII H区 8a層 自然木 古墳中期以降

MYG-514 押 口 カマツカ 河サ| H区 8a層 自然木 古墳中期以降

MYG-515 押 口 モミ属 河ナ|| Ⅱ区 8a層 自然木 古墳中期以降

MYG-516 押 口 カマツカ 河ナII H区 8a層 自然木 古墳 中期以降

MYG-517 押 口 カエデ属 河ナ|| H区 8a層 自然木 古墳中期以降

MYG-518 押 口 ヨナラ節 河ザ|| H区 8a層 自然木 古墳 中期以降

MYG-519 押 口 ヤナギ属 河川 H区 8a層 自然木 古墳中期以降

MYG-520 押口 カツラ 河川 H区 8a層 自然木 古墳中期以降

MYG 521 押口 カエデ属 河川 H区 8a層 自然本 古墳中期以降

MYG-522 押 口 トネ リコ属 河ナ| H区 8a層 自然木 古墳中期以降

MYG-523 押 口 ヤナギ属 河川 II区 8a層 自然木 古墳中期以降

MYG-524 押口 ヤナギ属 河川 II区 8a層 自然木 古墳中期以降

MYG-525 押口 ンヽノキ節 河川 II区 8a層 自然木 古墳中期以降

�【YG-526 押 口 ヤナギ属 河川 II区 8b層 自然木 古墳中期以降

MYG-527 押 ロ ハンノキ節 河川 II区 8a層 自然木 古墳 中期以降

MYG-528 押 日 コクサギ 河川 I区 9層 自然木 古墳中期

MYG-529 押 口 カエデ属 河川 I区 9層 自然木 古墳中期

MYG-530 押 日 ヤナギ属 河川 II区 9層 自然木 古墳中期

MYG-531 押 口 ンヽノキ節 河,H I区 9層 自然木 古墳中期

MYG-532 押 口 カツラ 河ナII H区 9層 自然木 古墳中期

MYG-533 押 口 ヤナギ属 河 )H H区 9層 自然木 古墳中期

MYG-534 押 口 トネリコ属 河ナ| H区 9層 自然木 古墳中期

�TYG-535 押 日 カエデ属 河川 I区 10層 自然木 古墳中期

�IYG-536 押 ロ ヤマウルシ 河ナII H区 10層 自然木 古墳中期

MYG-537 押 口 トネリコ属 河 川 H区 10層 自然木 古墳 中期

IヽYG-538 押 口 トネリコ属 河,II H区 10層 自然木 古墳中期

MYG-539 押 口 トネリコ属 河川 H区 10層 自然木 古墳中期

MYG-540 押 口 ヤナギ属 河ナII H区 10層 自然本 古墳中期

MYG-541 押 口 トネ リコ属 河ナII H区 10層 自然木 古墳中期

MYG-542 押 口 ヤナギ属 河ナ| H区 10層 自然木 古墳中期

h41YG-543 押 口 ヤナギ属 河)H H区 10層 自然木 古墳中期

�IYG-544 押 口 ニレ属 河サ十1 H区 11層 自然木 古墳中期

MYG-545 押 口 カマツカ 河ナ|| Ⅱ区 且 層 自然木 古墳中期

h41YG-546 押 口 ヤナギ属 河,II H区 且 層 自然木 古墳 中期
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標本番号 遺跡名 樹 種  名 遺樗 遺物番号 区 層仕 製 品 名 本 段 等 時  代

MYG-547 押 ロ ニ レ属 河川 II区 ■ 層 自然木 古墳中期

MYG-548 押口 キハダ 河川 I区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-549 押口 トネリコ属 河川 I区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-550 押 口 トネリコ属 河川 II区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-551 押 ロ トネリコ属 河川 I区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-552 押口 ヤマグワ 河川 H区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-553 押 口 キハダ 河,H H区 12a層 自然木 古墳前期

ふ江YG-554 押 口 コナラ節 河,H H区 12a層 自然木 古墳前期

N41YG-555 押 口 トネリコ属 河ナ|| H区 12a層 自然木 古墳前期

卜CYG-556 押 日 トネリコ属 河チ|| H区 12a層 自然木 古墳前期

卜IYG-557 押 口 ヨナラ節 河サII Ⅱ区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-558 押 口 トネ リコ属 河 川 Ⅱ区 12a層 自然木 古墳前期

�IYG-559 押 口 トネ リコ属 河チII Ⅱ区 12a層 自然木 古墳前期

�IYG-560 押 口 トネリコ属 河ナH II区 12a層 自然本 古墳前期

�【YG-561 押 口 トネリコ属 河ナ|| II区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-562 押 口 トネリコ属 河ナ|| II区 12a層 自然木 古墳前期

[ヽYG-563 押 口 ンヽノキ節 河ナII 区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-564 押 口 エノキ属 河,I 区 12a層 自然本 古墳前期

MYG-565 押 口 ヨナラ節 河,W 区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-566 押口 トネリコ属 河,II 区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-567 押 口 ヤマグワ 河,H 区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-568 押 口 コナラ節 河ナII H区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-569 押 口 トネリコ属 河ナll Ⅱ区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-570 押口 トネ リコ属 河ナ|| Ⅱ区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-571 押 口 ウコギ属 河ナ|| Ⅱ区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-572 押 ロ カエデ属 河チ|| H区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-573 押 口 ヤマグワ 河ナII 区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-574 押 口 トネリコ属 河,II 区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-575 押 口 ニレ属 河 川 区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-576 押 口 コナラ節 河
'W

区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-577 押 口 エレ属 河川 区 12a層 自然木 古墳前期

MYG 578 押 ロ エレ属 汀川 区 12a層 自然木 古墳前期

�IYG-579 押 口 コナラ節 河川 区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-580 押 口 トネ リコ属 河川 H区 12a層 自然木 古墳前期

IヽYG-581 押 口 トネリコ属 河川 H区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-582 押 口 ンヽノキ節 河川 Ⅱ区 12a層 自然木 古墳前期

�IYG-583 押 ロ ニレ属 河川 H区 12a層 自然木 古墳前期

IIYG-584 押 口 トネ リコ属 河川 H区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-585 押 ロ トネ リコ属 河川 H区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-586 押 口 トネリコ属 河川 H区 12a層 自然木 古墳前期

�IYG-587 押 口 トネリコ属 河,II H区 12a層 自然木 古墳前期

IヽYG-588 押 口 タラノキ 河ナ|| 区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-589 押 口 トネ リコ属 河川 区 12a層 自然木 古墳前期

〔ヽYG-590 押 口 ヤナギ属 河川 区 12a層 自然木 古墳前期

h/1YG-591 押 口 コナラ節 河川 区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-592 押 口 カマツカ 河)H 区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-593 押口 トネリコ属 河サI 区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-594 押 口 トネリコ属 河 川 区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-595 押 口 トネリコ属 河 川 区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-596 押 口 トネリコ属 河川 区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-597 押 口 トネリコ属 河,II 区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-598 押 口 トネリコ属 河 川 区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-599 押 口 トネリコ属 河ナ‖ I区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-600 押 口 トネリコ属 河
'II

I区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-601 押 口 コナラ節 河ナH I区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-602 押ロ キ リ 河ナ|| II区 12a層 自然木 古墳前期

ⅣIYG-603 押 口 トネリコ属 河ナ|| II区 12a層 自然木 古墳前期

�【YG-604 押 口 トネ リコ属 河,十 1 I区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-605 押 口 トネリコ属 河ナ|| H区 12a層 自然木 古墳前期
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第 3部 考察 と調査成果の総括

標本番号 遺麟名 樹 種  名 遺 構 遺物番号 区 層仕 製 品 名 木 取 り 等 時   代

MYG-606 押 口 コナラ節 河ナ‖ H区 12a層 自然木 古墳前期
MYG 607 押 ロ トネ リコ属 河,H H区 12a層 自然木 古墳前期
MYG 608 押 口 トネ リコ属 河ナ|| H区 12a層 自然木 古墳前期
MYG-609 押 口 カマツカ 河ナ‖ 区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-610 押 口 トネ リコ属 河川 区 2a層 自然木 古墳前期
MYG-611 押 口 トネ リコ属 河川 H区 2a層 自然木 古墳前期
�【YG-612 押 口 トネ リコ属 河川 区 2a層 自然木 古墳前期
MYG-613 押 ロ ヨナラ節 河ナ‖ 区 2a層 自然木 古墳前期

征ヽYG-614 押 口 ヨナラ節 河川 H区 2a層 自然木 古墳前期
�IYG-615 押 口 コナラ節 河ナH H区 12a層 自然木 古墳前期
�IYG-616 押 口 トネ リコ属 河川 II区 12a層 自然木 古墳前期
MYG-617 押 口 トネリコ属 河,11 I区 12a層 自然木 古墳前期

MYG 618 押 ロ トネリコ属 河,I II区 12a層 自然木 古墳前期
MYG 619 押 口 トネ リコ属 河チH II区 12a層 自然木 古墳前期
�IYG-620 押国 コナラ節 河ナ|| I区 12a層 自然木 古墳前期
MYG-621 押 口 トネリコ属 河,I H区 12a層 自然木 古墳前期

MYG-622 押 口 トネリコ属 河ナ|| H区 a層 自然本 古墳前期
MYG-623 押 ロ ヤマグワ 河川 H座 a層 自然木 古墳前期
MYG-624 押 日 トネ リコ属 河川 H区 a層 自然木 古墳前期
MYG-625 押 口 トネ リコ属 河川 区 a層 自然木 古墳前期
MYG-626 押 口 トネリコ属 河川 区 a層 自然木 古墳前期

MYG-627 押 ロ トネリコ属 河 川 区 12a層 自然木 古墳前期
MYG 628 押 口 ヤナギ属 河川 H区 12a層 自然木 古墳前期
�IYG-629 押 口 トネ リコ属 河川 Ⅱ区 12b層 自然木 古墳前期
MYG-630 押 日 ヨナラ節 河ナ|| II区 12b層 自然木 古墳前期

MYG-631 押 日 トネリコ属 河,II H区 12b層 自然木 古墳前期
卜IYG-632 押 口 トネ リコ属 河ナH II区 12b層 自然木 古墳前期
h71YG-633 押 口 ヤマグワ 河ナ|| H区 12b層 自然木 古墳前期
�IYG-634 押 口 トネ リコ属 河川 H区 12b層 自然木 古墳前期

rほYG-635 押 ロ トネ リコ属 河丁|| H区 12b層 自然木 古墳前期
MYG-636 押 口 トネ リコ属 河川 H区 12b層 自然木 古墳前期
hIYG-637 押 口 トネリコ属 河川 H区 12c層 自然木 古墳前期
MYG-638 押 口 トネ リコ属 河川 H区 13層 自然木 古墳前期―弥生
MYG-639 押 口 ク リ 河川 H区 13層 自然木 古墳前期―弥生

MYG-640 押 口 カエデ属 河川 Ⅱ区 13層 自然木 古墳前期―弥生

MYG-641 押 口 ニシキギ属 河川 H区 13層 自然木 古墳前期―弥生
MYG-642 押 口 トネ リコ属 河川 I区 13層 自然木 古墳前期―弥生
MYG-643 押 ロ オニグルミ 河ナ|| I区 13層 自然木 古墳前期―弥生
�IYG-64J 押 口 ウコギ属 河,II I区 13層 自然木 古墳前期―弥生
hIYG-645 押 口 サワグルミ 河サ十1 H区 13層 自然木 古墳前期―弥生
MYG-646 押 口 トネ リコ属 河ナII Ⅱ区 13層 自然木 古墳前期―弥生
卜IYG-647 押 口 サワグルミ 河 , H区 13層 自然木 古墳前期一弥生
MYG-648 押 口 トネリコ属 河ナ H区 13層 自然木 古墳前期―弥生

hJYG-649 押 国 エノキ属 河ナ H区 13層 自然本 古墳前期―弥生

MYG-650 押 口 トネリコ属 河ナI H区 13層 自然木 古墳前期―弥生
�IYG-651 押 ロ トネリコ属 河チ| H区 13層 自然木 古墳前期―弥生
�IYG-652 押口 トネ リコ属 河川 Ⅱ区 13層 自然木 古墳前期―弥生
�IYG-653 押 口 カマツカ 河川 II区 13層 自然木 古墳前期―弥生

MYG-654 押 口 トチノキ 河川 I区 13層 自然木 古墳前期―弥生
MYG-655 押 口 ミズtF 河ナ|| H区 13層 自然木 古墳前期―弥生
MYG-656 押 国 カマツカ 河川 E区 13層 自然木 古墳前期―弥生
MYG-657 押 ロ カエデ属 河川 H区 13層 自然木 古墳前期―弥生

MYG-658 押 日 カエデ属 河ナII Ⅱ区 14層 自然木 弥生中期

MYG-659 押 口 オニグルミ 河 川 I区 14層 自然木 亦生中期
MYG-660 押 口 オニグルミ 河,II H区 14層 自然木 亦生中期
征ヽYG-661 押 日 カエデ属 河川 H区 14層 自然木 か生中期
MYG-662 押 口 オニグルミ 河川 H区 14層 自然本

|

ホ生中期
MYG-663 押 国 キハダ 河川 H区 4層 自然木

| な生中期
卜IYG-664 押 口 ラヾ科ナシ亜科 河川 Ⅱ区 4層 自然木

| 麻生中期
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第 8章 仙台市中在家遺跡群出土木材の樹種

標本番号 遺跡名 樹 種  名 遺構 遺物番号 区 層仕 製 品 名 木 取 り 等 時   代

MYG-665 押 口 ケンポナシ属 河ナII H区 14層 自然木 弥生中期

MYG-666 押 口 カエデ属 河ナH H区 14層 自然ホ 弥生中期

MYG-667 押 口 カマツカ 河ナ|| I区 14層 自然木 弥生中期

MYG-668 押 口 カエデ属 河ナ| II区 14層 自然木 弥生中期

MYG-669 押 口 ニ レ属 河ナ|| II区 14層 自然木 弥生中期

MYG-670 押 口 トネリコ属 河,11 区 14層 自然木 弥生中期

MYG-671 押 口 オニグルミ 河,11 区 14層 自然木 弥生中期

MYG-672 押 国 オニグルミ 河,II H区 14層 自然木 弥生中期

MYG-673 押 口 ヤマグワ 河,II 区 14層 自然木 弥生中期

MYG-674 押 口 ヨナラ節 河 川 Ⅱ区 14層 自然木 弥生中期

MYG-675 押 口 カエデ属 河ザII Ⅱ区 14層 自然木 弥生中期

MYG-676 押 口 ミズキ 河ナH Ⅱ区 15層 自然木 弥生中期

MYG-677 押 口 フ ジ 河ナII H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-678 押 口 コナ ラ節 河川 区 15層 自然木 弥生中期

MYG-679 押 口 ンヽノキ節 河ナ| 区 15層 自然木 弥生中期

MYG-680 押 口 キ リ 河,H 区 15層 自然木 弥生中期

MYG-681 押 ロ イヌエンジュ 河,H H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-682 押 口 ヤマグワ 河 川 区 15層 自然木 弥生中期

MYG-683 押 口 マタタ ビ属 河チ| H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-684 押 口 オニグルミ 河 川 Ⅱ区 15層 自然木 弥生中期

MYG-685 押 口 オニグルミ 河川 I区 15層 自然木 弥生中期

MYG-686 押 口 カエデ属 河ナII H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-687 押 ロ トネリコ属 河川 H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-688 押 口 ミズキ 河川 H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-689 押 口 オニグルミ 河川 H区 15層 自然木 弥生中期

卜IYG-690 押 口 ハンノキ節 河川 H区 15層 自然木 弥生中期

NIYG-691 押 口 タラノキ 河川 H区 15層 自然木 弥生 中期

�生YG-692 押 口 トチノキ 河川 II区 15層 自然本 弥生中期

MYG-693 押 口 ウコギ属 河川 I区 15層 自然木 弥生中期

MYG-694 押 口 トネリコ属 河川 H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-695 押 口 ヤマグワ 河川 II区 15層 自然木 弥生 中期

�IYG-696 押 口 トネリコ属 河川 I区 15層 自然木 弥生 中期

MYG-697 押ロ ヤマグワ 河川 II区 15層 自然木 弥生中期

MYG-698 押ロ タラノキ 河 川 Ⅱ区 15層 自然木 弥生中期

CヽYG-699 押 日 ニワトコ 河川 H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-700 押 ロ ハ ンノキ節 河川 H区 15層 自然木 弥生 中期

MYG-701 押 口 オニグルミ 河ナ|| H区 15層 自然木 弥生中期

�【YG-702 押ロ オニグルミ 河ナII H区 15層 自然木 弥生中期

�【YG-703 押国 ヤマグワ 河川 H区 15層 自然木 弥生中期

lvIYG-704 押 口 キハダ 河ナ|| H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-705 押 口 オニグルミ 河,II H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-706 押口 カエデ属 河,II H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-707 押口 ヤマグワ 河,I H区 15層 自然木 弥生中期

�IYG-708 押 口 ンヽノキ節 河ナH H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-709 押 口 ウコギ属 河ナII H区 15層 自然木 弥生中期

IヽYG-710 押 口 オニグルミ 河川 Ⅱ区 15層 自然木 弥生中期

h/1YG-711 押 口 ク リ 河ナ|| H区 15層 自然木 弥生中期

�IYG-712 押 ロ ヤマグワ 河,|| H区 15層 自然木 弥生中期

hIYG-713 押 口 ウコギ属 河

'‖

H区 15層 自然木 弥生中期

hIYG-714 押 口 オニグルミ 河ザII H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-715 押 回 ヤマグワ 河チ|| H区 15層 自然木 弥生中期

�IYG-716 押 口 トネリコ属 河川 II区 15層 自然木 弥生中期

MYG-717 押 日 カエデ属 河川 II区 15層 自然木 弥生中期

卜〔YG-718 押 口 ヤマグフ 河,H Ⅱ 区 15層 自然木 弥生中期

MYG-719 押 口 ヤマグフ 河川 II区 15層 自然木 弥生 中期

MYG-720 押 口 オニグルミ 河川 I区 15層 自然木 弥生中期

MYG-721 押 口 ミズキ 河川 II区 15層 自然木 弥生中期

MYG-722 押 口 タラノキ 河川 H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-723 押 口 ミズキ 河川 Ⅱ 区 15層 自然木 弥生中期



第 8部 考察と調査成果の総括

標本番号 遺跡名 樹 種 名 遺構 遺物番号 区 層 位 製 品 名 木 取 ) 等 時   代

MYG-724 押 ロ エノキ属 河ナ|| H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-725 押 口 ンヽノキ節 河サ|| H区 15層 自然本 弥生中期

MYG-726 押 ロ ヤマグワ 河ナH H区 15層 自然本 弥生中期

A/1YG-727 押 口 コナラ節 河ナ|| H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-728 押 口 トネ リコ属 河ナ|| H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-729 押 口 ニフトコ 河サ|| H区 15層 自然木 弥生 中期

MYG-730 押 口 サワグルミ 河ナ|| H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-731 押 口 カエデ属 河ナ|| H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-732 押 口 タラノキ 河ナ|| H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-733 押 国 オニグルミ 河 川 H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-734 押 口 ケンポナ シ属 河ナ|| H区 15層 自然木 弥生中期

nvIYG-735 押 口 オニグルミ 河,II H区 15層 自然木 弥生中期

�IYG-736 押 口 ニフトコ 河 川 H区 15層 自然木 弥生中期

lvIYG-737 押 口 ケンポナ シ属 河,‖ II区 15層 自然木 弥生中期

lvIYG-738 押国 オニグルミ 河 川 H区 15層 自然木 弥生中期

hIYG-739 押 口 エ ノキ属 河ナ‖ H区 15層 自然木 弥生中期

�IYG-740 押 口 サンショウ 河 川 H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-741 押 口 オニグルミ 河,II H区 15層 自然木 弥生中期

MYG-742 押 口 ヤマグワ 河 川 H区 15層 自然木 弥生 中期

MYG-743 押口 ハンノキ節 河∫‖ H区 15層 自然木 弥生 中期

卜IYG-744 押 口 ヤマグワ 河ナII 区 15層 自然木 弥生中期

卜IYG-745 押 口 ミズキ 河川 区 15層 自然木 弥生中期

�IYG-746 押 口 ミズキ 河川 区 15層 自然木 弥生中期

�IYG-750 押口 オニグルミ 河川 L-35 区 11層 部材 分割材 古墳 中期

�IYG-751 押 口 ケヤキ 河ナ|| L-36 区 12層 部材 板材 柾 目 古墳前期

卜IYG-752 押 口 キハダ 河 , L-37 区 12層 加工材 半割材 古墳前期

卜lYG-753 押 口 コナラ節 河ナ L-38 区 12層 部 材 分割材 古墳前期

卜〔YG-754 押 ロ コナラ節 河川 L-39 区 12層 部材 角材 古墳前期

lヽYG-755 押 口 ケンポナシ属 河ナH L-40 区 13層 部材 分割材 古墳前期

�IYG-756 押 口 コナラ節 河ナ L-41 区 13層 部材 板材 柾 目 古墳前期

卜IYG-757 押 口 クヌギ節 河ナ L-42 区 13層 部 材 板材 柾 目 古墳前期

MYG-758 押 ロ サンショウ 河,|| L-43 区 13層 加工材 半割材 古墳前期

MYG-759 押口 サワグルミ 河サ L-44 区 13層 部材 分割材 古墳前期

鉦ヽYG-760 押 ロ ク リ 河 , L-45 区 13層 杭 半割材 古墳前期

Ⅳ【YG-761 押 ロ カエデ属 河ナ1 L-46 区 14層 部材 分割材 弥生中期

lヽYG-762 押 口 カエデ属 河 ,1 L-47 区 14層 加工材 倒伐木 弥生中期

MYG 763 押口 クヌギ節 河サI L-48 区 15層 部材 仮 材 柾 目 弥生中期

W【YG-764 押 口 クヌギ節 河川 L-49 区 15層 部材 角材 弥生中期

�【YG-765 押 口 クヌギ節 河ナ| L-50 区 15層 部材 板材 柾 目 弥生中期

�【YG-766 押 ロ ケヤキ 河ナ| L-51 区 15層 加工材 切り落とし材 弥生中期

MYG-767 押 ロ ヤナギ属 河川 L-52 区 15層 部材 分割材 弥生中期

卜IYG-768 押ロ 河サ| L-74 II区 9層 部材 角材 古墳 中期

卜(YG-769 押 回 モミ属 河ナ| L-78 II区 10層 部材 角材 古墳中期

W【YG 770 押 口 オニグルミ 河 L-79 II区 10層 部材 角材 古墳中期

MYG-771 押 ロ クヌギ節 河ナ| II区 12層 部材 板材 柾 目 古墳前期

MYG-772 押口 キハダ 河ナI L H区 9層 部材 分割材 古墳中期

lヽYG-773 押口 キハダ 河川 L II区 9層 部材 板 材 柾 目 古墳中期

卜IYG-774 押 口 トネリコ属 河,‖ L H区 10層 炭化材 古墳中期

卜IYG-775 押 口 トネリコ属 河ナII L H区 10層 炭化材 古墳中期

MYG-776 押 日 カエデ属 河ナ|| L H区 10層 部 材 分割材 古墳中期

卜IYG-777 押 口 カエデ属 河ナ|| L H区 10層 部 材 分割材 古墳中期

卜征YG-778 押 口 サワグルミ 河川 L― Ⅱ区 10層 部材 板 材 板 目 古墳中期

IヽYG-779 押 口 トネ リコ属 河ナ|| L― Ⅱ 区 且 層 部材 角材 古墳中期

�IYG-780 押 口 ヨナラ節 河川 L― Ⅱ区 11層 部材 分割材 古墳中期

rvIYG-781 押 口 カエデ属 河ナ|| L H区 11層 加工材 半割材 古墳中期

�IYG-782 押 口 ヨナラ節 河サ| L H区 H層 部材 分割材 古墳 中期

MYG-783 押口 キハダ 河川 L― H区 11層 炭化材 古墳 中期

�IYG-784 押 口 ケヤキ 河ナlI L-150 H区 11層 部材 分割材 古墳 中期

WIYG-785 押 口 コクサギ 河 川 L-151 H区 11層 部材 丸太材 古墳中期

392



第 8章 仙台市中在家遺跡群出土木材の樹種

標本番号 遺跡 名 樹 種  名 遺 構 遺物番号 区 層也 製 品 名 木 取 り 等 時   代

MYG-786 押 口 ケ ンポナシ属 河jll L-152 H区 12層 部材 分割材 古墳前期

MYG-787 押 口 トネリコ属 河ナ|| L-153 H区 12層 部材 分割材 古墳前期

MYG-788 押 口 コナラ節 河ナ‖ L-154 H区 12層 部材 丸太材 古墳前期

MYG-789 押 口 コナラ節 Ⅲナ|| L-155 H区 12層 部材 丸太材 古墳前期

�IYG-790 押 口 カマ ツカ 河ナ|| L-156 H区 12層 部材 分割材 古墳前期

�IYG-791 押 ロ ヨクサギ 河ナ十1 L-157 Ⅱ区 12層 部材 丸太材 古墳前翔

lヽYG-792 押 口 トネリコ属 河チ十1 L-158 区 12層 炭化材 古墳前期

MYG-793 押 国 トネ リコ属 河サ|| L-159 区 12層 炭化材 古墳前期

MYG-794 押 口 トネリコ属 河,II L-160 区 12層 部材 分割材 古墳前期

MYG-795 押国 トネ リコ属 河 )|| L-161 区 12層 炭化材 古墳前期

�【YG-796 押 口 トネ リコ属 河川 L-162 区 12層 部材 角材 古墳前期

征ヽYG-797 押 口 ケンポナシ属 河ナ十1
L-164 区 12層 部材 角材 古墳前期

いほYG-798 押 ロ トネリコ属 河ナ| L-165 区 12層 炭化材 古墳前期

lヽYG-799 押口 トネリコ属 河サ十1 L-166 区 12層 炭化材 古墳前期

hIIYG-800 押 ロ トネ リコ属 河ナ十1 L-167 区 12層 炭化材 古墳前期

MYG-801 押 ロ トネ リコ属 河サ十1 L-168 区 12層 炭化材 古墳前期

MYG-802 押 ロ トネリコ属 河サ|| L-169 区 12層 炭化材 古墳前期

MYG-803 押 口 トネ リコ属 河,II L-170 区 12層 炭化材 古墳前期

MYG-804 押 口 コナラ節 河ナ|| L-171 区 12層 部材 分割材 古墳前期

MYG-805 押 口 トネ リコ属 河ナ|| L-172 区 12層 部材 分割材 古墳前期

MYG-806 押 口 コナラ節 河ナH L-173 Ⅱ区 12層 部材 分割材 古墳前期

MYG-807 押 ロ トネ リコ属 河
'H

L-174 H区 12層 炭化材 古墳前期

MYG-808 押 ロ ヨナラ節 河,H L-175 H区 12層 部材 角材 古墳前期

MYG-809 押 口 トネ リコ属 河ナII L-176 H区 12層 炭化材 古墳前期

MYG-810 押 回 カエデ属 河ナ|| L-177 H区 12層 部材 分割材 古墳前期

MYG-811 押 口 トネリコ属 河ナ|| L-178 H区 12層 部材 分割材 古墳前期

MYG-812 押 口 トネリコ属 河川 L-179 H区 12層 部材 分割材 古墳前期

MYG-813 押 国 トネリコ属 河ナ|| L-180 Ⅱ区 12層 炭化材 古墳前期

MYG-814 押 口 トネ リコ属 河ナ|| L-181 Ⅱ区 12層 炭化材 古墳前期

MYG-815 押 ロ トネ リコ属 河〕|| L-182 Ⅱ区 12層 炭化材 古墳前期

MYG-816 押 ロ トネリコ属 河川 L-185 H区 12層 炭化材 古墳前期

MYG-817 押 口 トネリコ属 河川 L-186 H区 12層 炭化材 古墳前期

MYG-818 押 口 トネ リコ属 河 川 L-187 区 12層 部材 分割材 古墳前期

MYG-819 押 口 トネリコ属 河川 L-188 区 12層 炭化材 古墳前期

MYG-820 押 口 トネリコ属 河川 L-189 区 12層 炭化材 古墳前期

MYG-821 押 口 トネリコ属 河川 L-191 区 12層 炭化材 古墳前期

IヽYG-822 押 口 コナラ節 河,II L-192 H区 12層 炭化材 古墳前期

征ヽYG-823 押 ロ ク リ 河川 L-193 区 12層 部材 板材 板 目 古墳前期

卜〔YG-824 押 口 ク リ 河 川 L-194 区 12層 部材 角材 古墳前期

MYG-825 押 ロ トネリコ属 河川 L195 区 12層 炭化材 古墳前期

MYG-826 押ロ トネリコ属 河川 L-196 区 12層 炭化材 古墳前期

MYG-827 押 口 カツラ 河川 L197 区 12層 部材 分割材 古墳前期

ArlYG-828 押 口 キハグ 河川 L198 区 12層 部材 分割材 古墳前期

WIYG-829 押 口 ク リ 河川 L-200 区 12層 部材 板材 柾 目 古墳前期

ふ江YG-830 押 口 トネリコ属 河ナII L-201 区 12層 炭化材 古墳前期

MYG-831 押口 トネ リコ属 河川 L-202 区 12層 炭化材 古墳前期

WIYG-832 押口 トネリコ属 河川 L-203 区 12層 炭化材 古墳前期

卜IYG-833 押 ロ トネリコ属 河川 L-204 区 12層 反化材 古墳前期

MYG-834 押 日 トネリコ属 河川 L-205 区 12層 部材 分割材 古墳前期

MYG-835 押 ロ カツラ 河川 L-206 区 13層 部材 分割材 古墳前期

MYG-886 押 口 ケヤキ 河川 L-207 区 13層 部材 分割猪 古墳証期

MYG 837 押 口 カエデ属 河川 L-208 区 15層 部材 板 材 柾 目 弥生中期

MYG 838 押 口 クヌギ節 河川 L-209 区 15層 部材 角材 弥生中期

MYG-839 押 口 ニフトコ 河川 L-210 区 15層 部材 分割材 弥生中期

WIYG-840 押 口 クヌギ節 河川 L-211 区 15層 部材 分割材 弥生中期

AttYG-841 押 日 クヌギ節 河川 L-212 区 15層 部材 角材 弥生 中期

MYG-842 押 口 キハダ 河川 L-213 区 15層 部材 分割材 弥生中期

h71YG-843 押 口 ケンポナシ属 河川 L-214 区 15層 部材 分割材 弥生中期

�「YG-844 押 口 ケンポナシ属 河川 L-215 区 15層 部材 分割材 弥生中期
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第 8部 考察と調査成果の総括

標本番号 遺 LFt名 樹 種  名 遺 構 遺物番号 区 層仕 製 品 名 木 取 り 等 時  代

MYG-845 押 ロ エノキ属 河川 L-216 H区 15層 部材 分割材 弥生中期

MYG-846 押 口 ヤマグワ 河川 L-217 I区 15層 部材 分割材 弥生中期

卜IYG-847 押 ロ ク リ 河ナ L-218 I区 15層 部材 分割材 弥生中期

IヽYG-848 押 ロ ク リ 河川 L-219 I区 15層 部材 分割材 弥生 中期

lヽYG-849 押 口 ク リ 河川 L-220 I区 15層 部材 分割材 弥生中期

lヽYG-850 押 日 ク リ 河川 L-221 I区 15層 部材 分割材 弥生中期

MYG-851 押 口 トチノキ 河 , L-222 I区 15層 部 材 分割材 弥生 中期

hIYG-852 押 口 オニグルミ 河川 L-223 I区 15層 部材 分割材 弥生中期

MYG-853 押 口 トチノキ 河川 L-224 I区 15層 部材 分割材 弥生中期

h/1YG-854 押 口 サワグルミ 河川 L-225 I区 15層 部材 分割材 弥生中期

MYG-855 押 口 オニグルミ 河川 L-226 I区 15層 部材 分割材 弥生 中期

MYG-856 押 口 ヤマグワ 河川 L-227 I区 15層 部材 分割材 弥生中期

h41YG-857 押 口 ク リ 河川 L-228 II区 15層 部材 分割材 弥生中期

MYG-858 押 口 オニグルミ 河川 L-229 区 15層 部材 分割材 弥生中期

MYG-859 押 口 ヤナギ属 河川 L-247 区 9層 抗 丸太材 古墳 中期

hIYG-860 押 口 トネリコ属 河ナII L-248 区 ■ 層 抗 丸太材 古墳中期

�【YG-861 押 口 トネリコ属 河,II L-249 区 11層 杭 半割猪 古墳中期

�【YG-862 押 口 ヤナギ属 河ナ|| L-250 H区 12層 抗 部材 丸太材 古墳前期

MYG-863 押 日 ンヽノキ節 河
'II

L-251 H区 12層 杭 部 材 丸太材 古墳前期

MYG-864 押 日 コクサギ 河ナII L-252 H区 12層 抗 半割材 古墳前期

〔ヽYG-865 押 口 アワブキ 河ナ|| L-253 H区 12層 杭 部材 丸太材 古墳前期

MYG-866 押 口 コクサギ 河ナ|| L-254 区 12層 抗 部″ 半割材 古墳前期

[ヽYG-867 押 日 ンヽノキ節 河ナ|| L-255 区 12層 杭 部材 丸太材 古墳前期

MYG-868 押 ロ トネ リコ属 手丁, L-256 区 13層 杭 部材 丸太材 古墳前期―弥生

〔ヽYG-1001 押 日 アサダ 河,十 1 L-1 区 6層 部材 板 材 板 目 平安

征ヽYG-1002 押 日 ク リ 河,‖ L-2 区 8a'層 部材 板材 柾 目 平 安

IヽYG-1003 押 口 クヌギ節 河,‖ L-3 区 13層 鍬 曲柄又鍬 板材 柾 目 古墳前期

IヽYG-1004 押 口 モミ属 河 )‖ 区 15層 部材 分割材 弥生中期

lヽYG-1005 押 口 コナラ節 河ザII L-5 区 12層 部材 建築材 分割材 芯持丸 古墳前期

IヽYG-1006 押 ロ ヨナラ節 河ザII L-6 区 12層 部材 柄 ? 角棒 分割材 古墳前期

lヽYG-1007 押 ロ クヌギ節 河ナII L-7 区 12層 へ ら 杓子状木製品 板材 柾 目 古墳前期

IヽYG-1008 押 ロ モミ属 河ナII L-8 区 12層 部材 板材 板 目 古墳前期

MYG-1009 押 ロ カエデ属 河ナII L-9 区 12層 へ ら 杓子状木製品 板 材 柾 目 古墳前期

IヽYG-1010 押 日 複維管束亜属 河ナ|| 区 5層 容器 曲物側板 薄板材 柾 目 職

IヽYG-1011 押 口 複維管束亜属 河ナ十1 区 5層 容器 由物底板 板材 ナナメ 平安

�IYG-1012 押 口 複維管束亜属 汀ナ|| L-70 H区 5層 容器 曲物側板 薄板材 柾 目 平安

�IYG-1013 押 口 クロ
^ミ 河ナ|| L-7ユ H区 5層 容器 曲物底板 板 材 柾 目 平安

�IYG-1014 押 口 クロベ 河ナII L-72 H区 5層 容器 曲物底板 板材 柾 目 平安

卜IYG-1015 押 口 アスナロ 河,II L-73 H区 5層 容器 曲物底板 板材 柾 目 平安

�IYG-1016 押 口 アサダ 河テII L-76 Ⅱ区 10層 柄 鍬膝柄 板材 古墳中期

MYG-1017 押 口 イヌガヤ 河
'H

L-80 H区 ■ 層 弓 半裁丸 丸木 古墳中期

MYG-1018 押 口 コナラ節 河,II L-81 Ⅱ区 11層 部材 有孔板材 板材 柾 目 古墳 中期

卜征YG-1019 押 口 クヌギ節 河)H L-82 H区 12層 鍬 ナス ビ型二又鍬 板材 柾 目 古墳前期

�IYG-1020 押 口 クヌギ節 河丁|| L-83 H区 12層 鍬 膝柄二又鍬 板材 柾 目 古墳前期

MYG-1021 押 口 クヌギ節 河ナ|| L-84 I区 12層 鍬 広鍬 (未製品) 板材 柾 目 古墳前期

MYG-1022 押 口 クヌギ節 河ナ|| L-85 I区 12層 鍬 膝柄平鍬 板材 柾 目 古墳前期

MYG-1023 押 口 クヌギ節 河ナ|| L-87 II区 12層 鍬 横鍬 板 材 柾 目 古墳前期

MYG-1024 押 口 クヌギ節 河ナ|| L-88 I区 12層 鍬 横鍬 (?) 板材 柾 目 古墳前期

�【YG-1025 押 日 ムラサキシキブ属 河ナll L-89 Ц区 12層 矢 細棒 削り出し 古墳前期

MYG-1026 押 回 クヌギ節 河,‖ L-90 II区 14層 部材 打俸 板材 柾 目 弥生中期

MYG 1027 押 口 ク リ 河 川 L-91 H区 14層 鍬部品 泥 除 板材 板 目 弥生中期

htYG-1028 押 日 ミズキ 河川 L-95 H区 15層 柄 農具柄 丸 棒 削 り出 し丸 弥生 中期

〔ヽYG-1029 押 口 ミズキ 河ナ|| L-96 H区 15層 柄 農具柄 丸棒 削 り出 し丸 弥生中期

MYG-1030 押 口 トチノキ 河川 L-97 H区 15層 部材 臼 ? 割材 弥生中期

MYG-1031 押 口 ヤマグワ 河ナ十1 L-163 H区 12層 柄 鎌 柄 丸棒 削り出し 古墳前期

MYG-1032 押 日 オニグルミ 河ナ|| L-199 H区 12層 柄 丸 木 削り出し 古墳前期

MYG-1033 押 ロ クマシデ節 河川 L-257 I区 13層 柄 農具柄 丸 棒 芯持丸 古墳前期

MYG-1034 押 日 クヌギ節 河川 L-92 H区 15層 部材 打俸 丸木 半裁 弥生中期

MYG-1035 押 口 コナラ節 河川 L-93 H区 15層 柄 斧直柄 (未製品) 分割材 弥生中期
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MYG-1036 押 ロ クヌギ節 河 川 L-94 I区 15層 部材 打 棒 板材 板 目 弥生中期

MYG-1037 押 日 モ ミ属 河,11 L-65 I区 6層 部材 板材 板 目 平安

W41YG-1038 押 ロ ケヤキ 河ザII L-75 II区 9層 部材 建築材 ? 板材 板 目 古墳中期

MYG-1039 押 ロ エゴノキ属 河サII L-77 H区 10層 不 明 丸棒 芯持 古墳中期

MYG-1040 押 口 ク リ 河ナ‖ L-21 I区 8a層 柄 柄 丸棒 削 り出 し 平安

MYG-1162 押 口 ヨナラ節 河ナII L-34 I区 10層 部材 厚板材 柾 目 古墳中期

lヽYG-1163 押 口 カツラ 河ナII L-137 E区 9層 部材 建築材 ? 丸 太 古墳中期

MYG-1164 押 口 河ナ|| L-139 H区 9層 部 材 建築材 ? 角棒 古墳中期

ⅣIYG-869 中在家南 河ナ十1 L-626 Ⅵ区 9層 抗 分割材 古墳中期

ⅣIYG-870 中在家南 ヌルデ 河ナ十1 L-627 Ⅵ 区 9層 抗 丸太材 古墳 中期

MYG-871 中在家南 ケンポナシ属 河,|| L-628 Ⅵ 区 9層 抗 丸太材 古墳中期

MYG-872 中在家南 ンヽノキ節 河 川 L-629 Ⅵ 区 9層 杭 丸太材 古墳中期

卜(YG-873 中在家南 イヌ シデ節 河ナ‖ Ⅵ区 9層 抗 分割材 古墳中期

卜〔YG-874 中在家南 コクサギ 河,II L-631 Ⅵ 区 9層 杭 丸太材 古墳中期

卜IYG-875 中在家南 ンヽノキ節 河ナII L-632 Ⅵ 区 9層 杭 丸太材 古墳 中期

MYG-876 中在家南 ブナ属 河,II L-633 Ⅵ 区 9層 抗 丸太材 古墳中期

IヽYG-877 中在家南 ハ ンノキ節 河ナ十1 L-634 Ⅵ 区 9層 抗 丸太材 古墳中期

ふ江YG-878 中在家南 ンノキ節 河ナ|| L-635 Ⅵ 区 9層 抗 丸太材 古墳中期

�【YG-879 中在家南 ンヽノキ節 河ナ|| L-636 Ⅵ 区 9層 杭 分割材 古墳中期

�IYG-880 中在家南 ンヽノキ節 河,|| L-637 Ⅵ 区 9層 杭 分割材 古墳中期

�IYG-881 中在家南 カエデ属 河

'‖

L-638 Ⅵ 区 9層 杭 丸太材 古墳中期

�IYG-882 中在家南 イヌシデ節 河 川 L-639 Ⅵ 区 9層 杭 丸太材 古墳中期

�IYG-888 中在家南 ニ レ属 河ナII L-640 Ⅵ 区 9層 杭 丸太材 古墳中期

�IYG-884 中在家南 ク リ 河ナ|| L-641 Ⅵ 区 9層 杭 分割材 古墳中期

MYG-885 中在家南 ク リ 河ナH L-642 Ⅵ 区 9層 部材 材 丸太材 古墳中期

MYG-886 中在家南 ク リ 河ナ| L-669 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG-887 中在家南 ヨナラ節 河川 L-670 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG-888 中在家南 ク リ 河川 L-67ユ Ⅵ 区 10層 部材 材 板材 柾 目 古墳中期

MYG-889 中在家南 ニレ属 河川 L-672 Ⅵ 区 10層 部 材 材 角材 古墳中期

MYG-890 中在家南 ク リ 河川 L-673 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG-891 中在家南 ク リ 河川 L-674 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳 中期

MYG-892 中在家南 ク リ 河川 L-675 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG-893 中在家南 オニグルミ 河川 L-676 Ⅵ 区 10層 部 材 材 板材 柾 目 古墳中期

MYG-894 中在家南 コクサギ 河ナ|| L-677 Ⅵ 区 10層 部材 材 丸太材 古墳中期

MYG-895 中在家南 アサダ 河ナ|| L-678 Ⅵ 区 10層 部材 材 板材 柾 目 古墳中期

MYG-896 中在家南 ニレ属 河 川 L-679 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳 中期

h/1YG-897 中在家南 ク リ 河,II L-680 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG-898 中在家南 ク リ 河,II L-681 Ⅵ 区 10層 部 材 材 分割材 古墳中期

MYG-899 中在家南 ケヤキ 河チII Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 柾 目 古墳中期

MYG-900 中在家南 ヨナラ節 河ナ|| L-683 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 柾 目 古墳 中期

MYG-901 中在家南 ク リ 河ナ|| L-684 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG-902 中在家南 ヌ,レデ 河ナ|| L-685 Ⅵ 区 10層 部材 材 丸太材 古墳中期

MYG-903 中在家南 ヨナラ節 河 川 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG-904 中在家南 モミ属 河,‖ Ⅵ 区 10帰雪 部材 材 板 材 板 目 古墳中期

MYG-905 中在家南 カエデ属 河サII L-688 Ⅵ 区 10層 部材 材 丸太材 古墳 中期

MYG-906 中在家南 ク リ 河ナ十1 L-689 Ⅵ 区 10層 部材 材 板材 柾 目 古墳中期

MYG-907 中在家南 VHTナ || L-691 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG-908 中在家南 ンヽノキ節 河ナ|| L-692 Ⅵ 区 10層 部材 材 丸太材 古墳中期

MYG-909 中在家南 河ナII L-693 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳 中期

MYG-910 中在家南 コクサギ 河 川 L-694 Ⅵ 区 10層 部材 材 半割材 古墳中期

MYG-911 中在家南 河川 L-695 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

WIYG-912 中在家南 ハンノキ節 河ナ|| L-696 Ⅵ 区 10層 部材 材 丸太材 古墳中期

MYG-913 中在家南 クヌギ節 河川 L-697 Ⅵ 区 10層 部材 板材 ナナメ 古墳中期

MYG-914 中在家南 ヒサカキ 河ナ|| L-698 Ⅵ 区 10層 部材 材 丸太材 古墳中期

lvIYG-915 中在家南 河川 L-799 Ⅵ 区 12層 部材 材 丸太材 古墳前期

IヽYG-916 中在家南 ク リ 河川 L-701 Ⅵ 区 10層 部材 材 板材 板 目 古墳中期

�IYG-917 中在家南 トネリコ属 河川 L-702 Ⅵ 区 10層 部 材 材 丸太材 古墳中期

AIYG-918 中在家南 ケヤキ 河川 L-704 Ⅵ 区 10層 部材 材 板 材 柾 目 古墳中期

�【YG-919 中在家南 河川 L-705 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期
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MYG-920 中在家南 ク リ 河川 L-706 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG-921 中在家南 ク リ 河川 L-707 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG 922 中在家南 ク リ 河川 L-708 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳 中期

MYG-923 中在家南 ク リ 河 川 L-709 Ⅵ 区 10層 部 材 材 板材 板 目 古墳中期

MYG-924 中在家南 ク リ 河川 L-710 Ⅵ 区 10層 部材 材 角材 板 目 古墳中期

IヽYG-925 中在家南 ク リ 河川 L-711 Ⅵ 区 10層 部材 材 角材 古墳中期

�IYG-926 中在家南 クヌギ節 河ナ|| L-712 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 柾 目 古墳 中期

�〔YG-927 中在家南 ク リ 河ナ|| L-713 Ⅵ 区 10層 部材 材 板材 板 目 古墳 中期

lヽYG-928 中在家南 エ レ属 河ナII L-715 Ⅵ 区 10層 部材 材 角材 板 目 古墳中期

CヽYG-929 中在家南 ク リ 河,H L-717 Ⅵ 区 10層 部材 材 丸太材 古墳中期

MYG-930 中在家南 ク リ 河,II L-718 Ⅵ 区 10層 部材 材 角材 古墳 中期

�IYG-931 中在家南 ク リ 河,II L-719 Ⅵ 区 10層 部材 材 板材 板 目 古墳中期

�IYG-932 中在家南 ク リ 河 )|| L-722 Ⅵ 区 10層 部 材 材 分割材 古墳中期

MYG-933 中在家南 ク リ 河ナII L-723 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG 934 中在家南 カエデ属 河ナII L-724 Ⅵ 区 10層 部材 材 半割材 古墳 中期

hIYG-935 中在家南 河,H L-725 Ⅵ 区 10層 部 材 材 分割材 古墳中期

IヽYG-936 中在家南 ス ギ 河,H L-726 Ⅵ 区 10層 部 材 板 材 ナナメ 古墳中期

lヽYG-987 中在家南 トネリコ属 河,II L-727 Ⅵ 区 10層 部材 材 角材 芯無 古墳中期

lヽYG-938 中在家南 カ ヤ 河川 L-728 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 板 目 古墳中期

�IYG-939 中在家南 ク リ 河川 L-729 Ⅵ 区 10層 部 材 材 分割材 古墳 中期

MYG-940 中在家南 ニフトコ 河川 L-730 Ⅵ 区 10層 部 材 材 丸太材 古墳中期

MYG-941 中在家南 ク リ 河川 L-731 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG-942 中在家南 ク リ 河川 L-732 Ⅵ 区 10層 部材 材 角材 古墳中期

MYG-943 中在家南 ク リ 河川 L-735 Ⅵ 区 10層 部材 材 板材 板 目 古墳 中期

MYG-944 中在家南 イヌシデ節 河川 L-736 VI区 10層 部材 材 丸太材 古墳中期

MYG-945 中在家南 ク リ 河川 L-737 Ⅵ区 10層 部材 材 板材 柾 目 古墳中期

MYG-946 中在家南 コナラ節 汀川 L-739 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG-947 中在家南 ヨナラ節 河川 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳 中期

MYG 948 中在家南 モ ミ属 河J‖ L-741 Ⅵ 区 10層 部 材 材 分割材 古墳中期

MYG 949 中在家南 モミ属 河川 L-742 Ⅵ 区 10層 部 材 材 分割材 古墳中期

MYG-950 中在家南 ク リ 河ナfl L-743 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 板 目 古墳中期

MYG-951 中在家南 イヌシデ節 河ナII L-744 Ⅵ 区 10層 部期 材 丸太材 古墳中期

MYG-952 中在家南 コナラ節 河ナ|| L-746 Ⅵ 区 10層 部材 材 丸太材 古墳 中期

MYG-953 中在家南 サクラ属 河サ‖ L-747 Ⅵ 区 10層 部 材 材 丸太猪 古墳中期

MYG-954 中在家南 コナ ラ節 河サ|| L-748 VI区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG-955 中在家南 ク リ 河川 L-749 Ⅵ 区 10層 部打 材 分割材 古墳中期

MYG-956 中在家南 ク リ 河サ L-750 VI区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG-957 中在家南 コナラ節 河ナ|| L-752 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG-958 中在家南 ク リ 河,H L-753 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

IヽYG-959 中在家南 ク リ 河 , L-754 Ⅵ 区 10層 部材 材 丸太材 古墳中期

卜[YG-960 中在家南 ヤマザクラ 河 , L-755 Ⅵ 区 10層 部材 材 板 材 板 目 古墳中期

卜IYG-961 中在家南 ク リ 河ナ L-756 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳 中期

MYG-962 中在家南 ク リ 河 , L-757 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

hIYG-963 中在家南 河 , L-759 Ⅵ 区 10層 部材 分割材 古墳中期

硬ヽYG-964 中在家南 河川 L-761 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 板 目 古墳中期

〔ヽYG-965 中在家南 ク リ 河ナI L-762 Ⅵ 区 10層 部材 材 板材 古墳中期

MYG-966 中在家南 ク リ 河川 L-763 Ⅵ 区 10層 建築材 快入丸太材 丸木 芯持 古墳 中期

MYG-967 中在家南 クヌギ節 河川 L-764 Ⅵ 区 10層 部 材 材 分割材 古墳中期

MYG-968 中在家南 ヨナラ節 河川 L-766 Ⅵ 区 10層 部 材 材 分割材 古墳中期

MYG-969 中在家南 ク リ 河,II L-767 Ⅵ 区 10層 部材 材 板 材 板 目 古墳中期

lヽYG-970 中在家南 ク リ 河川 L-768 Ⅵ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG-971 中在家南 クヌギ節 河ナ|| L-770 VI区 10層 部材 材 分割材 古墳 中期

MYG-972 中在家南 ナフグルミ 河サ|| L-772 Ⅵ区 10層 抗 丸太材 古墳中期

MYG-973 中在家南 ケヤキ 河サ|| L-773 Ⅵ 区 10層 杭 丸太材 古墳中期

MYG-974 中在家南 ク リ 河川 L-774 Ⅵ 区 10層 杭 分割材 古墳中期

MYG-975 中在家南 ク リ 河川 L-775 Ⅵ 区 10層 杭 分割材 古墳中期

hIYG-976 中在家南 シラキ 河ザ|| L-776 Ⅵ 区 10層 抗 丸太材 古墳 中期

MYG-977 中在家南 グナ属 河川 L-777 Ⅵ 区 10層 杭 丸太材 古墳中期

卜IYG-978 中在家南 イヌ シデ節 河チ|| L-778 Ⅵ 区 10層 杭 丸太材 古墳中期
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MYG-979 中在家南 ハンノキ節 河川 L-779 VI区 10層 抗 丸太材 古墳中期

MYG-980 中在家南 ケヤキ 河ナII L-780 Ⅵ 区 11層 部材 材 直柄 芯無丸 古墳中期

MYG-98ユ 中在家南 ク リ 河ナII L-796 Ⅵ 区 12層 部 材 材 丸太材 古墳前期

MYG-982 中在家南 スギ 河川 L-797 Ⅵ 区 12層 部材 材 板材 板 目 古墳前期

MYG-983 中在家南 ク リ 河ナII L-798 Ⅵ 区 12層 抗 丸太材 古墳前期

MYG-984 中在家南 カエデ属 河ナ十1 L-799 Ⅵ 区 12層 部 材 材 丸太材 古墳前期

MYG-985 中在家南 プナ属 河川 Ⅵ 区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

MYG-986 中在家南 ヨナ ラ節 河,H L-801 Ⅵ 区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

MYG-987 中在家南 キハダ 河,H Ⅵ 区 12層 部材 材 板 材 板 目 古墳前期

MYG-988 中在家南 ク リ 河チII L-803 Ⅵ 区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

�IYG-989 中在家南 エ レ属 河ナII L-804 Ⅵ 区 12層 部 材 材 分割材 古墳前期

�IYG-990 中在家南 エ レ属 河ナ|| VI区 12層 部材 材 角材 古墳前期

MYG-991 中在家南 エ ノキ属 河ナ|| Ⅵ 区 12層 部材 材 角材 古墳前期

h71YG-992 中在家南 エノキ属 河,十 1 L-807 Ⅵ 区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

MYG-993 中在家南 キハダ 河ナ|| L-808 Ⅵ 区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

MYG-994 中在家南 ヌルデ 河ナ‖ L-809 Ⅵ 区 12層 部材 材 丸太材 古墳前期

MYG-995 中在家南 エノキ属 河ナII L-810 Ⅵ 区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

MYG-996 中在家南 コナラ節 河ナII L-811 Ⅵ 区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

MYG-997 中在家南 河ナII L-812 Ⅵ 区 12層 部材 材 丸太材 古墳前期

MYG-998 中在家南 ク リ 河ナ|| L-813 Ⅵ 区 12層 部材 材 板材 板 目 古墳前期

MYG-999 中在家南 ク リ 河ナ十1 L-814 Ⅵ 区 12層 部材 材 板材 板 目 古墳前期

IヽYG-1000 中在家南 ヤマグワ 河 川 L-815 Ⅵ 区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

�IYG-1041 中在家南 イスノキ 河,II L-474 Ⅵ 区 3a層 櫛 櫛本体 板 目 中世

�IYG-1042 中在家南 クロベ 河川 L-475 Ⅵ区 3a層 容 器 容器底板 柾 目 中世

�IYG-1043 中在家南 クロベ 河ナ|| L-476 Ⅵ 区 3層 へ ら 板 材 ナナメ 平安―中世

MYG-1044 中在家南 モ ミ属 河ナ|| L-477 Ⅵ 区 3層 部材 先端尖薄板 棒 材 板 目 平安―中世

lヽYG-1045 中在家南 ス ギ 河川 L-478 Ⅵ 区 3層 部材 円板 板材 柾 目 平安―中世

IヽYG-1046 中在家南 モミ属 河川 L-479 Ⅵ 区 3層 部 材 円板 板材 板 目 平安 ―中世

征ヽYG-1047 中在家南 ス ギ 河川 L-480 Ⅵ 区 3a層 部 材 円板 板材 柾 目 中世

MYG-1048 中在家南 ケヤキ 河川 L-481 Ⅵ 区 3b層 下 駄 板材 板 目 平 安

h71YG-1049 中在家南 ブナ属 河川 L-482 Ⅵ 区 3層 容器 皿 割物 (黒漆 ) 横木 平安―中世

�IYG-1050 中在家南 モミ属 河川 L-483 Ⅵ 区 3b層 板草履 (金剛) 板材 板 目 平 安

MYG-1051 中在家南 ス ギ 河ナ|| L-484 Ⅵ 区 3層 容器 曲物側板 薄板 柾 目 平安 ―中世

江ヽYG-1052 中在家南 スギ 洒WII L-485 Ⅵ 区 3b層 容器 折敷 ? 薄板 柾 目 平安

MYG-1053 中在家南 スギ 河 川 Ⅵ 区 3b層 容器 曲物側板 薄 仮 柾 目 平安

MYG-1054 中在家南 モ ミ属 河サII Ⅵ 区 3a層 部材 不 明 板材 (ほ ぞ穴付 板 目 中世

征ヽYG-1055 中在家南 ヨナラ節 河ナ!| L-488 Ⅵ 区 3a層 木錘 両端切断丸木 芯持丸皮付 中世

�IYG-1056 中在家南 スギ 河ナ|| L-489 Ⅵ 区 3層 容器 曲物all板 柾 目 平安―中世

�IYG-1057 中在家南 スギ 河ナH L-490 Ⅵ 区 3b層 容器 角雪(?) 板材 (丸穴付) 柾 目 平安

�IYG-1058 中在家南 モ ミ属 河チ|| L-491 Ⅵ 区 3層 部材 不 明 薄板 板 目 平安―中世

�【YG-1059 中在家南 モ ミ属 河 川 L-492 Ⅵ 区 3層 容器 曲物側板 板材 (箱物 ?) 柾 目 平安―中世

MYG-1060 中在家南 ケヤキ 河ザII L-493 Ⅵ 区 3a層 容 器 皿 割物 (両面黒漆) 横木 中世

MYG 1061 中在家南 スギ 河ナII L-494 Ⅵ 区 3a層 容 器 曲物倒板 板材 (箱物 ?) 柾 目 中世

MYG-1062 中在家南 ケヤキ 河ナ十1 L-495 Ⅵ区 3層 容 器 椀 割物 (両面黒漆) 横木 平安―中世

MYG-1063 中在家南 モミ属 河ナ|| L-496 Ⅵ 区 3層 箸 削出棒 平安―中世

MYG-1064 中在家南 イスノキ 河 川 L-497 Ⅵ 区 3a層 櫛 櫛本体 板 目 中世

MYG-1065 中在家南 モ ミ属 河ザII L-498 Ⅵ 区 3b層 エブリ 本体 板材 鞍

MYG-1066 中在家南 竹笹類 河川 L-498 Ⅵ 区 3b層 エプリ 歯部 削り出し竹 削り出し 平安

MYG-1067 中在家南 ス ギ 河川 L-499 Ⅵ区 3層 容器 山物側板 板材 柾 目 平安―中世

MYG-1068 中在家南 ス ギ 河ナ十1 L-500 Ⅵ 区 3a層 容器 山物狽い板 板 材 柾 目 中世

MYG-1069 中在家南 ス ギ 河川 L-501 Ⅵ 区 3層 容器 由物alld 板材 柾 目 平安 ―中世

MYG-1070 中在家南 ス ボ 河川 L-502 Ⅵ 区 3a層 容器 曲物側板 板材 柾 目 中世

�[YG-1071 中在家南 ス ギ 河川 L-527 Ⅵ 区 3層 容器 曲物側板 板材 柾 目 平安―中世

�IYG-1072 中在家南 コナラ節 河チII L-579 Ⅵ 区 6層 部材 不明 (有頭棒 ) 棒材 削り出し 平安

MYG-1073 中在家南 ヒノキ 河川 L-580 Ⅵ 区 6層 部材 円板 板材 柾 目 平安

�IYG-1074 中在家南 コナラ節 河ナ|| L-581 Ⅵ 区 6層 部材 不 明 角材 平安

�【YG-1075 中在家南 ガマズミ属 河ナ|| L-582 Ⅵ 区 6層 木鏃 木鏃 (桜皮巻) 削出丸棒 芯無削出 平 安

征ヽYG-1076 中在家南 竹笹類 河,II L-582 Ⅵ 区 6層 矢柄 矢柄 平 安

�IYG-1077 中在家南 スギ 河,II Ⅵ 区 7層 容器 桶底 板材 柾 目 平安

397



第 8部 考察と調査成果の総括
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CヽYG-1078 中在家南 スギ 河ナII L-599 Ⅵ 区 7層 容器 曲物側板 柾 目 平 安

MYG 1079 中在家南 ク リ 河川 L-600 Ⅵ 区 7層 下駄 板 材 板 目 平 安

IヽYG-1080 中在家南 アサダ 河川 L-612 Ⅵ 区 9層 鋤 一本又鍬 板材 柾 目 古墳中期 ?

hIYG-1081 中在家南 カ ヤ 河川 L-613 Ⅵ 区 9層 部 材 角材 ほぞ穴付 古墳中期

MYG 1082 中在家南 スギ 河川 VI区 9層 容 器 曲物 IHl板 板材 柾 目 古墳中期

MYG-1083 中在家南 クヌギ節 河川 VI区 10層 鍬 曲柄二又鍬 ? 板 材 柾 目 古墳中期

MYG-1084 中在家南 ク リ 河川 L-644 Ⅵ 区 10層 部材 不明 先端尖棒 板 目 古墳 中期

MYG-1085 中在家南 ムラサキシモブ属 河川 Ⅵ 区 10層 矢 矢(鏃 ?桜皮巻) 削出丸棒 芯無削出 古墳中期

MYG-1086 中在家南 竹笹類 河川 Ⅵ 区 10層 矢柄 矢柄 古墳中期

MYG-1087 中在家南 モ ミ属 河川 Ⅵ 区 10層 柄 不明 削出細棒 芯無丸 古墳中期

MYG 1088 中在家南 ク リ 河川 L-647 Ⅵ 区 10層 部材 不明 穴あき柾目板 柾 目 古墳 中期

MYG■ 089 中在家南 キハダ 河ナ十1 L-648 VI区 10層 柄 削出丸棒 芯 無 古墳中期

MYG 1090 中在家南 ヤナギ属 河,十 1 Ⅵ 区 10層 掘 り棒 棒材 削り出し芯無 古墳中期

MYG 1091 中在家南 モ ミ属 河川 Ⅵ 区 10層 部材 不 明 ほぞ穴付細板 板 目 古墳中期

MYG 1092 中在家南 クヌギ節 河,H し-651 Ⅵ 区 10層 農具 不 明 板材 板 目 古墳中期

MYG-1093 中在家南 クヌギ節 河ナII L-652 Ⅵ 区 10層 部材 木錘 ? 両端切断削出丸棒 削 り出 し 古墳 中期

MYG-1094 中在家南 ク リ 河ナ|| L-653 Ⅵ 区 10層 部 材 穴あき板 ナナメ 古墳中期

MYG-1095 中在家南 トネリコ属 河川 L-654 Ⅵ区 10層 部材 角材 ほぞ穴付 古墳中期

MYG-1096 中在家南 クヌギ節 河ナ!| L-655 Ⅵ 区 10層 鍬 ナス ピ型平鍬 板材 柾 目 古墳中期

MYG-1097 中在家南 マ タタ ビ属 河ナ十1 L-656 VI区 10層 火鑽臼 棒材 芯持丸木 古墳 中期

MYG-1098 中在家南 クヌギ節 河ナII L-657 Ⅵ 区 10層 鍬 ナス ビ型鍬 板材 柾 目 古墳中期

MYG 中在家南 ク リ 河,キ I L-658 Ⅵ 区 10層 柄 不明 (本体) 農具取っ手 芯無削出 古墳中期

MYG 中在家南 モ ミ属 河,‖ L-658 Ⅵ 区 10層 柄 不明 (挿入部 ) 板 材 板 目 古墳中期

MYG― 中在家南 ガマズ ミ属 河ナ|| L-658 Ⅵ 区 10層 楯 ?板壁 ? 不明 (木釘部) 削 り出 し 古墳中期

MYG― 中在家南 クヌギ節 河チ|| L-659 Ⅵ 区 10層 鍬 ナスビ型平鍬 板材 柾 目 古墳 中期

征ヽYG 中在家南 クヌギ節 河チII L-660 Ⅵ 区 10層 鍬 ナス ビ型平鍬 板 材 柾 目 古墳 中期

MYG 中在家南 竹笹類 河,II L-661 Ⅵ 区 10層 矢柄 矢柄 (桜皮巻き) 古墳中期

征ヽYG 中在家南 ムラサキシキプ属 河ナ|| L-662 Ⅵ 区 10層 矢 矢 (木鏃 ?桜皮巻) 古墳中期

MYG 中在家南 竹笹頬 河ナ|| L-662 Ⅵ 区 10層 矢柄 矢柄 古墳 中期

IヽYG 中在家南 同定不能 河ナII L-663 Ⅵ 区 10層 櫛 竪 櫛 歯 (黒漆塗) 古墳中期

MYG 中在家南 イヌガヤ 輌けII L-664 Ⅵ 区 10層 柄 斧膝柄 棒材 古墳中期

MYG 中在家南 ブナ属 河,II L-665 Ⅵ 区 10層 柄 斧膝柄 棒材 古墳中期

MYG 中在家南 クマノミズキ類 河川 L-666 Ⅵ 区 10層 槌 横槌 芯 持 古墳中期

MYG 11 中在家南 クヌギ節 河ナ|| L-667 Ⅵ 区 10層 槌 横槌 (竪杵転用) 芯無削出 古墳 中期

MYG 中在家南 クヌギ節 河ナII L-668 Ⅵ 区 10層 刀 形 不 明 柾 目 古墳中期

MYG 中在家南 ク リ 河川 L-690 Ⅵ 区 10層 部材 材 先端尖細板 柾 目 古墳中期

MYG 14 中在家南 クヌギ節 河ナ‖ L-699 Ⅵ 区 10層 部材 不明 (楔状 ) 板材 柾 目 古墳中期

MYG 中在家南 ク リ 河川 L-703 VI区 10層 柄 斧膝柄 棒材 古墳中期

MYG 中在家南 ク リ 河川 L-714 Ⅵ 区 10層 部 材 不明(楔状木製品) 板材 柾 目 古墳 中期

MYG 17 中在家南 モミ属 河川 L-716 Ⅵ 区 10層 木錐 木 錘 木錐 芯持丸 古墳中期

MYG 中在家南 ク リ 河川 L-720 Ⅵ 区 10層 刀形 刀形 細薄板 柾 目 古墳中期

�IYG 中在家南 クヌギ節 河川 L-721 Ⅵ 区 10層 へ ら状 不明農具 ナナメ 古墳中期

MYG 中在家南 トネ リコ属 河川 し-733 Ⅵ区 10層 部材 不 明 板 状 柾 目 古墳中期

MYG― 中在家南 トネリコ属 河川 L-781 VI区 12層 柄 自捕 棒材 芯無丸 古墳前期

MYG 中在家南 クヌギ節 河,II L-782 VI区 12層 部 材 不明(楔状木製品) 棒材 芯無丸 古墳前期

MYG― 中在家南 トネリコ属 河川 L-783 Ⅵ 区 12層 柄 直柄 棒材 古墳前期

MYG― 中在家南 クヌギ節 河 )|| L-784 Ⅵ 区 12層 堀棒 板 材 柾 目 古墳前期

卜IYG― 中在家南 クヌギ節 河川 L-785 Ⅵ 区 12層 鍬 膝柄鍬 板材 柾 目 古墳 前期

�IYG― 中在家南 クヌギ節 河ナ11 L-787 Ⅵ 区 12層 鍬 直柄小型鍬 板材 柾 目 古墳前期

MYG― 中在家南 クヌギ節 河サII L-788 Ⅵ 区 12層 鍬 膝柄二又鍬 板材 柾 目 古墳前期

�【YG― 中在家南 クヌギ節 河
'II

L-789 Ⅵ 区 12層 堀棒 細身鍬状掘り棒 柾 目 古墳前期

MYG― 中在家南 竹笹類 河,II L-790 Ⅵ 区 12層 矢 矢 古墳前期

MYG― 中在家南 クヌギ節 河川 L-791 Ⅵ 区 12層 柄 鎌柄 棒材 削 出 古墳 前期

IヽYG-1131 中在家南 河ナH L-792 Ⅵ 区 12層 鍬 鍬膝柄 棒材 古墳前期

MYG― 中在家南 ケヤキ 河ナII L-793 Ⅵ 区 12層 容 器 台付容器 割物 横木取り 古墳前期

MYG― 中在家南 クヌギ節 河ナ‖ L-794 Ⅵ 区 12層 鍬 直柄横鍬 板材 横木取り 古墳前期

MYG― 中在家南 アカマツ 河,II L-795 Ⅵ 区 12層 弓 丸木 弓 芯持丸 古墳前期

MYG-1135 中在家南 クヌギ節 河 川 L-818 Ⅵ 区 12層 掘り棒 棒材 柾 目 古墳 前期

MYG-1136 中在家南 トネ リコ属 河ナ| L-821 Ⅵ 区 12層 木錐 丸太材 芯持丸 古墳前期
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標本番号 遺跡名 村 種  名 遺 構 遺物番号 区 層 位 製 品 名 木 取 り 等 時  代

MYG-1137 中在家南 クヌギ節 河川 L-855 Ⅵ 区 15層 鍬 直柄広鍬 板材 柾 目 弥生中期

MYG― ■38 中在家南 エノキ属 河川 L-855 Ⅵ 区 15層 柄 柘 都 削出 削り出し 弥生中期

MYG-1139 中在家南 クヌギ節 河川 L-856 Ⅵ 区 15層 竪杵 芯無削出 弥生中期

MYG-1140 中在家南 トチノキ 河川 L-857 Ⅵ区 15層 鍬部品 泥 除 板 材 横木取り 弥生中期

MYG-114ユ 中在家南 クヌギ節 河川 L-858 VI区 15層 竪杵 芯無 削出 弥生 中期

MYG-1142 中在家南 キハダ 河川 L-859 VI区 15層 鍬部品 泥 除 板材 横木取り 弥生中期

MYG-1143 中在家南 イヌガヤ 河川 L-860 Ⅵ 区 15層 柄 斧膝柄 棒材 弥生中期

MYG-1144 中在家南 ク リ 河川 L-861 Ⅵ区 15層 容器 盤 到 物 横木取 り 弥生中期

MYG-1145 中在家南 河川 L-863 Ⅵ 区 15層 鍬部品 泥 除 板材 横木取 り 弥生中期

MYG-1146 中在家南 ク リ 河川 L-864 Ⅵ 区 15層 鍬部品 泥 除 板材 横木取り 弥生中期

MYG― ■47 中在家南 河
'II

L-865 Ⅵ 区 15層 鍬部品 泥除 板材 横木取り 弥生中期

MYG― ■48 中在家南 クヌギ節 河ナII L-879 Ⅵ 区 15層 作業台 作業台 角材 芯無角 弥生中期

MYG― ■49 中在家南 モ ミ属 河川 L-886 Ⅵ 区 3層 箸 削出棒 芯 無 平安―中世

MYG-1150 中在家南 モ ミ属 河川 L-589 VI区 6層 建築材 柱 ? 丸木 芯持丸 平安

MYG― ■51 中在家南 モクレン属 河川 L-734 Ⅶ 区 10層 建築材 梯子 厚板材 柾目芯持 古墳中期

MYG― ■52 中在家南 エレ属 河川 L-738 Ⅵ 区 10層 建築材 扶入丸太材 丸 棒 芯持丸 古墳中期

MYG-1153 中在家南 クヌギ節 河ナ|| L-745 Ⅵ 区 10層 建築材 柱 丸太材 (皮付) 芯持 古墳中期

MYG-1154 中在家南 河ナII L-751 Ⅵ 区 10層 部材 角材 ほぞ穴付芯無 古墳中期

MYG-1155 中在家南 ヤマグワ 河川 L-758 Ⅵ 区 10層 建築材 建築材 ? 天神棒状有頭棒 芯持丸皮付 古墳中期

MYG-1156 中在家南 クヌギ節 河川 L-760 Ⅵ 区 10層 建築材 快入丸太材 角イ 芯無 古墳中期

MYG-1157 中在家南 ケヤキ 河川 L-771 Ⅵ 区 10層 建築材 板材 ナナメ、ほぞ穴付 古墳中期

MYG― ■58 中在家南 ンノキ節 河川 L-786 Ⅵ 区 12層 建築材 頭状部快りあり 芯持丸 (皮付) 古墳前期

MYG-1159 中在家南 オニグルミ 河
'II

L-862 Ⅵ 区 15層 建築材 扉板 板材 板 目 弥生 中期

MYG-1160 中在家南 河ナII L-765 Ⅵ 区 10層 建築材 板材 板 目 古墳中期

MYG l161 中在家南 河ナII L-769 Ⅵ 区 10層 建築材 柱 半割材 板 目 古墳中期

卜IYG-1567 中在家南 クヌギ節 河ナII Ⅷ 区 10層 柄 直柄 削出丸 棒、柄 芯無丸 古墳中期

MYG-1568 中在家南 クヌギ節 河ナ十1 L-907 Ⅷ 区 12a層 鍬 膝柄二又鍬 板材 柾 目 古墳前期

MYG-1569 中在家南 クヌギ節 河ナ|| L-908 Ⅷ 区 12a層 鋤 一木平鋤板材 柾 目 古墳前期

h/1YG一 中在家南 河ナ|| L-940 Ⅷ 区 15c層 鍬部品 泥 除 板材 板目横木取り 弥生中期

MYG 中在家南 コナラ節 河 川 L-909 Ⅷ 区 12層 杵 竪 杵 芯無削出 古墳前期

MYG 中在家南 カエデ属 河,II Ⅷ 区 12層 へら状未製品 打棒 ? 板材 芯無削出 古墳前期

MYG 中在家南 クヌギ節 河 )‖ L-911 ⅦI区 12層 鍬 直柄広鍬 板材 柾 目 古墳前期

MYG 中在家南 キハダ 河ザII L-912 Ⅷ 区 12層 櫂 櫂 芯無削出 古墳前期

MYG 中在家南 ク リ 河チII L-939 lllll区 15層 鍬部品 泥 除 板材 板目横木取り 弥生中期

MYG 中在家南 クヌギ節 河チII L-941 Ⅷ区 15層 鍬 直柄広鍬 板材 柾 目 弥生中期

MYG 中在家南 クヌギ節 河ナII L-943 Ⅷ 区 15層 鍬 直柄広鍬 板材 柾 目 弥生中期

IヽYG 中在家南 クヌギ節 河ナII L-945 Ⅷ 区 15層 鍬 直柄広鍬 板材 柾 目 弥生中期

MYG 579 中在家南 クヌギ節 河ナ|| L-946 Ⅷ 区 15層 鍬 直柄広鍬 板材 柾 目 弥生中期

IヽYG 中在家南 ヤマザクラ 河ナII L-946 1411区 15層 欽 狭鍬の柄 板材 芯無削出 弥生中期

IヽYG 中在家南 クヌギ節 河,H L-947 Vlll区 15層 鍬 直柄狭鍬 板材 柾 目 弥生中期

�IYG 中在家南 コナラ節 河JH L-953 Ⅷ 区 15層 打棒 板材 半割削出 弥生中期

�[YG― 中在家南 クヌギ節 河川 L-954 Ⅷ 区 15層 打 樺 板材 半割削出 弥生中期

MYG― 中在家南 クマノ ミズキ類 河チ|| L-955 Ⅷ 区 15層 柄 斧直柄状木製品 棒材 半割削出 弥生中期

MYG― 中在家南 ミズキ 河川 L-956 Ⅷ 区 15層 柄 斧直柄状木製品 棒材 芯持削出 弥生中期

担v【YG-1586 中在家南 クヌギ節 河川 L-957 Ⅷ 区 15層 柄 斧直柄 棒 材 芯無削出 弥生中期

MYG-1587 中在家南 クヌギ節 河ナII L-958 Ⅷ 区 15層 柄 斧直柄 棒材 芯無削出 弥生中期

〔ヽYG-1588 中在家南 クヌギ節 河川 L-959 VⅢ区 15層 柄 斧直柄 棒材 芯無削出 弥生中期

IヽYG-1589 中在家南 クメギ節 河川 L-960 Ⅷ 区 15層 柄 斧直柄 棒材 芯無削出 弥生中期

IヽYG-1590 中在家南 クヌギ節 河川 L-968 Ⅷ 区 15層 柄 斧膝柄 棒材 丸木 弥生中期

IヽYG-1591 中在家南 クヌギ節 河川 L-942 Ⅷ 区 15c-2層 鍬 直柄広飲 板 材 柾 目 弥生中期

征ヽYG-1592 中在家南 クヌギ節 河川 L-944 Ⅷ 区 15d層 鍬 直柄広鍬 板材 柾 目 弥生中期

MYG-1593 中在家南 クヌギ節 河川 L-948 Ⅷ 区 15c層 櫂 細板材 柾 目 弥生中期

MYG-1594 中在家南 ク リ 河川 L-949 Ⅷ 区 15c層 鍬部品 泥除 板材 横木取り 弥生中期

h71YG-1595 中在家南 ク リ 河ナII L-950 Ⅷ 区 15c層 鍬部品 泥 除 板材 横木取り 弥生中期

lヽYG-1596 中在家南 クメギ節 河 川 L-951 Ⅷ 区 15c l層 打棒 棒 材 芯無削出 弥生中期

MYG-1597 中在家南 クヌギ節 河,II L-952 Wlll区 15c l層 FTh 棒材 芯無 削出 弥生中期

MYG-1598 中在家南 クヌギ節 河,II L-961 Ⅷ 区 15c層 鍬 直柄狭鍬 板材 柾 目 弥生中期

MYG-1599 中在家南 クヌギ節 河ナ|| L-962 Ⅷ 区 15d層 杵 竪杵 芯無削出 弥生中期

MYG-1600 中在家南 クヌギ節 河ナ十1 L-963 Ⅷ 区 15層 柄 斧膝柄 棒材 弥生中期



第 8部 考察と調査成果の総括

標本番号 遺跡名 樹 種  名 遺構 遺物番号 区 層住 製 品 名 木 取 り 等 時   代

MYG-1601 中在家南 クヌギ節 河ナ11 L-965 Ⅷ 区 15c層 柄 斧膝柄 棒材 弥生中期

MYG-1602 中在家南 クヌギ節 河川 L-964 ⅥH区 15d層 柄 斧膝柄 棒 材 皮付 弥生中期

MYG-1603 中在家南 クヌギ節 汀ナII L-966 Ⅷ 区 15d層 柄 斧膝柄 棒材 弥生中期

MYG-1604 中在家南 同定不能 河 , L-967 Ⅷ 区 15c層 柄 斧膝柄 棒材 弥生中期

IヽYG-1605 中在家南 ク リ 河川 L-975 Ⅷ 区 15層 鍬部品 泥 除 板材 横木取 り 弥生中期

MYG-1606 中在家南 ケヤキ 河川 L-1055 141区 10層 建築材 壁板付属の横木 板 材 板 目 弥生中期

MYG-1607 中在家南 クヌギ節 河ザ|| L-1055 VIll区 15d層 建築材 壁板 削り出し棒 削 り出 し 古墳中期 ?

MYG-1608 中在家南 クヌギ節 河川 L-1071 Vlll区 15c層 鍬 直柄広鍬 板材 柾 目 弥生中期

�IYG-1609 中在家南 クヌギ節 河川 L1072 Vlll区 15c層 鍬 直柄広鍬 板材 柾 目 弥生中期

よ江YG-1610 中在家南 ク リ 河川 L-1077 Ⅷ 区 15層 鍬部品 泥 除 板打 板目横木取り 弥生中期

MYG-1611 中在家南 クヌギ節 河川 L-969 lTu区 15層 柄 斧直柄 棒材 芯持削出 弥生中期

MYG 1612 中在家南 クヌギ節 河,H lll区 15層 鍬 直柄狭鍬 板材 ミカン割 弥生中期

Tv【YG-1613 中在家南 ク リ 河,11 L-971 Vm区 15層 鍬部品 泥 除 板材 板目横木取 り 弥生中期

MYG-1614 中在家南 ク リ 河川 L-972 V田 区 15層 鍬部品 泥除 板材 板目横木取り 弥生中期

MYG-1615 中在家南 ク リ 河 川 L-973 Ⅷ 区 15層 鍬部品 泥除 励 板目横木取り 弥生中期

�IYG-1616 中在家南 ク リ 河チIl L-974 Ⅷ 区 15層 鉱部品 泥除 板材 板 目横木取 り 弥生中期

h41YG-1617 中在家南 クヌギ節 河川 L-981 Ⅷ 区 15層 鍬 直柄狭鍬 (2連 ) 板材 ミカン割 弥生中期

MYG-1618 中在家南 ヨナラ節 河ナII L-997 VIl区 15層 柄 斧直柄 棒材 芯無 弥生中期

MYG-1619 中在家南 クヌギ節 河,十 1 L-1008 Ⅷ 区 15層 鍬 直柘狭鍬 板材 ミカン割 弥生中期

MYG-1620 中在家南 クヌギ節 河,H L-1068 IX区 15層 欽 直柄広鍬 板 材 柾 目 弥生中期

卜〔YG-1621 中在家南 クヌギ節 河,II L-1069 IX区 15層 欽 直柄広鍬 板材 柾 目 弥生 中期

MYG-1622 中在家南 クヌギ節 河 川 L1070 Ⅸ 区 15層 鍬 直柄広鍬 板材 柾 目 弥生中期

卜IYG-1623 中在家南 クヌギ節 河ナ|| L-1073 IX区 15層 鍬 直柄狭鍬 板材 柾 目 弥生中期

卜IYG-1624 中在家南 クヌギ節 河川 L-1074 Ⅸ 区 15層 鍬 直柄狭鍬 板 材 柾 目 弥生中期

MYG-1625 中在家南 クヌギ節 河,十 1 L-1075 Ⅸ 区 15層 鍬 自柄狭鍬 板材 柾 目 弥生中期

卜IYG-1626 中在家南 クヌギ節 河サ|| L-1076 Ⅸ 区 15層 鍬 直柄狭鍬 板材 柾 目 弥生中期

IヽYG-1627 中在家南 ク リ 河,‖ L-1078 Ⅸ区 15層 鍬部品 泥 除 板材 板目横木取 り 弥生中期

MYG-1628 中在家南 ク リ 河 川 L-1128 Ⅸ 区 15層 鍬部品 泥 除 板材 板 目 弥生中期

MYG-1629 中在家南 ク リ 河,II L-1079 Ⅸ 区 15層 鍬部品 泥 除 板 材 板目横木取り 弥生中期

MYG-1630 中在家南 ミズキ 河ナ|| L-1079 Ⅸ 区 15層 鍬部品 泥除の柄 棒材 芯無肖」出 弥生中期

MYG-1631 中在家南 ク リ 河ナII L-1082 Ⅸ 区 15a層 鍬部品 泥除 励 板目横木取 り 弥生中期

卜IYG-1632 中在家南 ク リ 河,W L-1083 Ⅸ 区 15c層 鍬部品 泥除 板材 板目横木取り 弥生中期

卜IYG-1633 中在家南 ク リ 河川 L-1084 Ⅸ 区 15c層 鍬部品 泥 除 板材 板目横木取り 弥生中期

MYG-1634 中在家南 ク リ 河川 L1085 Ⅸ 区 15d層 鍬部品 泥除 板材 板目横木取 り 弥生中期

�【YG-1635 中在家南 クヌギ節 河川 L-1088 IX区 15c層 杵 竪杵 芯無削出 弥生中期

�IYG-1636 中在家南 ヨナラ節 河川 L-1089 IX区 15d層 杵 竪杵 芯無削出 弥生中期

MYG-1637 中在家南 クヌギ節 河川 L-1090 Ⅸ 区 15c層 柄 斧直柄 棒 材 芯無削出 弥生中期

htYG-1638 中在家南 ミズキ 河川 L-1091 Ⅸ 区 15c層 杖 杖状未製品 棒 材 芯無削出 弥生中期

MYG-1639 中在家南 クヌギ節 河 川 L-1092 Ⅸ 区 15d層 こん棚 品 棒材 芯無 削出 弥生中期

MYG-1640 中在家南 コナラ節 河川 L-1102 Ⅸ 区 15d層 柄 斧膝柄 棒材 弥生中期

MYG-1641 中在家南 クヌギ節 河川 L-1103 Ⅸ 区 15d層 柄 斧膝柄 棒材 弥生中期

MYG-1642 中在家南 クヌギ節 河川 L l109 IX区 15d層 棒 板材 弥生中期

MYG-1643 中在家南 クヌギ節 河川 L-1111 Ⅸ 区 15d層 鋤 ? 鋤状木製品未製品 板 材 柾 目 弥生中期

MYG■ 644 中在家南 クヌギ節 河
'II

L-1115 Ⅸ 区 15d層 柄 斧直柄未製品 棒材 皮付 弥生中期

MYG 1645 中在家南 クヌギ節 河川 L-1118 Ⅸ 区 15d層 鍬 狭鍬 未製品板材 柾 目 弥生中期

MYG 1646 中在家南 クヌギ節 河チイl L-1120 Ⅸ区 15c層 打 棒 板材 /4割皮付 弥生中期

lヽYG-1647 中在家南 クヌギ節 河 ) L l123 Ⅸ区 15c層 櫂 櫂 板材 柾目取 り 弥生中期

MYG-1648 中在家南 コナラ節 lii]「サ L-1125 Ⅸ 区 15c層 抒捧 板材 芯去 り削出 弥生中期

MYG-1649 中在家南 トテノキ 河
'I

L-1127 IX区 15c層 臼 横木取 り芯持 ち 弥生中期

�IYG-1650 中在家南 クヌギ節 河 川 L-1129 IX区 15c層 杵 竪杵未製品 芯去 り削出 弥生中期

MYG-1651 中在家南 ク リ 河ナ十1 L-1080 Ⅸ 区 15層 鍬部品 泥除 板材 板目横木取り 弥生中期

�IYG-1652 中在家南 ク リ 河 , L-1081 Ⅸ 区 15層 鍬部品 泥 除 板 材 板目横木取 り 弥生中期

MYG-1653 中在家南 クヌギ節 河ナ L-1086 Ⅸ 区 15層 抒棒 板 材 芯無削出 弥生中期

�IYG-1654 中在家南 クヌギ節 河川 L1087 Ⅸ 区 15層 打 棒 板材 半割材 弥生中期

MYG-1655 中在家南 クヌギ節 河川 L-1093 IX区 15層 柄 斧直柄握部端 棒材 芯無削出 弥生中期

�IYG-1656 中在家南 カエデ属 河チ| L-1094 IX区 15層 用途不明木器 半割削出 弥生中期

hIYG-1657 中在家南 トチノキ 河川 L-1095 Ⅸ 区 15層 柄 農具取っ手 削出 弥生中期

hIYG-1658 中在家南 クヌギ節 河川 し-1098 IX区 15層 柄 柄 棒材 丸木 弥生中期

�【YG-1659 中在家南 クヌギ節 河川 L-1099 IX区 15層 柄 柄 棒材 芯無削出 弥生中期



第 8章 仙台市中在家遺跡群出土木材の樹種

標本番号 遺跡名 樹 種 名 遺構 遺物番号 区 層位 製 品 名 木 取 り 等 時   代

MYG-1660 中在家南 クヌギ節 河川 L-1100 Ⅸ 区 15層 柄 斧直柄頭部片 棒材 芯無削出 弥生中期

MYG-1661 中在家南 クヌギ節 河ナII L-1101 Ⅸ 区 15層 打棒 板材 半割削出 弥生中期

hIYG-1662 中在家南 クヌギ節 河川 L-1104 IX区 15層 柄 斧膝柄 棒材 丸木 弥生中期

MYG-1663 中在家南 クヌギ節 河ナII L-1105 IX区 15層 柄 斧膝柄 棒材 丸木 弥生中期

�IYG-1664 中在家南 トナノキ 河川 L l106 Ⅸ 区 15層 容器 方形盤状容器 奪じ物 横木取り 弥生中期

卜征YG-1665 中在家南 トチノキ 河ナII L l107 Ⅸ 区 15層 容器 割物 黒色顔料付 横木 弥生中期

IヽYG-1666 中在家南 クヌギ節 河川 L-1108 Ⅸ 区 15層 打 棒 打棒未製品 板材 芯持削出 弥生中期

MYG-1667 中在家南 クヌギ節 河川 L― 0 Ⅸ区 15層 打棒 打棒未製品 板 材 芯持削出 弥生中期

IヽYG-1668 中在家南 クヌギ節 河ナ|| L― 2 Ⅸ 区 15層 柄 斧直柄 棒材 芯無削出 弥生中期

唖ヽYG-1669 中在家南 クヌギ節 河ナH L一 3 Ⅸ 区 15層 柄 斧直柄未製品 棒材 芯無角材 弥生 中期

MYG-1670 中在家南 クヌギ節 河チH L― 4 Ⅸ 区 15層 柄 斧直柄未製品 棒材 芯無 削出 弥生 中期

MYG-1671 中在家南 クヌギ節 河チH L― 6 IX区 15層 鋤 一木鋤 板材 柾 目 弥生中期

MYG-1672 中在家南 クヌギ節 河サ|| L― Ⅸ区 15層 柄 斧直柄未製品 棒材 ミカン割削出 弥生中期

MYG-1673 中在家南 クヌギ節 河川 L― Ⅸ 区 15層 rtTe 打俸未製品 板材 半割削出皮付 弥生中期

h/1YG-1674 中在家南 コナラ節 河サII L― Ⅸ 区 15層 打棒 134未 製品 板材 半割削出皮付 弥生 中期

江ヽYG-1675 中在家南 イヌガヤ 河川 L― Ⅸ区 15層 弓 丸木弓 表面調整 弥生中期

MYG-1676 中在家南 クヌギ節 河川 L― Ⅸ区 15層 鍬 狭鍬 板材 柾 目 弥生中期

MYG-1677 中在家南 クヌギ節 河 川 L― Ⅸ 区 15層 鍬 狭鍬未製品 板材 柾 目 弥生中期

MYG-1678 中在家南 ケヤキ 河川 L-914 Ⅷ 区 12層 建築材 建築材 ? 板 材 板 目 古墳前期

AなYG-1679 中在家南 オニグルミ 河,11 L-913 Ⅷ 区 12層 建築材 破風板 ? 板 材 板 目 古墳前期

〔ヽYG-1680 中在家南 ケヤキ 河川 L-916 Ⅷ区 12層 建築材 板材 板 目 古墳前期

MYG-1681 中在家南 オニグルミ 河川 L-934 Ⅷ区 12層 建築材 板材 板 目 古墳前期

lヽYG 682 中在家南 キハダ 河 川 L-983 Ⅷ 区 15層 建築材 梯子 厚板材 板 目 弥生中期

hIYG 中在家南 *ハダ 河ナ十1 L-1130 Ⅸ 区 15層 建築材 建築材 ? 丸木 弥生 中期

仁ヽYG 684 中在家南 ク リ 河川 L-615 Ⅵ 区 9層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG 中在家南 ク リ 河ナ|| L-616 Ⅵ 区 9層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG 686 中在家南 コナラ節 河 川 L-617 Ⅵ 区 9層 部 材 材 分割材 古墳中期

MYG 中在家南 ニフトコ 河川 L-618 Ⅵ 区 9層 部 材 材 丸太材 き墳中期

MYG 中在家南 キハダ 河ザII L-619 Ⅵ 区 9層 部 材 材 分割材 古墳 中期

MYG 中在家南 ク リ 河川 L-620 Ⅵ区 9層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG 中在家南 ク リ 河サ十1 L-621 Ⅵ 区 9層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG 中在家南 クヌギ節 河 川 L-1180 Ⅸ 区 15層 鍬 歎 板材 柾 目 弥生中期

MYG 中在家南 クヌギ節 河川 L-1185 Ⅸ 区 15層 鍬 狭鍬 未製品板材 ミカン割 弥生中期

MYG 中在家南 キハダ 河丁H L-987 Ⅷ 区 12層 建築材 厚板 板材 柾 目先端尖 り 古墳前期

MYG 中在家南 ミズキ 河川 L l197 Ⅸ 区 15層 建築材 板材 柾 目 弥生中期

�IYG 中在家南 クヌギ節 河ナII L-622 Ⅵ 区 9層 部材 材 分割材 古墳中期

ふ江YG-1698 中在家南 クヌギ節 河川 L-623 Ⅵ 区 9層 部材 期 丸太材 古墳中期

MYG-1699 中在家南 クヌギ節 河ナII L-624 Ⅵ 区 9層 部 材 材 板 材 板 目 古墳中期

MYG-1700 中在家南 クヌギ節 河川 L-625 Ⅵ 区 9層 抗 丸太材 古墳 中期

MYG-1819 中在家南 ケンポナシ属 河川 L-816 Ⅵ 区 12層 部材 材 板材 柾 目 古墳前期

�【YG-1820 中在家南 ニレ属 河ナII L-817 Ⅵ 区 12層 部材 材 板材 柾 目 古墳前期

�【YG-1821 中在家南 カエデ属 河川 L-819 Ⅵ 区 12層 部 材 材 丸太材 古墳前期

h/1YG-1822 中在家南 エレ属 河ナ|
L-820 Ⅵ 区 12層 部 材 材 板材 板 目 古墳前期

MYG-1823 中在家南 サワグルミ 河川 L-822 Ⅵ 区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

MYG-1824 中在家南 ケヤキ 河川 L-823 Ⅵ 区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

MYG-1825 中在家南 ク リ 河ナH L-824 Ⅵ 区 12層 部材 材 角材 古墳前期

�IYG-1826 中在家南 キハダ 河川 L-825 Ⅵ 区 12層 部 材 材 板材 板 目 古墳前期

hIYG-1827 中在家南 コナラ節 河ナキ|
L-826 Ⅵ 区 12層 部 材 材 分割材 古墳前期

MYG-1828 中在家南 ヨナラ節 打ナll L-827 Ⅵ 区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

MYG-1829 中在家南 ヤナギ属 河,II L-828 Ⅵ 区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

MYG 中在家南 クヌギ節 河ナ|| L-829 Ⅵ区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

MYG 中在家南 オニグルミ 河
'II

L-830 Ⅵ 区 12層 部材 材 板材 柾 目 古墳前期

MYG 中在家南 キハダ 河,II L-831 Ⅵ 区 12層 部材 材 角材 古墳前期

MYG 中在家南 コナラ節 河サI L-832 VI区 12層 部材 材 板 材 板 目 古墳前期

h41YG-1834 中在家南 コナラ節 河 川 L-833 Ⅵ 区 12層 部材 材 角材 古墳前期

lヽYG-1835 中在家南 コナラ節 河ナ|| L-834 VI区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

MYG-1886 中在家南 ク リ 河川 L-835 Ⅵ 区 12層 抗 分割材 古墳前期

MYG-1887 中在家南 コナラ節 河チII L-836 Ⅵ 区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

MYG-1888 中在家南 ク リ 河,H L-837 Ⅵ 区 13層 部材 材 分割材 古墳前期
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MYG-1839 中在家南 ク リ 河ナ L-838 Ⅵ 区 13層 部材 材 分割材 古墳前期

MYG-1840 中在家南 ケ ンポナシ属 河ナ L-839 Ⅵ 区 13層 部 材 材 板 材 柾 目 古墳前期

MYG-1841 中在家南 クメギ節 河ナ L-840 Ⅵ 区 13層 部材 材 板材 柾 目 古墳前期

MYG-1842 中在家南 ヤマグフ 河チ L-841 Ⅵ 区 14層 部材 材 丸太材 弥生中期

�IYG-1843 中在家南 ク リ 河チ L-842 Ⅵ 区 14層 部材 材 分割猪 板 目 弥生中期

MYG-1844 中在家南 カツラ 河 ) L-843 Ⅵ 区 14層 部 材 材 分割材 板 目 弥生中期

MYG-1845 中在家南 ヌルデ 河 , L-844 Ⅵ 区 14層 部材 材 分割材 板 目 弥生中期

卜IYG-1846 中在家南 ク リ 河 , L-845 Ⅵ 区 14層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-1847 中在家南 ク リ 河 , L-846 Ⅵ 区 14層 部材 材 角材 弥生中期

MYG-1848 中在家南 ク リ 河 , L-847 Ⅵ 区 14層 部 材 材 分割材 弥生中期

MYG-1849 中在家南 ク リ 河 , L-848 Ⅵ 区 14層 部材 材 板 材 仮 目 弥生中期

h71YG-1850 中在家南 クヌギ節 河 , L-849 Ⅵ 区 14層 部材 材 角材 弥生中期

担v【YG-1851 中在家南 コナラ節 河

'

L-850 Ⅵ 区 14層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-1852 中在家南 河 , L-851 Ⅵ 区 14層 部 材 材 角材 弥生中期

MYG 中在家南 ク リ 河

'

L-852 Ⅵ 区 14層 部 材 材 板 材 仮 目 弥生中期

IヽYG 中在家南 オニグルミ 河

'

L-853 Ⅵ 区 14層 部材 材 角材 弥生中期

�IYG 855 中在家南 カエデ属 コ

'

L-854 Ⅵ 区 14層 部材 材 板材 板 目 弥生中期

IヽYG 中在家南 ク リ 河 , L-866 Ⅵ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

卜lYG 中在家南 オニグルミ 河 , L-867 Ⅵ 区 15層 部材 材 分割材 弥生 中期

MYG 中在家南 ヤマグワ 河 , L-868 Ⅵ 区 15層 部材 材 分割材 弥生 中期

MYG 中在家南 河 , L-869 Ⅵ 区 15層 部材 材 板材 板 目 弥生中期

MYG 中在家南 ク リ 河 , L-870 Ⅵ 区 15層 部材 材 角材 弥生中期

MYG 中在家南 ク リ 河 , L-871 Ⅵ 区 15層 部材 材 角材 弥生中期

MYG 中在家南 ク リ 河

'

L-872 Ⅵ 区 15層 部 材 材 分割材 弥生中期

MYG 中在家南 ク リ 河 L-873 Ⅵ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG 中在家南 キ リ 河 ) L-874 Ⅵ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

rvIYG-1865 中在家南 カエデ属 河 サ L-875 Ⅵ 区 15層 杭 半割材 弥生中期

lvIYG-1866 中在家南 トネリコ属 河 , L-876 Ⅵ 区 15層 抗 分割材 弥生中期

卜IYG-1867 中在家南 キハグ 河 , L-877 Ⅵ 区 15層 郡 材 材 丸太材 弥生 中期

MYG-1868 中在家南 クメギ節 河 L-878 Ⅵ 区 15層 部材 材 板材 柾 目 弥生中期

IヽYG-1869 中在家南 コナラ節 河 , L-880 Ⅵ 区 15層 部材 材 丸太材 弥生中期

卜(YG-1870 中在家南 ク リ 河 , L-881 Ⅵ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

卜IYG-1871 中在家南 クヌギ節 河 , L-882 Ⅵ 区 15層 部 材 材 分割材 弥生中期

卜IYG-1872 中在家南 アサダ 河 , L-884 Ⅵ 区 15層 部材 材 板 材 柾 目 弥生中期

IヽYG-1873 中在家南 イヌシデ節 河 L-885 Ⅵ 区 15層 部材 材 板材 柾 目 弥生中期

MYG-1874 中在家南 キハダ 河 , L-888 Ⅷ 区 10層 部材 材 板材 柾 目 古墳中期

MYG-1875 中在家南 ク リ 河 , L-889 Ⅷ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG-1876 中在家南 クヌギ節 河 , L-890 Ⅷ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG 1877 中在家南 クヌギ節 河 , L-891 Ⅷ 区 10層 部材 材 角 材 古墳中期

MYG-1878 中在家南 ク リ 河 , L-892 Ⅷ 区 10層 部材 材 角材 古墳中期

MYG-1879 中在家南 オニグルミ 河 , L-893 Ⅷ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG-1880 中在家南 ヤマグワ 河 , L-894 Ⅷ 区 10層 部材 材 板材 板 目 古墳中期

MYG-1881 中在家南 ヨナラ節 河 , L-895 Ⅷ 区 10層 部材 材 角材 古墳中期

MYG-1882 中在家南 ク リ 河 , L-896 Ⅷ 区 10層 部材 材 角材 古墳中期

MYG-1883 中在家南 クメギ節 河 , L-897 Ⅷ 区 10層 部材 材 角材 古墳中期

MYG-1884 中在家南 オニグルミ 河 サ L-898 Ⅷ 区 10層 部材 材 角材 古墳中期

MYG-1885 中在家南 トネリコ属 河チ L-899 Ⅷ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG-1886 中在家南 ヨナラ節 河ナ L-900 Ⅷ 区 10層 部材 材 分割材 古墳中期

MYG-1887 中在家南 クヌギ節 河ナ L-901 IIl区 10層 杭 分割材 古墳中期

MYG-1888 中在家南 クメギ節 河ナ L-902 Ⅷ 区 10層 抗 分割材 古墳中期

MYG-1889 中在家南 コナラ節 河ナ L-903 ⅦI区 10層 杭 丸太材 古墳中期

MYG-1890 中在家南 クヌギ節 河ナ L-904 llll区 10層 抗 分割材 古墳中期

MYG-1891 中在家南 クヌギ節 河 , L-905 Ⅷ 区 10層 抗 分割材 古墳 中期

MYG-1892 中在家南 ク リ 河ナ L-906 Ⅷ 区 10層 杭 半割材 古墳 中期

MYG-1893 中在家南 キハグ 河ナ L-917 Ⅷ 区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

MYG-1894 中在家南 オニグルミ 河ナ L-918 Ⅷ 区 12層 部材 材 角材 古墳前期

MYG-1895 中在家南 オニグルミ 河ナ L-919 Ⅷ区 12層 部材 材 板材 古墳前期

MYG-1896 中在家南 オニグルミ 河 , L-920 Ⅷ 区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

MYG-1897 中在家南 ク リ 河ナ L-921 Ⅷ 区 12層 部 材 材 角材 古墳前期
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lヽYG-1898 中在家南 エノキ属 河チ‖ L-922 Ⅷ 区 12層 部材 材 丸太材 古墳前期

IヽYG-1899 中在家南 オニグルミ 河,H L-923 Ⅷ 区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

MYG 1900 中在家南 オニグルミ 河 川 L-924 Ⅷ 区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

MYG-2001 中在家南 トネ リコ属 河ナII L-925 Ⅷ 区 12層 部材 材 半割材 古墳前期

MYG-2002 中在家南 コナラ節 河ナ|| L-926 Ⅷ 区 12層 加工材 角材 古墳前期

MYG-2003 中在家南 カエデ属 河ナI L-927 Ⅷ 区 12層 杭 丸太材 古墳前期

�【YG-2004 中在家南 オニグルミ 河 川 L-928 Ⅷ 区 12層 杭 分割材 古墳前期

MYG-2005 中在家南 トネリコ属 河,‖ L-929 Ⅷ 区 12層 杭 丸太材 古墳前期

MYG-2006 中在家南 クヌギ節 河 川 L-931 Ⅷ 区 12層 加工材 ナナメ 古墳前期

�IYG-2007 中在家南 カツラ 河,H L-982 Ⅷ 区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

MYG-2008 中在家南 コナラ節 河,II L-933 Ⅷ 区 12層 部期 材 分割材 古墳前期

MYG-2009 中在家南 ク リ 河川 L-935 Wlll区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

MYG-2010 中在家南 オニグルミ 河川 L-936 Ⅷ 区 12層 部 材 材 分割材 古墳前期

�IYG-2011 中在家南 オニグルミ 河川 L-938 Vlll区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

MYG-2012 中在家南 クヌギ節 河,II L-976 Ⅷ 区 15層 部材 材 板材 柾 目 弥生 中期

MYG-2013 中在家南 ニ レ属 河川 L-977 Ⅷ 区 15層 部 材 材 分割材 弥生中期

MYG-2014 中在家南 トネリコ属 河川 L-978 VⅢ区 15層 部 材 材 分割材 弥生中期

MYG-2015 中在家南 オニグルミ 河川 L-979 Ⅷ 区 15層 部材 材 角材 弥生中期

MYG-2016 中在家南 クヌギ節 河ナ|| L-980 Ⅷ 区 15層 部材 材 板材 柾 目 弥生中期

ⅣIYG-2017 中在家南 オニグルミ 河ナ|| L-982 Ⅷ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

�IYG-2018 中在家南 クヌギ節 河川 L-984 Ⅷ 区 15層 部材 材 板材 柾 目 弥生中期

MYG-2019 中在家南 ク リ 河川 L-985 Ⅷ 区 15層 部 材 材 分割材 弥生中期

�【YG-2020 中在家南 ミズキ 河川 L-986 Ⅷ 区 15層 部材 材 角材 弥生中期

MYG-2021 中在家南 エ レ属 河ナ|| L-987 Wlll区 15層 部材 材 分割材 弥生 中期

MYG-2022 中在家南 クヌギ節 河川 L-988 Ⅷ 区 15層 部材 材 板材 柾 目 弥生中期

MYG-2023 中在家南 ク リ 河川 L-989 Ⅷ 区 15層 部 材 材 分割材 弥生中期

�IYG-2024 中在家南 クヌギ節 河川 L-990 Ⅷ 区 15層 部材 材 板材 柾 目 弥生中期

h/1YG-2025 中在家南 クヌギ節 河川 L-991 Ⅷ 区 15層 部材 材 分割材 弥生 中期

MYG-2026 中在家南 ク リ 河川 L-992 Ⅷ 区 15層 部 材 材 分割材 弥生 中期

MYG-2027 中在家南 クヌギ節 河川 L-993 Ⅷ 区 15層 部材 材 板材 柾 目 弥生中期

MYG-2028 中在家南 クヌギ節 河川 L-994 Ⅷ 区 15層 部 材 材 板材 柾 目 弥生中期

MYG-2029 中在家南 ヨナラ節 河川 L-995 Wlll区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

�【YG-2030 中在家南 キ リ 河川 L-996 Ⅷ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2031 中在家南 ク リ 河川 L-998 Ⅷ 区 15層 部材 板材 ナナメ 弥生中期

MYG-2032 中在家南 クヌギ節 河川 L-999 VIn区 15層 部材 材 板材 柾 目 弥生中期

MYG-2033 中在家南 クヌギ節 河川 L-1000 Ⅷ 区 15層 加工材 角材 弥生中期

MYG-2034 中在家南 クヌギ節 河ナ|| L-1001 Ⅷ 区 15層 加工材 角材 弥生中期

MYG-2035 中在家南 エノキ属 汀川 L-1002 Ⅷ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2036 中在家南 ミズキ 河川 L-1003 Ⅷ 区 15層 部材 材 角材 弥生中期

MYG-2037 中在家南 クヌギ節 河川 L-1004 Ⅷ 区 15層 部材 材 半割材 弥生中期

MYG-2038 中在家南 河ザ|| L-1005 Ⅷ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2039 中在家南 オニグルミ 河川 L-1006 Ⅷ 区 15層 部材 材 板 材 柾 目 弥生中期

MYG-2040 中在家南 クヌギ節 河チII L-1007 Ⅷ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2041 中在家南 河川 L-1009 Ⅷ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2042 中在家南 河,H L-1010 Ⅷ 区 15層 部 材 材 角材 弥生中期

MYG-2043 中在家南 クヌギ節 河サII L-1011 Ⅷ 区 15層 部 材 材 角材 弥生中期

MYG-2044 中在家南 クヌギ節 河,H L-1012 Ⅷ 区 15層 部材 材 分割材 弥生 中期

MYG-2045 中在家南 ミズキ 河,H L-1013 Ⅷ 区 15層 部材 材 板材 柾 目 弥生中期

MYG-2046 中在家南 キハダ 河川 L-1014 Vu区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2047 中在家南 キハダ 河ナ|| L-1015 Ⅷ 区 15層 部 材 材 分割材 弥生中期

MYG-2048 中在家南 クヌギ節 河ナ|| L-1016 Vll区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2049 中在家南 クヌギ節 河チH L-1017 Ⅷ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2050 中在家南 カツラ 河ナII L-1018 Ⅷ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2051 中在家南 クメギ節 河ナ|| L-1019 Ⅷ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2052 中在家南 トチノキ 河,‖ L-1020 IRll区 15層 部 材 材 分割材 弥生中期

MYG-2053 中在家南 クメギ節 河 川 L-1021 lHH区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2054 中在家南 クヌギ節 河,H L-1022 Ⅷ 区 15層 部材 材 分割材 弥生 中期

�IYG-2055 中在家南 オニグルミ 河チ| L-1023 Ⅷ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

�IYG-2056 中在家南 クヌギ節 河川 L-1024 Ⅷ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期
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標本番号 遺 跡名 樹 種 名 遺 構 遺物番号 区 層仕 製 品 名 本 取 り 等 時   代

MYG-2057 中在家南 ク リ 河ナ L-1025 lR4区 15層 部材 材 分割材 弥生 中期

MYG-2058 中在家南 クヌギ節 河ナ L-1026 Im区 15層 部材 材 板材 柾 目 弥生中期

MYG 2059 中在家南 ク リ 河ナ L-1027 Ⅷ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2060 中在家南 ミズキ 河 , L-1028 Vlll区 15層 部材 材 角材 弥生中期

MYG-2061 中在家南 ミズキ 河 , L-1029 Ⅷ 区 15層 部材 材 角材 弥生中期

MYG-2062 中在家南 カエデ属 河 , L-1030 Ⅷ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2063 中在家南 キハダ 河 , L-1031 VⅢ 区 15層 部材 材 板 材 板 目 弥生中期

MYG-2064 中在家南 ミズキ 河ナ L-1032 llll区 15層 部材 材 板材 柾 目 弥生中期

MYG-2065 中在家南 クヌギ節 河ナ L-1033 ⅦI区 15層 部材 材 分割材 弥生 中期

MYG-2066 中在家南 チドリノキ 河 ) L-1034 Ⅷ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2067 中在家南 河

'

L-1035 Ⅷ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2068 中在家南 ク リ 河ナ L-1036 Ⅷ 区 15層 カロエ材 不 明 弥生中期

MYG-2069 中在家南 クヌギ節 河 , L-1037 Ⅷ 区 15層 部材 材 板 材 柾 目 弥生中期

MYG-2070 中在家南 ヤマグワ 河 , L-1038 Ⅷ 区 15層 部材 材 分割材 弥生 中期

MYG-2071 中在家南 ミズキ 河ナ L-1039 Ⅷ 区 15層 部材 材 角材 弥生中期

MYG-2072 中在家南 カツラ 河

'

L-1040 llll区 15層 部材 不 明 角材 弥生中期

MYG 2073 中在家南 カツラ 河 , L-1041 Ⅷ 区 15層 部 材 材 分割 材 弥生中期

MYG-2074 中在家南 クヌギ節 河 , L-1042 Ⅷ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2075 中在家南 キハグ 河 , L-1043 Ⅷ 区 15層 部材 材 半割材 弥生中期

MYG-2076 中在家南 ンノキ節 河 , L-1044 IIu区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG 2077 中在家南 チドリノキ 河 , L-1045 Ⅷ 区 15層 部 材 材 分割材 弥生中期

MYG-2078 中在家南 クヌギ節 河 , L-1046 Ⅷ 区 15層 部材 材 板 材 柾 目 弥生中期

MYG-2079 中在家南 クヌギ節 平丁, L-1047 ⅦI区 15層 部材 打 板材 柾 目 弥生中期

MYG-2080 中在家南 ニ レ属 河 J L-1048 Ⅷ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG 2081 中在家南 ミズキ 河 , L-1049 Ⅷ 区 15層 部 材 材 分割材 弥生中期

MYG-2082 中在家南 キハグ 河 , L-1050 Ⅷ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2083 中在家南 クヌギ節 河ザI L-1051 Ⅷ 区 15層 部材 材 角材 弥生中期

MYG-2084 中在家南 ニワトコ 河ナ|| L1052 Ⅷ 区 15層 抗 丸太材 弥生中期

MYG-2085 中在家南 ヤマウルシ 河川 L-1053 Ⅷ 区 15層 抗 丸太材 弥生中期

MYG 2086 中在家南 エノキ属 河ナI L1054 Ⅷ 区 15層 杭 丸太材 弥生中期

MYG-2087 中在家南 モ ミ属 河,II L-1056 IX区 10層 建築材 材 角 材 芯無角 古墳中期

MYG 2088 中在家南 ケンポナシ属 河川 L-1057 Ⅸ 区 10層 杭 分割材 古墳 中期

MYG-2089 中在家南 ンヽノキ節 河川 L-1058 IX区 10層 抗 丸太材 古墳中期

MYG-2090 中在家南 ンノキ節 J丁ナ| L-1059 Ⅸ 区 10層 杭 丸太材 古墳中期

MYG-2091 中在家南 ハンノキ節 子丁ナ| L-1060 Ⅸ 区 10層 杭 丸太材 古墳中期

MYG-2092 中在家南 イヌシデ節 河 川 L-1061 Ⅸ 区 10層 木錘 芯持 ち丸 古墳 中期

MYG 2093 中在家南 キハダ 河ナ| L-1062 Ⅸ 区 12層 部材 材 分割材 古墳前期

MYG 2094 中在家南 オニグルミ 平丁
'I

L-1063 Ⅸ 区 12層 部材 材 角材 古墳前期

MYG-2095 中在家南 カエデ属 河 川 L-106迪 Ⅸ 区 12層 杭 分割材 古墳前期

MYG-2096 中在家南 ンヽノキ節 河,II L-1065 Ⅸ 区 12層 杭 丸太材 古墳前期

MYG-2097 中在家南 ヨナラ節 河ザII L-1066 Ⅸ 区 12層 杭 分割材 古墳前期

MYG-2098 中在家南 ハンノキ節 河,II L-1067 Ⅸ 区 12層 抗 半割材 古墳前期

MYG 2099 中在家南 クヌギ節 河,H L-1096 Ⅸ 区 15層 部材 材 板材 柾 目 弥生中期

MYG-2100 中在家南 クヌギ節 河,H L-1097 Ⅸ 区 15層 部材 材 板材 柾 目 弥生中期

MYG-2101 中在家南 オニグルミ 河丁‖ L l131 Ⅸ 区 15層 部材 材 板材 板 目 弥生中期

MYG-2102 中在家南 エレ属 河
'II

L-1132 Ⅸ 区 15層 部材 材 丸太材 弥生中期

MYG-2103 中在家南 サワグルミ 河ナII L l133 ⅨEXI 15層 部材 材 角材 弥生中期

MYG-2104 中在家南 ク リ 河ナ|| L l134 Ⅸ区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG 2105 中在家南 カツラ 河ナ|| し 1135 Ⅸ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2106 中在家南 ク リ 河ナ|| し 1136 Ⅸ 区 15層 部材 材 角材 弥生中期

MYG-2107 中在家南 ミズキ 河ナ|| L― Ⅸ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2108 中在家南 クヌギ節 河ナ|| L― Ⅸ 区 15層 加工材 弥生中期

MYG-2109 中在家南 クヌギ節 河,II L― Ⅸ 区 15層 部材 分割材 ミカン割 弥生中期

MYG 2 中在家南 ミズキ 河 川 L― Ⅸ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2 1 中在家南 河川 L― Ⅸ 区 15層 部 材 材 分割材 弥生中期

MYG-2 2 中在家南 ミズキ 河
'H

L― Ⅸ 区 15層 部 材 材 分割材 弥生中期

MYG-2 3 中在家南 トチノキ 河ナ〕|
L― Ⅸ 区 15層 部材 分割材 ミカン割 弥生 中期

MYG-2 4 中在家南 ミズ
=

河 丁‖ L― Ⅸ 区 15層 部材 分割材 ミカン割 弥生中期

MYG-2 5 中在家南 クヌギ節 河ナ|| L― Ⅸ 区 15層 部材 材 板材 柾 目 弥生中期



第 8章 仙台市中在家遺跡群出土木材の樹種
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征ヽYG-2116 中在家南 ク リ 河ナ十1 L IX区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

lヽYG-2117 中在家南 クヌギ節 河,H し― IX区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

hIYG-2118 中在家南 クヌギ節 河 川 し一 IX区 15層 部材 材 板材 柾 目 弥生中期

IヽYG-2119 中在家南 クヌギ節 河,H し IX区 15層 部材 材 半割材 弥生 中期

lヽYG-2120 中在家南 ミズキ 河サI L 150 Ⅸ 区 15層 部材 材 角材 弥生中期

MYG-2121 中在家南 ク リ 河ナ‖ し― Ⅸ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG 2122 中在家南 クヌギ節 河,II L― Ⅸ 区 15層 部材 材 板 材 柾 目 弥生中期

MYG 2123 中在家南 クヌギ節 河
'H

L― IX区 15層 部材 材 板材 柾 目 弥生中期

MYG-2124 中在家南 クヌギ節 河JII L Ⅸ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG 2125 中在家南 トウダイグサ科 河,II L― 155 IX区 15層 部材 材 丸太材 弥生中期

IヽYG-2126 中在家南 クヌギ節 河ナ|| L― Ⅸ 区 15層 部材 材 板 材 柾 目 弥生中期

MYG-2127 中在家南 エノキ属 河ナ|| L― Ⅸ 区 15層 部材 分割材 ミカン割 弥生中期

MYG-2128 中在家南 カツラ 河ナ|| L IX区 15層 部 材 材 板材 柾 目 弥生中期

A/1YG-2129 中在家南 ク リ 打サ十1
L-1159 Ⅸ 区 15層 部材 材 分割材 体生中期

IヽYG-2130 中在家南 クメギ節 河ナ|| L― IX区 15層 部材 材 角材 弥生中期

MYG-2131 中在家南 シヽドイ 河 川 L― Ⅸ 区 15層 部材 材 丸太材 弥生中期

MYG-2132 中在家南 ミズキ 河,H L Ⅸ 区 15層 部材 分割材 ミカン割 弥生中期

征ヽYG-2133 中在家南 ミズキ 河 川 L Ⅸ 区 15層 部 材 材 角材 弥生中期

征ヽYG-2134 中在家南 トネリコ属 河

'H

L-1164 Ⅸ 区 15層 部材 材 板 材 板 目 弥生中期

�IYG-2135 中在家南 クヌギ節 河ナ|| L― Ⅸ区 15層 部材 材 板材 柾 目 弥生中期

MYG-2136 中在家南 クヌギ節 河チ|| L Ⅸ 区 15層 部 材 材 分割材 弥生中期

卜IYG-2137 中在家南 カエデ属 河川 L Ⅸ 区 15層 部 材 材 板材 柾 目 弥生中期

�IYG-2138 中在家南 クヌギ節 河川 L-1168 Ⅸ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2139 中在家南 ミズキ 河川 L-1169 Ⅸ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2140 中在家南 ク リ 河川 L Ⅸ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2141 中在家南 ミズキ 河川 L IX区 15層 部材 材 角材 弥生中期

MYG-2142 中在家南 クヌギ節 河川 L Ⅸ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

江ヽYG-2143 中在家南 エノキ属 河川 L IX区 15層 部材 分割材 ミカン割 弥生中期

MYG 2144 中在家南 クヌギ節 河川 L Ⅸ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG 2145 中在家南 クヌギ節 河川 L Ⅸ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG 2146 中在家南 カツラ 汀川 L Ⅸ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG 2147 中在家南 ミズキ 河川 L 177 IX区 15層 部 材 材 角材 弥生中期

卜IYG 2148 中在家南 クヌギ節 河ナII L― Ⅸ 区 15層 部材 材 板 材 柾 目 弥生 中期

IヽYG-2149 中在家南 クヌギ節 河,H L― Ⅸ 区 15層 部材 材 板材 柾 目 弥生中期

MYG-2150 中在家南 エノモ属 河川 L― Ⅸ 区 15層 部材 材 板材 柾 目 弥生中期

MYG-2151 中在家南 エノキ属 河チII L IX区 15層 部 材 材 板材 柾 目 弥生中期

MYG 2152 中在家南 エノキ属 河ナII し Ⅸ 区 15層 部材 材 板材 柾 目 弥生中期

MYG-2153 中在家南 エノキ属 河ナ十1 し― Ⅸ 区 15層 部材 材 板 材 柾 目 弥生中期

MYG-2154 中在家南 ニレ)嘉 河ナII と一 Ⅸ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

�【YG-2155 中在家南 ク リ 河 川 L― Ⅸ 区 15層 部材 材 分割材 弥生 中期

MYG-2156 中在家南 クヌギ節 河チ‖ L IX区 15層 部 材 分割材 ミカン割 弥生中期

[ヽYG-2157 中在家南 シヽドイ 河,I Ⅸ 区 15層 部材 材 丸太材 弥生中期

卜IYG-2158 中在家南 河ナ|| L― Ⅸ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2159 中在家南 ミズキ 河,H L― Ⅸ区 15層 部材 分割材 ミカン割 弥生 中期

WIYG-2160 中在家南 キハダ 河ナII L― Ⅸ 区 15層 部材 分割材 ミカン割 弥生中期

rvIYG-2161 中在家南 ク リ 河川 L Ⅸ 区 15層 部材 材 分割材 弥生中期

MYG-2162 中在家南 エノキ属 河川 L l194 Ⅸ 区 15層 部材 材 丸太材 弥生中期

MYG-2163 中在家南 ミズキ 河 )‖ L l195 Ⅸ 区 15層 部材 分割材 ミカン割 弥生中期

MYG-2164 中在家南 クヌギ節 河ナ|| L― IX区 15層 部材 材 板材 柾 目 弥生 中期

MYG-2165 中在家南 エノキ属 河ナ|| L Ⅸ 区 15層 部材 分割材 ミカン割 弥生中期

MYG-2166 中在家南 エノモ属 河川 L Ⅸ 区 15層 部材 分割材 ミカン割 弥生中期

avIYG-2167 中在家南 ハンノキ節 河川 L IX区 15層 抗 丸太材 弥生中期

�IYG-2168 中在家南 ハ ンノキ節 河川 L IX区 15層 抗 丸太材 弥生中期

h41YG-2169 中在家南 オニグルミ 河川 L Ⅸ 区 15層 杭 分割材 弥生中期

MYG-2170 中在家南 ヨナラ節 河川 L 用途不明木器

L-1 中在家南 ケヤキ 河川 L H区 3層 容器 椀 (漆塗) 平安―中世

L-2 中在家南 ケヤキ 河川 L-2 H区 3層 下駄 下駄 (歯 ) 平安―中世

L-3 中在家南 ケヤキ 河川 L-3 H区 3層 下駄 下駄 平安―中世

L-4 中在家南 クヌギ節 河丁|| H区 3層 コロバ シ 平安 ―中世



第 8部 考察と調査成果の総括

標本番号 遺跡名 樹 種 名 遺構 遺物番号 区 層仕 製 品 名 本 取 等 時   代

L-5 中在家南 ス ギ 河ナII L-5 H区 3層 部材 円板 平安―中世

L-6 中在家南 モ ミ属 河ナ|| L-6 H区 3層 部材 角材 平安 ―中世

L-7 中在家南 河,H L-7 区 3層 部材 角材 平安―中世

L-8 中在家南 河サII L-8 区 3層 部材 分割材 平安―中世

L-9 中在家南 モミ属 河ナH L-9 区 3層 部材 分割材 平安―中世

L-10 中在家南 河ナII L-10 区 3層 部材 分割材 平安―中世

中在家南 コナラ節 河ナH L-11 区 3層 部材 分割材 平安 ―中世

L-12 中在家南 ケヤキ 河ナII L12 区 3層 柄 斧膝柄 平安―中世

L-12 中在家南 コナラ節 河,II L12 区 3層 柄 斧膝柄 平安―中世

中在家南 カエデ属 河ナII L13 区 3層 部材 分割材 平安―中世

中在家南 カ ヤ 河
'11

L16 区 8層 部材 分割材 平安 ―中世

L-17 中在家南 モミ属 河,II L-17 区 3層 部材 角材 平安―中世

L-18 中在家南 モミ属 河,I L-18 区 3層 部材 角材 平安―中世

中在家南 イヌガヤ 河サIキ L-19 区 3層 部材 丸材 芯持丸材 平安―中世

中在家南 イヌガヤ 河ザII L-20 区 3層 部 材 丸材 芯持丸 平安―中世

中在家南 スギ 河川 L-21 H区 3層 容 器 柾 目 平安―中世

中在家南 シラキ 河
'II

L-22 H区 3層 杭 割抗 平安―中世

中在家南 モ ミ属 河川 L-23 H区 3層 抗 角杭 平安―中世

中在家南 シラキ 河サ|| L-24 H区 3層 抗 割杭 平安―中世

中在家南 モ ミ属 河川 L-25 H区 3層 杭 角杭 平安 ―中世

中在家南 ブナ属 河ナII L-26 H区 3層 杭 丸 抗 芯持丸 平安―中世

L-27 中在家南 ヨナラ節 河,H L-27 H区 3層 杭 角抗 平安―中世

中在家南 ンヽノキ属 河 川 L-28 H区 3層 杭 丸抗 芯持丸 平安―中世

中在家南 シラキ 河,II L-29 H区 3層 杭 丸抗 芯持丸 平安―中世

中在家南 シラキ 河 川 L-30 H区 3層 杭 割抗 平安 ―中世

L-31 中在家南 モ ミ属 河ナ|| L-31 H区 3層 杭 丸 杭 芯持丸 平安―中世

L-32 中在家南 ク リ 河,I L-32 H区 3層 抗 角抗 平安―中世

L-33 中在家南 ク リ 河ナ|| L-33 Ⅱ区 3層 抗 角抗 平安―中世

L-34 中在家南 モ ミ属 河,II L-34 Ⅱ区 3層 抗 角抗 平安―中世

L-35 中在家南 ヒノキ属 河ナ|| L-35 ■区 5層 部 材 円板 柾 目 平安―中世

L-36 中在家南 タラノキ 河
'II

L-36 Ⅱ区 5層 柄 直柄 平安一中世

L-37 中在家南 ク リ 河川 L-37 区 5層 部材 丸材 芯持丸 平安―中世

L-38 中在家南 モ ミ属 河,II L-38 区 5層 柄 直柄 平安―中世

L-39 中在家南 モ ミ属 河 川 L-39 区 5層 部 材 板材 板 目 平安 ―中世

L-40 中在家南 クヌギ節 河チII L-40 区 5層 用途不明木器 芯無角 平安―中世

L-41 中在家南 ク リ 河サII L-41 区 5層 部材 分割材 平安―中世

L-42 中在家南 ク リ 河,II L-42 区 5層 部材 分割材 平安―中世

L-43 中在家南 ケヤキ 河,II L-43 区 5層 部材 板材 ナナメ 平安―中世

L-44 中在家南 ク リ 河チII L-44 区 5層 杭 割抗 平安 ―中世

L-45 中在家南 トネリコ属 河ナ|| L-45 区 5層 杭 幼 芯持丸 平安―中世

L-46 中在家南 モミ属 河チII L-46 区 6層 抗 角杭 平安―中世

L-47 中在家南 河,II L-47 区 6層 抗 丸抗 芯持丸 平安―中世

L-48 中在家南 ク リ 河ナII L-48 区 6層 杭 割抗 平安 ―中世

L-49 中在家南 ク リ 河川 L-49 H区 6層 杭 角抗 平安 ―中世

L-50 中在家南 ク リ 河ナII L-50 H区 6層 杭 角杭 平安―中世

L-51 中在家南 ク リ 河ナII L-51 Ⅱ区 6層 杭 割杭 平安―中世

L-52 中在家南 カエデ属 河ナH L-52 H区 8層 部材 丸材 芯持丸 平安―中世

L-53 中在家南 ヤマウコギ 河ナII L-53 H区 8層 部材 分割材 平安 ―中世

L-54 中在家南 コナラ節 河ナII L-54 H区 8層 部材 分割材 平安 ―中世

L-55 中在家南 クヌギ節 河ナII L-55 H区 8層 杭 割抗 平安―中世

L-56 中在家南 コナラ節 河ナ|| L-56 Ⅱ区 8層 杭 丸抗 芯持丸 平安―中世

L-57 中在家南 ク リ 河ナH L-57 Ⅱ区 8層 杭 角抗 平安―中世

L-58 中在家南 モ ミ属 河ナII L-58 ■区 9層 建築材 芯持柾目 古墳中期

L-59 中在家南 ヨナラ節 河ナ|| L-59 ■区 10層 部材 分割材 古墳 中期

L-60 中在家南 クヌギ節 河ナ|| L-60 I区 10層 部材 分割材 古墳中期

L-61 中在家南 ケンポナシ 打ナ|| L-61 H区 10層 建築材 古墳中期

L-62 中在家南 ケンポナシ 河ナ‖ L-62 H区 10層 建築打 芯無角 古墳中期

L-63 中在家南 ク リ 河,H L-63 H区 10層 部材 分割材 古墳中期

L-64 中在家南 トネリコ属 河,II L-64 H区 10層 柄 鎌 柄 芯無角 古墳中期



第 8章 仙台市中在家遺跡群出土木材の樹種

標本番号 遺跡名 村 種 名 遺 構 遺物番号 区 層住 製 品 名 木 取 り 等 時   代

L-65 中在家南 クヌギ節 河ナII L-65 H区 10層 農 具 不明農具 柾 目 古墳中期

L-66 中在家南 トネリコ属 河ナII L-66 H区 10層 部材 板材 柾 目芯持 古墳 中期

L-67 中在家南 オニグルミ 河ナ|| L-67 H区 10層 用途不明木器 柾 目 古墳中期

L-68 中在家南 コクサギ 河ナ|| L-68 H区 10層 部材 丸材 芯持丸 古墳中期

L-69 中在家南 イヌガヤ 河ナ|| L-69 H区 10層 弓 丸木 弓 芯無角 古墳中期

L-70 中在家南 イヌガヤ 河ナ|| L-70 H区 10層 弓 丸木弓 芯無丸 古墳中期

L-71 中在家南 クヌギ節 河,II L-71 H区 10層 鍬 二又鍬 (転 ) 柾 目 古墳中期

L-72 中在家南 ケヤキ 河ナ|| L-72 Ⅱ区 10層 用途不明木器 柾 目 古墳中期

L-73 中在家南 クメギ節 河ナ|| L-73 H区 10層 鋤 一木平鋤 柾 目 古墳中期

L-74 中在家南 トネリコ属 河ナ十1
L-74 ■区 10層 用途不明木器 板 目 古墳中期

L-75 中在家南 ケンポナシ 河ナ十1 L-75 H区 10層 部材 板材 柾 目 古墳中期

L-76 中在家南 ケンポナシ 河,II Ⅱ区 10層 部材 板材 柾 目 古墳中期

L-77 中在家南 ケンポナシ 河,II L-77 H区 10層 部 材 板材 柾 目 古墳中期

L-78 中在家南 ケンポナシ 河ナII L-78 H区 10層 容 器 盤 古墳中期

L-79 中在家南 ク リ 河,H L-79 H区 10層 部材 分割材 古墳中期

L-80 中在家南 トネ リコ属 河,H H区 10層 部材 分割材 古墳 中期

L-81 中在家南 キハダ 河
'‖

L-81 Ⅱ区 10層 部 材 分割材 古墳中期

L-82 中在家南 ク リ 河,II L-82 Ⅱ区 10層 部材 分割材 古墳中期

L-83 中在家南 ク リ 河,II H区 10層 部材 板 材 柾 目 古墳 中期

L-84 中在家南 トネリコ属 河ナ|| し-84 H区 10層 部材 分割材 古墳 中期

L-85 中在家南 ク リ 河丁|| H区 10層 部材 分割材 古墳 中期

L-86 中在家南 ク リ 河ナ|| L-86 H区 10層 部材 分割材 古墳中期

L-87 中在家南 ク リ 河ナ十1 L-87 E区 10層 部材 分割材 古墳中期

L-88 中在家南 ヨナラ節 河ナ|| L-88 I区 10層 部材 板材 板 目 古墳中期

L-89 中在家南 エゴノキ属 河ナ|| L-89 I区 10層 部材 丸材 芯持丸 古墳 中期

L-90 中在家南 ヨナラ節 河,II L-90 II区 10層 部材 角材 古墳中期

L-91 中在家南 クヌギ節 河,十 1
L-91 II区 10層 部材 角材 古墳中期

L-92 中在家南 ンヽノキ属 河 川 L-92 II区 10層 掘 り棒 掘 り棒 ナナメ 古墳中期

L-94 中在家南 ヤマグワ 河ナ‖ L-94 H区 10層 柄 鎌 柄 芯無材 古墳中期

L-95 中在家南 ク リ 河川 L-95 II区 10層 部材 丸材 芯持丸 古墳中期

L-96 中在家南 オニグルミ 河チII L-96 【I区 10層 用途不明木器 古墳中期

L-97 中在家南 コナラ節 河,II L-97 H区 10層 部打 分割材 古墳中期

L-98 中在家南 マタタ ビ属 河川 L-98 H区 10層 網枠 芯持丸 古墳中期

L-99 中在家南 ヨナラ節 河ナ|| L-99 Ⅱ 区 10層 部材 丸材 芯持丸 古墳 中期

L 中在家南 ク リ 河川 L-100 H区 10層 抗 割抗 古墳中期

L 中在家南 ク リ 河,H L-101 H区 10層 抗 割杭 古墳中期

L 中在家南 キハダ 河川 L-102 H区 10層 杭 割 抗 古墳中期

L― 中在家南 ヤナギ属 河川 L-103 H区 10層 抗 丸杭 芯持丸 古墳中期

L 中在家南 イヌシデ節 河川 L-104 H区 10層 杭 丸抗 芯持丸 古墳 中期

L 中在家南 ケンポナシ 河川 L-105 H区 10層 杭 割抗 古墳中期

L-106 中在家南 クヌギ節 河ナ|| L-106 H区 11層 部 材 分割材 古墳中期

L107 中在家南 モミ属 河ナ十1 L-107 H区 11層 部材 分割材 古墳中期

L108 中在家南 河ナ|| L-108 H区 11層 部材 分割材 古墳中期

L-109 中在家南 オニグルミ 河ナII L109 II区 ■ 層 部材 分割材 古墳中期

L 中在家南 ヤナギ属 河 川 L-110 H区 11層 杭 丸杭 芯持丸 古墳中期

L 中在家南 カエデ属 河ナII L lll H区 ■ 層 杭 丸杭 芯持丸 古墳中期

L― 中在家南 同定不能 河ザII L-112 H区 ■ 層 杭 丸 抗 芯持丸 古墳中期

L― 13 中在家南 コナラ節 河ナII L l13 H区 ■ 層 抗 角抗 古墳中期

L 14 中在家南 クヌギ節 河,II L― H区 12層 鍬 直柄横鍬 柾 目 古墳前期

L― 5 中在家南 クヌギ節 河ナ十1
L― I区 12層 鋤 一木二又鋤 柾 目 古墳前期

L― 6 中在家南 コナラ節 河ナ|| L― II区 12層 容器 杓子状木製品 横木取り 古墳前期

L― 7 中在家南 キハダ 河ナII L-117 I区 12層 部 材 角材 古墳前期

L― 8 中在家南 クヌギ節 河,H L-118 I区 12層 晨 具 不明農具 柾 目 古墳前期

L 9 中在家南 モ ミ属 河,H L-119 Ⅱ区 12層 用途不明木器 ナナメ 古墳前期

L-120 中在家南 ケヤキ 河川 L-120 II区 12層 部材 板材 柾 目 古墳前期

L-121 中在家南 トネリコ属 河ナII L-121 H区 12層 柄 直柄 柾 目取 り 古墳前期

L122 中在家南 トチノキ 河サ十 L122 H区 12層 用途不明木器 板 目 古墳前期

L-123 中在家南 トチノキ 河ナ‖ L-123 H区 12層 用途不明本器 板 目 古墳前期

L-124 中在家南 クヌギ節 河,II L-124 H区 12層 鋤 又鋤 ? 柾 目 古墳前期
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標本番号 遺跡名 樹 種  名 遺構 遺物番号 区 層位 製 品 名 木 取 り 等 時 代

L-125 中在家南 ク リ 河,H L-125 H区 12層 容器 杓子状木製 品 古墳前期

L-126 中在家南 クヌギ節 河サII し-126 H区 12層 鍬 膝柄三又鍬 柾 目 古墳前期

L-127 中在家南 ヤナギ属 河川 し-127 I区 12層 柄 鍬膝柄 古墳前期

L128 中在家南 クヌギ節 河,H し-128 Ⅱ区 12層 鍬 膝柄二又鍬 柾 目 古墳 前期

L-129 中在家南 ヨナラ節 河ナ|| し-129 Ⅱ区 12層 部材 角材 古墳前期

L-130 中在家南 ヨクサギ 河ナ|| L-130 Ⅱ区 12層 部材 丸材 芯持丸 古墳前期

L-131 中在家南 ンヽノキ属 河川 し-131 II区 12層 部材 丸材 芯持丸 古墳前期

L-132 中在家南 ハンノキ属 河ナ|| し-132 Ⅱ区 12層 部材 半裁丸材 古墳前期

L-133 中在家南 ハンノキ属 河川 L-133 Ⅱ区 12層 部 材 丸材 芯持丸 古墳 前期

L-134 中在家南 ケヤキ 河ナI L-134 II区 12層 部材 分割材 古墳前期

L135 中在家南 ニレ属 河川 L-135 H区 12層 部材 分割材 古墳前期

L-136 中在家南 タ リ 河サII L-136 H区 12層 部 材 分割材 古墳前期

L-137 中在家南 ク リ 河川 L-137 H区 12層 部 材 分割材 古墳 前期

L 中在家南 オニグルミ 河川 L-138 II区 12層 部材 角材 古墳前期

L 中在家南 ヨナラ節 河川 L-139 Ⅱ区 12層 部材 分割材 古墳前期

L 中在家南 ク リ 河川 L140 H区 12層 部材 角材 古墳前期

L 中在家南 キハダ 河川 L-141 H区 12層 部 材 分割材 古墳 前期

L 中在家南 クヌギ節 河川 L-142 H区 12層 部材 板 材 柾 目 古墳前期

L 中在家南 キハダ 河川 L143 H区 12層 部材 板材 柾 目 古墳前期

L 中在家南 ンヽノキ属 河川 L-144 H区 12層 杭 丸杭 芯持丸 古墳前期

L 中在家南 クヌギ節 河川 L145 H区 13層 鍬 膝柄二又鍬 柾 目 古墳 前 期

L 中在家南 ク リ 河川 L146 II区 13層 部材 分割材 古墳前期

L 中在家南 ケンポナシ 河川 L147 II区 13層 部材 分割材 古墳前期

L 中在家南 ク リ 河ナII L148 H区 13層 部材 分割材 古墳前期

L 中在家南 オニグルミ 汀川 L-149 H区 13層 部 材 分割材 古墳前期

L 中在家南 ク リ 河川 L150 H区 13層 杭 割抗 古墳前期

L 中在家南 クヌギ節 汀川 L-151 II区 14層 柄 斧膝柄 弥生中期

L 中在家南 カエデ属 河川 L-152 H区 14層 部材 分割材 弥生中期

L 中在家南 ヨナ ラ節 河川 L153 E区 14層 部材 分割材 弥生中期

L154 中在家南 ク リ 河川 L154 Ⅱ区 14層 部材 分割材 弥生 中期

L155 中在家南 ク リ 河川 L155 II区 14層 部材 角材 弥生中期

L-156 中在家南 クヌギ節 河川 L-156 Ⅱ区 14層 部材 角材 弥生中期

L-157 中在家南 ニシキギ属 河ナ|| L-157 H区 14層 部材 分割材 弥生中期

L-158 中在家南 ク リ 河川 L158 H区 14層 部材 半裁丸材 弥生 中期

L-159 中在家南 キハダ 河川 L159 H区 14層 部材 分割材 弥生 中期

L-160 中在家南 クヌギ節 河川 L160 I区 15層 杵 竪 杵 芯無丸 弥生中期

L-161 中在家南 クヌギ節 河川 L161 Ⅲ区 15層 柄 斧膝柄 弥生中期

L-162 中在家南 クヌギ節 河川 L162 II区 15層 鍬 直柄広歎 柾 目 弥生中期

L-163 中在家南 クヌギ節 汀川 L163 H区 15層 鍬 鍬 柾 目 弥生 中期

L-164 中在家南 ク リ 河川 L164 H区 15層 部材 板材 ナナメ 弥生 中期

L-165 中在家南 トチノ孝 河川 し-165 I区 15層 容器 四脚浅鉢 弥生中期

L-166 中在家南 ク リ 河川 L-166 Ⅱ区 15層 部材 角材 弥生中期

L-167 中在家南 ク リ 河川 L167 I区 15層 部材 分割材 弥生中期

L-168 中在家南 オニグルミ 河川 L-168 II区 15層 部材 角材 弥生 中期

L-169 中在家南 ク リ 河川 L169 II区 15層 部材 角材 弥生 中期

L-170 中在家南 ヤマグワ 河川 し-170 II区 15層 部材 丸材 芯持丸 弥生中期

L-171 中在家南 キハダ 河川 L-171 II区 5層 部材 角材 平安 時代

L-172 中在家南 キハダ 河川 L-172 II区 5層 部材 角″ 平安時代

L-173 中在家南 ミズキ属 河川 L-173 II区 5層 部材 分割材 平安 時代

L-174 中在家南 ケンポナシ 河川 L-174 I区 5層 部 材 分割材 平安時代

L-175 中在家南 ケンポナシ 河川 L175 Ⅱ区 7層 部材 分割材 平安時代

L-176 中在家南 ケンポナシ 河川 L-176 ■区 7層 部材 分割材 平安時代

L-177 中在家南 ケンポナシ 河川 L-177 H区 7層 部材 分割材 平安時代

L-178 中在家南 キハグ 汀川 L-178 H区 7層 部 材 角材 平安 時代

L-179 中在家南 スギ 河川 L-179 H区 2層 用途不明木器 柾 目 SD 132層 近世以降

L-180 中在家南 ク リ 河川 し-180 H区 建築材 芯持丸 I tt P40底面 近世以降

L-181 中在家南 ス ギ 河川 L-181 H区 6層 部材 円板 柾 目 近世以降

L-182 中在家南 サクラ属 河川 L-182 H区 9層 杭 丸杭 芯持丸 近世以降

L-183 中在家南 スギ 汀川 L-183 H区 9層 部材 円板 柾 目 古墳中期



第 8章 仙台市中在家遺跡群出土木材の樹種

標本番号 遺跡名 樹  種  名 遺 構 遺物番号 区 層 々 製 品 名 本 取 , 等 時   代

L-184 中在家南 ス ギ 河ナH L-184 区 10層 部材 楕円板 柾 目 古墳中期

L-185 中在家南 ク リ 河ナ!| L-185 区 10層 建築材 ? 古墳 中期

L-186 中在家南 カエデ属 河ナ|| L-186 区 10層 農 具 不明農具 芯持丸 古墳 中期

L-187 中在家南 ニフトコ 河ナ|| L-187 区 10層 部材 丸材 芯持丸 古墳中期

L188 中在家南 ク リ 河 川 L-188 区 10層 部材 分割材 古墳中期

L189 中在家南 クヌギ節 河 || L-189 区 10層 部材 分割材 古墳中期

L190 中在家南 トネ リコ属 河,1 し-190 区 10層 部材 丸材 芯持丸 古墳 中期

L-191 中在家南 クヌギ節 河ナII し-191 区 10層 部材 角材 古墳中期

L-192 中在家南 クヌギ節 河川 L-192 区 10層 部材 丸材 芯持丸 古墳中期

L-193 中在家南 ンヽノキ属 河ナ|| L-193 区 10層 杭 丸抗 芯持丸 古墳中期

L-19J 中在家南 カエデ属 河 川 L-194 ぼ 10層 部 材 分割材 古墳 中期

L-195 中在家南 ク リ 河,H L-195 区 10層 部 材 丸 材 芯持丸 古墳中期

L-196 中在家南 アサダ 河川 L-196 区 10層 部材 丸材 芯持丸 古墳中期

L-197 中在家南 コナラ節 河チII L-197 H区 且 層 部材 板材 柾 目 古墳中期

L198 中在家南 ケヤキ 河川 L198 H区 11層 容 器 盤 ? ナナメ 古墳 中期

L-199 中在家南 河ナ|| L199 H区 11層 部材 分割材 古墳中期

L-200 中在家南 ナナカマ ド属 河川 L-200 H区 11層 部材 丸材 芯持丸 古墳中期

L-201 中在家南 コナラ節 河川 L-201 I区 11層 用途不明木器 柾 目 古墳中期

L-202 中在家南 ケンポナシ 河川 L-202 Ⅲ区 11層 部材 板 材 板 目 古墳 中期

L-203 中在家南 キハダ 河川 L-203 I区 ■ 層 部材 分割材 古墳中期

L-204 中在家南 トネ リコ属 河川 L-204 Ⅱ 区 ■ 層 部材 丸材 芯持丸 古墳中期

L-205 中在家南 クヌギ節 河川 L-205 区 ■ 層 用途不明木器 柾 目 古墳中期

L-206 中在家南 ヨナラ節 河 川 L-206 EXI ■ 層 部材 角材 古墳 中期

L-207 中在家南 ブナ属 河チ|| L-207 区 11層 杭 丸杭 芯持丸 古墳中期

L-208 中在家南 カクレミノ 河ナII L-208 区 ■ 層 杭 丸杭 芯持丸 古墳中期

L-209 中在家南 カエデ属 河ナ|| L-209 区 ■ 層 部材 丸材 芯持丸 古墳中期

L-210 中在家南 ンヽノキ属 河ナ|| L-210 区 ■ 層 部材 丸材 芯持丸 古墳中期

し-211 中在家南 キハダ 河ナ|| し-211 区 ■ 層 部材 分割期 古墳 中期

し-212 中在家南 ヤマウヨ類似種 河,H し-212 区 11層 部材 丸材 芯持丸 古墳中期

L-213 中在家南 トネ リコ属 河 川 L-213 区 10層 抗 半裁丸杭 古墳中期

L-214 中在家南 カエデ属 11::「サ L-214 区 10層 部材 丸材 芯持丸 古墳中期

L-215 中在家南 ナナカマ ド属 河サ|| L-215 H区 10層 部 材 丸材 芯持丸 古墳 中期

L-216 中在家南 ク リ 河ザ|| L-216 II区 10層 部 材 分割材 古墳 中期

L-217 中在家南 モクレン属 河 , L-217 II区 10層 柄 直柄 古墳中期

L-218 中在家南 ンヽノキ属 河

'

L-218 H区 層 杭 丸杭 芯無 削出 古墳中期

L-219 中在家南 コナラ節 河ナ L219 I区 層 部 材 分割材 古墳中期

L-220 中在家南 クヌギ節 河川 L-220 II区 層 部 材 丸材 芯持丸 古墳中期

L-221 中在家南 コクサギ 河川 L-22ユ I区 層 木錘 ? 芯持丸 古墳中期

L-222 中在家南 ケンポナシ 河 || L-222 II区 層 部材 分割材 古墳中期

L-223 中在家南 ケヤキ 河ナ| L-223 H区 ■ 層 部材 分割材 古墳中期

L-224 中在家南 オニグルミ 汀川 L-224 H区 層 部材 分割材 古墳 中期

L-225 中在家南 オニグルミ γ可サ1 L-225 区 層 部材 分割材 古墳 中期

L-226 中在家南 ク リ 河川 L-226 区 ■ 層 部材 分割材 古墳中期

L-227 中在家南 エゴノキ属 河川 L-227 区 11層 用途不明木器 芯持丸 古墳中期

L-228 中在家南 ク リ 河ナ|| L-228 区 層 部材 分割材 古墳中期

L-229 中在家南 ク リ 河サ‖ L-229 区 層 部材 角材 古墳 中期

中在家南 エゴノ士属 河,lI [-230 区 層 部 材 丸材 芯持丸 古墳 中期

L-231 中在家南 ケンポナシ 河サ|| L-231 H区 層 部材 分割材 古墳中期

L-232 中在家南 ンヽノキ属 河川 L-232 H区 層 部 材 丸材 芯持丸 古墳中期

し-233 中在家南 ヨクサギ 河ナH L-233 H区 層 部材 分割材 古墳中期

L-234 中在家南 ヨナラ節 河サII L-234 H区 12層 部 材 分割材 古墳前期

L-235 中在家南 クヌギ節 河サ|| L-235 I区 12層 杵 竪 杵 芯無丸 古墳前期

L-236 中在家南 ケヤキ 河ナ|| L-236 H区 12層 部材 分割材 古墳前期

L-237 中在家南 ク リ 河川 L-237 I区 4層 鍬部品 泥 除 板 目横木取 り 弥生中期

L-238 中在家南 クヌギ節 河ナ‖ L-238 I区 4層 柄 斧直柄 芯無丸 弥生 中期

L-239 中在家南 カエデ属 河川 L-239 I区 4層 部材 分割材 弥生 中期

L-240 中在家南 ケンポナシ 河川 L-240 H区 4層 部材 板材 柾 目 弥生 中期

L-241 中在家南 カツラ 河川 L-241 I区 4層 部材 分割材 弥生中期

L-242 中在家南 ケンポナシ 河川 L-242 I区 4層 部材 分割材 弥生中期
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標本番号 遺跡名 樹 種 名 遺 構 遺物番号 区 層 位 製 品 名 木 取 り 等 時  代

中在家南 ケヤキ 河 川 L-243 II区 14層 部 材 分割材 弥生中期

L-244 中在家南 ク リ 河川 L-244 H区 14層 部材 分割材 弥生中期

L-245 中在家南 トネリコ属 河川 L-245 H区 14層 部材 分割材 弥生中期

L-246 中在家南 ク リ 河川 L-246 H区 14層 部材 分割材 弥生 中期

L-247 中在家南 ク リ 河川 L-247 H区 14層 部 材 分割材 弥生中期

L-248 中在家南 ミズキ属 河川 L-248 H区 14層 部材 分割材 弥生中期

L-249 中在家南 ヨナラ節 河川 L-249 H区 14層 部材 半滅丸材 弥生中期

L-250 中在家南 トネ リコ属 河川 H区 14層 部材 分割材 弥生中期

L-251 中在家南 クヌギ節 河川 L-251 H区 15層 杵 竪杵 芯無丸 弥生中期

L-252 中在家南 ク リ 河川 L-252 Ⅱ区 15層 部材 分割材 弥生中期

L-253 中在家南 トチノキ 河川 L-253 Ⅱ区 15層 臼 横木取り 弥生中期

L-254 中在家南 クヌギ節 河川 L-254 II区 15層 杵 竪杵 芯無丸 弥生中期

L-255 中在家南 カエデ属 河川 L-255 H区 15層 部 材 分割材 弥生中期

L-256 中在家南 同定不能 河川 L-256 H区 15層 部 材 分割材 弥生中期

L-257 中在家南 キ リ 河川 L-257 H区 15層 部材 分割材 弥生中期

L-258 中在家南 ミズキ属 河川 L-258 H区 15層 部材 分割材 弥生中期

L-259 中在家南 ク リ 河 , L-259 H区 15層 部 材 角材 弥生中期

L-260 中在家南 クヌギ節 河 , L-260 H区 15層 部 材 分割材 弥生中期

L-261 中在家南 カツラ 河ナ L-261 H区 15層 部材 分割材 弥生中期

L-262 中在家南 ヤマグワ 河ナ L-262 H区 15層 部材 分割材 弥生中期

L-263 中在家南 オニグルミ 河ナ L-263 H区 15層 部材 分割材 弥生 中期

L-264 中在家南 オニグルミ 河ナ L-264 H区 15層 部 材 丸材 芯持丸 弥生中期

L-265 中在家南 ク リ 河ナ L-265 H区 15層 部 材 分割材 弥生中期

し-266 中在家南 イヌガヤ 河 , L-266 H区 15層 柄 斧直柄状 芯無丸 弥生中期

L-267 中在家南 ク リ 河 , L-267 H区 15層 杭 角杭 弥生中期

L-268 中在家南 キ リ 河 ) L-268 H区 15層 部 材 分割材 弥生中期

L-269 中在家南 ミズキ属 河 , L-269 H区 15層 部 材 分割材 弥生中期

L-270 中在家南 カツラ 河 , L-270 H区 15層 部材 分割材 弥生中期

L-271 中在家南 河

'

L-271 H区 15層 部材 分割材 弥生中期

L-272 中在家南 カエ デ属 河

'

L-272 H区 16層 杭 丸杭 芯持丸 弥生中期

L-273 中在家南 モ ミ属 河,I L-273 H区 5層 部 材 円板 柾 目 平安

L-274 中在家南 オニグルミ 河

'

L-274 H区 9層 杭 丸抗 芯持丸 平安

L-275 中在家南 トネリコ属 河 L-275 H区 10層 抗 丸抗 芯持丸 古墳中期

L-276 中在家南 イヌシデ節 謳J, L-276 Ⅱ区 10層 部材 丸材 芯持丸 古墳 中期

L-277 中在家南 イヌシデ節 ,1,]「サ L-277 H区 10層 部 材 角材 芯持角 古墳中期

L-278 中在家南 カエデ属 河 , L-278 H区 10層 部 材 分割材 古墳中期

L-279 中在家南 エ レ属 1li]「サ L-279 H区 10層 部材 分割材 古墳中期

L-280 中在家南 ク リ 河 L-280 H区 10層 部材 板材 ナナメ 古墳中期

L-281 中在家南 モクレン属 河 L-281 H区 10層 柄 直柄 芯無丸 古墳 中期

L-282 中在家南 ク リ 11「 ]「サ L-282 Ⅱ区 10層 部 材 板材 柾 目 古墳中期

L-283 中在家南 オニグルミ 河 L-283 Ⅱ区 11層 柄 直柄検 欽柄 芯無丸 古墳中期

L-283 中在家南 クヌギ節 河 L-283 II区 11層 鍬 直柄検鍬 柾目横木取り 古墳中期

L-284 中在家南 ヤブツバキ 河川 L284 H区 11層 槌 横槌 芯持丸 古墳中期

L-285 中在家南 クヌギ節 河 L-285 H区 12層 鍬 直柄広鍬 柾 目 古墳前期

L-286 中在家南 ユズ リハ属 河 ) L-286 H区 12層 槌 横 槌 芯持丸 古墳前期

L-287 中在家南 ク リ 夢可) L-287 H区 12層 柄 鍬膝柄 古墳前期

L-288 中在家南 キハグ 河 L-288 Ⅱ区 12層 用途不明木器 柾 目 古墳前期

L-289 中在家南 クヌギ節 河 川 L-289 Ⅱ区 14層 柄 斧直柄 芯無丸 弥生中期

L-290 中在家南 ミズキ属 河 L-290 H区 14層 用途不明木器 板 目 弥生中期

L-291 中在家南 クヌギ節 河川 L-291 H区 14層 柄 斧膝柄 弥生中期

L-292 中在家南 ク リ 河ナ十1 L-292 H区 14層 鍬部品 泥除 板目横木取り 弥生中期

L-293 中在家南 クヌギ節 河,II L-293 H区 14層 打 棒 弥生中期

L-294 中在家南 クヌギ節 河川 L-294 Ⅱ区 14層 鍬 直柄広鍬 柾 目 弥生 中期

L-295 中在家南 ク リ 河,II L-295 H区 14層 鍬部品 泥除 板目横木取り 弥生中期

L-296 中在家南 ク リ 河 川 L-296 H区 14層 鍬部品 泥除 板 目横木取 り 弥生中期

L-297 中在家南 クヌギ節 河,II L-297 H区 14層 柄 斧膝柄 弥生中期

L-298 中在家南 クヌギ節 河,II L-298 H区 14層 用途不明木器 ナナメ 弥生中期

L-299 中在家南 エゴノキ属 河川 L-299 H区 11層 杭 丸抗 芯持丸 弥生 中期

L-300 中在家南 コナラ節 河,II L-300 H区 11層 用途不明木器 ナナメ 古墳中期
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第 8章 仙台市中在家遺跡群出土木材の樹種

標本番号 遺跡名 樹 種  名 遺捕 遺物番号 区 層 仕 製 品 名 木 取 り 等 時 代

中在家南 ケヤキ 河,‖ L-301 H区 1層 炭化材 古墳中期

中在家南 ク リ 河 川 L-302 H区 1層 部材 板材 板 目 古墳中期
L-303 中在家南 ク リ 河ナ|| L-303 H区 層 部材 分割材 古墳中期
L-304 中在家南 オニグルミ 河サII L-304 H区 層 部材 分割材 古墳 中期

L-305 中在家南 カエデ属 河ナ|| L-305 H区 層 部 材 丸材 芯持丸 古墳中期
L-306 中在家南 ク リ 河川 L-306 H区 11層 部 材 分割材 古墳中期
L-307 中在家南 コナラ節 河ナII L-307 H区 11層 部材 丸材 芯持丸 古墳中期
L-308 中在家南 モ クレン属 河,II L-308 H区 層 かせかけ ナナメ 古墳 中期

L-309 中在家南 コナ ラ節 河川 L-309 H区 層 部材 丸材 芯持丸 古墳中期
L-310 中在家南 コクサギ 河川 L-310 Ⅱ区 層 部 材 半裁丸材 古墳中期
L-311 中在家南 河川 し-311 I区 層 部材 分割材 古墳中期
L-312 中在家南 河ザ十1 L-312 II区 層 部材 丸 材 芯持丸 古墳中期
L-313 中在家南 コナラ節 河川 L-318 H区 層 柄 直柄 芯無丸 古墳前期

L-314 中在家南 ク リ 河,W L-314 H区 12層 部材 分割材 古墳前期
L-315 中在家南 トネリコ属 河 川 L-315 H区 12層 部 材 角材 古墳前期
L-316 中在家南 カエデ属 河ナII L-316 H区 12層 部材 丸 材 芯持丸 古墳前期
L-317 中在家南 ク リ 河,I L-317 H区 12層 部材 分割材 古墳前期
L-318 中在家南 ケンポナシ 河,H L-318 H区 12層 部材 分割材 古墳前期
L-319 中在家南 トネ リコ属 河ナII L-319 H区 12層 杭 丸杭 芯持丸 古墳前期
L-320 中在家南 カツラ 河,II L-320 Ⅱ区 12層 部材 分割材 古墳前期
L-321 中在家南 ヤマグワ 河川 L-321 I区 12層 部材 半裁丸材 古墳前期

L-322 中在家南 トネリコ属 河ナ|「 L-322 I区 12層 部材 分割材 古墳 前期

L-323 中在家南 ケンポナシ 汀川 L-323 I区 12層 部材 分割材 古墳前期
L-324 中在家南 クヌギ節 河川 L-324 II区 12層 部材 角材 古墳前期
L-325 中在家南 ヤブックヾキ 河ナII L-325 H区 12層 部材 分割材 古墳前期
L-326 中在家南 ケンポナシ 河サII L-326 H区 12層 部 材 分割材 古墳前期
L-327 中在家南 イヌシデ節 河J‖ L-327 H区 12層 部材 丸材 芯持丸 古墳前期
L-328 中在家南 ヨナラ節 河ナ|| L-328 H区 12層 部 材 丸材 芯持丸 古墳前期
L-329 中在家南 ケヤキ 河ナ‖ L-329 H区 12層 部材 丸材 芯持丸 古墳前期

中在家南 ハ ンノキ属 河川 L-330 H区 12層 部 材 丸材 芯持丸 古墳前期

L-331 中在家南 イ ヌシデ節 河ナH L-331 H区 12層 部材 半裁丸材 古墳前期

L-332 中在家南 キハダ 河川 H区 12層 部材 板材 柾 目 古墳前期
L-338 中在家南 キハグ 河川 Ⅱ 区 12層 部材 分割材 古墳前期
L-334 中在家南 モ ミ属 汀川 し-334 II区 12層 部材 分割材 古墳前期
L-335 中在家南 カツラ 河 川 L-335 II区 12層 部材 分割材 古墳前期
L-336 中在家南 ケンポナシ 河チイI L-336 H区 12層 部 材 分割材 古墳前期
L-337 中在家南 キハダ 河ナ|| L-337 H区 12層 部 材 分割材 古墳前期
L-338 中在家南 トネリコ属 河ザII L-338 H区 12層 部材 角材 古墳前期
L-339 中在家南 ク リ 河ナII L-339 Ⅱ区 12層 部材 分割材 古墳前期

中在家南 ク リ 河,H L-340 狂区 12層 部材 分割材 古墳前期

中在家南 オニグルミ 河チ L-341 H区 12層 部材 分割材 古墳前期
し-342 中在家南 クヌギ節 河 , L-342 II区 12層 部材 分割材 古墳前期
L-343 中在家南 キハダ 河 , L-343 I区 12層 部材 分割材 古墳前期
L-344 中在家南 オニグルミ 河川 L-344 II区 12層 部材 角材 古墳前期

L-345 中在家南 トチノキ 河川 L-345 H区 13層 部 材 板材 ナナメ 古墳前期
L346 中在家南 カエデ属 河ザ|| L-346 Ⅱ区 13層 部材 分割材 古墳前期
L-347 中在家南 カツラ 河川 L-347 H区 13層 部材 分割材 古墳前期
L-348 中在家南 ヤナギ属 河,II L-348 H区 13層 部材 分割材 古墳前期
L-349 中在家南 ス ギ 河川 L-349 H区 13層 部材 角材 古墳前期

L-350 中在家南 ブナ属 河,H L-350 H区 14層 用途不明木器 弥生中期
L-351 中在家南 トネリコ属 河 川 L-351 H区 14層 部材 板材 板 目 弥生中期
L-352 中在家南 トチノキ 河ナ|| L-352 I区 14層 部材 分割材 弥生中期

中在家南 ヤマウコギ 河川 L-353 II区 14層 部材 丸材 芯持丸 弥生 中期

中在家南 カエデ属 河川 L-354 I区 4層 部材 分割材 弥生 中期

L-355 中在家南 カエデ属 河川 L-355 I区 4層 部材 分割材 弥生中期
L-356 中在家南 ク リ 河川 L-356 H区 14層 部 材 分割材 弥生中期
L-357 中在家南 オニグルミ 河ナ十1 L-357 H区 14層 部材 分割材 弥生中期
L-358 中在家南 トチノキ 河,III L 358 H区 14層 容 器 曜 陵木取り 弥生中期
L-359 中在家南 ク リ 河チ|I L 359 H区 4層 部材 分割材 弥生 中期



第 8部 考察 と調査成果の総括

標本番号 遺跡名 樹  種  名 遺 構 遺物番号 区 層住 製 品 名 木 取 り 等 時   代

L-360 中在家南 ヤマウコギ 河サII L-360 Ⅱ区 14層 部材 分割材 弥生中期

L-361 中在家南 ケンポナシ 河,I L-361 Ⅱ区 14層 部材 分割材 弥生中期

L-362 中在家南 ケンポナシ 河,H L-362 H区 14層 部材 分割材 弥生中期

L-363 中在家南 トチノキ 河

'I

L-363 H区 14層 容器 盤 横木取 り 弥生中期

L-364 中在家南 ク リ 河,H L-364 ■区 14層 部材 角材 弥生中期

L-365 中在家南 マツ属複維管束亜属 河サII L-365 II区 14層 部 材 分割材 弥生中期

中在家南 クヌギ節 河サ|| し-366 II区 14層 部 材 板材 柾 目 弥生中期

L-867 中在家南 オニグルミ 河川 し-367 H区 14層 部材 分割材 弥生中期

L-368 中在家南 カツラ 河川 L-368 H区 14層 部材 分割材 弥生中期

L-369 中在家南 キハグ 河川 L-369 区 14層 部材 半裁丸材 弥生 中期

L-370 中在家南 カエデ属 河川 L-370 区 14層 抗 丸杭 芯持丸 弥生中期

L-371 中在家南 河川 L-371 区 14層 部材 半裁丸材 弥生中期

L-372 中在家南 クヌギ節 河川 L-372 区 14層 部材 分割材 弥生中期

L-373 中在家南 ク リ 河川 L-373 区 14層 部材 分割材 弥生中期

L-374 中在家南 ク リ 河 IH L-374 H区 14層 部 材 分割材 弥生中期

L-375 中在家南 ク リ 河サI L-375 区 14層 部 材 分割材 弥生中期

L-376 中在家南 ク リ 河 川 L-376 区 14層 部材 分割材 弥生中期

L-377 中在家南 カエデ属 河ナ‖ L-377 II区 14層 部材 分割材 弥生中期

L-378 中在家南 クヌギ節 河ナH L-378 区 14層 部材 板材 弥生中期

L-379 中在家南 カエデ属 河ナII L-379 区 14層 部 材 半裁丸材 弥生中期

L-380 中在家南 ヤナギ属 河川 L-380 Ⅱ区 14層 部材 分割材 弥生中期

中在家南 ンヽノキ属 河サ十 L-381 I区 14層 部材 分割材 弥生中期

L-382 中在家南 カエデ属 河,I L-382 I区 14層 部材 分割材 弥生中期

中在家南 ク リ 河川 L-383 II区 14層 部材 分割材 弥生中期

し-384 中在家南 ミズキ属 河ナ| L-384 H区 14層 部材 分割材 弥生中期

L-385 中在家南 ヤマグワ 河川 L-385 H区 14層 部材 丸材 芯持丸 弥生中期

L-386 中在家南 コナラ節 河ナ|| L-386 H区 14層 部材 半裁丸材 弥生中期

L-387 中在家南 ク リ 河川 L-387 H区 14層 部材 分割材 弥生中期

L-388 中在家南 ヤマグワ 河 川 H区 14層 部材 丸材 芯持丸 弥生中期

L-389 中在家南 ク リ 河川 II区 14層 部材 分割材 弥生中期

L-390 中在家南 オニグルミ 河川 し-390 II区 14層 部材 分割材 弥生中期

L-391 中在家南 ミズキ属 河川 L-391 区 層 部材 分割材 弥生中期

L-392 中在家南 ク リ 河川 区 層 部材 分割材 弥生中期

L-393 中在家南 ク リ 河川 L-393 区 層 部材 分割材 弥生中期

L-394 中在家南 オニグルミ 河川 L-394 区 層 部材 分割材 弥生中期

L-395 中在家南 ヤマグワ 河川 L-395 H区 層 部材 丸材 芯持丸 弥生中期

L-396 中在家南 クヌギ節 河川 L-396 H区 層 部材 分割材 弥生中期

L-397 中在家南 ミズキ属 河ナ| L-397 区 層 柄 直柄 芯無丸 弥生中期

L-398 中在家南 ケンポナシ 河ナ| L-398 区 層 部材 分割材 弥生中期

L-399 中在家南 オニグルミ 河川 L-399 区 層 部材 分割材 弥生中期

中在家南 オニグルミ 河サ| L-400 H区 層 部材 分割材 弥生中期

L-401 中在家南 カエデ属 河ナ十1
L-401 区 層 部 材 分割材 弥生中期

中在家南 ク リ 河,II L-402 Ⅱ区 層 部 材 角材 弥生中期

L-403 中在家南 ニレ属 河サW L-403 区 層 部材 角材 弥生中期

L-404 中在家南 ク リ 河川 L-404 区 層 部材 分割材 弥生 中期

中在家南 ク リ 河ナ|| L-405 区 5層 鍬部品 泥除 板目横木取り 弥生中期

L-406 中在家南 クヌギ節 河∫H L-406 区 5層 部材 板材 柾 目 弥生中期

L-407 中在家南 オニグルミ 河サ|| L-407 区 15層 部材 分割材 弥生中期

中在家南 エノキ属 河 川 L-408 区 15層 部材 分割材 弥生中期

L-409 中在家南 クヌギ節 河,II L-409 II区 15層 鍬 直柄狭鍬 柾 目 弥生中期

L-410 中在家南 クヌギ節 河サll L-410 II区 15層 柄 斧漆柄 弥生中期

L-411 中在家南 クヌギ節 Π 川 L-411 II区 15層 鍬 直柄狭鍬 芯無丸 弥生中期

L-411 中在家南 ユズ リハ属 河川 L-411 II区 15層 鍬 直柄狭鍬 柾 目 弥生中期

L-412 中在家南 クヌギ節 河川 L-412 II区 15層 鍬 直柄狭鍬 柾 目 弥生中期

L-412 中在家南 ミズキ属 河川 L-412 H区 15層 柄 直柄狭鍬柄 芯無丸 弥生中期

L-414 中在家南 クヌギ節 河チH L-414 H区 15層 農具 不明農具 ナナメ 弥生中期

L-415 中在家南 マタタビ属 河川 し-415 H区 15層 用途不明木器 芯持丸 弥生中期

L-416 中在家南 キ リ 河川 ι-416 Ⅱ区 15層 部材 分割材 弥生中期

L-417 中在家南 トチノキ 河川 し-417 H区 15層 容器 盤 横木取り 弥生 中期



第 8章 仙台市中在家遺跡群出土木材の樹種

標本番号 遺跡名 樹  種  名 遺樗 遺物番号 区 1 層仕 製 品 名 本 取 リ 等 時   代

L-418 中在家南 クヌギ節 河,11 L-418 H区 115層 杵 竪杵 芯無丸 弥生中期
L-419 中在家南 クヌギ節 河チII L-419 II区 115層 柄 斧膝柄 弥生中期
L-420 中在家南 クヌギ節 河 川 L-420 H区 15層 打 俸 弥生中期
L-421 中在家南 クヌギ節 河チH L-421 E区 15層 柄 徐直柄 芯無丸 弥生 中期
L-422 中在家南 ケンポナシ 河 |十 1 L-422 E区 15層 杵 竪 杵 芯無丸 弥生中期
L-423 中在家南 トネ リコ属 河ナH L-423 H区 15層 部材 角材 弥生中期
L-424 中在家南 オニグルミ 河川 L-424 H区 15層 部 材 分割材 弥生中期
L-425 中在家南 ヤナギ属 河ナ|| L-425 区 15層 部 材 分割材 弥生 中期
L-426 中在家南 ヤナギ属 河川 L-426 区 15層 部材 分割材 弥生中期
L-427 中在家南 ヤマグワ 河川 L-427 区 15層 部材 分割材 弥生中期
L-428 中在家南 オニグルミ 河川 L-428 Ⅱ区 15層 部材 分割材 弥生中期
L-429 中在家南 オニグルミ 河ナII L-429 Ⅱ区 15層 部 材 分割材 弥生 中期
L-430 中在家南 ミズキ属 河ナ|| L-430 Ⅱ区 15層 部材 角材 弥生中期
L-431 中在家南 オニグルミ 河,H L-431 区 層 部材 分割材 弥生中期
L-432 中在家南 カエデ属 河ナ|| L-432 H区 層 部材 分割材 弥生中期
L-433 中在家南 オニグルミ 河ナ|| L-433 区 層 部 材 分割材 弥生 中期
L-434 中在家南 オニグルミ 河ナ|| L-434 区 15層 部材 角材 弥生中期
L-435 中在家南 オニグルミ 河川 L-435 区 15層 部材 分割材 弥生中期
L-436 中在家南 オニグルミ 河川 L-436 H区 15層 部材 分割材 弥生中期
L-437 中在家南 オニグルミ 河川 L-437 Ⅱ区 15層 部 材 分割材 弥生中期
L-438 中在家南 ク リ 河川 L-438 I区 15層 部 材 分割材 弥生 中期
L-439 中在家南 ヤナギ属 河ナ|| L-439 II区 15層 部材 分割材 弥生中期
L-440 中在家南 ク リ 河ナ|| L-440 H区 15層 部材 板 材 板 目 弥生中期
L-441 中在家南 オニグルミ 河サ十1 L-441 H区 15層 部 材 分割材 弥生中期
L-442 中在家南 ク リ 河ナ| L-442 H区 15層 部 材 分割材 弥生 中期
L-443 中在家南 オニグルミ 河ナII L-443 H区 15層 部材 分割材 弥生中期
L-444 中在家南 ヤマグワ 河川 L-444 II区 15層 部材 分割材 弥生中期
L-445 中在家南 オニグルミ 河川 L-445 Ⅱ区 15層 部材 分割材 弥生中期
L-446 中在家南 ク リ 河川 L-446 H区 15層 部 材 半裁丸材 弥生中期
L-447 中在家南 カツラ 河,H L-447 I区 15層 部 材 分割材 弥生中期
L-448 中在家南 キハダ 河川 L-448 I区 15層 部 材 丸材 芯持丸 弥生中期
L-449 中在家南 カエデ属 河ナH L-449 H区 15層 部 材 丸 材 芯持丸 弥生中期
L-450 中在家南 ク リ 河 川 L-450 H区 15層 部材 分割材 弥生中期
L-451 中在家南 カエデ属 河ナ|| L-451 H区 15層 部材 分割材 弥生 中期
L-452 中在家南 カツラ 河ザ1 L-452 H区 15層 部材 板材 板 目 弥生 中期
L-453 中在家南 ク リ 河ナII L-453 H区 15層 部材 丸材 芯持丸 弥生中期
L-454 中在家南 ミズキ属 河川 L-454 H区 15層 部材 角材 弥生中期
L-455 中在家南 ヨナラ節 河川 L-455 II区 15層 部 材 分割材 弥生中期
L-456 中在家南 カエデ属 河ナ| II区 15層 部 材 分割材 弥生 中期
L-457 中在家南 サワグルミ 河ナ|| L-457 H区 15層 部材 板材 柾 目 弥生中期
L-458 中在家南 ヤマグワ 河ナ|| L-458 H区 15層 部材 分割材 弥生中期
L-459 中在家南 カエデ属 河ナ|| L-459 H区 15層 部材 分割材 弥生中期
L-460 中在家南 オニグルミ 河ナ|| L-460 H区 15層 部材 分割材 弥生中期
L-461 中在家南 カエデ属 河チI L-461 H区 15層 部 材 分割材 弥生 中期
L-462 中在家南 キハダ 河川 L-462 II区 15層 部材 丸材 芯持丸 弥生中期
L-463 中在家南 ヤマグワ 河川 L-463 II区 15層 部材 丸材 芯持丸 弥生中期
L-464 中在家高 イヌガヤ 河川 Ⅱ区 15層 建築材 弥生中期
L-465 中在家南 キハダ 河,11 L-465 H区 15層 部 材 分割材 弥生中期
L-466 中在家南 トネリコ属 河ナ|| L-466 H区 15層 部材 角材 弥生 中期
L-467 中在家南 オニグルミ 河,W L-467 Ⅱ区 15層 部 材 分割材 弥生中期
L-468 中在家南 キハダ 河ナH L-468 II区 15層 部材 分割材 弥生中期
L-469 中在家南 ヤマグワ 河川 L-469 H区 15層 杭 割抗 弥生中期
L-470 中在家南 オニグルミ 河川 L-470 H区 15層 杭 割杭 匡 目 弥生 中期
L-471 中在家南 オニグルミ 河川 L-471 II区 15層 抗 割抗 弥生 中期
し-472 中在家南 ヒノキ 河川 H聾 16層 部材 角材 弥生中期
L-473 中在家南 河川 -473 1 区 16層 部材 分割材 弥生中期





第 9章 調査成果の総括

工 藤 哲 司

第 1節 中在家南遺跡を中心 とした遺構分布 と遺跡の変遷

1 縄文時代晩期から弥生時代前期

縄文時代を通じて、荒井地区の地盤はまだ不安定であったと考えられ、中在家南遺跡H区の基盤層Ш-3層から

縄文時代晩期末の鉢形土器が 1点出上しているだけである。中在家南遺跡の立地する自然堤防と河川が形成される

までにはさらに数層 (Ⅲ -2・ Ⅲ-1層 )の基盤層の堆積を経なければならなかった。

弥生時代前期ころには、中在家南遺跡の自然堤防の南側の流路の下刻が進み、河川が形成される。弥生時代前期

段階の遺構 も発見されていないが、H区の16層から高不の脚部が 1点出土している。この時期の河川は、砂が堆積

し、蛇行地点には蛇行洲の形成や攻撃斜面における基盤層の浸食・崩落が観察されることから、弥生時代中期以降

と比較すると水量が豊富であったと推察される。その水流も、弥生時代中期中頃になると停滞をはじめ、15層の泥

炭層が堆積 しはじめる。

2 弥生時代中期

中在家南遺跡のうち、自然堤防にかかる部分は、東西約350mの細長い範囲である。自然堤防上の西端にあたるⅦ

区の南東部においては、弥生時代中期の桝形囲式期に形成された遺物包含層が検出され、その南側の河川跡の14・

15層からは、同期の骨角器を含む食物残津 (動・植物遺体)が多量に出上した。またこの地点からは、土器・石器・

木製品も多 く出土していることから、まだ遺構は発見されていないが、この付近に集落が存在 した可能性が高い。

Ⅶ区から東に約250m離れた自然堤防東端部のⅣ区では、桝形囲式期の上墳墓 5基 と土器棺墓 2基が、東西■m・南

北 7mの比較的狭い範囲から群 として検出された。この状況から、弥生時代中期の中在家南遺跡では、遺跡の西部

が集落、東部が墓域 として土地の空間利用が行われたものと考えられる。

この時期、中在家南遺跡の中央部や、高屋敷遺跡 。押口遺跡・荒井畑中遺跡等における遺物の分布が希薄である

ことや、墓地の範囲も狭いことから、中在家南遺跡の集落は小規模であつたと推定される。また、河川跡の14・ 15

層から出土した弥生土器は、数点を除 くと型式細分が困難な限られた時間幅のものであることから、集落の存続期

間は、数十年程度の上ヒ較的短い期間であったと推定される。

桝形囲式期以降は、円田式期・十二塚式期の上器 とも中在家南遺跡及び今回の調査にかかわる各遺跡からは出土

しておらず、断絶がある。後期の天王山式期の上器は中在家南遺跡Ⅷ区から数点出上しているが、河川跡からは出

上しておらず、中在家南遺跡に集落が存在したとは考え難い。

なお、中在家南遺跡の西方約 1輸にある南小泉遺跡は、住居跡は未発見であるが、縄文時代晩期末から弥生時代

後期までの各時期の上器や多 くの石器が出上しており、仙台平野中央部の中心的な集落 と考えられている。中在家

南遺跡Ⅷ・Ⅸ区河川跡14・ 15層出土土器 と、南小泉遺跡の同期の上器は、極めて類似性が強 く、両遺跡には密接な

関係があったものと推定される。

3 古墳時代前期

中在家南遺跡で確実に古墳時代前期に遡る遺構には、方形周濤墓 と小濤状遵構群がある。方形周濤墓は、遺跡に

かかる自然堤防の西端のⅦ区で 2基 と、遺跡中央部のV区で 1基の合計 3基が発見された。V区 とVII区 は直線で約



70m離れている。この間には未発見の方形周濤墓がまた多数存在し、狭い自然堤防に同じような方向に並ぶ方形周

濤墓群が形成され、古墳時代前期の墓域が形成されていた可能性がある。

小濤状遺構群は、方形周濤墓に先行することが確認されている。この遺構は畠に関係すると推定されることから、

中在家南遺跡西部の自然堤防は、古墳時代前期頃には墓域に先行して畑地 となったことが明らかになった。

古墳時代前期の住居は、中在家南遺跡や関係遺跡でも発見することはできなかった。しかし、同期の上器や木製

品は、量は多 くはないが、中在家南遺跡の西部のⅨ区から東部のⅥ区までの13層・ 12層から出上している。さらに

高屋敷遺跡・押口遺跡など広い範囲からも出上しているので、荒井地区の自然堤防上には、この時期に住居が点在

していたのではないかと推察される。

この時期の終わりに、中在家南遺跡の方形周濤墓の被葬者をはじめ、仙台平野の勢力を結集した人物により、南

小泉遺跡の中央には全長■Omの前方後円墳である遠見塚古墳が築造される。

4 古墳時代中期

古墳時代中期 として確実に位置付けられる遺構は少ないが、 I区からIII区 にかけての自然堤防上では多数の上師

器が、またその南側のH区 とⅣ区の河川跡■層 。10層 。9層からは土器や木製品などが多数出土している。 I区で

はこの時期の竪穴住居跡の可能性のある柱穴が、またH区からⅥ区の河川跡河岸部では祭祀に関係したような状態

で土師器 と石製模造品が出上しており、この周辺において前期から引き続き集落が営まれたと考えられる。

この時期には、高屋敷遺跡においても前期から続 く遺物包含層が形成されてお り、付近には継続的に集落が営ま

れていたと判断される。南小泉遺跡では、この時期の住居跡が多数発見され、大規模な集落が形成されていたこと

が明らかになっている。

5 古墳時代後期以降

古墳時代後期になると、河川層からの出土遺物は急激に減少し、中在家南遺跡では河川跡の 9層の上部から土器

が数点出上している程度である。周辺では押口遺跡の河岸部から土器が出上しているが、量は少ない。南小泉遺跡

では引き続き集落が形成されている。

続 く奈良時代には、中在家南遺跡の北東8.5kmに 多賀城、また西方2.51gnに 陸奥国分寺・尼寺が造営される。しか

し、周辺の華々しい発展にも係わらず、中在家南遺跡及び周辺遺跡は全 くの空白期で、遺物は 1点 も出上していな

い。南小泉遺跡もこの時期の住居跡は発見例が少なくなる。

平安時代になると、10世紀前葉に降下した 4層の灰白色火山灰層を挟んで 8層から3b層 までの堆積土層から土器

や木製品などが出上している。遺構については、Ⅲ区でこの時期の可能性 もある竪穴住居跡が検出されているが、

不明な点が多く、今後の調査成果が期待される。

中世から近世にかけての遺物は、河ナII跡の3a層・ 2層から出土しているが、この時期には河ナII跡はほとんど埋まっ

ており、河川跡は水田として開拓される。特に、近世になると、試掘調査で得 られた資料のような多数の陶器・磁

器が出土するようになり、中在家南遺跡周辺地域での新田開発が行われた様子をうかがい知ることができる。

第 2節 河川跡の流路 と遺物出土状況

1 河川跡 の推定流 路

中在家南遺跡と押口遺跡で発見された河川跡は、既に本文編でも述べた通り、河川の規模・堆積上の状況・対応

層の時期が類似しており、地形図や古い航空写真によっても両遺跡間の旧河道を追うことができるので、同一の河
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川跡 と認定した。地形図及び航空写真によって復元した旧河道は第 1図の通 りである。

西方から流路を追うと、中在家南遺跡の北西側では、南小泉遺跡の立地する自然堤防が蒲町の東端で途切れると

ころと、荒井の集落が立地する自然堤防のはじまる南屋敷の間を通って、蒲町―伊在地域の後背湿地から霞目東部

の後背湿地に北から南に抜ける。中在家南遺跡の西側で急に東方に屈曲して中在家南遺跡の立地する自然堤防と梅

ノ木の集落が立地する自然堤防の間を抜けて緩やかに蛇行しながら北東方向にのびる。押口遺跡のところで再び急

激に屈曲して北方にのびていく。東西両端 とも荒井地区の北側で河道の流路が不明 となるが、西側については、南

小泉遺跡の北部から蒲町・六丁目方向 (北東方向)に のびる河道に接続するものと推定される。東部については、

現在確認されている部分からいくらか北にのびたところから東に蛇行して、荒井の集落の北部を東西に通る旧河道

に接続するものと考えられる。中在家南遺跡 と押口遺跡の間では、高屋敷遺跡の北側を通っている。

2 層位・種類別の本製品類出土】犬況

本文編の凡例に示した木製品類の分類表に従って、中在家南遺跡と押口遺跡の河川跡の各層から出上した木製品

を集計したのが第 1表である。木製品類の出土点数のピークは、 3層 (中世から平安時代)・ 10層 (古墳時代中期)・

12層 (古墳時代前期)・ 14層、15層 (弥生時代中期)に あり、特に14層 。15層からの出土量が多い。この結果は、押

口遺跡の出土木製品類を加えても、第 8部第 7章第 1節で検討した中在家南遺跡出土遺物の集計結果と差がないこ

とを示している。

木製品類の出土点数のピークだけをみると、14層・

15層出土木製品類は、既に検証 したとおり中在家南遺

跡VⅢ・Ⅸ区>H区 >Ⅵ区の順に、弥生時代中期の中在

家南遺跡の集落から離れるにしたがって出土点数が少

なくなり、この傾向は押口遺跡 I・ H区にもあてはま

る。12層 と10層 についてみると、中在家南遺跡のⅧ・

Ⅸ区とⅡ区では木製品類の出土数に変化はないが、中

在家南遺跡Ⅵ区では12層から10層 になると約2.5倍の

出土点数となる。ところが押口遺跡では、12層から10

第 2表 木製品類のビークの推移

層になると約 8分の 1に減少している。時期により場の使われ方に変化の無い地域 と有る地域があるようである。

変化の要因の解明については遺構の調査の進展に期待したい。

3 中在家南遺跡ⅦI・ Ⅸ区 15層 の遺物出土状況

中在家南遺跡のⅥI区周辺には、弥生時代中期の集落が存在したと考えられるが、その南側に位置するⅧ oⅨ区河

川跡における該当期の堆積層である15層の石器・骨角器・木製品の出土状況を示したのが第 3表である。この表に

よると、石器 と骨角器の出土地区はⅨ D区に集中する傾向が認められる。これに対 して、木製品は製品。未製品を

含めると東側のⅧ区に高い集中をみる。

遺物の出土層位を比較すると、木製品は15d層期に既に多数出土し、15c層期にピークに達するが、15a層期には

激減する。15c層 と15d層出土木製品の完成品と未製品の割合は、両層ともほぼ半々の割合である。これに対して石

器や骨角器は、15d層期には少ないが15c層期になると増加し、さらに15a層期に倍増してピークとなる。

以上のように、石器・骨角器 。木製品の出土傾向には、石器 と骨角器には共通性が、石器・骨角器 と木製品には

相違が認められる。このような出土遺物量の変化や出上位置の相違が、集落の発展 と廃絶および集落における場の

使われ方をどのように反映しているのか、今後の検討課題である。

(点 )

遺 跡 名 地  区 14・ 15層 12 層 10 層 3層

中在家南遺跡

Ⅷ・Ⅸ区 250 1

H区

Ⅵ 区

押 口 遺 跡 I・ H区 3



第 3表 中在家南遺跡Ⅷ・Ⅸ区15層石器・骨角器 。木製品の出土状況

石 器 骨 角 器 木 製 口
叩

地区別出土状況 層位別出土状況 地区別出土状況 層位別出土状況 地区別出土状況 層位別出土状況

地 区 点数 % 地 区 点数 % 地区 点数 % 地 区 点数 % 地 区 点数 % 地区 点数 %

IXA 2 IXA 0 0 IXA 15a

B 77 b 6 B 1 b 2 B b 1

C C 3 C

D d D d 3 D 17_7 d 32 5

Ⅷ I Ⅷ Ⅷ

他 8 5.6 他 他 0 他 0 0 他 4 他 11_3

合計 合計 合計

※「他」は細別地区 。層位の不明の資料

第 3節 まとめ

1 分布調査と各遺跡の調査成果
|)分布調査 。試掘調査

① 分布調査と試掘調査の実施によって、中在家南遺跡 。高屋敷遺跡。荒井畑中遺跡を発見することができた。

② 押口遺跡は、範囲が拡大することが明らかになり、追加範囲において大きな調査成果をあげることができた。

③ 中在家遺跡・荒井館跡・下荒井遺跡では、分布調査と試掘調査により、調査範囲の縮小・省略が可能になった。

④ 遺跡とは別に、伊在字西田。伊在字屋敷地区、荒井字大場伝・荒井字堀添地区、荒井字矢取・荒井字初田・荒

井字揚戸地区では、17世紀代から18世紀・19世紀の各種陶器・磁器が出土し、近世以降の新田開発に伴う村落の

形成を示す資料が得られた。

2)荒井館跡

① 口伝などにより、館跡として登録されているが、中世の城館と直接関係する遺構。遺物は発見されなかった。

② 館跡内からは、2次的な堆積状況ではあるが、ロクロ使用・未使用の上師器や須恵器が出上しており、周辺に

古墳時代・平安時代の集落が存在した可能性があることが明らかになった。

3)荒井畑中遺跡

① 掘立柱建物跡・濤跡・土坑などの遺構が発見された。

② 掘立柱建物跡は2棟あり、いずれも近世以降のものと考えられる。

③ 濤跡は1条あり、19世紀以降になって埋没している。農家の屋敷を囲む堀と考えられる。

④ 土坑は、近世以降のもの、古墳時代から古代と考えられるもの、古墳時代前期のものの3基がある。

4)高屋敷遺跡

① 遺物包含層のほか、濤跡6条・土坑18基・ピットなど多数の遺構が発見された。

② 遺物包含層は、古墳時代前期から中期に形成されたもので、多くの上師器が出上し、付近に同期の集落の存在

が考えられる。
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③ 遺物は、古墳時代前期 。中期の土師器のほか、石製模造品等が出土した。

5)押 口遺 跡

① 中在家南遺跡から続く上面幅約20m・ 深さ約2.7mの 河川跡が発見された。

② 河ナll跡からは、弥生時代中期、古墳時代前期 。中期を主とする木製品が出上した。この中には、弥生時代中期

の打棒の完成品や古墳時代前期のナビス型二又鍬のように東北地方において初めて発見されたものがある。

③ 古墳時代前期の上師器には、櫛描文の施された所謂「東海系土師器」が含まれており、農具の器種組成ととも

に注目される。

④ 押口遺跡で検出された河川跡は、泥炭質土壌が堆積するまでに流路を移動しながら流れており、押口遺跡の西

部には幅50m以上の蛇行洲が形成されていることが明らかになった。

6)中 在 家南遺跡

① 自然堤防から河川跡にわたる遺跡が発見され、自然堤防上では遺物包含層、掘立柱建物跡 1棟、竪穴住居跡 2

棟、方形周濤墓 3基、土墳墓 5基・土器棺墓 2基、土坑53基、濤跡47条、小濤状遺構群 1か所などの遺構が発見

され、河川跡からは弥生時代前期から近世にいたるまでの様々な遺物が出上した。

② 弥生時代中期の桝形囲式期には、自然堤防の西部に集落が、自然堤防の東部に土墳墓と土器棺墓からなる墓域

が形成されており、自然堤防上における場の使われ方が明らかになった。

③ 弥生時代中期後葉から後期にかけては、後期の上器が数点出上しているだけで、空白期となる。

④ 古墳時代前期には、遺跡の西部から中央部にかけて方形周濤墓群が形成されたことが明らかになったが、集落

については、自然堤防の削平が進んでいるため明らかに出来なかった。

⑤ 古墳時代中期には、自然堤防の中央部で、同期と考えられる竪穴住居跡の柱穴が発見され、周辺の河岸上部か

らは祭祀に関係した土師器や石製模造品が出上した。

③ 河川跡堆積上の14・ 15層は、弥生時代中期に相当し、桝形囲式上器 。木製品・石器・骨角器 。食物残滓を含む

自然遺物等、当時の生活・文化を研究するための貴重な資料を得ることができた。

② 河川跡堆積上の12・ 13層 は、古墳時代前期に相婆し、出上した木製品によって、農耕具の器種組成を知ること

がで きた。

③ 河川跡堆積土の 9・ 10・ ■層は、古墳時代中期に相当し、農具をはじめ様々な木製品を得ることができた。

⑨ 河川跡堆積上の 8層から3層は、平安時代から中世に相当し、下位層と,ヒ較すると量は少なくなるが、木製品

をはじめとする資料が得られた。

⑩ 押口遺跡の調査成果も含めた河川跡出土遺物によって、弥生時代後期を除く、弥生時代中期から古墳時代中期

まで木製農具の変遷が明らかになった。

2 各種 分析 と本調査成果

|)プラン ト。オパール分析

① 試掘調査区におけるプラント。オパール分析では、平安時代以降近年までの水田耕作土層 (1～ 2層)よ り下

の地層からは、水田稲作を裏付ける量のイネプラント・オパールは検出されなかったが、各地点の調査でも水田

耕作を示すような撹拌された地層は発見されず、分析結果と調査結果が一致した。

② 中在家南遺跡の自然堤防部の基盤層では、縄文晩期終末の上器を出土した層を含むⅢ層 (分析時は16層)のプ

ラント・オパール分析を行ったが、イネプラント・オパールは検出されず、弥生時代前期以前には自然堤防部が



水田として開発されていなかったことが確認された。

③ 中在家南遺跡の河川跡堆積は、プラント・オパール分析の結果、 1層・ 2層・ 5層が稲作の可能性が高いと

判断され、 1層 は近年の水田、 2層 は近世の水田跡が検出されたが、 5層では水田跡の存在を示す遺構は検出さ

れなかった。また、3層 。9層 。11層 。13層・ 14層 についても分析では、稲作の可能性がある地層とされた。こ

のうち 3層 (3a層 )では水田跡が検出され、他の層からも稲作農耕に関係する遺物が出上した。

2)花 粉分析

① 中在家南遺跡Ⅳ区の河川跡堆積上の分析結果、15層 (弥生時代中期)堆積期は、ヨナラ属コナラ亜属を主とし、

これに弱湿性のオニグルミなどがカロわつた森林が周辺に広がり、堆積地はガマ属―ミクリ属・イネ科・カヤツリ

グサ科等が繁茂する水湿地であると復元された。またこの当時の水田は、堆積地に影響を与えないほど離れてい

たとの考えが示された。

② 14層 (弥生時代中期)堆積期になると、イネ属型を含むイネ科の花粉が多くなるので、中在家南遺跡周辺でイ

ネ栽培が始まったと解釈された。

③ 中在家南遺跡周辺では、13層 (古墳時代前期)か ら6層 (平安時代)にかけて森林が減少することが明らかに

なった。

④ 河川跡内は、7層 (平安時代)ま ではヒシなどの繁茂する池状の水域であったが、 6層から3b層 (中世)に は

水湿地が浅くなり、乾燥化が進んでいることが明らかになった。

⑤ 各層の花粉分析結果からは、植生に影響を及ぼすような気候変化は認められなかった。

3)珪 藻分析

① 中在家南遺跡Ⅸ区の河川堆積上の分析結果、15c。 15d層 (弥生時代中期)は、土器だけでなく木製品。骨角器

等が出土し、湿地性の堆積環境にあったと考えられるにも係わらず、珪藻化石はほとんど検出されなかった。

② 15a層 (弥生時代中期)は、底生種の割合が高いが、陸生種や海生種も存在し、沼沢地ではあるがジメジメした

環境が隣接し、しかも海水の影響も多少受けるような環境であつたことが明らかになった。

③ 12層 (古墳時代前期)か ら6層 (平安時代)に かけては沼沢地的環境から湿地環境へと徐々に移行し、 5層 (平

安時代)に は湿地環境へ変化したことが推定された。

4)大 型植物化石 (種実)分析

① 中在家南遺跡河川跡の大型植物化石 (種実)分析は、Ⅵ区における重量500gの ブロックサンプルと、各区で調

査中に採取した任意のサンプルおよびⅧ・Ⅸ区の上壌洗浄で採取された資料を合わせた 2種類の資料で分析を

行った。その結果、プロックサンプルでは、花粉分析結果や任意のサンプルおよび大量の上壌洗浄で採取された

分析と異なり、堆積域に樹木が乏しかったという反対の環境復元結果がでた。以下は、ブロックサンプルではな

く、より大量の資料に基づく分析結果をまとめる。

② 弥生時代中期は、ナラガシフ・サンショウ・ミズキなどの落棄広葉樹が河川周辺に繁茂し、日当たりの良い場

所に育成するニワトコ。タラノキ・カナムグラの存在から人間が切り開いた空間が存在したことが考えられる。

③ 古墳時代前期には木本の資料が減少することから、落棄樹林の後退ないし減少が考えられ、古墳時代中期以降

は木本種実の出土はさらに少なくなり、湿原もしくは水田の拡大が推定されている。

④ 人間が食用可能な食物としては、弥生時代の堆積層からはイヌガヤ・ブドウ属・サンショウ。マタタビ属 。タ

ラノキ・ガマズミ属・ヒシ・イボビシ。オニビシ。トチが、古墳時代前期の堆積層からイヌガヤ・ヒシ。ジュン
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サイが、平安時代の堆積層からはヒシが出土 していることわゞ明らかになった。

5)残存脂肪分析

① 中在家南遺跡Ⅳ区土坑の残存脂肪分析を行った結果、高等動物に由来する脂肪酸・コレステロール・コプロス

タロールが検出され、土坑の形状 。伴出遺物からヒト埋葬用の上墳墓と推定された。

② 分析を行った土坑 (SK-38土坑)内には、大きな遺体と小さな高等動物の2遺体が埋葬されていた可能性があ

ることが指摘 されている。

6)中在家南遺跡出土遺物の付着物の分析

① 中在家南遺跡出上の弥生土器 (桝形囲式)の模様に使用されている赤色顔料の主成分が、ベンガラであること

が明らかになった。

② 弥生時代中期の斧直柄状木製品に塗られた樹脂状の塗料から、顔料としてベンガラが検出された。

③ 塗料のパレットとして使用された桝形囲式上器があり、残っている樹脂からもベンガラが検出された。

7)河 川跡 15層 出上試料 の放 射性炭素 年代測定

① Ⅸ区15層 (桝形囲式期)出上の骨片・カキ殻 。木製品 (臼縁辺)の放射性炭素年代測定を行った結果、それぞ

れ B.C.390、 B.C.330、 BoC.365の 歴年代が得られた。

② 測定結果は、現在一般的に位置付けられている桝形囲式の年代観より古くでている。

8)弥 生土器 と石器

① 中在家南遺跡15層から出上した多量の弥生土器は、製作手法や文様 。器形に一括性が認められ、桝形囲式に位

置付けられる。

② 完形もしくは完形に近い多数の土器により、壷・高邪・鉢・甕・蓋とその細分による桝形囲式の器種組成が明

らかになった。

③ 弥生時代の石器としては、石庖丁・蛤刃石斧などの大陸系磨製石器と、板状石器など弥生時代に新たに出土す

る石器、石鏃 。石錐 。石箆・石匙・スクレイパー・楔形石器・不定形石器・敲石・磨石・砥石 。石皿等の縄文時

代以来の石器、及び環状石斧・石鍬など各種の石器が出上し、桝形囲式期の石器の組成を知るための良好な資料

が得られた。

④ 中在家南遺囲における石器の製作にあたっては、多様な石材が使用されていることが明らかになった。

9)動 物遺存体 と骨角器

① 動物遺存体の分析により、弥生時代中期の中在家南遺跡における狩猟・漁携対象と、それによる食文化の一端

が明 らかになった。

② 動物遺存体の出土量からみた弥生時代中期の狩猟・漁携対象としては、鳥類の量や海水域の魚類の種類が少な

く、ニホンジカとイノシシを主としていることから、内陸での狩猟への依存度が高いことが明らかになった。

③ 中在家南遺跡から出土した骨角器によって、弥生時代中期の内陸遺跡の骨角器の器種組成が明らかになった。

④ 中在家南遺跡の骨角器の器種組成には、沿岸部の遺跡にみられるモリやヤス・釣針などが欠落し、海岸での狩

猟 。漁携が活発でなかったことが推定された。このことはスズキを除く海水域に生息する魚類の遺存体の出土量

が少ないことからも裏付けられた。



10)出土上師器 と須恵器 につ いて

① 河川跡12・ 13層 と方形周濤墓などから古墳時代前期塩釜式の上師器が出土しており、押口遺跡ではこの中に「東

海系土師器」と呼ばれるものも混在している。

② 河川跡 9。 10・ 11層から古墳時代中期南小泉式の上師器が出土したが、器形の変化については明確に把握する

ことができなかった。

③ 河川跡の3層から8層からは平安時代の上師器 。須恵器・赤焼土器が出上し、時期によって器高や底径と口径

の比率が変化することが確認された。

④ 平安時代の河川跡から出上した土器には、出土個体数の割に墨書土器が多く、河川と関係する祭祀行為が行わ

れたことが推定される。

H)河 川跡 出土木製 品 につ いて

① 河川跡より弥生時代中期から中世までの各種の木製品が層位的に出土したことと、他遺跡での調査成果をもと

に、弥生時代中期 。古墳時代前期 。古墳時代中期・古墳時代後期の農耕具の変遷の概要が明らかになった。

② 中在家南遺跡の弥生時代中期の農耕具のうち、狭鍬・広鍬 。泥除には、形態や製作技術・樹種の選択に著しい

地域性が認められた。また、生産された木製品の種類も、他地域と比べると、鍬や斧類の生産量の割に容器類の

生産量が少ないことが明らかになった。

③ これまで用途の明らかでなかったヘラ状の農具については、脱穀作業用具の「打棒」と推定できた。

④ 弥生時代の木製品・材に残る石器による加工痕跡から、馬平片刃石斧も小径材の切断に多様されていることが

明らかになった。

⑤ 古墳時代前期の農具は、近畿地方のナスビ型又鍬 。東海地方の膝柄又鍬・関東地方の直柄広鍬などの直接また

は間接の影響を受けたものが出土した。

⑥ 古墳時代中期の農耕具の主体は、近畿地方の影響を受けて、全国的な傾向と同様にナビス型平鍬に変化ること

が明らかになった。

12)出土木材 の樹種 と調査成果

① 樹種同定によって、弥生時代中期の鍬・鋤・斧柄・打棒、古墳時代の鍬 。鋤・杵などの主な農具・工具にはク

ヌギ節が、弥生時代中期の泥除にはクリが選択的に使用されていることが明らかになった。

② 押口遺跡河川跡出土の弥生時代中期から古墳時代中期の自然木を同定した結果、中在家南遺跡周辺は弥生時代

中期には山地丘陵部の沢沿いに似た植生であり、その後古墳時代前期になると低湿地性の森林に変化したことが

分かった。両期とも2次林的要素も含まれ、人間活動に伴う植生への影響があったことも指摘されている。

以上、調査成果と各種分析・考察によって中在家南遺跡における弥生時代中期の文化や自然環境および環境との

関わりについて明らかにすることができ、遺跡に根さざした当時の生活状況のイメージを膨らませることが可能と

なった。また、弥生時代中期から古墳時代前期 。中期後期、平安時代 。中世にわたる河川跡および周辺の環境の変

化と木製農具の変遷を明らかにすることができた。

分析資料については、調査担当者によるサンプリングの方法 。場所 。分析の方法・資料の選択等に不備や不統一

があったことが反省させられる。それにも関わらず、大きな成果をあげることができたのは、分析・考察を頂いた

各位のご協力の賜物である。末筆ながら深甚なる感謝の意を表し、調査報告の終わりとする。
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